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ࡿࡅ࠾ᮏセンターのྛ研究部門ࠑ   2022 年度研究

業績等࡚࠸ࡘ、௨ୗの㡯目ἢ࡚ࡗ報告ࠒࠋࡍࡲࡋ 

部門スタッࣇ 

教育㺃研究ᴫせ 

教育㺃研究等係ࡿ全学支援 

2022 年度研究業績

♫会㈉⊩関ࡿࡍ業績 

2022 年度研究Ⓨ表ㄽᩥ୍ぴ

 のࡑ
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情報メディア教育研究部門 

Infomedia Education Research Division

1 部門スタッフ 

教授 竹村 治雄 

␎Ṕ：1982 年 3 ᭶大阪大学基♏ᕤ学部情報ᕤ学

科༞業、1984 年 3 ᭶大阪大学大学㝔基♏ᕤ学研究

科༤ኈ๓ᮇㄢ程≀⌮⣔ᑓᨷಟ1987ࠋ 年 3 ᭶大阪

大学大学㝔基♏ᕤ学研究科༤ኈᚋᮇㄢ程≀⌮⣔ᑓ

ᨷ༢ྲྀᚓ㏥学ࠋ同年 4 ᭶ᰴᘧ会♫国㝿電Ẽ通信

基♏ᢏ⾡研究所ධ♫ (ATR) 、࢚イ・ティ・アール

通信システム研究所ົ1992ࠋ 年 4 ᭶同௵研究

員1994ࠋ 年 4 ᭶ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学情報

科学研究科ຓ教授 1998 年 10 ᭶ࡾࡼ 1999 年 7 ᭶

2001ࠋトロント大学ᐈ員ຓ教授・ࢲࢼ࡛࢝ࡲ 年 4

᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンター情報メ

ディア教育研究部門教授ࠋIEEE、ACM、電子情報

通信学会、情報ฎ⌮学会、日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜテ

ィ学会、ࣄュー࣐ンインタࣇェース学会、大学教育

学会、大学ⱥ語教育学会ྛ会員1987ࠋ 年ᕤ学༤ኈ

（大阪大学）ࠋ

特任教授（常勤） 上田 真由美  

␎Ṕ：1998 年 3 ᭶関す大学総合情報学部༞業、

2000 年 3 ᭶関す大学大学㝔総合情報学研究科ಟኈ

ㄢ程ಟ、2003 年 3 ᭶関す大学大学㝔総合情報学

研究科༤ኈᚋᮇㄢ程ಟࠋ同年4᭶ࡾࡼ大阪大学、

ྡྂᒇ大学、ி㒔大学研究員2012、࡚⤒ࢆ 年 4 ᭶

ὶ通科学大学総合ᨻ⟇学部講ᖌ、2013 年 4 ᭶同

教授ࠋ⤌⧊ᨵ⤌ࢆ⤒࡚ 2015 年 4 ᭶同⤒῭学部教

授、2018 年 4 ᭶ࡾࡼ同教授ࡑࠋの㛫、2014 年 4 ᭶

、関す大学先端科学ᢏ⾡推進機ᵓᐈ員研究員ࡾࡼ

2019 年 7 ᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンタ

ー≉௵教授（ᖖ）ࠋ༤ኈ（情報学）ࠋIEEE、ACM、

電子情報通信学会、情報ฎ⌮学会、日ᮏデータ࣋ー

ス学会、ࣄュー࣐ンインタࣇェース学会、ேᕤ▱能

学会ྛ会員ࠋ

准教授 間下 以大 

␎Ṕ：2001 年 3 ᭶大阪大学基♏ᕤ学部システム

ᕤ学科༞業2003ࠋ 年 3 ᭶大阪大学大学㝔基♏ᕤ学

研究科システム科学分㔝༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟ2006ࠋ

年 3 ᭶大阪大学大学㝔基♏ᕤ学研究科システム科

学分㔝༤ኈᚋᮇㄢ程ಟ2006ࠋ 年 4 ᭶大阪大学サ

イバーメディアセンター情報メディア教育研究部

門≉௵研究員2007ࠋ 年 4 ᭶大阪大学⏘業科学研究

所」合▱能メディア研究分㔝≉௵研究員2008ࠋ 年

4 ᭶大阪大学サイバーメディアセンター情報メデ

ィア教育研究部門ຓ教2012ࠋ 年 10 ᭶ࡾࡼ 2013 年

3 ᭶࡛࢜ࡲーストࣜア・ࢢラーࢶᕤ科大学ᐈ員研究

員2014ࠋ 年 4 ᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセ

ンター情報メディア教育研究部門講ᖌ2017ࠋ 年 7

᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンター情報メ

ディア教育研究部門教授ࠋ༤ኈ（ᕤ学）ࠋ電子情

報通信学会、情報ฎ⌮学会、IEEE ྛ会員ࠋ 

准教授 浦西 友樹 

␎Ṕ：2004 年 3 ᭶ዉⰋᕤ業高等ᑓ門学ᰯᑓᨷ科

電子情報ᕤ学ᑓᨷಟ2005ࠋ 年 9 ᭶ዉⰋ先端科学

ᢏ⾡大学㝔大学情報科学研究科༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟࠋ

2008 年 3 ᭶ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学情報科学

研究科༤ኈᚋᮇㄢ程ಟ2008ࠋ 年 4 ᭶日ᮏ学⾡

⯆会≉ู研究員 PD2009ࠋ 年 4 ᭶ዉⰋ先端科学ᢏ

⾡大学㝔大学情報科学研究科ຓ教2011ࠋ 年 6 ᭶ࡼ

ࡾ 2012 年 6 ᭶ࣇ࡛ࡲィンランド・࢘࢜ル大学ᐈ員

研究教授2012ࠋ 年 10 ᭶大阪大学基♏ᕤ学研究科ຓ

教2014ࠋ 年 4 ᭶ி㒔大学་学部㝃ᒓ㝔ຓ教2016ࠋ

年 4 ᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンター情

報メディア教育研究部門教授ࠋ༤ኈ（ᕤ学）ࠋ電

子情報通信学会、情報ฎ⌮学会、システム制ᚚ情報

学会、日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会、日ᮏ生య་

ᕤ学会、IEEE ྛ会員ࠋ 

特任准教授（常勤） Jason Orlosky 

␎Ṕ：2006 年ジࣙージアᕤ科大学電子ᕤ学部༞

業2007ࠋ 年 McKesson Provider Technologies ධ♫ࠋ

2011 年大阪大学基♏ᕤ学部▷ᮇ␃学生等ࢆ⤒࡚
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2013 年同大学㝔情報科学研究科༤ኈᚋᮇㄢ程ධ学、

2016 年同ಟࠋ༤ኈ（情報科学）ࡑࠋのᚋ、日ᮏ学

⾡⯆会≉ู研究員 (PD) 2017、࡚⤒ࢆ 年サイバ

ーメディアセンター≉௵ຓ教（ᖖ）、2018 年サイ

バーメディアセンター≉௵講ᖌ（ᖖ）、2020 年≉

௵教授（ᖖ）、㐺応ⓗࣘーࢨインタࣇェースの

研究ᚑࠋ 

講師 東田 学 

␎Ṕ：1989 年 3 ᭶ᮾிᕤ業大学⌮学部ᩘ学科༞

業、1991 年 3 ᭶ᮾிᕤ業大学大学㝔⌮ᕤ学研究科

ᩘ学ᑓᨷಟኈㄢ程ಟ、1997 年 3 ᭶大阪大学大学

㝔基♏ᕤ学研究科≀⌮⣔ᑓᨷ༤ኈㄢ程ಟ1994ࠋ

年大阪大学大型計算機センターຓᡭ、2000 年 4 ᭶

大阪大学サイバーメディアセンター応用情報シス

テム研究部門ຓᡭ、2007 年 4 ᭶ࡾࡼຓ教2013ࠋ 年

4 ᭶ࡾࡼ同部門講ᖌ2014ࠋ 年 10 ᭶ࡾࡼ大阪大学サ

イバーメディアセンター 情報メディア教育研究

部門講ᖌࠋ༤ኈ（ᕤ学）ࠋ 

講師 白井 詩沙香 

␎Ṕ：2007 年Ṋᗜᕝዪ子大学生ά環境学部情報

メディア学科༞業（学㛗㈹ཷ㈹）3ࠋ 年㛫の企業

2010、࡚⤒ࢆົ 年Ṋᗜᕝዪ子大学大学㝔生ά環境

学研究科ධ学2015ࠋ 年同大学㝔同研究科༤ኈㄢ

程ಟࠋ༤ኈ（情報メディア学）2015ࠋ 年ࡽ同大

学生ά環境学部生ά環境学科ຓ教2018、࡚⤒ࢆ 年

大阪大学サイバーメディアセンター情報メデࡽ

ィア教育研究部門講ᖌࣄࠋュー࣐ンコンピュータ

インタラクシࣙン、教育ᕤ学、情報科学教育関ࡍ

情報ฎ⌮学会、コンピュータ利用教ࠋᚑ研究ࡿ

育学会、日ᮏᩘᘧฎ⌮学会、日ᮏ教育ᕤ学会、日ᮏ

情報科教育学会、教育システム情報学会、ACM、

IEEE ྛ会員ࠋ 

特任助教（常勤） Nattaon Techasarntikul 

␎Ṕ：2011 年 3 ᭶タイ、ࣔンクット⋤ᕤ科大学

トンᰯࣜࣈ計算機ᕤ学༞業ࠋ教育用 Web ームのࢤ

開Ⓨ業ົᦠ2017ࠋࡿࢃ 年 3 ᭶大阪大学大学㝔情

報科学研究科情報システムᕤ学ᑓᨷಟኈㄢ程ಟࠋ

2020 年 3 ᭶同大学㝔同研究科༤ኈㄢ程ಟࠋ同年、

大阪大学サイバーメディアセンター情報メディア

教育部門≉௵研究員2020ࠋ 年 10 ᭶ࡾࡼ大阪大学サ

イバーメディアセンター情報メディア教育研究部

門≉௵ຓ教ࠋ༤ኈ（情報科学）ࣄࠋュー࣐ンコンピ

ュータインタラクシࣙン、ᣑᙇ⌧実、バーࣕࢳルࣜ

アࣜティー、機Ე学習の研究ᚑࠋ 

 

2 教育・研究概要 

2.1 教育の概要 

基♏ᕤ学部情報科学科ࡿࡅ࠾༞業研究、ࡽ࡞

༤ኈ๓ᮇ・ᚋࡿࡅ࠾大学㝔情報科学研究科ࡧ

ᮇㄢ程の研究ᣦᑟࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ、௨ୗの講⩏ࢆᢸ

ᙜࡾࡼࡇࡿࡍ、ᮏ学ࡿࡅ࠾情報科学ࡧࡽ࡞

 ࠋࡓࡋ⫣㈉教育ࡿࡅ࠾࿘㎶分㔝

全学共通教育の情報ฎ⌮教育科目のᩥࠕ学部 情

報♫会基♏ （ࠖⓑ）、基盤教㣴科目のࠕ情報᥈⣴ධ

門 （ࠖ➉ᮧ）ࢆᢸᙜࡓࡲࠋࡓࡋ、インターࢼシࣙࢼ

ルࣞ࢝ッジの共通教育科目ࠕData Processing Skillsࠖ

（➉ᮧ）ࢆⱥ語࡛ᢸᙜࠋࡓࡋ 

基♏ᕤ学部のᑓ門科目࡛ࠕ、ࡣ情報科学ᗎ説（ࠖ㛫

ୗ、ᾆす）、ࠕ情報ᢏ⾡者♫会 （ࠖᾆす）、ࣄࠕュー

ン・コンピュータ・インタラクシࣙン࣐ （ࠖ➉ᮧ、

ⓑ）、ࠕ情報ᕤ学 PBL (情報ᕤ学 A)ࠖࠕ情報ᕤ学 PBL

（情報ᕤ学 B）ࠖ（ⓑ）、ࠕ情報科学ࢮミࢼール Aࠖ

ールࢼミࢮ情報科学ࠕ B （ࠖᾆす）ࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

情報科学研究科のᑓ門科目࡛ࠕ、ࡣシステムイン

タࣇェースタ計ㄽ （ࠖ➉ᮧ、ᾆす）、ࠕ情報ᢏ⾡

⌮ （ࠖ㛫ୗ）、ࠕインタラクティࣈ成ᕤ学₇習 イࠕࠖ

ンタラクティࣈ成ᕤ学基♏₇習 （ࠖ௨ୖ➉ᮧ、ᾆ

す）ࢀࡒࢀࡑࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

 2.2 研究の概要 

ᮏ部門࡛ࡣ、情報メディアのインタࣇェースᢏ

⾡、情報メディア環境ࢆᣑᙇᥦ♧࣊ࡿࡍッド࣐࢘

ントディスプࣞイ (HMD) の応用ᢏ⾡、情報メデ

ィア環境の計 ᢏ⾡㸪情報メディアࢆά用ࡓࡋ e-

Learning 情、ࡾ࠾࡚ࡋ実ࢆの研究ࠎ✀࡚ࡋ関

報メディアࢆ用ࡓ࠸教育環境の高度㈨ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ目ᣦࢆ

インタࣇェースᢏ⾡関ࡣ࡚ࡋ、環境ࣘࡸーࢨ

ェースࣇゐぬインタ࡞㠀ᣊ᮰ࠕ࠸࡞ࢀࡉᅛᐃ ࠖࡸ

3ࠕ 次ඖࣘーࢨインタࣇェースࡧࡼ࠾ᣑᙇ⌧実 

(Augmented Reality, AR) ᢏ⾡ のࠖ研究開Ⓨ࡚ࡗ⾜ࢆ
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ឤࠕ、ࡣ࡚࠸ࡘの情報メディア応用生య ࠋࡿ࠸

ぬᥦ♧ᢏ⾡ࠖ関࡚ࡋ研究開Ⓨࢆ実࠸࡚ࡋ

、環境のᗄఱ学ⓗࡸయ≀、ࡣ࡚ࡋ関⾡計 ᢏࠋࡿ

ග学ⓗ性㉁の計 ・シミュࣞーシࣙンᢏ⾡の研究

開Ⓨࢆ実ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

e-Learning ࡅ࠾学習支援システム、ࡣ࡚ࡋ関

ェースの研究開Ⓨ、語ࣇインタࢨーࣘ࡞ຠ果ⓗࡿ

学教育ࡧࡼ࠾情報科学教育ࢆ୰ᚰࡓࡋ学習環境

デࢨイン開Ⓨ、授業ᨵၿᡭἲの開Ⓨ・実ド研究ࢆ⾜

άࢆ⾡ᢏࢢセンシン✀ྛࡣ㏆年、ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡗ

用ࡓࡋ MMLA (Multimodal Learnig Analytics) の研

究ࢆ実ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

先端ⓗ、࡛ࡇࡿࡍ集大成ࢆの研究せ⣲ࡽࢀࡇ

࡛ࡀࡇࡿࡍ㈨情報メディア教育環境のᵓ⠏࡞

 ࠋࡿࡁ

3 教育・研究等に係る全学支援 

3.1 情報処理教育環境の維持・管理 

2022 年度ࡣ、VMWare ♫の Virtual Desktop 

Infrastructure(VDI)ࢆ利用ࡓࡋ情報教育システムの

⥔ᣢ・⟶⌮ὀຊࡓࡋ㸬情報教育システムࡣ同᥋

⥆ 820 ライセンスࢆ⥔ᣢࡋ㸪教室内እࡽሙ所

ᡭඖのコンピュータ࡛サイバーᥦ౪の端ᮎࡎࡽࡼ

サーࣅスࢆ利用࡛ࠋࡿࡁPC ά用教育の࡞実

ンスコストの๐ࢼ端ᮎイメージメンテ、࡚ࡅࡴ

ῶ、ᣢࡕ㎸ࡳ PC  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌧実ࢆ࡞のᑐ応

e-Learning コンテンࡣ࡚࠸ࡘࢶ、INFOSS 情報

⌮ 2022 年度∧、情報⌮デジタルࣅデ࢜ᑠရ集

1㹼7、࢟ーワード࡛学᭱ࡪ᪂情報トピック 2022、

MS Officeの⮬学⮬習ࣇࢯト࢘ェアࣞࢼローࢆ全教

⫋員・学生ࡀ利用࡛ᩚ࠺ࡼࡿࡁഛ࡞ࡿࡍ、ᘬࡁ⥆

FD、ࡓࡲࠋࡓࡵົスのᣑࣅサーࡁ の୍環ࡋ

࡚、ᐃᮇⓗᩘࡿ࠸࡚ࡗ⾜ᘧฎ⌮システム Maple

 Mathematica の講習会ࡣ年度ᘬ࢜ࡁ⥆ࡁン

ラインษ࠼᭰ࡾ、開催ࠋࡓࡋ開催日ࡧࡼ࠾ཧຍ者

ேᩘࡣ௨ୗのࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ 

 2022 年 10 ᭶ 21 日 Maple 講習会 （࢜ンライ

ン） 12 ྡ 

 2022 年 11 ᭶ 17 日 Mathematica 講習会 （࢜ン

ライン） 12 ྡ 

ᗈ報・ガイࢲンスά動ࡣ࡚࠸࠾、情報教育シ

ステムの᭦᪂情報等ࢆ㝶Ⓨ信࣐、ࡶࡿࡍ

ニュアルのᩚഛ࠸⾜ࢆ、サーࣅスのᬑཬ㈉⊩ࡋ

 ࠋࡓ

3.2 e-learning の運用・利用者支援 

2022 年度ࡶ Blackboard Learn 9.1 授業支ࡓ࠸用ࢆ

援 シ ス テ ム CLE (Collaboration and Learning 

Environment) ࢆクラ࢘ドサーࣅス࡚ᥦ౪ࠋࡓࡋ

2020 年度ࡃ⥆ࡽコロ࡚࠸࠾⚝ࢼ、全学ᵓ成員

の大部分ࡀ利用ࡿ࠸࡚ࡋ状況࡛ࡀࡿ࠶、大規模࡞

システム㞀ᐖࡃ࡞稼働ࠋࡿ࠸࡚ࡋධ門⦅応用⦅

の 2 ᮏ❧࡚の講習会࢜ࢆンライン࡛ᜏᖖⓗᥦ౪

࡚࠼ຍ教員、ࡾ࠾࡚ࡋ TA ࡇࡿࡍ講ྍ能ཷࡶ

࡛ CLE 利用のಁ進ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ、CLE ୖ࡛

利用ྍ能࡞日ᮏ語ᑐ応✼ࢳェックࢶール࡛ࡿ࠶

Turnitin ✼ポートのࣞࡿࡍ学生のᥦ出、ࡋᑟධࢆ

ࡁᘬ、ࡓࡲࠋࡓࡋᥦ౪ࢆスࣅサー࡞能ྍࡀェックࢳ

ルࢢ、ࡓ࠸用ࢆ授業௨እのコミュニティ機能ࡁ⥆

ープ༢࡛の情報共᭷機能のサーࣅスᥦ౪ࡗ⾜ࡶ

2022ࠋࡓ 年度ࡣ࡚࠸࠾ Blackboard Learn のイン

タࣇェースࢆ⌧௦ⓗ࡞ Ultra インタࣇェースẁ

㝵ⓗࡋ⾜⛣、ࣘーࢨの使࠸ᡭのྥୖࡗࡣࢆ

 ࠋࡓ

 2022 年 10 ᭶ 4 日 Turnitin 講習会（࢜ンライ

ン） 7 ྡ 

 通年・࢜ンデ࣐ンド：CLE 講習会（ධ門⦅） 

81 ྡ 

 通年・࢜ンデ࣐ンド：CLE 講習会（応用⦅） 

62 ྡ 

 通年・࢜ンデ࣐ンド：メディア授業講習会 48

ྡ 

講⩏⮬動㘓㓄信システム Echo360 、ࡣ࡚࠸ࡘ

制㝈↓࡚࠸࠾ᮏ学ࡾࡼスライセンスࣃンࣕ࢟

教員⮬㌟ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞能ྍࡀ㘓⨨のᑟධ

の PC ࡞講⩏㘓ྍ能࡚࠸用ࢆ Universal Capture 

(図 ࡣ (3.1 SLiCS センターࡧࡼ࠾全学教育推進機

ᵓ協ຊ࡚ࡋ FD セミࢼー࡛࡞ᬑཬດ࠾࡚ࡵ

㏿ຍࡀᑟධ࡚ࡗࡼࢀンラインのὶ࢜授業、ࡾ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ
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図 3.1 Universal Capture 

  

3.3 クラウドメールサービスの運用・利用者支援 

2014 年 3 ᭶開ጞ࣐、ࡓࡋイクロࣇࢯトの

Office365 スのࣅドメールサー࢘እ部クラࡓ࠸用ࢆ

Ᏻᐃ運用ࠋࡓࡵົDeepmail ࣜࢯᚑ来のࡓ࠸用ࢆ

ューシࣙンẚ࡚ライセンス㈝用の大ᖜ๐ῶ

ཷ信メールᐜ㔞のቑຍ࣐ࡸイクロࣇࢯトࣇ࢜ィ

ス・࢘ェࣈアプࣜの利用࡞のサーࣅスྥୖࢆ୧

サイ、全学生ࡣスのᑐ㇟者ࣅサーࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛❧

バー࡛実ࡿࡍ科目の授業ᢸᙜ教員࡛ࢀࡑ）ࡿ࠶

௨እの授業ᢸᙜ教員ࡶせᮃࡤࢀ࠶ࡀ利用࡛ࠋ（ࡿࡁ

༞࡛ୖࡓࡋ㝈ᐃメール機能ࡣスࣅ同サー、ࡓࡲ

業・ಟᚋࡶᘬࡁ⥆ࡁ利用࡛2014、ࡁ 年 3 ᭶の༞

業生・ಟ生ࡽ実㝿サーࣅスࢆᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

⌧ᙺ生のメールのドメインࡣ ecs.osaka-u.ac.jp ࠶࡛

動ⓗ⮬ࡣ༞業・ಟᚋ、ࡾ alumni.osaka-u.ac.jp 

Office365ࠋࡿ࡞ のテࢼント機能ࡾࡼメールスプ

ールࡣᘬ2019ࠋࡿࢀࡀ⥅ࡁ 年 3 ᭶ࡣࡽከせ⣲ㄆ

ドのᑟධࢆ開ጞࡋ、セ࢟ュリティの向上に努めた。 

3.4 初年次必修の一般情報教育科目の運営 
ᮏ授業ࡣ Societ5.0 ௦ึࡓࡅྥ年次ᚲಟの୍

⯡情報教育科目࡛ࡾ࠶、全学教育推進機ᵓࡀ開講

部ᒁ、ᮏ部門ࡀ教ᮦのᥦ౪ࡸ運営࠺⾜ࢆᙧ࡛、ᩥ ⣔

学部ྥࠕࡅ情報♫会基♏ 情ࠕࡅ⣔学部ྥ⌮、ࠖࢆ

報科学基♏ 㐌、ࡣᮏ授業の≉ᚩࠋࡿ࠸࡚ࡋ開講ࠖࢆ

 2 コ࣐、同ᮇ型のᑐ面授業ᅇ㠀同ᮇ型のメデ

ィア授業ᅇ࡛ᵓ成ࣞࣈࡿࡍンド型授業࡚ࡋ開講

2022ࠋࡿ࠶Ⅼ࡛ࡿ࠸࡚ࡋ 年度ࡶ᪂型コロ࢘ࢼイル

スឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇のࡵࡓ、全授業ᅇࡀメディア授

業ࡀࡓࡗ࡞、ึ ᅇ授業のཷ講࣐ニュアルの‽ഛ・

㓄ᕸ࡚ࡵึ、࡛ࡇ࠺⾜ࢆ CLE ཷࢆ授業ࡋ利用ࢆ

講ࡿࡍ᪂ධ生ࡶΰࡎࡏ、スムーࢬ授業࠺⾜ࢆ

㌿授業ᙧᘧ࡛動画ࡣ授業๓༙ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ

ࡋ実ࢆ授業ࡓࡏࢃ合ࡳ⤌ࢆ₇習㆑習ᚓ▱ࡿࡼ

（図 3.2）、授業ᚋ༙ࡣ、SaaS のプロࢢラミンࢢ

学習環境 Ed のά用ࡓࡋプロࢢラミン₇ࢢ習ࢆ⾜

2022ࠋࡓࡗ 年度ࡶ全授業ᅇ࢜ࡀンラインࡇࡿࡍ

高࡚ࡌ総ࡣートの⤖果ࢣ授業アン、ࡀࡓࡗ࡞

ࡸ教ᮦ⮬⊃、ࡃ CLE のの教育学習支援シスࡑࡸ

テムࡾࡼ㸪ཷ講生ࡀᏳᚰ࡚ࡋメディア授業ྲྀ

 ࠋࡓࡁᥦ౪࡛ࢆ環境ࡴ⤌ࡾ

 

図 3.2 コース教ᮦの 

 

4 2022 年度研究業績 

4.1 ユーザインタフェースに関する研究 

先進ⓗ情報メディアシステム関㐃3、࡚ࡋD ࣘ

ーࢨインタࣇェースࡸ AR システム関ࡿࡍ研究

࠾௨ୗのࡣ研究㡯目࡞ලయⓗࠋࡿ࠸࡚ࡋ実ࢆ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ

 VRick Glove: ࣈロック⋵ලࡿ࡚❧ࡳ⤌ࢆゐぬ

ࡿࡍ♧ᥦࢆィードバックࣇ VR  ࣈローࢢ

 ༟⌫ࣞシーࣈの᭱㐺タイミンࢆࢢ教♧ࡿࡍ情

報ᥦ♧᪉ἲの᳨ウ 

 ⤒㊰計画ࢆ用ࡓ࠸㢼ࢆ⪃៖ࡿࡍᾮయᩓᕸドロ

ーン VR ー᧯⦪⦎習シࢲライࢢラࣃࡓ࠸用ࢆ

ステムのᨵⰋホ౯ 

 バーࣕࢳル✵㛫の㊴㌍య験ࡿ࠼ᒅఙのຠ

果のㄪᰝ 

 Ⓩᨒࡿࡅ࠾๓⭎の➽ά動基࡙ࡃຊの㎸

 ♧᪉のࣜアルタイム教ࡵ

 アニメーシࣙンຠ果のࡿࡼ⛣動≀యの

㏿度ຍ㏿度の推ᐃ支援ᡭἲ 

 ࿘㎶どࢆά用ࡓࡋス࣐ート࢛ࣇンྥࡅ㐨内
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インタࣇェース 

 VR ✵㛫ࡿࡅ࠾ 3 次ඖ⛣動インタࣇェース 

 プロジェクシࣙン࣐ッピンࢆࢢ用࣎ࡓ࠸ール

の࢟ック࢛ࣇーム学習支援 

 プロ࣌ラの㢼ຊࢆ用ࡓ࠸୪進ᅇ㌿ᑐࡿࡍ

ຊのᥦ♧ྍࡀ能࡞㠀᥋ᆅ型デバイス 

 

図 4.1 アニメーシࣙンຠ果のࡿࡼ⛣動≀

యの㏿度ຍ㏿度の推ᐃ支援ᡭἲ 

4.2 HMD の応用に関する研究 

環境ࡸ≀యの計 ・ㄆ㆑࠸⾜ࢆ、情報ᥦ♧࠺⾜ࢆ

ᢏ⾡࡚ࡋ、HMD ࡿࡍ関⾡情報ᥦ♧ᢏࡓ࠸用ࢆ

研究ࢆ実ࠋࡿ࠸࡚ࡋලయⓗ࡞研究㡯目ࡣ௨ୗの

通ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

 ᣑᙇ⌧実アプࣜのࡵࡓの≀యㄆ㆑ࡿࡼ⮬動

ラ࣋ルシステム（ୗ図） 

 ど⥺情報ࡿࡼ 3 次ඖࣔデル᧯作 

 言語学習のࡵࡓのど⥺ࡸ▖Ꮝ ᐃࡿࡼ༢語

⌮ゎㄆ㆑システム 

 ග学㏱㐣型࣊ッド࣐࢘ントディスプࣞイ╔

ࡿࡅ࠾⫼ᬒⰍኚ 

 

図 4.2  a) ᅛᐃメニューの b) 環境⨨ࡼ

In-Situࠖメニューシステム  c) ARࠕの≀ࡿ 用の

ワークࣇローアプࣜ d) AR 用の用ࣜストアプ

ࣜ（ୖ） AR 用の言語学習アプࣜ（ୗ） 

4.3 コンピュータビジョンに関する研究 

環境ࡸ≀యのᙧ状ࡧࡼ࠾ᮦ㉁の計 ࡣメディア

環境ࢆᵓ⠏ࡿࡍ㔜せ࡞ᢏ⾡࡛ࡓࡲࠋࡿ࠶、計算機ୖ

࡛計 ⤖果ࢆ利用ࡣࡿࡍගのࢆ࠸⯙ࡿ⌧ࡋ

2022ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍシミュࣞートࡾࡓ 年度ࡣ

 ࠋࡓࡋ実ࢆ研究࡚࠸ࡘ௨ୗの㡯目

 ᚤ分ྍ能ࣞンࣜࢲンࢆࢢ用ࡓ࠸㏱明≀యの⮬

⏤どⅬ画ീ生成 

 ࣍ールドᙧ状ࢆ⪃៖࣎ࡓࡋルࣜࢲンࢢㄢ㢟の

㞴度推ᐃ 

 
図 4.3 ᚤ分ྍ能ࣞンࣜࢲンࢆࢢ用ࡓ࠸㏱明≀య

の⮬⏤どⅬ画ീ生成 

4.4 教育学習支援に関する研究  

教育学習支援関ࡿࡍ研究࡚ࡋ、教育学習支

援システムࡿࡅ࠾ຠ果ⓗࣘ࡞ーࢨインタࣇェー

スの研究開Ⓨ、語学教育ࡧࡼ࠾情報科学教育ࢆ୰

ᚰࡓࡋ学習環境デࢨイン、授業ᡭἲの開Ⓨ・実ド

研究ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ、ᮏ部門࡛ᩥࡣ部科学┬

Society5.0 実⌧研究ᣐⅬ支援業ࠕライࣇデࢨイ

ン・イ࣋ࣀーシࣙン研究ᣐⅬ のࠖ研究プロジェクト

の 1 ᮍ来の学ᰯ支援プロジェクトࠖࠕࡿ࠶࡛ࡘ

ཧ画ࡾ࠾࡚ࡋ、 e-Learning ࡧࡼ࠾協ㄪ学習ࢆᑐ㇟

ࢆ状ែࡸ学習者の⾜動࡚࠸用ࢆセンサ࡞ࠎᵝ、

推ᐃࢆ学習者の状ែ、ࡋル計 ・分析ࢲーࣔࢳル࣐

学習ࠋࡿ࠸࡚ࡋ推進ࢆ研究ࡿࡆ࡞ࡘ学習支援、ࡋ

環境・教授ἲの開Ⓨࣅ࢚ࡽデンスࣞ࣋ル࡛の᳨

ド࠸⾜࡛ࡲ、先端ⓗ࡞情報メディア教育環境のᵓ

⠏ࢆ目ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 協ㄪ学習支援のࡵࡓの」合⌧実ឤᢏ⾡ࢆά用

 ά性度ྍどᡭἲࡓࡋ

 ࢤームプࣞイ୰のࣘーࢨの㠀言語情報基࡙

 集୰度推ᐃࣔデルࡃ

 
図 テࣜࢼア・ࢢル・ラーニンࢲーࣔࢳル࣐ 4.4

ィクス関ࡿࡍ研究ᴫせ 
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5 社会貢献に関する業績 

5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

 情報ฎ⌮学会 教員චチ状᭦᪂講習 講ᖌ（ⓑ） 

 高度ポࣜテクセンター ᅾ⫋者ྥࡅ⫋業カ⦎（能

ຊ開Ⓨセミࢼー）講ᖌ（ᾆす） 

5.1.2 研究部門公開 

 ࠺ࡻࡕ࠸⚍（࢜ンライン開催）, 2022 年 5 ᭶ 1 日 

 高ὠ高ᰯࡽの研究室訪ၥ, ཧຍ者9ྡ, 2022年

11 ᭶ 8 日 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

 日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会 」合⌧実ឤ研

究委員会 㢳ၥ 

 日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会 ホ議員 ICAT

運営委員 

 ࣄュー࣐ンインタࣇェース学会 ホ議員  

 電子情報通信学会 メディア࢚クス࢚ࣜ࣌ン

ス・バーࣕࢳル環境基♏研究会 ᑓ門委員 

 情報ฎ⌮学会 教育学習支援情報システム研究

会 㢳ၥ 

 日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会会㛗 

 ࢜ープン・࢚デュࢣーシࣙン・ジࣕࣃン ᖿ 

（௨ୖ ➉ᮧ） 

 システム制ᚚ情報学会 業委員 

 日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会 学会誌委員 

 日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会 」合⌧実ឤ研

究委員会 委員 

 IVRC2022 委員 

 情報ฎ⌮学会 会誌⦅集委員会 委員 

 画ീのㄆ㆑・⌮ゎシンポジ࢘ム MIRU 推進委員

会  

 情報ฎ⌮学会 教育学習支援情報システム研究

運営委員会 委員 

 情報ฎ⌮学会 コンピュータࣅジࣙンイメー

ジメディア研究会 ᖿ 

（௨ୖ ᾆす） 

 ᫎീ情報メディア学会 ⦅集委員 

 情報ฎ⌮学会 SIG-MPS 運営委員 

（௨ୖ 㛫ୗ） 

 情報ฎ⌮学会 会誌⦅集委員会（教育分㔝/EWG）

ᰝ 

 ᩥ部科学┬高等教育ᒁ 大学教育のデジタライ

ーム࢟ス）ࣈーシࣙン・イニシアティࢮ D）ス

テアࣜンࢢ・コミッティ委員情報ฎ⌮学会 コン

ピュータ教育研究会 ᖿ 

 情報ฎ⌮学会デジタルプラクティスコーࢼー

≉ู委員会委員 

 情報ฎ⌮学会 コンピュータ教育研究会（CE）

運営委員 

（௨ୖ ⓑ） 

5.2.2 国際会議への参画 

 IEEE  International Symposium on Mixed and 

Augmented Reality (ISMAR), Steering Committee

（➉ᮧ） 

 WCCE2022 (World Conference on Computers in 

Education 2022) Steering Committee (ⓑ) 

5.2.3 学会表彰 

 情報ฎ⌮学会 2022 年度学会ά動㈉⊩㈹（ⓑ） 

企業の共同研究 

 ࢲイ࢟ンᕤ業ᰴᘧ会♫（㛫ୗ） 

5.2.4 学外での講演 

 ⓑリἋ㤶, ௧和㸲年度 高等学ᰯࠕ情報Ⅰࠖ࢜ン

ライン学習会, ᩥ部科学┬ึ等୰等教育ᒁ学ᰯ

デジタルプロジェクトࢳーム, 2023 年 2 ᭶ 2 日 

5.2.5 プロジェクト活動 

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 国㝿共同研究ᙉ(B) Aerial-

Terrestrial-Aquatic Robots for Search and Rescue in 

an ATA Extreme Environment（௦表: ラサミー） 

ㄢ㢟␒ྕ: 20KK0086 

 使㏵≉ᐃᐤ㝃㔠 Ratsamee Photchara 研究ຓ成㔠 

MBZIRC 国㝿ロ࣎ット大会（௦表: ラサミー） 

ㄢ㢟␒ྕ J189903005 

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 基盤研究 C ᵓ㐀Ⰽ基࡙ࡃ

ග※᪉ྥࡧࡼ࠾分ග分ᕸ推ᐃ（௦表: ᾆす） ㄢ

㢟␒ྕ: 21K11962 

 大阪大学データࣜࣅティࣇロンティア機ᵓ 

(IDS) 学㝿共プロジェクト スポーࢶクライミ

ンࡿࡅ࠾ࢢ支援情報ᥦ♧ (௦表: ᾆす) 

 JST CREST 3D 画ീㄆ㆑ AI 㠉᪂ⓗ⒴デ᩿ࡿࡼ
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支援システムのᵓ⠏（分ᢸ: ᾆす） 

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 基盤研究 B Development of

Cognitive Symbiosis in Virtual Agents to Improve

Remote Classroom Learning Outcomes （௦表：

Orlosky, 分ᢸ：ⓑ）ㄢ㢟␒ྕ: 21H03482

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 ᣮᡓⓗ研究(ⴌⱆ) 高大᥋⥆

の能動ࡵࡓᢏ能⋓ᚓのࢢラミンࢢプロ࡚ࡋ㝿

ⓗ࡞学習支援環境ࡿࡼ授業開Ⓨ（௦表：ᮾ

⏣、分ᢸ：ୖ⏣、ⓑ）ㄢ㢟␒ྕ:21K18505

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 基盤研究 B ᩘ学 e ラーニン

ホ学習環境のᵓ⠏࡞のࣘニバーサルࡵࡓのࢢ

౯（௦表：ⓑ）ㄢ㢟␒ྕ:19H01733

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 ᣮᡓⓗ研究(ⴌⱆ) ࣐ンガ教

ᮦ学習㐣程の生య情報ゎ析基࡙ࡃಶู㐺応型

学習システムのᵓ⠏（௦表：ⓑ）ㄢ㢟␒

ྕ:19K21763

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 基盤研究 A ♫会ⓗ能ຊの

≉ᐃࡑの育成㐺ṇᮇࡧࡼ࠾教育ຠ果の᳨ド

（分ᢸ：ⓑ） ㄢ㢟␒ྕ 19H00619

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 基盤研究 A ゎ⟅㐣程ゎ析

の分析・タࢢ⣔㹣ラーニンᩘ⌮ࡿࡍ୰ᚰࢆ

計・運用関ࡿࡍ総合研究（分ᢸ：ⓑ） ㄢ

㢟␒ྕ 21H04412

 Society5.0 実⌧研究ᣐⅬ支援業 ᮍ来の学

ᰯ支援プロジェクト（分ᢸ: ➉ᮧ, ⓑ）

 科学研究㈝⿵ຓ㔠 基盤研究 C 大規模ࡘከᵝ

࡞ᑐ応ྍ能ၥ㢟࡞ 3 次ඖࣃッ࢟ンࢢၥ㢟ゎἲ

（௦表: 㛫ୗ） ㄢ㢟␒ྕ:  21K12030

6 2022 年度研究発表論文一覧 

6.1 学会論文誌 

1. 大す和Ṍ, ᾆす樹, ᬸ, Photchara Ratsamee,

ᮾ⏣学, ᒣᮏᚿᮁ, ➉ᮧ㞝, “࣍ールド㞴

度㓄⨨ࢆ⪃៖࣎ࡓࡋルࣜࢲンࢢㄢ㢟の⮬動

㞴度推ᐃ,” 日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学会ㄽ

ᩥ誌, vol. 27, no. 4, pp. 331-340, 2022.

2. G. Zhao, J. Orlosky, S. Feiner, P. Ratsamee and Y.

Uranishi, “Mitigation of VR Sickness during

Locomotion with a Motion-Based Dynamic Vision

Modulator,” IEEE Transactions on Visualization

and Computer Graphics (Early Access), pp. 1-13,

2022. 

3. K. Tamata, T. Mashita, "Feature Description with

Feature Point Registration Error using Local and

Global Point Cloud Encoders," IEICE

Transactions on Information and Systems, vol.

E105-D, no. 1, pp. 134-140, 2022.

4. S. Shoman, T. Mashita, A. Plopski, P. Ratsamee, Y.

Uranishi, "Real-to-Synthetic Feature Transform

for Illumination Invariant Camera Localization,"

IEEE Computer Graphics and Applications, vol. 42,

no. 1, pp. 47-55, 2022.

6.2 国際会議会議録（査読あり） 

1. L. Zhang, P. Ratsamee, B. Wang, M. Higashida, Y.

Uranishi and H. Takemura, “Panoptic-based

Object Style-Align for Thermal-to-Color Image

Translation,” IEEE/CVF Winter Conference on

Applications of Computer Vision (WACV2023),

Waikoloa, HW, USA, 2023. 

2. T. Fukui and S. Shirai, "Development of Online 

Support Tools for Creating STEM Educational

Materials," 2022 IEEE International Conference

on Teaching, Assessment and Learning for

Engineering (TALE), Hung Hom, Hong Kong,

2022, pp. 736-739.

3. D. Soto, S. Shirai, M. Ueda, M. Higashida and H.

Takemura, "The Adoption of Learning Analytics in 

Higher Education: An Exploratory Study in the

Dominican Republic," The 13th International

Learning Analytics and Knowledge Conference

(LAK23), Texas, USA, 2023, pp. 77-79.

4. L. Zhang, P. Ratsamee, Y. Uranishi, M. Higashida

and H. Takemura, “Thermal-to-Color Image

Translation for Enhancing Visual Odometry of

Thermal Vision,” The 2022 IEEE International

Symposium on Safety, Security, and Rescue

Robotics (SSRR2022), Seville, Spain, 2022.

5. D. Lim, S. Shirai, J. Orlosky, P. Ratsamee, Y.

Uranishi and H. Takemura, "Exploring Three-

Dimensional Locomotion Techniques in Virtual

Reality," 2022 IEEE International Symposium on
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Mixed and Augmented Reality Adjunct (ISMAR-

Adjunct), Singapore, Singapore, 2022, pp. 501-502. 

6. D. Hirobe, Y. Uranishi, J. Orlosky, S. Shirai, P. 

Ratsamee and H. Takemura, "Objective 

Measurements of Background Color Shifts Caused 

by Optical See-Through Head-Mounted Displays," 

2022 IEEE International Symposium on Mixed 

and Augmented Reality Adjunct (ISMAR-

Adjunct), Singapore, Singapore, 2022, pp. 389-390. 

7. Y. Kitamura, K. Hirose, S. Kanemune, T. Nishida 

and S. Shirai, "How Elementary School Students 

Experienced Algorithms: Using Sorting 

Algorithms Online Learning Tool," World 

Conference on Computers in Education (IFIP 

WCCE 2022), Hiroshima, Japan, 2022. 

8. D. Lim, S. Shirai, J. Orlosky, P. Ratsamee, Y. 

Uranishi and H. Takemura, "Evaluation of User 

Interfaces for Three-Dimensional Locomotion in 

Virtual Reality," Symposium on Spatial User 

Interaction (SUI ’22), New York, USA, 2022, pp. 

1–9. 

9. D. Hirobe, Y. Uranishi, J. Orlosky, S. Shirai, P. 

Ratsamee and H. Takemura, "Characteristics of 

Background Color Shifts Caused by Optical See-

Through Head-Mounted Displays," International 

Conference on Artificial Reality and Telexistence 

and Eurographics Symposium on Virtual 

Environments (ICAT-EGVE 2022), Yokohama, 

Japan, 2022, pp. 139-147. 

6.3 国際会議発表（査読なし） 

ヱᙜࡋ࡞ 

6.4 口頭発表 (国内研究会など)  

1. ⓑリἋ㤶, ୰ཎᩗᗈ, ⚟ဴኵ, "ᩘᘧྵࢆ

Ꮠᖥ表♧システムのᵓࡓࡋᑐ応講⩏動画ࡴ

⠏," 情報ฎ⌮学会 ➨ 85 ᅇ全国大会, no. 1, pp. 

437-438, 2023. 

2. ▼⍆ᾏ, ጒᑿ⨾ౡ, ⓑリἋ㤶, ⚟ဴኵ, "

日ᮏ語㡢ኌㄆ㆑ GUI ルࢲーࣔࢳル࣐ࡿࡼ

ᩘᘧධຊ᪉ᘧの試作," 情報ฎ⌮学会 ➨ 85 ᅇ

全国大会, no. 1, pp. 785-786, 2023. 

3. ᇛᙲᙪ, ᾆす樹, 㛗ཎ୍, “ᚤ分ྍ能ࣞンࢲ

ࣜンࢆࢢ用ࡓ࠸㏱明≀యの⮬⏤どⅬ画ീ生

成,” 情報ฎ⌮学会コンピュータࣅジࣙン

イメージメディア (CVIM), vol. 2023-CVIM-

232, no. 23, pp. 1-8, 2023. 

4. ᮾ⏣学, David Enmanuel Soto Campusano, ⓑ

リἋ㤶, ୖ⏣┿⏤⨾, "データサイ࢚ンスの࢚

コシステムࡿࡼᣑᙇྍ能࡞プロࢢラミンࢢ

授業環境のᵓ⠏", 情報ฎ⌮学会 研究報告教

育学習支援情報システム（CLE）, vol. 2022-

CLE-37, vol. 2022, no. 8, pp.1-7, 2022. 

5. ỌᏕᖾ, 㛗℧ᐶஅ, ⓑリἋ㤶, "情報ฎ⌮

学会ㄽᩥ誌ࠕ教育コンピュータࠖࡿࡅ࠾ 

Moodle3 ࢆ用ࡓ࠸ㄽᩥᰝㄞシステムのᵓ⠏," 

日ᮏムードル協会全国大会(2022)Ⓨ表ㄽᩥ

集 , pp. 32-42, 2022. 

6. ⓑリἋ㤶, ୰ཎᩗᗈ, ⚟ဴኵ, "ᩘ学 eラー

ニンࢢのࡵࡓのᩘᘧண ኚ᪉ᘧࣜࡿࡼッ

⌮ホ౯," 情報ฎディタの試作࢚スト࢟テࢳ

学会  研究報告教育学習支援情報システム 

(CLE), vol. 2022-CLE-36, no. 2, pp. 1-6, 2022. 

7. ᮧ♸⛥, ᓊᮏ᭷生, ව᐀進, す⏣▱༤, ⓑ 

リἋ㤶, "CS アンプラࢢドࢆά用ࢯࡓࡋート

アルࢬࣜࢦム࢜ンライン学習教ᮦの開Ⓨ," 情

報ฎ⌮学会  研究報告コンピュータ教育 

(CE), vol. 2022-CE-163, no. 4, pp. 1-7, 2022. 

8. ᆏᮏ㈼ဢ , ⓑリἋ㤶 , Ṋᮧ⣖子 , Orlosky 

Jason, 㛗℧ᐶஅ, ୖ⏣┿⏤⨾, ᾆす樹, ➉

ᮧ㞝, "࣐ンガ教ᮦㄞ書のࣜアルタイム㞴

᫆度推ᐃࡓࡅྥど⥺ࣄート࣐ップ分ゎ能の

᳨ウ," ➨ 27 ᅇ日ᮏバーࣕࢳルࣜアࣜティ学

会大会ㄽᩥ集, 3F1-5, 2022. 

9. బ⸨ኴ, ᾆす樹, Photchara  Ratsamee, ᮾ

⏣学, ➉ᮧ㞝, “プロジェクシࣙン࣐ッピン

ーム学習支࢛ࣇック࢟ールの࣎ࡓ࠸用ࢆࢢ

援,” ➨ 66 ᅇシステム制ᚚ情報学会研究Ⓨ表

講₇会ㄽᩥ集, 312-4, 2022. 

 

6.5 解説記事 

ヱᙜࡋ࡞ 
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6.6 2022 年度特別研究報告・修士論文・博士論文 

6.6.1 博士論文 

1. Guanghan Zhao, Real-Time Adaptive Rendering 

for Locomotion in Virtual and Augmented 

Realities 

2. Tao Tao, Interactive Visualization for Watching 

Rapid and Occluded VR Sports Videos 

6.6.2 修士論文 

1. బ⸨ ᖾ弘, ⤒㊰計画ࢆ用ࡓ࠸㢼ࢆ⪃៖ࡿࡍ

ᾮయᩓᕸドローン 

2. ᇛ ᙲᙪ, ᚤ分ྍ能ࣞンࣜࢲンࢆࢢ用ࡓ࠸㏱

明≀యの⮬⏤どⅬ画ീ生成 

3. 高℩ ┿樹, ༟⌫ࣞシーࣈの᭱㐺タイミンࢢ

 情報ᥦ♧᪉ἲの᳨ウࡿࡍ♧教ࢆ

4. 高ᶫ ░ኴ, 協ㄪ学習支援のࡵࡓの」合⌧実

ឤᢏ⾡ࢆά用ࡓࡋά性度ྍどᡭἲ 

5. ୰ᓥ ᣅග, 3D Bin Packing ၥ㢟ࡿࡅ࠾ ῝

ᒙᙉ学習のຠ⋡ 

6. ᶓᒣ Ὀㄔ, VRick Glove: ࣈロック⋵ලࢆ⤌

ࡿࡍ♧ᥦࢆィードバックࣇゐぬࡿ࡚❧ࡳ VR

 ࣈローࢢ

 

6.6.3 特別研究報告 

1. 㙊⏣ ᝆᕼ, VR ⦪᧯ーࢲライࢢラࣃࡓ࠸用ࢆ

⦎習システムのᨵⰋホ౯ 

2. ྂ和⏣ ᚭ, Ⓩᨒࡿࡅ࠾๓⭎の➽ά動

基࡙ࡃຊの㎸ࡵ᪉のࣜアルタイム教♧ 

3. 㔝ࠎᮧ 㞞୍, ࿘㎶どࢆά用ࡓࡋス࣐ートࣇ

 ェースࣇ㐨内インタࡅンྥ࢛

4. ྂ⏣ ಇ, ࢤームプࣞイ୰のࣘーࢨの㠀言

語情報基࡙ࡃ集୰度推ᐃࣔデル 

5. ⓒ⏣ 浩, アニメーシࣙンຠ果のࡼ

 ຍ㏿度の推ᐃ支援ᡭἲ動≀యの㏿度⛣ࡿ

6. ྂ㇂ ᑦஅ, バーࣕࢳル✵㛫の㊴㌍య験

 ᒅఙのຠ果のㄪᰝࡿ࠼
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ゝㄒ教育支援研究部門 

/anguage Education 6uSSort Research Division 
 

1  部門スタッフ 
教授 岩居 弘樹 

␎Ṕ：1989 年 学習㝔大学大学㝔ேᩥ科学研究科ド

イᩥࢶ学ᑓᨷ༤ኈᚋᮇㄢ程୰㏥ࠋ㯇⃝大学講ᖌ、❧

館大学ຓ教授・教授2001、࡚⤒ࢆ 年大阪大学サイ

バーメディアセンターຓ教授2004ࠋ 年ࡽ 2018 年

5 ᭶࡛ࡲ大阪大学 大学教育実㊶センター、全学教

育推進機ᵓ教授、2018 年 6 ᭶ࡾࡼサイバーメディア

センター教授ࠋእ国語メディア教育学会、コンピュ

ータ利用教育学会、日ᮏ教育ᕤ学会、日ᮏ⊂ᩥ学会

会員ࠋ 

 

教授 大๓ ᬛ⨾ 

␎Ṕ：2004 年 3 ᭶大阪大学大学㝔言語ᩥ研究科༤

ኈᚋᮇㄢ程༢ྲྀᚓ㏥学（2007 年 3 ᭶言語ᩥ学༤

ኈྕྲྀᚓ（大阪大学大学㝔言語ᩥ研究科））2017ࠋ

年 4 ᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンター教

授ࠋ日ᮏ⊂ᩥ学会ドイࢶ語教育部会、e-Learning 教育

学会、እ国語教育メディア学会、コンピュータ利用

教育学会 会員ࠋ 

 

2  教育・研究概要 
ᙜ部門࡛ࡣ、እ国語学習のຠ果ࢆ高ࡵࡓࡿࡵ iPad

ࡸ MacBook Air ࡓࡋ⨨タࢆ PLS(Playful Learning 

Studio)ࢆ⟶⌮、運営ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ、ス࣐ート࢛ࣇ

ン・タࣞࣈットࡓࡗ࠸ ICT 機ჾࢆά用ࡓࡋ教育研

究・教ᮦ開Ⓨࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

2.1  I&T  た教育研究ࡋ活用ࢆ

 ᙜ部門ࡣ、ேᩥ学研究科（言語ᩥ学ᑓᨷ）の授

業の、全学教育推進機ᵓの語学の授業ࢆᢸᙜ࡚ࡋ

教育の⌧ሙ࡛ࡓࡗ࠸࠺ࡑࠋࡿ࠸ ICT 機ჾࢆά用ࡓࡋ

授業関ࡿࡍ研究ࡧࡽ࡞ᵝ࡞ࠎアプࣜࢣーシࣙン

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ教育研究ࡓࡗ使ࢆ

 ロイロࣀート・スクール、Flip 、ࡵࡌࡣࢆ

Bookwidgets、Kahoot!、Quizlet、oVice 教࡞ࠎᵝ࡞

育ࢶールࢆワークシࣙップ等࡛⤂ࡋ、ከࡃの教員

コンテࡸ情報࡚࠸ࡘ教育ࡓࡗ使ࢆールࢶࡽࢀࡇ

ンࢶの共᭷ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆ 

 

2.1.1  ࣟイࣟࣀーࢺ・スࢡーࣝࢆ活用 

 ロイロࣀート・スクールࡣ学習者ࡀ⮬分ࡕࡓの⪃

ࡍᥦ出教員、ࡾࡓࡗ࠶ࡋ共᭷࡚ࡵࡲࢆㄢ㢟ࡸ࠼

 ࠋࡿ࠶ࡀ機能ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

 

 

 教員ࡀㄢࡓࡋㄢ㢟ᑐ࡚ࡋ、学生ࡣ、テ࢟ストࡣ

学ࡶ教員ࠋࡿࡍ⟆㡢ኌ、動画࡛ᅇࡸ画ീ、ࢇࢁࡕࡶ

生ࡶ PLS の端ᮎ、タࣞࣈット、ス࣐࣍等のデバイ

スࡶ࡛ࡽ利用࡛ࠋࡿࡁ 

 ẖᅇ授業のࡾ㏉ࡸࡾㄢ㢟ࢆ共᭷࡛ࡇࡿࡍ、学

生ࠕ、ࡣࡽ⮬分⮬㌟の学習ࡾࡗࡋࢆࡾ㏉ࡾ次

進ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ ࠼ࡽࡶ࡚ࡋ㏉࡚ࡋ᥇Ⅼࢆㄢ㢟ࠕࠖ、

ࡀࡅࡗࡁࡿࡍ習ࡎࡽ࡞ࡋ࡞ࡥࡗࡾࡸ、の࡛ࡿ

 ࠋࡓࡗ࠶ࡀព見࠺࠸ࠖࡓࡁ࡛

 

2.1.2  )liS・o9ice  ンࣛインὶ࢜た࠸用ࢆ

 Flip(https://info.flip.com/en-us.html)ࡣMicrosoft♫ࡀ

ᥦ౪ࡿࡍ動画ࢆ使ࢯࡓࡗーシࣕルラーニンࢢサーࣅ

ス࡛ࠋࡿ࠶Flip ⟆動画࡛ᅇ࡚ࡋᑐㄢ㢟ࡓࢀࡉㄢࡣ

プライࣜࡾࡼᏐ、ࣜアクシࣙンᩥࡣ࠸ࡿ࠶、ࡿࡍ

 ࠋࡿ࠶の࡛ࡶ࠺࠸ࡿࡍ
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 እ国語ࢆ学習࡛ୖࡿࡍ、ネイティࣈヰ者コミュ

ニࢣーシࣙン᭱ࡀࡇࡿࢆ㐺࡛ࡣࡇࡿ࠶言ࡲ࠺

ࣈᑐ㇟言語のネイティ㌟㏆ࡣ実㝿、ࡀ࠸࡞ࡶ࡛

ヰ者ࡀከࡃ࡞ࡣࡃ、ᾏእのேὶࡣࡿࡍᕪの

ၥ㢟ࠋࡿ࠶ࡀFlip ࡾྲྀࢆᕪのၥ㢟、࡛ࡇ࠺使ࢆ

ᡶࡁ࡛ࡀࡇ࠺、ⱝᖸのタイムラࡶ࡚ࡋࡿ࠶ࡀࢢ

ࡍ⌧実ࢆーシࣙンࢣ学習言語࡛のコミュニ࠸࠾

2022ࠋࡿ 年度ࡣドイࢶの࣎ッࣇム大学アー࣊ンᕤ

科大学࡛日ᮏ語ࢆ学習ࡿࡍ学生大阪大学のドイࢶ

語学習者ࣅࡀデࡿࡼ࢜ὶࠋࡓࡗ⾜ࢆ⮬ᕫ⤂

ࢆ⾤日ᮏのࡸ日ᮏのᩥࡣࡽ大阪大学、ࡾࡲጞࡽ

⤂ࡾࡓࡋ、学内のྛ所ࢆ日ᮏ語ドイࢶ語࡛⤂

ࡶ見࡚の学生ࢶドイ、ࡋᙳࢆ࢜デࣅ࠺࠸ࡿࡍ

ࡶ語࡛ࢶドイࢆ㏉信のコメントࡽࢶドイࠋࡓࡗࡽ

ドイ、ࡾࡀୖࡣーシࣙン࣋ࢳ学習のࣔ、࡛ࡇ࠺ࡽ

 ࠋࡓࢀࡽ見ࡀά動࠺࠸ࡍ㏉ࢆ㏉ࡽࡉ語࡛ࢶ

 

 Flip oVice、࠼ຍὶࡿࡼ 学ᮇ୰、࡚ࡗ使ࢆ

4ࠥ5 ᅇ、日ᮏ㛫のኪ（ドイࢶ㛫の㛫）௵ព

ཧຍࣜࡿࡼアルタイム࢜ンラインὶࢆ実ࠋࡓࡋ 

 

2.2  研究の概要 

2.2.1 ከゝㄒ発㡢⦎習ࢩステ6 ࣒T laE 

 እ国語の授業、≉ึಟእ国語のሙ合、Ⓨ㡢⦎習

ࢀࡽ㝈ࡣ㛫ࡿࡏࡉ習⦏授業୰、ࡀࡿ࠶ᚲ㡲࡛ࡣ

⤌ࡾྲྀᴟⓗ✚ࡶ࡚ࡏࡉࢆㄢእ࡛⦎習ࡓࡲ、ࡾ࠾࡚

㌟の⮬、ࡿࡍࡽ学生の❧ሙࠋ࠸࡞ࡃከࡣ学生ࡴ

Ⓨ㡢ࡀṇ࠸ࡋのࡀࡇ、㛫㐪ࡿ࠸࡚ࡗのࡽࢃ

状ࡓࡋ࠺ࡇࠋ࠸࡞ࡽࡀୖࡀーシࣙン࣋ࢳࣔࡵࡓ࠸࡞

況ࢆᡴ開ࡵࡓࡿࡍ、㡢ኌㄆ㆑機能㡢ኌ合成機能ࢆ

ά用ࡓࡋⓎヰಁ進システムࠕST labࠖࢆ開Ⓨࠋࡓࡋ 

ᮏシステム࡛ࡣၥ㢟ᩥ、ṇ⟅、ពࢆ࡞ධຊࡍ

作成࡛⡆༢ࡀ作࡛Ⓨ㡢⦎習ၥ㢟᧯࡞ほⓗ┤࡞ࡿ

 ࠋࡿࡁ

 

教ᖌのၥ㢟作成画面 

2022 年度ࡣ、学生⮬㌟ࡀእ国語࡛ヰ࠸ࡓࡋ内ᐜ

学ࠖ機能⮬ࠕࡿࡁ࡛ࡀⓎ㡢⦎習ᚊⓗ⮬、ࡋⓏ㘓ࢆ

 ࠋࡓࡋ実ࢆ

ST lab ࡣ 16 言語ᑐ応ࡾ࠾࡚ࡋ、ㄞࡆୖࡳの㡢㔞

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍㄪᩚࢆࡉ᪩、ࡉ高、ࢇࢁࡕࡶࡣ

PC、 ス࣐࣍、タࣞࣈット࡞ᵝ࡞ࠎ機ჾᑐ応ࡋ、

学生ࡀᡭ㍍ఱ度ࡶ⦎習࡛ࡿࡁ環境ࢆᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᮏシステムࡣ、日ᮏ国内のࡎࡽ࡞ࡳᾏእの大学ྵࢆ

45、ࡵ の教育機関࡛利用ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

 

3  教育・研究等に係る全学支援 
2000 年 4 ᭶ࡾࡼ CALL(Computer Assisted Language 

Learning)教室の⥔ᣢ⟶⌮運営、教育用ࣇࢯト࢘ェア、

コンテンࢶの開Ⓨ、ᩚഛ、ྛࡧࡼ࠾✀講習会ࢆ通ࡌ
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2022、ࡀࡓࡁ࡚ࡋ実ࢆ教育支援ࡓ 年度ࡣアクテ

ィࣈ・ラーニンࢢ、協働学習ࢆ実⌧ࡵࡓࡿࡍのPlayful 

Learning Studio  ࠋࡓࡋ᪂୍ࢆ教室環境࡚ࡋ

 

3.1 3/6 の管理運Ⴀ 

PLS ࡣ MacBook Air60 ࡀ部ᒇࡓࡋ⨨タࡘࡎྎ 2 教

室(PLS+a, PLS+c) iPad ࢆ 30 ྎ、60 ྎ、35 ྎᥞ࠼

ࡀ部ᒇࡓ 3 教室(PLS+b, PLS+d, PLS+e)ࡓࡲࠋࡿ࠶、

PLS+b, d, e プロジェクター動ᘧのデスクྍࡣ

ࡏࢃ合の学習目ⓗࡃከᰂ㌾、ࢀࡉ⨨タྎᩘ「ࡀ

࡚利用࡛ࡿࡁ環境ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ 

 

3.2  3/6 用のための講習会の㛤ദ 

PLS ア・ࢢンࢳティーࡧ教員ཬࡿࡍ授業࡛使用ࢆ

シスタント(TA)ᑐࡿࡍ講習会ࢆ、๓ᮇᚋᮇの授

業開ጞ๓ᩘᅇࡘࡎ実ࡋ、教室タഛの利用᪉ἲࡸ

規๎࡚࠸ࡘఏࡿ࠼共、実㝿の授業ࢆᐃࡓࡋ

実習ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

 

 

4  2022 年度研究業績 
4.1  学⾡論文ࠊ報告 

4.1.1 学⾡論文（査読あり） 

岩居弘樹(2023)㸪ࠕ་⒪⣔大学ࠕࡿࡅ࠾」言語学習

のࡵࡍࡍ ʊࠖICT 支援࢜ࡿࡼンライン開講の

試ྍࡳ能性ʊ 㸪ࠖ 」言語・ከ言語教育研究 

No.10, pp.124-139. 

Ώ㑓ࡇࡁࡺ・ᑠΏᝅ・大๓ᬛ⨾(2022)㸪ࠕメタバース

✵㛫ࡿࡅ࠾⮫ሙឤ・ἐධឤ࠺࡞ࡶࢆ語学学

習̿Mozilla Hubsࢆά用ࡓࡋ大学のึ⣭୰国語

授業ࡿࡅ࠾実㊶̿㸪コンピュータ㸤࢚デュࢣ

ーシࣙン 53㸪pp31-36. 

4.2  学会発表 

大๓ᬛ⨾㸪ࠕGoogle Classroom+Ș࢜ࡿࡼンデ࣐ンド

授業の実㊶報告 㸪ࠖእ国語教育メディア学会関す

支部 2022 年度Ꮨ研究大会㸪2022/6/26 

大๓ᬛ⨾㸪ࠕㄞゎ授業ࡽの⬺༷̿ドイࢶ語プࣞࢮン

テーシࣙンᣮᡓ̿ 㸪ࠖ2022 PC ンス㸪ࣞࣇン࢝

2022/8/12 

Ώ㑓ࡇࡁࡺ・ᑠΏᝅ・大๓ᬛ⨾㸪ࠕVR ✵㛫内࡛のά

動ࢆ⤒験ⓗグ᠈ࡿࡆ࡞ࡘእ国語教育 㸪ࠖ

2022PC  ンス㸪2022/8/13ࣞࣇン࢝

大๓ᬛ⨾㸪ࠕICT ࡿࡅ࠾語授業ࢶドイࡓࡋά用ࢆ

ᚊ学習⮬ࠕ 協働学習ࠕࠖ 㸪ࠖ関す大学⊂㐓ᩥ学

会 2022 年度➨ 114 ᅇ研究Ⓨ表会㸪2022/11/20 

大๓ᬛ⨾・ᒸ༓ኟ㸪ࠕメタバースプラット࢛ࣇーム

ENGAGEࠕ ࡳ授業の試ࡓ࠸用ࠖࢆ 㸪ࠖJACTFL ➨

11 ᅇシンポジ࢘ム㸪2023/3/12 

ᒣᒸṇ和・㤳⸨⨾ஓ子・大๓ᬛ⨾㸪ࠕ高等学ᰯࡅ࠾

ࡿ STEAM 教育ᑟධࡓࡋࡊࡵࢆ情報科授業の実

㊶ 㸪ࠖe-Learning 教育学会➨ 21 ᅇ研究大会㸪

2023/3/18 

 

5  社会貢献に関する業績 
5.1  学会活動 

5.1.1  国内学会における活動 

e-Learning 教育学会会㛗、⌮（大๓） 

 

5.2  ᣍᚅ講演 

Iwai, Hiroki. “ Deutschlernen mit Videoaustausch”, 

Koreanische Gesellschaft für Deutsch als 

Fremdsprache 19. Internationales Symposium, 

2022/4/22 

岩居弘樹ࡽࢀࡇࠕの学ࡧのᅾࡾ᪉࢜ンライン授

業のព⩏ὀពⅬࠖ, ༓ⴥ┴総合教育センター

研ಟ会, 2022/8/17 

岩居弘樹࢘ࠕィࢬコロࢼ௦の ICT 大学ࡓࡋά用ࢆ

授業の᪂࡞ࡓᣮᡓ̿学生の能動ⓗ学ಟࢆ目ᣦ

࡚̿ࡋ ,ࠖ 大阪ᗓ内ᆅᇦ㐃ᦠプラット࢛ࣇーム

催 2022 年度 FD 研ಟ, 2022/9/28 
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岩居弘樹ࠕタࣞࣈット࡛ᗈࡿࡀ ᪂࠸ࡋእ国語学習の

ྍ能性ࠖ, SpringX ㉸学ᰯ, 2022/12/7 

 

5.3  ࣡ーࢩࢡョッࣉ 

岩居弘樹・大๓ᬛ⨾ࠕ+Į ┦ㄯ会ࠖ,  2022/4/1 ࠥ 

2023/3/31 開催ᅇᩘ 67 ᅇ・ᘏཧຍ者ᩘ 158 ே 

 

5.4  社会貢献 

ᒸᒣ┴ᒸᒣᕷⰰ子ᒣᑠ学ᰯ 6 年生ࢆᑐ㇟࢜ࡓࡋ

ンライン」言語学習ࠕୡ⏺のࡤࡇプロジェクトࠖ

2022）ࠋࡓࡋ実ࢆ 年 9 ᭶ࡽ 2022 年 11 ᭶）ࡇの

プロジェクト࡛ࡣ、大阪大学の␃学生࡞サポー

トࡽࡀ࡞࠸ࡽࡶ࡚ࡋ合計 7 言語（ドイࢶ語、インド

ネシア語、୰国語、㡑国語、࣌ルシࣕ語、ロシア語、

タイ語）࡛⡆༢࡞⮬ᕫ⤂࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀトࣞーニ

ンࠋࡓࡗ࡞⾜ࢆࢢ子౪ࡣࡕࡓ学習ࡓࡋ言ⴥࢆ授業ᚋ

ࡋṧグ㘓ࢆ学習成果࡚ࡋᙳ࢜デࣅ、ࡋ習⦏ࡶ

 ࠋࡓ

 

2023、ࡓࡲ 年 2 ᭶ࡣబ㈡㱟㇂୰学ᰯ 1 年生ࢆᑐ

ࡋ実ࢆ言語学習「ࡓࡋ㇟ 17 言語のᣵᣜࡸロシ

ア語のᩥᏐࢆ学習ࠋࡓࡋ 

 

大㜰大学のᕷẸ講ᗙ 2022 2nline� 㹼」ゝࠕ  5.5

ㄒ学習のススメ㹼ࠖの㛤ദ 

2022 年 9 ᭶ 10 日、10 ᭶ 16 日、11 ᭶ 20 日、12 ᭶

11 日の 4 ᅇ、サイバーメディアセンターேᩥ学研

究科の共催࡛、ࠕᕷẸ講ᗙ 2022 2QOLQH�㹼」言語

学習のススメ㹼ࠖࢆ開催ࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋの学習日

（Zoom ࢜デࣅᏯ࡛の⮬（ンライン学習࢜ࡿࡼ

学習࡚ࡗࡼ」ᩘの言語࡛⮬ᕫ⤂等の表⌧ࢆ学ࡪ

㡢ࡃ࡞ࡣᏐ࡛ᩥࠋࡓࡋ実ࢆ言語学習ࠖの講ᗙ「ࠕ

࡛እ国語ࢆ学࡞ࢁ࠸ࢁ࠸、ࡇࡪ国のᩥࡸࡤࡇ

Ⓨࡾ通ࡓ࠸⪺࡛⪥、࠼ᤣ࣐テーࢆࡇࡿࢀゐ

㡢ࡇࡿࡍຓࢶࡿࡅール࡚ࡋス࣐ート࢛ࣇンࡸタ

ࡲࠋࡓࡋά用ࢆ㡢ኌㄆ㆑機能ࡸットの動画ᙳࣞࣈ

アップロー動画共᭷アプ(Flip)ࢆ動画ࡓࡋᙳࡓ

ドࡋ、ཷ講者同ኈࡸ講ᖌのὶࢆయ験ࡗࡽࡶ࡚ࡋ

 ࠋࡓ

、ࡵࡓࡓࡗከࡶཧຍ者ࡘᣢࢆ⯆Ꮠᩥ、ࡓࡲ

12 ᭶ᩥࡣᏐ講ᗙࢆ実ࠋࡓࡋ㡑国語、ロシア語、

分のྡ⮬ࡸࡘࡉ࠸࠶ࡣルシア語のᩥᏐ学習講ᗙ࡛࣌

๓ࢆእ国語࡛書ࡿࡳ࡚࠸య験ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

大阪大学ࡧࡼ࠾の教育機関のእ国語教員ࡌࡣࢆ

講ᖌ・TAࡀーの␃学生࢝スピーࣈネイティ、ࡵ ࡋ

࡚ཧຍ13、ࡋ ✀㢮のእ国語コースࢆᥦ౪ࠋࡓࡋᮇ㛫

୰の 50 �ࠋࡓࡋ講ཷࡀྡ

�
Zoom  ンライン講ᗙのᵝ子࢜ࡿࡼ

�
言語 ᢸᙜ講ᖌ・TA 

ドイࢶ語 岩居弘樹、大๓ᬛ⨾（サイ

バーメディアセンター） 

ᑠᕝᩔ（ேᩥ学研究科）、

Jens Hömann 

インドネシア語 ࣐ーガット・クࣜスタント

（⸛㔝大学࡞） 

デン࣐ーク語 大㎶⌮ᜨ（ேᩥ学研究科） 

 ンディー語 すᒸ⨾樹（ேᩥ学研究科）ࣄ

ランス語 岩᰿ஂ（サイバーメディアࣇ

センター） 

デ（大阪国ࢨルシア語 メラサ・アࣜ࣌

㝿ᕤ科ᑓ門⫋大学） 

ロシア語 ᒸ༓ኟ（እ国語学部） 

ポポࣦ・ࢼテࣜー࢚࢝

（␃学生） 

㡑国語 ࢟ム ࣙࢠンミン（␃学生） 

୰国語 㒌ెⳀ（␃学生）、⋤ ❧⌤

（␃学生） 
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ス࣌イン語 ᑠᕝ㞞⨾ 

トルコ語 クࣅライ アスル（␃学生） 

タミル語 シࣕランニࣕ 

タイ語 テࣕࢳサンティクーン ࢼタ

ン（サイバーメディアセ࢜

ンター） 

2022 年度ࡣᑐ面開催ࢆᮃࡴኌࡀࡓࡗ࠶ࡶ、全࡚の

講ᗙࢆ Zoom ⤖のࡑࠋࡓࡋンライン開催࢜ࡿࡼ

果ཷ講生ࡣᑠ学生ࡽ 70 ௦࡛ࡲのᖜᗈ࠸ୡ௦࡛࠶

、ࡾ࠶ࡶ講ᖌのཧຍࡽᾏእࡃ࡞࡛ࡅࡔ日ᮏ、ࡾ

実ࡓࡋ講ᗙࠋࡓࡗ࡞ 

 

࡛ࡀࡇࡿ㏉ࡾࢆ内ᐜࡓࡋ学習ࡀ講生ཷࡽࡉ

ンラインୖ࢜ࢆ学習内ᐜ࡚ࡋ協ຊࡀ講ᖌ、࠺ࡼࡿࡁ

の⤮ᮏࡵࡲ公開ࠋࡓࡋ 

(https://read.bookcreator.com/library/-

MgPK3yY_7GNKIZNxO_9) 

 

  言語教育支援研究部門࡛ࡣ、大阪大学ࡀᣢࡘ㇏ᐩ

ࠎᆅᇦの᪉ࡶᚋࡋά用ࢆースࢯእ国語教育ࣜ࡞

のὶࢆ通࡚ࡋ、ᵝ࡞ࠎ情報の共᭷ࡘࡘࡾࡣࢆ、

ᆅᇦのࡿ࡞ࡽࡉⓎ展、ά性㈉⊩࡚࠼⪄࠸ࡓࡋ

 ࠋࡿ࠸
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大規模計算科学研究部門
Large-Scale Computational Science Division

1 部門スタッフ
教授菊池誠

略歴: 1986年 3月東北大学大学院理学研究科物理
学専攻博士後期課程修了，1987年 2月大阪大学
理学部物理学科助手，1993年 8月同助教授 (改組
により，現在，大阪大学大学院理学研究科)，2000
年 4月より，大阪大学サイバーメディアセンター
大規模計算科学研究部門教授．日本物理学会会
員．理学博士．

((C) 水玉蛍之丞)

准教授吉野元
略歴: 1996年 3月筑波大学大学院博士課程物理
学研究科修了，1995年 4月日本学術振興会特別
研究員 DC2 (1996年 4月同 PD)，1997年 4月日
本学術振興会特別研究員 PD，2000年 4月 CEA
Saclay研究所ポストドク研究員，2001年 1月大
阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻助手
(2007年 4月同助教)，2014年 4月より，大規模
計算科学研究部門准教授日本物理学会会員．博
士 (物理学)．

2 教育・研究概要
本年度は以下の学内の講義を担当した．

(1)共通教育・情報処理教育科目
計算機シミュレーション入門 (菊池)

(2)理学部専門科目
統計力学 1 (物理学科，菊池)
統計力学 1演義 (物理学科，菊池)
力学 1 (物理学科，吉野)
力学 1演義 (物理学科，吉野)
物理学特別研究 (物理学科，菊池・吉野)

(3)大学院理学研究科科目
多体問題セミナー (物理学専攻，菊池・吉野)
統計物理学特別セミナー (物理学専攻，菊池・吉野)

2.1 修士論文
(1) Seoktam Jeon ”Simulations of teacher-student sce-

nario in deep neural networks” (大学院理学研究科
物理学専攻)

2.2 研究概要
本部門の研究分野をひとことでまとめると学際計算
物理学である．統計力学や非線形動力学の理論を基礎
とし，計算機シミュレーションなどの計算物理学的手
法を用いて，物理学と生物学・情報科学・物質科学と
の学際領域の研究に取り組んでいる．内容はソフトマ
ターから，固体物理や情報統計力学にまたがるランダ
ム系の物理，生命現象の物理に関する理論と数値シミュ
レーションである．現在は特にコロイド粒子系や磁性
体におけるガラス状態，ジャミング転移の研究，また深
層ニューラルネットワークによる機械学習のメカニズ
ムに関する統計力学的解析，生命現象特に遺伝子制御
ネットワークの進化，タンパク質の折れたたみを中心
に研究を進めている．また，モンテカルロシミュレー
ションの拡張 (拡張アンサンブル法)とそれをもちいた
レア・イベントのサンプリングについても研究を行っ
ている．

3 教育・研究等に関わる全学支援
サイバーメディアセンター高性能計算機委員会，大規

模計算機システム利用講習会「OpenMP入門」，高校生
のためのスーパーコンピューティング・コンテスト，共
通教育科目「計算機シミュレーション入門」担当など．
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4 2022年度研究業績
4.1 情報統計力学
4.1.1 深層ニューラルネットワークの統計力学
機械学習は，情報統計力学において歴史的に重要な
テーマであるが，深層ニューラルネットワーク (DNN)を
用いた機械学習の応用上の大成功は，全く新たな基礎的
問題を投げかけている．特に重要な問題の一つは，over-
parametrizationの問題である．DNNにおいては，デー
タ数よりもパラーメータ数の方が何桁も大きい over-
parametrizationと呼ばれる異常な状況でしばしば学習
が行われる．これは少数のパラーメターで多数のデー
タを記述することを目指す従来のモデリングとはセン
スが真逆である，なぜこのような荒唐無稽に見える学
習が実際上有意な結果を産むのかは大変興味深い問題
である．我々は，深層パーセプトロンネットワークの
学習について統計力学的な解析を，レプリカ法に基づ
く理論解析および数値シミュレーションによる解析の
２つのアプローチによって行って来た．想定した学習
のシナリオは (i)ランダムなデータを丸暗記させる (ラ
ンダム制約充足問題の一つ．ガラス・ジャミングの物
理と関係),(ii)教師-生徒シナリオでの学習 (統計的推定
問題の一つ，結晶化の物理と関係）である．どちらも
機械学習の情報統計力学的な解析において標準的なシ
ナリオである．理論的には E. Gardnerらが 1980年代
後半に単一のパーセプトロンに関してこれらのシナリ
オに関するレプリカ理論解析に成功していた．DNNに
これを拡張することは長く待たれていたがこれまでは
極めて困難な問題とされていた．我々のこれまでの理
論および数値解析の結果，いずれのシナリオでも学習
データの増大とともに許される DNNの配位空間が狭
まってゆくが，ネットワークの両端付近ほどそれが顕
著で，逆にネットワーク中央付近には「遊び」が多く
残されることが明らかになった．この遊びが生じるの
は over-parametrizationのためである．レプリカ理論で
は，両端付近に「固体」相，中央に「液体」相が出現
することが示されていた．ここでの「固体」は (i)ラン
ダムシナリオでは「ガラス」，(ii)教師-生徒シナリオで
は「結晶」である．
今年度，上記のレプリカ理論 (H. Yoshino, SciPost

Physics Core 2.2 (2020) 005) が「密結合」と呼ぶ極限
で厳密になることを示した．ここで，密結合とはパー
セプトロンの入力の数を c，ネットワークの幅をN と
したとき，1 ! c ! N となるような極限である．この
場合に，ネットワーク内で複数の層を経由して閉じる
相互作用ループの寄与が無視でき，H. Yoshino(2020)で
得られた自由エネルギーの表式が厳密になることを示
した．一方，現実の系ではこの「密結合」に対するルー

プ補正が重要になる．一つは，現実のネットワークの
幅 N が有限であることによる有限サイズ効果である．
もう一つは，現実のデータがもつ「有限次元効果」で
ある．例えば手書きのアルファベット文字の画像デー
タを集めた MNIST では，一枚あたり N = 784 ピク
セルのデータがあるが，実効的な次元は D ∼ 14程度
であることが知られている．これは当然ながらピクセ
ル間に強い相関があることを示唆している．この有限
次元 Dの効果を hidden manifold model(Goldt-Mezard-
Krzakala-Zdevolova(2020))を我々のモデルに組み込む
ことによって考察した．その結果，これも有限幅N 効
果と同様に，ループ補正をもたらすことがわかった．こ
のことから，有限幅N の効果と，有限次元Dの効果は
同じように現れることが期待される．実際，このこと
を下記の数値シミュレーションによって確かめること
ができた．以上の結果を踏まえ，論文を作成した．(H.
Yoshino, arXiv:2302.07419)上記の「密結合」は以前の
研究 H. Yoshino (2020)の時点では気がついていなかっ
たことである．DNNの統計力学で，厳密に解ける模型
が得られたことの意義は大きい．ここを起点に様々な
今後の理論的展開の可能性が広がっている．
また今回の論文 (H. Yoshino, arXiv:2302.07419)では，
以下のような重要な報告も行った．H. Yoshino (2020)
では，(ii)教師-生徒シナリオにおいて重要な問題であ
る「汎化性能」の評価がされていなかったがこれにつ
いて Tishby, N et al (1989) の”one step entropy”の方法
を用いて詳細な解析を行った結果を記述した．over-
parametrizationのためにネットワーク中央部に遊び (液
体層) が残されるが，ネットワーク両端の「結晶」が
あるために汎化性能が維持されることが明らかになっ
た．このことからネットワークの深さ Lをどんなに深
くして over-parametrizationの度合いを強め，液体領域
を増やしても，汎化誤差 εは Lに依存せず，パラメー
タ α = M/N (M は訓練データの数)のみに依存する値
に収束することが予言される．これは一見かなり直感
に反する現象であるが，実際に詳細な数値シミュレー
ションによって確かめることができた．この教師-生徒
シナリオの数値シミュレーションは H. Yoshino(2020)
では行われていなかったもので，今回の論文で初めて
報告するものである．用いた数値シミュレーションの
方法は，T = 0の greedyなモンテカルロ法であるが，
これによって系が熱平衡状態，すなわち訓練データに
よる拘束条件を満足するマシンの位相空間における典
型的なサンプルに到達することが確かめられた．熱平
衡状態への到達は，(i)マクロな観測量が学習の初期状
態によらない値に収束すること (教師と同じ配置 vsラ
ンダムな初期配置)(ii)Bayes-optimalな統計的推定の際
に満たされるべき西森条件が満たされること，によっ
て確認した．深層学習のシミュレーションにおいて熱
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平衡化が議論されたのはこの論文が初めてである．こ
こでマクロな観測量として重要なのは，上記の汎化誤
差 εに加え，マシン間の「重なり」である．隠れ層にお
ける教師マシン-生徒マシンの，各層ごとにおける類似
性（重なり），また異なる初期状態から学習を始めた生
徒マシン同士の各層ごとにおける類似性（重なり）は
特に注目するマクロな観測量であるが，この系のもつ
ある種のゲージ対称性を考慮した観測量を工夫する必
要があった．我々はこれを scaled squared overlapと呼
ぶ．今後，必ずしも理論解析が可能ではないより広範
な系も含めてシミュレーションによる研究を行なって
ゆくことを計画しているが，今後一貫して用いること
のできる重要な解析ツールになると期待している．
上記のレプリカ理論やモンテカルロシミュレーショ
ンとも異なる第３のアプローチとして，キャビティ法
（あるいはmessage passingの方法)による学習アルゴリ
ズムの開発を進めている．(Cavaliere, Yoshino)

4.2 ガラス・ジャミング系の統計力学
4.2.1 パイロクロア格子磁性体における格子・スピン

ガラス転移の平均場理論
外的なランダムネスのないY2Mo2O7パイロクロア型酸化物におけるスピングラス転移のメカニズムが 30年
来の重要な未解決問題になっていた．実験的にはきわめ
てシャープなスピングラス転移が観測されていたが，ラ
ンダムネスなしでスピングラス転移が起こるメカニズム
を説明する理論は皆無であった．この興味深い問題につ
いて，光元亨汰氏 (東大生産研特任研究員)，堀田知佐氏
(東大総合文化)と共同研究を行って来た．これまでに
スピン・格子系の結合に注目した有効模型を微視的に導
出しその動的，静的性質を詳細な数値シミュレーション
によって解析し，スピン・格子変位 (軌道自由度)が同時
にガラス転移することを示していた (Mitsumoto, Hotta,
Yoshino, 2020)(Mitsumoto, Hotta, Yoshino, 2022)．スピ
ンと格子の結合がなければ，スピン自由度は反強磁性相
互作用による強い幾何学的フラストレーションのため
に，また格子歪み (Moイオンの軌道縮退を解くヤーンテ
ラー歪み）はアイスルールにしたがうために，それぞれ
3次元系であるにも関わらず T = 0まで液体状態を保
つ．ここにスピン・格子自由度の結合が，Goodenough-
Kanamori機構を通して入ることによって，いわば異な
るフラストレーション間の競合がおこってエネルギー
地形が複雑化し，外的なランダムネスによらないスピ
ングラス転移が発現する，というメカニズムである．
今年度，レプリカ法によってこの系の平均場理論 (シ

ンプレックスによって構成されたベーテ格子上の可解
模型)を構築し，その詳細な理論解析を行った．その結

果，この系においてスピンと格子自由度の結合によって
外的な乱れによらないレプリカ対称性の破れがもたらさ
れることが明らかになった (Mitsumoto, Yoshino 2023)．

4.2.2 空間的不均一性をもつガラス系
上記のDNNの研究では，ネットワークの深さ方向に

1次元的に秩序パラメーターが変化する特徴的な固体-
液体-固体のサンドイッチ構造が見られた．これはある
種の「濡れ転移」と捉えられ，同様の現象はDNNに限
らずより広く見られると期待される．そこで次の 2つ
の系の解析を進めている．昨年度，p体相互作用スピ
ングラス模型を層状に並べた系をレプリカ理論によっ
て解析しその結果，DNNで見られた空間的に複雑性が
変化する特徴的なレプリカ対称性の破れ (RSB)が単純
化されたスピングラス模型でも起こることを見出して
いた．今年度，レプリカ交換モンテカルロ法を用いて
この系のモンテカルロシミュレーションを行い，理論
の予測結果と整合する結果を得た (Hamano,吉野)．
さらに 1+無限大次元で厳密になるレプリカ液体論を

構成し，剛体球ガラス系で同様の解析を進めつつある
(冨田,吉野)．今年度，この理論を用いていわゆる point-
to-set lengthと呼ばれるガラス系の相関長を解析するこ
とに成功した．得られたものは平均場理論のユニバー
サリティの範囲でのものであるが，いわゆる動的ガラス
転移および熱力学的なガラス転移 (カウズマン転移)に
おける発散する長さスケールを捉え，その臨界指数を求
めることに成功した．得られた指数は，関連するスピン
グラス模型などでこれまでに得られている結果と一致
している．今後，この枠組みを用いて，空間的不均一性
が重要となるガラス物理の問題に取り組む予定である．
具体的には，ultra-stable glassと呼ばれる蒸着によって
生成される特異なガラス状態の解析，シア応力下で発
生するシア歪みの空間的局在化現象（shear-banding)に
取り組む．

4.3 生命現象の物理学
4.3.1 遺伝子制御ネットワークの進化バイアス
細胞は外界の条件に応じてさまざまなタンパク質の

発現量を調節する．これは多くの遺伝子が互いに調節
しあうことによって実現しており，遺伝子制御ネット
ワーク (GRN)と呼ばれる．GRNは外界への応答だけ
でなく，細胞の成熟や分化などで細胞の性質を不可逆
に変えるためにも使われている (この不可逆変化を元に
戻すのが ES細胞や iPS細胞でのリプログラミングで
ある)．この場合には GRNが多重安定な力学系である
ことが重要となる．GRNの多重安定性はファージのス
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イッチなどにも使われており，GRN全般に広く見られ
る性質である．このような多重安定な力学系の発現に
はなんらかの普遍性があるのではないかと想像される．
また，GRNはこのように細胞条件を保ったり変えた

りする性質と同時に，突然変異に対する頑健性を備え
ていなくてはならない．変異に対する頑健性はGRNに
限らず生命系一般に要請される性質であるが，「進化」
という過程を経て初めて獲得されるものであろう．「機
能」は進化に限らず一般の最適化手法でも獲得できる
のに対し，頑健性は進化という生命系ならではの特別
な最適化過程の帰結と考えられる．
従来，計算生物学の分野での進化の研究は遺伝的ア
ルゴリズムによる進化シミュレーションによって行わ
れてきた．しかし，進化の普遍性と特殊性を調べるに
は比較対象が必要である．最も自然な比較対象は完全
にランダムに作った GRNの集合だろう．しかし，適
応度の高い GRNは極めて稀であるため，単純なラン
ダムサンプリングは役に立たない．そこで我々は進化
の普遍性を研究する手法としてマルチカノニカルアン
サンブル・モンテカルロ法 (McMC)を用いたレアイベ
ントサンプリングを用いることを提唱している (Nagata
and Kikuchi, PLos Comput Biol, 2020)．McMCはもと
もとは物理系の熱平衡状態を効率よくサンプルする手
法として開発されたが，「エネルギー関数」を適切に設
定することによって様々な問題に適用でき，特に「稀
な状態」の出現確率を計算する手法として優れている．
我々はGRNの適応度をエネルギーに見立てて，様々な
適応度を持つ GRNをランダムに作りだしている．さ
らにMcMCと進化シミュレーションを比較することに
よって進化という過程が持つバイアスを調べる手法を提
案した (Kaneko and Kikuchi, PLoS Comput Biol, 2022)．
すなわち，McMCで得られる GRNはバイアスがない
ランダムサンプリングであり，進化シミュレーション
がそれとずれていれば，それは進化によるバイアスで
ある．
これまでに，GRNでは進化によって変異に対する頑

健性が増すことと双安定性の出現が遅れることが示さ
れた．McMCで得られた GRNを解析してみると，適
応度が高い GRNは三通りの安定性に分類できる．こ
れらを「表現型」とみなすと，同じ適応度でも表現型
の違いによって変異に対して頑健性の傾向が異なる．
McMCと進化を比較すると，進化では変異に対して頑
健でないGRNの出現が抑えられることがわかった．結
果として，変異に対して頑健ではない表現型の出現は
抑制される．これは新しい表現型選択のメカニズムと
考えられる．また，このメカニズムは GRNに限らず，
普遍的に成り立つものであると期待できる．(菊池)

4.3.2 タンパク質のファネル描像の普遍性
タンパク質のエネルギーランドスケープは変性状態

から天然構造に近づくにつれて，エネルギーが下がる
と同時に状態数が減ると考えられている．これは一般
にファネル描像と呼ばれる．ファネル描像を実現する
最も簡単なタンパク質モデルが郷モデルである．では，
一般のタンパク質モデルは郷モデルでうまく記述でき
るのだろうか．それを調べるために，アミノ酸 2種類
からなる簡単な格子モデルであるHPモデルを考えた．
唯一の天然構造を持つようにデザインした HPモデル
と，同じ天然構造を持つ郷モデルの折れたたみ過程を
比較してみると，単に天然構造が HPモデルと同じな
だけではなく天然構造での相互作用も同じになるよう
にデザインした「拡張郷モデル」は天然構造近くでHP
モデルをよく再現することがわかった．これは，折れ
たたむように設計した HPモデルが郷モデルでよく近
似できること，すなわちファネル描像が成り立つこと
を示している．(丸山，菊池)

4.4 拡張アンサンブル法の応用
進化の問題にマルチカノニカル法を用いたように，拡

張アンサンブルを用いたモンテカルロ法の新たな応用
は当グループの重要なテーマであり，継続的に取り組
んでいる．特に進化の問題への応用は当グループの独
創であり，生物物理の研究者から注目され，生物物理
学会誌に招待記事を寄稿した．(菊池「生物物理」2022)

4.5 研究協力
学内・学外の多くの研究者と積極的に研究協力を行

うことにより，研究の活性化を計っている．吉野は以上
の研究において，堀田知佐氏（東京大学総合文化　准教
授），小渕智之氏 (京都大学情報学研究科准教授)，Yu-
liang Jin(中国科学院理論物理研究所准教授）らと共同研
究を行った．吉野は Simons Collaboration on Cracking
the Glass Problem (https://scglass.uchicago.edu)に affili-
ateとして参加し，Francesco Zamponi博士，Pierfrancesco
Urbani博士，Giulio Biroli教授，Tommaso Rizzo博士ら
と研究協力を行なっている．また，時田恵一郎 (名古屋
大学情報学研究科教授)，堀田知佐，小渕智之，Yuliang
Jin，白井伸宙 (三重大学総合情報処理センター助教)，
勝木厚成 (日本大学理工学部助教)の各氏が招聘教員・
招聘研究員として研究に参加している．
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5 社会貢献に関する業績
5.0.1 高校生向け活動

(1)サイバーメディアセンター・東京工業大学学術国
際情報センター・理化学研究所計算科学研究セン
ターの共同主催により「高校生のためのスーパー
コンピューティング・コンテスト」をオンライン
開催．予選問題の作成を担当した)．

5.0.2 他大学非常勤講師等
(1)京都大学大学院理学研究科「レプリカ対称性の破
れ -物理から深層ニューラルネットワークまで」
(2022/12/7-12/8，吉野)

5.1 学会活動
5.1.1 学外委員

(1) JHPCN課題審査委員 (菊池)
(2) 東京大学物性研究所スーパーコンピューター共同
利用委員会委員 (吉野)

6 2022年度研究発表論文一覧
6.1 原著論文

(1) Kota Mitsumoto, Chisa Hotta and Hajime Yoshino,
”Supercooled Jahn-Teller Ice”, Phys. Rev. Research
4, 033157 (2022).

(2) Kota Mitsumoto and Hajime Yoshino, ”Replica the-
ory for disorder-free spin-lattice glass transition on
a treelike simplex network”, Phys. Rev. B107,
054412 (2023).

6.2 解説・紀要等
(1) 菊池誠「遺伝子制御ネットワークの変異に対す
る頑健性と双安定性の進化の定量評価:レアイベ
ントサンプリングの手法」生物物理, vol.62 no.6
p.360-364 (2022)

(2) 吉野元「深層学習の統計力学」数理科学 2023年
3月号（サイエンス社）

6.3 国際会議発表
(1) Macoto Kikuchi ”Use of Multicanonical Monte

Carlo Method for Exploring Mutational Robustness
of Gene Regulatory Network” UPAP Conference on

Computational Physics 2022, Aug. 1-4, 2022 (on-
line). (oral)

(2) Hajime Yoshino ”Spatial heterogeneity in a deep
student machine”, Jean-Philippe Bouchaud: a rare
event? Sept. 10, 2022 (Theatre de la Reine Blanche,
Paris) (invited).

(3) Hajime Yoshino ”Statistical Mechanics of a Deep
Neural Network”, Forum de Physique Statistique a
l’Ecole Normale Superieure, Sept. 21, 2022(ENS
Paris) (invited).

(4) Hajime Yoshino ”Spatially Heterogeneous Learning
in a Deep Neural Network”, Towards a theory of
artificial and biological neural networks, Feb. 23
(2023) Les Houches, France. (oral)

(5) Hajime Yoshino ”Random energy model in a pure
ferromagnet”, Physics of dense and active disor-
dered materials”, March 13 (2023) YITP, Kyoto
Univ. (invited)

(6) Angelo Giorgio Cavaliere, Riki Nagasawa, Shuta
Yokoi, Tomoyuki Obuchi and Hajime Yoshino ”Sta-
tistical inference of an assembly of vectors with a
large number of components through their p-body
products”, Physics of dense and active disordered
materials”, Mar. 15 (2023) YITP, Kyoto Univ.
(poster)

(7) Yuki Rea Hamano and Hajime Yoshino ”Spatial
evolution of RSB in layered p-spin models”, Physics
of dense and active disordered materials”, Mar. 15
(2023) YITP, Kyoto Univ. (poster)

(8) Yukihiro Tomita and Hajime Yoshino ”Analysis of
point-to-set lengths by 1+d dim replicated liquid
theory in large-d limit”, Physics of dense and active
disordered materials”, Mar. 15 (2023) YITP, Kyoto
Univ. (poster)

(9) Macoto Kikuchi ”Phenotype Selection due to Mu-
tational Robustness: A Computational Study”, Bio-
physical Society Annual Meeting 2023 Feb. 17-22,
San Diego (poster)

6.4 国内学会発表
(1)日本物理学会第秋期大会 (東京工業大学) 2022年 9
月

(a)菊池誠「遺伝子制御ネットワークにおける
一方向性スイッチの進化 II」

(b)光元亨汰,堀田知佐,吉野元「過冷却ヤーン
テラーアイス」

(c)吉野元「深層ニューラルネットワークにお
けるレプリカ対称性の破れ」
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(d)冨田幸宏,吉野元「1+∞次元のレプリカ液体
論におけるガラス転移に伴う相関長の解析」

(2)日本物理学会春季大会 (オンライン) 2023年 3月
(a)菊池誠「変異に対する頑健性による表現型
選択」

(b)丸山恭史,菊池誠「HP模型と郷模型の自由
エネルギーランドスケープの比較」

(c)吉野元「深層ニューラルネットワークにお
ける隠れた多様体模型の解析」

6.5 国内研究会発表
(1) 吉野元 「深層パーセプトロン学習における熱平
衡化」物性研究所スパコン共同利用・CCMS合
同研究会「計算物質科学の新展開」東大物性研究
所 2022年 5月 13日 (招待)

(2)吉野元 「深層学習の統計力学とガラス的な濡れ
転移」研究会「非平衡ソフトマター・アモルファ
ス物質の 物性解明への力学的自己組織化からの
挑戦」東大生産研究所 2022年 6月 24日 (招待)

(3) 冨田幸宏,吉野元「1+∞次元のレプリカ液体論に
おけるガラス転移に伴う相関長の解析」ソフトマ

ター研究会九州大学西新プラザ 2022年 11月 22
日 (ポスター)

(4) 吉野元「深層学習における空間的不均一性」京
都大学理学研究科物理学・宇宙物理学専攻 2022
年 12月 9日 (招待)

7 競争的資金獲得状況
(1) 2022年度 文部省科学研究費補助金 (学術変革領
域研究 (A))研究領域「学習物理学」の創成－機
械学習と物理学の融合新領域による基礎物理学の
変革 (領域代表：橋本幸士)計画研究「高次元機
械学習への統計力学的アプローチ」研究課題/領
域番号 22H05117 (代表者:樺島祥介) (吉野: 分担)

(2) 2020 年度 文部省科学研究費補助金 (基盤研究
(A))「非平衡系のガラス・ジャミング転移」研究
課題/領域番号 20H00128 　 (代表者：宮崎州正)
(吉野: 分担)

(3) 2020 年度 文部省科学研究費補助金 (挑戦的研
究　 (開拓))「深層ニューラルネットワークの情
報統計力学」研究課題/領域番号 21K18146 (吉野:
代表)
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࡞ʹؔ͢Δࢧԉ (୲: ߱ដɺٶ)

͞ΒʹɺCMCڞ௨ۀͱͯ߱͠ដɺٶҎԼͷҕ

һձʹࢀըͨ͠ɻ

• ҕһձػࢉܭੑߴ

• શڞࠃಉར༻େنฒࢉܭγεςϜࡦ༷ఆҕ

һձ (ҕһ)

• શڞࠃಉར༻େنฒࢉܭγεςϜਵҙܖ৹

ࠪҕһձ

• ըɾධՁҕһձܭ

• ҕһձࡒ

• ௐࠪҕһձ

• ৹ࠪҕһձ࠶

• OUϚελʔϓϥϯ࣮ݱՃۀࣄ cmc୲ҕһձ

·ͨɺ2022Ҿ͖ଓ͖ཧใܥΦφʔେֶ

ӃϓϩάϥϜڭҕһձʹҕһͱͯ͠ࢀը͢Δ͜ͱ

ʹΑͬͯɺେֶӃڭҭͷ্ɺਐలʹؔ͢Δ׆ಈΛ

ԉ͍ͯ͠Δࢧ (߱ដ)ɻ

4 ۀڀݚ

4.1 ඇઢܗ૬ͷૈաఔͷཻࣅۙࢠϞσϧͷ

ڀݚ (ղੳ)

Cahn–Hilliardํఔࣜʹද͞ΕΔඇઢܗภඍํ

ఔࣜΛϞσϧํఔࣜͱͯͭ͠૬ɺߴ

্ͨ༺߹ۚΛѻ͏্ͰͷॏཁͳͰ͋Γɺ࣮ࢠ
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͍ΜΛཋͼ͖ͯͨରͰ͋Δɻ͔ͦͦ͠͠

͕ඍࡉͳ༳ಈ͕֦ு͞ΕͯେҬతͳӨڹΛٴ΅͢

Ͱ͋ΔͨΊɺֶతʹ (ඇઢܗͰ͋Δ͕)҆

ఆͳղΛͭํఔࣜͰ͋ͬͯɺ্ࢉܭ͍ڧ

ෆ҆ఆੑΛแ͓ͯ͠Γɺ҆ఆͳࢉܭʹྫ͑

ࠁؒ࣌Έ෯Λେมখ͘͞औΔͳͲͷ৻ॏͳରԠ͕

ඞཁͰ͋ΓɺͦͷͨΊʹେ͖ͳࢉܭίετΛ͏͜

ͱʹͳΔͱͳ͍ͬͯΔɻ͜ͷࢉܭίετΛݮ

ͤ͞ΔͨΊͷࢼΈ༷ʑͳͷ͕ߦΘΕ͖ͯ

͕ͨɺͦͷ༗ྗͳࢼΈͷҰͭʹͷѹॖͱݺΕ

Δख๏͕͋Δɻ͜Ε֘ͷղͱͳΜΒ͔ͷҙ

ຯͰؔͷ͋ΔղΛͭ࣋ҟͳΔΛ͚ͭݟɺͦͷ

ҟͳΔΛղ͘͜ͱͰସͱ͢ΔͷͰ͋Δɻ͜

ͷʮҟͳΔʯͷࢉܭίετ͕খ͚͞Εɺݩͷ

ͷࢉܭίετԼ͛ΒΕΔͱظ͢ΔΘ͚Ͱ͋

ΔɻCahn–Hilliardํఔࣜʹରͯ͜͠ͷख๏ֶత

ʹطʹޭΛऩΊ͓ͯΓɺΘΓʹ Hele–Shaw

Λղ͚ྑ͍ͱ͍͏͜ͱ͕໌͍ͯ͠Δɻͨͩ͠

Hele–ShawͷղੳΑΓࠔͰࢉܭίετ

େ͖͘ɺ͜ͷ͑ΘΕΘΕͷຊདྷͷతʹͦ

͙Θͳ͍ͷͰ͋Δɻͦ͜Ͱ߱ដ૬ͷॳ

աఔͷସϞσϧΛ༩ظͳॳײͰහߴʹͷඇৗظ

͑Δ͜ͱΛఘΊɺظޙͷ؇ຫ͕ͩτϙϩδʔมԽ͕ओ

ͱͳΔૈաఔͷସϞσϧΛཻࢠ๏తʹ༩͑Δ͜ͱ

Ͱ͜ͷࢼΈͱ͢Δ͜ͱΛͨ͑ߟɻ߱ដ Voronoiۭ

ׂؒΛ༻ཻ͍ͯࢠͷີΛۙ͢ࣅΔख๏ͰϞσϧ

ಈʹର͢Δ࿈ཱৗඍํఔࣜΛఏҊ͢Δ͜ڍͷࢠཻ

ͱͰ͜ͷࢼΈʹҰఆͷՌΛͨΒ͓ͯ͠Γɺγϛϡ

Ϩʔγϣϯ݁Ռߠఆతͳঢ়ଶͰ͋Δɻ͜ͷΑ͏ʹ

Ҏ߱ͷڀݚͷਐల͕ظ͘ڧ͞Εɺ࣍Ҏ߱

:ΛਐΊΔ༧ఆͰ͋Δɻ(୲ڀݚ ߱ដ)

4.2 ඇઢࠩܗ࡞༻ૉͷڀݚ (ղੳ)

ඇઢܗภඍํఔࣜͷۙࣅղ๏ͱͯࠩ͠๏ࢀ

রʹ͓͚Δ͔ؔΒඍۙࣅΛ͢ࢉܭΔ

γϯϓϧ͞Ώ͑ʹѻ͍͘͢ɺͦͯͦ͠ͷࠩ࡞༻

ૉʹࢀরۭؒͷ࠾Γํཁٻਫ਼ɺݧࢼʹ

͓͚Δ҆ఆੑͳͲͷࢹʹͮ͘جଟ͘ͷมछ͕͋Δɻ

߱ដۙ͜ͷࠩ࡞༻ૉͷઢੑܗΛ؇ͯ͠ඇઢ

ͳࠩΛɺͱ͘ʹରࠩͱΑͿ͖ͷΛఏҊܗ

͓ͯ͠Γɺ2022͜ͷੑ࣭ʹ͍ͭͯௐࠪΛਐΊͯ

͍Δɻ͜ͷରࠩͷಛͱͯ͠ɺத৺ࠩͷࡍ

ʹத৺ͷؔΛར༻Ͱ͖Δ͜ͱ (௨ৗͷઢܗத৺ࠩ

Ͱத৺ͷؔΛར༻Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Δ)ɺࣗ

༝ύϥϝʔλΛͭ࣋͜ͱʹΑ༷ͬͯʑͳ੍͕ޚՄ

ͳ͜ͱɺଟ߲ࣜͷ߲࣍ߴʹରͯ͠௨ৗͷઢࠩܗΑ

Γ͕ࠩޡখ͘͞ͳΔ͜ͱ ʹมԽ͢Δؔʹܹٸ)

ద͍ͯ͠Δ͜ͱΛҙຯ͢Δ)ɺඍʹର͢Δۙࠩޡࣅ

ͷؔͱͯ͠ͷܗঢ়Λઌʹड़ͨࣗ༝ύϥϝʔλʹ

Α੍ͬͯޚͰ͖Δ͜ͱͳͲ͕͍ݟग़͞Ε͍ͯΔɻ·

ͨɺ͜ͷର͕ࠩҰఆͷঢ়گԼͰೖྗؔʹࠞ

ೖ͢ΔࠩޡͷӨڹΛઢࠩܗ࡞༻ૉͷͦΕΑΓຊ

࣭తʹݮԽͤ͞Δ͜ͱݟग़͞Ε͍ͯΔɻ߱ដ

͞Βʹ͜ͷର͕ࠩࢦੵܕެࣜͱ֓೦తͳ

ରʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͔Βɺదͳ্ۭؔؒͰ࠷ద

ͳۙࣅʹͳ͍ͬͯΔՄੑΛݟग़ͨ͠ɻ͜͏ͨ͠

ֶతͳҙຯͰͷ࠷దੑ࣮༻্ʹେ͖ͳد༩͕͋

ΔͨΊɺͥͻਐΊ͍ͨςʔϚͱͳ͍ͬͯΔɻ͜ͷΑ

͏ʹҎ߱ͷڀݚͷਐల͕ظ͘ڧ͞Εɺ࣍Ҏ

߱ڀݚΛਐΊΔ༧ఆͰ͋Δɻ(୲: ߱ដ)

4.3 ͷෆ࣮֬ੑఆྔԽࢉܭ

ଌσʔ؍ֶֶͳͲ༷ʑͳʹ͓͍ͯɺؾ

λ͔ΒඍํఔࣜͷॳظύϥϝʔλΛਪఆ͢Δ

͕සൟʹ͋ΒΘΕΔɻ௨ৗɺඍํఔࣜͷ

ղ͕ԿΒ͔ͷ͍ΈͰσʔλʹΑ͘ϑΟοτ͢ΔΑ

͏ʹॳظύϥϝʔλΛਪఆ͢Δ͕ɺ࣮ݱతʹ

ࢉܭʹେ͖ͳ͕͋ࠩޡΔ͜ͱ͕ଟ͘ɺඞͣ͠

ϑΟοςΟϯάͯͬΒͳ͍ղΛݶਫ਼ͱߴ

ͯ͠͠·͏ͱɺਪఆ݁ՌʹόΠΞε͕ੜ͡ΔͳͲେ

͖ͳ͕ੜ͡͏Δɻͦ͜Ͱɺղੳͷݟͱ౷

Δ͚͓ʹֶܭ isotonic regressionͳͲͷݟΛ༥߹͢

Δ͜ͱͰɺղͷਫ਼ΛఆྔతʹධՁ͠ͳ͕Βɺຊ

དྷͷਪఆਫ਼ͷ্ୡ͠͏Δख๏Λ։ൃΛࢦ

ɻ͖ͨͯͬߦΛڀݚͯ͠

ຊɺisotonic regressionΛࡢʹఏҊͨ͠

generalized nearly isotonic regressionΛؚΉɺύοέʔ

δͷ։ൃΛͨͬߦɻ·ͨɺ͜Ε·ͰࠩޡͷϞσϧʹ

ΧΠೋΛԾఆ͠ɺͦͷͨΊҰมͷࠩޡͷม

Խ͔͑͠ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖͔͕ͨͬͨɺWishartΛ

Ծఆ͢Δ͜ͱͰɺଟมΛಉ࣌ʹѻ͏͜ͱͷͰ͖Δ

― 29 ―



Α͏ʹ֦ுͨ͠ɻࢉܭίετ͕૿େ͢ΔͨΊɺΞϧ

ΰϦζϜ໘Ͱ՝͕͞Ε͍ͯΔ͕ɺมؒͷ૬

ؔΛదʹଊ͑Δ͜ͱͷͰ͖ΔՄੑ͕͋Δɻ

Ұํɺ͜Ε·Ͱಉ༷ͷతͷࠃ֎ͷڀݚɺࣗ

ͷͷؚΊɺԿΒ͔ͷ֬ɾ౷ܭతٞʹͮج

͘ͷ͕ओྲྀͰ͕͋ͬͨɺඇ֬తͳख๏ͷݕ౼Λ

։ͨ࢝͠ɻ۩ମతʹɺॳظʹର͢Δฒྻղ

๏Ͱ͋Δ parareal๏ʹண͠ɺࢉܭͷ్தஈ֊Ͱಘ

ΒΕΔ݁ࢉܭՌΛ׆༻͢Δ͜ͱͰɺ֬తͳख๏Λ

༻͍Δ͜ͱͳࠩ͘ޡΛఆྔతʹධՁ͢Δख๏ΛఏҊ

ͨ͠ɻݱঢ়ɺখنͳͰ͔͠ςετͰ͖͍ͯͳ

͍͕ɺࠩޡͷఆྔԽ͕ՄͱͳΔ͚ͩͰͳ͘ɺඍ

ํఔࣜͷͦࢉܭͷͷͷޮԽʹͭͳ͕ΔՄ

ੑ͕͋Δɻ

Λ͞Βʹൃలͤ͞ɺ·ͨσʔڀݚɺҎ্ͷޙࠓ

λಉԽͳͲͷల։Λݕ౼͍ͯ͘͠༧ఆͰ͋Δɻ(୲

: (ٶ

5 ࣾձݙߩʹؔ͢Δۀ

2022ҎԼͷΑ͏ͳ༰ʹ͓͍ͯࣾձ׆ݙߩ

ಈʹ͍ͭͯͨͬߦɻίϩφՒͷͨΊʹ։࠵தࢭͱͳͬ

ͨͷهͷͨΊ͢ࡌهΔɻ

5.1 ݙߩҭ໘ʹ͓͚Δࣾձڭ

5.1.1 ֶ׆ಈ

(1) େࡕେֶ͍ͪΐ͏ࡇ෦ެ։ (ΦϯϥΠϯಈը

ެ։ɺ2022 4݄ 21ʙ7݄ 1ɺ߱ ដɺٶ)

5.2 ݙߩ໘ʹ͓͚Δࣾձڀݚ

5.2.1 ֶձ׆ಈ

(1) ຊԠ༻ཧֶձදձһ, Jsiam Lettersࣄװฤ

ूҕһ,ʮՊֶٕज़ࢉܭͱղੳʯڀݚ෦ձओ

ࠪɺωοτϫʔΫҕһ (߱ដ)

(2) ຊԠ༻ཧֶձจࢽฤूҕһɺJsiam Letters

ฤूҕһࣄװ (ٶ)

5.3 ܞ࿈ֶ࢈

5.3.1 ڀݚಉڞͱͷۀا

(1) “ަثઃܭͷͨΊͷܗঢ়࠷దԽख๏ͷߴ

Խ”,ࣜגձࣾσϯιʔ,େࡕେֶαΠόʔϝσΟ

Ξηϯλʔ (ͨͩ͠ 2023 7݄ 31·Ͱͷܖ)

(2) “පऀױͷ݂༧ଌ͓ΑͼΠϯεϦϯ

༩࠷దਖ਼ԽΞϧΰϦζϜͷڀݚ”,ςϧϞࣜגձ

ࣾ,େࡕେֶαΠόʔϝσΟΞηϯλʔ (ͨͩ͠ɺ

2022த४උஈ֊ڀݚɻਖ਼ࣜͳڞಉڀݚ։

࢝ 2023ΑΓ).

ಈ׆ϓϩδΣΫτڀݚ 5.4

ը͍ͯ͠ΔɻࢀʹϓϩδΣΫτڀݚҎԼͷ、ࡏݱ

(1) ຊֶज़ৼڵձֶज़ڀݚॿۚجॿۚج൫ݚ

ڀ (B)(Ұൠ) “ਂֶशʹର͢ΔղੳతΞϓ

ϩʔνج൫ͷग़” (ྩ 2ʙ5)ද: ߱ដ

(2) ຊֶज़ৼڵձֶज़ڀݚॿۚجॿۚઓత

๖ժ (๖ժ) “ҙଟ֯ࢠ֨ܗʹ͓͚Δࢄ෦

ੵͱͦͷԠ༻ͱͯ͠ͷߏอଘղ๏ͷߏ

” (ྩ 2ʙྩ 4)ද: ߱ដ

(3) ຊֶज़ৼڵձֶज़ڀݚॿۚجॿۚج൫ݚ

ڀ (A) ”ཧֶɾใՊֶʹڞ௨͢Δେنྻߦ

ؔͷ૯߹తࢉܭ๏ͷ” (ྩ 2ʙ6 

)୲: ٶ (ද: ીզ෦)

(4) ຊֶज़ৼڵձ ֶज़ڀݚॿۚجॿۚ ઓ

తڀݚ (։) ”ղੳֶͷ։ʔྔܥࢠ

ภඍํఔࣜͷղ๏ͷ৽ల։ʔ” (ྩ 3ʙ

7)ද: ٶ

(5) JST͖͕͚͞”ൃలํఔࣜͷࢉܭʹର͢Δෆ

࣮֬ੑఆྔԽཧͷग़” (ྩ 3ʙ6)ද:

ٶ

(6) ౦େݚಛఆڞಉڀݚ (B) ”ਂֶशͱσʔλ

ಉԽͷڠಇʹΑΔݻମٿՊֶͷਂԽ” (ྩ 4

)ද: ٶ
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5.5 ͦͷଞͷ׆ಈ

5.5.1 ձٞӡӦ

(1) ୈ 49ճղੳγϯϙδϜ (NAS2022)ɺ2022

 6্݄०༧ఆɺίϩφՒͷͨΊʹ։࠵தࢭ (߱

ដɺٶ)

(2) Ԡ༻ֶ߹ಉूڀݚձ (ຊֶձԠ༻ֶ

Պձओ࠵)ɺཾ୩େֶɺ2022 12݄ 15ʙ17

 (߱ដ)

6 දจҰཡൃڀݚ

ֶज़จࢽ

(1) K. Akita, Y. Miyatake, D. Furihata, Composing a

surrogate observation operator for sequential data

assimilation, JSIAM Lett. 14 (2022) 123–126.

(2) S. Sato, Y. Miyatake, J. C. Butcher, High-order lin-

early implicit schemes conserving quadratic invari-

ants, Appl. Numer. Math. 187 (2023) 71–88.

(3) T. Matsubara, Y. Miyatake, T. Yaguchi, The

symplectic adjoint method: memory-efficient

backpropagation of neural-network-based differ-

ential equations, IEEE Transactions on Neu-

ral Networks and Learning Systems (2023) doi:

10.1109/TNNLS.2023.3242345.

(4) A. Suzuki, and H. Ogawa, Finite element solution

of a solder filling problem with contact angle con-

dition, Adv. Comput. Met. Tech. Aero. Indust.

(2022) 219-234.

ձٞࡍࠃ

(1) T. Matsuda, Y. Miyatake, Piecewise monotone

estimation in one-parameter exponential families,

EcoSta 2022, Kyoto (Japan), Virtual, June 4–6,

2022.

(2) T. Matsuda, Y. Miyatake, Quantifying the error

in the numerical integration of ODEs based on

isotonic regression, WCCM-APCOM 2022, Yoko-

hama (Japan), Virtual, July 31–August 5, 2022.

(3) Tomoaki Miyatake, Yuto Miyatake, Daisuke Fu-

rihata, A Particle Dynamics Model for Coarsen-

ing Process of Cahn-Hilliard Equation, WCCM-

APCOM 2022, Yokohama (Japan), Virtual, July

31–August 5, 2022.

(4) Y. Miyatake, A family of fourth-order energy-

preserving integrators, ICNAAM 2022, Crete

(Greece), Virtual, September 19–25, 2022.

(5) Daisuke Furihata, A particle dynamics model

for coarsening process of phase separation phe-

nomenon modeled by the Cahn-Hilliard Equation,

JSPS Alumni Seminar Topics in computational

methods for stochastic and deterministic differen-

tial equations, Göteborg (Sweden), October 24–25,

2022.

(6) Y. Miyatake, Generalized nearly isotonic regres-

sion and its applications to discretization error

quantification of ODEs, JSPS Alumni Seminar

Topics in computational methods for stochastic

and deterministic differential equations, Göteborg

(Sweden), October 24–25, 2022.

(7) Y. Miyatake, A family of fourth-order energy-

preserving integrators, ANODE, Auckland (New

Zealand), February 20–24, 2023.

(8) Y. Miyatake, Adjoint-based exact Hessian compu-

tation, Workshop on Functional Inference and Ma-

chine Intelligence, Tokyo (Japan), March 14–16,

2023.

ձूڀݚࠃ

(1) ߱ដେհ,ඇઢࠩܗ࡞༻ૉͷۙࠩޡࣅϓϩϑΝ

Πϧͱೖྗࠩޡͷੑ,ୈ 27ճߨֶࢉܭԋ

ձ,ळా, 2022 6݄.

(2) ߱ដ େհ, Structure-preserving algorithm, opti-

mization problem and applications to nano-particle

problems, High-index saddleͷ୳ࡧΞϧΰϦζϜ

ͱͦͷԠ༻,ւಓɼ2022 8݄.
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(3) ஐ,ٶ༐ొ,߱ដେհ,จॻू߹͔Βͷ

நग़ʹదͨ͠χϡʔϥϧτϐοΫϞσϧͷ

k-means Λ༻͍ͨࣄલߏ๏ɼຊԠ༻

ཧֶձ 2022ձ,ւಓ, 2022 9݄.

(4) ೄखԝ,ٶ༐ొ,߱ដେհ, Parareal๏Λ׆

༻ͨ͠ղͷෆ࣮֬ੑධՁʹ͚ͯͷߟ,

ຊԠ༻ཧֶձ 2022ձ,ւಓ, 2022 9

݄.

(5) ߱ដେհ, particle dynamics modelʹΑΔ Cahn-

Hilliard ํఔࣜղͷૈࢹԽ, ຊԠ༻ཧֶձ

2022ձ,ւಓ, 2022 9݄.

(6) ,༐ొٶ Quantifying uncertaintiesin the numer-

ical integration of ODEs, RIMSूڀݚձɿϥϯμ

ϜྗֶܥɾඇࣗྭྗֶڀݚܥͷలɿཧͱԠ

,ژ,༺ 2022 9݄.

(7) ٶ ༐ొ, দా ໞཹ, ࢄԽʹ༝དྷ͢Δෆ࣮֬

ੑఆྔԽͷۙͷಈ, RIMSूڀݚձɿղ

ੳ͕͘ੈ࣍ใࣾձʙΤοδ͔Βַ·Ͱ

ʙ,ژ, 2022 10݄.

(8) ߱ដେհ,ඇઢܗͳࠩۙࢉܭࣅͱͦͷੑ࣭,େ

,ʯڞձʮͷྲྀަڀݚେֶ๛த۠ࡕ େࡕ,

2022 11݄.

(9) ٶ ༐ొ, দా ໞཹ, ඍํఔࣜͷࢄԽʹؔ

͢Δෆ࣮֬ੑఆྔԽͷۙͷಈ, RIMSूڀݚ

ձɿৗඍํఔࣜͷఆੑతཧͱͦͷݱղੳ

ͷԠ༻,ژ, 2022 11݄.

(10) ٶ ༐ొ, ඍํఔࣜͷղੳͱσʔλαΠ

Τϯε,ୈ 25ճใతֶशཧϫʔΫγϣο

ϓ (IBIS2022) νϡʔτϦΞϧ, ͭ͘, 2022

11݄.

(11)  ஐ, ٶ ༐ొ, ߱ដ େհ, େنจॻ

σʔλ͔Βͷݕग़ʹదͨ͠χϡʔϥϧτϐο

ΫϞσϧͷ k-means๏Λར༻ͨ͠ࣄલߏ

๏, ୈ 25 ճ ใతֶशཧϫʔΫγϣοϓ

(IBIS2022),ͭ͘, 2022 11݄.

(12) ߱ដ େհ, ૬ͷૈࢹԽϞσϧͷఏҊͱ

ղੳ,ށϫʔΫγϣοϓ,ࣛࣇౡ, 2023

 2݄.

(13) ߱ដ େհ, αΠόʔϝσΟΞηϯλʔͱେࡕେ

ֶͷ͜Ε͔Β -OUϚελʔϓϥϯ 2027ͰͷΘ

ΕΘΕͷ ICTϏδϣϯ-, Cyber HPC Symposium

2023,େࡕ, 2023 3݄.

(14) Խֶशڧେհ,ਂض༐ొɼ߱ٶԸɼ࣊ؠ

ʹΑΔ 2ؒͷ࠷খੵܦ࿏୳ࡧ,ຊԠ༻ཧ

ֶձୈ 8ճֶੜൃڀݚදձɼԬࢁɼ2023 3݄.

ಛผڀݚใࠂɾम࢜จɾത࢜จ

म࢜จ

(1)  ஐ, จॻू߹͔Βͷݕग़ͷͨΊͷτ

ϐοΫϞσϧͷվྑͱݕग़͞Εͨͷ͔Γ

͢͞ͷධՁࢦඪͷఏҊ, .(ٶಋࢦ)

(2) ೄख ,ԝ ৗඍํఔࣜͷஞ࣍ղ๏֦ۙࠩޡࣅ

େͷฒྻ࣮ʹΑΔਪଌ, .(ٶಋࢦ)
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 ティ研究部門ࢽュ࣑ーコࣂイࢧ

&\Eer &ommunit\ Research Division 
 

㸯 部門スタッフ 
教授 阿部 浩和 

␎Ṕ：1983年 3᭶大阪大学ᕤ学部ᘓ⠏ᕤ学科༞業、

同年 4 ᭶�ᰴ�➉୰ᕤົᗑධ♫、1996 年 4 ᭶�ᰴ�➉

୰ᕤົᗑタ計部௵タ計員、1998 年 4 ᭶�ᰴ�➉୰

ᕤົᗑタ計部ㄢ㛗௦⌮、2002 年 4 ᭶大阪大学サイ

バーメディアセンター講ᖌ、2003 年 10 ᭶大阪大

学ຓ教授、2004 年 10 ᭶大阪大学教授、日ᮏ図学

会㢳ၥ、国㝿図学会(ISGG)会員、ᘓ⠏教育委員会

ᘓ⠏教育ᡭἲ・ᢏ⾡ᑠ委員会ᰝ、㒔ᕷ計画学会

会員ࠋ 

 

教授 Ᏻ⚟ ♸ 

␎Ṕ：1999年 3᭶大阪大学ᕤ学部ᘓ⠏ᕤ学科༞業、

2001年 3᭶大阪大学大学㝔ᕤ学研究科ᘓ⠏ᕤ学ᑓ

ᨷ༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟ、同年 4 ᭶ᰴᘧ会♫コࢼミデ

ジタル࢚ンタテインメントົ2007ࠋ 年 3 ᭶大阪

大学大学㝔ᕤ学研究科ᘓ⠏ᕤ学ᑓᨷ༤ኈᚋᮇㄢ

程ಟ、同年 4 ᭶大阪大学サイバーメディアセン

ターサイバーコミュニティ研究部門ຓ教、2015 年

4 ᭶同研究部門講ᖌ、2020 年 11 ᭶同研究部門教

授、⌧ᅾࠋࡿ⮳日ᮏᘓ⠏学会、日ᮏ図学会、ISGG、

日ᮏⅆ⅏学会会員ࠋ 

 

≉௵ຓ教 高ᶫ ᙲ 

␎Ṕ：2008 年 3 ᭶大阪大学ᕤ学部ᆅ⌫総合ᕤ学科

༞業、2010 年 3 ᭶大阪大学大学㝔ᕤ学研究科ᆅ⌫

総合ᕤ学ᑓᨷ༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟ、2013 年 3 ᭶大阪

大学大学㝔ᕤ学研究科ᆅ⌫総合ᕤ学ᑓᨷ༤ኈᚋ

ᮇㄢ程༢ಟᚓ㏥学、同年༤ኈ（ᕤ学）ྲྀᚓ、同

年 4 ᭶公┈㈈ᅋἲேி㒔ᕷᬒほ・ࡾࡃ࡙ࡕࡲセン

ター᥇用、2016 年 4 ᭶関す学㝔大学総合ᨻ⟇学部

実験実習ᣦᑟ⿵బ、同年 9 ᭶関す学㝔大学総合ᨻ

⟇学部ዎ⣙ຓᡭ、2020 年 4 ᭶大阪大学サイバーメ

ディアセンターサイバーコミュニティ研究部門 

 

≉௵ຓ教（ᖖ）、⌧ᅾࠋࡿ⮳日ᮏ図学会会員、

日ᮏᘓ⠏学会会員ࠋ 

 

2 教育・研究概要 

2.1 教育の概要 

2022 年度のᮏ研究部門ࡣ全学教育推進機ᵓ

࡚図学教育ࢆᑓ௵ࡶࡿࡍ、ᕤ学研究科ᆅ⌫

総合ᕤ学ᑓᨷの協ຊ講ᗙ࡚ࡋ、ᘓ⠏ᕤ学部門

࡚ᘓ⠏・㒔ᕷᙧែᕤ学㡿ᇦࢆවᢸࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ྛ教員ࡣ全学教育推進機ᵓ、ᕤ学部、ᕤ学研究科

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᢸᙜࢆ⩏ୗグの講࡚࠸࠾

全学教育推進機ᵓ 

 図学講⩏ B（阿部・Ᏻ⚟） 

 図学₇⩏ B（阿部・Ᏻ⚟） 

 ࢢラࣇィックスのୡ⏺（Ᏻ⚟） 

ᕤ学部ᆅ⌫総合ᕤ学科ᘓ⠏ᕤ学科目 

 ᘓ⠏総合デࢨイン（阿部） 

 ᘓ⠏タ計➨ 4 部（阿部・Ᏻ⚟） 

 ᘓ⠏タ計➨ 5 部（阿部・Ᏻ⚟） 

 ༞業研究（阿部・Ᏻ⚟） 

ᕤ学研究科ᆅ⌫総合ᕤ学ᑓᨷᘓ⠏ᕤ学部門 

 ᘓ⠏࣐ネジメントㄽ（阿部） 

 ᘓ⠏・㒔ᕷデࢨイン A（阿部・Ᏻ⚟） 

 ᘓ⠏・㒔ᕷデࢨイン B（阿部・Ᏻ⚟） 

 ✵㛫デࢨイン学（阿部・Ᏻ⚟・高ᶫ） 

 ᘓ⠏ᙧែᕤ学≉ㄽ（阿部） 

 ᘓ⠏✵㛫生⌮学（阿部） 

 ᘓ⠏ᕤ学≉ู講⩏ I（阿部・Ᏻ⚟） 

 ᘓ⠏ᕤ学ࢮミࢼール I（阿部） 

 ᘓ⠏ᕤ学ࢮミࢼール II（阿部） 

 

2.2 研究の概要 

ᮏ研究部門࡛ࡣ、᭱ 先端の ICT ᢏ⾡ࢆ援用ࡘࡘࡋ、

ᘓ⠏ࠕ 㒔ᕷࠕࠖ、 ࡿࡅ࠾会ࠖ♫ࠕࠖ、 3 のコミュニࡘ

ティ・デࢨイン関ࡿࡍ研究ㄢ㢟ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ 
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1) ᘓ⠏のコミュニティ・デࢨイン 

 ᘓ⠏ࡿࡅ࠾✵㛫ㄆ㆑能ຊࢢラࣇィックࣜ

テラシー関ࡿࡍ研究 

 ಶேཬࢢࡧループのᒓ性ࢆ⪃៖ࡓࡋ⩌集シミ

ュࣞーシࣙンྍど 

 ㏆௦⏘業㑇⏘のಖᏑά用関ࡿࡍ研究 

2) 㒔ᕷのコミュニティ・デࢨイン 

 デジタルࢶイン関ࡿࡍ研究 

 ࣄュー࣐ンインࢨループࢆά用ࡓࡋ大規模⩌

集ㄏᑟの௬実験システムのᵓ⠏ 

 ࣈラ࢘ンࣇィールド生関ࡿࡍ研究 

 GI  会生ែⓗ生⏘環境の研究♫

 㒔ᕷの⾤㊰ᙧែ࢛࢘ーࣜࣅ࢝ティ関ࡿࡍ

研究 

3) ♫会のコミュニティ・デࢨイン 

・ ⬺Ⅳ⣲♫会ᗣ環境㒔ᕷの実⌧ྍ能性の研究   

・ メタバース関ࡿࡍ研究 

 

3 教育・研究等に係る全学支援 

3.1 教育に係る全学支援 

3.1.1 全学教育᥎㐍ᶵᵓᅗ学 CAD 教ᐊの運用支援 

全学教育推進機ᵓࡿࡅ࠾ᑓ門基♏教育科目（ࠕ図

学講⩏ Aࠖࠕ図学講⩏ Bࠖࠕ図学₇⩏ Aࠖࠕ図学₇⩏ B ）ࠖ

♏ィックスの基ࣇラࢢࠕ）基♏教㣴科目ࡧࡼ࠾ ࢢࠕࠖ

ラࣇィックスのୡ⏺ 図学ࡓࡋᑐ応ࠖ（ CAD 教室の

ಖᏲ運用ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

 の運用支援ࢬーメディアコࣔンࣂイࢧ 3.1.2

ᮏセンター࡚࠸࠾アクティࣈラーニンࢢス࣌ー

スᩚ࡚ࡋഛࡿ࠸࡚ࢀࡉサイバーメディアコࣔンࢬ

の運用支援ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

3.1.3 ᅗ᭩㤋ࢩステ࣒の運用支援 

図書館システム係ࡿ全学支援、次ᮇ図書館シス

テムのᵝ⟇ᐃ協ຊࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

3.2 研究に係る全学支援 

3.2.1 大つᶍ୪ิィ⟬ࢩステ࣒の運用支援 

ᮏセンターのスーࣃーコンピュータシステム

OCTOPUS スのサポーࣅ㐲㝸ྍどサーࡓࡋ使用ࢆ

ト、ᢏ⾡᳨ドࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ、大規模計算機シ

ステムのᵝ⟇ᐃ、Cyber HPC Symposium の支援等

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 

3.2.2 メタࣂースࣛࣉッࢺフ࢛ーࢧ࣒ービス 

大阪大学の୰㛗ᮇⓗ࡞⤒営ࣅジࣙンࠕOU スタ࣐

ープラン 2027ࠖの୍ࡘのᰕࠕコロࢼ᪂௦ᑐ応ࡍ

情報基盤ᩚഛ（OUDXࡿ イニシアティࣈ）ࠖ ᐤ

OU、ࡵࡓࡿࡍ ࡚ࡋスタープラン実⌧ຍ㏿業࣐

Digital Twin Living Lab Service の出ࠕ （ࠖ␎⛠：

OUDX ຍ㏿プラン）ࡓࡅྥメタバース・プラット

2022、ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆームᵓのᥦ࢛ࣇ 年度ୡ⏺

トップࣞ࣋ル研究ᣐⅬプロࢢラム(WPI)の大阪大学

、࡚ࡋ協働ン・メタバースᝈ研究ᣐⅬ࣐ューࣄ

メタバース・プラット࢛ࣇームのプロトタイプ開Ⓨ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ開ጞࢆ

 

 

 

 

 

 

 

ᚰ⮚のバイ࢜デジタルࢶインプロトタイプ開Ⓨ 

 

3.3 大学タᩚഛに係る全学支援 

・୰அᓥセンターࣜニューアルのᢏ⾡支援 

・タ⪁ᮙᑐ⟇のᢏ⾡支援 

 スタープランのᩚഛ支援࣐スࣃンࣕ࢟・

 

4 2022 年度研究業績 

4.1 Ṕྐ㒔ᕷにおける࢛࢘ー࢝ビリティのホ౯に関

する研究 

20 ୡ⣖の㏆௦క࠺⛣動ᡭẁ（通）の㠉᪂

ఫẸのライࣇスタイルのኚࡣ、大㒔ᕷの㒔ᚰ部

࡞ࡁ大ᵓ㐀ࡸ㊰ネットワークの✵㛫≉性⾤ࡿࡅ࠾

ኚ≉ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡽࡓࡶࢆ、Ṍ⾜者ඃ先࡛ᘓタࡉ

ア࢚ࣜṔྐⓗ࡞ࡉᑠ、ࡣṔྐⓗ㒔ᕷ࡛࠸ྂࡓࡁ࡚ࢀ

の⾤㊰ᵓ㐀の✵㛫≉性ࡀኚ࡛ࡲࢀࡇ、ࡋ⧄⣽⥔

ᣢࡓࡁ࡚ࢀࡉṌ⾜者✵㛫のアメニティࡀኻࡁ࡚ࢀࢃ
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ࣅࣔࡓࡗ使ࢆ▼⇞ᩱ࠺క㏆௦、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚

ࣜティのቑຍࡾࡼ、ᆅ⌫ ᬮᑐࡿࡍᝏᙳ㡪ࡶ

㢧ᅾࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋᆅ⌫ ᬮక࠺Ẽೃኚ動ࡣ、

ၥ࡞้῝ࡿ࠸࡚ࡏࡉኚ㏿ᛴࢆ⏺ୡࡴのఫࡕࡓ⚾

㢟࡛ࠋࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

ி㒔のṔྐⓗ⾤୪ࡳ 

 

⌧ᅾ、㒔ᕷのᣢ⥆ྍ能࡞Ⓨ展のࡣࡵࡓ、పⅣ⣲

㒔ᕷのᘓタࡀྍḞ࡞᮲௳ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞日の㒔

ᕷࡿࡅ࠾通ᡭẁ࢛࢘、࡚࠸࠾ー࢟ンࢢの推進

環境ᅽຊの⦆和、㒔ᕷの通のゎᾘ、生ែ、ࡣ

環境の⥔ᣢ、大Ẽ環境のᨵၿ、ே㛫のᗣቑ進㈉

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⫣

㏣ồࢆ㒔ᕷ開Ⓨ࡞ᣢ⥆ྍ能、ࡣティࣜࣅ࢝ー࢛࢘

ཷࢆ㏆௦のᙳ㡪≉、ࡾ࠶ᣦᶆ࡛࡞㔜せ࡛ୖࡿࡍ

のࡇࠋࡿ࠶㔜せ࡛ࡣア࡛࢚ࣜṔྐⓗࡓࡋ∦᩿࡚ࡅ

ࢆி㒔すᏳࡿ࠶Ṕྐ㒔ᕷ࡛࡞௦表ⓗ、ࡵࡓ

⾤㊰ᵓ㐀せᅉ⾤、ࡋウ᳨ࢆ環境ࢢン࢟ー࢛࡚࢘ࡋ

㊰ᬒほせᅉのලయⓗ࡞ຠ果ࢆ総合ⓗ分析࢛࢘、ࡋ

ーࣜࣅ࢝ティのྥୖᙳ㡪ࢆࡿ࠼せᅉ᳨࡚࠸ࡘ

ウࡑࠋࡓࡋの⤖果、Ṕྐ㒔ᕷの࢛࢘ーࣜࣅ࢝ティࢆ

ホ౯ࡣࡵࡓࡿࡍ、⾤㊰ᵓ㐀のアクセシࣜࣅティࢆ

Ṍࡸ日ᖖのே㛫ά動、ールのᣦᶆࢣクロス࣐ࡿ 

⾜者の⛣動ᙳ㡪ࢆࡿ࠼ᘓ⠏環境のミクロスࢣー

ルのᣦᶆࡳ⤌ࢆ合ࡀࡇࡿࡏࢃ、㠀ᖖ㔜せ࡛ࡿ࠶

ミクロᣦクロᣦᶆ࣐ࡓࡲࠋࡓࡗ࡞ࡽ明ࡀࡇ

ᶆの୧᪉ࡀ高࠸ሙ合、Ṕྐ㒔ᕷ࡛࢛࢘ーࣜࣅ࢝ティ

ࡓࡋࠎᗈ、ࡃⰋࡀẚ㍑ⓗアクセス、ࡣሙ所࠸Ⰻࡀ

Ṍ㐨ࡾ࠶ࡀ、᳜生ࡀከࡀࡇ࠸共通࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ、

㨩ຊⓗ࡞ᗑ⯒ࡀከࡃ、ఏ⤫ⓗᩥ࡞ⓗ࡞⾤୪࠶ࡀࡳ

ᘓࡓࢀࡉ㡻ᩚ࠸ࢀࡁ、ࡃ࡞ࡀ≀㞀ᐖ、タイプࡿ

⠏環境ࡿ࠶ࡀタイプࡀࡇࡿ࠶ࡀ明ࠋࡓࡗ࡞ࡽ

ᮏ❶の教カ࡚ࡋ、すᏳ࡛࢛࢘、ࡣー࢟ンࢢのアク

セシࣜࣅティࡵࡓࡿࡏࡉୖྥࢆ、㞀ᐖ≀ࢆῶࡋࡽ、

Ṕྐⓗ࡞⾤୪ࢆࡳ⥔ᣢ࡛ࡇࡿࡍ、ᘓ⠏環境⾤㊰

のインࣇラࢆᨵၿࡿࡍᚲせࡀࡇࡿ࠶ࡀ明࡞ࡽ

環ࢢン࢟ー࢛࢘࡞Ⰻዲ、ࡣ᪉、ி㒔୍࡛ࠋࡓࡋࡲࡾ

境ࢆ⥔ᣢࡶࡘࡘࡋ、⾤㊰のάຊྥୖ㔜Ⅼࡃ⨨ࢆ

 ࠋࡓࢀࡽᚓࡀの⤖果ࡁ

 

関㐃発表論文等 

(3)(4)(10) 

 

4.2 ಶேཬࣝࢢࡧーࣉのᒓᛶࢆ⪃៖ࡋた⩌㞟࣑ࢩュ

ࣞーࢩョンྍど 

ᮾ日ᮏ大㟈⅏௨㝆、ᆅୗ⾤の⟶⌮者等ࡣ、ὠἼ

ࡵࡓࡿࡍಖ☜ࢆ㑊㞴࡞㏿㎿ࡘ㝿ࡓࡋⓎ生ࡀ

ࡅົ⩏ࡀ公表計画の作成ࡿࡍ関⨨ᥐ࡞ᚲせ

ཎ๎ࡣᆅୗ⾤の㑊㞴計画、ࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡓࢀࡽ

、ࡾ࠶ⓗ࡛⯡୍ࡀࡇࡿࢀࡉ作成ࡈタ࡚ࡋ

タの⟶⌮༊分ࢆ㊬࡛࠸㑊㞴ࡿࡍሙ合の᳨ウࡣ༑分

の㑊㞴のㄏᑟᆅୖࡽ⾤ᆅୗ、≉ࠋࡿ࠶࡛

関ࡣ࡚ࡋ、ከࡃのㄢ㢟ࡀṧ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ、大阪

ᱵ⏣ᆅୗ⾤ࢆᑐ㇟࡚ࡋ、༡ᾏトラࣇᕧ大ᆅ㟈Ⓨ生

ࡿࡅ࠾ὠἼᾐỈ⅏ᐖᑐࡿࡍ㑊㞴計画ࢆᆅୖの

㑊㞴⾜動࣐、࡚ࡵྵࢆル࢚ࢳージェントシステム

、の⤖果ࡑࠋࡓࡋホ౯࡚ࡗࡼシミュࣞーシࣙンࡿࡼ

⟶⌮会♫᳨࡚ࡗࡼウࡿ࠸࡚ࢀࡉ㑊㞴ㄏᑟ計画ࡘ

ࡀᆅୖ部分࡛ΰ㞧、ࡣ࡚ࡗࡼ㝵ẁࡿࡍ使用、࡚࠸

Ⓨ生ࢆ࡞ࡇࡿࡍ☜ㄆࡋ、㑊㞴ㄏᑟのどⅬࡽ㑊

㞴Ᏻ全性の୍端ࢆホ౯ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

㇟ᑐࢆ࢜ᆅୗ⾤紙ᒇ⏫シࣕࣞࡿ࠶ᗈᓥᕷ、ࡓࡲ

㑊㞴シミࡿࡼージェントシステム࢚ࢳル࣐࡚ࡋ

ュࣞーシࣙンࢆ実≉ࠋࡓࡋ、ᅾ館者の୰㌴᳔

子利用者ࡿࢀࡲྵࡀሙ合ࢆᐃࡓࡋሙ合࢚࣋ࣞ、

ータ࡚ࡗྥ㑊㞴ࡿࡍ㌴᳔子利用者のᖖ者

࡚ࡋⓎ生ࡀ␃、ࡾ࠶ࡀ所⟠ࡿ࡞␗ࡀ㑊㞴᪉ྥ࡛

ど࡛ྍࢆ状況࡞ᅔ㞴ࡀࡇࡿࡅᢤࡾ通ࢆ所⟠ࡿ࠸

㜵⅏教育ࡣのシミュࣞーシࣙン⤖果ࡽࢀࡇࠋࡓࡁ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍά用ࡶ

 

関㐃発表論文等 

(5)(6)(18)(37) 
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た大つᶍ⩌㞟ࡋ活用ࢆࣉンインザࣝー࣐ューࣄ 4.3

ㄏᑟの௬ᐇ㦂ࢩステ࣒のᵓ⠏ 

スポーࡸࢶコンサート࡞ᖜᗈ࠸用㏵࡛利用ࢀࡉ

、ࡋᵓ⠏ࢆインࢶ集ᐈタ࿘㎶環境のデジタルࡿ

タ࿘㎶のேὶデータࣜࢆアルタイム࡛ྲྀᚓࡽࡀ࡞ࡋ

大規模⩌集ㄏᑟシミュࣞーシࣙンの㐺用ྍࡀ能࡞

タࠋࡓᚓࢆ௨ୗの⤖果、ࡋ開Ⓨࢆームワークࣞࣇ

のステーク࣍ルࢲーࡸ㆙ഛ員ࡀ、実㝿の⤒験ࡽ↷

ࡿࡁホ౯࡛ࢆ集のᏳ全性・ຠ⋡性⩌ࡽࡀ࡞ࡏࢃ合ࡋ

アーバンメッࡓࡋ⌧どぬⓗࢆ㒔ᕷ✵㛫、࠺ࡼ

シュࢆデジタルࢶインୖ࡛ࣜアルタイムྍどࡋ

ージェントシステ࢚ࢳル࣐インୖ࡛ࢶデジタルࠋࡓ

ムࡿࡼ⩌集シミュࣞーシࣙンࡵࡓ࠺⾜ࢆ、Ṍ⾜者

ーシࢤࣅࢼࢆアᙧ状࢚ࣜ࡞通⾜ྍ能ࡀージェント࢚

ࣙンメッシュ࡚ࡋᵓ⠏ࠋࡓࡋ 

タ࿘㎶⣙、ࡣーシࣙンメッシュࢤࣅࢼ 10,300 ᖹ

᪉メートルのᗈ⠊ᅖの࢚ࣜアࢆタࣞࣈット端ᮎᦚ

㍕ࡓࢀࡉ LiDAR センサーアプࣜࢣーシࣙンࣇࢯ

ト࢘ェアࢆά用࡚ࡋ 3D スࣕ࢟ンࡋ、ኚࡓࡋ 3D メ

ッシュの ᐃ⢭度ࢆ⌧ᆅㄪᰝの୍部実 ㄪᰝ⤖果

ẚ㍑࡛ࡇࡿࡍ、高࠸⢭度ࡀᚓࢆࡇࡿࢀࡽ☜ㄆࡋ

 ࠋࡓ

ージェントの࢚インୖ࡛Ṍ⾜者ࢶデジタル、ࡓࡲ

動࢛ࣇࡁー࢝スྍ࡚ࡋどࡵࡓࡿࡍのX⥺ࣅュー

ࣔードࢆ実ࡋ、⩌集性状の┤ឤⓗ࡞⌮ゎࠋࡓࡋಁࢆ

㏱明༙画面ࢆࣇラࢢேὶデータの⣔ิ、ࡽࡉ

☜ࢆデータࡶᐃ㔞ⓗ、࡛ࡇࡿࡍーバーࣞイ࡛࢜

ㄆ࡛ࡿࡁシステムࠋࡓࡋ 

 

 

 

 

 

 

大規模⩌集ㄏᑟの௬実験システムのᵓ⠏ 

 

デジタルࢶインࡣタの⩌集⟶⌮システムアク

セスࡋ、ࣜアルタイムேὶデータྲྀࢆᚓࡇࡿࡍ

࡛、≀⌮✵㛫ᑐ応ࡓࡋデジタルࢶインୖの᳨▱⥺

⨨ࡽṌ⾜者࢚ージェントࢆⓎ生࡚ࡏࡉ、ࣜアル

タイム性の高࠸⩌集シミュࣞーシࣙンྍࡀ能ࣞࣇ࡞

ームワークࢆᵓ⠏ࠋࡓࡋ 

 

関㐃発表論文等 

(11)(12)(19) 

 

4.4 ス࣐ーࢺフ࢛ンアࣉリࢆ用࠸たி㒔の⏫୪ࡳኚ

に関するᆅᇦ学習教ᮦに関する研究 

高度⤒῭成㛗ᮇ௨㝆、ி㒔のᕷ⾤ᆅࡣ画୍ⓗ࡞Ꮿ

ᆅ開Ⓨࡸᘓ⠏ά動ࡀ進ࡳ、Ṕྐⓗ࡞⏫୪ࡣࡳኻࢀࢃ

ಖࡳ୪⏫ࡓࡋయࢆᆅᇦఫẸࡣி㒔࡛ࠋࡿ࠶ࡘࡘ

全・出のά動ࡀάⓎࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜、ᆅᇦのᬒほ

ᙧ成の᪉㔪ࡑ、࡛ୖࡿ࠼⪄ࢆの⌧状ࡸኚࢆᐈほⓗ

、᪉୍࡛ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶㔜せ࡛ࡣ㈨ᩱࡿ࠼ఏ

ᡓᚋࡽ高度⤒῭成㛗௨㝆のி㒔の⏫୪ࡣࡳᛴ⃭

ኚࡵࡓࡓࡋ、⌧ᅾࡿ⮳ᬒほᙧ成の㐣程ࢆᢕᥱ࡛

ࣇート࣐スࡣᮏ研究ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᕼᑡࡣ㈨ᩱࡿࡁ

デジタルア࡚࠸用ࢆࠖࣇラࢢメࣔࣜーࠕンアプ࢛ࣜ

ー࢝イྂࡓࢀࡉࣈ┿⌧ᅾの⏫୪ࢆࡳẚ㍑ࡇࡿࡍ

ᆅᇦのᬒほᙧ成のṔྐⓗᩥ࡚ࡋ㇟ᑐࢆி㒔、࡛

�ࠋࡿࡍウ᳨ࢆ᪉ἲࡿࡍ学習ࢆ⬦
2022 年度ࡣ、ά動ࢆ通࡚ࡌⓎ見ࡓࢀࡉி㒔ᕷ所ⶶ

の⏫୪ࡳㄪᰝ┿のデジタルࢆ実ࡶࡿࡍ、

㈨ᩱの୍部ࢆ用࡚࠸、iOS、Android の୧ OS ᑐ応

の⤖果、アプࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ᪂アプࣜのホ౯実験ࡓࡋ

ࣜの᧯作性関࡚ࡋ、௨๓ẚ࡚ࣘーࢨーインタ

ーࣇェースࢀࡉ⌮ᩚࡀ᧯作ࡀ┤ほⓗ分ࡃࡍࡸࡾ

ᆅᇦ⌮ゎの࡚ࡋ通ࢆయ験࠺使ࢆアプࣜࡸࡇࡓࡗ࡞

࡞ࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿᚓࢆࡧ学ࡿ࡞ࡽࡉࡸࡅࡗࡁ

 ࠋࡓࡗ࡞ࡽ明ࡀ

メࣔࣜーࢢラࣇの基ᮏⓗ࡞使࠸᪉ 

 

関㐃発表論文等 
(6)(7)(21) 
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5 社会貢献に関する業績 

5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

(1) ⚄ᡞ大学ᕤ学部、ࢢラࣇィックࣜテラシー関

 集୰講⩏（阿部）ࡿࡍ

(2) ᦤ༡大学⌮ᕤ学部ఫ環境デࢨイン学科㠀ᖖ

講ᖌࠕ✵㛫表⌧₇習 %ࠖᢸᙜ（Ᏻ⚟、高ᶫ） 

(3) ᦤ༡大学⌮ᕤ学部ఫ環境デࢨイン学科㠀ᖖ

講ᖌࠕ✵㛫表⌧₇習 $ࠖᢸᙜ（高ᶫ） 

 

5.1.2 研究部門බ㛤 

(1) ᕤ学研究科大学㝔࢜ープンࣕ࢟ンࣃスの実 

(2)  㖟ᮥ⚍ࡿࡅ࠾サイバーメディアコࣔン࡛ࢬ

のࣈࣇラ࣎య験の実 

 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

(1) 日ᮏ図学会㢳ၥ（阿部） 

(2) 日ᮏᘓ⠏学会ᘓ⠏教育委員会ᰝ（阿部） 

(3) 日ᮏᘓ⠏学会ᘓ⠏教育ᮏ委員会委員（Ᏻ⚟） 

(4) 日ᮏᘓ⠏学会ᘓ⠏教育ᡭἲ・ᢏ⾡ᑠ委員会ᖿ

（Ᏻ⚟） 

(5) 日ᮏᘓ⠏学会ᘓ⠏教育ᡭἲ・ᢏ⾡ᑠ委員会ᖿ

（Ᏻ⚟） 

(6) 日ᮏᘓ⠏協会➨ 69 ᅇ㟷年ᢏ⾡者㢧ᙲ㑅⪃委員

（Ᏻ⚟） 

(7) 日ᮏ図学会┘（Ᏻ⚟） 

(8) サイ࢚ンティࣇィック・システム研究会5ࠕG

௦のྍどᢏ⾡研究ࠖWG 推進委員（Ᏻ⚟） 

 

5.2.2 国際会議への参画 

(1) The 20th International Conference on Geometry 

and Graphics (ICGG2022), Program Committee, 

2022.8（Ᏻ⚟） 

(2) The Journal for Geometry and Graphics (JGG) 

Editorial Board（Ᏻ⚟） 

 

5.2.3 学会表彰 

 ࡋ࡞

 

5.3 ⏘学㐃ᦠ 

5.3.1 業のඹྠ研究 

(1) “大規模ၟ業タࡿࡅ࠾環境ኚᑐ応ࡓࡋ

ேὶண ࣔデルの開Ⓨ࢜ープンス࣌ースの

利ά用ᡭἲ関ࡿࡍ研究,” ᮾᛴ動⏘ᰴᘧ会

♫（阿部・Ᏻ⚟・高ᶫ） 

 

5.3.2 学外での講演 

 ࡋ࡞

 

5.3.3 学外での活動 

(1)  大阪ᗓ公募型プロポーࢨル᪉ᘧ等業者㑅ᐃ

委員会・議㛗（阿部） 

 

 活動ࢺࢡジェࣟࣉ 5.4

・大型ၟ業タの環境デࢨインᥦ（ᮾᛴ動⏘・

箕面࢟ューࣔࢬールࡂࡽࡏࡏ公ᅬプロジェクト）ࠋ 

 

 のの活動ࡑ 5.5

(1) 大阪大学ᵓ⠏会ᖿ㛗（Ᏻ⚟） 

 

5.5.1 ➇தⓗ㈨㔠の⋓ᚓ 

(1) Ᏻ⚟♸（௦表者）, ͆ࣄュー࣐ンインࢨルー

プࢆά用ࡓࡋ大規模⩌集ㄏᑟの௬実験シス

テムのᵓ⠏,͇ 日ᮏ学⾡⯆会科学研究㈝⿵ຓ

㔠 基盤研究（B）（2022㹼2024) 

(2) す成ά⿱（௦表者）, Ᏻ⚟♸（分ᢸ者）, ͆ಶ

ேཬࢢࡧループのᒓ性㐺応ࡿࡍ⩌集制ᚚ,͇ 

科学ᢏ⾡⯆機ᵓ(JST)ᮍ来♫会㐀業(᥈ồ

ຍ㏿型)ᮏ᱁研究ㄢ㢟ࠕୡ⏺୍のᏳ全・Ᏻᚰ♫会

の実⌧ࡾࡦࡾࡦࠕᒆࡃ༴機ᑐ応ࢤࣅࢼー

ターのᵓ⠏ࠖࠖ（2020㹼2024) 

(3) ᮌከ㐨ᏹ（௦表者）, Ᏻ⚟♸（分ᢸ者）, ͆ᆅ

ᇦᩥ⬦ࢆ⥅ᢎࡿࡍ㠀ṇ規ᕷ⾤ᆅᨵၿࣔデルの

ᵓ⠏༴機ⓗㄢ㢟の」合ࡿࡍᆅᇦの㐺用,͇ 

日ᮏ学⾡⯆会  科学研究㈝ຓ成業 基盤研

究(A)（2022㹼2026） 

(4) ᒸ⏣大∞（௦表者）, Ᏻ⚟♸（分ᢸ者）, ͆ឤ

情・⌮性どⅬࡽのඣ❺生ᚐఫẸのయⓗ᪩ᮇ

㑊㞴ၨⓎ・教育プロࢢラムの開Ⓨホ౯,͇ 日
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ᮏ学⾡⯆会  科学研究㈝ຓ成業 基盤研究

(B)（2022㹼2024） 

(5) ΎỈኖ୍㑻（௦表者）, Ᏻ⚟♸（分ᢸ者）, ͆ ྛ

✀⅏ᐖഛࡓ࠼国ᐙᙉ㠌㈨ࡿࡍ♫会ኚ㠉

ー育成の研究,͇ 日ᮏ学ࢲῶ⅏ࣜーࡍࡽࡓࡶࢆ

⾡⯆会科学研究㈝⿵ຓ㔠  ᣮᡓⓗⴌⱆ研究

（2020㹼2022）, 2020 年度：572 ༓ 

(6) 高ᶫᙲ（௦表者）㸪͆ ி㒔ᕷ㒔ᚰ部のᐦ集ᕷ⾤ᆅ

共ⓗ㊰ᆅ✵㛫のࡿ作ࡀ㐃ᢸி⏫ᐙࡿࡅ࠾

⥔ᣢ・⥅ᢎ 㸪͇日ᮏ学⾡⯆会 科学研究㈝ຓ成

業 ⱝᡭ研究（2021㹼2023）㸪2022 年度：700

༓ 

(7) ᯇ大㍜（௦表者）㸪高ᶫᙲ（分ᢸ者）㸪͆ࠕᬒほ

ࢃ関య⣔研究のᴫᛕᵓ⠏ࠖྐࡾࡃ࡙ࡕࡲ

基♏ⓗ研究ࡿ 㸪͇日ᮏ学⾡⯆会 科学研究㈝ຓ

成業 基盤研究(C)（2021㹼2023）㸪2022 年度：

80 ༓ 

(8) 高ᶫᙲ（௦表者）㸪ᮏᮅ展㸪▮㔝᱇ྖ㸪Ἑゅ

┤⨾㸪బ⸨弘㝯㸪͆ メࣔࣜーࢢラࢆࣇ用ࡓ࠸ி

㒔の⏫୪ࡳኚ関ࡿࡍᆅᇦ学習教ᮦ関ࡍ

研究͇大学共同利用機関ἲே情報・システムࡿ

研究機ᵓ データサイ࢚ンス共同利用基盤タ 

���� 年度情報・システム研究機ᵓデータサイ࢚

ンス共同利用基盤タ公募型共同研究

ROIS-DS-JOINTࠕ �ࠖ ୍⯡共同研究㸪651 ༓㸪

2022 年 7 ᭶㹼 2023 年 3 ᭶ 

 

6 2022 年度研究発表論文一覧 

6.1 ⴭ᭩ 

 ࡋ࡞  

 

6.2 学会論文誌 

(1) Tomoko Miyagawa, Noriko Otsuka, Hirokazu Abe, 

Green space creation and utilization in coordination 

with policies for Healthy Cities in Japan, Cities & 

Health, Taylor & Francis, pp1-21, 24 Mar 2023, 

DOI: 10.1080/23748834.2023.2188636 

(2) Tomoko Miyagawa, Clare Olver, Noriko Otsuka, 

and Hirokazu Abe, PARTNERSHIP-BASED 

POLICIES AND PLANS FOR OPEN SPACE 

MANAGEMENT OF CASE STUDIES IN 

POST-INDUSTRIAL LANDSCAPES, 

International Journal of GEOMATE, Vol. 25, Issue 

108, pp.97-105, Aug. 2023, (forth coming) 

DOI: https://doi.org/10.21660/2023.108.s8638 

(3) Kun Yuan, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka, Kensuke 

Yasufuku, Akira Takahashi, A Comprehensive 

Evaluation of Walkability in Historical Cities: The 

Case of Xi’an and Kyoto, Sustainability, 15(6), pp. 

5525-5525, 21 Mar 2023, doi:10.3390/su15065525 

(4) Kun Yuan, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka, Kensuke 

Yasufuku, Akira Takahashi, Impact of the 

COVID-19 Pandemic on Walkability in the Main 

Urban Area of Xi’an, Urban Science 6(3) pp.44-44, 

28 Jun 2022, doi:10.3390/urbansci6030044 

(5) Akira Takahashi, Kensuke Yasufuku, Hirokazu Abe, 

EVALUATION OF UNDERGROUND SPACE 

FOR TSUNAMI EVACUATION SAFETY WITH 

ROUTE OBSTACLES BY AGENT-BASED 

SIMULATION, International Journal of 

GEOMATE 22(92) 83-91 2022.4.1 

(6) 高ᶫᙲ, ᮏᮅ展, ▮㔝᱇ྖ, బ⸨弘㝯, Ἑゅ

┤⨾, ᬒほ┿のデジタルアー࢝イࣈά用᪉

ἲ, 日ᮏ画ീ学会誌 62(1) 23-34 2023.2  

(7) 㧘ᶫᙲ, ᮏᮅ展, ▮㔝᱇ྖ, బ⸨弘㝯, Ἑゅ

┤⨾, ி㒔の⏫୪ࡳಖ全・㐀関ࡿࡍᆅᇦ学

習のメࣔࣜーࢢラࣇの㐺用性, ᘓ⠏教育研究

ㄽᩥ報告集 22 49-56 2022.11 

(8) Daiji OKADA, Yoshinobu IYAMA, Takashi 

SAWAGUCHI, Kensuke YASUFUKU, Michihiro 

OHORI, Hiroaki OKADA, “Research on promoting 

national resilience through disaster mitigation 

education,” Jour. RRM, Univ. Hyogo, no.5, 

pp.24-36, 2023.2 

 

6.3 国際会議 会議録 

(9) Tomoko Miyagawa, Clare Olver, Noriko Otsuka,

 Hirokazu Abe, POLICIES AND PLANS FOR 

OPEN SPACE MANAGEMENT IN PARTNERS

HIP IN POST-INDUSTRIAL LANDSCAPES, pr
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oceedings of 8th Int. Conf. on Structure, Engin

eering & Environment (Mie, Japan) pp.504-511 

Nov 2022 

(10) Yuan Kun, Comparative study on spatial charact

eristics and walkability evaluation of historical 

areas based on deep learning of street-view ima

ge segmentation, Abstract of AESOP Annual C

ongress (Tartu, Estonia), 26 July 2022 

(11)  Kensuke Yasufuku, Muhammad Hegazy, Akira 

Takahashi, Digital Twin of Pedestrian Streets 

Around the Stadium for Crowd Simulation, 

Proceedings of the 22nd International Conference 

on Construction Applications of Virtual Reality 

2022.11 

(12) Muhammad Hegazy, Kensuke Yasufuku, Akira 

Takahashi, Developing a 3D Reconstruction of 

Pedestrian Street Networks in Large-Scale Urban 

Environments Using iPad-integrated LIDAR, 

Proceedings of the 22nd International Conference 

on Construction Applications of Virtual Reality 

1036-1044 2022.11 

 

6.4 口頭発表（国内研究会など） 

(13) ᐀利ᫀဢ㸪阿部浩和㸪Ᏻ⚟♸㸪高ᶫᙲ� 㱟㔝

ఏ⤫ⓗᘓ㐀≀⩌ಖᏑᆅ༊ࡿࡅ࠾ᐁẸ㐃ᦠの

研究� 日ᮏᘓ⠏学会大会ࡿࡍ関ࡾࡃ࡙ࡕࡲ

学⾡講₇᱾ᴫ集、p1111-1112, 202209 

(14) ᕸᕝ⯟ᖹ㸪阿部浩和㸪Ᏻ⚟♸㸪 高ᶫᙲ� 動

≀ᅬのタ࣐ネジメントࡿࢀࡽࡳ♫会教育

性の実ែㄢ㢟関ࡿࡍ研究� 日ᮏᘓ⠏学会

大会学⾡講₇᱾ᴫ集、p547-548, 202209 

(15) ᐀利ᫀဢ㸪阿部浩和㸪Ᏻ⚟♸㸪高ᶫᙲ� 㱟㔝

ఏ⤫ⓗᘓ㐀≀⩌ಖᏑᆅ༊ࡿࡅ࠾ᐁẸ㐃ᦠの

␥研究� 日ᮏᘓ⠏学会㏆ࡿࡍ関ࡾࡃ࡙ࡕࡲ

支部研究報告集、No7028, 202206 

(16) ᕸᕝ⯟ᖹ㸪阿部浩和㸪Ᏻ⚟♸㸪高ᶫᙲ� 動≀

ᅬのタ࣐ネジメントࡿࢀࡽࡳ♫会教育性

の実ែㄢ㢟関ࡿࡍ研究� 日ᮏᘓ⠏学会㏆

␥支部研究報告集、No5032, 202206 

(17) Ᏻ⚟♸, 䇾Ṍ⾜⤒㊰䛻䛚䛡䜛どぬⓗ䝅䞊䜽䜶䞁

䝇䛾ศᯒ,䇿 ᪥ᮏᘓ⠏Ꮫ➨ 69 ᅇᘓ⠏ே㛫ᕤᏛ

◊✲䛂ᘓ⠏䛾 㻟 ḟඖሗ䛸どぬศᯒ 㻙䝡䝆䝳䜰

䝹 䝕 䞊 䝍 䝬 䜲 䝙 䞁 䜾 䛾 ⌧ ᅾ 㻙 䛃 , 䜸 䞁 䝷 䜲 䞁 , 

2022.11.5 

(18) ᒸ⏣∞, ᒣಙ, ⃝ཱྀ㝯, ᕝᮧᩍ୍, Ᏻ⚟

♸, ᇼ㐨ᗈ, ᒸ⏣ᐶ᫂, 䇾Ꮫ⏕䛾ῶ⅏ᩍ⫱

䛻䜘䜛ᅜᅵᙉ㠌᥎㐍䛻㛵䛩䜛◊✲䠈䇿 ᪥ᮏ⌮

⛉ᩍ⫱ᏛᅜⓎ⾲ㄽᩥ㞟➨ 20 ྕ, p.249, 

2022.9 

(19) Ᏻ⚟♸, 䇾ேὶ䞉㏻ὶ䛾䝬䝹䝏䜶䞊䝆䜵䞁䝖䝅

䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁䛸ྍど,䇿 PSE ጤဨ（ᏛᕤᏛ

 SIS㒊）➨2 ᅇ◊✲, 䜸䞁䝷䜲䞁, 2022.7.15 

(20) Ᏻ⚟♸, 䇾⩌㞟䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁䛸ྍど,䇿 㻶㻿㼀

ᮍ᮶♫㐀ᴗ 䛂ୡ⏺୍䛾Ᏻ䞉Ᏻᚰ♫䛾

ᐇ⌧䛃㡿ᇦ䜂䛸䜚䜂䛸䜚䛻ᒆ䛟༴ᶵᑐᛂ䝘䝡䝀䞊䝍

䞊䛾ᵓ⠏ ➨ 2 ᅇබ㛤䝅䞁䝫䝆䜴䝮䡚ಶேཬ䜃䜾

䝹䞊䝥䛾ᒓᛶ䛻㐺ᛂ䛩䜛⩌㞟ไᚚ䡚, 2022.5.17 

(21) 高ᶫᙲ㸪͆ ᬒほ┿のデジタルアー࢝イࣈのᵓ

⠏ᆅᇦ学習の応用͇ ឡ▱大学୕㐲༡信ᆅ

ᇦ㐃ᦠ研究センター、➨ 10 ᅇ㉺境ᆅᇦᨻ⟇研

究࢛ࣇーラム�2023.2.11 

 

�  のࡑ

�.1 2022 年度博士学論文 

 ࡋ࡞

 

�.2 2022 年度修士論文 

(22) ▼ᮧ┿子 ࠕデࢨイン分㔝ࡿࡅ࠾ AI のྍ能

性࡚࠸ࡘの研究̿Stable Diffusion ᳔ࡓ࠸用ࢆ

子のデࢨインࢆࠖ̿ 

(23) ᕷཎᜨ ࠕ大型ၟ業タࡿࡅ࠾㒔ᕷᵓ㐀の

ኚࡿࡼ㢳ᐈ≉性のኚண ཬࡧ㈙࠸ᅇࡾ

⾜動のᙳ㡪の分析ࠖ 

(24) 大阪┤ஓ ࠕᘓ⠏デࢨインࡿࡅ࠾アࢼロジー

ᛮ⪃╔目ࡓࡋⓎ環境関ࡿࡍ研究ࠖ 

(25) ୰㇂၏和 ࠕᑠ説ࡿࡅ࠾ᘓ⠏✵㛫の≉性関

研究୍ᮧୖ樹のࡿࡍ 2 ࢆの㛗⦅ᑠ説ࡘ

୍ࠖ 
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�.3 2022 年度༞業論文 

(26) ᒸ༓㣁 ࠕእ部✵㛫ࢆࡓࡋఫ✵㛫のᵓ成関

࡚ࡋ㇟ᑐࢆ研究㸫Ᏻ⸨ᛅ㞝のఫᏯ作ရࡿࡍ

㸫ࠖ

(27) ➉ཎ⌮生子 ࠕディープラーニンࢆࢢ用ࡓ࠸⾤

㊰ᬒほࠕࡿࡅ࠾ᆅᇦࠖࡉࡋࡽ関ࡿࡍ研究㸫

ᶓ⚄ᡞࢆ࡚ࡋ㸫ࠖ

(28) ⏣内Ⓩ ࠕᐩኈᒣࡿࡍࡵࡌࡣࢆᒣᓅᆅᖏ

研究ࠖࡿࡍ関ᒣᑠᒇᘓ⠏の⊂⮬性ࡿࡅ࠾

(29) ୕ᓥ⏥ᩫ ࠕ⌧௦ࡿࢀࡽࡳ⮬⏤㚷㈹⤒㊰の⨾

⾡館ᑐࡿࡍス࣌ースシンタックス⌮ㄽ基

研究ࠖࡿࡍ関㛫ᐃ㔞分析✵ࡃ࡙

(30) ᳃⪷㞞 ࠕ㔛ᒣࡓࡋ࠸ࢆᚠ環性ࢆᣢࡘᆅᇦ࡙

ᑐࢆරᗜ┴ᕝすᕷ㯮ᕝᆅ༊̿ࡳ⤌ࡾのྲྀࡾࡃ

࡚ࠖ̿ࡋ㇟

�.4 2022 年度༞業タィ 

(31) ᒸ༓㣁 ࠕᚐ࡞ࡽኳ使のᐙࠖ

（大阪大学༞業タ計ඃ⚽㈹、㉥↢⎰༞業タ計コンク

ールධ㑅）

ࡓࢀᥥ⥺࡛書࡞⡆⣲の᭱ᬌ年ࡑࡣルクࣞー࢘ࣃ

ᗄࡶࡘのኳ使の⤮ࢆṧࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋの༞業タ計ࡣリ

ேの㇂ᕝಇኴ㑻ࡑࡀのኳ使の⤮ࢆリのᙧ࡛表⌧ࡓࡋ

の࡚ࡅཷࢆ、大⫹ࡶ㇂ᕝのリࢆᘓ⠏のᙧ࡛ゎ㔘ࡋ

ࠋࡿࡁゎ࡛⌮࡚ࡋュードࢳ࢚のࡘ୍ࡓࡳ試࠺ࡼ

⣽࡛⧅࡚ࡵࢃࡁࡶࡃ൹࡛࠺ࡑࢀቯࡣの㐀ᙧࡑ࡚ࡋࡑ

࡞࡛⎍ࡶࢀࡎ࠸ࡣࡕࡓኳ使ࡿࡍⓏሙ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶

ࡽᙼ࡞ࢇࡑࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆḞⅬࡇ、ࡃ

࡞࠶ࠕᬑ通のࡃࡈࡿ࠸ࡶ࡛ࡇのࡾ㌟のᅇࡣ実ࡣ

の⣙᮰ࡘࡓࡩࡣࡽᙼ࡚ࡋࡑࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶのጼࠖࡓ

࡚ࡵࡁࢆఫᏯࡘ୍ࠋࡿࡃࡘࢆ目ࡘࡓࡩࡣのࢇࡏࡽ

ࡼ࠺࠶ࡅࢃࢆ居ሙ所ࡣࡘ୍࠺ࡶࠋࡇࡿࡍ基ᮏࢆ

出࡚ࡋࡑࠋࡇࡿࡍ共᭷ࢆࣀࣔࡄ࡞ࡘࢆシーン࠺

来ୖࡓࡗࡀኳ使ࡕࡓのᐙࡇࡣ使࠸ᡭࡀᝏࡗ

ࢆ部分࠸࡞࡛⎍、ࡾࡓ࠸࡚ࡋΰࡀ⥺動、ࡾࡓ

ከࡃᣢ࡞ࢇࡑࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ全࡞ఫᏯࡇࡶ

㨩ࡠࡽࡼࡶ࠸ᛮࡓࡗ࡞ࡳࡶ࡚࠼⪄ࡀࡕࡓ⚾࡛ࡲࢀ

ຊࡇࡿ࠶ࡀẼ࡙ࡇࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡃの≀語ࡣຠ⋡ⓗ

࡛౽利࡞⌧௦♫会のࡘ࠸、࡛࡞の㛫ࡁ⨨ᛀࢀ

ࡓ࡞࠶ࡿ࠸࡛ࢇ㎸ࡕⴠ࡚ࡋの、ᢡࡶ࡞大ࡓࡁ࡚

࡛౽の、୍見ࡶ࡞大ษࡿࢀࡃ࡚ࡗῧࡾᐤࡗࡑ

㠀合⌮ࡶᛮࡶࡿ࠼のࡀ、実ࡓ࡞࠶ࠕࡣ のࠖ生άࢆ、

࠶の࡛ࡓࡗࡔ≀ࡾ㉗ࡿࢀࡃ࡚ࡋ㇏ࢆே生࡚ࡋࡑ

ࠋࡿ

(32) ⏣内Ⓩ ࠕᐩᕌ㌿ -ᐩኈᒣの内ⓗ情ᬒ࠺ࢆ

ࠖ-ࡍࡔࡋࡘ

（大阪大学༞業タ計᭱ඃ⚽㈹、日ᮏᘓ⠏学会㏆␥支

部ඃ⚽㈹）

内ࡓࡗࡲࡋ࡚ࢀࢃኻᅾのᐩኈⓏᒣ⌧ࡣの作ရࡇ

ⓗ情ᬒࢆᫎࡋ出ࡍ᪂࡞ࡓࡽどⅬሙࢆࡿ࠼ᘓ⠏のᥦ

࡛ࡶࢀࡎ࠸ࡣࡽࢀࡑࠋࡿ࠶先ேࡀࡕࡓṧࡓࡋᒣᑠ

ᒇࡸ⚄♫のᗫቕ、ᩳ面⠏ࡓࢀ㑇ᵓࢀࡑ、࡛࡞

ࡓࢀࡉᵓ⠏ࡓ᪂࡚ࡋࡶࢆ 6 ࠶࡛⩌のᘓ⠏ࡘ

ᒣ、ࡽࡔಶேのពⓗ⾜Ⅽ࡛ࡲࡃ࠶ࡣⓏᒣࠋࡿ

ࡣேࡿ࠶ࠋ࠺ࢁࡔのࡿ࠶ࡅࡔⓏᒣ者のᩘࡣ動機ࡃ⾜

ஸࡦࡁのᛮࢆ࠸ᦠࡿ࠶、࡚࠼ேࡽ⮬ࡣのே生

㔜࡚ࡡᒣⓏ࡚ࡋࡑࠋࡿᒣ࠺ࡼࡲࡉࢆ㇂ࡸ、୍ᮌ

ࡉほගࡣࠋ࠸࡞ࡣのࡶ࠸࡞ࢀចࢆᚰࡶ▼୍

ࡓே生の᪂ࡸ出来࠸ࡋ㐣ཤのယࡶᐩኈⓏᒣࡓࢀ

ᒣのࡃ⾜࠸ࢁ⛣ᅄᏘ、ࡀࡾ♳のࡵࡓࡍ見出ࢆ目ᶆ࡞

ඃࢀࡑ、ࡉࡋᑐᓖ࡚ࡋṚのᜍᛧࢆព㆑ࡿࡏࡉᒣ

のཝ5ࠋࡿ࠸࡛ࢇ₯ࡀࡉࡋ ンドラーのᑠ説࡛ࣕࢳ

ே公の࣐ーロࠕࡣ࢘タࡤࢀࡅ࡞࡛ࣇ生ࠋ࠸࡞ࡅ⾜࡚ࡁ
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ඃࡤࢀࡅ࡞ࡃࡋ生ࡿ࠸࡚ࡁ㈨᱁ࠖ࠸࡞ࡀ語ࡼࡓࡗ

࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࠸くのே生ࡽࢀࡇࡣ作者、࠺

ᮍ᭯᭷の㞴㢟ࡇࢆ⾡࠺ྥࡕ❧の作ရ見出ࡓࡋ

の࡚ࡋࡑࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶ HU の D.ࢲーデン࡚ࡘࡀ

ேの内ⓗ情ᬒࢆ✵㛫࠺ࡼࡓࡋ、作者ᩳࡣ面❧

ᑀࢆ⬦㐣ཤのᩥࡓࢀࡉ㞃の㑇ᵓࡘ୍ࡘの୍ࡑࡘ

生の᳜ࡸ↛⮬ࡿࡍኚ࡚ࡗࡼᶆ高ᕪ、ࡾྲྀࡳㄞ

࿘㎶環境࡚ࡏࢃ࠶、ᮦᩱࡸᙧ状ࡶኚࡇࡑࡽࡀ࡞࠼

ࡓࢀࡤ㑅࡛ࡇࡇ、ࡾ࠾࡚ࡋᘓ⠏ࢆ内ⓗ情ᬒࡴ₯

㸴ࡘのᆅⅬのࢀࡒࢀࡑ作者の㢪ࡀ࠸、ᮍ来のグ᠈

の᩿∦࡚ࡋᇉ㛫見࡚࠼⚽㐓࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(33) ➉ཎ⌮生子 Ἳἓのክࢆ⣳ࡄᐙ 

⮫ᪧࡿࡀ⧄ᡞの㟈⅏⯆グᛕ公ᅬ⚄ࡣの作ရࡇ

 ⥺㊧ᆅࢆ利用ࡓࡋ㐟Ṍ㐨面࡚ࡋᘓ࡚ࡓࢀࡽグ᠈

のჾ࡛ࡣ⥺ ⮫ࠋࡿ࠶ᮾᾏ㐨ᮏ⥺のᦶ⪨㥐ࡽ分ᒱ

࠸⧄ࢆ࡛ࡲᡞ 㥐⚄࡚ࡋ⏤⤒ࢆᓊのᕤሙᆅᖏ‴࡚ࡋ

㊧ᆅの୍、ࡾ࡞⥺ᗫࡣᅾ⌧ࠋࡿ࠶࡛⥺≀㈌ࡓ࠸࡛

部ࡑࢆのࡲࡲά用࡚ࡋ㐟Ṍ㐨ᩚ࡚ࡋഛࢀࡉ、ᙜ

の面ᙳࢆ見ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ作者ࡇࡣの⮫ ⥺ࢆ⫼

ᬒ࡚ࡋ 1995 年⚄ᡞࢆくࡓࡗ┤ୗ型大ᆅ㟈࡛ஸ

ᙼ、ࢆክࡓࡗ࡞ࡏࡓ果ࡀࡕࡓのⱝ者ࡃከࡓࡗ࡞ࡃ

ࢀࡒࢀࡑ、ࡽࡀ࡞ࡾ㎺࠸ࡡ࠸࡚ࢆ言ⴥࡓࡋṧࡀࡽ

のᐙ࡛展開ࡿࢀࡉ生άの㢼ᬒࡸ日ᖖのሙ面ྍ࡚ࡋ

どࡣࡽࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ実ᅾࡿࡍᬒⰍࡣࡾࡼ࠺࠸

࡚ࡋࡑ、ࡿࢀࡉゎ⌮࡚ࡋ作者のᚰ㇟㢼ᬒࢁࡋࡴ

の⌔ᩘࡶࡓ࠶ࡀࡾ࡞ᙧの部ᒇの㐃⌫ࡿ࠼支ࢆࢀࡑ

ᙧࡶᛮ࡚࠼見ࡿேのᚰ㏕ࡣࢀࡇࠋࡿࡃ࡚ࡗ㐣ཤ

の⅏ᐖのᝒ࡞教カࢆ生࡚ࡋᮍ来のᕼᮃࡄ࡞ࡘ

作者の⿕⅏者の࡞ࡸࡉࡉ㙠㨦ḷ࡞の࡞ࢀࡋࡶ

 ࠋ࠸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(34) ୕ᓥ⏥ᩫ ࠕಖᏑ⥅ᢎࠖ 

国のྐ㊧࡛㔜せࢀࡉ大阪大学の๓㌟ࡣの作ရࡇ

ᩥ㈈のࠕ㐺ሿࠖࡿ࠶ࡀ⯪ሙᆅ༊の㸯༊画ࡘ、

࡚の⏫ᐙのᙧᘧࢆ⌧࡚ࡋ大学のサテライトࣕ࢟ン

Ụᡞࡣ㐺ሿࠋࡿ࠶ᥦ࡛࡞ពḧⓗࡓࡋ計画ࢆスࣃ

௦ᚋᮇ、ᖥᮎの大阪⯪ሙ⥴᪉ὥᗡࡀ開ࡓ࠸⹒学ሿ

࡛⚟⃝ㅍྜྷ、大ᮧ┈次㑻࡞日ᮏの㏆௦㈉⊩ࡋ

公開࡚ࡋ㊧ྐࡣ࡛ࡇࡇࠋࡓࡋ㍮出ࢆのሿ生ࡃከࡓ

⯋ᐤᐟ࠺ࡼࡴᅖࢆࢀࡑ、ࡋಖᏑࢆ㐺ሿࡿ࠸࡚ࢀࡉ

✵࡞ンࢲࣔࡶࡽࡀ࡞ࡋṧࢆᐙのᙧᘧ⏫ࡀ⯋教室学

㛫࡚ࡋᵓ⠏ࡾ࠾࡚ࢀࡉ、図書室࡚ࡘࡶの⹒学

ሿ࡛࢜ランࢲ語の㎡書ࢷࠕࡓ࠸࡚ࢀ⨨ࡀーࣇ部ᒇࠖ

のᙧែࢆព㆑࡚ࡋデࢨインࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ学

生ࡣ日ᖖ生άࡽࡀ࡞ࡋࡶࢆ、教ࡿ࠼者学ࡪ者

の㐺ሿの制度࡚ࡘ࠺࠸࠺合ࡋ☻ษ☩⌶࠸ࡀ

ᥦ࡚ࡋࡓࡾ࠶௦の大学の࠸ࡋ᪂ࡘࡘࡋᢎ⥅ࢆ

ࡾ࠾࡚ࡋ⯆῝ࠋ࠸ 
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(35) ᳃⪷㞞 ࡾ⧊ࠕ成ࡍᮌࡣࠎ、㔛ࠖࡍ⇚ࢆ 

（大阪大学༞業タ計ඃ⚽㈹、Diploma×KYOTO'23 ༞

業タ計コンクール 2 ） 

ࡘ㔛ᒣのᣢࡣの作ရࡇ 2 ࡍインࢨデࢆッジ࢚のࡘ

ッジ࢚のࠖ↛⮬ࠕேࠖࠕࡣ目ࡘ୍ࠋࡿ࠶ᥦ࡛ࡿ

 ࠋࡿ࠶࡛

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࡽ࠸ᆅᇦఫẸのᛮ࡞ษ実ࡴࡋⱞᐖ⋇、࡚ࡘ

動≀ேの生άᅪࢆ分㞳ࡵࡓࡿࡍタ⨨୍ࡓࢀࡉ

ᖏ⣙ 4.5km ࠼ࡁ⨨スࣃࢆの㑇ᵓ⥙ࡅ㮵㝖ࡪཬ

ジࣕーのアクテࣞࡸ⌮⟶᳃のࡣスࣃࡴᅖࢆᆅᇦࠋࡿ

ィࣅティࢆ౪⤥ࡋ、≀⌮ⓗ࡞㞀ቨࡃ࡞ࡇࡿࡃࡘࢆ

ேの営࡚ࡗࡼࡳ動≀ேの関係ࢆၥࠋࡿ࠸࡚ࡋ┤࠸

ࡘ目ࠕ、ࡣᆅᇦఫẸࠖのᣢࡑࡼࠕࡘ者ࠖのᚰ⌮ⓗ

ఫ、࡚ࡌ通ࢆㄪᰝࢢアࣜンࣄࡣ作者ࠋࡿ࠶࡛⏺境࡞

Ẹࡣ㔛ᒣ࡚ࡘのάẼࡾྲྀࢆᡠ୍࠸ࡓࡋ᪉࡛、㔛

ᒣὶࡿࢀ⊂≉の㛫ࢆ大ษࡀࡿࡍᨾࡑࡼ者ࢆ

↓制㝈チᐜ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍ⬚のࠋࡓࡗ▱ࢆࡕ࠺

者ࠖࡑࡼࠕఫẸࠖࠕ、࡚ࡋ⟆の応࣐のジࣞンࡇ

のࡓࡋࡗࡻࡕὶࢆㄏⓎ࡛ࡇࡿࡍᚰ⌮ⓗ㞀ቨࢆ

⦆和ࡿࡍ機能ࢆᒣ〈ᘓ⠏ࠋࡓࡋᘓ⠏ࡽࡃྂࡣ

᪂ࡿࡍ⨨のṇ面（ーク࣐ランド）㔛ᒣ㢼ᬒࡿ࠶

⥺動ࡄ࡞ࡘࢆᆅᇦእ部、ࡓࡲ、࡚ࡋどⅬሙ࠸ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗᢸࡶ⠇Ⅼの機能⤖ࡿࡍᕪࡀスࣃ࠸ࡋ᪂

、㒔ᕷのイメージの୰࡛ࡀࢳンࣜンࣅࢣ、ࡶࡓ࠶

㒔ᕷࢆアイデンティティᵓ㐀ࡽㄞࡳゎࡋ࠺ࡇ

ࡿࡍᤄධࢆードࣀスࣃ㔛ᒣࡣᮏ作ရ、࠺ࡼࡓ

ࡳேの営、ࡋᵓ⠏ࢆッジ࢚㔛ᒣの、࡚ࡗࡼࡇ

㔛ᒣ࠸ࡋ᪂、࡛ࡇࡿࡍ⦆ࢆᆅᇦのᵓ㐀୰ᚰࢆ

のイメージの㍯㒌ࢆ生ࡁ生ࡁᥥࡾ࠾࡚ࡋࡔࡁ⚽㐓

 ࠋࡿ࠶࡛

�.5 メディア・報㐨 

(36) Ᏻ⚟♸, 㧗ᶫᙲ, 䇾䝅䝸䞊䝈༡ᾏ䝖䝷䝣ᕧᆅ㟈 

䜒䛧䜒ᆅୗ䛻䛔䛯䜙㑊㞴䛿䠈䇿 㻺㻴㻷 㜰ᨺ㏦ᒁ䛂䜋

䛳䛸㛵す䛃, 㻞㻜㻞㻟㻚㻟㻚㻥 

(37) Ᏻ⚟♸, 㧗ᶫᙲ, 䇾䝋䜴䝹㞧㋃ᨾ ᪥ᮏ䛾

ᨾ ᑐ ⟇ 䛿 ,䇿 㻺㻴㻷 ⥲ ྜ 䝔 䝺 䝡 䛂   බ ㄽ 䛃 , 

㻞㻜㻞㻞㻚㻝㻝㻚㻤 
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ඛ➃ࢿッ࣡ࢺーࢡ環境研究部門 

Advanced Networked Environment Research Division 
㸯 部門スタッフ 
教授 ୗす ⱥஅ 

␎Ṕ：1996 年大阪大学大学㝔基

♏ᕤ学研究科༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟ

、2002 年同大学༤ኈᚋᮇㄢ程

ಟ1996ࠋ 年 NEC ධ♫2003ࠋ

年 UCLA computer science 

department ᐈ員研究員2007ࠋ 年

共ード大学࢛ࣇスタンࡾࡼ Software-Defined 

Networking (SDN)の㯪明ᮇࡽ研究開Ⓨᚑࠋ

2020 年ࡾࡼ、NEC システムプラット࢛ࣇーム研究所

ᖿ研究員、ව、᪂業推進ᮏ部ࢮࢢ࢚クティ࢚ࣈ

大阪大学࡚ート、クロスアポイントメントࣃス࢟

大学㝔情報科学研究科≉௵教授（ᖖ）2022ࠋ 年ࡼ

大阪大学サイバーメディアセンター教授、⌧ᅾࡾ

IEEEࠋࡿ⮳ 会員ࠋ電子情報通信学会ࣇェローࠋ 
 

≉௵教授（ᖖ） ᯇᒸ ⱱⓏ 

␎Ṕ：1982 年 3 ᭶ᮾிᕤ業大学

大学㝔ಟኈㄢ程ಟ1985ࠋ 年 3

᭶ᮾிᕤ業大学༤ኈㄢ程ಟࠋ

同年 4 ᭶日ᮏ電信電ヰᰴᘧ会♫

(NTT)ධ♫1989ࠋ 年 NTT ග࢚ࣞ

クトロニクス研究所௵研究

員、1994 年イࣜࣀイᕞ❧大学ᐈ員研究員、1999 年

NTT トニクス研究所ᖿ研究員、2001࢛ࣇ 年 NTT

ᮍ来ࡗࡡ研究所ᖿ研究員、2004 年（ᰴ）国㝿電

Ẽ通信基♏ᢏ⾡研究所(ATR)企画部㛗、2007 年 NTT

情報ὶ通基盤総合研究所ᖍ研究員、2009 年 NTT

環境࢚ネルࢠー研究所所㛗、2012 年 NTT 情報ネッ

トワーク総合研究所ᖍ研究員、2013、࡚⤒ࢆ 年 4

᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンター先端ネッ

トワーク環境研究部門教授、2022 年 4 ᭶ࡾࡼ同部門

≉௵教授（ᖖ）、⌧ᅾࠋࡿ⮳電子情報通信学会、

IEEE ྛ会員1985ࠋ 年ᕤ学༤ኈࠋ 

 

教授 ⩏ஂ ᬛ樹 

␎Ṕ：2002 年 3 ᭶大阪大学ᕤ学

部電子情報࢚ネルࢠーᕤ学科༞

業2003ࠋ 年 3 ᭶大阪大学大学㝔

情報科学研究科࣐ルࢳメディア

ᕤ学ᑓᨷ༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟ（ᮇ

㛫▷⦰）2005ࠋ 年 3 ᭶大阪大学

大学㝔情報科学研究科࣐ルࢳメディアᕤ学ᑓᨷ༤ኈ

ᚋᮇㄢ程ಟ（ᮇ㛫▷⦰）、༤ኈ（情報科学）2005ࠋ

年 4 ᭶ி㒔大学学⾡情報メディアセンターຓᡭ、

2007 年 4 ᭶ࡾࡼ同ຓ教2008ࠋ 年 1 ᭶ࡾࡼ大阪大学サ

イバーメディアセンターサイバーコミュニティ研究

部門講ᖌ、2009 年 3 ᭶ࡾࡼ教授2020ࠋ 年 4 ᭶ࡾࡼ

同先端ネットワーク環境研究部門教授ࡇࠋの㛫、

2014ࠋルニア大学ᐈ員研究員࢛ࣇࣜ࢝ 年 7 ᭶大阪大

学総㛗㢧ᙲཷ㈹ࠋIEEE、情報ฎ⌮学会、電子情報通

信学会、日ᮏデータ࣋ース学会ྛ会員ࠋ 

 

≉௵教授（ᖖ） Hsu Ying-Feng 

␎Ṕ：2011 ᭶ 5 ᭶ピッࢶバー

大学༤ኈㄢ程コースワークࢢ

ಟ2011ࠋ 年 6 ᭶࣎ストンᑠ

ඣ㝔（ࣁーバード大学་学

部）IT ⮫ᗋ研究データ࢚ンジ

ニア2015ࠋ 年 12 ᭶ピッࢶバー

2016ࠋ大学༤ኈྕྲྀᚓࢢ 年 1 ᭶大阪大学大学㝔情報

科学研究科༤ኈ研究員2017ࠋ 年 4 ᭶大阪大学サイバ

ーメディアセンターᐩኈ通次ୡ௦クラ࢘ド協働研究

所≉௵ຓ教（ᖖ）、2020 年 4 ᭶ࡾࡼ同先端ネット

ワーク環境研究部門≉௵ຓ教（ᖖ）、2022 年 7 ᭶

 ࠋࡿ⮳同部門≉௵教授（ᖖ）、⌧ᅾࡾࡼ

 

≉௵ຓ教（ᖖ） Techasarntikul Nattaon 

␎Ṕ：2011 年 3 ᭶タイ、ࣔンクット⋤ᕤ科大学トン
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教育用ࠋ計算機ᕤ学༞業ᰯࣜࣈ

K4L 業ࡿࢃᦠームの開Ⓨࢤ

;!%$ࠋά動ࢆົ 年 ) ᭶大阪大

学大学㝔情報科学研究科情報

システムᕤ学ᑓᨷಟኈㄢ程ಟ

ࠋ$%$% 年 ) ᭶同大学㝔同研

究科༤ኈㄢ程ಟ、༤ኈ（情報学）ࠋ同年、大阪大学

サイバーメディアセンター情報メディア教育部門≉

௵研究員ࠋ$%$%年 !%᭶ࡾࡼ≉௵ຓ教（ᖖ）ࠋ$%$$

年 ;᭶ࡾࡼ先端ネットワーク環境研究部門≉௵ຓ教

（ᖖ）ࠋデジタルࢶイン生成・応用ࣄࡿࡍュー࣐ン

コンピュータインタラクシࣙン、ᣑᙇ⌧実、バーࢳ

ࣕルࣜアࣜティーの研究ᚑࠋ

>! 教育・研究概要

>?@! 授業ᢸᙜ

>?@?@ ᇶ♏ᕤ学部

基♏ᕤ学部࡚࠸࠾開講ࡿ࠸࡚ࢀࡉ௨ୗの科目ࢆᢸ

ᙜ、分ᢸࠋࡓࡋ

・ 情報ㄽ M（ୗす）

・ 情報ᢏ⾡者♫会（ୗす）

・ 情報科学ᗎ説（ୗす）

・ 情報科学基♏（ୗす）

・ 情報科学 NM+（⩏ஂ）

・ 情報科学ࢮミࢼール（⩏ஂ）

・ プロࢢラミンࢢ (（⩏ஂ）

>?@?> 大学㝔情報⛉学研究⛉

大学㝔情報科学研究科情報ネットワーク学ᑓᨷ࠾

ࠋࡓࡋᢸᙜ、分ᢸࢆ௨ୗの科目ࡿ࠸࡚ࢀࡉ開講࡚࠸

・ メディアネットワーク（ୗす）ࢳル࣐

・ 情報ネットワークタ計ㄽ（ୗす）

・ 情報ネットワーク学基♏ㄽ（ୗす、⩏ஂ）

・ 情報ネットワーク学ධ門（ୗす、⩏ஂ）

・ （ஂ⩏）ットネットワークࣅガࢠ

・ 情報ネットワーク学セミࢼーE、EE（⩏ஂ）

・ 情報ネットワーク学セミࢼー@（⩏ஂ）

・

>?>! 大学㝔情報⛉学研究⛉業ົ

ヱᙜࡋ࡞

>?A! ᇶ♏ᕤ学部業ົ

௨ୗの業ົࢆᢸᙜࠋࡓࡋ

・ NM+-ᑠ委員会委員㛗（ୗす）

>?B! 研究概要

$%)%年ࡣ௬ୡ⏺実ୡ⏺ࡀ高度融合ࡋ、ே

ࢀࡉᮇᚅࡀ࡞⏺ୡࡿࡁ協働࡛⏤⮬ࡀット࣎ロ

図）ࡍࡲ デジタ、ࡅྥ⌧ୡ⏺の実࡞࠺ࡼのࡇࠋ（!

ルࢶインࡸ M4O/89-GPの࡞࠺ࡼ高度࡞ E(Iᢏ⾡の実

図）ࡍࡲࢀࡽࡵồࡀ⌧ タスネットワー講࢟ࣅࣘࠋ（$

ᗙ࡛ࡇ、ࡣの࡞࠺ࡼデジタルࢶインࢆ実⌧ࡵࡓࡿࡍ

のࣘ࢟ࣅタスネットワークᢏ⾡ࡑࡧࡼ࠾の応用関

の情ࡽメラ等࢝ከᩘのࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ研究ࡿࡍ

報ࡶࢆ (&& アルタイム࡚ࣜ࠸用ࢆሙ⋠☜ࡸ

デジタルࢶインࢆᵓ⠏ࡿࡍᢏ⾡、ࡑの情報ࡶࢆ

ே≀⾜動ࡸロ࣎ット制ᚚ᭱ࢆ㐺ࡿࡍᢏ⾡、デジタ

ルࢶインᵓ⠏ᚲせ࡞ M4O/89- GPQ#P ・※通信㈨ࡸ

計算㈨※の᭱㐺ᢏ⾡ࢆ࡞研究開Ⓨࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

図 !R-$%)%年࡞ࢇࡣୡ⏺㸽

図 $R-デジタルࢶインࡿࡼ௬ୡ⏺

実ୡ⏺の融合

（!） デジタルࢶインᵓ⠏・ά用

実ୡ⏺のデジタルコピーࢆデジタルࢶイン

(、ࡣࡵࡓࡿࡍᵓ⠏࡚ࡋ 次ඖ✵㛫ୖの≀య

ࠋࡍྍḞ࡛ࡀࡇࡿࡍㄆ㆑☜ṇࡃ⣲᪩ࢆ

メ࢝のᩘ「、ࡣタスネットワー講ᗙ࡛࢟ࣅࣘ

ラࡽのᫎീࡶࢆ機Ე学習C(&&Dࢢࡸラ
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ࡸయ㆑ู≀࡚࠸用ࢆルࣔデル(CRF)࢝ィࣇ 3

次ඖ⨨ ࠺⾜ࢆᢏ⾡ࡑ、ࡸの⤖果ࡶࢆ

 AR デバイスࢆ用࡚࠸ே㛫の⾜動ᫎࡉ

ࡉ共Ꮡຠ⋡ⓗࡘᏳ全ࢆット࣎ロே、ࡏ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ研究࡚࠸ࡘ⾡ᢏࡿࡏ

（2） デジタルࢶイン基盤(B5G/6G、通信/計算㈨※

᭱㐺) 

大規模࡞デジタルࢶインࡿࡺࡽ࠶ࢆሙ所࡛ࣜ

アルタイムᵓ⠏ࡑ、ࡣࡵࡓࡿࡍの基盤

ྍḞࡀーシࣙンᢏ⾡のⓎ展ࢣコミュニࡿ࡞

Beyond 5G / 6G、ࡾ࠶࡛ ୡ௦࠸ࡋ᪂ࡓࡗ࠸

の通信ᢏ⾡ࡀ研究࢟ࣅࣘࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉタス

ネットワー講ᗙ࡛ࡣ、Beyond 5G / 6G 通信の

電Ἴ⥺↓、࡚ࡋ⾡のシステム᭱㐺ᢏࡵࡓ

状況の推ᐃᢏ⾡ࡸ、分ᩓ型の AI ッ࢚ࡿࡅ࠾

ジクラ࢘ドシステム᭱㐺ᢏ⾡࡚࠸ࡘ研究

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

（3） デジタルࢶインデータ生成 

デジタルࢶインࣜࢆアルタイムᵓ⠏ࡓࡿࡍ

పࢆデータ࡞大⭾ࡿࡍ実ୡ⏺࡛Ⓨ生、ࡣࡵ

㐜ᘏ集・生成ࡿࡍᢏ⾡ࡀồࠋࡍࡲࢀࡽࡵ

ୗす研究室࡛ࡣ、ストࣜーミンࢢฎ⌮ᢏ⾡ࢆ

用࡚࠸実ୡ⏺データࢆ集ࡽࡀ࡞ࡋデジタル

IP、ࡸ研究ࡿࡍ生成ࢆインࢶ ストࣕ࢟ࢳル࣐

デジタຠ果ⓗ࡚࠸┬ࢆ㥏↓࡛ࡇࡿ࠸用ࢆ

ルࢶインデータࢆ集・生成ࡿࡍ研究ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚

（4） デジタルࢶイン応用 

デジタルࢶインࢆά用࡛ࡇࡿࡍ、✵㛫ࢆ

㉸ࡓ࠼コミュニࢣーシࣙンࡸ、実ୡ⏺࡛ᑗ来

㉳ࡾࡇᚓࡿၥ㢟のண ࠋࡍࡲ࠼⾜ࢆୗす研究

室࡛ࡣ、メタバース✵㛫のᵓ⠏ࡸ共᭷、ࡼ࠾

ࢀࡇ࡚ࡋࢆᥦ♧等ࡿࡼラスࢢート࣐スࡧ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ研究開Ⓨࢆ᪉ἲࡿ࠼⾜ᛌ㐺ࢆࡽ

 

3 教育・研究等に係る全学支援 
3.1 全学支援業ົ 

全学支援業ົ࡚ࡋ௨ୗࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

・ ODINS 次ᮇシステムᵝ⟇ᐃ委員㛗（ୗす） 

・ ODINS ಖᏲ運用支援（ୗす、⩏ஂ） 

 ンター業ົࢭーメディアࣂイࢧ 3.2

௨ୗの業ົࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

・ サイバーメディアセンターセンター㛗（ୗす） 

・ サイバーメディアセンター教授会（ୗす、⩏ஂ） 

・ サイバーメディアセンター全国共同利用運営委

員会（ୗす） 

・ サイバーメディアセンター教員ᵓ委員会（ୗ

す） 

・ サイバーメディアセンター計画・ホ౯委員会（ୗ

す、⩏ஂ） 

・ 部ᒁ CSIRT（⩏ஂ） 

・ OU  スタープラン実⌧ຍ㏿業 Digital Twin࣐

Living Lab. Service の出（ୗす） 

 

3.3 データビリティーフࣟンティアᶵᵓ 

௨ୗの業ົࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

・ データࣜࣅティーࣇロンティア機ᵓ機ᵓ㛗

（ୗす） 

・ データࣜࣅティ基盤部門（⩏ஂ） 

 

3.4 ඛᑟⓗ学際研究ᶵᵓ 

௨ୗの業ົࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

・ DX ♫会研究部門 DX 通信基盤研究㡿ᇦ㛗（ୗ

す） 

・ DX ♫会研究部門 ࠕ᪂࡞ࡓ㜵⅏ࠖࢆ㍈ࡓࡋ

 ᮍ来♫会研究部門（ୗす）ࡿࡍ大ษࢆ

 

3.5 OUDX ᥎㐍ᐊ 

௨ୗの業ົࢆᢸᙜࠋࡓࡋ 

・ DX・࢜ープンサイ࢚ンス推進部門㛗（⩏ஂ） 

 （ஂ⩏）ンス推進室委員࢚ープンサイ࢜ ・

 

4 2022 年度研究業績 
インࢶⓗデジタࣝ⋠☜┙インᇶࢶデジタࣝࠕ 4.1

ᵓ⠏に関する研究ࠖ 

4.1.1 ศᩓᆺࢻ࢘ࣛࢡッジ࢚ AI 

 ᑗ来のサイバーࣇィジ࢝ルシステム(CPS)♫会࡛

分ᩓᫎീイン(DT)のᵓ⠏ࢶデジタル࡞大規模、ࡣ

ゎ析のࡵࡓ、ネットワークコンピュータの࢚ネ

ルࢠーຠ⋡ࡀ㔜せ࡞ㄢ㢟࡛ࠋࡍᮏ研究ࡣᫎീゎ析タ
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スクࢆ分ᩓ࡚ࡋฎ⌮ࡋ、㐺ษ࡞ CNN ࣔデルࢆࡾ

ᙜ࡚ࡿ分ᩓฎ⌮の᭱㐺ࢆᥦࠋࡍࡲࡋGPU ㈇Ⲵࠊ

ฎ⌮㛫、ᾘ㈝電ຊࢆ推ᐃࣔࡿࡍデルࢆᥦࡋ、㑇

ఏⓗアルࢬࣜࢦム(GA)࣋イࢬ型アトラクター㑅

ᢥࣔデル(BAM)᭱ࡿࡼ㐺࡚ࡗࡼネットワーク

ᖏᇦᖜࢆ๐ῶࡋ、CPU/GPU 利用ຠ⋡ⓗࢆースࢯࣜ

実㝿、ࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁ๐ῶ࡛ࢆᾘ㈝電ຊ࡛ࡇࡿࡍ

のシステム࡛᭱㐺ࢆ実⌧ࠋࡓࡋࡲࡋ 

[関㐃Ⓨ表ㄽᩥ] 

国㝿会議 14 

ཱྀ頭Ⓨ表 11,16 

 
図 3. ネットワーク状ែ応࡚ࡌᫎീฎ⌮の分

ド分ᩓ型࢘ッジクラ࢚ࡿࡼ AI システムの開Ⓨ 

 

4.1.2 WiFi 環境の㟁Ἴ≧ἣ᥎  

 ᑗ来の♫会࡛ࡣ、ே㛫ロ࣎ットࡀᏳ全共Ꮡࡍ

᪤Ꮡのࠋࡍᚲせ࡛ࡀ通信⥺↓࠸信㢗性の高ࡵࡓࡿ

研究࡛ཷࡣ信信ྕᙉ度(RSS)࣐ップࢆ推ᐃࡿࡍᡭἲ

࠶ᚲせ࡛ࡀアクセスポイントの情報、ࡀࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ホࢆ明☜࡛㐲㝸制ᚚのᏳ全性ࡀ推ᐃの信㢗性、ࡾ

౯࡛ࠋࢇࡏࡲࡁᮏ研究࡛ࡣ、☜⋡ⓗ࡞デジタルࢶイ

ンࢆ用࡚࠸✵㛫内の↓⥺通信ရ㉁の✵㛫分ᕸࢆ表⌧

ア内のྛᆅⅬ࢚ࣜ、ࡽࡉࠋࡍࡲࡋᥦࢆᡭἲࡿࡍ

ሙ⋠☜ࣇルコ࣐、ࡾ作ࢆᵓ㐀ࣇラࢢ࡚ࡋードࣀࢆ

ードのࣀ全ࡽードのほ 情報ࣀ部の୍࡚ࡋ使用ࢆ

RSS 室内࡛ࠋࡍࡲࡋᥦࢆᡭἲࡿࡍ推ᐃⓗ⋠☜ࢆ

の実 ࡿࡼホ౯࡛ࡣ、ᑡ࠸࡞ほ Ⅼ࡛ࡶண ⢭度

♧ࡀࡇࡿᚓ࡚ࡋ分ᕸ⋠☜ࢆண ⢭度、ࢀࡓಖࡀ

 ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ

[関㐃Ⓨ表ㄽᩥ]  

ཱྀ頭Ⓨ表 13,18 

 
図 4. ᐃࡿࡍ wifi map の☜⋡ⓗデジタルࢶイン 

 

4.1.3 ᮲௳☜⋡ሙࢆ用࠸たྠ一≀య᳨ฟにࡼる୕

ḟඖ⨨᥎ᐃ 

 ே㛫ロ࣎ットࡀ࡞共᭷✵㛫࡛協ㄪࡵࡓࡿࡍ

ᚑ来ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍᢕᥱࢆ⨨の࠸࠾、ࡣ

の᪉ἲ࡛ࡣ、῝度センサࢆ使用୍ࡀࡇࡿࡍ⯡ⓗ࡛

ᚲせ࡛ࡀコスト࡛୕次ඖ⨨推ᐃ࡞実用ⓗ、ࡀࡓࡋ

同ࡽメラ࢝の」ᩘのࡁྥࡿ࡞␗、ࡣᮏ研究࡛ࠋࡍ

次ඖ୕࡚ࡋ使用ࢆሙ⋠☜ࡁ᮲௳、࠼ᤊࢆయ≀ࡌ

⨨推ᐃ࠺⾜ࢆᡭἲࢆᥦࠋࡍࡲࡋᥦᡭἲ࡛ࡣ、画

ീの㢮ఝ度⨨情報の㢮ఝ度の 2 ࡳ⤌ࢆの情報ࡘ

合࡚ࡏࢃ同୍≀యุࢆᐃࡋ、⨨推ᐃࠋࡍࡲࡋ公開

⢭࠸高、ࡋホ౯࡚ࡋ使用ࢆᫎീデータセットࡓࢀࡉ

度࡛同୍≀య᳨ࢆ出࡛ࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁ、」ᩘの࢝メ

ラࡀ同ࡌሙ所ࢆᤊࡿ࠼⢭度ࡶࡇࡿࡍୖྥࡀ☜

ㄆࢀࡉ、ᥦᡭἲの᭷ຠ性ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ♧ࡀ 

>関㐃Ⓨ表ㄽᩥ@  

ཱྀ頭Ⓨ表 12 

 

図 5. ᮲௳ࡁ☜⋡ሙ用࡚࠸同୍ே≀の推ᐃ 

 

4.1.4 ே࣎ࣟッࢺのඹྠస業における MR デࣂイ

スࢆ用࠸たࣄュー࣐ンࢼビࢤーࢩョンᡭἲ 

作業⌧ሙ࡛のຠ⋡ⓗࣄ࡞ュー࣐ンロ࣎ットコラ࣎

ࣞーシࣙンのࡵࡓ、Ᏻ全性ࢆ☜ಖࡶࡘࡘࡋேロ
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ᮏ研究ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍ作業࡚ࡋ㏆᥋ࡀット࣎

⤌ࢆーシࣙンࢤࣅࢼ࡞ຠ⋡ⓗット制ᚚ࣎ロ、ࡣ࡛

システムࡿࡍ❧୧ࢆ⋠ຠᏳ全、࡛ࡇࡿࡏࢃ合ࡳ

MRࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ目ᣦࢆ デバイスࢆ使用ࡓࡋ 3 のࡘ

ࣘーࢨーインターࣇェースのᥦࡾࡼ、⾪✺ᅇᩘ

ࡋࡲࢀࡉㄆ☜ࡀࡇࡿࡁ作業࡛࡚ࡋᏳᚰ、ࡋࡽῶࢆ

ࡣタスクฎ⌮㛫の関㐃性集୰度、ࡋࡋࠋࡓ

明࡛ࡾ࠶、ேの⾜動ࣔデルࢆ作成ࡀࡇࡿࡍᚋの

ㄢ㢟ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

[関㐃Ⓨ表ㄽᩥ]  

国㝿会議 15 

ཱྀ頭Ⓨ表 19 

 

図 6. デジタルࢶインࢆ用ࣄࡓ࠸ュー࣐ンロ࣎ット 

コラࣞ࣎ーシࣙンシステムの全యീ 

 

インࢶデジタࣝインデータ⏕ᡂࢶデジタࣝࠕ 4.2

応用に関する研究ࠖ 

4.2.1 IoT環境におけるศᩓᆺスࢺリー࣑ンࢢ処理ᢏ

⾡ 

デジタルࢶインデータࢆ生成ࡵࡓࡿࡍᑠ型పᾘ

㈝電ຊのIoT機ჾࢆ用ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿ࠸生成ࢀࡉ

㐃⥆ⓗアルタイムࣜࢆインデータࢶデジタルࡓ

ฎ⌮（ストࣜーミンࢢฎ⌮）ࡵࡓࡿࡍ、クラ࢘ド

サーࣅス等ࢆ用࡚࠸分ᩓฎ⌮ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇ࠺⾜ࢆ

ᮏ研究࡛ࡣ、分ᩓコンピューティンࡾࡼࢢストࣜ

ーミンࢢฎ⌮㛫ࡿࡍ⦰▷ࢆᡭἲࢆ研究開Ⓨ࠸࡚ࡋ

センࡓࢀࡉᦚ㍕メラ࢝ࡸ㌿㌴⮬、ࡣᮏ年度ࠋࡍࡲ

サ㐃ᦠࡓࡋ分ᩓ型ストࣜーミンࢢฎ⌮ᢏ⾡のᥦ

㐜ᘏ࡛ストࣜー࠸▷ࡶࡾࡼᚑ来、࠸⾜ࢆホ౯ࡧࡼ࠾

ミンࢢฎ⌮ࢆࡇࡿ࠼⾜ࢆ☜ㄆࠋࡓࡋࡲࡋ 

[関㐃Ⓨ表ㄽᩥ]  

ⴭ書 1 

国㝿会議 6,10,11 

ཱྀ頭Ⓨ表 4,5,7,9,17,20 

 

図 7. ⮬㌿㌴㐃ᦠࡓࡋ分ᩓ型 

ストࣜーミンࢢฎ⌮システム 

 

4.2.2 㧗㏿ࡘຠ⋡ࡃࡼデジタࣝࢶインデータࢆ㓄

ಙするためのྠ報ᆺ情報㓄ಙࢩステ࣒ 

同報型㓄信ࢆ用ࡓ࠸情報㓄信システム࡛ࡿ࠶同報

型情報㓄信システムࢆ研究開Ⓨࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ同報型

㓄信ࢆ用࡛ࡇࡿ࠸、ྛ端ᮎ同ࡌデータࢆ㏦信ࡍ

ࠋࡍࡲࡁ㍍ῶ࡛ࢆ㈇Ⲵࡿ㓄信サーバ、ሙ合ࡿ

5G、ࡣᮏ年度ࠋࡍࡲ࠼⾜ࢆ情報㓄信㏿高ࡵࡓのࡇ

の MBMS ࣔードࡧࡼ࠾ V-High ᖏࢆ用ࡓ࠸同報型情

報㓄信システム࡛ᫎീデータࢆ㏦信ࡋ、性能計 ࢆ

ᙳࢆ⏺実ୡࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ実ド実験のⓎ表ࡓࡗ⾜

ຍ࠺ࡼࡿࡏࡉ♧㔜␚表ࢆ࡞㊊情報⿵ࡸேྡ、ࡋ

ᕤࡓࡋᣑᙇデジタルࢶインᫎീࢆ㓄信ࠋࡓࡋࡲࡋᮏ

実験࡛ࡣ、同報型情報㓄信システムࢆ用࠸࡞࠸ሙ合

ࢆࡇࡿࡍ㓄信ࢆ㛫࡛ᫎീࢀ㏵ษ࠸࡞ᑡ࡚ẚ

☜ㄆࠋࡓࡋࡲࡋ 

[関㐃Ⓨ表ㄽᩥ]  

国㝿会議 4,5,8 
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図FR-同報型情報㓄信システム

B?>?A! メタࣂースのためのᫎീデータ㞟㓄ಙᢏ⾡

㏆年の WJ ᢏ⾡のⓎ展క࠸、メタバース（௬

✵㛫）ࡀὀ目ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉメタバースࢆᵓ⠏ࡼ࠾

ᢏࡿࡍ集㓄信ࢆᫎീデータ、ࡵࡓࡿࡍయ験ࡧ

࢛ࣇート࣐ス、ࡣᮏ年度ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ研究開Ⓨࢆ⾡

ン等࡛ᙳࡓࡋᫎീの῝度ࢆ算出ࡋ、⫼ᬒ㝖ཤࡸ,J

≀య合成࡚ࡗ⾜ࢆ༶ᗙ表♧ࡿࡍシステムのᵓ⠏

ホ౯ࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ

- Y関㐃Ⓨ表ㄽᩥZ-

学⾡ㄽᩥ- !-

国㝿会議- $[)[;[!$[!)-

ཱྀ頭Ⓨ表- $[)[#[!%[!H[!G-

全オブジェクトで
仮想空間構築

遮蔽関係を考慮した
仮想空間配置

図 "R-㐽ⶸ関係⪃៖ࡿࡼ

ྲྀᚓメタバースࣈ࢜ジェクト๐ῶ

B?A! ーシࣙンシステムの研ࣞ࣌࢜データセンターࠕ

究（)/5D）ࠖ

&'@Tの㔜Ⅼㄢ㢟推進ス࢟ームࠕ、࡚ࡋ分ᩓ㓄⨨

コンピューティンࢢシステムの㈇Ⲵの᭱㐺㓄⨨ྍࢆ

能ࡿࡍ運用ᢏ⾡の開Ⓨ（データセンターࣞ࣌࢜ー

シࣙンシステム）ࠖ の研究ࢆ開ጞࠋࡓࡋࡲࡋ

大、ࡣデータセンターࡿࡍᥦ౪ࢆスࣅのサーࠎ✀

規模、面ⓗᗈ࢚ࡿࡀッジコンピューティンࡸࢢ

X2U37-,..466-'9B4-(/012378B、ࡿࡺࢃ࠸X'(のቑຍ、

システム⮬యの電ຊୖࢢコンピューティンࡣ࠸ࡿ࠶

ᚋ!%年࡛!Gಸ、ࡣ会全యのᾘ㈝電ຊ♫、ࡾࡼ᪼

ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࢀࡉணࡿࡍ㐩

ᮏ研究ࡣ、クラ࢘ド࡚ࡵྵࡶ、分ᩓ㓄⨨ࡓࢀࡉコ

ンピューティンࢯࣜࢢース全యの┬࢚ネࢆ実⌧ࡿࡍ

ࡿࡍ開Ⓨࢆの、データセンターT<（図㸵ཧ↷）ࡵࡓ

ࠋࡍ࡛ࡇ

図!%R-データセンターࣞ࣌࢜ーシࣙンシステム

C@(T<Dのㄽ⌮ᵓ成図

ほⅬ࡛、データセンター࡞ࢁ࠸ࢁ࠸、ࡶ࡛ࡲࢀࡇ

の┬࢚ネᢏ⾡の開Ⓨࡀࡓࡋࡲࡁ࡚ࢀࢃ⾜ࡀ、面ⓗ

ᗈࡿࡀ♫会システムᑐ࡚ࡋ、機✀、ᵓ成、㓄⨨、

利ά用ᰂ㌾、ࡎࡽࡼーシࣙンࢣアプࣜࡣ࠸ࡿ࠶

ྍ能࢚┬࡞ネᢏ⾡ࡀᙉࡃồࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽࡵ

、⋠෭༷のഃ面࡛の電ຊຠ、ࡣ࡛ࡲࢀࡇ、ࡓࡲ

N*'、のపῶ╔目ࡓࡋ運用ࡀὶ࡛、データセン

ターのᾘ㈝電ຊࡑのࡶのࢆ๐ῶࡿࡍ運用ࢇࡀ

ࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࢀࡉ࡞

ຍ࡚࠼、コンピューティンࢢ環境2_、ࡣL4584346

プラット࢛ࣇームୖᵓ⠏ࡓࢀࡉ、コンテࢼᵓ㐀

基࡙࣐ࡃイクロサーࣅス、、ᛴ㏿ࡘࡘࡋ⾜⛣

ࠋࡍࡲࡾ࠶

࠾࡚ࢀࡉウ᳨❧⊃ࢀࡒࢀࡑ、ࡣࡳ⤌ࡾのྲྀࡽࢀࡇ

ࡀ⟇ネ࢚┬会システム全యの♫ࡓࢀࡉ⨨分ᩓ㓄、ࡾ

ᮇᚅࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ

ࡼムࢬࣜࢦ㈇Ⲵの᭱㐺㓄⨨アル、࡚ࡋᑐࢀࡇ
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Ⓨࡀࠎᡃ、ࢆࡇࡿࡁ࡛⌧実ࡀネ࢚┬13㸣の、࡚ࡗ

表ࡋ、CNCF ࡛᥇ᢥࡇࡀࡇࡓࢀࡉの研究の࣋ース

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ࡞

ᮏ研究ࡑ、ࡣのアルࢬࣜࢦムࢆᢏ⾡シー࡚ࡋࢬ、

実㝿のアプࣜࢣーシࣙンᑐ࡚ࡋ、分ᩓ㓄⨨ࡓࢀࡉ

コンピューティンࢢシステムࡑ、࡚࠸࠾のຠ果ࢆ

᳨ドࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ 

データセン、ࢇࢁࡕࡶࡣネ࢚┬、ࡣ⾡のᥦᢏࡇ

ター業者の➇தຊの※Ἠࡓࡲ、ࡾ࡞、⤒⏘┬の

➨6次࢚ネルࢠー基ᮏ計画のᩚ合性ࡾ࠶ࡶ、᭷ᮃ࡞

ᢏ⾡ࡿ࡞ࡀᮇᚅࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ 

[関㐃Ⓨ表ㄽᩥ] 

国㝿会議 16,17,18 

 

5 社会貢献に関する業績 
5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

・ ᕞ大学 インターネットᕤ学≉ㄽ IoT ネット

ワークイ࣋ࣀーシࣙン実ド研究センター・セミ

 ー（ୗす）ࢼ

・ ᮾி電機大学 ࣐ルࢳメディアᕤ学 እ部講

ᖌ 

5.1.2 研究部門බ㛤 

・ ㇏୰ᆅ༊研究ὶ会 ࡗ使ࢆ⾡᪂通信ᢏ᭱ࠕ2022

࡚実ୡ⏺のデジタルコピーࠖࡿࡃࡘࢆ 

 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

・ 電子情報通信学会コミュニࢣーシࣙンクࣜ࢜テ

ィー研究会 㢳ၥ（ୗす） 

・ 情報ฎ⌮学会デジタルコンテンࢶク࢚ࣜーシࣙ

ン研究会 運営委員（⩏ஂ） 

・ 電子情報通信学会インターネットアー࢟テクࢳ

ࣕ研究会 ᑓ門委員㛗（⩏ஂ） 

・ 情報ฎ⌮学会࣐ルࢳメディア、分ᩓ、協ㄪࣔバ

イル（DICOMO 2020）シンポジ࢘ム プロࢢラ

ム委員（⩏ஂ） 

・ データᕤ学情報࣐ネジメント関࢛ࣇࡿࡍー

ラム（DEIM Forum 2021） 実⾜委員、コメンテ

ータ（⩏ஂ） 

分ᩓฎ⌮ワークシࣙップメディア通信ࢳル࣐ ・

（DPSWS 2020） プロࢢラム委員㛗（⩏ஂ） 

5.2.2 論文誌⦅㞟 

・ 情報ฎ⌮学会ㄽᩥ誌：デジタルコンテンࢶ ⦅

集委員㛗（⩏ஂ） 

・ 日ᮏデータ࣋ース学ㄽᩥ誌⦅集委員（DBSJ 

Journal）ᖿ（⩏ஂ） 

・ 電子情報通信学会 Architectures, Protocols, and 

Applications for the Future Internet ≉集ྕ（ⱥᩥㄽ

ᩥ誌 D） ⦅集委員（⩏ஂ） 

5.2.3 国際会議への参画 

・ IEEE International Conference on Communications 

(ICC) CQRM Symposium Co-Chairs（ୗす） 

・ IEEE International Conference on Communications 

(ICC) NGNI Symposium Technical Program 

Committee（ୗす） 

・ IEEE Global Communications Conference 

(Globecom) CQRM Symposium Technical Program 

Committee（ୗす） 

・ IEEE Global Communications Conference 

(Globecom) NGNI Symposium Technical Program 

Committee（ୗす） 

・ International Conference on IP/IoT& Processing + 

Optical Network (iPOP) Technical Program 

Committee Vice Chair（ୗす） 

・ IEEE/ACM International Symposium on Quality of 

Service (IWQoS) Technical Program Committee（ୗ

す） 

・ IEEE Communications, Quality, and Reliability 

Workshop (CQR) Technical Program Committee（ୗ

す） 

・ IEEE SIG on Metaverse founding member（ୗす） 

・ Informatics Society International Workshop on 

Informatics, Co-chairs（⩏ஂ） 

・ IEEE Computer Society Signature Conference on 

Computers, Software and Applications (COMPSAC), 

NCIW Symposium Co-Chairs（⩏ஂ） 

・ IEEE Global Conference on Consumer Electronics 

OS-VDP Chair（⩏ஂ） 

・ IEEE International Conference on Wireless 
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Communications & Networking Conference 

(WCNC) Technical Program Committee（⩏ஂ） 

・ IEEE International Conference on Communications 

(ICC), Technical Program Committee（⩏ஂ） 

・ IEEE Global Communications Conference, 

Exhibition and Industry Forum (GLOBECOM), 

Technical Program Committee（⩏ஂ） 

・ International Conference on Information Networking 

(ICOIN), Technical Program Committee（⩏ஂ） 

5.2.4 学会におけるᣍᚅ講演・ࣝࢿࣃ 

1. ୗす ⱥஅ："Beyond 5G ⓗデジ⋠☜ジࣙンࣅ

タルࢶイン", CKP ኟの研究会（2022 年 6 ᭶） 

2. ୗす ⱥஅ："☜⋡ⓗデジタルࢶイン", F251-03, 

日ᮏ機Ე学会 2022 年度年次大会（2022 年 9 ᭶） 

3. ୗす ⱥஅ：“Beyond 5G/6G のࣅジࣙンシステ

ム・デバイスのせồ”, 20p-C200-3, 応用≀⌮学

会 2022 年⛅Ꮨ学⾡講₇会（2022 年 9 ᭶） 

4. Hideyuki Shimonishi: "Probabilistic Digital-Twin 

towards real time human-robot collaboration", 

IROS2022 Workshop on Cloud and Fog Robotics in 

The Age of Deep Learning, Kyoto, Japan (Oct. 

2022) 

5. Hideyuki Shimonishi, “Probabilistic Digital-Twin”, 

2022 International Conference on Emerging 

Technologies for Communications (Nov. 2022) 

6. ୗすⱥஅ, “Beyond 5G ジࣙンࣅ⾡ᢏࡓࡅྥ

☜⋡ⓗデジタルࢶイン”, 信学ᢏ報 vol. 122(no. 

400) 2023 年 3 ᭶ 

7. ୗすⱥஅ, “Beyond 5G ⓗデジタ⋠☜ ジࣙンࣅ

ルࢶイン”,2022 年度 情報ฎ⌮学会関す支部 ᐃ

ᮇ講₇会 ࠗVR イン：௬ୡ⏺実ࢶデジタル

⌧の᭱๓⥺࠘, 2022 年 11 ᭶ 

5.2.5 ᣍᚅ論文 

ヱᙜࡋ࡞ 

5.2.6 学会表彰 

・ ∾⏣⯟㍤㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱୍: 情報ฎ⌮学会ㄽᩥ誌ジࣕーࢼル≉集ྕ≉

㑅ㄽᩥ㈹ (Feb. 2023). 

 

 

5.3 ⏘学㐃ᦠ 

5.3.1 業のඹྠ研究 

・ 大阪大学 NEC Beyond 5G 協働研究所（ୗす） 

・ NEC デジタルテクࣀロジ開Ⓨ研究所（ୗす） 

5.3.2 学外での講演 

1. ୗす ⱥஅ："Beyond 5G vision and probabilistic 

digital twin", CiNet Friday Lunch Seminar（2022 年

6 ᭶） 

2. Hideyuki Shimonishi: "Proposal of probabilistic 

Digital-Twin", IOWN Global Forum Member 

Meeting, New York City, USA (Oct. 2022) 

5.3.3 特チ 

ヱᙜなࡋ 

5.3.4 学外ጤဨ 

・ Beyond 5G 推進コンࢯーシアムⓑ書分科会ᢏ⾡

作業⌜サࣜࣈーࢲー（ୗす） 

・ ≉ᐃ㠀営利ά動ἲே࢘ェアラࣈルコンピュータ

研究開Ⓨ機ᵓ⌮㛗（⩏ஂ） 

 

 活動ࢺࢡジェࣟࣉ 5.4

・ 総ົ┬委ク研究 ௧和㸱年度 の⬻ࠕ0155-0165

ネ型のேᕤ▱能関㐃ᢏ⾡の࢚┬ࡓࡗೌࡳ⤌

開Ⓨ・実ド業 （ࠖୗす） 

・ 情報通信研究機ᵓ Beyond 5G 研究開Ⓨಁ進

業 00701 ࠕBeyond 5G ⋠ຠࡘᏳ全ࡓࡋά用ࢆ

ⓗ࡞クラ࢘ドロ࣎ティクスの実⌧ （ࠖୗす） 

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠、基盤研究（C）୍

⯡、研究௦表者、࢚ッジᣦྥࣅデ࢜࢜ンデ࣐ン

ドシステムࡿࡼ↓୰᩿ᫎീ生の実⌧（⩏

ஂ）㸬 

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠、基盤研究（A）、研

究分ᢸ者、Society5.0 会ㄢ㢟ゎỴ♫ࡿࡅ࠾

利用者ㄏᘬ型ప㐜ᘏࡓࡅྥ MaaS 基盤（⩏ஂ） 

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠、基盤研究（C）୍

⯡、研究分ᢸ者、次ୡ௦㜵≢࢝メラシステム

 （ஂ⩏）プライバシーᣦྥᫎീ⟶⌮᪉ᘧࡿࡅ࠾

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠㸪基盤研究（B）୍

⯡㸪研究௦表㸪高ရ㉁ࡘపᾘ㈝電ຊ࡞ᫎീ㓄

信࣐イクロサーࣅス基盤（⩏ஂ） 

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠㸪基盤研究（B）୍
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⯡㸪研究分ᢸ者㸪ప㐜ᘏࡘ高ရ㉁࡞ᫎീど⫈

 （ஂ⩏）⾡㓄信ᢏࣈライࡿࡍ⌧実ࢆ

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠㸪基盤研究（B）୍

⯡㸪研究分ᢸ者㸪MaaS のラスト࣐イル⛣動支

援ࡓࡅࡴ⛣動情報利ά用基盤（⩏ஂ） 

・ ᩥ部科学┬科学研究⿵ຓ㔠㸪基盤研究（C）୍

⯡㸪研究分ᢸ者㸪同ୡ⏺ᨺ㏦のࡵࡓの分ᩓ型ࣜ

アルタイムᫎീ集合成ᢏ⾡（⩏ஂ） 

 のࡑ 5.5

・ NEC プࣞスࣜࣜース “大阪大学 NEC ࡿࡼ

NEC Beyond 5Gࠕ 協働研究所 、ࠖ☜⋡ⓗデジタ

ルࢶインの♫会実ࣅࣜࡓࡅྥンࢢラࢆ࣎

タ❧”、2023 年 3 ᭶ 2 日（ୗす） 

 

6 2022 年度研究発表論文一覧 
2022 内出∧ࡓࢀࡉㄽᩥࡸᑐእⓎ表ิࢆᣲࠋࡿࡍ 

 

6.1 ⴭ᭩ 

1. Chaxiong Yukonhiatou, Tomoki Yoshihisa, Tomoya 

Kawakami, Yuuichi Teranishi, and Shinji Shimojo: 

“Stream Data Processing Systems with Progressive 

Quality Improvement,” Recent Advancements in 

ICT Infrastructure and Applications (Series: Studies 

in Infrastructur and Control), Springer, pp. 163-188 

(June 2022). 

 

6.2 学⾡論文誌ᥖ㍕論文 

1. ∾⏣⯟㍤㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱୍：”同ୡ⏺ᨺ㏦：ᫎീの集合成ࢆక࠺分

ᩓ型インターネットライࣈᨺ㏦,” 情報ฎ⌮学会

ㄽᩥ誌㸪Vol. 64, No. 2, pp. 499-510 (Feb. 2023). 

 

6.3 解説論文・記事 

ヱᙜࡋ࡞ 

 

6.4 国際会議発表 

1. Yuki Fujita, Daichi Kominami, Hideyuki Shimonishi, 

Masayuki Murata, “Spreading Factor Allocation 

Method Adaptive to Changing Environments for 

LoRaWAN Based on Thermodynamical Genetic 

Algorithm”, in Proceedings of IWCMC 2022 

Wireless Networking Symposium 796-801 (May 

2022) 

2. Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi, 

and Shinji Shimojo: “A Tree Construction Method 

for Distributed Video Collection and Composition 

on the Same World Broadcasting System,” Proc. 

IEEE Computer Software and Applications 

Conference (COMPSAC'22), pp. 648-657, virtual 

(June 2022). [acceptance ratio: 23%] 

3. Yoshihiro Tsuboki, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi: 

“A Real-Time Background Replacement Method 

Based on Estimated Depth for AR Applications,” 

Proc. IEEE Computer Software and Applications 

Conference (COMPSAC'22), pp. 1205-1210, virtual 

(July 2022). 

4. Kaku Minowa, Tomoki Yoshihisa: “Pre-cache 

Methods for Accommodating More Clients in 

Edge-Assisted Video-on-Demand Systems,” Proc. 

International Workshop on Advances in Data 

Engineering and Mobile Computing (DEMoC'22), 

pp 289-297, Hyogo, Japan (Sep. 2022). 

5. Satoru Matsumoto, Tomoki Yoshihisa: “A Feature 

Data Distribution Scheme for Person Tracking 

Systems with Multiple Cameras,” Proc. International 

Workshop on Informatics (IWIN'22), pp. 37-44, 

Wakayama, Japan (Sep. 2022). 

6. Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Shinji Shimojo, 

Nao Takizaki, Yoshiyuki Kido, Yukiko Kawai, Ryuta 

Yamaguchi: “A MaaS System Architecture for 

Inducing Users to Solve Social Issues,” Proc. of 

IEEE Global Conference on Consumer Electronics 

(GCCE'22), pp.248-249, Osaka, Japan (Oct. 2022). 

7. Yasuaki Kobayashi, Tomoki Yoshihisa, Tomoya 

Kawakami, Yuuichi Teranishi, Satoru Matsumoto: 

“A Real-Time AR Visualization System of 

Snow-Covered Situations,” Proc. of IEEE Global 

Conference on Consumer Electronics (GCCE'22), 
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pp. 853-855, Osaka, Japan (Oct. 2022). 

8. Ei Khaing Win, Tomoki Yoshihisa: “A 

Similarity-Based Sensor Data Recovery Scheme,” 

Proc. of IEEE Global Conference on Consumer 

Electronics (GCCE'22), pp. 858-859, Osaka, Japan 

(Oct. 2022). 

9. Ryoga Seki, Daichi Kominami, Hideyuki 

Shimonishi, Masayuki Murata, Masaya Fujiwaka, 

“Multi-Object Recognition Method Inspired by 

Multimodal Information Processing in the Human 

Brain”, 2022 IEEE Globecom Workshop on 

Real-Time Data Processing and Optimization in 

Industrial and IoT Applications (Dec. 2022) 

10. Keisuke Murashige, Yoshiyuki Kido, Shinji Shimojo, 

Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Yukiko Kawai, 

Ryuta Yamaguchi: “Implementation, Measurement, 

and Analysis of Cycling Environment for a Bicycle 

Navigation Application,” Proc. of IEEE 

International Conference on Consumer Electronics 

(ICCE), Las Vegas, U.S.A. (Jan. 2023). 

11. Ryuta Yamaguchi, Felix B. Dollack, Panote 

Siriaraya, Tomoki Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko 

Kawai: “Comfortable Maps Generation System 

Based on Analysis of Cyclists' Facial Expressions 

Using a Bike-Mounted Smartphone,” Proc. of IEEE 

International Conference on Consumer Electronics 

(ICCE), pp. 1-6, Las Vegas, U.S.A. (Jan. 2023).  

12. Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi: 

“A Tree Construction Method with a Genetic 

Algorithm for the Same World Broadcasting System, 

Proc. of Internet Architecture Workshop (IEICE 

Technical Report, Vol. 122㸪No. 359), pp. 22-27, 

Osaka, Japan (Jan. 2023). 

13. Yoshihiro Tsuboki, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi: 

“Implementation of an AR Virtual Space System 

with Dynamic Background Replacement Based on 

Estimated Depth,” Proc. of Internet Architecture 

Workshop (IEICE Technical Report, Vol. 122㸪No. 

359), pp. 43-48, Osaka, Japan (Jan. 2023). 

14. Tatsuya Otoshi, Masayuki Murata, Hideyuki 

Shimonishi, Tetsuya Shimokawa, “Hierarchical 

Bayesian Attractor Model for Dynamic Task 

Allocation in Edge-Cloud Computing”, 2023 

International Conference on Computing, 

Networking and Communications (ICNC) (Feb. 

2022) 

15. Nattaon Techasarntikul, Koichi Owaki, Hideyuki 

Shimonishi: "Effectiveness of environment-aware 

AR interfaces on task performance in a workspace 

setting," HRI 2023 Workshop on Virtual, Augmented, 

and Mixed-Reality for Human-Robot Interactions, 

Sweden/Hybrid (Mar. 2023) 

16. Yuki Sogawa, Hiroki Tsukamoto Morito Matsuoka, 

Mikio Kagawa, Kazuhiro Furusho, “Prediction of 

spatial distribution in data center by HRCNN for 

controlling air conditioning system-How much the 

number of sensors can be reduced?(TO-22-C018)”, 

2022 ASHRAE Annual Conference, Toronto, June 

25 (2022). 

17. Ying-Feng Hsu, Yuki Sogawa, Kazuhiro Matsuda 

and Morito Matsuoka, “Environmental 

Sustainability: An Energy-Aware Datacenter 

Operation System”, CNCF KubeDay 

Conference-Linux Foundation, Yokohama, Dec. 7 

(2022). 

18. Ryusei Araki, Ying-Feng Hsu and Morito Matsuoka: 

“Early Detection of Campus Network DDoS Attacks 

using Predictive Models,” IEEE GLOBECOM 2022 

(December2022) 

 

6.5 口頭発表（国内研究会など） 

1. 大᭶ኳΏ, ᑠ༡大ᬛ, 大ṓ㐩ஓ, ୗすⱥஅ, ᮧ⏣

ṇᖾ, “MAP-Elites アルࢬࣜࢦムࢆ用ࡓ࠸ண ᅔ

㞴࡞トラࣄックኚ動の㐺応性ࢆ᭷ࡿࡍ௬ネ

ットワークᇙࡵ㎸ࡳᡭἲ ”, 信学ᢏ報  vol. 

122(no. 69) (2022 年 6 ᭶) 

2. ᆤᮌⰋᏹ㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱୍：“⫼ᬒ⨨ฎ⌮のࣇ࢜ローディンࡿࡼࢢ
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AR システムの実ホ౯,” 情報ฎ⌮学会シンポ

ジ࢘ムシࣜー࣐ ࢬルࢳメディア 分ᩓ 協ㄪ

ࣔバイルシンポジ࢘ム (DICOMO'22) ㄽᩥ集㸪

Vol. 2022, pp. 204-210, ࢜ンライン (2022 年 7

᭶). 

3. ∾⏣⯟㍤㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱୍：“同ୡ⏺ᨺ㏦システムのࡵࡓの㑇ఏⓗアプ

ローࡿࡼࢳᫎീ集ᮌᵓ⠏ᡭἲの᳨ウ,” 情報

ฎ⌮学会シンポジ࢘ムシࣜー࣐ ࢬルࢳメディ

ア  分ᩓ  協ㄪࣔ バイルシ ンポジ࢘ム 

(DICOMO'22) ㄽᩥ集㸪Vol. 2022, pp. 815-821, ࢜

ンライン (2022 年 7 ᭶). 

4. ᮧ㔜ᆂு㸪ᮌᡞၿஅ㸪ୗᲄ┿ྖ㸪▮㔝ⱥே㸪⩏

ஂᬛ樹㸪Ἑ合⏤㉳子㸪ᒣཱྀ⌰ኴ：“⮬㌿㌴用ࣅࢼ

の㉮⾜環境データࡵࡓーシࣙンアプࣜのࢤ

集・分析機ᵓの実,” 情報ฎ⌮学会シンポジ࢘

ムシࣜー࣐ ࢬルࢳメディア 分ᩓ 協ㄪࣔバ

イルシンポジ࢘ム (DICOMO'22) ㄽᩥ集㸪Vol. 

2022, pp. 1012-1020, ࢜ンライン (2022 年 7 ᭶). 

5. ᒣཱྀ⌰ኴ㸪ᰩ㐩㸪⩏ஂᬛ樹㸪Panote Siriaraya㸪ୗ

ᲄ┿ྖ㸪Ἑ合⏤㉳子：“⮬㌿㌴㉮⾜୰の表情基

ᅾⓗᛌ㐺性分析システムの₯ࡿࡍᑐᆅⅬࡃ࡙

᳨ウ,” 情報ฎ⌮学会シンポジ࢘ムシࣜー࣐ ࢬ

ルࢳメディア 分ᩓ 協ㄪࣔバイルシンポジ࢘

ム  (DICOMO'22) ㄽ ᩥ 集 㸪 Vol. 2022, pp. 

ンライン (2022࢜ ,1021-1027 年 7 ᭶). 

6. ᑠᯘ㟹明㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱：“✵㛫情報ฎ⌮のࣇ࢜ローディンࣜࡿࡼࢢ

アルタイム AR ✚㞷ྍどシステムの᳨ウ,” 情

報ฎ⌮学会シンポジ࢘ムシࣜー࣐ ࢬルࢳメデ

ィア  分ᩓ  協ㄪࣔバイルシンポジ࢘ム 

(DICOMO'22) ㄽᩥ集㸪Vol. 2022, pp. 1664-1669, 

ンライン (2022࢜ 年 7 ᭶). 

7. ⩚㍤㸪ᒣཱྀ⌰ኴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ୗᲄ┿ྖ㸪Ἑ合

⏤㉳子：“ᆅᇦ⨾ά動支援のࡵࡓのᏳ全࡛ຠ⋡

のⰋ࠸㊰ୖ環境情報ྲྀᚓ・分析ྍࡿࡼどシ

ステムのᥦ,” ➨ 21 ᅇ情報科学ᢏ⾡࢛ࣇーラ

ム(FIT2022), ➨ 4 分, pp.167-168 (2022 年 9 ᭶). 

8. ୗすⱥஅ, ᮧ⏣ṇᖾ, 㛗㇂ᕝ ๛, “分ᩓᫎീ分析

システムのᾘ㈝電ຊ᭱㐺᪉ᘧの᳨ウ”, 電子情

報通信学会ᢏ⾡報告 vol. 122(no. 275)  (2022 年

11 ᭶) 

9. 箕㍯᱁㸪⩏ஂᬛ樹㸪▮㔝ⱥே㸪⏥ᩫᑦே：”῝ᒙ

学習ࢬࣜࡿࡼム࢟ープᣦᶆࢆ用ࡓ࠸ストࣜー

トࢲンスホ౯システムの᳨ウ” 電子情報通信学

会ᢏ⾡研究報告（インターネットアー࢟テクࢳ

ࣕ研究会 IA2022-54）, Vol. 122㸪No. 306㸪pp. 

38-39㸪ᗈᓥᕷ୰༊ (2022 年 12 ᭶). 

10. 㟷ᮌ総樹㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱୍：”ᆅ⌮ⓗ࢜ーバࣞイネットワークࢆ用ࡓ࠸

ྍど㡿ᇦ基࡙ࡃメタバースࣈ࢜ジェクト⟶⌮

ᡭἲの᳨ウ,” 電子情報通信学会ᢏ⾡研究報告

（インターネットアー࢟テクࣕࢳ研究会 

IA2022-49）, Vol. 122㸪No. 306㸪pp. 23-24㸪ᗈᓥ

ᕷ୰༊ (2022 年 12 ᭶). 

11. ୗす ⱥஅ, ᮧ⏣ ṇᖾ,㛗㇂ᕝ ๛, “分ᩓᫎീ分

析システムのᾘ㈝電ຊ᭱㐺᪉ᘧの᳨ウ”,  信学

ᢏ報, vol. 122, no. 275, CQ2022-52, pp. 28-33, 

2022 年 11 ᭶ 

12. ᯇ⏣⬶భ, テࣕࢳサンティクーンࢼタ࢜ン, ⩏

ஂᬛ樹, ୗすⱥஅ：“᮲௳☜⋡ሙࢆ用ࡓ࠸同୍

≀య᳨出୕ࡿࡼ次ඖ⨨推ᐃ, ”電子情報通信

学会 IA 研究会（2023 年 1 ᭶） 

13. ඣ⋢大ᬦ, ᮏከ弘╬, テࣕࢳサンティクーンࢼ

タ࢜ン, ⩏ஂᬛ樹, ୗすⱥஅ："ᒇ内環境࡛の

wi-fi の電Ἴ状況ࢆ推 ࡿࡍ ↓⥺通信✵㛫の☜

⋡ⓗデジタルࢶインᵓ⠏", 電子情報通信学会 

NS 研究会（2023 年 1 ᭶） 

14. ᑠᯘ㟹明㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

ࡿࡅ࠾環境ࢢッジコンピューティン࢚”：୍⿱

ࣜアルタイム AR ✚㞷ྍどシステムのࡵࡓの

✵㛫情報ฎ⌮の㍍㔞ᡭἲ” 情報ฎ⌮学会研究

報告（࣐ルࢳメディア通信分ᩓฎ⌮研究会

2023-DPS-194), 8 pages㸪ᮾி㒔 ༊ (2023 年 2

᭶). 

15. ∾⏣⯟㍤㸪ᕝୖ᭸ஓ㸪ᯇᮏဴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ᑎす

⿱୍：” 同ୡ⏺ᨺ㏦システムࡿࡅ࠾㑇ఏⓗア

プローࡿࡼࢳᫎീ集ᮌᵓ⠏アルࢬࣜࢦムの

ᥦ” 情報ฎ⌮学会研究報告（࣐ルࢳメディア

通信分ᩓฎ⌮研究会 2023-DPS-194), 8 pages㸪
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ᮾி㒔 ༊ (2023 年 2 ᭶). 

16. 㛗㇂ᕝ ๛, ୗすⱥஅ, ᮧ⏣ṇᖾ, “デジタルࢶイ

ンのࡵࡓのセンサデータ集・ฎ⌮の᭱㐺

ᙳࡿ࠼ࡀほ ㄗᕪ計算㛫▷⦰ᡭἲࡿࡅ࠾

㡪のホ౯”, 信学ᢏ報 vol. 122(no. 438) (2023 年 3

᭶) 

17. ∦ᒣࡿࡦ㸪▮㔝ⱥே㸪⩏ஂᬛ樹㸪ୗすⱥஅ："

分ᩓ型ࣜアルタイムே≀㏣ࡓ࠸用ࢆメラ࢝ᩘ「

㊧ᡭἲのẚ㍑᳨ウ", 電子情報通信学会 NS 研究

会（2023 年 3 ᭶） 

18. ᮏከ  弘╬ , ඣ⋢  大ᬦ , ⩏ஂ  ᬛ樹 , ୗす  ⱥ

அ："㉸ᖹ面ࣔデルࢆ用ࡓ࠸ᒇ内 WiFi 環境の電

Ἴ状況推 の研究", 電子情報通信学会 IN 研究

会（2023 年 3 ᭶） 

19. 大⬥ග୍, テࣕࢳサンティクーンࢼタ࢜ン, ⩏

ஂᬛ樹, ୗすⱥஅ："ேロ࣎ットの共同作業

ࡿࡅ࠾ MR デバイスࢆ用ࣄࡓ࠸ュー࣐ンࢤࣅࢼ

ーシࣙンᡭἲの᳨୍ウ", 電子情報通信学会 CQ

研究会（2023 年 3 ᭶） 

20. ⩚㍤㸪ᒣཱྀ⌰ኴ㸪⩏ஂᬛ樹㸪ୗᲄ┿ྖ㸪Ἑ合

⏤㉳子：“⮬㌿㌴ᦚ㍕スࡿࡼ࣐࣍Ᏻ全࡛ຠ⋡の

Ⰻ࠸㊰ୖ環境情報ྲྀᚓ・分析ᡭἲの᳨ウ,” ➨ 15

ᅇデータᕤ学情報࣐ネジメント関࢛ࣇࡿࡍ

ーラム(DEIM 2023) ㄽᩥ集㸪࢜ンライン㸪6 pages 

(2023 年 3 ᭶). 

 

6.6 博士論文・修士論文・特別研究報告 

6.6.1 博士論文 

ヱᙜࡋ࡞ 

6.6.2 修士論文 

1. “Research on Predictive Filtering Technology for 

DDoS Attacks using Machine Learning (機Ე学習ࢆ

用ࡓ࠸ DDoS ᨷᧁᑐࡿࡍணࣇィルタࣜンࢢ

ᢏ⾡の研究)”, Ⲩᮌ 㝯ㄔ 

2. “Research on Data Center Operating 

System-Workload Allocation Optimization and Air 

Conditioning Control- (データセンターOS の研究

ʊWorkload᭱㐺㓄⨨✵ㄪ制ᚚʊ)”, ᭮ᕝ ᐋ㍤ 

6.6.3 特別研究報告 

1. “ேロ࣎ットの共同作業ࡿࡅ࠾ MR デバイ

スࢆ用ࣄࡓ࠸ュー࣐ンࢤࣅࢼーシࣙンᡭἲの୍

᳨ウ”, 大⬥ ග୍ 

2. “௬✵㛫ࣈ࢜ࡿࡅ࠾ジェクトの㐽ⶸ関係ࢆ⪃

៖ࡓࡋᥥ画㛫▷⦰ᡭἲ”, ᕝ ⿱㈗ 

3. “㉸ᖹ面ࣔデルࢆ用ࡓ࠸ᒇ内 WiFi 環境の電Ἴ状

況推 の研究”, ᮏከ 弘╬ 

4. “共᭷ VR ✵㛫ᥥ画㛫▷⦰のࡵࡓの分ᩓ型ࣞン

 ⪩᪉ᘧの᳨ウ”, すᡭ Ἃࢢンࣜࢲ
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応用情報ࢩステ࣒研究部門 

$SSlied Information 6\stems Research Division

1 部門スタッフ 
教授 ୗᲄ ┿ྖ 

␎Ṕ：大阪大学基♏ᕤ学部大学㝔ᚋᮇㄢ程、和

61 年 3 ᭶ಟࠋ和 61 年大阪大学・ຓᡭࠋᖹ成

ඖ年同大型計算機センター・講ᖌࠋᖹ成 3 年 4 ᭶

同ຓ教授、ᖹ成 10 年 4 ᭶同教授、ᖹ成 12 年 4 ᭶

同大学サイバーメディアセンターセンター㛗、

ᖹ成 17 年 8 ᭶ 同大阪大学センター㛗、ᖹ成 19

年 8 ᭶ 同センター㛗、ᖹ成 20 年 4 ᭶ࡽ 3 年

㛫 情報通信研究機ᵓ大ᡭ⏫ネットワーク研究⤫

ᣓセンター センター㛗／ୖᖍ研究員ࠋᖹ成 23 年

4 ᭶サイバーメディアセンター教授ࠋᖹ成 27 年ࡼ

௧和ࡾ 4 年、センター㛗ࠋ௧和 5 年 3 ᭶、㏥⫋ࠋ 

 

教授 ఀ㐩  進 

␎Ṕ：1997 年 3 ᭶ 大阪大学基♏ᕤ学部情報ᕤ学

科༞業2000ࠋ 年 3 ᭶ 大阪大学基♏ᕤ学研究科≀

⌮⣔ᑓᨷ༤ኈ๓ᮇㄢ程ಟ2002ࠋ 年 3 ᭶ 大阪大

学ᕤ学研究科情報システムᕤ学ᑓᨷ༤ኈᚋᮇㄢ程

ಟ2002ࠋ 年 4 ᭶ࡾࡼ 2005 年 10 ᭶࡛ࡲ大阪大学

大学㝔情報科学研究科バイ࢜情報ᕤ学ᑓᨷຓᡭࠋ

2005 年 11 ᭶ࡾࡼ 2008 年 3 ᭶࡛ࡲ大阪大学大学㝔

情報科学研究科┤ᒓ≉௵教授（ᖖ）2008ࠋ 年

4 ᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディアセンター情報

メディア教育研究部門教授2013ࠋ 年 4 ᭶ࡾࡼ大

阪大学サイバーメディアセンター応用情報システ

ム研究部門教授2005ࠋ 年 2 ᭶ࡽ 2005 年 9 ᭶

ᐈ員研ࢦ࢚ルニア大学サンディ࢛ࣇࣜ࢝⡿国࡛ࡲ

究員ࠋ⚄ᡞ大学大学㝔システム情報学研究科ᐈ員

教授 2011, 2012, 2013, 2014, 2015, 2016, 2017, 

2018 年度）ࠋIEEE, 情報ฎ⌮学会ྛ会員ࠋ༤ኈ（ᕤ

学）ࠋ 

 

 

 

 

講ᖌ ᑠᓥ ୍⚽ 

␎Ṕ：2003 年 10 ᭶大阪እ国語大学情報ฎ⌮セン

ター講ᖌࠋ⤫合ࡾࡼ 2007 年 10 ᭶ࡽ、大阪大

学サイバーメディアセンター講ᖌࠋ༤ኈ（ᕤ学）ࠋ

情報ฎ⌮学会員ࠋ 

 

ᣍ࠸教員・研究員 

・ᣍ࠸教授 ᆏ⏣ ᜏ（ሷ㔝⩏製⸆ᰴᘧ会♫） 

・ᣍ࠸教授 ᒣཱྀ ಟ（情報通信研究機ᵓ） 

・ᣍ࠸教授 㤿ሙ ୍（ᕤ学㝔大学） 

・ᣍ࠸教授 す⏣ ➉ᚿ（OcubeC,Inc.） 

・ᣍ࠸教授 ྜྷᕝ 㝯ኈ（NEC） 

・ᣍ࠸教授 ᒣୗ 弘（ᰴᘧ会♫サイバースࢣッ

 （ࢳ

・ᣍ࠸教授 ᮌᡞ ၿஅ（ᒸᒣ⌮科大学） 

・ᣍ࠸教授 ᮤ ኳ㙞（ᒸᒣ⌮科大学） 

・ᣍ࠸教授 ᑎす ⿱୍（情報通信研究機ᵓ） 

・ᣍ࠸教授 ୰ᕝ 㑳ኵ（ᰴᘧ会♫ࢯシ࢜ラ࣎） 

・ᣍ࠸教授 阿部 ὒ（⟃Ἴ大学） 

・ᣍ࠸教授 ᆏ᰿ ᰤ作（国❧情報学研究所） 

・ᣍ࠸教授 ᯽ᓮ ♩生（㏆␥大学） 

・ᣍ࠸教授 Ώሙ ᗣ弘（⚟大学） 

・ᣍ࠸教員 㐲⸨ ᪂（ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大

学） 

 

≉௵ຓ教（ᖖ） 

・㏿Ỉ ᬛ教  

 

≉௵研究員 

・ᒣᮏ ᯇ樹 （㠀ᖖ） 

 

ົ⿵బ員 

・∦ᒸ ᑠⓒ合 
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2 教育・研究概要 
2.1 教育の概要 

ᮏ部門ࡣ、大学㝔情報科学研究科࣐ルࢳメディア

ᕤ学ᑓᨷ、ࡧࡼ࠾ᕤ学部電子情報ᕤ学科情報通信ᕤ

学科目情報システムᕤ学クラス࡚応用メディアᕤ

学講ᗙࢆ協ຊ講ᗙ࡚ࡋව௵2022、ࡾ࠾࡚ࡋ 年度ࡣ

大学㝔学生 12 ྡ、学部学生 4 ྡの研究ᣦᑟ࠺⾜ࢆ

ࠋࡓࡋᢸᙜࢆ⩏ୗグの講、ࡶ

࣐ルࢳメディアシステムアー࢟テクࣕࢳ（ୗᲄ、

ఀ㐩、ᑠᓥ、ᮌᡞ）

システムプロࢢラム（ఀ㐩、ᑠᓥ）

電子情報ᕤ学ᗎㄽ （ఀ㐩）

情報ᢏ⾡⌮（ᑠᓥ）

࣐ルࢳメディアᕤ学₇習Ⅰ・ჟ （全教員）

࣐ルࢳメディアᕤ学研究 （全教員）

࣐ルࢳメディアᕤ学アドバンストセミࢼー （全教

員）

インタラクティࣈ成ᕤ学₇習 A （ఀ㐩）

インタラクティࣈ成ᕤ学基♏₇習 A （ఀ㐩）

箕面ࣕ࢟ンࣃス࡛ࡣ、箕面のேᩥ学研究科ࡅྥ

࡚እ国語ࡿࢃࡘࡲ࡞データ࠺ᢅࡾྲྀࢆ授業ࢆᥦ

౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

言語ᩥ㈨※のά用情報ฎ⌮研究（ᑠᓥ）

2.1.1 ⟪面教育ࢩステ࣒の運用支援 

全学教育用電子計算機システム（全教コン）ࡣ、

ᮏ学の教育ࢆ支援ࡵࡓࡿࡍのシステム࡛ࠋࡿ࠶箕面

教育システムࡣ、全教コンの箕面ࣕ࢟ンࣃス部分࡛

、コンピュータ₇習室ࡸコンピュータ学習室、ࡾ࠶

ࠋࡿ࡞ࡽ࡞サーバࡿ࠼支ࢆࡽࢀࡑ

年度ࡣ、ᪧࣕ࢟ンࣃスࡽ、⌧ᅾのࣕ࢟ンࣃ

スのእ国学研究講⩏Ჷ 4 㝵のク࢚ࣜイティࣈワーク

シࣙップ（CW）1  2 ࠋ୍ࡓࡋタ⛣࡚ࡋ 部8、ࡣ、

9、10 㝵の㝔生室⛣タࠋࡓࢀࡉ

全教コンࡣ、ᪧシステム（図 ࡀ（1 8 ᭶ 9 日࡛ࡲ

稼働9、ࡋ ᭶ᮎ࡛ࡲ᭦᪂作業10、ࢀࢃ⾜ࡀ ᭶ࡽ᪂

システム（図 ᪂ᪧ、ࡣ年度ࠋࡿ࠸࡚ࡋ稼働ࡀ（2 2

✀㢮システムの運用支援ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

図 1：ᪧシステムの CW1 

図 2：᪂システムの CW1 

2.1.2 ⟪面教育ࢩステ࣒の᭦᪂支援 

 年度ࡣ全教コンの᭦᪂ࡑ、ࡀࡓࢀࢃ⾜ࡀの୍部

࢟ᪧࠋࡓࡗ⾜ࢆ箕面教育システムの᭦᪂支援ࡿ࠶࡛

ࣕンࣃスの箕面教育システムࡑࡸのの情報教室ࡣ、

計画࡛ࡿࡍᑠ⦰ࢆタ⨨ሙ所、ࡾࡼス⛣㌿ࣃンࣕ࢟

進ࡀࡓ࠸࡚ࢀࡽࡵ、✺↛のࡿ࡞ࡽࡉタ⨨ሙ所の⦰ᑠ

CALL、ࡾࡓࡗ࠶ࡀ 教室の⛣タ᩿ࢆᛕ࡞ࡿࡍࡾࡓࡋ

⾜ࡀタ⛣࠸࡞ࡏࡓ‶ࢆࢬスのニーࣃンࣕ࢟箕面、

ࠋࡓ࠸࡚ࢀࢃ

40 ᖍࡀᚲせࡽࡀ࡞࠸࡚ࢀࡉ 25 ᖍ࠸࡞ࡋ CW2

イࣞ、ࡏࢃ合ࡳ⤌ᕦጁࢆ᪤Ꮡのொჾ、ࡣ࡚ࡋᑐ

ア࢘トࢆᕤኵࡋ、ᮘࢆ 1 ྎのࡳ㏣ຍࡾࡼࡇࡿࡍ

40 ᖍࢆ実⌧࡛ࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁCW のᮘ1、ࡣ ᙜࡘ

ࡾࡓ 2 ᖍࡀᶆ‽࡛ࡾ࠶、CW2 ࡣ 25 ᖍ࡛ࡵࡓࡿ࠶、

ࡀのᮘࢬサイࣇーࣁ 1 40ࠋࡿ࠸࡚ࡋᏑᅾࡳのࡘ ᖍ

ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ使用࡛ࡲ㝮ࢆ部ᒇ、ࡣࡵࡓࡿࡍ

図 3 のᕥ端ࡎࢃ見࠺ࡼࡿ࠸࡚࠼、ᰕᖸ΅
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࡚ࡏࢃ合㏣ຍ㉎ධ分部分ࡿࡍ 2 サイࣇーࣁのࡘ

40、࡚ࡋ使用ࢆᮘࢬ ᖍࢆ使用ྍ能ࣞ࡞イア࢘トࢆ実

ࡓࡋᛕ᩿ࢆタ⛣、ࡽࡉࠋࡓࡋ⌧ CALL 教室ᑐࡍ

年度のᵝ⟇ᐃ、ࡃࡿࡍᑐ応ࢬニー࠸᰿ᙉࡿ

CW2、࡚࠸࠾  CALL 機能ࢆቑᙉࠋࡓࡋ 

のࢬ部ᒇサイࡿࡍ⨨タ、ࡾࡼスの⛣㌿ࣃンࣕ࢟

ኚ、⛣タࡓࡗ࡞ࢀࡉサーࣅスのᅇࢀࡇ、࡞

ࡇࡿࡵ進ៅ㔜、ࡵࡓࡿ࠶᭦᪂環境࡛࠸࡞࡛ࡲ

ᛕ᩿ᐃእࡀ⾜⛣イルのࣇのࢨーࣘࠋࡓࡗ࡞

箕面教࠸ࡋ᪂ࡃ࡞ࡶၥ㢟࡞ࡁ大、ࡀࡓࡋࡶࡾࡓࢀࡉ

育システムࢆ 10 ᭶ 3 日ࡽ開ጞࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

 
図 3：40 ᖍᑐ応ࡓࡋ CW2 

 

2.1.3 ⟪面ࣕ࢟ンࣃスのスタジ࢜運用支援 

箕面ࣕ࢟ンࣃスのスタジࡣ࢜、年度⛣タ⤌

ᘬࡶ年度ࠋࡓࡋ開ጞࢆ運用、ࡋࡡᴫࡀ࡚❧ࡳ

࠶ࡀ利用࡞ࠎᵝࡶ年度ࠋࡓࡗ⾜ࢆ運用支援ࡁ⥆ࡁ

ࡓࡗ࠶ࡀ利用࢜スタジࡿࡼ学እ者࡚ࡵึ、ࡀࡓࡗ

（図  ࠋ（4

 

 

図 4：スタジึ࢜の学እ者ࡿࡼ利用 

 

でのࡲࢀࡇ 2.1.4 e ࣛーࢽンࣟࣉࢢジェࢺࢡのබ㛤 

高度እ国語教育全国㓄信システムのᵓ⠏ࠖ（高ࠕ

度እ国語）ࠕ♫会ேࢆᑐ㇟ࡓࡋ学ኈࣞ࣋ルのእ

国語教育プロࢢラムࠖ（♫会ேプロࢢラム）ࡣ

ࡓࢀࡉ開Ⓨ࡛ࡽࢀࡑ、ࡀࡓࡋ e ラーニンࢢ教ᮦࡣ公

開ࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆの e ラーニンࢢ教ᮦࡣ、

教員ࡾࡼ༑分࡞ရ㉁ࢆ⥔ᣢ࡚ࡋ開Ⓨࡽࡀ࡞ࢀࡉ、

༑分ࣜ࣎࡞ュームࡾ࠶ࡶ、学内の授業࡛使用࡚ࢀࡉ

ൾ࡛↓ࢆእ国語࠸࡞学習機会のᑡ、ࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿ࠸

学習ࡿࡍ㔜せ࡞♫会インࣇラࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞、

日ᮏ語教ᮦࡣ࡚࠸࠾、ᾏእࡽのアクセスࡶከࠋ࠸ 

年度の利用状況ࡣ、学内እ合࡚ࡏࢃ⣙ 160 ࣌

ージࣅュー࡛ࠋࡓࡗ࠶㠀ᖖ大ࡀࡿ࠶ࡣ್࡛ᩘ࡞ࡁ、

年度の 170 ࣌ージࣅューࡸ、୍年度の 230 

 ࠋࡿ࠶ῶᑡഴྥ࡛ࡿ見ࡽューࣅージ࣌

 

表 1� H ラーニンࢢ教ᮦの利用状況 

言語 ࣄットᩘ 

ス࢘ェーデン語 101,024 

アラࣅア語  79,279 

サーバトップ  71,773 

 ンディー語  55,919ࣄ

デン࣐ーク語  44,543 

タイ語  40,032 

୰国語㸫♫会ேプロࢢラム  31,021 

高度እ国語トップ  30,541 

ス࣌イン語  27,296 

インドネシア語  22,159 

 語  20,227࣐ルࣅ

 ム語  17,324ࢼト࣋

ロシア語  17,081 

 ルシア語  13,530࣌

日ᮏ語  13,269 

 ンガࣜー語  12,026ࣁ

スワࣜࣄ語   9,703 

♫会ே教育トップ   7,975 

科研㈝開Ⓨ教ᮦトップ   7,030 

ࣔンࢦル語   3,790 

 

ୖ 50 の㜀ぴ࣌ージのࣄットᩘࢆ集計ࡓࡋ⤖

果ࡣ、表 1 の通ࠋࡿ࠶࡛ࡾ年度の 1 ࡣ、ཎᅉࡣ

明࡛ࡀࡿ࠶ス࢘ェーデン語ࠋࡓࡗ࡞アラࣅア語
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࠶࡛ୖࡾ࠶ࡶࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᨺ㏦大学࡛⤂、ࡣ

1、ࡾ ࡛ࡀࡇࡿ࠶ከࠋࡓࡗ全యⓗ、学内の

授業࡛使用ࣄࡿ࠸࡚ࢀࡉンディー語ୖࡀ࡞ࡁ

ࡀᨵಟ、ࡣ会ே教育࡛♫ࠋࡿ࠸࡚ 2021 年度ࡋ

ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉά用ࡃࡼẚ㍑ⓗࡀ୰国語ࡓ

でのࡲࢀࡇ 2.1.5 e ࣛーࢽンࣟࣉࢢジェࢺࢡで㛤発

た教ᮦのᨵ修ࢀࡉ

高度እ国語ࡸ♫会ேプロࢢラム࡛開Ⓨࡓࢀࡉ e ࣛ

ーࢽンࢢ教ᮦࡣ⭾大࡛ࡾ࠶、ಟṇࡁࡍㄗࡸࡾ、ᨵ

ၿࡁࡍ部分ࡾ࠶ࡀ、⥅⥆ⓗಟṇࡸᨵၿ࠺⾜ࢆᚲ

せࡓࡲࠋࡿ࠶ࡀ、e ࣛーࢽンࢢ教ᮦの㡢ኌࡸ動画の

生使用ࡿ࠸࡚ࢀࡉ Adobe Flash のᮇ㝈࡛ࡿ࠶

2020 年 12 ᭶ࢆ㏄࠼、᪩ᛴ࡞ᑐ応ࡀᚲせ࠸࡚ࡗ࡞

ࠋࡿ

Flash、ࡣのᨵಟ࡛ࡇ ࡛作ࡓࢀࡽ部分ࢆ HTML5 ࡛

開Ⓨࡾࡼࡇࡿࡍ㡢ኌࡸ動画ࢆᪧࡋ、⊂⮬開

Ⓨ ࡋ ࡓ シ ン プ ル ࡞ CMS(Contents Management 

System)࡛ࡿ࠶ oq-composer 、ࡾࡼࡇࡿࡍᑟධࢆ

ス࣐ート࢛ࣇン PC の୧᪉࡛ᛌ㐺学習ࡿ࠼⾜ࡀ

ᅾのネットワークᖏᇦのྥୖ⌧、ࡓࡲࠋࡓࡋ࠺ࡼ

動画デࡿ࠸࡚ࡗࢁࡑࡀ開Ⓨのデータ、࡚ࡏࢃ合

ータ関ࡾࡼ、ࡣ࡚ࡋ高ရ㉁ࡶ࡞のࡁ⨨࠸࡚࠼

ࠋࡿ

通ᖖの動画ࡸ㡢ኌࡣ HTML ᩥ࡚ࡋᑐイルࣇ

Ꮠิ⨨ࡸᡭ作業ࡿࡼ⦅集࡛ᨵಟྍ能࡛ࡾ࠶ᢏ⾡

ⓗࢀࡑࡣ㞴ࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡣࡃࡋ、メディアࣇ

ࡶイル HTML の⦅集⟠所ࡶ全部࡛ᩘ༓ୖࡿ࠶ࡶ

動⮬、ࡵࡓࡿ࠶ࡶ部分ࡿ࠸࡚ࡋኚࡀグ㏙᪉ἲ

ᡭ動ࡳ⤌ࡃࡲ࠺ࢆ合ࡿࡏࢃᚲせࡾ࠶ࡀ、ᴟ࡚ࡵᡭ㛫

のࡶࡿの࡛ࠋࡿ࠶

年度ࡶேᩥ学研究科の協ຊのୗ、ᙜึの e ラー

ニンࢢ教ᮦ開Ⓨのせメンバー࡛ࡓࡗ࠶岩成 ⱥ୍

先生ࡶཧຍࡽࡀ࡞ࡁࡔࡓ࠸、アルバイトのຊࡶ

࡞大規模、࡚ࡾ e ラーニンࢢ教ᮦのᨵಟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

年度ࡣ、高度እ国語のࣚルバ語（図 日ᮏ語（5

（図 6）の全࡚࣌、ルシア語（図 7）の୍部、♫会

ேプロࢢラムのⱥ語（図 ム語（）の୍ࢼト࣋（8

部のᨵಟࠋࡓࡗ⾜ࢆ

図 5：高度እ国語のࣚルバ語教ᮦ 

（ୖ：➨ 2 ㄢのス࣐ート࢛ࣇンࣔード 

ୗ：➨ 12 ㄢの PC ࣔード） 

ࣚルバ語教ᮦࡣ、の言語࡛ࡣ使用࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

ᑓ用のメディア教ᮦシステムࡀ使ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ大阪

እ国語大学௦᥇ᢥࡓࢀࡉ⌧௦ GP のࡵࡓの高機

能࡞メディア教ᮦシステムࢆ HTML5 ࡛開Ⓨࡓࡋ

oq-stages ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ応用メディア教ᮦ࡞ࠎᵝࢆ

の oq-stages ᑓ用メディア教ᮦ、ࡘࡘࡋ㏣ຍࢆ機能

の内部ᵓ㐀ࢆゎ析ࡽࡀ࡞ࡋᨵಟࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ
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࠸▷分ᩘ、ࡎࡽ࠾࡚ࡁᪧ࡛ࢆ機能ࡣ全、ࡋ

教ᮦ࡛ࡀࡿ࠶、୍度開ጞࡿࡍṆ࠺࠸࠸࡞ࢀࡽࡵ

ḞⅬࢆᢪྎ࡞ࡽࡵ࡞、ࡓࡲࠋࡓࡗ࡞ࡇࡿ࠼モ

表♧アニメーシࣙンࡣᗫṆࠋࡓࢀࡉ 

 

 
 

 

図 6：高度እ国語の日ᮏ語教ᮦ 

（ୖ：➨ 3 ㄢ、ୗ：➨ 4 ㄢ） 

 

日ᮏ語教ᮦࡶ、メディア教ᮦ1、ࡀࡿ࠶ࡣ のࡘ

メディア教ᮦࡀከᩘの HTML ࢃ合ࡳ⤌ࢆイルࣇ

ゎ析ࢆの内部ࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞タ計࡞Ṧ≉ࡓࡏ

oq-stages、࡚ࡏࢃ合ࡳ⤌ࢆᡭ作業動⮬、ࡽࡀ࡞ࡋ

 ࠋࡓࡋᨵಟ࡚࠸用ࢆ

メディア教ᮦ、ーム教ᮦࢤ、ࡣルシア語教ᮦ࣌

ᡭ㠀ᖖࡣのࡿࡍ開Ⓨࢆーム教ᮦࢤ、ࡀࡿ࡞ࡽ

㛫ࡵࡓࡿࡀ、メディア教ᮦ部分のࢆࡳᨵಟࠋࡓࡋ

メディア教ᮦ部分ࡶࡶࡣ⌧௦ GP 用システムࡀ

᥇用ࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡉ、oq-stages ࡗ⾜ࢆᨵಟ࡚ࡗࡼ

ᑐ応ルシア語࣌ࡿࡍグ㏙ᕥࡽྑ、ࡋࡔࡓࠋࡓ

oq-stage、ࡵࡓࡿ࠶の≉ูバージࣙン࡛ࡵࡓࡿࡍ ഃ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ機能ᣑᙇࡶ

௨ୖࡾࡼ、ࣚルバ語、日ᮏ語、࣌ルシア語のメ

ディア教ᮦシステムの共通ࡀ進展ࠋࡓࡋ 

♫会ேプロࢢラムの e ラーニンࢢ教ᮦࡶ、ከࡃの

Flash ࡾ࠾࡚ࢀࡉ使用ࡀェア࢘トࣇࢯᑓ用のࡿࡼ

ᨵಟࡀᅔ㞴࡛ࡵࡓࡿ࠶、岩成ⱥ୍先生ࡀ୰ᚰࡾ࡞

開Ⓨࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

 
 

 

図 7：高度እ国語の࣌ルシア語教ᮦ 

（ୖ：➨ 1 ㄢ、ୗ：➨ 7 ㄢ） 

 

 

図 8: ♫会ேプロࢢラムⱥ語のᏐᖥ機能のᨵಟ 

 

ⱥ語関ࡣ࡚ࡋ、Flash ࡛開Ⓨࡓࢀࡉ動画Ꮠᖥ機能

のᨵಟࡓࡗ⾜ࢆ（図 、ࡣ࡚࠸ࡘ動画Ꮠᖥ機能ࠋ（8

HTML5 の機能࡛ᑐ応࡛ࡵࡓࡿࡁ、動画Ꮠᖥ機能ࢆ

開Ⓨࡿࡍの࡛ࡃ࡞ࡣ、᪤ᏑのᏐᖥ表♧用データࣇ

イルࢆHTML5 の動画Ꮠᖥ機能のࡵࡓのVTTࣇイ

ルのኚࣇࢯト࢘ェアの開Ⓨࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

ࢃ使ࡀ㡢ኌࡸの動画ࡃከ㠀ᖖࡣム語教ᮦࢼト࣋

ム語ࢼト࣋ࠕࡿ࠶教ᮦ࡛࡞の୰ᚰⓗࡑ、ࡀࡿ࠸࡚ࢀ

ึ⣭会ヰࠖࢆᨵಟࠋࡓࡋ⣙ 1,300 ಶの動画ࣇイル
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のࣇイルᙧᘧのኚࢆࡽࢀࡑᥖ㍕ࡿࡍ HTML

 ࠋࡓࡋᪧࢆ機能、࠸⾜ࢆ࡞イルの⦅集ࣇ

 

2.1.6 ᙳ録㡢の支援 

言語ᩥ研究科協ຊࡽࡀ࡞ࡋ運営ࡿ࠸࡚ࢀࡉ箕

面ࣕ࢟ンࣃスの e ࣛーࢽンࢢ開ⓎᣐⅬ࡛ࡣ、ᵝ࡞ࠎ

e ࣛーࢽンࢢ、メディア教ᮦの開Ⓨ支援࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡿ

年度ࡶ出∧ணᐃの書⡠ᒓࡿࡍ CD の㘓㡢の

支援ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

2.1.7 e ࣛーࢽンࢢ㛤発支援 

 e ラーニンࢢの開Ⓨ支援࡛ࡣ、እ国語学部の教科

書ࡶ࡚ࡋ᥇用ࡿ࠸࡚ࢀࡉ大阪大学出∧会の┦ㄯࢆ

2019、ࡅཷ 年度大阪 大学出∧会ࠕୡ⏺の言語シ

ࣜーࢬ 14 インドネシア語ࠖࡽ Web 㡢ኌプࣞー

ࣖーの開Ⓨ公開ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ年度ࡣ、Web 㡢

ኌプࣞーࣖーの㡢ኌ࢘ࢲࢆンロードࡵࡓࡿࡍの࣌ー

ジの作成࢘ࢲンロードࣇイルのᩚഛࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

㡢ኌの࢘ࢲンロード࣌ージの作成࡛ࡣ、年度

ࡽ Web 㡢ኌプࣞーࣖーサイトᑟධࡿ࠸࡚ࡋ⡆᫆

CMS ࡿ࠶࡛ oq-composer ࢆ作成ຠ⋡ⓗ࡚ࡋά用ࢆ

ージの࣌ンロード࢘ࢲࠋࡓࡗ⾜ HTML 公ࡣイルࣇ

開ࡓࡋ言語ᩘࡅࡔᏑᅾࡀࡿࡍ、内ᐜࡣ全同୍࡛、

1 ࡿ࡞␗ࡈ言語࡚ࡵࡲイルഃࣇのタᐃࡘ

内ᐜࢆタᐃ࡛ࡇࡿࡍ、ຠ⋡ࢆ実⌧ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ࡿࡁンロード࡛࢘ࢲ、ࡓࡲ mp3 情ࢢイルのタࣇ

報ࢆᑀࡵࡓࡿࡍ、mp3 タࢢ関ࡿࡍㄪᰝ

、ࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡗ⾜࡚ࡗ࡞୰ᚰࡀ岩成ⱥ୍先生ࢆ

ከࡃのࣇࢯト࢘ェア࡛表♧ࡔࡿࡁ࡛、ࡽࡀ࡞࠼⾜ࡀ

ࢆ情報のධຊࢢタ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࢆ情報࡞☜ṇࡅ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜

ୡ⏺の言語シࣜーࢬの㡢ኌ࢘ࢲンロード࣌ージࢆ、

2 ୰国語、3 ࣔンࢦル語、5 ロシア語、6 ࣇィࣜピ

ン語、9 タイ語、12 ス࢘ェーデン語ࡣ࡚࠸ࡘ 2022

年 10 ᭶ 1 ト࣋ 語、4ࣜࣄスワ 1、ࡋഛ‽࡛ࡲ

、ーク語࣐イン語、10 デン࣌ム語、7 ᨵゞ∧ スࢼ

13 イタࣜア語、15 ࣌ルシア語（図 ࡣ࡚࠸ࡘ（9

2023 年 4 ᭶ 1 日࡛ࡲ‽ഛࠋࡓࡋ 

௨ୖࡾࡼ、大阪大学出∧会のୡ⏺の言語シࣜー

ࡀスの‽ഛࣅンロードサー࢘ࢲ㡢ኌ࡛ࡃのከࢬ

 ࠋࡓࡋ

 

 
 

 

図 9：ୡ⏺の言語シࣜーࢬの 

ᒓ CD 㡢ኌの࢘ࢲンロード࣌ージ 

（ୖ：ロシア語、ୗ：࣌ルシア語） 

 

でのࡲࢀࡇ  2.1.8 e ࣛーࢽンࣟࣉࢢジェࢺࢡのᶵᮦ

 データの管理ࡸ

 

 

図 10: ⣡ࡓࢀࡉ e ラーニンࢢプロジェクトの 

機ᮦの୍部 

 

の࡛ࡲࢀࡇ e ラーニンࢢプロジェクト࡛࡞ᑟධ

デーࡓࢀࡉ作成࡛ࡇࡑ、ࡸの機ᮦࡃከ㠀ᖖࡓࢀࡉ

タᩥࡸ書の⟶⌮ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ（図 機ᮦの✀㢮ࠋ（10
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、メラ࢝、メラ、PC、プࣜンタ࢝࢜デࣅ業ົ用、ࡣ

ࣞンࢬ㢮、୕⬮࡞㠀ᖖከᵝ࡛ࠋࡿ࠶年度ࡣ、

࡚ࡋ⌮ᩚࢆရ≀ࡓࢀࡲ㎸ࡧ運ࡽスࣃンࣕ࢟ᪧ≉

⣡ࡿࡍ作業ࡀ୰ᚰࠋࡓࡗ࡞年通ࡾの、機ᮦの

メンテࢼンス、機ᮦの㈚ࡋ出ࡋ、機ᮦのࢳェックࡸ

ㄪᩚࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡞ 

 

2.1.9  教育用ィ⟬ᶵࢩステ࣒への支援 

教育用計算機システムの運用の支援ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ᐃᮇⓗ開催ࡿࢀࡉミーティンࢢཧຍࡽࡀ࡞ࡋ、

、OUMail（図 のメࡵࡓ全学のࡿࢀࡤ（11

ールシステムの運用支援ࡸ情報ᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

 

図 11: メールシステム OUMail 

 

2.2 研究の概要 

2.2.1 HPC・HPDA ⼥ྜᇶ┙ࢆᑐ㇟するインター

コ࣑ࢩࢺࢡࢿュࣞータに関する研究 

 ㏆年, 機Ე学習ࣅࡸッࢢデータ分析࡞の HPDA 

（High Performance Data Analysis） ジࣙࣈ㟂せࡀቑ

ຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ㟂せቑຍᑐ応ࡵࡓࡿࡍ, ᚑ来の MPI 

（Message Passing Interface） ࡿࡼ୪ิ計算ジࣙࣈ 

（HPC ジࣙࣈ）  HPDA ジࣙࢆࣈ༢୍の高性能計

算機システム࡛実⾜ࡿࡍ HPC・HPDA 融合基盤の

研究開Ⓨࠋࡿ࠶࡛ࢇ┒ࡀ 

HPC・HPDA 融合基盤の実⌧ࡓࡅྥㄢ㢟の୍ࡘ

࠾ࣈHPC ジࣙࠋࡿ࠶ࡀインターコネクトタ計࡚ࡋ

ード㛫࡛通信ࣀᩘ「ࡶࢀࡎ࠸ࡣࣈHPDA ジࣙ ࡧࡼ

ード㛫通信性ࣀ࠺క⨨㓄ࣈジࣙ、ࡵࡓ࠺࡞ࡇ࠾ࢆ

能 （㐜ᘏ, ᖏᇦᖜ）  ࡣジࣙࣈ実⾜㛫ᙳ㡪ࠋࡿࡍ 

HPDA、≉ ジࣙࣈ用ࡿࢀࡽ࠸、Apache Spark

等のࣞࣇームワークࡣ、プロセス㛫同ᮇࢆከ用ࡿࡍ

実⾜㛫ࣈジࣙࡀード㛫通信の㐜ᘏࣀ部の୍、ࡵࡓ

ቑຍࡇࠋࡿࡏࡉの࡞࠺ࡼジࣙࣈ実⾜㛫のᙳ㡪ࢆ

๓᳨ド࡛ࡤࢀࡁ、実㊶ⓗ࡞タ計ࠋࡿࡀ࡞ࡘ 

シミュࣞーシࣙン࡛๓ࢆ先㏙のᙳ㡪、ࡋࡋ

᳨ドࡣࡿࡍ、᪤Ꮡシミュࣞータのᇝእ࡛ࡿ࠶ �） 

プロセス㛫同ᮇࢆ⌧ࣀࡓࡋード㛫通信のࣔデル、 

�） 動ⓗジࣙࣈスࢣジューࣜンࢢのᑐ応ࡀㄢ㢟

ード㛫通信ࣀ、ࡣᮏ研究࡛、࠼ࡲ㋃ࢆࡽࢀࡇࠋࡿ࡞

性能ࡀプロセス㛫同ᮇࢆ用ࡿ࠸ジࣙࣈの実⾜㛫

ࡿ࠼ᙳ㡪᳨ࢆドྍ能࡞シミュࣞータの実⌧ࢆ目ᣦ

 ࠋࡍ

 

2.2.2 HPC ースティンࣂࢻ࢘ࣛࢡにおける࣒ステࢩ

 ᶵ⬟の運用᪉ᘧに関する研究ࢢ

学⾡機関ࡀ運用ࡿࡍ共用型 High-Performance 

Computing(HPC)システム࡛ࡣ、ࣘーࢨの計算㟂せの

ኚ୍ࡿࡼⓗ࡞計算㈨※の㊊ࡀ㸯ࡘのၥ㢟

༞業研究Ⓨ表、࡚࠸࠾大学、ࡤ࠼ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

のᮇࡿ࡞、学生ࡿࡼ計算㟂せ୍ࡀⓗᛴ

ቑ࡚ࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ計算㟂せࡀ HPC システ

ムのฎ⌮能ຊࢆ㉸࡚࠼ቑຍࡓࡋሙ合、ジࣙࣈのᢞධ

 ࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡋቑຍࡀ㛫ࡕのᚅ࡛ࡲ開ጞࡽ

IaaS の分㔝࡛ࡓࡋ࠺ࡇ、ࡣ計算㟂せのኚࡿࡼ

、࡚ࡋᑐスの計算㈨※の㊊ࣅンプࣞミスサー࢜

クラ࢘ドの計算㈨※（クラ࢘ド㈨※）計算ฎ⌮ࢆ

ドバースティ࢘クラࡿࡍロードࣇ࢜ンド࣐ンデ࢜

ンࢢࡿࢀࡤᡭἲࡀ᥇用ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉクラ࢘ド㈨

※の利用コストࡣ、基ᮏⓗ㈨※の利用㛫ᑐࡋ

࡚のࡳⓎ生ࡑࠋࡿࡍのࡵࡓ、計算㟂せࡀ高࠸㛫のࡳ

クラ࢘ド㈨※ࢆά用࡛ࡇࡿࡍ、サーࣅスの運用コ

スト᭱ࢆᑠࡘࡘࡋ、୍ⓗᛴቑࡿࡍ計算㟂せࢆ

ドバース࢘のクラࡇ、ࡣࠎᡃࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍࡓ‶

ティンࢆࢢジࣙࣈスࢣジューラの機能࡚ࡋ HPC

システムᑟධ࡛ࡇࡿࡍ、計算㟂せᛴቑのジࣙ

 ࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁᅇ㑊࡛ࢆ㛫ቑຍࡕのᚅࣈ

クラ࢘ドバースティンࢢ機能のᑟධࡿࡅ࠾ㄢ㢟

HPC、ࡣ࡚ࡋ システムᮏ来の計算㈨※（࢜ンプࣞ

ミス㈨※）クラ࢘ド㈨※の㐪ࢆ࠸⪃៖ࡓࡋクラ࢘

ドバースティンࢢ機能の運用࢜ࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀンプ

ࣞミス㈨※クラ࢘ド㈨※の㛫ࡣ性能ࡸㄢ㔠య⣔

࢘クラ、ࡣ࠸の㐪ࡑࠋࡿࡍᏑᅾࡀ࠸㐪Ⅼࡓࡗ࠸
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ドバースティンࢢのᑐ㇟ࡓࡋジࣙࣈのࣘーࢨᑐ

利ࡓࡗ࠸ㄢ㔠㢠のቑຍࡸ実⾜㛫ࣈジࣙ、࡚ࡋ

、ࡣ࡛ࡶ๓ᥦのࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶ࡀ能性ྍࡿ࠼ࢆ┈

ࣘーࢨのジࣙࢆࣈクラ࢘ドバースティンࢢのᑐ㇟

ドバースティン࢘クラ、࠺ࡼࡿࢀࡽᚓࢆ合ពࡿࡍ

 ࠋࡿ࡞㔜せࡀ運用ࡿࡍ進ಁࢆ機能の利用ࢢ

ᮏ研究࡛ࡣ、実用ⓗ࡞クラ࢘ドバースティンࢢ機能

のᑟධ、࡚ࡅྥの࡞࠺ࡼ運用᪉ᘧࡀクラ࢘ドバ

ースティンࢢ機能の利用ಁ進ᐤࢆࡿࡍㄪᰝࡍ

 ࠋࡿ

 

2.2.3 ὠἼᾐỈ⿕ᐖ᥎ィࢩステ࣒ಖᏲ・運用なࡧࡽ

にᶵ⬟ᣑᙇ 

2015 年度総ົ┬ࠕG ✵㛫㜵⅏システム L アラ

ートの㐃ᦠ推進業ࠖのᯟ⤌࡛ࡳ、ᮾ大学ࢆ୰᰾

ᮾி大学、国㝿⯟業ᰴᘧ会♫、日ᮏ電Ẽᰴᘧ、ࡋ

会♫、日❧㐀⯪ᰴᘧ会♫、ᰴᘧ会♫࢚イࢶーの㐃

ᦠࣜࠕ、ࡋアルタイムὠἼண システム L アラー

トの㐃ᦠࠕࡿࡼὠἼ L アラートࠖのᵓ⠏⅏ᐖ

ᑐ応の高度実ド業ࠖࢆ推進ࠋࡓࡋᙜヱ業࠾

ࡧࡼ࠾ンスセンター࢚ᮾ大学サイバーサイ、࡚࠸

日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫の協働ࡾࡼ、ᮾ大学サイバ

ーサイ࢚ンスセンターのスーࣃーコンピュータシス

テム SX-ACE ᮏセンターの SX-ACE 高㏿ネットࢆ

ワーク࡛᥋⥆ࡋ、ὠἼᾐỈシミュࣞーシࣙンの実

環境ࢆ実⌧2016ࠋࡓࡋ 年度、ᙜヱシミュࣞーシࣙ

ン環境のᮏ᱁運用ࡓࡅࡴ運用య制のᩚഛ᳨ࢆウࡋ、

試験ⓗ࡞運用ࢆ開ጞ2017ࠋࡓࡋ 年度ࡽࢀࡇ、ࡣの成

果ࡽࡉࢆⓎ展ࡏࡉ、実㝿のᆅ㟈Ⓨ生ᑐ応࡛ࡁ

ᩚ、タ計、ᵓ⠏、ࡅྥ⌧システムの実࡞実用ⓗࡿ

ഛ、運用ࢆ推進2018ࠋࡓࡋ 年度ࡽࢀࡇ、ࡣの成果

基࡙ࡁ、ᮾ大学⅏ᐖ科学国㝿研究所、ᮾ大学サ

イバーサイ࢚ンスセンター、ᮾ大学大学㝔⌮学研

究科、大阪大学サイバーメディアセンター、日ᮏ電

Ẽᰴᘧ会♫、国㝿⯟業ᰴᘧ会♫、ᰴᘧ会♫࢚イࢶー

ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システムಖࠕ、の㛫内㛶ᗓࡣ

Ᏺ・運用業ົࠖࢆㄳࡅ㈇࠸、ಖᏲ・運用業ົ࡞⾜ࢆ

2019ࠋࡓࡁ࡚ࡗ 年度ࡑ、ࡣの᭷用性・ᚲせ性ࢆㄆࡵ

㡿ᇦࡿࡍバー࢝ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システムの、ࢀࡽ

ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計シスࠕࡾࡼ内㛶ᗓ、ࡃࡍᣑᙇࢆ

テム機能ᣑᙇ等業ົࠖࢆ᪂ࡓㄳࡅ㈇࡛࢝ࡍ、࠸

バー㡿ᇦࡿ࠸࡚ࡗ࡞㟼ᒸ┴ఀ㇋༙ᓥࡽ㮵ඣᓥ┴

大㝮༙ᓥ࡛ࡲのἢᓊຍ࠼、㟼ᒸ┴ఀ㇋༙ᓥࡽⲈ

ᇛ┴のἢᓊ࡛ࡲᣑᙇ2020ࠋࡓࡋ 年度ࡓࡲࡶᘬࡁ⥆ࡁ

内㛶ᗓࠕࡾࡼὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システム機能ᣑᙇ等

業 （ົ⚟ᓥ┴ࡽᾏ㐨ኴᖹὒἢᓊ）ࠖ 、࠸㈇ࡅㄳࢆ

ᙜヱシステムのᣑᙇ業ົ2021、ࡽࡉࠋࡓࡗ⾜ࢆ 年

度ࠕ、ࡣὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システム機能ᣑᙇ等業ົ

ᙜヱシステム、࠸㈇ࡅㄳࢆࠖ（┴₲᪂ࡽ┴⏣⛅）

のᣑᙇ業ົ2022ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 年度ࠕ、ࡣὠἼᾐỈ⿕ᐖ

推計システム機能ᣑᙇ等業ົ（日ᮏᾏ、ᾏ㐨ࡽ

㟷᳃）ࠖࢆㄳࡅ㈇࠸、ᙜヱシステムのࡿ࡞ࡽࡉᣑᙇ

業ົࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

2.2.4 S2DH（Social Smart Dental Hospital: S2DH） 

 日 、 ࠶ ࡽ ࡺ ࡿ 科 学 分 㔝 ࡛ 高 性 能 計 算

(High-Performance Computing)、高性能データ分析 

(High Performance Data Analysis)ࡀᚲせ࠶ࡘࡘࢀࡉ

プロセッサ性能のྥୖ、ネットワークᢏ⾡のⓎࠋࡿ

展ࡾࡼ、科学分㔝࡛ᢅࡿࢀࢃデータ㔞ࡍࡲࡍࡲࡣ

⭾大ࡑࡀࡇࡿ࠶ࡘࡘࡾ࡞の୍ᅉࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ࡵጞࢆの୍᪉、日のサイバーメディアセンターࡑ

ከࡃの計算機センター࡚࠸࠾、高࠸データセ࢟ュ

ࣜティせồ・せ௳の㊊ࡀồࡿࢀࡽࡵ་ṑ⸆⣔科学

࡛の高性能計算の利用ࡣ༑分࠸࡞࠸࡚ࢀࢃ⾜⌧状

 ࠋࡿ࠶ࡀ

ᮏ研究࡛ࡑ、ࡣの࡞࠺ࡼ⫼ᬒ2017、ࡽ 年度ࡾࡼ

大阪大学ṑ学部㝃ᒓ㝔、サイバーメディアセンタ

ー（応用情報システム研究部門ࡧࡼ࠾先進高性能計

算機アー࢟テクࣕࢳ共同研究部門）、日ᮏ電Ẽᰴᘧ

会♫のᯟ⤌ࢆࡳᙧ成ࡋ、ṑ学研究、་⒪応用ࢆど㔝

年度同、ࡶᮏ年度ࠋࡓࡋ開ጞࢆ共同研究ࡓࢀ࠸

ᵝ、ṑ学部㝃ᒓ㝔Ꮡᅾࡿࡍデータセ࢟ュࣜテ

ィせ௳の高࠸データࢆᏳ全サイバーメディアセン

ターの高性能計算機㓄ഛࡋ、データゎ析・計算ࢆ

、ࡓࡲࠋࡓࡗ࡞⾜ࢆᢏ⾡開Ⓨࡓࡋ能ྍࢆࡇ࠺⾜

୪⾜࡚ࡋ AI ᢏ⾡のṑ学研究の応用研究ࢆ推進ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚
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2.2.5 HPC ースティンࣂࢻ࢘ࣛࢡにおける࣒ステࢩ

 ᶵ⬟の運用᪉ᘧに関する研究ࢢ

  学⾡機関ࡀ運用ࡿࡍ共用型 High-Performance 

Computing(HPC)システム࡛ࡣ、ࣘーࢨの計算㟂せの

ኚ୍ࡿࡼⓗ࡞計算㈨※の㊊ࡀ㸯ࡘのၥ㢟

༞業研究Ⓨ表、࡚࠸࠾大学、ࡤ࠼ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

のᮇࡿ࡞、学生ࡿࡼ計算㟂せ୍ࡀⓗᛴ

ቑ࡚ࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ計算㟂せࡀ HPC システ

ムのฎ⌮能ຊࢆ㉸࡚࠼ቑຍࡓࡋሙ合、ジࣙࣈのᢞධ

 ࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡋቑຍࡀ㛫ࡕのᚅ࡛ࡲ開ጞࡽ

IaaS の分㔝࡛ࡓࡋ࠺ࡇ、ࡣ計算㟂せのኚࡿࡼ

、࡚ࡋᑐスの計算㈨※の㊊ࣅンプࣞミスサー࢜

クラ࢘ドの計算㈨※（クラ࢘ド㈨※）計算ฎ⌮ࢆ

ドバースティ࢘クラࡿࡍロードࣇ࢜ンド࣐ンデ࢜

ンࢢࡿࢀࡤᡭἲࡀ᥇用ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉクラ࢘ド㈨

※の利用コストࡣ、基ᮏⓗ㈨※の利用㛫ᑐࡋ

࡚のࡳⓎ生ࡑࠋࡿࡍのࡵࡓ、計算㟂せࡀ高࠸㛫のࡳ

クラ࢘ド㈨※ࢆά用࡛ࡇࡿࡍ、サーࣅスの運用コ

スト᭱ࢆᑠࡘࡘࡋ、୍ⓗᛴቑࡿࡍ計算㟂せࢆ

ドバース࢘のクラࡇ、ࡣࠎᡃࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍࡓ‶

ティンࢆࢢジࣙࣈスࢣジューラの機能࡚ࡋ HPC

システムᑟධ࡛ࡇࡿࡍ、計算㟂せᛴቑのジࣙ

 ࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁᅇ㑊࡛ࢆ㛫ቑຍࡕのᚅࣈ

クラ࢘ドバースティンࢢ機能のᑟධࡿࡅ࠾ㄢ㢟

HPC、ࡣ࡚ࡋ システムᮏ来の計算㈨※（࢜ンプࣞ

ミス㈨※）クラ࢘ド㈨※の㐪ࢆ࠸⪃៖ࡓࡋクラ࢘

ドバースティンࢢ機能の運用࢜ࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀンプ

ࣞミス㈨※クラ࢘ド㈨※の㛫ࡣ性能ࡸㄢ㔠య⣔

࢘クラ、ࡣ࠸の㐪ࡑࠋࡿࡍᏑᅾࡀ࠸㐪Ⅼࡓࡗ࠸

ドバースティンࢢのᑐ㇟ࡓࡋジࣙࣈのࣘーࢨᑐ

利ࡓࡗ࠸ㄢ㔠㢠のቑຍࡸ実⾜㛫ࣈジࣙ、࡚ࡋ

、ࡣ࡛ࡶ๓ᥦのࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠶ࡀ能性ྍࡿ࠼ࢆ┈

ࣘーࢨのジࣙࢆࣈクラ࢘ドバースティンࢢのᑐ㇟

ドバースティン࢘クラ、࠺ࡼࡿࢀࡽᚓࢆ合ពࡿࡍ

 ࠋࡿ࡞㔜せࡀ運用ࡿࡍ進ಁࢆ機能の利用ࢢ

ᮏ研究࡛ࡣ、実用ⓗ࡞クラ࢘ドバースティンࢢ機

能のᑟධ、࡚ࡅྥの࡞࠺ࡼ運用᪉ᘧࡀクラ࢘ド

バースティンࢢ機能の利用ಁ進ᐤࢆࡿࡍㄪᰝ

 ࠋࡿࡍ

 

2.2.6 ከᵝな e ࣛーࢽンࢢ教ᮦのためのࢩステ࣒ 

e ラーニンࡣࢢ、教科書ࡸ、ᫎീ、ၥ㢟集࡛ࡅࡔ

እ国語ࠋࡿ࠶実⌧ྍ能࡛ࢆᙧែの教ᮦ࡞ࠎᵝࡃ࡞

、ࡸのシステムࡵࡓࡿࡍఝయ験ࢆ΅ࡸᑐヰࡿࡼ

ᩥἲ情報ࢆ見ࡃࡍࡸ㡢ኌ࡛ࡁ表♧ࡿࡍシステム、

ၥ㢟集ࢤームのせ⣲ࢆຍࡓ࠼システムࡾྲྀ࡞

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌

e、ࡓࡲ ラーニンࢢᮏయࢆ動作ࡿࡏࡉ⤌ࡅࡔࡳ

e、ࡃ࡞ࡣ࡛ ラーニンࢢၥ㢟集の内ᐜの作成支援ࡸ

⡆᫆ⓗ e ラーニンࢆࢢᥖ㍕ࡵࡓࡿࡍの㍍㔞࡞

CMS(Contents Management System)の開Ⓨࡾྲྀࡶ⤌

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇ

 

2.2.7 ་⒪ビッࢢデータのࣛイフࢧイ࢚ンス応用 

㏆年་⸆ရ業⏺ࡑࡣ࡚࠸࠾の生⏘性のపࢆࡉᨵ

ၿࡋ、研究開Ⓨのຠ⋡ࢆ進ࡿࡍ࠺ࡼࡵ動ࡀࡁά

Ⓨࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜の࡚ࡋ大規模࡞ᢞ㈨ࡽ

ᝈࡽの㌿、་ᖌ୰ᚰーシࣙン࣋ࣀープンイ࢜

者୰ᚰ、⒪⸆ᥦ౪ࡀࡿ࠶࡛ࢇࢁࡕࡶࡣᝈ者の

QOL 実⌧ࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡵྵࡶ、⒪⸆デ᩿⸆、ண㜵

ᮇᚅ࡞ࡁ大ࠋࡿࢀࡽࡆᣲࡀ࡞ࡏࢃ合ࡳ⤌の⸆

ࡀのࡿࢀࡽࡆᣲ࡚ࡋ ICT ࢢッࣅ་⒪࡛ࡁ動ࡓ࠸用ࢆ

データ、῝ᒙ学習࡞のྲྀࠋࡿ࠶࡛ࡳ⤌ࡾḢ⡿࡛

᪤ࡣ Google、Apple、Amazon、Facebook メࡀ࡞

ガࣇー࣐協業࡚ࡋライࣇサイ࢚ンス分㔝進出

ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ patients like me の࠺ࡼᝈ者ࡑの

ᐙ᪘ࡀ SNS サイトࢆ利用࡚ࡋ情報࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

㐜ࡕ❧ࡃࡁの分㔝࡛大ࡇࡣ࡚࠸࠾国ࡀ᪉ᡃ୍ࠋࡿ

࠸業⏘࡚ࡋ合⤫ࢆ་⒪データ、≉ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗṧ࡚ࡋㄢ㢟࡞ࡁ大ࡀࡿ࡚❧ᙺ

年度ୖࡣグのၥ㢟Ⅼのᨵၿࢆලయࡵࡓࡿࡍの議ㄽ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

 

2.2.8 ඛ㐍㧗ᛶ⬟ィ⟬ᶵࢩステ࣒アー࢟テࣕࢳࢡ 

2016 年度ࠥ2021 年度 NEC の共同研究部門

先進高性能計算機システムアー、ࡓࢀࡉ❧タ࡚ࡋ

次ୡ௦、࡚࠸࠾共同研究部門ࣕࢳテク࢟ HPC 

HPDA のከ✀ከᵝ࡞アプࣜࢣーシࣙン計算機プラ

ット࢛ࣇームࢆサイバーメディアセンターの⤒験

運用ࢆ࢘ࣁ࢘ࣀά用࡚ࡋ実⌧ࡿࡍ研究ࠋࡔࢇ⤌ࡾྲྀ
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ューシࣜࢯ会♫࡞の実用ⓗࡑ、ࡘࡘࡂ⥅ࡁᘬࢆࢀࡇ

ࣙンࢆᚿྥࡓࡋ研究ά動ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

2.2.9 ᫎീ㞟・ྜᡂࢆక࠺ศᩓᆺインターࢿッࢺ

ࣛイࣈᨺ㏦᪉ᘧの研究㛤発 

㏆年、インターネットࢆ࡚ࡋライࣈᫎീࢆᨺ㏦

イ、ࡣᮏ研究࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋᬑཬࡃᗈࡀスࣅサーࡿࡍ

ンターネットライࣈᨺ㏦のࡕ࠺、」ᩘの㓄信者ࡼ

ࡿࡍᏑᅾ㛫✵ࡌ同ࡶࡓ࠶、ࡀᙳᑐ㇟全࡚ࡿ

の࠺ࡼ ᫎീᨺࣈライࡿࢀࡉ合成の画面ୖࡘ 1

㏦ࠕࢆ同ୡ⏺ᨺ㏦ࠖࠋࡪ同ୡ⏺ᨺ㏦ࡣ、」ᩘの

ཧຍ者ࡀ共通の௬✵㛫内⮬分⮬㌟ࡸ௵ពの≀య

࢜、ント࣋௬ⓗイ、ࢢ㐲㝸ミーティンࡓࡋ⨨㓄ࢆ

ンライン₇࡞の応用ࢀࡽ࠼⪄ࡀ、高࠸⮫ሙឤࡸ

⌧実ឤࢆᚓࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ同ୡ⏺ᨺ㏦の࡞࠺ࡼイ

ンターネットライࣈᨺ㏦ࢆ実⌧ࡣࡿࡍ、ከᩘのࣜ

アルタイムᫎീࢆインターネット⤒⏤࡛集ࡋ、ప

㐜ᘏ࡛ᫎീの合成࠸⾜ࢆ、ど⫈者㓄信ࡿࡍᚲせࡀ

ᫎࡀドୖの㓄信サーバ࢘クラ、ࡣ᪤Ꮡ᪉ᘧ࡛ࠋࡿ࠶

ീࢆ集࡚ࡋ合成ࡿࡍ᪉ἲࡀ᥇ࡀࡓࡁ࡚ࢀࡽ、ᑐ㇟

ネࡿ合成集、࠸కᫎീᩘのቑຍࡿࡍ

ットワーク㈇Ⲵ、ฎ⌮㈇Ⲵࡀ㓄信サーバ集୰ࡋ、

ฎ⌮ࡀ㛫合ࡎࢃ、ฎ⌮ⴠࡸࡕ㐜ᘏのቑ大ࡀ生࡚ࡌ

 ࠋࡿ࠶ࡀㄢ㢟࠺ࡲࡋ

応用情報システム研究部門࡛ࡣ、እ部研究者協ຊ

インタ࠺కࢆᫎീ集・合成ࡓࡋ࠺ࡇ、ࡶࡽ

ーネットライࣈᨺ㏦ࢆ、分ᩓ環境࡚࠸࠾、ᫎീࢆ

合成ࡽࡀ࡞ࡋ集࡛ࡇࡿࡍฎ⌮㈇Ⲵの集୰ࢆ㜵ࡂ、

ຠ⋡ࢆ図ࡿ分ᩓ型インターネットライࣈᨺ㏦᪉ᘧ

の᳨ウࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

2.2.10 IoT ュア࢟ࢭたࡋ応用ࢆデࣝࣔࢺージェン࢚

で㏱㐣ⓗな情報ὶ㏻ᇶ┙のタィᐇ 

IoT ࡛集・✚ࡿࢀࡉデータࢆᑐ㇟ࡿࡍ PDS 

(Personal Data Store)のタ計࡚࠸ࡘ研究ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ᮏ PDS ࡍุ᩿ࢆデータの利用ྍྰࡀ㌟⮬ࢨーࣘࡣ

型ࣔデル࡛ࠖ❧⮬ࠕࡿ 、༏分ᩓ⤫計ゎ析ᡭἲ⛎、ࡾ࠶

㏱㐣ⓗクラ࢘ドのά用ࢆ≉ᚩࠋࡿࡍ 

 

 

2.2.11 ᶵᲔ学習ࢆ応用ࡋた TCP ㍽㍵ไᚚ᪉ᘧに関

する研究 

  インターネットの࡞利用᪉ἲのኚ㑄ࢀࡑ、ࡸ

క࠺トラࣇィックのഴྥ、通信メディアのⓎ展క

ࡿࢀࢃ使ࡃᗈ、࡚ࡗ TCP ㍽㍵制ᚚ᪉ᘧࡑࡣの௦

௦࡛ኚ㑄ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐣ཤᬑཬࡓࡋ制ᚚ᪉ᘧࢆ見ࡿ

ࡣ TCP Tahoe、 80 年௦、TCP New Reno ࡣ 90 年

௦、CUBIC ࡣ 2000 年௦ࢀࡒࢀࡑⓏሙࠋࡿ࠸࡚ࡋ

⌧ᅾࡶ、Google ࡀ TCP BBR ࢆ開Ⓨࡑ、࡞ࡿࡍの

次のୡ௦のὶࡿ࡞制ᚚ᪉ᘧࢆ模⣴ࡿࡍ動ࡀࡁ見

 ࠋࡿࢀࡽ

80、ࡋࡋ   年௦ࡸ 90 年௦ẚࡿ、インター

ネットの使ࢀࢃ᪉ࡸ、通信メディアのⓎ展のサイク

ルࡣ⌧ᅾ࡛ࡣ大ᖜ᪩ࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃのࡇ、ࡵࡓ

࠸ࡋ᪂、ࡣの࡛ࡿ࠸࡚ࡵース࡛進࣌࡞࠺ࡼの࡛ࡲࢀ

制ᚚ᪉ᘧࡀ☜❧・ᬑཬࡿࡍ㡭ࡋ࡚ࡗ࡞ࡃྂ࠺ࡶࡣ

 ࠋࡿ࠶ࡀᠱᛕ࠺࠸࠺ࡲ

  ᡃࡣࠎ、機Ე学習ࢆ㍽㍵制ᚚࡳ⤌㎸࡛ࡇࡴ、

トラࣇィックࡸメディアのⓎ展㐺用࡛ࡿࡁ㍽㍵制

ᚚ᪉ᘧの実⌧ࡓࡅྥ研究ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

3 教育・研究等に係る全学支援 
3.1 教育に係る全学支援 

全学の教育支援ࢆ目ⓗࡓࡋ、ୗグの学内委員ࢆ

ᢸᙜࠋࡓࡋ 

 

 FrontierLab@OsakaU 運営 Sub-WG 委員 （ఀ㐩） 

 

ᮏ部門ࡣ、学内ࡃ࡞࡛ࡅࡔ全国の研究者ࡽの研究

㐃ᦠ大阪大学情報推進部、࡚ࡋ全学支援ࡿ係

クラスタシステム等のࡸーコンピュータࣃスー、ࡋ

サイバーメディアセンターಖ᭷の大規模計算機シス

テムࢆ⥔ᣢ・運用・᭦᪂ࡿࡍ㈐ົࢆᢸࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

 

3.2 研究に係る全学支援 

3.2.1 スーࣃーコンピュータシステムのᑟධ・運用 

サイバーメディアセンターࡣ全国共同利用タ

、研究開Ⓨࡧࡼ࠾情報ฎ⌮ᢏ⾡基盤のᩚഛ、ᥦ౪࡚ࡋ

情報基盤支ࡓࢀࡽ࠼高度࡞教育の実㊶ࡧࡽ࡞▱

ⓗ㈨※の電子ⓗ⟶⌮ࡧࡼ࠾ᥦ౪ࢆࡇ࠺⾜ࢆ目ⓗ
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、ࡃࡍ㐩成ࢆ目ⓗ࡞࠺ࡼのࡑ、ࡣᮏ部門ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

高度ࡘ大規模࡞計算機システム環境ࢆᮏ学ࡧࡼ࠾

全国の大学ࡸ研究機関の研究者ᥦ౪ࢆົ௵ࡿࡍᢸ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᚑົ௵のࡇࠎ日ࡣᮏ部門の教員、࠸

 ᮏセンターの大規模計算機システムࡣ、⌧ᅾ、2017

年 12 ᭶᭦᪂ࡓࡗ⾜ࢆ全国共同利用大規模୪ิ計

算システム OCTOPUS、2021 年 5 ᭶᭦᪂ࡓࡗ⾜ࢆ

高性能計算・データ分析システム SQUID ᵓ成ࡽ

稼࡞の大規模計算機システムのṇᖖࡽࢀࡇࠋࡿࢀࡉ

働、ࡽࢀࡇ、ࡧࡼ࠾の大規模計算機システムࢆ利用

者ࡾࡼ࡚ࡗ使࠸ࡍࡸ࠸システム࠺ࡼࡿ࡞、情

報推進部、実㝿のシステム⟶⌮ࢆᢸᙜࡿࡍ NEC ࡽ

᭶㸯ᅇのᐃ会ࡽࡀ࡞࠸⾜ࢆ、運用⟶⌮業ົᚑ

㐌㸯ᅇ、ࡣセンター内部ⓗ、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ 2 

㛫ࡵࢆ、ᮏ研究部門教員（ఀ㐩教授、㏿見≉

௵ຓ教）、ࡧࡼ࠾、情報推進部情報基盤ㄢᢏ⾡⫋員

（ᮌ㉺、ᑎ๓、ୖ㔝）࡛内部ᐃ会ࢆ実ࡋ、ᮏセ

ンターの大規模計算機システム運用ಖᏲ、ࣘーࢨ支

援、ྛ✀ᢏ⾡ㄢ㢟等の☜ㄆ・Ⅼ᳨ࡽࡀ࡞࠸⾜ࢆ、大

規模計算機システムの利ά用᭱ࡀ大㝈ຠ⋡ⓗ推進

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵດ࠺ࡼࡿࢀࡉ

  ᮏ年度の運用⟶⌮業ົ࡛ࡣ、通ᖖの大規模計算機、

ྍど運用⟶⌮業ົຍ࠼、ୗグの運用⟶⌮業ົ

ὀຊࠋࡓࡋ 

 

(1) ᪂規利用者⋓ᚓࡓࡅྥᗈ報 

(2) High-Performance Scientific Computing 

(HPSC)News  ά動ࢳトࣜー࢘アࡿࡼ

(3) ྛ✀利用者ྥࡅセミࢼー・講習会のᣑ 

(4) ᑐ面利用┦ㄯ（試⾜サーࣅス）の実 

(5) 公募型利用制度の推進 

(6) HPCI/JHPCN ᥇ᢥㄢ㢟の支援 

(7) 大規模計算機システム࢘ェࣈ、内メールの 2

国語運用 

(8) 2021 年度利用者アンࢣートの実 

(9) Ꮨ⠇係ᩘの運用 

(10) ⏘業利用ά性ࡓࡅྥ展開 

(11) GPU ࣞࣕࢳンジ支援プロࢢラム 

(12) 2022 年度性能ࢳューニンࢢプロࢢラム 

 

௨ୗ、ά動内ᐜ࡚࠸ࡘᴫ説ࠋࡿࡍ 

 

(1) ᪂規利用者⋓ᚓࡓࡅྥᗈ報 

2022 年度ᮏセンターの大規模計算機システムの

高࠸利用⋡ࢆᚋࡶ⥅⥆ⓗ⥔ᣢࡋ、ᮏセンター

の利用者ᵝࡽのồᚰຊࡃࡍୖྥࢆ、ᮏセンター

の大規模計算機システムࡧࡼ࠾サーࣅス࡚࠸ࡘの

ᗈ報ࢆ✚ᴟⓗ推進ࠋࡓࡋ図 12、図 13 ᮏ年度作

成ࡓࡋ、ᮏ研究部門ࡀ推進ࡿࡍ大規模計算機業

ࣃࡧࡼ࠾᪂規利用者募集ᗈ報㈨ᩱ（ポスターࡿࡅ࠾

ンࣞࣇット）ࣃࠋࡍ♧ࢆンࣞࣇットࡣ࡚࠸ࡘ、A4

サイࢬ図 12、図 13 作成ࢆのࡶࡓࡋ༳ๅ୧面ࢆ

A2、ࡣ࡚࠸ࡘポスターࠋࡓࡋ サイࢬ図 ph-1 

、ࡣᮏ年度ࠋࡓࡋ作成ࢆのࡶࡓࡋ༳ๅࢆインࢨデࡍ♧

A4 ࢆットࣞࣇンࣃ∧ 4000 部作成ࡋ、学内全教員

㓄ᕸ࠸⾜ࢆ、A2 ∧ポスターࡣ࡚࠸ࡘ 700 部作成ࡋ、

国内研究機関・計算機センター等㓄ᕸࠋࡓࡋ 

 

 

図 12：2022 年度᪂規利用者募集ᗈ報㈨ᩱ 

 （表） （ットࣞࣇンࣃ）

 

 2022 年度ࡣ 2021 年度 5 ᭶ᑟධࡓࡋ SQUID の㸰

年目ࠋࡿ࡞SX-ACE のᚋ⥅機࡛ࡿ࠶ SQUID ࡣ

OCTOPUS の規模ୖࡿࡣࢆᅇࡿ規模のスーࣃー

コンピュータࡾࡼ、ࡶࡽࡇࡓࡗ࡞ከࡃの利用

者ࡽの大規模࡞計算せồࢆᐜྍࡀࡇࡿࡍ能
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OCTOPUSࠋࡓࡗ࡞ の利用⋡ࡣ、SQUID ࢀࡉᑟධࡀ

ᮏセンター、ࡀࡿ࠶ࡣ状ែ࡛࠸高࡚ࡋ↛౫ࡶᚋࡓ

のスーࣃーコンピュータࡀ᪂࠸ࡋ分㔝の研究者ࣜ

ー࠺ࡼࡿࡁ࡛ࢳ、ᘬࡁ⥆ࡁ✚ᴟⓗ࡞ᗈ報ά動ࢆ進ࡵ

 ࠋࡃ࠸࡚

࡚ࡋ公開ࡶ࡛∧電子、ࡣのᗈ報㈨ᩱࡽࢀࡇ、࠾࡞

ᮏセンター大規模計算機業、ࡾ࠾ Web ࡽージ࣌

、ᮏ報告書のㄞ者の᪉࡛ࠋࡿ࠶ンロードྍ能࡛࢘ࢲ

ᮏセンターの大規模計算機システムのࡈ利用⯆

・関ᚰのࡿ࠶᪉、ࡓࡲ⯆・関ᚰの࡞࠺ࡑࡾ࠶᪉

アクセス㠀ୗグ、ࡣ᪉࡞࠺ࡑࢀࡽ࠾ࡃ㏆࠾ࡀ

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸

 

 

図 13：2021 年度᪂規利用者募集ᗈ報㈨ᩱ 

 （） （ットࣞࣇンࣃ）

 

2022 年度大規模計算機システムᗈ報ࣃンࣞࣇット： 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/public_data/pamphlet_2022/ 

 

(2) High-Performance Scientific Computing (HPSC) 

News  ά動ࢳトࣜー࢘アࡿࡼ

2017 年度ࡾࡼ、サイバーメディアセンターのプࣞ

シスࢢーコンピューティンࣃスーࡧࡼ࠾ンスྥୖࢮ

テムの利用ಁ進ࢆ目ⓗ࡚ࡋ、ᮏセンターの計算機

࡚࠶ࢆスポット研究者ࡿࡍ推進ࢆ研究࡚ࡋ利用ࢆ

研、ࡣ࡚ࡋ㝿ᫎീの制作ࠋࡿ࠸࡚ࡋ制作ࢆᫎീࡓ

究者のインタࣅューࢆ基㍈ࡋ、研究者の生のኌࡀ

ᒆ࠸ࡍࡸࡁᵓ成ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋのᫎീࡿࡼᗈ報ࡣ

HPSC News シࣜー࡚ࡋࢬᚋࡇࡃ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡶ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋணᐃࢆ

6 年目ࡿ࡞ 2022 年度ࡣ、表 hpsc ࡍ♧ 2 ᫎീ

ࡎࡲࠋࡓࡋ公開ࢆ 1 ᮏ目のᫎീ4、࡚ࡋ ᭶ 25 日

vol.12  ㇏ ⏣関す大学 システム⌮ᕤ学部 ᑠ࡚ࡋ

教授࢛ࣇー࢝スࢆᙜ࡚ࡓᫎീ（図 ࡋ公開ࢆ（14

サイバーメディアセンタ、ࡣᮏᫎീニュース࡛ࠋࡓ

ーの大規模計算機システムࢆά用ࡓࡋ研究ࡋ

࡚、ピストンの 運動࡚ࡗࡼ生࢚ࡿࡌンジン内

部の」㞧࡞⇕ὶ動ࠕࢆᙉ࠸ຍῶ㏿の⧞ࡾ㏉ࡋቨ面

⇕ఏ㐩ࢆక࠺⬦動ὶࠖࡋ࡞ࡳ、高⢭度࡞ὶシ

ミュࣞーシࣙンᡭἲࢆ㐺用࡛ࡇࡿࡍ、⬦動ὶ

ࡿࡍ࠺ࢁ㏕ムゎ明ࢬニ࢝ቨ面⇕ఏ㐩のメࡿࡅ࠾

研究ࢆ⤂ࠋࡓࡋ 

 

表 2：2022 年度ࣜࣜース HPSC News 

タイトル ᑐ㇟研究者 （ᩗ⛠␎） 

ンジンቨ面⇕ᦆኻの࢚

高⢭度ண ࡚ࡅྥ 㹼

⬦動ὶࡿࡅ࠾⇕ఏ

㐩機ᵓのゎ明㹼 

ᑠ⏣ ㇏ 

（関す大学 システム⌮ᕤ学

部 教授） 

༢୍分子電Ẽఏᑟの➨

୍ཎ⌮計算 

大ᡞ 㐩ᙪ 

（大阪大学 大学㝔基♏ᕤ学

研究科 ຓ教） 

 

 

図 14：HPSC vol. 12 ᑠ⏣ ㇏ 教授 

 

 

図 15：HPSC vol. 13 大ᡞ 㐩ᙪ ຓ教 
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9、ࡓࡲ  ᭶ 1 日ࡣ、vol. 13 大阪大学 大学࡚ࡋ

㝔基♏ᕤ学研究科 大ᡞ 㐩ᙪ ຓ教࢛ࣇー࢝スࢆ

ᙜ࡚ࡓᫎീ（図 ᮏᫎീニュースࠋࡓࡋ公開ࢆ （15

、ࡣࡵࡓ༢୍分子デバイスのᣲ動の⌮ゎの、ࡣ࡛

の程度の電Ẽఏ、ࡁ分子ᯫᶫᵓ㐀の࡞࠺ࡼの

ᑟ度ࡀᚓࢆࡿࢀࡽ⌮ゎࡿࡍᚲせࡑ、ࡀࡿ࠶ࡀの」

㞧࡞ᵓ㐀ࢆᣢࡘ分子のᯫᶫᵓ㐀࡚࠸ࡘ➨୍ཎ⌮計

算ࢆ㥑使ࡋ推ᐃࡿࡍ試ࢆࡳ⤂ࠋࡓࡋ 

HPSC News ࣜⓗ⥆⥅ࡶ来年度௨㝆、ࡣ࡚࠸ࡘ

ࣜースࢆࡇࡃ࠸࡚ࡋ計画ࠋࡿ࠸࡚ࡋᮏ報告書ᇳ➹

Ⅼ࡛ࡍ、࡚࠸࠾ 2023 年度公開ணᐃのᫎീࡶ作

成῭2023、ࡾ࠶࡛ࡳ 年度୰公開ணᐃ࡛ࢀࡇࠋࡿ࠶

のࡽ HPSC ニュースࡣ、ୗグ web サイトࡾࡼ㜀ぴ࡛

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸の࡛、㠀㜀ぴࡿࡁ

HPSC News:  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/hpsc-news/ 

 

(3) ྛ✀利用者ྥࡅセミࢼー・講習会のᣑ 

ᮏセンターの大型計算機業࡛ࡣ、ẖ年⾜࠺

Cyber HPC Symposium 、講習会ࡅ利用者ྥ、࠼ຍ

セミࢼー、ワークシࣙップ、説明会・┦ㄯ会࡞⾜ࢆ

ᮏセンターの計算機、ࡣ࡚࠸ࡘ講習会ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

システムᑟධࡿ࠸࡚ࢀࡉシステム・ࣇࢯト࢘ェア

の利用᪉ἲ関ࡶࡿࡍのࡀ࠺ᢅࡾྲྀࢆ、セミࢼー、

ワークシࣙップࡣ࠸ࡘ、⌧システム࡛ࡶ利用ྍ能

࡚ࡗᣢࢆ関ᚰ・⯆利用者ᚋ✚ᴟⓗࡀࡿ࠶࡛

ᚋのᮏセンター࡛の利、ࡓࡲ、のࡶ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸

用・応用ࡶࡿ࠸࡛ࢇࡽࢆのࢆヰ㢟࡚ࡋ㑅ᐃ࡚ࡋ

実᭱ࡣ࡞ࠋࡿࡍ᪂の研究動ྥࢆ⤂ࡶࡿࡍの

 ࠋࡿࢀࡲྵࣜࢦテ࢝のࡇ、ࡶ

ᮏࡿࢃᦠ大規模計算機システム業、ࡣ࡛ࡇࡇ

研究部門の教員ࡧࡼ࠾情報推進部情報基盤ㄢᢏ⾡⫋

員ࡀ୰ᚰࡾ࡞企画・ㄪᩚ・実ᦠࡓࡗࢃ、௨ୗ

の利用者ྥࡅセミࢼーࡧࡼ࠾講₇会࡚࠸ࡘ報告ࡋ

2022、࠾࡞ࠋ࠸ࡓ 年度ࡶ࡚࠸࠾᪂型コロ࢘ࢼイル

スឤᰁᣑ大のᙳ㡪ࡣ౫↛࡚ࡋṧ࠺ࡇ、ࡾ࠾࡚ࡗ

ᚓࢆࡿࡊࢃ⾜ンライン࡛࢜ࡣー、講₇会ࢼセミࡓࡋ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋグ㘓ࢆࡇࡓࡗ࡞

 

 

[1] 利用者ὶ会 

Python  ュートࣜアル（2）ࢳ

Python  ュートࣜアル（୰⣭⦅）ࢳ

Python  ュートࣜアル（ึ⣭⦅）ࢳ

Python  ュートࣜアル（୰⣭⦅）ࢳ

[2] Docker セミࢼー 

 

௨ୗ、࡚࠸ࡘࢀࡒࢀࡑ報告ࠋࡿࡍ 

 

>�@ 利用者ὶ会 

利用者ὶ会ࡣ 2021 年度ࡾࡼ開ጞࡓࡋ試࠶࡛ࡳ

、࡚ࡋのトライアルࡑࡣ年度、ࡣලయⓗࠋࡿ

共のሙᙧ成支援ࡓࡲ、࡚ࡋ⏘業利用ά性ྥ

⏘）利用者㛫࡛のὶࡿࡍ利用ࢆᙜセンター、࡚ࡅ

学ὶ、⏘⏘ὶ）ಁࢆ進ࡵࡓࡿࡍのコミュニティ

ᙧែ࡛のワークシࣙップ（利用┦ㄯ、ࣜ テラシ支援）

のスタート࡚ࣜࡋテラシ支援プロࢢラム࡚ࡋプ

ロࢢラミンึࢢᚰ者ࢳࡓࡅྥュートࣜアルの開催

2022、ࡣලయⓗࡾࡼࠋࡿ࠶ࡀ実績ࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ 年

1 ᭶ 20 日➨ 1 ᅇ利用者ὶ会 㸤 Python ュートࢳ

ࣜアルࢆ開催ࠋࡿ࠸࡚ࡋᮏプロࢢラムࡣ、大阪大学

サイバーメディアセンターの利用者ࢆ୰ᚰ、ᖜᗈ

計算科学分㔝࡛ࡿࡼὶࢨ学⾡・⏘業⏺のࣘー࠸

のサード・プࣞイスⓗ࡞ሙのᥦ౪ࢆ目ⓗ࡚ࡋ企画

 ࠋࡓࡋ

 2022 年度ࡣ、年度のά動ࢆᣑ大ࡋ、௨ୗの 4 イ

ント（合計࣋ 10 日㛫）ࢆ開催ࢀࡎ࠸ࠋࡿ࠸࡚ࡋのࢳ

ュートࣜアル࡛ࡶ、講ᖌࡣ大学㝔情報科学研究科

の大学㝔生ᢸᙜࡃࡔࡓ࠸ᙧࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗࢆの≺

࠸、࠺ࡼࡿࡅ⪺Ẽ㍍ࡀーཷ講者ࢼセミ、ࡣ࠸

ཷ、࡛࠺ࡼࡓࡗࡓᙜࡣ࠸≻のࡇ、ࡀࡓࡗ࠶࡛࠸≻࠺

講者ࡽዲホࢆᚓ࡚ࠋࡿ࠸ 

 

3\WKRQ  （�）ュートࣜアルࢳ

日程：5 ᭶ 20 日、5 ᭶ 27 日、6 ᭶ 3 日 

講ᖌ：大阪大学 大学㝔情報科学研究科  

   ༤ኈ๓ᮇㄢ程 2 年 Ᏻ⏣ 成ᑑ 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20220520/ 
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3\WKRQ  ュートࣜアル（୰⣭⦅）ࢳ

   日程：10 ᭶ 17 日、10 ᭶ 24 日、10 ᭶ 31 日 

講ᖌ：大阪大学 大学㝔情報科学研究科  

   ༤ኈ๓ᮇㄢ程 2 年 Ᏻ⏣ 成ᑑ 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20221017/ 

3\WKRQ  ュートࣜアル（ึ⣭⦅）ࢳ

   日程：11 ᭶ 24 日、12 ᭶ 1 日 

講ᖌ：大阪大学 大学㝔情報科学研究科  

    ༤ኈ๓ᮇㄢ程 1 年 高ᔱ 和㈗ 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20221124/ 

3\WKRQ  ュートࣜアル（୰⣭⦅）ࢳ

    日程：3 ᭶ 8 日、3 ᭶ 15 日 

講ᖌ：大阪大学 大学㝔情報科学研究科  

       ༤ኈ๓ᮇㄢ程 � 年 高ᔱ 和㈗ 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20230308/ 

 

2022 年度ࡣ୰⣭⦅࡛ࡲの開催ࡀࡓࡗ࡞、利用者

の関ᚰࡀ高࠸ Python  ュートࣜアル AI（Deepࢳ

Learning）⦅（2 日㛫）のコース開Ⓨࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜࡛ࡲ 

 

Python  ュートࣜアル（୰⣭⦅）ࢳ

῝ᒙ学習のᴫᛕ῝ᒙ学習ࢆ使ࡵࡓ࠺ᚲせ࡛

目ࢆᢏ⾡の習ᚓࢢラミンࢢプロ࡞基♏ⓗ、ࡿ࠶

ᶆࠋࡿࡍ分㢮ၥ㢟ࢆ㢟ᮦ࡚ࡋ、῝ᒙ学習

（ Deep Learning ） ࢆ 学 習 ࡋ ࡲ ࡍ ࠋ

TensorFlow/Keras ࡋラࣜࣈᒙ学習のライ῝ࢆ

࡚用ࠋࡿ࠸ 

次年度࡛ࡣ、ึ⣭⦅、୰⣭⦅ຍ࡚࠼ AI（Deep 

Learning）⦅࡛ࡲの開催ணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

>�@ 'RFNHU セミࢼー 

2022 年 11 ᭶ 28 日（᭶） Docker セミࢼーࢆ、

⚟大学ᕤ学⣔部門情報・メディアᕤ学講ᗙ Ώሙ 

ᗣ弘 教授（ᮏ研究部門ᣍ࠸教授）ࢆ講ᖌ

Zoom ࢼセミࠋࡓࡋンラインᙧᘧ࡛開催࢜ࡓ࠸用ࢆ

ーࡣ 26 ྡのཧຍⓏ㘓ࡾ࠶ࡀ、ཧຍ者ࡣ 20 ྡ（学

内：9 ྡ、学እ：11 表ࠋࡓࡗ࠶࡛（ྡ 3 ᙜヱセミ

 ࠋࡍ♧ࢆラムࢢーのプロࢼ

ᮏセミࢼーࡣ、年 2021 年度の 2 部ᵓ成ࡽኚ᭦

Docker、ࡋ の基♏▱㆑ࢆ学ࡪᗙ学࡚ࡋ実ࠋࡓࢀࡉ

ᮏセミࢼー࡛ࡣ、コンテࢼ௬の⤌ࡳ、Docker

利用ࡿࡅ࠾利用のὶࢀ、Docker コンテࢼのデータ

ᵓ㐀等の Docker 基ࡿ࡞㔜せ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡋ利用ࢆ

♏▱㆑࡚࠸ࡘ説明ࡓࢀࡉᚋ、ಶேࡀ Docker ά用ࢆ

⤂࡚࠸ࡘンドの利用᪉ἲ࣐コࡿࡍከ用㝿ࡿࡍ

ࡋಶே࡛ᵓ⠏、ࡣーの᭱ᚋࢼセミ、ࡓࡲࠋࡓࢀࡉ

ࡓ Docker コンテࢆࢼサイバーメディアセンターの

スーࣃーコンピュータ SQUID ࡛利用ࡵࡓࡿࡍの᪉

ἲ࡚ࡋ、Docker イメージࢆ、Singularity ࡋ使用ࢆ

࡚動作ࡿࡏࡉ᪉ἲࡶ࡚࠸ࡘ説明ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀᮏセ

ミࢼーの㈨ᩱࡣ、ୗグ࢘ェࣈ公開ࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋ、

⯆・関ᚰのࡿ࠶᪉ࡈࡦࡐࡣぴࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ᖾ࡛࠸

 ࠋࡿ࠶

 

表 3：Docker セミࢼープロࢢラム 

13:30㹼 

14:30 

Docker ࡿࡼコンテࢼ利用ධ門 

講ᖌ：⚟大学 ᕤ学⣔部門 情報・メディ

アᕤ学講ᗙ Ώሙ ᗣ弘 教授 

 

Docker セミࢼー: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20221128/ 

 

(4) ᑐ面利用┦ㄯ（試⾜サーࣅス）の実 

ᮏセンター࡛2014、ࡣ 年度スーࣃーコンピュー

タ SX-ACE ーコンピューࣃᙜヱスーࠋࡓࢀࡉᑟධࡀ

タࡣクラスタ࣋ࡓࢀࡉクトル型スーࣃーコンピュ

ータアー࢟テクࡀࣕࢳኚ᭦ࡽࡇࡓࡗ࡞、

利用者ࡑࡽの使࠸᪉、性能ࢳューニンࢢ関ࡿࡍ

㉁ၥᩘࡀከࡃᐤࡓࡗ࠸࠺ࡑࠋࡿ࠶ࡘࡘࢀࡽࡏ⫼ᬒ

2015、ࡽ 年度ᚋ༙ࡾࡼサイバーメディアセンターの

教⫋員ࡧࡼ࠾日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫のシステム࢚ンジニ

アࡿࡼᑐ面利用┦ㄯࢆ㐌୍度程度試⾜ⓗ開タࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚

ᮏ年度ࡣ、ᮏ制度ࢆ試⾜ⓗ実ࡋጞࡽ࡚ࡵ 8

年目ࡀࡿ࡞、年度ᘬࡁ⥆ࡁ試⾜ⓗᑐ面利用

┦ㄯࠋࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆᮏ年度の開タ実績ࡣ௨ୗの表

4 の通ࡾ、年 46 日࠾࡞ࠋࡓࡗ࡞、ᮏ年度ࡓࡲࡶ、

୍年度 2 ᭶ᚋ༙ᮇࡾࡼ᪂型コロ࢘ࢼイルスឤᰁ

(COVID-19)のᙳ㡪ࡀୡ⏺ⓗ大ࡾ࡞ࡃࡁጞࢀࡑ、ࡵ

௨㝆ࡶ COVID-19 のཬࡍࡰᙳ㡪ࡣ通年ࢆ通࡚ࡌᾘ࠼

ཤࡑࠋࡓࡗ࡞ࡣࡇࡿのࡵࡓ、ᮏ年度のᑐ面┦ㄯ
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㐲㝸࡛の利用┦ㄯࡓ࠸用ࢆールࢶ全࡚㐲㝸㓄信ࡣ

 ࠋࡓࡋ

 

表 4：2022 年度ᑐ面利用┦ㄯ❆ཱྀ 開タ実績 

᭶ 開タ㛫 
4 ᭶ 4 日 

5 ᭶ 4 日 

6 ᭶ 4 日 

7 ᭶ 4 日 

8 ᭶ 3 日 

9 ᭶ 4 日 

10 ᭶ 4 日 

11 ᭶ 4 日 

12 ᭶ 4 日 

1 ᭶ 3 日 

2 ᭶ 4 日 

3 ᭶ 4 日 

年 46 日 

 

 ᑐ面┦ㄯの内ᐜࡣከᒱΏࡾ、年ࡔ、༢ジ

ࢳ性能、ࡾࡓࡗ࠶ラーのゎỴ᪉ἲ࡛࢚実⾜のࣈࣙ

ューニンࢢ関ࡶࡿࡍの、大規模計算機システムの

利用᪉ἲ関ࡶࡿࡍの等、ከᵝࡋࡋࠋࡿ࡞␗、

ᮏ年度ࡓࡲࡶ年度同ᵝ、᪂型コロ࢘ࢼイルス

のᙳ㡪ࡶ大ࡃࡁ、”ᑐ面”利用┦ㄯ࠺࠸ᮏྲྀࡳ⤌ࡾ

のྡ⛠ࡶᝏᙳ㡪ࢆ࠼、ᮏ年度ᐤࡓࢀࡽࡏ┦ㄯࡣῶ

ᑡ2022、ࡀࡓࢀࡽ࠼⪄ࡿࡍ 年度実㝿ᐤࡓࢀࡽࡏ

┦ㄯ௳ᩘࡣ 10 ࡣࢀࡇࠋࡓࡗ࠶࡛௳ 2021 年度

SX-ACE のᚋ⥅機 SQUID スࣅサー、ࡋ稼働ࡓ᪂ࡀ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶࡇࡿࡍ㉳ᅉࡇࡓࢀࡉ開ጞࡀ

 ┦ㄯ者のពྥࡿ࠶ࡶの࡛ලయⓗࡣࡇࡍ♧㞴ࡋ

、ࡕ࠺ㄯの┦ࡓࡗ࠶ㄯの┦実㝿ࡣᮏ報告書࡛、ࡀ࠸

1 ௳のᴫせࢆ⤂ࠋ࠸ࡓࡋ 

ᅇ⤂ࡿࡍのࡿ࠶ࡣ大学教員ࡽᐤࡓࢀࡽࡏ

SQUID ࣋クトルࣀード⩌関ࡿࡍ┦ㄯ࡛ࠋࡿ࠶内

ᐜࢆせ⣙ࡿࡍ、⮬作のプロࢢラム࡚࠸࠾୪ิ計

算ࡽࡉ、ࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ計算㏿度ࡿࡏࡉୖྥࢆ᪉

ἲࡶ࠺࠸、࠸ࡓࡾ▱ࢆの࡛ࠋࡓࡗ࠶ᑐ面利用┦ㄯ

ࡣ SQUID のಖᏲ࣋ンࡿ࠶࡛ࢲ日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫

の࢚ンジニア同ᖍࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ、๓ྲྀᚓ࡚ࡋ

ラムの性能情報ࢢプロࡓ࠸ ftrace 実⾜᪉ἲ、ඖࢆ

ࡃࡼ⋠ຠࢆードࣀクトル࣋ࡸࢢアࣜンࣄの࡚࠸ࡘ

使用ࡵࡓࡿࡍのアドバイスࢆ実ࠋࡓࡋ⤖果、ᙜヱ

プロࢢラム࡛࣎トルネックࡓ࠸࡚ࡗ࡞せᅉุࡀ明

 ࠋࡓࡗ࠶࡛࠺ࡼࡓࡅࡔࡓ࠸㊊‶ࡈ大ኚ、ࡋ

ෑ頭グ㍕ࡓࡋ通ࡾ、ᑐ面利用┦ㄯࡣ年度࡛ 8

年目の実ࠋࡓࡗ࡞ᑐ面利用┦ㄯࢆ通ࡲࢀࡇ࡚ࡌ

࡛ྍ能࡛ࡓࡗ࠶計算ྍࡀ能ࡓࡗ࡞実績、᪂規利

用者の開ᣅ、ᮏ学の⏘学共同研究実績ࡗࡀ࡞ࡘࡶ

ᮏ学の㔜ࡣ࡚࠸ࡦᮏセンターⓗ⥆⥅、࡞実績ࡓ

せ࡞成果ࢣࡓࡗࡀ࡞ࡘース࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡳࡶ

࡞ࡣの࡛ࡶ࡞試⾜ⓗࡶࡽ利用者、ࡓࡲࠋࡓࡁ࡚ࡗ

ࢀ⪺ࡃከࡶኌ࠺࠸࠸ࡋ࡚ࡋ実ⓗ⥆⥅、ࡃ

⥆⥅ࡶᚋࡣᮏセンター࡛、ࡽࡇࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿ

ⓗᑐ面利用┦ㄯࢆ実ࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ

の࡛、利用者のⓙᵝࡣ㠀ᑐ面利用┦ㄯࢆ✚ᴟⓗ

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ利用

内ᐜの๓ᢕᥱ、ᑐ、ࡣ࡚ࡋ㝿ᑐ面┦ㄯ、࠾࡞

応者の☜ᐃのどⅬࡽ、┦ㄯᕼᮃ日の 3 営業日๓ࡲ

࡞ᚲせࡀண⣙、ࡾࡼージ࣌ࣈェ࢘ࡍ♧ୗグ࡛

ᮏセンターの計算機利用、性、ࡁ⥆ࡁᘬࠋࡿ࠸࡚ࡗ

能ࢳューニンࡃ࡞࡛ࡅࡔࢢ、公募利用、JHPCN ࡸ

HPCI 等の⏦ㄳ᪉ἲ等ࠎ関ࡿࡍၥࡿ࠶ࡀሙ合

ᮏセンター、ࡁࡔࡓ࠸利用Ẽ㍍ࡣࡓࡲᴟⓗ✚、ࡣ

の大規模計算機㈨※ࢆ研究ά用ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ᖾ࠸

 ࠋࡿ࠶࡛

ᑐ面利用┦ㄯ࡚࠸ࡘ（試⾜サーࣅス）： 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ftf-consult/ 

 

(5) 公募型利用制度の推進 

ᮏセンターの大規模計算機システムࢆά用ࡿࡍ研

究開Ⓨの育成・高度支援のほⅬࡽ、ᮏセンター

の大規模計算機システムの公募型利用制度ࢆ推進୰

ᮏセンターの大規模計算機システムの利用ࠋࡿ࠶࡛

電Ẽ௦分の㔠ࡿࡍᙜ┦計算㈨※㔞ࡓࡋ使用、ࡣ

㖹ⓗ㈇ᢸࡀᚲせࠋࡿ࡞同程度の性能ࢆ᭷ࡿࡍ計算

㈨※ࢆᥦ౪ࡿࡍクラ࢘ド業者ẚࡾ࡞、࡚ప

౯᱁࡞利用㈇ᢸ㔠࡛ࡶࡿ࠶ࡣのの、大規模ࡘ㛗

㛫の計算࠺⾜ࢆ研究者ࡣ࡚ࡗ研究㈝の㈇ᢸࡣ౫

࠸研究者の㈇ᢸ㍍ῶࡓࡗ࠸࠺ࡑࠋ࠸ࡁ大࡚ࡋ↛

2015、ࡣᮏセンターの公募型利用制度、ࡿ࠶ࡶどⅬ࠺

年度୰㡭ࡾࡼ議ㄽࢆ開ጞ2016、ࡋ 年度ⱝᡭ・ዪ性
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研究者支援ⴌⱆᯟ、ࡧࡼ࠾、大規模 HPC 支援ᯟࢆタ

ᐃࡋ、スタートࠋࡓࡋ

 7年目ࡿ࡞ 2022年度の公募型利用制度2021、ࡣ

年度募集ࢆ開ጞࡿࡍ、図 cf2022-sched ࡍ♧スࢣ

ジュール࡛実2022ࠋࡓࡋ 年度ࡣ、年同ᵝ、（1）

ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ࡚ࡋ 3 – 5 ㄢ㢟、（2）

大規模HPC支援ᯟ࡚ࡋ 1-2 ㄢ㢟の募集ຍ（3）、࠼

ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ 1-3 ㄢ㢟の募集ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ᮏ年度ࡣᑐ㇟ࡿ࡞システムࡣ SQUID（高性能計

算・データ分析基盤システム）ࡧࡼ࠾ OCTOPUS ࡛

ࡣ研究実ᮇ㛫ࠋࡓࡗ࠶ 2022 年 4 ᭶ 1 日ࠥ2023 年 3

᭶ 31 日ࠋࡓࡋ 

表 5：2022 年度公募型利用制度スࢣジュール 

2021 年 11 ᭶ 15 日 募集開ጞ

2021 年 12 ᭶ 17 日 募集⥾ษ

2022 年 2 ᭶୰᪪ ᥇ྰ通▱

図 16：2022 年度大規模計算機システム公募型 

利用制度募集 ᗈ報用ポスター

ᮏ公募型利用制度ࢆᗈࡃ࿘▱ࡾࡼ、ࡋከࡃの研究

者の᪉応募ࡵࡓࡃࡔࡓ࠸࡚ࡋ、ᮏ年度ࡶ、利用

者メーࣜンࣜࢢストྛ✀メーࣜンࣜࢢストຍ

図、࠼ 16 ットࣞࣇンࣃ）ᗈ報㈨ᩱࡍ♧ 4000 部、

ポスター 600 部）ࢆ作成ࡋ、学内の教員全࡚㓄ᕸ

ࠋࡓࡋ㓄ᕸࡶ国内の大学、研究所等、ࡶࡿࡍ

2022 年度ࡣ SQUID ึ᭱ࡿࡁ利用࡛ࡾࡼ年度開ጞࡀ

の年度ࡽࡇࡿ࡞、SQUID インࢨデ࡞全面ⓗࢆ

ࠋࡓࡋ᥇用࡚ࡋ

、果⤖ࡓࡋ展開ࢆᗈ報ά動࡞ᴟⓗ✚࡞࠺ࡼのࡇ

2022 年度大規模計算機システム公募型利用制度

の応募ࡣ ๓年ࠋࡓࡗ࡞௳12 2021 年度のᮏ制度

の応募ࡎࢃࡣ 7 ࡉᅇࡳ年୪、ࡀࡓࡗ࠶࡛௳

ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡓࢀ

表 6：2022 年度 ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ 

᥇ᢥㄢ㢟

௦表者ྡ （ᩗ⛠␎） 研究ㄢ㢟ྡ

ᒣཱྀ 㞞ஓ

（大阪大学  大学㝔ṑ学研

究科）

ࣞンサ⌫⳦の大規模ࣀࢤム

情報ゎ析ࡿࡼཎᅉ子の

᥈⣴

㰻ᕝ ㈼୍

（㔠ἑ大学 ⌮ᕤ研究ᇦ）

ストࣜンࡽࢢ生成ࡿࢀࡉ

アクシ࢜ンᬯ㯮≀㉁のス࣌

クトルのゎ析

ྜྷ⏣ ㈼ᕷ

（ி㒔大学 ⌮学研究科）

ཎ子᰾ᐦ度ỗ関ᩘἲࡿࡼ

ックཎ子᰾の集ᅋࢳࢰ࢚࢟

ບ㉳ࣔードの⣔⤫ⓗグ㏙：

୰性子ドࣜップ⥺㏆ഐ᰾

ྥ㉸㔜᰾の⤫୍ⓗ⌮ゎࡽ

࡚ࡅ

⫧႐㔛 ᚿ門

（大阪大学 大学㝔基♏ᕤ

学研究科）

⸆用ప分子ᵓ㐀╔目ࡓࡋ

インスࣜンゎ㞳ࡿࡅ࠾共

⁐፹和⮬⏤࢚ネルࢠーゎ析

࿘ 㟹ᚓ

（ி㒔大学 大学㝔情報学

研究科）

୪ิ計算機システムࡿ࡞␗

㛫࡚࠸࠾㐃成計算ྍ能࡞

ームワークの研究開Ⓨࣞࣇ

高 ┿

（大阪大学 大学㝔⌮学研

究科）

☢Ẽὶయシミュࣞーシࣙン

☢・の㉁㔞ཎጞᫍࡿࡼ

ሙ㝆╔㐣程の研究

୰㇂ ♸

（大阪大学 大学㝔ᕤ学研

究科）

℩ᡞ内ᾏࡿࡅ࠾እὒ㉳※

᭷機≀の動ែゎ析

Anas Santria 

（大阪大学 大学㝔⌮学研

究科）

Interaction between the 

Photo-excited ʌ System and 

the f System in 

Rare-earth-based Macrocyclic 

Ligand Complexes 

ᮏ制度࡛の応募ㄢ㢟のᑂᰝࡣ、ᮏセンター࡛タ⨨

高性能計ࡿࢀࡉᵓ成ࡽ学内・学እの研究者、ࡿࡍ

算機システム委員会࡛実ࠋࡿࢀࡉ公募型利用制度
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のᑂᰝࡣ、通ᖖ、ྛᑂᰝ委員の書面ᑂᰝᚋ、ᑂᰝ委

員୍ࡀᇽ集࠸合議ࠋ࠺⾜ࡾࡼᮏ年度のᑂᰝࡶ同

ᵝの᪉ἲ࡛ᑂᰝࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ

の⤖果、表ࡑ 6、表 7、表 8 ⱝ（1）࠺ࡼࡍ♧

ᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ 8 ㄢ㢟、（2） 大規模 HPC

支援ᯟ 1 ㄢ㢟、（3）ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ 1

ㄢ㢟ࢆ᥇ᢥ࠾࡛ࡇࡇࠋࡓࡋẼ࡙ࡓࢀࡽ࡞ࡁ᪉࠾ࡶ

ᙜࡣⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ、ࡀ࠺ᛮࡿࢀࡽ

ึのணᐃ࡚ࡋ 3-5 ㄢ㢟ࡿ࠸࡚ࡋのᑐࡋ、大ᖜ

ࡿ࠼㉸ 8 ㄢ㢟ࢆ᥇用ࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋᮏセンター

࡛の大規模計算機システム公募型利用制度࡛ࡣ、ᥦ

౪ணᐃの計算㈨※㔞ࡀチࡍ㝈ࡾ、利用者࡛ࡿ࠶研究

者ࡽのⰋ࠸研究ㄢ㢟ࢆ支援ࡇࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡋ

࡚࠼⪄ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸応募ᴟⓗ✚ࡦࡐࠋࡿࡼ

ࠋࡿ࠸

表 7：2022 年度 大規模 HPC 支援ᯟ ᥇ᢥㄢ㢟 

௦表者ྡ （ᩗ⛠␎） 研究ㄢ㢟ྡ

ᮧୖ ୟ

（大阪大学 ࣞーࢨー科学

研究所）

メガテスラ☢Ẽ⤖合ࡼ

ー⢏子ຍࢠネル࢚ᴟ㉸高ࡿ

㏿の 3 次ඖシミュࣞーシࣙ

ン

表 8：2022 年度ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ ᥇ᢥㄢ㢟 

௦表者ྡ （ᩗ⛠␎） 研究ㄢ㢟ྡ

ⓑᕝ ᓅ

（྿⏣ᚨὪ会㝔）

ᚰ⮚大⾑⟶ᡭ⾡ࡿࡅ࠾⾡

๓ホ౯ࡸ⾡者トࣞーニンࢢ

㸱次ඖ⮚ჾᙧ࡞応用ྍ能

状ࢆᚓࡵࡓࡿのディープラ

ーニンࢆࢢ用ࡓ࠸་⒪画ീ

セࢢメンテーシࣙンのྍ能

性

表 9：2022 年度公募型利用制度スࢣジュール 

2022 年 3 ᭶ 15 日 募集開ጞ

2022 年 4 ᭶ 15 日 募集⥾ษ

2022 年 6 ᭶ୖ᪪ ᥇ྰ通▱

ᮏ制度、ࢆ次年度௨㝆の公募型利用制度、ࡽࡉ

の⫼ᬒࡿ࠶ JHPCNࡸHPCIᮏ制度の㐃ᦠ関係ࢆ

ᖹ成、ࡃࡍのࡶ࡞ຠ果ⓗࡾࡼ 29 年度ࡾࡼ公募型

利用制度（㏣ຍ募集）制度のタ計࠸⾜ࢆ、実ࢆ⾜

、ࡣの公募型利用制度（㏣ຍ募集）ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

HPCI ࡸ JHPCN ࡞᥇ᢥࡶ࠺࡞⾜ࢆの⏦ㄳㄢ㢟

῭ᮏセンターの公募型利用制度࡛ᩆࢆ研究ᥦࡓࡗ

次年度௨㝆の、ࡋ HPCI ࡣ࠸ࡿ࠶ JHPCN の応募

2022ࠋࡿ࠶の࡛ࡶ࠺ࡽࡡࡶࡇࡿࡍ支援ࢆ 年度ୖࡶ

グ支援ࢆ目ⓗ࡚ࡋ推進ࠋࡓࡋ

図 17：2022 年度大規模計算機システム 

公募型利用制度 ㏣ຍ募集 ᗈ報用ポスター. 

表 10：2022 年度 ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ 

（㏣ຍ募集） ᥇ᢥㄢ㢟

௦表者ྡ （ᩗ⛠␎） 研究ㄢ㢟ྡ

ᔱᕝ ⫕

（ᮾி大学 大学㝔ᕤ学⣔

研究科）

῝ᒙ学習ࢆ用ࡓ࠸スーࣃー

コンポジット電Ẽ⤯⦕ᮦᩱ

の成

┾ᘪ ⓡ୍

（ᮾி大学 ≀性研究所）

ポࣜロタ࢟サンࡿࡅ࠾環

状分子のスライドࢲイࢼミ

クスゎ析

ᒸᯘ ᕼ౫

（大阪大学 大学㝔ᕤ学研

究科）

テーシࣙンὶのࣅࣕ࢟

CFD データ࣋ースࢆ用ࡓ࠸

データ㥑動型ࣅࣕ࢟テーシ

ࣙンࣔデルの開Ⓨ関ࡿࡍ

研究

⏥ᩫ ὒ⾜

（ᮾி⌮科大学）

表面ࢀ性ࣃターンࢆ㥑動

ຊࣇࡿࡍラクタル開ᨺ型

ᾮ、ࡿࡅ࠾イクロὶ㊰࣐

㍺㏦・集のᵓ㐀機能┦

関の⣔⤫ⓗ⌮ゎ
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ᮏ年度࡛6ᅇ目2022ࡿ࡞年度の公募型利用制度

（㏣ຍ募集）2021、ࡣ 年度ᮎࡽ 2022 年度ࡅ

࡚、௨ୗのスࢣジュール࡛実ࡓࡋ（表 図ࠋ（9 17

のᗈ報ࡇࠋࡍ♧ࢆᗈ報㈨ᩱࡓࡋ作成㏣ຍ募集用

㈨ᩱࡣ、先⾜࡚ࡋ実ࡿ࠸࡚ࡋ公募型利用制度࡛⾜

電子、ࡃ࡞ࡣの࡛ࡿࡍ㓄ᕸ࡚ࡋ紙㈨ᩱ࠺ࡼࡓࡗ

∧のࡳ作成ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

の⤖果、表ࡑ 10、表 11 ・ⱝᡭ（1）࠺ࡼࡍ♧

ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ 4 ㄢ㢟、（3） ேᕤ▱能研

究≉タ支援ᯟ 4 ㄢ㢟ࢆ᥇ᢥ・支援ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

2022、࠾࡞ࠋࡓ 年度大規模計算機システム公募型利

用制度㏣ຍ募集の応募ࡣ 14 ௳（年度ࡣ 5 （௳

 ࠋࡓࡋቑຍ大ᖜࡾ࡞

 

表 11：2022 年度 ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ 

 （㏣ຍ募集） ᥇ᢥㄢ㢟 

௦表者ྡ （ᩗ⛠␎） 研究ㄢ㢟ྡ 
బ⸨ ῟ဢ  

（大阪大学 大学㝔་学⣔

研究科） 

大規模⬚部 CT データセッ

トཬࡧㄞᙳࣞポートࢆ用࠸

ࡓ Radiomics ゎ析 

Harry Handoko Halim  

（大阪大学 大学㝔ᕤ学研

究科） 

The Elucidation of 

Non-equilibrium States of 

Heterogenous Catalysis by 

Data-driven Multiscale 

Simulation: A Case Study of 

Methanol Synthesis 

㇂ཱྀ 㝯ᬕ  

（⚄ᡞ大学 大学㝔システ

ム情報学研究科） 

῝ᒙ学習ࡿࡼ≀⌮ࣔデࣜ

ンࢢ・シミュࣞーシࣙンࣇ

ࣞームワークの展開 

℈ᮏ 㞝  

（大阪大学 大学㝔ᕤ学研

究科） 

進ⓗアルࢬࣜࢦムガ࢘

ス㐣程ᅇᖐࡿࡼ Ag（111）

表面ୖシࣜセンのᵓ㐀᥈⣴ 

 

௨ୖグ㍕࠺ࡼࡓࡋ、ᮏセンターの大規模計算

機システムの公募型利用制度ࡣ、年 2 ᅇ実ࡑ、ࡋ

の⤖果、大規模 HPC 支援ᯟ 1 ㄢ㢟、ⱝᡭ・ዪ性研

究者支援ᯟ 12 ㄢ㢟、ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ 5 ㄢ㢟

᥇ᢥⱝᡭ・ዪ性研究者支援ᯟࠋࡓࡋ᥇ᢥ・支援ࢆ

ࡓࢀࡉ 12 ㄢ㢟ࡣ、国内のスーࣃーコンピュータࢆ᭷

ネットワࠕࡿࡍ推進࡚ࡋ㐃ᦠࡀ計算機センターࡿࡍ

ーク型ࠖ共同利用・共同研究ᣐⅬ JHPCN（学㝿大規

模情報基盤共同利用・共同研究ᣐⅬ）のⴌⱆ研究

2019、ࡣᮏ年度ࠋࡿ࠸ᚓ࡚ࢆのㄆᐃ࡚ࡋ 年度≉タ

通算࡛、ࡾ࠶ࡀ応募ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟࡓࡋ

6 ㄢ㢟目の᥇ᢥ୍ࠋࡓࡗࡀ࡞ࡘ年度の年報࡛ࡶ

報告ࡀࡓࡋ、大規模 HPC 支援ᯟ、ⱝᡭ・ዪ性研究者

支援ⴌⱆᯟ応募ࡓࢀࡉ⏦ㄳㄢ㢟ࢆ見ࡿ、ேᕤ▱

能研究≉タ支援ᯟ応募ࡶ࡚ࡋࢆၥ㢟࠸࡞ㄢ㢟ࡶ見

大規模ࠋࡿࢀࡽ HPC 支援ᯟ、ⱝᡭ・ዪ性研究者支援

ᯟࡶࢀࡎ࠸高利用⋡ࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡀ OCTOPUS 利用

ࡿ࠶ࡀഴྥࡿ࡞ࡃపࡀ⋠᥇ᢥࡣ研究ㄢ㢟ࡿࡍᕼᮃࢆ

ࡤ͆ࢃ࠸ࡣேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ、ࡵࡓ 目͇࠸ࡽࡡ

ேᕤ▱能ࠎᚎ、ࡋࡋࠋࡓ࠸࡚࠸⥆ࡀ状況ࡿ࠶࡛

研究≉タ支援ᯟࡀㄆ▱ࡓࡲ、ࡶࡿࢀࡉ、ேᕤ

▱能研究関㐃ࡓࡋ計算ニーࡸࢬせồࡀᣑ大ഴྥ

2023、࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠶ 年度ࡣ≉タᯟࡽᖖタᯟ

のኚ᭦ࡀணᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮏセンター࡛ࡣ、利用者

の計算ニーࡸࢬせồࡕ࠸᪩ࡃ応ࡋ、ᰂ㌾ᮏ制

度ࢆタ計࡛ࡇࡿࡍ、利用者の研究開Ⓨࢆ支援ࡋ

ࡈᮏセンターの公募型利用制度のࡁ⥆ࡁᘬࠋࡿ࠸࡚

利用᳨ࡈࢆウࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ᖾࡾࡼࠋࡿ࠶࡛࠸ヲ⣽࡞

情報ࡣୗグ࢘ェ࣌ࣈージྲྀࡽᚓྍ能࡛ࡿ࠶の࡛、

㠀ཧ↷ࠋ࠸ࡓࢀࡉ 

 

公募型利用制度 web: 

http://www.hpc.cmc.osakau.ac.jp/service/intro/research_propo

sal_based_use/（日ᮏ語） 

http://www.hpc.cmc.osakau.ac.jp/en/service/intro/research_pro

posal_based_use/（ⱥ語） 

 

2022、࡚࠸⥆  年度公募型利用᥇ᢥ者の成果報告会

ᮏセンターの公募型利用制度࡛ࠋࡿࡍ報告࡚࠸ࡘ

研究成果の報告ࡃ࡞ࢀࡶㄢ㢟᥇ᢥ者のⓙᵝ᪉、ࡣ

Ⓨ表ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋົ⩏ࢆࡇࡃࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆのࡇ

、ࡣᮏセンターの大規模計算機システムの利用、ࡣ

ᮏ来、利用ࡓࡋ計算機㈨※㔞ᑐ応ࡿࡍᾘ㈝電ຊの

電Ẽ௦㔠┦ᙜの利用㈇ᢸ㔠ࢆ研究者㈇ᢸࡃࡔࡓ࠸

公募型利用制度の᥇、ࡋᑐのࡿ࠸࡚ࡋ❧成࡛ࡇ

ᢥㄢ㢟者の利用ࡿࡍ計算機㈨※㔞ᑐ応ࡿࡍ利用㈇

ᢸ㔠ࡣサイバーメディアセンターࡀ㈇ᢸࡿࡍ⤌ࡳ

ᮏセンタ、ࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿࡍ来⏤ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞

ーࡀ利用㈇ᢸ㔠ࢆ㈇ᢸ࡛ࡇࡿࡍ、᥇ᢥㄢ㢟者ࡀᮏ

センターの大規模計算機システムࢆ使࠸の࡞࠺ࡼ
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研究ࢆ推進࡚ࡋࡑ、ࡋ、ᮏ制度の目ⓗの୍ࡿ࠶࡛ࡘ

HPCI ࡸ JHPCN ࡇࡿࡍⅬ᳨・☜ㄆࢆのㄢ㢟Ⓨ展性

 ࠋࡿ࠶

 ᮏ年度の公募型利用制度報告会2023、ࡣ 年 3 ᭶ 9

日、10 日開催ࠋࡓࡋᮏ年度の開催ࡣ、᪂型コロࢼ

ࡗ࠶ࡣ状況࡛ࡓࡁ࡚ࡋᨵၿ大ᖜࡶイルスのᙳ㡪࢘

 ࠋࡓࡋンライン࡛の開催࢜、ࡀࡓ

2022 年度 公募型利用制度成果報告会: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20230309/ 

 

の報告࡚࠸ࡘ公募型利用制度成果報告会、ࡓࡲ

㏵、ᮏ報告書ู、ࡣ p.163 ↷の࡛ཧࡿ࠸࡚ࡋグ㍕

 ࠋ࠸ࡓࢀࡉ

 

(6) HPCI/JHPCN ᥇ᢥㄢ㢟の支援 

JHPCN(Joint Usage/Research Center for 

Interdisciplinary Large-scale Information Infrastructure)、

࠾ ࡼ ࡧ 、 HPCI(High Performance Computing 

Infrastructure) ࡶࢀࡎ࠸、ࡣᮏセンターࡣᵓ成ᣐⅬ

HPCIࠋࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆᙺ࡞㔜せ࡚ࡋ 全ிࠖࠕ、ࡣ

国の大学ࡸ研究機関タ⨨ࡓࢀࡉスーࣃーコンピュ

ータࡸストࣞージࢆ高㏿ネットワーク(SINET5)࡛⤖

共用計算࡞㠉᪂ⓗࡿ࠼応ࢬニーࢨーࣘ࡞ከᵝ、ࡧ

環境基盤࡛ࡾ࠶、JHPCN 、ᾏ㐨大学、ᮾ大学ࡣ

ᮾி大学、ᮾிᕤ業大学、ྡྂᒇ大学、ி㒔大学、

大阪大学、ᕞ大学ࢀࡒࢀࡑ㝃⨨ࡿࡍスーࣃーコ

ンピュータࢆᣢࡘ 8 ᮾி、ࡋᵓ成ᣐⅬࢆのタࡘ

大学情報基盤センターࡑࡀの୰᰾ᣐⅬ࡚ࡋ機能ࡍ

࠶ネットワーク型ࠖ共同利用・共同研究ᣐⅬ࡛ࠕࡿ

 ࠋࡿ

 HPCI ࡧࡼ࠾ JHPCN ࡾࡼ全国の研究者ࡶࢀࡎ࠸ࡣ

研究ㄢ㢟の公募࠸࡞⾜ࢆ、ㄢ㢟ᑂᰝࢆ⤒࡚、᥇ᢥㄢ

㢟計算㈨※ࢆࡾᙜ࡚ࠋࡿᵓ成ᣐⅬࡣ、

HPCI/JHPCN ࠸࡚ࡋ支援・育成ࢆ研究ㄢ㢟ࡿࡀ⧄

ᮏ、ࡽどⅬ࡞࠺ࡼのࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀࡇࡃ

センター࡛ࡶ、ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ、大規

模 HPC 支援ᯟࡽᵓ成ࡿࡍ⊂⮬の公募型利用制度

ࢆ 2016 年度ࡾࡼ実2019ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 年度ࡣࡽ、

大規模࡞計算能ຊࢆᚲせࡿࡍேᕤ▱能分㔝の研究

支援のほⅬࡽ、ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟࢆタ⨨ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚

 2022 年度ࡣ、ᮏセンターの計算㈨※ࢆ利用ࡿࡍ

HPCIࡧࡼ࠾ JHPCNのㄢ㢟合計 30௳（JHPCN 12௳、

HPCI 18 ・大規模計算機利用支援、ࢀධࡅཷࢆ（௳

研究支援ࠋࡓࡗ࡞⾜ࢆHPCI ࡧࡼ࠾ JHPCN ࡛のཷࡅ

ධࢀㄢ㢟ࢆ௨ୗの表 12 表ࡧࡼ࠾ 13  ࠋࡍグ

 ᮏ年度ࡣ、年度ᙜึࡾࡼ SQUID ࡞稼働開ጞࡀ

のㄢࡃከࡶ࡚ࡋẚ㍑年度実績、ࡵࡓのࡑࠋࡓࡗ

㢟ࢆ᥇ᢥ࡛ࠋࡿ࠼⪄ࡓࡁᘬࡁ⥆ࡁᮏセンターの大

規模計算機システムࡈࢆ利用࠺ࡼࡿࡅࡔࡓ࠸✚ᴟⓗ

࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆᗈ報、利用者支援࡞

 ࠋࡿ࠸

 

 

表 12：ᮏセンター利用の HPCI ㄢ㢟 

ᯟ 
௦表者ྡ 

（ᩗ⛠␎） 
研究ㄢ㢟ྡ 

HPCI 
システム

୍⯡ㄢ㢟 

⏫⏣ṇ༤ 

（ᕞ大学 

大学㝔⌮学研究㝔 ᆅ⌫

ᝨᫍ科学部門） 

ᫍᙧ成ᝨᫍᙧ成

分㔝ࢆᶓ᩿ࡿࡍ大

規模ᩘ್シミュࣞ

ーシࣙン 

ዟᮧᖾᙪ 

（㤶ᕝ大学  㐀ᕤ学

部） 

Ᏻ全・Ᏻᚰࢆ目ᣦ

大型ほගバスࡓࡋ

のẼタ計࢘ィ

ルスの高ຠ⋡㝖 

大ᓥఙ⾜ 

（ᾏ㐨大学 ᕤ学研究

㝔 機ᲔᏱᐂᕤ学部門） 

⯟✵機用࢚ンジン

⇞↝ჾὶࢀラージ

ディ・シミュ࢚・

ࣞーシࣙンの実ド 

㔠㇂和⮳ 

（⟃Ἴ大学 ᩘ⌮≀㉁⣔ 

Ᏹᐂྐ研究センター） 

Gradient flow ࡼ

⇕ⅬQCDの⌮≀ࡿ

ຊ学 

 

㛗ᓟኴ㑻 

（大阪大学 大学㝔⌮学

研究科 Ᏹᐂᆅ⌫科学ᑓ

ᨷ） 

ά動㖟Ἑ᰾ࣇィー

ドバックᏱᐂの

学ởᰁ 

 

ⴗ⏣ඞ⨾ 

（㜵⾨大学ᰯ） 

Ỉ୰ Tetra-PEG ࢤ

ルの㈇の࢚ネルࢠ

ーᙎ性⢓ᙎ性の

分子ㄽⓗゎ明 
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㮖ὠோᚿ 

（රᗜ┴❧大学 大学

㝔シミュࣞーシࣙン学

研究科） 

シクロデ࢟ストࣜ

ン⣔ᯫᶫ高分子ࡀ

分子྾≉性ࡘࡶ

の⥙⨶ⓗ᥈⣴ᮦ

ᩱタ計の展開 

୰ᔱ浩அ 

（㔞子学研究協会研

究所） 

ᒁ所シュࣞーディ

ンガー᪉程ᘧἲ

基࡙ࡃཎ子・分子

の⢭ᐦ㔞子学計

算 

ᮡᮧዉ㒔子 

（රᗜ┴❧大学 大学㝔

情報科学研究科） 

メࢯスࢣールの境

⏺₶ᦶ᧿ࡅ࠾

シミュࣞࡁ↝ࡿ

ーシࣙンࣔデル開

Ⓨࡑの高㏿、

ࢣスࢳル࣐ࡧࡼ࠾

ール 

HPCI 
システム 
ⱝᡭேᮦ 
育成ㄢ㢟 

⫧႐㔛 ᚿ門 

（大阪大学 大学㝔基

♏ᕤ学研究科） 

ῧຍ分子のᐁ能基

インスࡓࡋ目╔

ࣜンゎ㞳の共⁐፹

ーゎࢠネル࢚⏤⮬

析 

Marco Edoardo 

Rosti 

（OIST Complex fluids 

and flows Unit Rosti Uni） 

Direct numerical 

simulations of 

turbulence of 

non-Newtonian 

fluids 

Kim Sang Won 

（ᾏ㐨大学 MSE 

Computational Fluid 

Mechanic Lab.） 

OpenFOAM ࠸用ࢆ

ェーバーᩘ࢘高ࡓ

の大型ẼἻ⩌ὶࢀ

の大規模ᩘᩘ್計

算 

HPCI 
システム 
⏘業利用 

ㄢ㢟 

⛙㔝 ┿⏤㤶 

（ᰴᘧ会♫デンࢯー 

 （テࣜアル研究部࣐

分子動ຊ学計算

ンᾮయ/電࢜イࡿࡼ

ᴟ⏺面㏆ഐの CO2

⁐ゎ≉性ホ౯ 

ඖ⿱ஓ 

（ᰴᘧ会♫日ᮏ学⾡サ

ポート） 

のデ᩿・ࡘ࠺

⒪ࡓࡅྥ 4D ⬻

機 能 画 ീ Deep 

Learning ゎ析 

ᑺ㙂ᬊ 

（アࣅࢬルᰴᘧ会♫） 

3 ẁከᏍ✰ࢆ用࠸

ロʊ࢚ㄪ⠇ᘚのࡓ
ジࣙンᢚ制関ࡍ

 研究ࡿ

HPCI 
システム

⏘業試⾜ 
ㄢ㢟 

（トライ

アルࣘー

ス） 

῝ᕝ ᏹ樹 

（DeepFlow ᰴᘧ会♫） 

ニューラルࣇラࢢ

ネットワークࢆ用

ὶయシミュࣞࡓ࠸

ーシࣙン 

᪂型コロ

イル࢘ࢼ

スࡴྵࢆ 
ឤᰁᑐ

応 HPCI
⮫公募

ㄢ㢟 
 

ỿ ྩ೧ 

（⇃ᮏ大学学㝔先ᑟ

機ᵓ ࣇロンティアデー

タサイ࢚ンス݄研ᐤ

㝃講ᗙ） 

分子動ຊ学ἲࡼ

ェンࣇラࢢ㓟ࡿ

の࢘イルスᢚ制機

ᵓのゎ明 

HPCI 
システム 
⏘業᭷ൾ

ㄢ㢟 

Ὢୖ ၏୍ 

（✚Ỉ学ᕤ業ᰴᘧ会

♫ R㸤D センター 先進

ᢏ⾡研究所） 

全ཎ子型分子動ຊ

学計算ࡿࡼ⢓╔

⢓╔の

ぶ和性ホ౯ 

 

表 13：ᮏセンター利用の JHPCN ㄢ㢟. 

௦表者ྡ （ᩗ⛠␎） 研究ㄢ㢟ྡ 
ⴗ⏣ ඞ⨾ 

（㜵⾨大学ᰯ） 

GPU୪ิ計算ࡿࡼ高分子

ᮦᩱ⣔シミュࣞーシࣙンの

高㏿ᢏἲの᳨ウ 

᳃⏣ ᑲ 

（大阪大学 ⏘業科学研究

所） 

CT 画ീ῝ᒙ学習ࢆ用࠸

㦵᱁ᶆᮏୖのᙧែ学ⓗኚࡓ

␗のྍどⓎ見 

㣤⏣ ᆂ 

（高▱大学 教育研究部 

⮬↛科学⣔⌮ᕤ学部門） 

高ᐦ度㡿ᇦ࡛ࡲ㐺用ྍ能࡞

ࣔンテ࢝ルロἲの開Ⓨ᭷

㝈ᐦ度㸰࢝ラーQCD の┦

図のỴᐃ 

岩ᓮ ᫀ子 

（大阪公❧大学） 

⣲⢏子≀⌮学実験の機Ე

学習の㐺用研究 

ᮧ⏣ ྐ 

（情報通信研究機ᵓ ࢯー

シࣕルイ࣋ࣀーシࣙンࣘニ

ット 総合テスト࣋ッド研

究開Ⓨ推進センター） 

HPC 高㏿通信ᢏ⾡の融合

大規模データのᣐⅬࡿࡼ

㛫㌿㏦ᢏ⾡開Ⓨ実データ

 システム実ド試験ࡓ࠸用ࢆ

ᮧ⏣ ᛅᙪ 

（関す大学 総合情報学部） 

合成ேཱྀプロジェクト：

mdx 合成ேཱྀデータࡿࡼ

 ースのᵓ⠏࣋
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ἑ ᐶஅ 

（ᮾ大学サイバーサイ࢚

ンスセンター） 

センター㛫㐃ᦠࡿࡼᰂ㌾

研ࡿࡍ関計算㈨※ᥦ౪࡞

究 

関ཱྀ ᐀⏨ 

（国ኈ⯓大学 ⌮ᕤ学部 基

♏⌮学⣔） 

᱁子 QCD イラル࢝ࡿࡼ

ᑐ⛠性ス࢝ラー୰㛫子㉁

㔞生成機ᵓの研究 

ୗᕝ㎶ 㝯ྐ 

（ᮾி大学 情報基盤セン

ター） 

大規模アプࣜࢣーシࣙンの

高性能࡞実用ⓗアクセラࣞ

ータᑐ応ᡭἲ 

ᮡᮌ ❶⩏ 

（ᾏ㐨大学 情報基盤セ

ンター） 

次ୡ௦学⾡情報基盤ࡅྥ

㊶ェアの実࢘トࣇࢯ基盤ࡓ

ⓗ࡞研究・開Ⓨ・ホ౯ 

㕥ᮌ ᜏ㞝 

（大阪大学 ᰾≀⌮研究セ

ンター ᰾≀⌮⌮ㄽ研究部

門） 

Dirac ὶࣔࣀポールࡿࡼ

QCD の࢝ラー㛢ࡌ㎸ࡵ機

ᵓのࣔンテ・࢝ルロ研究 

ᶓ⏣⌮ኸ 

（ᮾிᕤ業大学 学⾡国㝿

情報センター） 

Hierarchical low-rank 

approximation methods on 

distributed memory and 

GPUs 

 

(7) 大規模計算機システム࢘ェࣈ、内メールの 2

国語運用 

ᮏ学ࡿࡅ࠾␃学生、እ国ே研究者のቑຍࡶ

ࣈェ࢘ᮏセンターの大規模計算機システム、࠸࡞

ᑐࡿࡍⱥ語のᮇᚅࡀ高ࡑࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾࡲのࡵࡓ、

大 規 模 計 算 機 シ ス テ ム ࢘ ェ ࣈ

(http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp)ࢆ大ᖜࣜニューア

ル࡚ࡋ௨来、大規模計算機システム࢘ェࣈのⱥ語

ⱥ語ࡧࡼ࠾日ᮏ語࡚࠸ࡘ大部分、ࡾ࠾࡚ࡋ推進ࢆ

の୧言語࡛の情報公開ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᮏ年度ࡶ、ᮏ

センターの大規模計算機システム業ࡾࡼⓎ信ࡿࡍ

情報ࡾࡂࡿࡁ࡛、ࡣ日ᮏ語ⱥ語の୧言語࡛のᥦ

౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆWeb ࡡᴫࡣのⱥ語࡚࠸ࡘージ࣌

成ࡦࡐࠋࡿ࠶ࡘࡘࡋ成度ࢆ見࡚ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ᖾ࠸

 ࠋࡿ࠶࡛

 

(8) 2021 年度利用者アンࢣートの実 

ᮏ年度ࡶ年同ᵝ、ᮏセンターの利用者ࢆᑐ㇟

ࡅ࠾ᮏセンターの大規模計算機システム業、

᪉、OCTOPUSࡾ࠶サポートのࢨᚋのࣘー、ࡿ ࢆ

᪉、次ᮇスーࡾ࠶ᚋの計算機運用のࡓࡋࡵࡌࡣ

ࡿࡍウ᳨࡚࠸ࡘーコンピュータシステムのᑟධࣃ

㝿のཧ⪃ࢆࡇࡿࡍ目ⓗ2021、ࡋ 年度利用者ア

ンࢣートࢆ 2022 年 5 ᭶ 16 日ࡽ 6 ᭶ 30 日のᮇ㛫

実ࠋࡓࡋ 

アンࢣートの内ᐜࡣ、年同ᵝ、 

 

＊ 利用者情報 

＊ 大規模計算機システムのࡈ利用᪉ἲ࡚࠸ࡘ 

＊ 大規模計算機システムの‶㊊度࡚࠸ࡘ 

＊ ົᡭ⥆࡚࠸ࡘࡁ 

＊ 利用㈇ᢸ㔠支援制度࡚࠸ࡘ 

＊ ࣘーࢨ支援࡚࠸ࡘ 

＊ ᚋの大規模計算機システムのせᮃ 

 

ᮏア、ࡁ⥆ࡁᘬ年度ࠋࡓࡋ㉁ၥ࡛ᵓ成ࡿࡍ関

ンࢣート࡛、ࡣの࡞࠺ࡼ分㔝の研究者、ࡀのࡼ

利用ࢆラࣜࣈライࡸールࢶ࡞࠺ࡼの、用㏵࡛࡞࠺

ᮏセン、ࡀࠎの研究者の᪉ࡽࢀࡑ、࡚ࡋࡑ㸽ࡓࡋ

ターの大規模計算機システムᑐ、࡚ࡋの࡞࠺ࡼ

せᮃࢆᣢ、ࡕの࠺ࡼ‶㊊ࡿ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸の㸽

目ࢆࡇࡿࡍᢕᥱࢆの࡞ࡕᣢ࠾ࢆ‶࠺ࡼの

ⓗࠋࡿ࠸࡚ࡋ㡬ࡓ࠸ᅇ⟅ࡣ࡚࠸ࡘ、大規模計算

機システム業ࢆᢸᙜࡿࡍ教⫋員࡛共᭷・分析ࡋ、

システムࡧࡼ࠾サーࣅスのᨵၿ・ᨵⰋᙺ❧࡚࡚࠸

 ࠋࡿ

௨ୗ࡛ࡘࡃ࠸、ࡣの㡯目࡚࠸ࡘのᅇ⟅ࡲࢆ

 ࠋࡿࡵ

 

利用者࡚࠸ࡘ： 

 

 

図 18：ᅇ⟅者のᑓ門研究分㔝 
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ᮏセンターの利用者࡚࠸ࡘの情報ࡵࡲࡾྲྀࢆ

ࡓᚓࢆ⟆ᅇ、ࢁࡇࡓ ࡅࡔ大学（大阪大学ࡀ68.42%

企ࠋࡓࡗ࠶研究者࡛ࡿࡍ所ᒓ（全国の大学ࡃ࡞࡛

業の᪉、学⾡研究機関ࡽのᅇ⟅ࡣ 5.26%、7.89%程

度࡛ከࡃᚓࠋࡓࡗ࡞ࢀࡽ年㱋ᒙ34-25、ࡣ࡚ࡋ

ṓ 28.95%、35-44 ṓ 26.32%、45-54 ṓ 21.05%、55-64

ṓ 15.79%、65 ṓ௨ୖ 7.89%、24 ṓ௨ୗ ࠺࠸2.63%

内ヂ࡛ࠋࡓࡗ࠶研究分㔝ᩘࡣ≀⣔科学ࢆᑓ門分㔝

全యのࡀ᪉࠺࠸ 図）ࡓࡗ࠶38.64%࡛ ᕤ学分ࠋ（18

㔝ࢆᑓ門分㔝࠺࠸᪉ࡣ 28.95%、་ṑ⸆学分㔝ᅇ

ࡣ᪉ࡓࢀࡉ⟆ ⣔科学≀ᩘࡣ年度ࠋࡓࡗ࠶13.16%࡛

のࡓࡗ࠶⣙㸵程度࡛ࡀ᪉ࡓࢀࡉ⟆ᅇᑓ門分㔝ࢆ

࡛、ᮏ年度ࡣᑡࡋᅇ⟅者集合ࡿ࡞␗ࡀ⤖果࡚ࡗ࡞

 ࠋࡿ࠸

 

利用‶㊊度࡚࠸ࡘ： 

ᮏセンターの大規模計算機システム業ࢆホ౯ࡍ

大規模計算機システムの‶㊊ࡿ࡞㔜せࡶ࡛᭱ୖࡿ

度関ࡿࡍ㉁ၥᑐࡿࡍᅇ⟅ࡶࡓࡵࡲࢆのࡀ、図

19、図 20 大規模計、ࡣ㉁ၥࡿࡍ関㊊度‶ࠋࡿ࠶࡛

算機システムࡕࢃ࡞ࡍ、ࡈ、⌧᭷（2021 年度Ⅼ）

の SQUID、OCTOPUS 利用‶㊊、࡚࠸ࡘࢀࡒࢀࡑ

度、‶㊊Ⅼ、‶Ⅼ、ᥦ౪ࣇࢯト࢘ェアᑐࡿࡍせ

ᮃࢆ㉁ၥࠋࡓࡋ 

 

 

図 19：SQUID 利用‶㊊度 

 

図 20：OCTOPUS 利用‶㊊度 

、㊊‶ࡸࡸ、㊊‶、ࡣ࡚࠸ࡘ利用‶㊊度、࠾࡞

࠸࡚ࡋ‶、‶、利用ࡸࡸ、࠸࡞࠼࠸ࡶࡽࡕ

ᅇࠖ࠸࡞࡚ࡋ利用ࠕ、ࡀࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋ㑅ᢥࢆ࠸࡞

図ࡣ利用者ࡓࡋ⟆ 19、図 20  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㝖እࡣ࡛

ᙜ、ࡣ࡚࠸ࡘタၥの‶㊊Ⅼ、‶㊊Ⅼࡃ⥆ࡓࡲ

ヱシステムࢆ利用ࡓࡋ᪉のࡽࡳのᅇ⟅ࡅཷࢆࡅ

 、ࡣ⟆㊊Ⅼ、‶㊊Ⅼのᅇ‶ࠋࡓ

 

  ジࣙࣈ実⾜（ᚅࡕ㛫、࢟ューᵓ成等） 

  計算㈨※の性能 

  （計算㏿度、メࣔࣜᐜ㔞、ࣀードᩘ） 

   開Ⓨ環境（コンࣃイラ、࢚ディタ等 

 （ࡇࡿࡍ関ンド࡛の作業࢚ロントࣇ  

   ࣇࢯト࢘ェアの✀㢮 

  ストࣞージ（ᐜ㔞、IO ㏿度） 

  ࣘーࢨサポート 

  ࡑの 

  ࡋ࡞ 

 

の௵ពᩘの㡯目ࢆ㑅ᢥ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ᪉ᘧࠋࡓࡋᥦ౪

ࡅࡅグ㏙࡛ཷ⏤⮬ࢆせᮃࡣ࡚࠸ࡘェア࢘トࣇࢯ

 ࠋࡓ

 図 19、図 20 の⤖果ࡽ、SQUID ࡧࡼ࠾ OCTOPUS

ᙜヱシスࡣ⟆㊊のᅇ‶ࡸࡸࡣ࠸ࡿ࠶㊊‶、࡚ࡋᑐ

テムࢆ利用ࡿ࠸࡚ࡋᅇ⟅者の ࡚ࡗ࡞77.7%、96.5%

ࠋࡿࢃࡀࡇࡿ࠸ᚓ࡚ࢆ利用者‶㊊度࠸高、ࡾ࠾

୍᪉、SQUID ࡓࡋ⟆ᅇ‶ࡸࡸ、‶ࡣ࡚࠸ࡘ

᪉ࡀࡓࡗ࡞ࢀࡽ࠾ࡣ、OCTOPUS ‶ࡸࡸࡣ࡛

ᅇ⟅ࡓࢀࡉ᪉ࡀ 5.6%見ࠋࡓࢀࡽ  

次、図 21、図 22  SQUID システムの‶㊊Ⅼ、

‶㊊Ⅼᑐࡿࡍᅇ⟅⤖果ࢆグࡽࢀࡇࠋࡍの⤖果

SQUID、ࡽ 利ࡣ࡚࠸ࡘ計算㈨※の性能ࡣ࡚࠸ࡘ

用者の ࠋࡿࢃࡀࡇࡿ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸㊊‶ࡽ60%

SQUID ࡣ 2021 年度ࡣ࡚࠸࠾、Intel 製 Ice Lake ୡ

௦プロセッサ、NVIDIA 製 GPU A100、NEC 製࣋ク

トルプロセッサ NEC SX Aurora-TSUBASA type20A

大規模クラスタ࡛ࡓ࠼ഛࢆ᪂プロセッサ᭱ࡓࡗ࠸

࠼⪄ࡿ࠸࡚ࢀࡉホ౯ࡃ高利用者ࡣのⅬࡇ、ࡾ࠶

ࢀࡉ⟆ᅇࠖࡋ࡞ࠕࡿ見ࢆ᪉、‶㊊Ⅼ୍ࠋࡿࢀࡽ
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同ᩘの利用者ࡓ 30%ᙉࡀジࣙࣈ実⾜（ᚅࡕ㛫、

 ࠋࡿࢃࡓࡲࡶࡇࡿ࠶‶㊊࡛（ューᵓ成等࢟

 、ࡿࡼ⟆ᅇࡓࢀࡉグ㍕࡚ࡋ⏤⌮のࡑ 

 

 

図 21：SQUID ‶㊊Ⅼ 

 

 

図 22：SQUID ‶㊊Ⅼ 

 

大᭱ࠕ * 24 㛫ࡀࡍ࡛ࡇ࠺࠸㸪࠺ࡶᑡࡋ㛗ࡃ使

  ࠖࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀሙ合࠸ࡓ࠸

jobࠕ * クラス࡛᭱大実⾜㛫 24 㛫ࡣ≀㊊ࠋ࠸࡞ࡾ

sx-ace ᙜの実⾜㛫ࡿ࠶ࡀᎰࠖࠋ࠸ࡋ 

 

⌮‶ࡀのࡶࡿࡍ関実⾜㛫ࣈ大ジࣙ᭱ࡓࡗ࠸

ᮏ報告書、ࡣ࡚࠸ࡘのⅬࡇࠋࡓࢀࡉᩓ見࡚ࡋ⏤

ᇳ➹Ⅼࡣ࡚࠸࠾、᭱㛗 120 㛫࡛ࡲのジࣙࢆࣈ

ᢞධྍ能ࡽࢀࡇ、ࡾ࠾࡚ࡋの‶Ⅼࡣゎᾘ࠸࡚ࡋ

120、ࡽࡉ、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡿࡅࡔࡓ 㛫௨

利用者のࡣᮏセンター࡛、ࡶ࡚࠸࠾ሙ合ࡿ࡞ୖ

計算せồᰂ㌾ᑐ応ࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡋの࡛、ᮏ

センターẼ㍍ࡈ┦ㄯࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ᖾࠋࡿ࠶࡛࠸ 

 、࡚ࡋ⏤⌮‶Ⅼの、ࡓࡲ 

 

㸪OCTOPUSࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ࡀ電ຊのⅬ࡛᪉ࠕ * 

ẚ࡚ポイントᾘ㈝ࡀ大࠸ࡁⅬࠖ 

 

ࡀ⟆ᅇࡿࡍᑐ利用㈇ᢸ㔠࠺క⾜実ࣈジࣙ࠺࠸

動作࿘Ἴᩘ、ࡣプロセッサ࡞㏆年の高性能ࠋࡓࡗ࠶

࠸࡚ࢀࡉタ計࡛ࢳアプローࡍࡸቑࢆコアᩘࡃ࡞ࡣ࡛

ࢆードࣀ㸯ࡶ࡚ࡋ࠺、ࡵࡓのࡑࠋࡿ 1 㛫利用࠸

大ࡣ利用㈇ᢸ㔠ࡃࡔࡓ࠸㈇ᢸ利用者ሙ合ࡃࡔࡓ

実㝿、OCTOPUSࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡃࡁ 1CPU、ࡣ࡛ ࠶

ࡾࡓ 12 コア࡛ࡓࡗ࠶のᑐࡋ、SQUID ࡣ࡛ 38 コア

ᮏセンターの、ࡣ࡚ࡋᮏセンターࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

大型計算機システムࢆᏳᐃࡘᐃᖖⓗ運㌿࠸࡚ࡋ

㝿のᾘ㈝電ຊ┦ᙜ分の࠺కの利用ࡇ、ࡣࡵࡓࡃ

㈝用関ཷࡣ࡚ࡋ┈者㈇ᢸࢆࡿࡊࡏᚓ࠸࡞のࡀ実

情࡛ࡾ࠶、ᮏセンター᭱ࡣ࡚ࡋప㝈の利用㈇ᢸ㔠

࡞ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࡅࡔࡓ࠸ゎ⌮ࡈࠋࡿ࠸࡚ࡋタᐃࢆ

SQUID、࠾ 同୍サーバࣈの利用者のジࣙ、ࡣ

のሙ合、利用㈇ᢸࡑࠋࡿ࠶能࡛ྍࡶࡇࡿࡍ共᭷ࢆ

㔠ࡣᑡࠋࡿ࡞ࡃ࡞サーバ内の全࡚の㈨※ࢆ利用࡞ࡋ

クラスࣈሙ合、ジࣙ࠸ SQUID-S の利用᳨ࢆウࡔࡓ࠸

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅ

 

 

図 23：OCTOPUS ‶㊊Ⅼ 

 

 

図 24：OCTOPUS ‶㊊Ⅼ 

 

 、ࡿࡍ関スの⮬⏤度ࣅ計算サー、ࡽࡉ 
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MATLABࠕ * ࡿࡁ利用࡛スクࣜプシࣙンⓗࣈサࡀ

 ࠖࠋࡓࡋࡲ࠸ᛮ࠸ࡼ、ࡿ࠶࡞スࣅサー

 

の、ࡣ࡚࠸ࡘのⅬࡇࠋࡓࢀࡽ見ࡶ⟆ᅇࡓࡗ࠸

利用者のษࡾ分ࡅ等ࡽࡀ࡞࠼⪄ࢆ、ᮏセンターの計

算サーࣅスの高度ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚࠼⪄ࢆ 

次、図 23、図 24  OCTOPUS システムの‶㊊

Ⅼ、‶㊊Ⅼᑐࡿࡍᅇ⟅⤖果ࢆグࠋࡍOCTOPUS

2017、ࡣ࡚࠸ࡘ 年 12 ᭶稼働ࡓࡋスーࣃーコン

ピュータ࡛ࡵࡓࡿ࠶ᚎࠎ EoL（End of Life）ࡕࡀ

図ࡶ࡛ࢀࡑ、ࡋࡋࠋࡿ࠶ࡘࡘࡁ࡙ 23 、ࡿ見ࢆ

計算㈨※の性能ࡔࡲࡣከࡃの利用者の᪉‶㊊࠸

見ࢆ᪉、‶Ⅼ୍ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㝈࠸ࡋᎰࡾ࠾࡚࠸ࡔࡓ

SQUID、ࡿ ࡶࢆ‶ࡿࡍᑐ⾜実ࣈジࣙࡃࡌ同

ࡀᅇ⟅者ࡘ 23%程度ࡇࠋࡓࢀࡽ࠾のⅬ࡚࠸ࡘ、⮬

⏤グ㍕のᅇ⟅ࢆ見ࡿ、 

 

 ࠖࡍࡲ࠸࡛ࢇΰࡶࡘ࠸ࠕ 

のᚅࡾ࡞ࡔ㸪共用利用ࡃ࡞ᑡࡀードᩘࣀ総ࠕ 

㸪ࡋ集୰ࡿ࡞㸪༞ㄽಟㄽᮇ≉㸬ࡿ࠶ࡀ㛫ࡕ

スピードឤ࡚ࡗࡶࢆ使用࡛ࡓࡗ࡞ࡁ㸬ࠖ 

 ࠖࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿ࡞ࡃ㐜ࢀࡲࡀ⾜の進ࣈジࣙࠕ 

 

の࠺ࡼᚅࡕ㛫関係ࡿࡍ‶Ⅼࡀከࠎ見ࠋࡓࢀࡽ

ニタࣔᐃᖖⓗࡶᮏセンター࡛、ࡣ࡚࠸ࡘのⅬࡇ

ࣜン࠸⾜ࢆࢢ、計算ジࣙࣈの᪩ᮇ実⾜ྍࡀ能ࡿ࡞

OCTOPUS、ࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆシステムㄪᩚ࠺ࡼ ࡘ

せࣈジࣙࡿᅇୖ㐶ࢆ計算㈨※㔞࡞ⓗ⌮≀ࡣ࡚࠸

ồࡀᐤࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡏのࡶ࡚ࡋ࠺、ࡵࡓᚅࡕ

㛫のၥ㢟ࡣᑟධᙜึࡾࡼのㄢ㢟ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞

SQUID ࡀ 2021 年度ᑟධࡿ࠶、ࡾࡼࡇࡓࢀࡉ

୍ᐃᩘの利用者ࡀ OCTOPUS ࡽ SQUID ⾜⛣の

࠸࡚࠼⪄ࡿ࡞能ྍࡀ㛫の⦆和ࡕᚅ、ࡳ進ࡀ

のീ௨ୖࠎᡃ、ࡀࡿ࠶の࡛ࡓ OCTOPUS 利用ࡣ

者のᚰࢆᥗ࡞࡞、ࡾ࠾࡛ࢇᚅࡕ㛫のၥ㢟ࡣゎ

ᾘ≉ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ、ᡃࠎセンターࡣ࡚ࡋ႐ࡋࡤ

OCTOPUS、ࡀࡿ࠶ࡣ࡛ࡇ࠸ のỗ用 CPU 計算ࣀー

ドの㟂せࡣᴟ࡚ࡵ高ࡃ、ᚋࡶᑐ⟇ࢆ講ࠋࡃ࠸࡚ࡌ 

 

 

ົᡭ⥆࡚࠸ࡘࡁ： 

ᮏ㡯目࡛ࡣ、利用㈇ᢸ㔠、利用者⟶⌮システム、࠾

2018、ࡧࡼ 年度ࡾࡼᮏ᱁ⓗ運用ࢆ開ጞࡓࡋ利用㈇

ᢸ㔠のᏘ⠇係ᩘ࡚࠸ࡘのアンࢣートࠋࡓࡗ⾜ࢆᏘ

⠇係ᩘ࡛ࡲࢀࡇ、ࡣ࡚࠸ࡘᏘ⠇係ᩘの運用ࡣ 1 ௨

ୗ、ࡕࢃ࡞ࡍ、利用㈇ᢸ㔠規๎ࡾࡼ高ࡣࡇࡿ࡞ࡃ

ࢆ年度ᮎ等のΰᅾᅇ㑊、ࡀࡿ࠶状況࡛の運用࡛࠸࡞

ࢆᏘ⠇係ᩘࡵࡓ࠺࡞ࡇ࠾ 1 ௨ୖࡇࡿࡍᑐࡍ

 ࠋࡓࡗ募ࢆព見ࡿ

௨ୗ࡛ࡘࡃ࠸、ࡣのᅇ⟅ࢆ⤂ࠋ࠸ࡓࡋ 

 利用㈇ᢸ㔠ࡣ࡚࠸ࡘ、ྛ計算機システムࡧࡼ࠾

SX ストࣞージ、OCTOPUS ストࣞージࡈ、高࠸、

ࢆ⟆ᅇࡽ、࠸࡞࠸࡚ࡋ利用、࠸Ᏻ、࠸࠸࠺ࡻࡕ

ồࡑࠋࡓࡵの⤖果、࡚ࡍの㉁ၥ㡯目ᑐࠕ、࡚ࡋ利

用ࠖ࠸࡞࡚ࡋのᅇ⟅ࢆ㝖ࡁ、ᴫࠖ࠸࠸࠺ࡻࡕࠕࡡ

⏤⮬、ࡣ࡚࠸ࡘの㡯目ࡇࠋࡓࢀࡽ࠼ࡀ⟆ᅇ࠺࠸

グ㏙࡛のᅇ⟅ࠋࡓࢀࡽࡏࡼࡶࡤ࠼、 

 

ࡲࡋ㑅ᢥࢆ⏺Ⅼ࡛࠺࠸࠸ࡓࡀࡾ࠶ࡀ᪉࠸Ᏻࠕ 

ࡲࡾ࠾࡚ࡁᑐ応࡛ࡣࢁࡇのࡶ࡛⾜⌧、ࡀࡓࡋ

 ࠖࠋࡍ

㠀ᖖ、ࡃᏳࡿ࠼使ࡎࡏẼࢆ㈝出ࢇࠕ 

 ࠖࠋࡿ࠸࡚ࡗຓ

࠸࡞ࢀࡉ᥇用ࡶ公募型、ࡎࡽࡓᙜࡀ㈝科研ࠕ 

テスト用のジࡸࣈジࣙ࠸ࡉᑠࠋ࠸࡞ࡁ利用࡛、ࡣࡁ

 ࠖࠋࡿຓ、ࡤࢀ࠶ࡀᩱ利用↓ࡸᐃ㢠࡛ࣈࣙ

 W PLJKW EH KHOSIXO LI WKH VHUYLFH FKDUJHV ZLOO,ࠕ 

EH OHVV RU VRPH GLVFRXQW ZLOO EH JLYHQ WR UHJXODU 

XVHUV RU WKRVH XVHUV ZKR FRQWLQXH XVLQJ IRU PRUH 

WKDQ RQH \HDU�ࠖ 

日ᮏ、ࡾࡼ集୰ࠖ㑅ᢥࠕ、ᨻᗓの᪉㔪ࠕ 

国内のⱝᡭ࡛≉⣧⢋科学の分㔝࡛ᜨࡓࢀࡲ環境

᪤ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽ㝈㠀ᖖࡣࠎ᪉ࡿ࠸ 5&13 ࡞

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ▱ࢆのࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ援ຓࠎ᪉࠸ⱝ

ண算㝈ࡿ࠶ࡀࡾᛮࡀࡍࡲ࠸、研究⫋ᑵ࠸࡚࠸

ඃ㐝࡚ࡆᗈࢆ㔝〉、ࡣ࡚ࡋᑐ༤ኈの学生ࡸⱝᡭࡿ

 ࠖࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸Ⰻࡶ࡚ࡋ

 

利用࡛ࡸᑠ規模利用者ࠋࡓࢀࡽࡏᐤࡶព見ࡓࡗ࠸

ᐃのᐃ㢠୍ࡿ࠶、࡚ࡋᑐ利用者࠸࡞ࡀ㈝研究ࡿࡁ
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利用ࡣ࠸ࡿ࠶↓ᩱ࡛ᥦ౪ࡿࡍプランのᕼᮃࠋࡿ࠶ࡀ

ᮏセンターの大規模計算機システムの運㌿、ࡋࡋ

ࢆ利用者の計算、ࡾ࠾࡚࠸基࡙者㈇ᢸ┈ཷ、ࡣ

㐙ࡿࡍのᚲせࡿ࡞ᾘ㈝電ຊ┦ᙜ࡛タᐃ࠸࡚ࢀࡉ

のᾘࡑ、ࡣሙ合ࡿࡍᥦ౪ࢆᩱᥦ౪プラン↓ࡋࡶࠋࡿ

㈝電ຊ┦ᙜ分ࢆᮏセンターࡣ࠸ࡿ࠶の利用者㈇

ᢸࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡇࡃࡔࡓ࠸ᮏセンター࠸࠾

᥇ᢥㄢ㢟者、ࡾ࠾࡚ࡋᑟධࢆ公募型利用制度、ࡣ࡚

の利用㈇ᢸ㔠࡛ࡍࢆ㈇ᢸࡇ、ࡾ࠶ࡶࡇࡿ࠸࡚ࡋ

ࡀ状況࡞ᅔ㞴࡞࡞ࡣ௨ୖのセンター࡛の㈇ᢸࢀ

利࠸ࡓࡋᐃ㢠࡛利用ࡸᩱプラン↓、࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠶

用者ࢆⓙ࡛支ࡿ࠼利用㈇ᢸ㔠制度᳨ࢆウࡤࢀࡅ࡞ࡋ

࡞ࡃ高ࡶࡾࡼ状の利用㈇ᢸ㔠⌧実☜、ࡀ࠸࡞ࡽ࡞

の⇞ᩱ㈝高、ࡣ࡚ࡋᮏセンターࠋ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ

㦐のᙳ㡪ࢆ利用者のⓙᵝ㌿᎑࡚ࡃ࡞ࡋⰋ࠺ࡼ࠸、

大規模計算機システムの運㌿ࢆ日ࠎᕤኵࡀࡿ࠸࡚ࡋ、

ࡘのⅬࡇࠋࡿ࠶状況࠸ࡋཝ࡞࡞ࡓࡲࡶࢀࡑ

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡚ࡋᑗ来ㄢ㢟、ࡣ࡚࠸

༤ኈの学生ࡸⱝᡭࡿ࠸࡚࠸ᑵ⫋研究ࠕ、ࡋࡋ 

࠺࠸ࠖ࠸Ⰻࡶ࡚ࡋඃ㐝࡚ࡆᗈࢆ㔝〉、ࡣ࡚ࡋᑐ

ᮏセンターの研究支援ミッシࣙ、ࡣ࡚ࡋᑐព見ࡈ

ンࡋࡽ↷ࡶ合ࡈࡓ࠸ࡔࡓ࠸、ࡽࡀ࡞ࡏࢃព見ࢆ┿

ᦸࡅཷṆࡵ、༤ኈཬࡧಟኈの学ྲྀᚓࢆ目ᣦࡍ学

生ᑐࡿࡍ支援ࢆ実⌧ࠋࡓࡋᮏ年度୰公募型利

用制度のタ計࠸⾜ࢆ、���� 年度௨㝆ࠕୡ⏺ః

ㄢࡧㄢ㢟௦表者ཬ、ࡋ᪂タࢆ学生育成≉タᯟࠖࡿࡍ

㢟ཧຍ者ࡀ学生࡛ࢆࡇࡿ࠶応募᮲௳ࡓࡋ制度ࢆ

タ計・運用ࡿࡍணᐃ࡛࠾ࠋࡿ࠶㏆ࡃの学生の᪉ࡈ

推⸀ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ᖾࠋࡿ࠶࡛࠸ 

の⇞ᩱ㈝高㦐、ࡣ࡚࠸ࡘ利用㈇ᢸ㔠、ࡓࡲ 

の࡚࠸ࡘ利用㈇ᢸ㔠ࡿࡍᑐᩱ㈝高㦐⇞、ࡅཷࢆ

図）ࡓࡋートࢣアンࢆ᪉࠼⪄ 利ࠕ、の⤖果ࡇࠋ（25

用者㈇ᢸ㔠の್ୖࢆࡴࡸࡣࡆᚓࠖ࠸࡞ᅇ⟅ࡔࡓ࠸

全యのࡣ᪉ࡓ࠸ ゎ⌮ࡈࡣ㐣༙ᩘ௨ୖの᪉60.5%

ࡍᣢ⥔ࢆ状の利用㈇ᢸ㔠⌧ࠕ、ࡋࡋࠋࡓࡅࡔࡓ࠸

ࡶ᪉ࡓࡋ⟆ᅇࠖࡁ ᩱ㈝高㦐⇞ࠋࡓࢀࡽ࠾34.2%

日、利用㈇ᢸࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ高ࡀのࡶ࡞ࠎᵝࡅཷࢆ

㔠の್ୖࡆᑐࡈࡿࡍ⌮ゎࢆᚓࡿのࡣ㞴࠸ࡋᮏセ

ンターࡶ࡚ࡋᢎ▱ࡿࡁ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㝈࢚┬ࡾネ運

㌿ࡾࡼ、利用者㈇ᢸ㔠ࡃ࡞ࡇࡿࡍࡆୖ್ࢆ運㌿

シࡀ運㌿㈨㔠、ࡀࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ

ࣙートࡿࡍሙ合᭱ࡣᝏスーࣃーコンピュータシステ

ムࢆṆࠋ࠸࡞ࡋࡿࡍṆ࠸࡞ࡋሙ合ࡣ、ᮏセン

ター全యの”ಽ⏘”ࢆᘬࡁ㉳࠶ࡽࡍࡇ࠺ࡲࡋ࡚ࡋࡇ

、ࡣሙ合ࡓࡗࡲࡋ࡚ࡋℜែ࡞࠺ࡼのࡑࠋࡿᚓࡾ

利用者のⓙᵝࡾࡣࡸࡣ利用者㈇ᢸ㔠の್ୖ࠾ࢆࡆ

㢪ࢆࡿࡊࡏ࠸ᚓ࠸࡞のࡀ実情࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

図 25：利用㈇ᢸ㔠ᑐࡿࡍព見 

 

 、ࡶ࡚࠸࠾ートタၥࢣᮏアン、ࡓࡲ 

 

୍、の࡛ࡿࡁᐜㄆ࡛ࡣ程度のΰ㞧ࡿ࠶ࠕ ⓗࡲ、

ࢆ状の利用㈇ᢸ㔠⌧、࡚ࡋ࡞ࡿࡍṆࢆ部୍ࡣࡓ

⥔ᣢࠖࡿ࠶࡛ࡁࡍ㈶成࡛ࡀࡍ、ᜨࡓࢀࡲ環境

ࡤࡡࡉ出ࢆᮇዎ⣙࡛ἑᒣの⤖果▷、ࡣⱝᡭ௨እࡿ࠸

ࡀ⨨ඃ㐝ᥐࡿࡍᑐ学生ࡸのⱝᡭࡽࡋఱ、ࡎࡽ࡞

 ࠖࠋࡍࡲ࠸ᛮࡿຓࡤࢀ࠶

 7KH LQVWLWXWH RU JRYHUQPHQW VKRXOG FRQVLGHUࠕ 

JLYLQJ VXEVLG\ WR WKH UHVHDUFKHUV （DW OHDVW RI 

ORFDO LQVWLWXWLRQ） VR WKDW WKH\ FDQ FRQWLQXH 

XVLQJ WKH VXSHUFRPSXWHUV ZLWKRXW DQ\ ILQDQFLDO 

SUREOHP� $OO JURXSV DUH QRW HTXDOO\ ILQDQFLDOO\ 

VWURQJ�ࠖ 

 

࠸ࢆのព見ࡽ利用㈇ᢸ㔠のどⅬ㈝研究ࡓࡗ࠸

2023、ࡣ࡚࠸ࡘ๓者ࠋࡓ࠸ࡔࡓ 年度௨㝆ࡽ開ጞ

࠸ᮇᚅࡈ学生育成≉タᯟࠖࡿࡍః⏺ୡࠕࡿࢀࡉ

ព見ࡈ࡞ࡶࡗࡶࡈ、ࡣ࡚࠸ࡘᚋ者ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ

ᣢ༑分ࢆ利用㈇ᢸ㔠、ࡋࡋࠋࡍࡲ࠼⪄ࡿ࠶࡛

ࡀຓ⿵࡞ู≉のࡽ大学ࡸのᨻᗓࡽ研究者࠸࡞࡚

ࡲ࠺࡛ࡾࡃࡾࡸᮏセンター内の、ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠶
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ᮏセンターࠋ࠸࡞ࡀ࠺ࡼࡋ状ᑐ⟇の⌧ࡋࡿࡸࡃ

ᣑࡸࡋ┤公募型利用制度の見࠺ࡼのୖ㏙の࡚ࡋ

࡛、ඃࡓࢀ研究ࢆ支援ࡿࡍ⤌ࢆࡳᵓ⠏ࡿ࠸࡚ࡋの

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ウ᳨ࡈࢆ利用ࡈ࡛

 次、利用者⟶⌮システム࡚࠸ࡘの‶㊊度ࢆ㉁

ၥࠋࡓࡋ㉁ၥᙧᘧࡣ࡚ࡋ、‶㊊、ࡸࡸ‶㊊、ࡕ

、࠸࡞࠸࡚ࡋ‶、‶、使用ࡸࡸ、࠸࡞࠼࠸ࡶࡽ

の 6 㡯目ࡽ㑅ᢥ࠺ࡽࡶ࡚ࡋᙧᘧࢆ᥇用ࡇࠋࡓࡋの

⤖果、使用࠺࠸࠸࡞࠸࡚ࡋᅇ⟅௨እのᅇ⟅者の࠺

ࡕ ᚓࢆ⟆㊊のᅇ‶ࡸࡸࡣ࠸ࡿ࠶、㊊‶ࡣࡽ60.2%

ࡣ᪉ࡓࢀࡉࢆ⟆ᅇ‶‶、ࡸࡸ、᪉୍ࠋࡓ 5.4%

࠸ࡔࡓ࠸ࢆ合᱁Ⅼࡡᴫ、ࡣࡽの⤖果ࡇࠋࡓࡗ࠶࡛

ୗグ、ࡣ実、⮬⏤グ㏙࡛ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡶࡿ࠸࡚

の࡞࠺ࡼᅇ⟅ࢆከࠋࡿ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸ࡃ 

 

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࠾࡚ࡌឤࡃ全ࢆၥ㢟ࡣⅬ࡛⌧≉ࠕ

・年度のጞࡵ使࡞࠺、使用㢖度ࡀᑡࠋࡵࡓ࠸࡞ 

・ṇ┤、⟶⌮システムࢆ使࠺ሙ面ࡗ࡞ࢇࡀ

࠾࡚ࡋᢕᥱࢆ使用㔞⋠ンドライン࡛使用࣐コࠋࡓ

 ࠖࠋ࠸࡞ࡣࡇࡿᅔ࡛ࡅࡔࡃ

ࢇࠋࡍ࡛࠸ࡋࡽ大ኚ⣲ᬕࡣーサポートࢨーࣘࠕ

 ࠖࠋࡍࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶࠺

 

 ୍᪉、‶、ࡸࡸ‶ᅇ⟅ࡓࢀࡉ᪉ࡣࡽ、 

 

 ࠖࠋ࠸ࡽ࡙ࡾࢃࡀ状ែࡕᚅࣈジࣙ、ࡘ୍ࠕ 

ࢆㄳồ書情報、ࡧࡓࡿࡍẖᅇ、計算㛫㏣ຍࠕ 

ධຊࡿࡍのࡀ大ኚࠋ๓の情報のグ㘓ࢆṧࡋ࡚ࡋ

 ࠖࠋ࠸

 

ᚋ、ࡣព見࡞の㈗㔜ࡽࢀࡇࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ࢆព見

のཧ⪃ࠋࡃࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉ 

ࡘの利用㈇ᢸ㔠ࡑーコンピュータࣃスー、࠾࡞

ࠋࡃࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉᥖ、ࡀࡓࡋグ㍕ࡶ年度ࡣ࡚࠸

サイバーメディアセンター ࡣ࡚ࡋ、利用者のⓙᵝ

᪉の計算せồ・ニーࢆࢬ支ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼༑分࡞

計算㈨※ࢆ᭷ࡿࡍスーࣃーコンピュータࢆᮏセンタ

ーࡀᥦ౪࡛ࡶ᭱ࡀࡇࡿࡁ㔜せࠋࡿ࠸࡚࠼⪄㏆年

AI、ML、ࡣ࡛ ࡽ高性能データ分析分㔝ࡓࡗ࠸

の計算ニーࡀࢬᛴᣑ大ࡾ࠶ࡶ࠸ࡽࡁࡿ࠸࡚ࡋ、高性

能࡛࠸ࡍࡸ࠸ࡘスーࣃーコンピュータのᩚഛࡣᮏ

学ࡃ࡞࡛ࡅࡔᡃࡀ国の科学ᢏ⾡のⓎ展ྍḞ࡛࠶

ーコンピュータࣃスー、ࡣ日࡛ࠋࡿࢀࢃᛮࡶࡿ

、ࡋࡋࠋࡿ࠶ࡶኌࡓࡗ言࠸ド࡛Ⰻ࢘クラࡃ࡞ࡣ࡛

クラ࢘ドの㔠㢠ࡣ、ᮏセンター࡛ᥦ౪ࡿࡍスーࣃー

コンピュータの利用㈇ᢸ㔠ẚ࡚᱆㐪࠸高࠸ᩱ

㔠タᐃ࡛ࠋࡿ࠶利用者のⓙᵝ᪉ࡣ、ⓙᵝ᪉のࡈ研

究ᑐࡿࡍスーࣃーコンピュータシステムのᚲせ

性・㔜せ性ࢆ学内እᗈࡃアピールࡤࢀ࠼ࡽࡶ࡚ࡋ

 ࠋ࠺ࡶ࠾࠸ࡓࡀࡾ࠶

 

利用㈇ᢸ㔠支援制度࡚࠸ࡘ： 

ᮏセンターの大規模計算機システムの利用ࡣ、利

用㈇ᢸ㔠࠾ࢆ支ᡶࡈࡁࡔࡓ࠸࠸利用୍ࡃࡔࡓ࠸⯡利

用（学⾡利用）ࡧࡼ࠾⏘業利用、大規模計算機のࡈ

利用᳨ࢆウ୰の᪉ࠎ試験ⓗࡈ利用ࡃࡔࡓ࠸試用

利用、ᮏセンターࡀ推進ࡿࡍ公募型利用、HPCI ࡛の

利用、JHPCN ࡛の利用の✀ูࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀ✀ูの

公募型利用、HPCI、ࡕ࠺ ࡛の利用、JHPCN ࡛の利

用ࡣ、研究者ᥦࡓ࠸ࡔࡓ࠸研究ㄢ㢟ࢀࡒࢀࡑࡀ

ྛ実ẕయ࡛᥇ᢥ࡛ࡇࡿࢀࡉ利用㈇ᢸ㔠ࡀ支援ࡉ

の利用㈇ᢸࡇ、ࡣᮏ㡯目࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞制度ࡿࢀ

㔠支援制度࡚࠸ࡘのㄆ▱度࡚࠸ࡘㄪᰝࠋࡓࡋ 

公募型利用制度ࡿࡍの⤖果、ᮏセンターの推進ࡑ

ࡕ࠺年同ᵝᅇ⟅者の、ࡣ࡚࠸ࡘ ࡗ▱ࡣࡽ84.0%

ᮏセンタࡣ大ከᩘࡕ࠺のࡑࠋࡓᚓࢆ⟆のᅇࡿ࠸࡚

ーの利用者メーࣜンࣜࢢスト等のメーࣜンࣜࢢスト、

ᮏセンタ、ࡾ࠾࡚ࡋࢆ⟆ᅇࡓᚓࢆ情報ࡽࣈェ࢘

ーࡽの情報Ⓨ信ࡀ機能ࡿ࠸࡚ࡋᛮࡔࡓࠋࡿࢀࢃ

๓のࢼコロ、ࡋ 2019 年度ࡣᗈ報ࢳラシ・ポスター࡛

情報ࢆᚓࡓ᪉ࡶከ2021、2020、ࡀࡓࢀࡽ࠾ࡃ 年度ࡣ

ࡗ࡞ࡅ⾜ሙ⫋ࡸ大学ࡾ࠶ࡶのᙳ㡪ࢼコロࡾࡣࡸ

、ラシࢳࡀ7.89%）ࡿ࠶࡛࠺ࡼࡓࢀࡽ࠾ࡃከࡶ᪉ࡓ

ポスターࡽの情報ྲྀᚓ）ࠋ 

公募型利用応募ࡓࡋ⌮⏤�応募ࡓࡗ࡞ࡋ⌮⏤

ࡋ⏤⌮応募の、ࢁࡇࡓࡵグ㏙࡛ồ⏤⮬࡚࠸ࡘ

 、ࡣ࡚

 

 ࠖࡵࡓࡓࡗࡔᚲせࡀード㛫ࣀ利用ྍ能࡞ࡁ大ࠕ 
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1&3+-ࠕ  ࡸ +3&, ࡚ࡋの๓ẁ㝵の制度の応募

᭱㐺࡛ࠖࠋࡽࡓࡗ࠶ 

 ࠋࡓࡗ࠶ࡀ࡞

୍᪉、応募ࡣ࡚ࡋ⏤⌮ࡓࡗ࡞ࡋ、 

ឤ࠺ࡑࡋཝ㠀ᖖࡀத➇ࡃ࡞ᑡࡀᩘ௳᥇ᢥணᐃࠕ

 ࠖࡵࡓࡓࡌ

 ࠖࡓࡗ࡞ࡽᅇࡀᡭ࡚ࡃࡋᛁࠕ

ࠋࠖࡓࡋࡲࡋの࡛㏨ࡓࡗࡔᮇ࠸ࡋᛁࡀᥦ出⥾ษࠕ   

 

、ࡀ࠸࡞ᑡࡣᩘ௳᥇ᢥணᐃࠋࡓࢀࡽࡆ࠶ࡀ⏤⌮の࡞

ୖ㏙࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡋ、公募型利用࡛ࡣ✚ᴟⓗඃࢀ

ウ᳨ࡈࢆの࡛、㠀応募ࡿ࠸࡚ࡋ᥇ᢥࢆ研究ㄢ㢟ࡓ

ࡣ࡚࠸ࡘ⋠᥇ᢥ、࠾࡞ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸

公ࡣ公開ࡀ࠸࡞࠸࡚ࡋ、ᮏ報告書ࡃࡼࢆㄞ࠸࡛ࢇ

ࡀࡇ࠸高ࡀ⋠公募型利用制度の᥇ᢥ、ࡿࡅࡔࡓ

ྲྀࡳㄞࡣㄞ者の᪉ࡿ࠶の࡛、⯆ࡿࡅࡔࡓ࠸ゎ⌮ࡈ

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡿࡅࡔࡓ࠸࡚ࡗ

HPCI、ࡓࡲ  ࡧࡼ࠾ JHPCN ࡛の利用࡚࠸ࡘのア

ンࢣート⤖果࡛ࡣ、ᅇ⟅者のࡕ࠺ HPCI ࡣ࡛ 21.05%、

JHPCN ࡣ࡛ 36.84%ᙅࢀࡒࢀࡑࡀの支援ᯟࡽ▱ࠕࢆ

࠸࡞ HPCIࠋࡓࡗ࠶࡛⟆のᅇࠖ の➨ 2 㝵ᒙ、JHPCN

のᵓ成ᣐⅬ࡛ࡿ࠶ᮏセンター࡚ࡋ、HPCI  ࡧࡼ࠾

JHPCN ࡃ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆᗈ報ά動ࡁ⥆ࡁᘬ࡚࠸ࡘ

ᚲせࡿ࠶ࡀឤࠋࡿ࠸࡚ࡌ 

 

ࣘーࢨ支援࡚࠸ࡘ： 

ᮏ㡯目࡛ࡣ、WEB ー、性ࢼージ、講習会、セミ࣌

能ࢳューニンࢢプロࢢラム、࣐ルࣀࢳード┦ㄯ会、

サイバーHPC シンポジ࢘ム࡚࠸ࡘの‶㊊度ㄪᰝ

WEB、ࡽ紙面の関係、ࡣᮏ報告書࡛ࠋࡓࡗ⾜ࢆ ࣌

ージ⤖果のࢆࡳ報告ࠋ࠸ࡓࡋ 

WEB ᮏセンターの大規、ࡣート࡛ࢣージのアン࣌

模計算機システム業 Web ‶、ࢆの‶㊊度࡚࠸ࡘ

㊊、ࡸࡸ‶㊊、ࡸࡸ、࠸࡞࠼࠸ࡶࡽࡕ‶、

ࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆの㑅ᢥ⫥࡛㉁ၥ、࠸࡞見ࢇ、‶

の⤖果、図 26 ࡀࣇラࢢのࡇࠋࡓࡗ࡞果⤖ࡍ♧

ᅇ⟅者の、ࡾ通ࡍ♧ 90%ᙅ‶㊊ࡇࡿ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸

ࡣのᩘᏐࡇࠋࡿࢃࡀ 2021 年度実ࡓࡋ 2020

年度の‶㊊度ㄪᰝのᩘᏐࡾࡼ 10 ポイントྥୖ࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶果࡛⤖ࡿ࠸

 

図 26：Web  ージ利用‶㊊度࣌

 

ᚋの大規模計算機システムのせᮃ： 

ᮏタၥ࡛ࠕ、ࡣᚋの計算機運用ࡸ次ᮇスࣃコン

、࡚ࡋࠖ࠸ࡉࡔࡃࡁ書࠾⏤⮬ࡈࢆせᮃࡿࡍ関

サポート面ࢨェア、ࣘー࢘トࣇࢯ、ェア࢘ードࣁ

ࡑࠋࡓࡋートࢣアンࢆせᮃࡾࡼの⮬⏤グ㏙࡚࠸ࡘ

の⤖果の୍部ࢆグࠋࡍ 

 

',648ࠕ  のỗ用ࣀードの᭱大ジࣙࣈ実⾜㛫

ࢆ �� 㛫ࡽᑡࡋቑࡿࡅࡔࡓ࠸࡚ࡋࡸຓࡲࡾ

 ࠖࠋࡍ

ࡔࡓ࠸㓄៖ࡈࢁ࠸ࢁ࠸⾜⛣᪂システムࠕ 

ࡓࡋࡲࡅࡔࡓࢆᑐ応ࡈ࡞ᑀ、ࡁ⥆ࡁᘬࠋࡓࡋࡲࡁ

 ࠖࠋࡍࡲࡌᏑࡃ㞴ࡾ᭷ࡽ

ࡔࡓ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆクトル計算機のᥦ౪࣋ࡶᚋࠕ 

 ࠖࠋ࠸ࡓࡁ

38&ࠕ  の㏿ࣀࡸࡉードᩘࡶ㔜せ࡛ࡀࡍ、ᚋスト

ࣞージ㔞ࡶ㔜せࡿࡃ࡚ࡗ࡞ᛮࡍࡲ࠸の࡛、᳨ࡈ

ウ࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋ⮴࠸ලయⓗࡣ⌧ᅾ所ᒓࡿ࠸࡚ࡋ

ラࡶ࡛ࡅࡔ࣎⣙ �3% 程度のデータࢆ࠸ࡿ࠸࡚࠼

ᅾの⌧、ࡵࡓ状況の࠺ 648,'-21,21 の ��3% ルの࣋ࣞ

ストࣞージ㔞࡛ࡶᑗ来ⓗࡣ㊊ࡼࡿࡃ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ࡾ

 ࠖࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠺

、ࡀࡿ出ࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀᛀࡿ࠸࡚ࢀ㞳ࡃࡽࡤࡋࠕ 

ࡁಖ࡛☜ࡀ㛫ࡴㄞࡽࡵึࢆニュアル࣐࡞࡞

分、࡚ࡗ࠸࡚࠼⟆ンラインୖの㉁ၥ࢜、の࡛࠸࡞

࠶ࡀシステム࡞࠺ࡼࡿࡵㄞࢆのゎ説ࢁࡇ࠸࡞ࡽ

 ࠖࡍࡲ࠸࡚࠼⪄ࢆࡇ࠸࠸㒔合の࠶࡞࠸࠸ࡿ

 OWKRXJK OLWWOH H[SHQVLYH� WKH VHUYLFH DQG$ࠕ

XVHU VXSSRUW LV YHU\ JRRG� , ZRXOG H[SHFW WKDW &0& 

ZLOO PDLQWDLQ LW� , DOVR H[SHFW WKDW LQ IXWXUH &0& 
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PD\ SURYLGH WKH VHPLQDU OHFWXUH QRWHV LQ (QJOLVK 

（IRU QRQ -DSDQHVH VSHDNLQJ XVHUV）�ࠖ 

 

ពࡈࡓ࠸ࡔࡓ࠸、ࡎࡽࡲࡅࡔのព見ࡽࢀࡇ

見ࡣ全࡚ᮏセンターの大規模計算機システム運用

ᦠࡿࢃ教⫋員ࡣ目ࢆ通ࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋの㈗㔜࡞ព

見ࡶࢆ次ୡ௦スーࣃーコンピュータ࡚ࡆ࡞ࡘ

࡞㈗㔜࡚ࡌ通ࢆートࢣアン࡞࠺ࡼのࡇࡶᚋࠋࡃ࠸

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ࢆព見ࡈ

 

 ：のࡑ

ᮏ㡯目᭱ࡀᚋの㉁ၥ㡯目࡛ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡓࡗ࠶⮬⏤

 ࠋࡍグࢆの⤖果の୍部ࡑࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸グ㏙

 

',648ࠕ  のỗ用ࣀードࡣ、㠀ᖖ使ࡃࡍࡸ࠸

ࡋ㊊‶ࡶ࡚ࠋࡍࡲ࠸ᛮࡔ高性能ࡃ࡞࡛ࡲࢀࡇ

ண算࡛運ࡓࢀࡽ㝈状況῭⤒࡞の」㞧ࠋࡍࡲ࠸࡚

営ࡃ࠸࡚ࢀࡉのࡣ㠀ᖖ大ኚࡔᛮࡲࢀࡇࠋࡍࡲ࠸

ࡗ▱ࡶのࡿ࠸࡚ࢀࡉࢆ学生支援ἑᒣのⱝᡭ࡛

ࡅ⥆ࢆの支援学生ⱝᡭ、ࡶࡽࢀࡇࠋࡍࡲ࠸࡚

࡚ḧ࠸ࡋᛮࠖࠋࡍࡲ࠸ 

全࡚ࡣࢇࡉ大阪大学サイバーメディアセンターࠕ 

のⅬ࡛ࡶ࡚ດຊࡿ࠸࡚ࢀࡉᛮࠋࡍࡲ࠸ឤㅰࡓ࠸

 ࠖࠋࡍࡲࡋ

࡞ᑀ㠀ᖖࡶࡶ研究室学生࡚ࡗࡓᙜ利用ࠕ

ࣘーࢨサポートࡈᑐ応࡚ࡋࡲࡁࡔࡓ࠸ࢆ大ኚࡀࡾ࠶

 㸬ࠖࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺

ࡐ࡞ࠕ � 、の࡞頭㊊㢮ࡀ⛠␎コンのྡ๓のࣃスࡘ

データ集⣙基盤の␎⛠࡞ࡂࡡ⋣ࡀのࡽࢀࡇ、の関

係性࠺ࢁࡔࢇ࡞ࡣ ࡑ、ࡾ࠶ࡀၥ࡞ல⣽࠺࠸ࠖ

の説明ࡀ ZHE ࡶ）ࠋࡍ࡛‶ࡸࡸ、ࡵࡓ࠸࡞ージ࣌

࡚ࡋീࡠࡽ࠶࠺࠸ࠖ"↝大阪の㕲ᯈࠕ࡚ࡋࡋ

 ࠖ（ࠋࡍࡲ࠸ࡲࡋ

 

ᮏセンターの大規模計算機システム業のឤㅰ

計ࠋ࠺ᛮࡃࡋᎰ┤⣲ࡃࡔࡓ࠸ࢆの言ⴥࡋࡲບࡸ

算基盤ࡸネットワークࡓࡗ࠸インࣇラ関ࡿࢃ部

分ࡣ使࡚ࢀࢃᙜࡾࡓ๓ホ౯ࡶࡇࡿࢀࡉከࡃ、

Ṇࡿࡍᛣࡓࡗ࠸࠺ࡑࠋࡿࢀࡽ୰࡛、ホ౯ࡓ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࡞ࡳບᮏᙜࡣࡇࡿࢀࡽ࠾ࡀ利用者ࡿࡅࡔ

SQUID、OCTOPUS、ONION の␎⛠ࡣ利用者のⓙᵝ

᪉ぶࡳࡋ・ឡ╔ࢆᣢࡵࡓࡃࡔࡓ࠸࡚ࡗ、システム

ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ᮏセンター࡛ࡵࡓࡃࡔࡓ࠸࡚࠼ぬࢆྡ

Ẽࡿࡅࡔࡓ࠸࡚ࡵ␃利用者ࡓࡲࡶࡇࡿࢀࡽ࠾ࡀ

Ꮀࠋ࠸ࡋ次のシステム࡞のྡ๓ࢆఱ࠸ࡿࡍ

 ࠋ͐ࡀࡿ࠶ࡘࡘࡾ࡞プࣞッシࣕーࠎᚎࡀࡇ࠺

サイバーメディアセンター࡛ࡣ、ᮏアンࢣート⤖果

࡛の利用者のኌࢆཧ⪃࠸ࡼࡾࡼ、࡚ࡋ大規模計算

機システム業ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ⩣年

度ࡶアンࢣートࡣ実ࡿࡍ計画࡛ࡿ࠶の࡛、㠀ア

ンࢣートࡈ協ຊࠋ࠸ࡓࡀࡾ࠶ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸ 

 

(9) ⠇係ᩘの運用 

ᮏセンター࡛ࡣ、スーࣃーコンピュータシステム

OCTOPUS 利用㈇ᢸ㔠制ࡓࡋ制度㝿ࡓࡋᑟධࢆ

度࡚࠸࠾、ᙜヱシステムの計算㈇Ⲵࢆ年度内࡛分

ᩓࢆࡇࡿࡏࡉ目ⓗ࡚ࡋᏘ⠇係ᩘࢆᑟධࠋࡓࡋᏘ

⠇係ᩘࡣ、利用㈇ᢸ㔠ᑐ࡚ࡋ 3 ࣨ᭶ࡿ࠶、ࡈ

୍ᐃの係ᩘࡾࡼࡇࡿࡅࢆ、利用㈇ᢸ㔠ࢆコン

トロール࡛ࡇࡿࡍ、利用者のジࣙࣈᢞධのピーク

シࣇトࠋࡿࡍ࠸≻ࢆ 

 

表 14：2022 年度の OCTOPUS Ꮨ⠇係ᩘ࡚࠸ࡘ 

 4-6 ᭶ 7-9 ᭶ 10 ᭶ 11-12᭶ 1-3 ᭶ 

ỗ用 CPU 
 ⩌ードࣀ

0.9 1.0 1.0 3.0 3.0 

GPU 
 ⩌ードࣀ

0.9 1.0 1.0 3.0 3.0 

XeonPhi 
 ⩌ードࣀ

0.7 1.0 1.0 3.0 3.0 

大ᐜ㔞

グ᠈ᦚ㍕

 ⩌ードࣀ
0.5 0.5 0.8 3.0 3.0 

 

表 15：2022 年度の SQUID Ꮨ⠇係ᩘ࡚࠸ࡘ 

 4-6 ᭶ 7-9 ᭶ 10 ᭶ 11-12᭶ 1-3 ᭶ 

ỗ用 CPU 
 ⩌ードࣀ

0.8 0.9 1.0 3.0 3.0 

GPU 
 ⩌ードࣀ

0.9 1.0 1.0 3.0 3.0 

 クトル࣋
 ⩌ードࣀ

1.0 1.0 1.0 3.0 3.0 
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2022 年度ࡣ、表 14 Ꮨ⠇係ᩘ࡛ࡍ♧ OCTOPUS

SQUIDࠋࡓࡋ運㌿ࢆ 表ࡶ࡚࠸ࡘ 15 Ꮨ⠇係ࡍ♧

ᩘ࡛᭱⤊ⓗ運㌿᭱ࠋ͉ࡓࡋ⤊ⓗ࠺࠸”の2022、ࡣ

年度ධࡾ⇞ᩱ㈝の高㦐、Ᏻのᙳ㡪ࡀ出ጞࡵ、国

内のᵝࣀࣔ࡞ࠎの౯᱁ࡿࡍࡾࡀୖ್ࡀ状況࡚ࡗ࡞

ẖ年ࡣ電Ẽ業者のዎ⣙ᮏ学ࠋࡓ࠸ 10 ᭶ዎ⣙᭦

᪂2022、ࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ 年 9 ᭶㡭ᮏセ

ンターᑐ࡚ࡋ 10 ᭶ࡽの 1kwh の電Ẽᩱ㔠ࡾࡓ࠶

の࡛ࡲࢀࡑ実㉁ࡀ 3 ಸ程度ࡿ࡞᪨の㐃⤡ࠋࡓࡗ࠶ࡀ

ୖ㏙の࠺ࡼ、ᮏセンターの大規模計算機システム

の利用㈇ᢸ㔠ࡣ計算ᚲせࡿ࡞ᾘ㈝電ຊ┦ᙜ基

の㝿のࡑ、ࡾ࠾࡚ࢀࡉタ計࡚࠸࡙ 1kwh の༢ࡾࡓ࠶

౯ࡣ⇞ᩱ㈝高㦐๓のỈ‽࡛࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠶、ᛴ㑉 3

ಸ程度ࡿ࡞ᮏセンターの大規模計算機システム

業ࡣ、利用者㈇ᢸ㔠ࡶࡾࡼ電Ẽ௦支出ࡀᅽಽⓗ

大ࡾ࡞ࡃࡁ、年度ᮎᩘࡣ൨程度の㉥Ꮠࡿ࡞

⥭の利用者のⓙᵝ、࠼ࡺࢀࡑࠋࡓࡗ࠶ࡀࢀᜍ࠺࠸

ᛴⓗ࡞アンࢣートࢆ実（図 27: 9 ᭶ 14-22 日）ࡋ、

利用者のⓙᵝのព見ࢆఛࡽࡀ࡞࠸、ᮏセンターのタ

議ㄽ࡚࠸ࡘ大規模計算機システムの運営、ࡿࡍ⨨

ᛴⓗ⥭、࡚࠸࠾高性能計算機委員会ࡿࡍ 11 ᭶௨

㝆年度ᮎのᏘ⠇係ᩘࢆ 3 ಸࡿࡍỴᐃࡓ࠸࡚ࡏࡉࢆ

᪉ࡓ࠸ࡔࡓ࠸⟆ᅇ、ࡣート࡛ࢣアン、࠾࡞ࠋࡓ࠸ࡔ

の 9ᙅの大ከᩘの᪉ࡈ㈶同ࡓ࠸ࡔࡓ࠸（図  ࠋ（28

 

 

図 27：利用者の利用㈇ᢸ㔠ᨵṇアンࢣート 

 

の㏣ຍ計算㈨ࡽのⓙᵝࡃの⤖果、利用者のከࡑ

※㉎ධࡶ協ຊⓗࡁࡔࡓ࠸、大ᖜ࡞㉥Ꮠࢆṧࡇࡍ

ࡃ࡞ 2022 年度の大規模計算機システムの運用ࢆ⾜

ᮏセンターの⩣年度、ࡾࡼࢀࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺

௨㝆の運㌿ࡶ支㞀ࢆ出ࡃ࡞ࡇࡍ、㈈ᨻ༴機ࢆ

協ຊࡈ利用者のⓙᵝ᪉のࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼㉺ࡾ

ឤㅰࠋࡍࡲࡋࡓ࠸ 

 

 

図 28：利用者の利用㈇ᢸ㔠ᨵṇᑐࡿࡍព見. 

 

2022 年度のᏘ⠇係ᩘ࡚࠸ࡘ: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/news/20220210/ 

利用㈇ᢸ㔠ᑐࡿࡍ⥭ᛴアンࢣート: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/news/20220914/ 

利用㈇ᢸ㔠規程ࡧࡼ࠾Ꮨ⠇係ᩘのኚ᭦࡚࠸ࡘ

（2022 年 11 ᭶㹼）: 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/news/20221019/ 

関㐃発表論文 

(1) ᮌ㉺信୍㑻,ᾆ⿱㈗,ᑎ๓ຬᕼ,ୖ㔝㞞▮,ఀ㐩

進, “大阪大学スーࣃーコンピュータの電ຊコ

スト算ᐃの⤌ࡳ”, 大学 ICT 推進協議会 2022

年度年次大会, 2022 年 12 ᭶. 

 

(10) ⏘業利用ά性ࡓࡅྥ展開 

 センター教⫋員、運用࣋ンࡿࡼࢲᏳᐃ運用高

ရ㉁࡞サポートά動ࡾࡼ⏘業利用ࡣ大ࡃࡁఙ࡚ࡧ

 ࠋࡿ࠶状況࡛ࡿ࠸

 

 

図 29：⏘学利用ά性のイメージ 
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ᮏ年度のά動ࡣ、年度ࡁ⥆展開ࣃス（図 29

ཧ↷）のアプローࢆࢳලయࡋ、 

 

ձ ࢚ントࣜ⤌⧊のアライアンスの推進 

共同研究等の΅እ、セミࢼーࡸ講習会࡞の開

Ⓨ・共同開催、計算機㈨※のᥦ౪ࠋ࡞ 

ղ ၟᕤ会議所・ᕤ業会࡞の公┈⤒῭ᅋయ㐃ᦠ

 ࠋࢳのࣜーẸ㛫企業ࡓࡋ

⤒῭ᅋయの催ࡿࡍセミࢼー等࡛の講₇ࢆ通

 ࠋ࡞ᗈ報・告▱ά動ࡓࡋ

ճ ⏘業利用者ࡓࡅྥ利用説明会の告▱、開催࡞

 ࠋ

մ 学⾡機関・大学࡞のከᵝ࡞研究者利用のᣑ大 

関す・୰国・ᅄ国ᆅ᪉のᗈ࠸ᆅᇦの学⾡機関

 ࠋ࡞利用┦ㄯ、利用説明会の実ࡓࡅྥ

 

௨ୖの࡞࠺ࡼ⾜動ࢆ計画ࡋࡋࠋࡓࡋ、♫会情ໃ

⨨ࢆ㍈㊊ά動ࡓࡋース࣋ࢆンライン࢜、ࡳ㚷ࢆ

ࡽのά動࡛明࡛ࡲࢀࡇ、ࡓࡲࠋࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡃ

ࡇࡿ࠶ඃ先㡯࡛᭱ࡀㄆ▱度ࠖㄢ㢟ࠕࡓࡗ࡞

ᗈ、ࡋ⤖᪦୍ࢆ動計画⾜ࡓࡵᐃࡈスࣃ展開ࡽ

報・告▱のデࢨインࢆ見┤ࡋᑐ㇟ࢆ明☜ࡓࡋ⏘業

利用者ྥࡅ利用説明会等の展開ࢆᘬࡗ࡞ࡇ࠾ࡁ⥆ࡁ

ᚑ来ࡣ࡚ࡋᑐのಶูせᮃࡽㄽ、┦ᡭ機関ࠋࡓ

計画ࡓࡋᑐእά動ࡶᮇࢆៅ㔜㑅࡛ࢇᑐ応ࢆ⥅⥆

 ࠋࡓࡋ

ᗈ報・告▱のターࢤット࡚ࡋᙜセンターの利用

説明会ࢆᚑ来の HPC ୖ⣭者ྥࡃ࡞࡛ࡅࡔࡅ、ึ⣭

者・⏘業ྥࡅ企画࡚ࡵึࠕ、ࡋ大阪大学サイバー

メディアセンター等の計算センターのスーࣃー

コンピュータの利用᳨ࢆウࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪉ྥࡅ

୍⯡利用制度（学⾡機関ྥࡅ）、⏘業利用制度、

基ᮏⓗ࡞利用᪉ἲࡈࢆ⤂ࠖ㢟ࡓࡋ利用説明会

ࢆ 2022 年度ࡶᘬࡁ⥆ࡁ開催（4 ᭶、5 ᭶ 2 ᅇ）

 ࠋࡓࡋ

(http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20220422/, 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lec_ws/20220517/)ࠋ 

ࡲࢀࡇ、࡚ࡋᚋの利用者ᣑ大の᪉ྥ性、ࡓࡲ

࡛⤌⧊(CMC)ᑐ研究者ಶேの関係性ࢆ⤌⧊ᑐ⤌⧊

の関係Ⓨ展ࡏࡉ、の学⾡機関ࡸ⏘業利用の企

業の㛫࡛ࡶቑࡇࡃ࠸࡚ࡋࡸ、データサイ࢚ン

ス、AI 等のᢏ⾡ࡳ⤌ࡾྲྀጞࡓࡵ HPC ึ୰⣭者ࢆ

ターࢤットࡽࢀࡇ、利用者ࡀ᭦研究推進、研究

成果の POC（Proof Of Concept）のⓎ展ࡧ⤖ࡃ

環境のᥦ౪ࢆ進ࡇࠋࡿࡵのアプローࢳの୍࡚ࡋࡘ

⏘業利用：利用者ὶ会プロࢢラムの開Ⓨ（Python

⦆⣭ึ࠸⾜ࢆ（ュートࣜアルࢳ x㸰ᅇ、୰⣭⦅ x㸰ᅇ

の開催࠸⾜ࢆከࡃのཧຍ者ࢆᚓࡓ（ཧ↷、利用者

ὶ会）ࠋ 

共、ࡾ࠶༑分࡛ࡔࡲࡣ࡚ࡋ共のሙ、ࡋࡋ

のሙᙧ成支援࡚ࡋ制度ࡸサーࣅス面の見┤ྵࢆࡋ

センター利用者ࡶᚋࠋ࠸ࡓࡳ⤌ࡾྲྀࡁ⥆ࡁᘬ࡚ࡵ

㛫のே⬦ὶ、POC ┦ㄯ࡞のプロࣔーシࣙンά動、

ア࢘トࣜーࢳά動のάⓎࡶ୪⾜࡚ࡋ進࠸ࡓࡵ⪃

学⾡機ࡘᣢࢆ・関ᚰ⯆コン利用ࣃス、ࡾ࠾࡚࠼

関、企業ࡽコンタクトࡿࡅࡔࡓ࠸ᖾࠋࡿ࠶࡛࠸ 

 

(11) GPU ࣞࣕࢳンジ支援プロࢢラム 

ᮏプロࢢラム࡛ࡣ、OCTOPUS ࡧࡼ࠾ SQUID ᦚ

㍕ࡓࢀࡉ GPU ࡗࡲࡋ࡚ࡋᛕ᩿࡚ࡋ࠺ࡼࡋ利用ࢆ

᪉、GPUࡓ ࡗᅔ࡚ࡃ࡞出ࡀ性能࡚ࡋ࠺ࡼࡋ利用ࢆ

ラࢢプロࡿࢀࡲ見㎸ࡀ高㏿、ࡋ㇟ᑐࢆ᪉ࡿ࠸࡚

ムの高㏿ࢆ支援ࠋࡿࡍලయⓗࡣ、高㏿ࡀ見㎸

ࡓ࠸応募ࠋࡿࡍ募集ࢆラム （㠀ၟ用）ࢢプロࡿࢀࡲ

、ࡾᮏセンター࡛㡸ࢆラムࢢ᪉のプロࡓ࠸ࡔ

OCTOPUSࡧࡼ࠾SQUIDの運用࣋ンࡿ࠶࡛ࢲ日ᮏ電

Ẽᰴᘧ会♫のࡈ協ຊࢆᚓࢳ、ࡽࡀ࡞ューニンࢢ支援

2023、ࡣラムࢢᮏプロࠋ࠺⾜ࢆ 年 1 ᭶ 16 日-27 日の

ᮇ㛫募集࠸⾜ࢆ、合計 6 研究ࢢループࡽの応募

ࡕ࠺のࡇ、ࡣラム࡛ࢢᮏプロࠋࡓࢀࡽᚓࡀ 3 㑅ࢆ௳

ᐃࡋ支援ࡓࡗ⾜ࢆ（表  ࠋ（16

 

表 16：GPU ࣞࣕࢳンジ支援プロࢢラムᑐ㇟者 

 所ᒓ・Ặྡ 

1 
大阪大学 大学㝔ᕤ学研究科機Ეᕤ学ᑓᨷ 

教授 ὠᓥᑗྖ  

2 
大阪大学 大学㝔生機能研究科 

ຓ教 Ἑཱྀ┿୍ 

3 

ᕞᕤ業大学 大学㝔ᕤ学研究㝔機Ე▱能ᕤ学研究

⣔ 

教授 ᆤఙᖾ 
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GPU ࣞࣕࢳンジ支援プロࢢラム: 

KWWS���ZZZ�KSF�FPF�RVDND-X�DF�MS�OHFBZV���������� 

 

(12) 2022 年度性能ࢳューニンࢢプロࢢラム 

  ᮏプロࢢラム࡛ࡣ、利用者の࠾ᡭᣢࡕのプロࢢラ

ム（㠀ၟ用）ࢆᮏセンター࡛㡸ࡾ、大規模計算機

2023、ࡣᮏ年度ࠋ࠺⾜ࢆ୪ิࡧࡼ࠾㐺᭱ࡿࡍᑐ

年 2 ᭶ 3-13 日のᮇ㛫募集3、࠸⾜ࢆ ࡓࡋ᥇ᢥࢆ௳

（表  ࠋ（17

 

表 17：2022 年度性能ࢳューニンࢢプロࢢラムᑐ㇟者 

 所ᒓ・Ặྡ 

1 
ᮾி⌮科大学 

༤ኈㄢ程 ோᮧὒ  

2 
ᗈᓥ大学 情報メディア教育研究センター 

ຓ教 ᮧୖ♸子 

3 
᳃ࣀᐑ་⒪大学 

教授 ✄⏣ ៅ 

 

2022 年度性能ࢳューニンࢢプロࢢラム: 

KWWS���ZZZ�KSF�FPF�RVDND-X�DF�MS�OHFBZV���������� 

 

 たᣐⅬの運用ࡁめ࠺ 3.2.2

 ᮏセンターࡣᮏ学共ᮏ部、ࢢランドࣇロント開

業ࡾࡼ、情報通信研究機ᵓ、関す学㝔大学、大阪

電Ẽ通信大学、バイࣜࢢ࢜ッド関す、コンࢯーシア

ム関す、サイバー関すプロジェクト（CKP）、⤌㎸

システム⏘業⯆機ᵓ、U2A、୍⯡♫ᅋἲேデーࡳ

タࣜࣅティコンࢯーシアム共同࡛大阪ࡓࡁࡵ࠺の

▱ⓗ㐀ᣐⅬࣞࢼッジࣕ࢟ピタル大規模計算⤖果

共同研究、⏘学ࢳトࣜー࢘アࡿࡼのྍど࡞

㐃ᦠࢆ目ᣦࡓࡋコラࣞ࣎ーシࣙンࣇ࢜ィス”Vislab 

Osaka”ࢆ開タࡋ、ᵝ࡞ࠎά動ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆCKP

ࡣ࡛ JGN ࢃ⾜ࡀᫎീఏ㏦実験ࡾࡘࡲ㞷ࡓࡋ利用ࢆ

研究会の、ࡣッド関す࡛ࣜࢢ࢜バイࠋࡓࢀ CBI

学会共催の研究会ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ関す学㝔大学

AR、ࡣ ᢏ⾡ࢆ用ࡓ࠸実ୡ⏺の✚ࡳᮌ࡛㐟࢚ࡿン

タテインメントシステムࡸ、機Ე学習ࢆ用ࡓ࠸㦵᱁

デ᩿システムの展♧ࢆ、アクティࣈラ࣎の୍⯡公開

ࢆගの㌶㊧ࡣ㸬大阪電Ẽ通信大学ࡓࡋース࡛実ࣈ

使࡚ࡗᥥࢆ⤮ࡓ࠸アニメーシࣙンࡿࡍయ験型コン

テンࢶ等ࢆアクティࣈラ࡛࣎展♧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆ 

ࡶ௨ୗのࡣント࣋イ࡞の௦表ⓗࡘࡃ࠸、ࡽࡉ

の࡛ࠋࡿ࠶ 

 

�D� コンࢯーシアム関す  

（�） 大阪大学་⒪通ヂ㣴成コース 

>開催日@  

2022 年 5 ᭶ 21 日㹼12 ᭶ 3 日 9：30㸫17：00 

2023 年 1 ᭶ 28 日、2 ᭶ 18 日 

ಟᘧ（3 ᭶ 25 日） 

（ᅵ᭙全 27 日程度、90 分 4 コ࣐、㓄信ᣐⅬ࠾

࡚ࡋッドཷ講ᣐⅬࣜࣈイࣁࡧࡼ OPEN ࡣࡓࡲ

会議室利用） 

>実ᙧែ@ 

ッド制࡛会ࣜࣈイࣁンライン講⩏（୍ᮇ࢜

ሙཷ講環境用ព） 

>ཧຍேᩘ@ 

ཷ講生 14 ྡ程度（♫会ே） 

>㐃ᦠ実績@ 

大阪大学、࠺ࡃࢇࡾ総合་⒪センター、ᮾ和

 通ヂセンターࢢンジニアࣜン࢚

>コンセプト@ 

ᗈࡃ་⒪ࢆᥦ౪࡛ୖࡿࡍ、国内ᅾఫのእ国ே

ၥ㢟࡛࡞㔜大ࡣ㞀ቨ࡞ンドの言語ⓗ࢘インバࡸ

言語のࡿࡍᏑᅾᝈ者の㛫་⒪ᚑ者、ࡾ࠶

ቨࢇࢁࡕࡶࡣ、ᩥⓗ࡞⫼ᬒ࡚࠸ࡘの⌮ゎ࡞

་⒪通ヂ者ࠖࠕࡿ࡞ᶫࡅᯫ࡚ࡋの₶Ἔ

の育成ࡀᛴົ࡛ࠋࡿ࠶ᮏコース࡛ࡣ、་⒪通ヂ

者ࡀ⮫ᗋ⌧ሙ࡛ά㌍ࡿࡍ㝿ồࡿࢀࡽࡵ་⒪▱

㆑、通ヂ▱㆑、通ヂᢏ⾡࡚࠸ࡘ࡞、実ົᐙ

講生ཷࡍᚿࢆ་⒪通ヂ者࡚ࡌ通ࢆ⩏講ࡿࡼ

ᑐ࡚ࡋࠋࡍ 

>実内ᐜ@ 

大阪大学་⒪通ヂ㣴成コースࡣ♫会ே࡛ཷࡶ

講࠺ࡼ࠸ࡍࡸࡋ、ẖ㐌ᅵ᭙日実2022ࠋ 年度

ン࢜ࡾࡼコース開ጞ、ࡁ࡙ࡘࡁࡦ๓年度ࡣ

ライン講⩏࡚実ࡋ、ົᒁのサポートࢆᕼ

ᮃࡿࡍ講ᖌのアクセスの㒔合、ࡑのⓎ信ᣐⅬ

࡞ⓗ୍ࡣ࠸ࡿ࠶ࢀ័㐲㝸ཷ講ࡓࡲ、࡚ࡋ
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ཷ講環境Ⰻの㝿利用ྍ能ࣁ࡞イࣜࣈッドཷ

講会ሙࡶව࡚ࡡ、VislabOSAKA の OPEN ࡧࡼ࠾

会議室ࢆά用ཷࠋࡓࡋ講生࢜ࡣンライン（ࡿ࠶

ンライン࢜ࡣ講ᖌ、ࡋ๓㏙の会ሙ）࡛ཷ講ࡣ࠸

࡛の講⩏ࡣ࠸ࡿ࠶、 VislabOSAKA 会議室࡚

ົᒁࡶⓎ信ࡓࡋ （図  ࠋ（30

>セミࢼー実ࡾࡼᚓࡓࢀࡽ成果等@ 

๓年度コロࢼ⚝࡛の㐲㝸ᑐ応࡚ࡗࡼ✚

㐲㝸講⩏のメࣜット、ࡶࢆ࢘ࣁ࢘ࣀࡓࢀࡉ

の⩏㐲㝸講、ࡶࡘࡘࡋᢎ⥅ࢆ全国展開ࡿ࠶࡛

ᑐ応࡚ࡗࡓ࠶講ᖌの㈇ᢸࢆ㍍ῶࡽࡀ࡞ࡋ年

実ࡓ࠸࡚ࡋコースࢆ実ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ、་

⒪通ヂのேᮦ育成࡚ࡋ、♫会ேࢆ୰ᚰ་⒪

▱㆑・通ヂ▱㆑・通ヂᢏ能の学習環境ࢆᥦ౪ࡍ

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⥆⥅ࢆࢀὶࡿ

 

 
 

 
 

 

図 30：大阪大学་⒪通ヂ㣴成コースのᵝ子 

 

�E� Web3 ά用ேᮦ㣴成コース（ࠕࡕ࠺Module2. AI・

データサイ࢚ンスᴫㄽ講ᗙࠖ） 

>開催日@ 

2023 年 1 ᭶ 21 日（ᅵ）, 28 日（ᅵ）, 2 ᭶ 4 日  

10：30㸫17：50（90 分 4 コ࣐） 

>実ᙧែ@ 

 ッド開催ࣜࣈイࣁンラインの࢜ンサイト㸤࢜

（1 コ࣐ 90 分 × 全 12 コ࣐） 

>ཧຍேᩘ@ 

ཷ講者 54 ྡ（♫会ே 15 ྡ、大学生 39 ྡ） 

>㐃ᦠ実績@ 

大阪大学大学㝔情報科学研究科 

（情報ᩘ⌮学ᑓᨷス࣐ートコントラクト 

ά用共同研究講ᗙ） 

>コンセプト@ 

ᮏ講⩏࡛ࡣ、῝ᒙ学習の基♏ࡽ応用࡛ࡲᖜᗈࡃ

学ࠋࡪ 画ീゎ析ࢆ㍈ࡓࡋ講⩏内ᐜࡀࡔ、⮬↛言

語ฎ⌮ࡸἼᙧデータのྲྀࡶ࠸ᢅࡾゐࠋࡿࢀᮏ講⩏

動ࢆᡭ実㝿、ࡾ࠾࡚ࢀࡉᵓ成ࡽᗙ学の実習ࡣ

ࡁ学習࡛࡛ࡲࢢラミンࢢᒙ学習のプロ῝、࡛ࡇࡍ

ၥ㢟ࡿࡅᒙ学習࡛ゎ῝ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞内ᐜ࡞࠺ࡼࡿ

ࡀ応用࠺࠸࠺、の࡞のࡶ࠺࠸࠺࠸ࡓࡗ࠸ࡣ

ࡍ使用） ࠋࡿᚓࢆのឤぬ࡚࠸ࡘ࡞ࡿࢀࡽ࠼⪄

 keras ࡣームワークࣞࣇpython、῝ᒙ学習 ࡣ言語ࡿ

 （ࡿࡍ

>実内ᐜ@ 

コンࢯーシアム関す࡚ࡋ大阪大学内タ⨨ࡋࢆ

大阪大学大学㝔情報科学研、ࡿ࠶共同講ᗙ࡛ࡿ࠸࡚

究科情報ᩘ⌮学ᑓᨷス࣐ートコントラクトά用共同

研究講ᗙの共催࡚実ࠋࡓࡋ♫会ேࡧࡼ࠾学生

ッドᙧࣜࣈイࣁンラインの࢜ンサイト㸤࢜、ࡋᑐ

ᘧ࡛全3日㛫1コ90࣐分×12コ࣐の講⩏ࢆ実ࠋࡓࡋ

会ሙのᐃ員ࡣ 10 ྡ程度ࠋࡓࡋ 

>セミࢼー実ࡾࡼᚓࡓࢀࡽ成果等@ 

♫会ேࡧࡼ࠾大学生ᑐࡋ、講⩏࡚ࡗࡼ AI・デ

ータサイ࢚ンス分㔝ࡿࡅ࠾▱㆑ࡧࡼ࠾コードࣞ࣋

ルの⤒験ࡀࢀࡉ、情報ᕤ学ึ学者࡛ࡿ࠶学生ࡸ情

報分㔝㝈࠸࡞ࡽ分㔝の学生ࡧࡼ࠾研究者の実

㊶ⓗ࡞応用のྍ能性ࢆᥦ౪ࡓࡋ（図  ࠋ（31

 

― 86 ―



 
 

 

図 31：Web3 ά用ேᮦ㣴成コースのᵝ子 

 
�F� 8�$ 研究会  

8�$ 研究会（図 ࢚ࣅアンࡽタス࢟ࣅࣘ、ࡣ（32

ントࢆ、ពࡿࡍ 2007 年Ⓨ㊊の⏘ᐁ学୍ࡀయ࡞

ICTࠋࡿ࠶研究会࡛ࡓࡗ ࢆᏑᅾឤ࠺ࡼẼの✵ࡀ

ᙇࡎࡏ生άサポートࡿ࠸࡚ࡋ環境ࢆ目ᣦ࡚ࡋά動ࢆ

 㒔ᕷのࡸデジタルサイネージࡣ㏆᭱ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜

ICT の࡞ーシࣙンࢤࣅࢼ、ー制ᚚࢠネル࢚ࡿࡼ

分㔝ᣑ大ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᭶ 1 度、ẖᅇ 3 ࡈのྡ

講₇者࠾ࢆᣍ50、ࡋࡁ 開ࢆの会員ᵝ࡛ᐃ会ྡ

催ࠋࡓࡋ 

 

図 32：U2A 研究会のᵝ子 

 

�G� 先進ⓗ⤌ࡳ㎸ࡳシステム⏘ᐁ学㐃ᦠプロࢢラム

 ⓗሿࠖࡳ㎸ࡳ⤌ࠕ

 

⤌㎸ࡳ⏘業のά性、⏘業⏺のὶࢆ目ⓗ࡚ࡋ⏘

ᐁ学㐃ᦠά動ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆ高度ேᮦ育成のプロ

௨ୗ、ࡣ㐺ሿ࡛ࠖࡳ㎸⤌ࠕラムࢢ 3 ࡗ⾜ࢆのά動ࡘ

 ࠋࡓ

（㸯） IoT ࢆά用ࡓࡋ᪂࠸ࡋサーࣅスの出ࢆ目

ᣦࣅࡓࡋジネスコンテストࠕWINK2022ࠖ 

ົᒁ運営ࡧࡼ࠾ᑂᰝ会ሙ࡚ࡋ VisLab

ࡧࡼ࠾ ACTIVE Lab.ࢆά用ࡋ、コンテスト

ཧຍ者 80 ྡ、24 機関の㐃ᦠࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ 

（㸰） ♫会ேྥࡅᢏ⾡者研ಟ ࠕ➨ 15 ᅇ ⤌㎸ࡳ㐺

ሿࠖ 

部の講ᗙ୍、ࡀࡓࡗ࡞ンライン開催࢜

ࠋࡓࡋッドᙧᘧ࡛開催ࣜࣈイࣁࡸ集合ᙧᘧࢆ

⤌㎸ࡳ㐺ሿ全య࡛ 177 ᚓ࡚ࢆྡ VisLab ࡣ࡛

ᘏ 4 講ᗙ（9 日㛫）࡛ 25  ࠋࡓࡋ講ཷࡀྡ

（㸱） ⤌㎸ࡳ企業ྥࡅプライ࣋ートセミࢼー 

会ሙ 48 ンライン࢜、ྡ 60 ྡのཧຍ者ࢆ

ᚓ࡚、4 日㛫開催ࠋࡓࡋ 

 

�H� サイバー関すプロジェクト（&.3） 

（https://www.ckp.jp） 

CKP ࡣ先進ⓗ࡞インターネットᢏ⾡の開Ⓨ、実ド

実験ࢆ進ࡿࡵ⏘ᐁ学共同コンࢯーシアム࡛ࠋࡿ࠶

NICT@JGN/CKP 実験ネットワークࡿࡍᵓ⠏運営ࡀ

ࢆ VisLab.OSAKA ᖿ、ࡣᮏ年度ࠋࡿ࠸࡚ࡋ展開ࡶ

メンバー内ミニセミࢼー࡛の情報共᭷ᖿメン

バー内࡛の▱見の共᭷ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

2022 年 4 ᭶ 8 日（㔠） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

2022 年 4 ᭶ 11 日（᭶） CKP ⌮会/総会/報告会 50

ྡ程度（࢜ンラインཧຍྵࡴ） 

2022 年 5 ᭶ 13 日（㔠） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

2022 年 6 ᭶ 10 日（㔠） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

2022 年 8 ᭶ 19 日（㔠） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

2022 年 10 ᭶ 3 日（᭶） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ
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2022 年 11 ᭶ 7 日（᭶） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

2023 年 2 ᭶ 20 日（᭶） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

2023 年 3 ᭶ 17 日（㔠） 30 ྡ程度（࢜ンラインཧຍ

 （ࡴྵ

 

�I� 情報通信研究機ᵓ（1,&7） 1,&7 総合テスト࣋

ッド（-*1） 

NICT@JGN/CKP/KMO の共同࡛㞷ࡾࡘࡲ実ド実

験

(https://testbed.nict.go.jp/event_new/yukimatsuri2023.ht

ml)ࢆࡓࡁࡵ࠺、࡚ࡋ実験ᣐⅬࡓࡋ㉸高⢭⣽ᫎീ

ఏ㏦実験ࢆ実ࡣࢀࡇࠋࡓࡋ、NICT 総合テスト࣋

ッド JGN ᫎീ（図ࡾࡘࡲ㞷ࢁࡱࡗࡉ、࡛ୖ ࠾（33

ᫎീࡓࡋࢶコンテンࢆンプᫎീࣕ࢟⌫プロ㔝ࡧࡼ

㓄信実ド実験ࢆ実ࡶࡓࡋの࡛ࠋࡿ࠶実ド実験࡛ࡣ、

NICT 学ᐁ⏘ 57 ேᮦ、機ᮦࡸ⾡ᢏࢀࡒࢀࡑࡀ⧊⤌

ࡓࡋᣐⅬࢆ⦕ᮐᖠ、ᮾி、大阪、Ἀ、ࡾࡼࡕᣢࢆ

全国規模の㉸ᗈᖏᇦネットワークࢆᵓ⠏ࡋ、先進ⓗ

システム࠸㏆࡚ࡵᴟ実運用環境ࡸᢏ⾡開Ⓨ᳨ド࡞

運用᳨ドࢆ実2023）ࠋࡓࡋ 年 2 ᭶ 4 日（ᅵ） ࠥ 2

᭶ 11 日（ᅵ） VisLab.OSAKA / ActiveStudio PV 実） 

 

 

図 33：㞷ࡾࡘࡲᫎീ 

 

3.2.3 Cyber HPC Symposium の㛤ദ 

Cyber HPC Symposium ࡿࡍ推進ࡀᮏ研究部門、ࡣ

大規模計算機業ྍࡧࡼ࠾ど業ᑐࡿࡍプࣞࢮ

ンスࡧࡼ࠾ồᚰຊྥୖ、ࡧࡼ࠾、ᮏセンター利用者

、ࡋ目ⓗࢆ情報機会のᥦ౪ࡧࡼ࠾の情報ᥦ౪

2015 年度ࡾࡼサイバーメディアセンター催ࡋ

࡚開催ࡿࡍシンポジ࢘ム࡛ࠋࡿ࠶ᮏ年度ࡣ、᪂型コ

ロࢼឤᰁᣑ大のᙳ㡪ࡶ大ᖜ⦆和ࡓࡗ࠶ࡘࡘࢀࡉ

ᑐ面、ࡾ⤠通ᖖの༙分程度ࢆᆅ࡛のᐃ員⌧、ࡵࡓ

開催ࡓࡋ（図  ࠋ（34

 ᮏ研究部門ࡣスーࣃーコンピュータシステムの運

用ࢆᢸ࠺㈐௵部門࡚ࡋ、Cyber HPC Symposium の

企画・開催ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆシンポジ࢘ムのヲ⣽

ᮏ報告書ࡣ࡚࠸ࡘ p.155 ࡓࢀࡉ↷の࡛ཧࡿࡍグ㍕

ᗈࡓࡋ作成࠸కム開催࢘シンポジ、ࡣ࡛ࡇࡇࠋ࠸

報㈨ᩱ࡚࠸ࡘ報告ࠋ࠸ࡓࡋ 

 

&\EHU +3& 6\PSRVLXP ���� 

Cyber HPC Symposium 2023 高性能計算、高性、ࡣ

能データ分析、メタバース、デジタルࢶインᦠࢃ

ᮏセンターの大規模計、ࡋ࠼㏄࠾ࢆ学のᑓ門ᐙ⏘ࡿ

算機システムの利ά用、᭱ࡧࡼ࠾᪂の研究開Ⓨ

動ྥࢆ㋃ࡘࡘ࠼ࡲ、スーࣃーコンピューティンࢢシ

ステムࢆ୰᰾ࡓࡋ学⾡研究基盤のᚋのㄢ㢟ࢆ⪃

サイバーメディアセンタ、࡚ࡋ࠸ࡽࡡࢆࡇࡿ࠼

ー催、学㝿大規模情報基盤共同利用・共同研究ᣐ

Ⅼの協㈶の2023、ࡶ 年 3 ᭶ 6 日開催ࠋࡓࡋᮏシ

ンポジ࢘ム開催㝿ࡶ࡚ࡋ、ཧຍ者、講₇者ࡀᐦ

ࡋᑐ面開催、࡛ୖࡓࡋࢆ⟇ឤᰁ㜵Ṇᑐ࠸࡞ࡽ࡞

ᮏシンࠋࡓࡗ࡞ࢃ⾜ࡣンライン㓄信࢜、࠾࡞ࠋࡓ

ポジ࢘ム࡛ࡣ、基ㄪ講₇ࢆ 1 ௳、ᣍᚅ講₇ 1 ௳、୍

⯡講₇ࢆ 4 ッシࣙン࢝ネルディスࣃ、௳ 1 ௳の᪂型

コロࢼ౫↛の規模࡛の開催ࠋࡓࡗ࡞ 

 図 35  Cyber HPC Symposium 2023 のᗈ報ポスタ

ーࡓࡲࠋࡍ♧ࢆ、図 36 ࢆットࣞࣇンࣃᙜ日㓄ᕸ用

ࡧࡼ࠾、ᗈ報ポスター、ࡣム࡛࢘ᮏシンポジࠋࡍ♧

ᗈ報ポスターࢆ⦰ᑠࡓࡋᗈ報㈨ᩱ300、ࡣ࡚࠸ࡘ

部ࢆ学内、学እᗈࡃ㓄ᕸࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆᙜ日㓄ᕸ

用ࣃンࣞࣇットࡣ、⌧ᆅཧຍࡓࢀࡉ出ᖍ者㓄ᕸ

 ࠋࡓࡋ
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図 34：Cyber HPC Symposium 2023  、講₇者ࡿࡅ࠾

 のグᛕᙳࡽネࣜストࣃ

 

 

図 35：Cyber HPC Symposium 2023 ᗈ報ポスター 

 

 
 

 

図 36：Cyber HPC Symposium 2023 ᗈ報ࣃンࣞࣇット 

 

3.2.4 2nd Symposium on SHIMOJO の㛤ദ 

2022 年度ࡣ応用情報システム研究部門ࢆୗᲄ┿

25、ࡾ࡞య制ࡿࡍᐓࡀྖ 年目ࡾ࡞ᙜヱ年度࡛

25 年のᖥࢆ㛢2022ࠋࡓࡗ࡞ࡇࡿࡌ 年 3 ᭶ 31 日

࡚ࡗᣢࢆ 25 ࿘年の⠇目ࢆ㏄25ࠋࡿ࡞ࡇࡿ࠼ 年

の㛗࠸㛫ࢆ⤒࡚、ᩘከࡃの教員、ᩘከࡃの༞業生

ICT、ࢀࡉ㍮出ࡽ応用情報システム研究部門、ࡀ

分㔝ࢆ୰ᚰࡿࡍ⏘ᐁ学࡛ά㌍ࡾࡼࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆල

యⓗ100、ࡣ ྡのᕤ学（学ኈ）、7 ྡのᕤ学（ಟኈ）、

2 ྡのᕤ学（༤ኈ）、59 ྡの情報科学（ಟኈ）、19

ྡの情報科学（༤ኈ）の学ྲྀᚓ者ࢆୡ㍮出࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸

25、ࡣᮏ研究部門࡛、ࡽᬒ⫼࡞࠺ࡼのࡑ ࿘年࠾

、࡚ࡋグᛕࢆᮏ研究部門（ୗᲄ研究室）の㛢ᖥࡧࡼ

ᮏ研究部門関㐃のࡿ࠶研究者・ᢏ⾡者の᪉࠾ࢆࠎ

ᣍࡋࡁ、セ࢟ュࣜティ、高性能計算、ࣔバイルコン

ピューティンࡧࡼ࠾、ࢢ、関㐃分㔝ᦠࡿࢃᑓ門ᐙ

ࢆᑗ来ᚋのㄢ㢟ࡿࡅ࠾ᙜヱ分㔝、ࡋ࠼㏄࠾ࢆ

模⣴ࢆᚋの共同㐃ᦠ・共同研究、ࡶࡿ࠼⪄
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ム࢘シンポジࡓࡋ目ⓗࢆࡇࡿࡍ 2nd Symposium 

on Security, High-performance computing and Mobile 

computing towards Joint Collaboration ࢆ 2023 年 3 ᭶ 7

日開催ࠋࡓࡋ会ሙࡣ、༓㔛阪ᛴ࣍テルᑑの㛫

ࢆラムࢢムのプロ࢘ᮏシンポジ௨ୗࠋࡓࡋ利用ࢆ

 ࠋࡓࡋᩱ↓ࡣ㈝ཧຍࠋࡍ♧

 

================================ 

プロࢢラム 

10:00-10:10：ᣵᣜ 

ୗᲄ┿ （ྖ大阪大学 サイバーメディアセンター 

センター㛗・教授） 

Session1 

セッシࣙンࢳェア：ᑠᓥ୍⚽（大阪大学 サイ

バーメディアセンター 講ᖌ） 

10:10-10:25: "On Multimedia, Distributed System 

Architecture" 

ᑎす⿱୍（情報通信研究機ᵓ ネットワーク研

究所 研究࣐ネージࣕー）  

࢚ࡽࢢッドコンピューティンࣜࢢ" : 10:25-10:40

ッジコンピューティン࡛ࡲࢢ" 

ᕷᕝᪿᖹ（ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学 情報

科学㡿ᇦ 教授）  

10:40-10:55 : "AirX  "ࡧୗᲄ研の学ࡓࡁάࡆୖࡕ❧

ከ⏣大㍤（ᰴᘧ会♫ AirX ྲྀ⥾ᙺ COO）  

 

10:55-11:00 : ఇ᠁ 

 

Session2 

セッシࣙンࢳェア：大ᖹྖ（大阪大学 情報

推進ᮏ部 教授） 

11:00-11:15 : "学ㄆの次ୡ௦ㄆド㐃ᦠࡀ目ᣦࡍୡ⏺

ീ" 

ᆏ᰿ᰤ作（国❧情報学研究所 アー࢟テクࣕࢳ

科学研究⣔ 教授） 

11:15-11:30 : "IoT  "ᮍ来ࡃᣅ

ᮌᡞၿஅ（ᒸᒣ⌮科大学 情報⌮ᕤ学部 教授）  

11:30-11:45 : "ネットワークᢏ⾡の実ド：SDN テスト

ッド࣋ RISE ࡛のྲྀࢆࡳ⤌ࡾࡾ㏉࡚ࡗ " 

Ἑ合ᰤ（情報通信研究機ᵓ 総合テスト࣋ッ

ド研究開Ⓨ推進センター ୖᖍ研究員）  

11:45-12:00 : "研究成果の♫会実࡚࠸ࡘ" 

ዟ⏣ὒ子（᪂࢚ネルࢠー・⏘業ᢏ⾡総合開Ⓨ機

ᵓ イ࣋ࣀーシࣙン推進部 総ᣓࢢループ 

ᰝ） 

 

12:00-14:00 : 㣗ఇ᠁ 

 

基ㄪ講₇ 

セッシࣙンࢳェア：㝆⡡ 大（大阪大学 サイ

バーメディアセンター センター㛗・教授） 

14:00-15:30 : >基ㄪ講₇@ "ネットワークアプࣜ

ࡿࡏヰࡽࡔ፧ ࠥ⤖࡞ࡏーシࣙンのᖾࢣ

ኻᩋ、ᢡ、ᚋࠥ" 

ୗᲄ┿ྖ（大阪大学 サイバーメディア 

センター センター㛗・教授） 

================================ 

  

 ᮏシンポジ࢘ム࡛ࡣ、ᮏ研究部門ᐓୗᲄ┿ྖ

7、ࡋᣵᣜ࡛開ᖥࡿࡼ ྡの研究者ࡣ࠸ࡿ࠶ᑓ門ᐙ

ࡿࡼ 2 基ㄪ講₇セッ、ࡧࡼ࠾、の講₇セッシࣙンࡘ

シࣙンࡽᵓ成ྛࠋࡓࢀࡉセッシࣙンのྖ会ࡣ、ᮏ

研究部門 ᑠᓥ୍⚽ 講ᖌ、ࡧࡼ࠾、ᮏ研究部門ව௵

ࠋࡓࡋᢸᙜࡀ情報推進ᮏ部 大ᖹྖ 教授ࡧࡼ࠾

ᅇのシンポジ࢘ム࡛ࡣ、ᮏ研究部門ࡾࡺの࠶

研究ࡶཧຍ者、ࡃ࡞࡛ࡅࡔᑓ門ᐙࡣ࠸ࡿ࠶研究者ࡿ

部門ࡣ࠸ࡿ࠶ୗᲄ┿ྖࡾࡺのࡿ࠶᪉ࡀከࡃ出ᖍ

㉁࡞ࢇࡽࡤࡃࡗࡊ࡚ࡋᑐ講₇、ࡵࡓࡓ࠸࡚ࢀࡉ

・ウ議・議ㄽ、情報ࡓࢀࢃ⾜ࡀ（図 37、図 38、

図 39、図 40、図 41、図 42、図  ࠋ（43
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図 37：講₇ࡿࡍᑎす⿱୍Ặ 

 

 

図 38：講₇ࡿࡍᕷᕝᪿᖹẶ 

 

 

図 39：講₇ࡿࡍከ⏣大㍤Ặ 

 

 

図 40：講₇ࡿࡍᆏ᰿ᰤ作Ặ 

 

 

図 41：講₇ࡿࡍᮌᡞၿஅẶ 

 

 

図 42：講₇ࡿࡍἙ合ᰤẶ 

 

࡚ࢀࡉ࡞ᴟⓗ✚ࡀ情報ࡶ出ᖍ者㛫࡛、ࡓࡲ

࠺ࡼࡓࡁ࡛⌧実ࡀム࢘のシンポジࡾ通࠸≻、ࡾ࠾

ᛮࡓࡲࠋ࠺、ᢡ、ୗᲄ教授ࢀࡉ͇ࡾࡪࡷࡕࡵ͆

͆、ࡸヰࡓ ࢆࡅࡓࢀࡽᮏேࡣᛀࡓ࠸࡚ࢀヰ͇

ࡾ┒ࡶ出ヰ࠸ᐖ者㛫のᛮ⿕ࡿࢃ関ୗᲄ教授、࡞
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ᮏ研究部門の、ࡾ࠶࡛࠺ࡼࡓ࠸࡚ࡏ見ࢆࡾࡀୖ 25

࿘年㛢ᖥࢆグᛕࡿࡍⰋ࠸シンポジ࢘ムࡼࡓࡗ࡞

ムの᭱ᚋの基ㄪ講₇࢘ᮏシンポジ、࠾࡞ࠋࡿ࠶࡛࠺

セッシࣙンࡣ、次⠇グࡍୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏

コロࢣーシࣙンࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋのࡵࡓ、次⠇࡚グ㘓

 ࠋࡍṧࢆ

 

 

図 43：講₇ࡿࡍዟ⏣ὒ子Ặ 

 

3.2.5 下ᲄ真ྖ教授᭱⤊講⩏ & “ࡸࡉࡉな”ᅖࡴ

会（㏥⫋記ᛕࣃーティ） 

 ᮏ研究部門ࢆᐓࡓࡁ࡚ࡋୗᲄ┿ྖ教授ࡀᮏ年度

㏥⫋ࡋ、ᮏ研究部門（ୗᲄ研究室）ࡀ 25 年のᖥࢆ㛢

、࡚ࡋグᛕࢆ⫋ୗᲄ┿ྖ教授の㏥ࠋࡿ࡞ࡇࡿࡌ

༓㔛阪ᛴ࣍テル ᑑの㛫（図 2023、࡚（44 年 3

᭶ 7 日 14:00-18:30 ͉ࡧୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏ཬ、

ࠋࡓࡋ開催ࢆ（ーティࣃ㏥⫋グᛕ）会ࡴᅖ”࡞ࡸࡉࡉ

ୗᲄ┿ྖ教授᭱、ࡣ࡚ࡋ㝿講⩏の開催⤊᭱、࠾࡞

⤊講⩏プロジェクトࢳーム（ᮏ研究部門 ఀ㐩教

授、∦ᒸᑠⓒ合、ᒣୗ弘ᣍ࠸教授、ᮏ研究部門

出㌟のዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学 ᕷᕝᪿᖹ 

教授、ᮾ大学 高ᶫ្ᬛ ຓ教、ዉⰋ先端科学ᢏ⾡

大学㝔大学 㐲⸨ ᪂ ຓ教、⚟大学 Ώሙᗣ弘 

教授）ࡀ୰ᚰࠋࡓࡗ࡞研究室⛎書出㌟の和ఫ㯞▮

Ặ、ከ⏣⿱子Ặ、᭹部▱ᑑẶ、㔠ᕝᜨẶ、情報推進

部ࡾࡼᐑୗ子総ົ係㛗、ཎཱྀ┤大௵、研究部門

所ᒓの༤ኈ๓ᮇㄢ程 2 年㇂ཱྀᖹẶ、༤ኈ๓ᮇㄢ程

1 年高ᔱ和㈗Ặࡣ、⌧ᆅཷᑐ応、⥭ᛴᑐ応等ࠎ

࡛᭱⤊講⩏ࡣ࠸ࡿ࠶㏥⫋グᛕࣃーティከ大ࡈࡿ࡞

ᑾຊࡇࡇࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸グ࡚ࡋㅰពࢆᨵ࡚ࡵグࠋࡍ 

  ௨ୗ、ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏のプロࢢラムࢆ♧

㏙ୖࡣ⩏ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講、࠺ࡼࡓࡋ㏙ୖࠋࡍ

ࡓࡋ 2nd Symposium on SHIMOJO の基ㄪ講₇ࢆවࡡ

ム࢘シンポジ、࠼ࡺࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ SHIMOJO のఇ᠁

㛫ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏ ཷ・開ሙ㛫ࢆවࡡ

同㛫ᖏ、ࡾ࠾࡚ ᵓࡿࢃ᭰ࡾษࡀント࣋のイࡘ 2

成ࠋࡓࡋ 

================================ 

ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏プロࢢラム 

 

13:30ࠥ  

᭱⤊講⩏ ཷ・開ሙ 

14:00ࠥ15:30 

ᗙ㛗：㝆⡡ 大 （大阪大学 サイバーメディア

センター センター㛗・教授） 

᭱⤊講⩏ࠕネットワークアプࣜࢣーシࣙンのᖾ

 ኻᩋ㸪ᢡ㸪ᚋࠥࠖࡿࡏヰࡽࡔ፧ࠥ⤖࡞ࡏ

16:00ࠥ    

 会 ཷ・開ሙࡴᅖ͇࡞ࡸࡉࡉ͆

16:30ࠥ18:30   

 会（╔ᖍスタイル）ࡴᅖ͇࡞ࡸࡉࡉ͆

================================ 

 

 

図 44：ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏開ጞ┤๓の会ሙ 

 

 図 44 ┤ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏開ጞ、࠺ࡼࡍ♧

๓の会ሙࡣ 200 ྡᙅࡾ࡞‶ᖍࠋࡓࡗ࡞ᮏ来ࡣ、

༓㔛阪ᛴ࣍テル ᑑの㛫のᐃ員ࡣ 180 ࡞ࡁ大ࡾࡼ

ᩘᏐ࡛ࡀࡿ࠶、ṧᛕࡽࡀ࡞ 2023 年 3 ᭶ 7 日࡚࠸࠾

ࡣイルスᑐ⟇の規制࢘ࢼ᪂型コロࡿࡼᨻᗓせㄳࡣ
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ṧࡇ、ࡾ࠾࡚ࡗの 180 ⩏の᭱⤊講ࡇ、ࡀᏐᩘ࠺࠸

ᚋࡿࢀࢃ⾜㏥⫋グᛕࣃーティの╔ᖍスタイルࢆ⪃

࠾⩏の᭱⤊講ࡇ、ࡵࡓのࡑࠋࡓࡗ࠶大࡛᭱ࡿ࠼

ᐃ員の関係、ࡶ࡚࠸࠾ーティࣃ㏥⫋グᛕ、ࡶ࡚࠸

࡛⌧ᆅ࠾㉺ࡃࡔࡓ࠸ࡋのࢆࡿࡊࡏࡾ᩿࠾ࢆᚓ࡞

ࠋ୍ࡓࡗ࠶ṧᛕ࡛ࡶ࡚ࡣࡇࡓࢀࡽ࠾ࡶ᪉ࡓࡗ ᪉、

同ࢆンライン㓄信࢜、ࡣ࡚ࡋ関⩏の᭱⤊講ࡇ

ࡵྵࢆࠎ᪉ࡓࡗ࡞ࢃྔࡀᆅ出ᖍ⌧、ࡾ࠾࡚ࡗ⾜

150 ྡ程度の᪉࢜ࡀンライン࡛ཷ講ࡑࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ

のࡇ、ࡵࡓの᭱⤊講⩏ࡣ 350 ྡ๓ᚋཷ講ࡇࡓࢀࡉ

 ࠋࡿ࡞

 

 

図 45：ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏のᵝ子 

 

 

図 46：ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏: 

メࡿࢀࡉࣜࣈࣕࢳᐑཎ⚽ኵ先生ᮧ⏣ṇᖾ先生 

 

 ᭱⤊講⩏の๓ࡣ、ᗙ㛗ࡓࢀࡽࡵົࢆ、次年度ࡼ

 㝆⡡ࡿࡍ௵ᑵ᪂センター㛗ࡂ⥅ࡁᘬࢆୗᲄ教授ࡾ

大教授ࡾࡼ、ୗᲄ┿ྖ教授の࡛ࡲࢀࡇの業績ࡀ説

明ࡑࠋࡓࢀࡉのᚋ、ୗᲄ┿ྖ教授の᭱⤊講⩏ࡀ開ጞ

2nd Symposium on SHIMOJO、ࡣ⩏講⤊᭱ࠋࡓࢀࡉ

࠸࡞ࡣ⩏の᭱⤊講࡛ࡲࢀࡇ、ࡀࡓࡗ࡞ヰ㢟ࡶ࡛

͆メࣜࣈࣕࢳ ス͇タイル࡛展開ࡓࢀࡉ（図 45、図 46、

図 ࡀタイトル、ࡣ࡛⩏ୗᲄ┿ྖ教授の᭱⤊講ࠋ（47

テࢆーシࣙンࢣアプࣜネットワーク、࠺ࡼࡍ♧

ーࡿࡍ࣐ୗᲄ┿ྖ教授の࡛ࡲࢀࡇの研究ࢆࡾ㏉

࠺ࡼࡿࢀࡽ語࡚࠸ࡘᚋࡸᢡࡸኻᩋ、ࡘࡘࡾ

ᛮࡋࡋࠋࡓࢀࢃ、実㝿ࡣ、研究ࢆࡾ㏉ࡘࡘࡾ、

ᐤࡧቭୖࢆ研究者ࡓ࠸ࢆờࡶࠎのࡑ

ヰ࡚࠸ࡘヰࡓࡋⱞປヰ、ኻᩋࡸ出࠸ᙜのᛮ、ࡏ

図）ࡓࢀࢃ⾜スタイル࡛࡞᪂࠺࠸ࡃ⪺ࢆ ࠋ（45

ཧຍ者、ࢀ⁄ࡀ࠸➗ጞ⤊、ࡣ࡛⩏講⤊᭱、ࡵࡓのࡑ

࠺ࡼࡓ࠸࡛ࢇࡋᴦࢆ⩏講⤊᭱、ࡃ࡞ࡇࡿࡍ㏥ᒅࡶ

ࡋヰーティᚋࣃ⫋実、᭱⤊講⩏、㏥ࠋࡿ࠶࡛

ࡣ⩏講⤊᭱࠸面ⓑ࡞ࢇࡇࠕ、ࡣࡽ᪉ࡓࢀࡃ࡚ࡅ

ࢳメࡎࡽࢃኚ┦ࠕࠖࠋࡓࡗࡼ来࡚ࠋࡓࡗ࡞

⤊᭱࠺࠸࠺ࡇࠕࠖࠋࡓࡗ面ⓑࠋࡡࡍ࡛ࣜࣈࣕ

講⩏ࡿ࠶ࡶの࡛࠺࠸ࠖࠋࡡࡍឤ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸ࢆ

ቭࡓࡲࡶᐑཎ⚽ኵ先生ࡿࡓᙜୗᲄ┿ྖのᜠᖌࠋࡿ

ࢆの࠺࠸࠺ࡇࠕࡀ㝿、᭱ึの୍言ࡓࢀࡉࡁᣍ࠾ୖ

メ࠺࠸ࣜࣈࣕࢳのࠖࡔ（図 ࡘࢀࡽࡷࡋࡗ࠾（46

ࢀࡉ⟆ᅇの㉁ၥࡽୗᲄ┿ྖ教授ࢇࡕࡁ、ࡶࡘ

 ࠋࡓࡗ࠶ࡶ༳㇟ⓗ࡛ࡣⅬࡓ࠸࡚

 

 

図 47：ୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏: 

メࡿࢀࡉࣜࣈࣕࢳ CKP  ࠎ᪉ࡿࢃ関

 

 ᙜึࡣୗᲄ┿ྖ教授90ࠕ、ࡿࡼ 分ࡣ㛗ࠋࡼ࠸

1 㛫࡛Ⰻࡓࡗ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࠖࠋࡼ࠸の࡛、1ࠕ

㛫の講₇࡛ 30 分㉁応⟅࠸࡚࠸࠾࡚࠼⪄࡚ࡋ

ࡓࡋࡲ࠸࡚ࡋಖ☜ࢆ会ሙの㛫㸽ࠖࡍࡲࡅࡔࡓ
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ࢇࡣ実㝿、ࡀ 90 分ࣇࢆル使᭱࠺⤊講⩏

࡞࡛ࡅࡔ出ᖍ者ࡓࡅࡔࡓ࠸出ᖍ⩏講⤊᭱ࠋࡓࡗ࡞

ࡓࡅࡔࡓ࠸࡛ࢇࡋᴦࢆ⩏講⤊᭱ࡶୗᲄ┿ྖ教授、ࡃ

ࢳୗᲄ┿ྖ教授᭱⤊講⩏プロジェクト、ࡾ࠶࡛࠺ࡼ

ームࡶ࡚ࡋ実ឤの᭱ࡿ࠶⤊講⩏ࠋࡓࡗ࡞

๓㏙の➗᭱ࡿࢀ⁄࠸⤊講⩏のవ㡩ᘬࡉ͆、ࡁ⥆ࡁ

࡞ࡸࡉ ᅖ͇ࡴ会（㏥⫋グᛕࣃーティ）ࢆ開催ࠋࡓࡋ

࡞Ẽࢆࡿ࠸࡚ࡋ͇࡞ࡸࡉࡉ͆ࡐ࡞、࡛ࡇࡇ

ࣃᮏ㏥⫋グᛕࡣࢀࡇࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿࢀࡽ࠾ࡶ᪉ࡿ

ーティࢆ企画ࡋጞࡓࡵ 9 ᭶㡭ࡣ࡚࠸࠾、ᮍࡔ᪂型

コロ࢘ࢼイルスのᙳ㡪ࡣ大ࡃࡁ、㣧㣗ࢆక࠺大規模

のࡑࠋࡓࡗ࠶ࡀ㞺ᅖẼ࠺࠸ᮇᑦ᪩ࡣーティࣃ࡞

ࡿ࡞能ྍࡀーティ開催ࣃ࡞大規模ࡣ実㝿、ࡵࡓ

ࠎ᪉࠸㏆ᮏ研究部門ࡣᙜึ、ࡶࡘࡘࡋᐃࢆࡇ

͆ࡇのࡇࠋࡓ࠸࡚ࡋ企画ࢆࡇࡿࡍ開催࡛ࡅࡔ ࡉ

ࠋࡿ࠶ࡀの※ὶ͇࡞ࡸࡉ

ࠋࡍグୗグࢆ➨ーティのᘧ次ࣃ㏥⫋グᛕ、࡚ࡉ

ᮏ㏥⫋グᛕࣃーティୖࡣ㏙ࡀࡓࡋ、༓㔛阪ᛴ࣍テル

ᑑの㛫࡚࠸࠾╔ᖍࣃーティ࡚ࡋ開催ࠋࡓࡋ通

ᖖ࡛ࡇ、ࡣの࡞࠺ࡼ㏥⫋グᛕࣃーティࡣ出ᖍ者ࡸ㏥

⫋教授の㛫のコミュニࢣーシࣙンࡼࡿࡁ࡛⏤⮬ࡀ

ࡶのุ᩿ࡇ、ࡀࡿ࠼⪄࠸ከࡀࡇࡿࡍ㣗❧࠺

ᖍ╔、ࡾ࠶イルスᑐ⟇の୍環࡛࢘ࢼ᪂型コロࡓࡲ

ࠋࡓࡗ≻ࢆேὶのᢚ制࡛ࡇࡿࡍ

================================ 

➨会 ᘧ次ࡴᅖ͇࡞ࡸࡉࡉ͆

ྖ会者

ᕷᕝᪿᖹ（ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学 情報

科学㡿ᇦ 教授／ୗᲄ研究室 2007 年度༞） 

㓇㋀子 （情報通信研究機ᵓ 総合テスト࣋ッ

ド研究開Ⓨ推進センター ⛎書／2008-2010 年

度 NICT 大ᡭ⏫ネットワーク研究⤫ᣓセンタ

ー㛗௦⛎書）

開会の㎡

ఀ㐩 進（大阪大学 サイバーメディアセンター

教授／ୗᲄ研究室 2001 年度༞） 

ᣵᣜ

ୗᲄ┿ྖ（大阪大学 サイバーメディアセンタ

ー センター㛗・教授）

⚃㎡

ᐑཎ⚽ኵ ᵝ（大阪大学 ྡ教授・アジアኴᖹ

ὒ研究所 所㛗）

ᮼ

㤿ሙ୍ ᵝ（ᕤ学㝔大学 学⾡情報センターᕤ

ᡭのἨ 所㛗・教授／1998-2013 年度ୗᲄ研究室

ᅾ⡠）

༞業生௦表スピーࢳ

㐲⸨᪂（ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学 総合情

報基盤センター ຓ教／ୗᲄ研究室 2019 年度

༞）

学生௦表スピーࢳ

㇂ཱྀ᪸ᖹ（大阪大学 大学㝔情報科学研究科 ༤

ኈ๓ᮇㄢ程 2 年／ୗᲄ研究室 2022 年度༞業ண

ᐃ）

グᛕရ・ⰼ᮰㉗࿊

高ᶫ្ᬛ（ᮾ大学サイバーサイ࢚ンスセンタ

ー ຓ教／ୗᲄ研究室 2018 年度༞） 

∦ᒸᑠⓒ合 （大阪大学サイバーメディアセン

ター ୗᲄ研究室⛎書）

ㅰ㎡

ୗᲄ┿ྖ（大阪大学 サイバーメディアセンタ

ー センター㛗・教授）

㛢会の㎡

ఀ㐩 進（大阪大学 サイバーメディアセンター

教授／ୗᲄ研究室 2001 年度༞） 

グᛕᙳ

================================ 

࡞ࡸࡉࡉ͆ ᅖ͇ࡴ会のྖ会ࡣ、ᮏ研究部門ࢆ

2007 年度༤ኈ学ྲྀࢆᚓ࡚ࡋ༞業ࡋ、⌧ᅾዉⰋ先

端科学ᢏ⾡大学㝔大学࡚教授ࡿࡵົࢆᕷᕝᪿᖹ

Ặ、ୗᲄ┿ྖ教授ࡀ 2008-2010 年度  NICT 大ᡭ⏫

ネットワーク研究⤫ᣓセンター㛗ࡓ࠸࡚ࢀࡉࢆ㝿の

⛎書࡛ࡿ࠶㓇㋀子Ặのே⣚ⓑయ制࡛ᢸᙜ㡬࠸

㐩教授の催者ఀ、ࡣ会ࡴᅖ͇࡞ࡸࡉࡉ͆ࠋࡓ

௦表࡚ࡋ開会の㎡ࡾࡼ開ጞࢀࡉ、ୗᲄ┿ྖ教授の
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ⓙᵝの㏥⫋グᛕࣃーティ出ᖍ者のᣵᣜࢀࡉ࡞ࡀ

図）ࡓ  ࠋ（48

 

 

図  会࡛のࡴᅖ͇࡞ࡸࡉࡉ͆：48

ୗᲄ┿ྖ教授のᣵᣜ 

 

 

図 49：来㈱ ᐑཎ⚽ኵ先生の⚃㎡ 

 

のᚋ、来㈱のᐑཎ⚽ኵࡑ （β大阪大学 ྡ教授・

アジアኴᖹὒ研究所 所㛗）ࡾࡼ、⚃㎡ࢆ㡬ࡓ࠸（図

ーティ࡛の⚃㎡ࣃ⫋㏥㐌㛫๓ᩘ、ࡣ㎡࡛⚃ࠋ（49

、ࡘࡘࡋࢆࡇࡓ来ࡀ౫㢗ࡍࡲࡅࡔࡓ࠸ࢆ

ୗᲄ教授のメࣜࣈࣕࢳのヰࡓࡵྵࢆᛮ࠸出ヰࢆ㡬ࡁ

㡬ࢆの言ⴥ࠸⚃࠾ࡿࡍᑐ⫋ୗᲄ教授の㏥、ࡽࡀ࡞

 ࠋࡓ࠸

のᚋ、1998 - 2013ࡑ 年度ୗᲄ研究室ᅾ⡠ᅾ⡠ࡋ、

⌧ᅾ、ᕤ学㝔大学 学⾡情報センターᕤᡭのἨ࡚所

㛗・教授ࡿࢀࡽࡵົࢆ㤿ሙ୍ᵝࡾࡼᮼのࡈⓎኌ

図）ࡁ㡬ࢆ ࡑࠋࡓࡗ࡞のḼㄯタイムࡋࡤࡋ、（50

のᚋࡣ、༞業生௦表スピーࢳ、学生௦表スピーࢳ

ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学࡛ຓ教ࢀࡒࢀࡑ、࡚ࡋ

㐲⸨ ᪂先生（図ࡿࡵົࢆ 51）、ᮏ研究部門の༤ኈ

๓ᮇㄢ程 2 年の㇂ཱྀ᪸ᖹྩ（図 の言ⴥ࠸⚃࠾ࡀ（52

 ࠋࡓࡏᐤࢆ

 

 

図 50：㤿ሙ ୍先生のᮼ 

 

 

図 51：㐲⸨ ᪂先生の༞業生௦表スピーࢳ 

 

 

図 52：㇂ཱྀ ᪸ᖹྩの学生௦表スピーࢳ 

 

グᛕရ・ⰼ᮰㉗࿊࡛ࡣ、出ᖍ者୍同࡚ࡋグᛕရ

（ワインࢢラスワイン）ࡀୗᲄ研究室 2018 年度༞

のᮾ大学サイバーサイ࢚ンスセンター 高ᶫ្ᬛ 
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ຓ教ࡾࡼ㉗࿊ࡓࢀࡉ（図 研究部ࡀⰼ᮰、ࡓࡲࠋ（53

門⛎書の∦ᒸᑠⓒ合ࡾࡼ㉗࿊ࡓࢀࡉ（図  ࠋ（54

図 53：グᛕရ㉗࿊ 

図 54：ⰼ᮰㉗࿊ 

ᘧ次➨࡛ࡇ、ࡣのᚋ、ୗᲄ┿ྖ教授ࡾࡼㅰ㎡ࡀ♧

グ、ࡋ㛢会࡚ࡗᣢࢆ㐩教授の㛢会の㎡ఀ、ࢀࡉ

ᛕᙳ࠺࡞⾜ࢆணᐃ࡛ࡇ、ࡀࡓࡗ࠶の㡭ࡣⓙ࠾㓇

ࡣーティ࡛ࣃᖍ╔、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞Ẽ分࠸࠸࡚ࡗᅇࡶ

┒࡚ࡗ࡞スタイルࡿᅇࡁṌࢆ会ሙ࡞ࡳ、ࡀࡓࡗ࠶

ルࣈテーྛࡀ実㝿、ᙜのୗᲄ教授ࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀୖࡾ

会ሙࡓࡋಖ☜、ࡾ࡞ࡇࡿᅇ࡚ࡋࢆグᛕᙳ

の㛫制㝈のᡓࡀࠋࡓࡗ࡞࠸、ⓙࡣࢇࡉᴦࡋ

ル࡛のグᛕࣈテーྛࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼࡓࡅࡔࡓ࠸࡛ࢇ

ᙳࡓࡗࢃ⤊ࡀのࡕ、ᙜึணᐃ通ࡾ、ㅰ㎡㛢会の㎡

ࠋࡓࡗ࡞㛢会ࢀࡉ࡞ࡀ

ࢬサプライ、ࡀࡓࡗ࡞ࡣラムࢢプロ、࠾࡞

ࡲ、ࢀࢃ⾜ࡀⰼ᮰㉗࿊ዟᵝࡾࡼୗᲄ┿ྖ教授࡚ࡋ

Ⓩቭࡈ᪉（?）࡞࠺ࡑࡓࡕࡶࢆイク࣐ࡽ会ྖ、ࡓ

ࢃ⾜ࡶࣜࣈࣕࢳメࡃࡔࡓ࠸ࢆの言ⴥ࠸⚃࠾ࡁࡔࡓ࠸

Ⓩቭの㛫ࡘ࠸ࡶࠎṔ௦の研究室⛎書の᪉ࠋࡓࢀ

Shimojo’s Angel、ࡾ࠾࡚ࡋ のグᛕᙳ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡶ

図）ࡓ ୖࡾ┒の࠸ᛮࡣーティࣃ㏥⫋グᛕࠋ（55

ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡼࡓࡅࡔࡓ࠸㊊‶ⓙᵝ、ࡾࡀ

᭱⤊講⩏ཬࡧ㏥⫋グᛕࣃーティࡣከࡃの᪉ࡈ

出ᖍࡇࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸のሙࢆࡆୖࡋ⏦♩࠾࡚ࡾ

ࠋࡍࡲ

図 55：Ṕ௦⛎書㌷ᅋ Shimojo’s Angels のグᛕᙳ 

ୗᲄ┿ྖ教授 ᭱⤊講⩏: 

https://sites.google.com/view/shimojo-retirement-lecture/home 

4 2022 年度研究業績 
4.1 HPC・HPDA ⼥ྜᇶ┙ࢆᑐ㇟するインターコ

ュࣞータに関する研究࣑ࢩࢺࢡࢿ

ᮏ研究࡛ࡣ、ᙜヱシミュࣞーシࣙンࢆ実⾜ྍ能࡞

シミュࣞータの試作ࢆ࡚ࡋ、先㏙の 2 Ⅼのㄢ㢟

ットࣞࢣࣃ࡚ࡋᣑᙇඖのシミュࣞータࠋࡴ⤌ࡾྲྀ

ルネットワークシミュࣞータの ns-3࣋ ࠋࡓࡋ᥇用ࢆ

ns-3 ࡣ通信ࢣࣃࢆット༢࡛シミュࣞートࡓࡿࡍ

⌧ット༢࡛ࢣࣃࢆード㛫通信性能のኚࣀ、ࡵ

ࠋࡿࡁ࡛

ㄢ㢟 ࣈHPDA ジࣙ ࣈHPC ジࣙ、ࡣ࡚ࡋᑐ 1

の୧᪉㐺用ྍ能࡞プロセス㛫同ᮇࢆ⌧ࡓࡋジࣙ

ᮏࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀード㛫通信のࣔデルᡭἲࣀのࣈ

研究࡛ࡣ、ࣔデルక࠺実コストのほⅬࡽ、

通信ロࢢ通ࡾ通信ࢣࣃ࠺⾜ࢆットࣜプࣞイࣔࢆデ

ルのアプロー࡚ࡋࢳ᥇用ࢣࣃࠋࡿࡍットࣜプࣞ

イプロセス㛫同ᮇᚅࢆࡕ⌧ࡿࡍ同ᮇ機能ࢆ㏣ຍ

ࠋࡓ࠼⪄ࡿࡁゎỴ࡛ࡀㄢ㢟࡛ࡇࡿࡍ

ㄢ㢟 2 高性能計算機システムのジࣙ、ࡣ࡚ࡋᑐ

⾜の開ጞ・⤊等の進ࣈジࣙ࠺⾜ࡀジューラࢣスࣈ
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状況応ࡓࡌ動ⓗ࡞ジࣙࣈスࢣジューࣜンࢆࢢシミ

ュࣞートࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀᮏ研究࡛ࡣ、シミュࣞー

シࣙン実⾜㛫のほⅬࡽ、シミュࣞータୖジࣙ

ࢳアプローࡿࡍ᪂規実ࢆジューラのࣔデルࢣスࣈ

スࣈ᪤Ꮡのジࣙ、࡛ࡇࡿࡍ᪂規実ࠋࡿࡍ᥇用ࢆ

シミュࣞーシ࡚ẚሙ合ࡓࡏࡉ㐃ᦠジューラࢣ

ࣙン実⾜㛫ࡀᑠࡃࡉᢚࠋࡓ࠼⪄ࡿࢀࡽ࠼  

、࡚࠸基࡙ࢳのアプローࡽࢀࡇ ns-3-Based 

Interconnect Simulator ࢆᥦシミュࣞータ࡚ࡋ試

作ࠋࡓࡗ⾜ࢆᮏ試作࡛ࡣ、ns-3  ns-3 用ジࣙࣈス

ットࣜプࣞイࣔジࢣࣃジュールࣔࢢジューࣜンࢣ

ュールࢆ㏣ຍࡓࡋ（図  ࠋ（56

ᥦシミュࣞータࡣ高性能計算機システム同ᵝ

ジ࡚ࡋᣦᐃࢆードᩘࣀードのண⣙㛫ࣀ計算 ,

ジュールࣔࢢジューࣜンࢣスࣈns-3 用ジࣙ ࢆࣈࣙ

ン࣐コࡿࡍ⾜実 ,ࡣࣈジࣙࡿࡍᢞධࠋࡿࡍᢞධ

ドの௦ࡾࢃ通信ロࢢ （pcap ࣇイル） のࣃスࢆ

グ㏙ࠋࡓࡋࡇࡿࡍ通信ロࢆࢢ用࡛ࡇࡿ࠸, HPC 

ジࣙࣈ HPDA ジࣙࣈの୧᪉ࢆ同ࡌ᪉ἲ࡛シミュ

ࣞーシࣙンᢞධࣀ、ࡋード㛫通信ࣔࢆデルࠋࡿࡍ 
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図 56：ns-3-Based Interconnect Simulator のᴫせ 

 

ホ౯࡛ࡣ、ᥦシミュࣞータࡀプロセス㛫同ᮇࢆ

⌧ࣀࡓࡋード㛫通信のࣔデルジࣙࣈ進⾜状況

ࠋࡓࡋㄆ☜ࡓࡁ࡛⌧実ࢆ⨨㓄ࣈ動ⓗジࣙࡓࡌ応

ホ౯᪉ἲࡣ࡚ࡋ、ྛࣔジュールࢆ用࡚࠸シミュࣞ

ーシࣙンࢆ実㝿᳨࠸⾜ドࠋࡓࡋ 

ㄢ㢟1のホ౯࡛ࡣ、NAS Parallel Benchmarks の FT 

（クラス S） ࢆ実機ࡧࡼ࠾ᥦシミュࣞータୖ࡛

実⾜ࡓࡋሙ合のジࣙࣈ実⾜㛫ࣀード㛫通信タイ

ミンࢢ・通信㔞ࢆẚ㍑ࡓࡋ（図 通信、ࡣ果⤖ࠋ（57

ロྲྀࢆࢢᚓࡓࡋ環境同ࡌሙ合ࡣ、ジࣙࣈ実⾜㛫

ࡋࠋࡓࡋ⮴୍ࡀ通信㔞・ࢢード㛫通信タイミンࣀ

㍽、ࡣሙ合ࡿ࡞␗環境ࡓࡋᚓྲྀࢆࢢ通信ロ、ࡋ

㍵制ᚚアルࢬࣜࢦムプロセス㛫同ᮇの⌧ࡀ༑

分࡛ࡵࡓࡓࡗ࠶、ジࣙࣈ実⾜㛫ࣀード㛫通信タ

イミンࢢ・通信㔞ࠋࡓࡗ࡞ࡋ⮴୍ࡀ 

 

 

図 57：通信ロྲྀࢆࢢᚓࡓࡋ環境ࡿ࡞␗ሙ合の 

FT （クラス S）の通信㔞のࢢラࣇ 

 

ㄢ㢟 2 のホ౯࡛ࡣ、Slurm Simulator  ns-3 用ジࣙ

ジュールのࣔࢢジューࣜンࢣスࣈ FIFO + Backfill 

スࢣジューࣜンࢢ⤖果ࢆẚ㍑ࡓࡋ（図 、ࡣ果⤖ࠋ（58

ジࣙࡀࣈ᪩ᮇ⤊ࡓࡋሙ合のスࢣジューࣜンࢢ

成ຌࡋ、ジࣙࣈスࢣジューࣜンࢢ⤖果ࠋࡓࡋ⮴୍ࡀ

㐩ࡀࢢジューࣜンࢣスࣈジࣙ࡞動ⓗ、ࡽの⤖果ࡇ

成࡛ࢆࡇࡓࡁ☜ㄆࠋࡓࡋ 

 

 

図 58：ns-3 用ジࣙࣈスࢣジューࣜンࣔࢢジュールの 

ジࣙࣈ㓄⨨⤖果 

 

ᚋの展ᮃࡣ࡚ࡋ㸪 プロセス㛫同ᮇの᳨出₃ࢀ

のᨵၿ TCP ㍽㍵制ᚚアルࢬࣜࢦムのᑐ応ࢆど

㔝, pcap ࣇイル࡛ࢣࢯࡃ࡞ࡣット関㐃のシステ

ムコールのロࢢのά用᳨ࢆウࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

関㐃発表論文 

(1) ㇂ཱྀ᪸ᖹ, “ジࣙࣈスࢣジューラ㐃動ࣃࡿࡍ

ースの┦⤖合⥙シミュࣞ࣋ットࣜプࣞイࢣ

ータ”, 大阪大学大学㝔情報科学研究科ಟኈ学

ㄽᩥ, 2023 年 2 ᭶.  

― 97 ―



F&K e<A3V)C?5VH10AV,)8O?G?).5;<,)4A15HA?5):33,)

D?@?G<@AV)E?VG<A,)E1@1I1)T?G3,)qC<\?O;@)

PO?0GV0?>)-5G3O0<5530G)T3@VH5R)-5G3HO?GV5H)a<2)

E0A3;1>V5H)?5;)73G\<OX)EVI1>?GV<5q,)PT48C&%&&,)

a?N?5,)T306)&%&&6)

ࢢースティンࣂࢻ࢘ࣛࢡにおける࣒ステࢩ/.-!#$&

ᶵ⬟の運用᪉ᘧに関する研究

ࢨBP4システムのࣘー、ࡣ࡛ࡳ⤌ࡾのྲྀ࡛ࡲࢀࡇ

クラࡘᣢࢆ利用㏱㐣性、ࡋ៖⪄ࢆ利用ಁ進ࡿࡍᑐ

ᮏ学のࢆ機能ࢢドバースティン࢘ BP4 システム࡛

ࡿ࠶ /4C/PUEୖ࡛実㝿実⌧ࡇࠋࡓࡋの利用㏱㐣

性ࡾࡼ、ࣘー࢜ࡣࢨンプࣞミス㈨※クラ࢘ド㈨

ࡇࡿࡍ⾜実ࢆࣈジࣙ㏱㐣ⓗࡃ࡞ࡇࡿࡍ༊ูࢆ※

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

機能の運用᪉ᘧࢢドバースティン࢘クラ、ࡋࡋ

のᑐࢢドバースティン࢘クラࢆࣈジࣙࠕ、࡚ࡋ関

ࢆ※ド㈨࢘クラࠕ、㸽ࠖࡿࡍࡀㄡࢆỴᐃࡿࡍ㇟

利用ࡿࡍ㝿の࢜ンプࣞミス㈨※ࢆ利用ࡿࡍᩱ㔠の

ᕪ（㏣ຍコスト）ࢆㄡࡀ㈇ᢸࡿࡍ㸽ࠖの & Ⅼࡘ

グのୖ、ࡣᮏ年度ࠋࡓࡗ࠶༑分࡛ࡔࡲࡀ議ㄽ࡚࠸

& Ⅼ࡚࠸ࡘクラ࢘ドバースティンࢢ機能の運用᪉

ᘧࢆࡁࡍ࠺ࢆㄪᰝࠋࡓࡋ

表 "(：ᥦࡿࡍ運用᪉ᘧ

運用᪉ᘧ ㈨※ᥦ౪᪉ἲ

高利用㏱㐣性పコスト㈇ᢸ型（?） L")

ప利用㏱㐣性コスト㈇ᢸ㑅ᢥ型（2） L",)L&)

ᮏㄪᰝ࡛ࡣ、ㄪᰝࡿࡍ運用᪉ᘧのᑐ㇟࡚ࡋ利用

㏱㐣性ࢆඃ先ࡿࡍ高利用㏱㐣性పコスト㈇ᢸ型᪉ᘧ

ప利用㏱ࡿࡍඃ先ࢆ㛫の๐ῶࡕのᚅࣈジࣙ（?）

㐣性コスト㈇ᢸ㑅ᢥ型᪉ᘧ（2）の & ࠋࡓࡋᥦࢆࡘ

通ࢆジューラࢣスࣈジࣙ、ࡣのᥦ運用᪉ᘧࡽࢀࡇ

ࢢドバースティン࢘クラ、࡚ࡋ㈨※ᥦ౪᪉ἲࡓࡋ

のᑐ㇟ࡿࡍジࣙࣈのỴᐃࢆ BP4 システムの⟶⌮

者࠺⾜ࡀクラ࢘ドバースティン࢟ࢢュー（L"）ࣘ

ー࠺⾜ࡀࢨクラ࢘ド࢟ュー（L&）の & ࢆュー࢟のࡘ

表 "(のᑐ応関係の通ࡾ᥇用ࠋࡿࡍ運用᪉ᘧ（?）ࡣ、

ࣘーࢨ㈨※㛫のᕪ␗ࢆព㆑࡛ࡇ࠸࡞ࡏࡉ利用㏱

㐣性ࢆಖࡵࡓࡘ、ジࣙࣈスࢣジューラࡀの㈨※

ࡿࡍỴᐃࢆࡿᙜ࡚ࡾࢆࣈジࣙ L" ࡿࡍ᥇用ࢆ

᪉ᘧ࡛ࡇࠋࡿ࠶の࢟ュー࡛ࡣ、クラ࢘ド㈨※ࢆ利用

ࢆᶒ㝈ࡿᙜ࡚ࡾࢆࣈジࣙ、ࡣ㝿の㏣ຍコストࡿࡍ

᭷ࡿࡍシステムഃࡀ㈇ᢸࠋࡓࡋࡇࡿࡍ

運用᪉ᘧ（2）ࡣ、L" のุ᩿࡛ࢨーࣘ、࡚࠼ຍ

ジࣙࣈのᚅࡕ㛫ࢆ๐ῶ࡛࠺ࡼࡿࡁ、ᢞධࡓࢀࡉ

ジࣙࡀࣈᚲࡎクラ࢘ド㈨※ࡾᙜ࡚ࡿࢀࡽ L& ࢆ

᥇用ࡿࡍ᪉ᘧ࡛ࠋࡿ࠶L&࡛ࡣ、ࣘーࢨのุ᩿ࡿࡼ

クラ࢘ド㈨※の利用ࡿ࡞の࡛、クラ࢘ド㈨※ࢆ利

用ࡿࡍ㏣ຍコストࣘࡣーࢨഃࡀ㈇ᢸࠋࡓࡋࡇࡿࡍ

ࣈジ࡚ࣙࡗ支ᡶࢆコスト࠸高ࡾࡼ通ᖖ、ࡾࡼࢀࡇ

のᚅࡕ㛫ࢆ๐ῶࢆ࠺ࡿࡍ、ࣘ ーࢨ⮬㌟ࡀ L&

ホࠋࡿ࡞Ỵᐃྍ能࡛࠺ࡿࡍᢞධࢆࣈジࣙ

౯࡛ࡽࢀࡇ、ࡣの運用᪉ᘧࡀの࠺ࡼ利用ಁ進

ᐤࢆࡿࡍジࣙࣈスࢣジューࣜンࢢのシミュࣞー

シࣙン実験ࢆ通᳨࡚ࡋドࠋࡓࡋ

シミュࣞーシࣙン実験ࡣ、

図 ࡿ࠶ᮏ学のBP4システム࡛ࡍ♧*+ EZU-T

DV0O<@<WGのᥦ౪ࡿࡍクラ࢘ド࡛1]8ࡿ࠶O3のୖᵓ

⠏ࡓࡋクラ࢘ドバースティンࢢの環境ࢆᐃ࡚ࡋ実

ࠋࡓࡋ

図 +*：ᐃࡿࡍクラ࢘ドバースティンࢢ環境

ホ౯ᣦᶆࡣ࡚ࡋ、関㐃研究࡛用ࡓࢀࡽ࠸利用者

‶㊊度ࢆཧ⪃ᐃ⩏ࡓࡋ、ୗグのᩘᘧ࡛♧ྛࡍジࣙ

）の利用ಁ進ᣦᶆࣈ ）の合計ࢆ用ࠋࡿ࠸

ྕ␒ࣈジࣙ、࡛ࡇࡇ ࡿࡍᑐ 、 ン࢜ࢀࡒࢀࡑࡣ

プࣞミス㈨※クラ࢘ド㈨※࡛ࡑのジࣙࡀࣈ実⾜ࡉ

ࠋࡿ࠶実⾜㛫࡛ࣈሙ合のジࣙࡓࢀ 、 ࡒࢀࡑࡣ

ࡀࣈのジࣙࡑ࡛※ド㈨࢘クラ※ンプࣞミス㈨࢜ࢀ
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ᢞධࡽ࡚ࢀࡉのᚅࡕ㛫実⾜㛫ࢆ合計್ࡓࡋ

ࠋࡿ࠶࡛ 、ンプࣞミス㈨※の利用ᩱ㔠࢜ࡣ ࢜ࡣ

ンプࣞミス㈨※クラ࢘ド㈨※の利用ᩱ㔠のᕪ࡛࠶

ࠋࡿ ࡀࢨーࣘ、ࡾ࠶್࡛ࡃ基࡙利用㏱㐣性ࡣ

の࢟ューࢆ利用ࡀุ᩿ࡿࡍᚲせの࠸࡞運用᪉ᘧ

ࡣ࡛（?） ᚲせࡀุ᩿ࡿࡍ利用ࢆュー࢟の、"

ࡣ࡛運用᪉ᘧ（2）ࡿ࡞ ࠋࡓࡋ*%6 ࣈのジࣙࡑࡣ

"L、ࡾ࠶್࡛ࡍ♧ࢆࡓࢀࡉᢞධュー࢟のࡀ

ᢞධࡓࢀࡉሙ合ࡣ "、L&ᢞධࡓࢀࡉሙ合ࡣ ࡋ&

ࠋࡓ ♧ࢆࡓࢀࡽᙜ࡚ࡾ※の㈨ࡀࣈジࣙࡣ

ሙࡓࢀࡽᙜ࡚ࡾ※ンプࣞミス㈨࢜、ࡾ࠶್࡛ࡍ

合ࡣ %、クラ࢘ド㈨※ࡾᙜ࡚ࡓࢀࡽሙ合ࡣ " 

ࠋࡓࡋ

図 ࡿࢀࡽᙜ࡚ࡾ※ド㈨࢘クラࡀࣈジࣙ、ࡣ%!

合ࢆኚࡽࡀ࡞ࡏࡉ運用᪉ᘧࡈシミュࣞーシ

ࣙンࢆ実ࡓࡋ⤖果࡛࠾࡞ࠋࡿ࠶、運用᪉ᘧ（2）

࡚࠸࠾ L&ᢞධࡓࢀࡉジࣙࡣࣈ全యの +j࡛ࡓࡗ࠶

運用᪉ᘧ（2）の利用ಁ進、ࡾࡼࣇラࢢのࡇࠋࡓࡋ

ຠ果ࡣ運用᪉ᘧ（?）ࡾࡼ高≉ࠋࡿࢃࡀࡇ࠸、

クラ࢘ド㈨※ࡾᙜ࡚ࡿࢀࡽジࣙࡀࣈ "%jの㝿

ࠋࡓࡗ࡞ࡃ高ࡀ利用ಁ進ຠ果ࡶ᭱

図 !%：利用ಁ進ຠ果のホ౯⤖果

関㐃発表論文

F"K 8O?G?).5;<,)EAV5mV)u<@AV;?,)EA1V0AV)Q<m1XV,)

BVO<?XV)e?G?<X?,)u<@AVAVX<)E?G<,)8XVAVO<)D1@?,)

E1@1I1)T?G3,)l4<5@V;3O?GV<5)<W)?)E1N3O0<IN1GV5H)

EJ@G3I)\VGA)4><1;)^1O@GV5H)=150GV<5?>VGJ)WO<I)?5)

/N3O?GV<5?>)P3O@N30GVb3g,)4><1;4<I&%&&,)

CA?V>?5;,)T306)&%&&6 cT/-R)

"%6""%*`4><1;4<I++##$6&%&&6%%%#"d)

F&K ྜྷ⏣⸄ྐ,)l利用㏱㐣性ᣦྥ型クラ࢘ドバース

ティンࢢ機能の利用ಁ進ࡓࡅࡴ運用᪉ᘧg,)

大阪大学大学㝔情報科学研究科ಟኈ学ㄽᩥ,)

&%&#年 &᭶6)

&$%!ὠἼᾐỈ⿕ᐖ᥎ィࢩステ࣒ಖᏲ・運用なࡧࡽに

ᶵ⬟ᣑᙇ

&%"'年度、ᮾ大学⅏ᐖ科学国㝿研究所、ᮾ

大学サイバーサイ࢚ンスセンター、ᮾ大学大学㝔

⌮学研究科、日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫、国㝿⯟業ᰴᘧ会♫、

ᰴᘧ会♫࢚イࢶー、ࡧࡼ࠾大阪大学サイバーメディ

アセンターのᯟ⤌࡛ࡳ、内㛶ᗓὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計

システムᩚഛ業ົཷࢆクࡓࡋ（ᖹ成 &* 年度 # ᭶ #"

日ࠥ"% ᭶ #" 日）ࠋᙜヱཷク業ົ࡛ࡣ、大規模ᆅ㟈

Ⓨ生、Ẽ㇟ᗇ、国ᅵᆅ⌮㝔ࡽの情報ࢆά用ࡋ

࡚、ᮾ大学サイバーサイ࢚ンスセンター大阪大

学サイバーメディアセンターのスーࣃーコンピュー

タシステム EYM84.ࢆ用࡚࠸、ࣜアルタイムὠἼ

⿕ᐖࢆ推計ࡿࡍシミュࣞーシࣙンࢆ実⾜࡛ࡿࡁ環境

ᮾ、ࡣᙜヱ業࡛ࠋࡓࡋ目ⓗࢆࡇࡿࡍഛᩚࢆ

大学サイバーサイ࢚ンスセンター、大阪大学サイバ

ーメディアセンターのスࣃコンࢆỴ࡚ࡋ同Ṇ

య制ࡿࡁ㛫#!+日య制࡛運用࡛$&ࡃ࡞ࡇࡿࡏࡉ

Ᏻࡘⓗ⥆⥅ࢆのయ制ࡇࡣ年度)"%&、ࡀࡓࡋഛᩚࢆ

ᐃⓗᣢ⥆ࡋ、実㝿の⅏ᐖᑐ応࡛ࡿࡁ⮫ᡓయ制

内㛶ᗓ、ࡋᢎ⥅ࢆࡳ⤌グᯟୖ、ࡵࡓࡿࡍ⌧実ࢆ

の㛫ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システムಖᏲ・運用業ົࠖ

（&%"(ࠥ&%&&年度）ཷࢆクࠋࡓࡋ実㝿の⅏ᐖ、

システムࢆṆࡑࡓࡲ、ࡃ࡞ࡇࡿࡵのシステムୖ࡛

動作ࡿࡍὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システムࡀṆࡇࡿࡍ

の㐃ᦠ機関、ࡣᮏセンターの教⫋員、࠺ࡼ࠸࡞ࡀ

議ㄽࢆ㔜ࠋࡿ࠸࡚ࡡ&%"') 年度ᵓ⠏・ᩚഛ、&%"(

年度ಖᏲ・運用業ົཷࢆクࡓࡋᮏシステムࡾࡼ、

Ẽ㇟ᗇ、国ᅵᆅ⌮㝔ࡾࡼᥦ౪ࡿࢀࡉ㟈※情報、ᆅẆ

ኚ動データࢆ࡞ά用ࡓࡋὠἼᾐỈ⿕ᐖシミュࣞー

シࣙン࠸⾜ࢆ、ᨻᗓのᑐ応㈨ᩱࡿ࡞⿕ᐖ分ᕸ࡞

のデータᥦ౪ྍࡀࡇ࠺⾜ࢆ能ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞
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2018 年度࡛ࡲのシステム࡛ࡣ、㮵ඣᓥ┴ࡽ㟼ᒸ

2019、ࡀࡓ࠸࡚ࡋバー࢝ࢆの㡿ᇦ࡛ࡲ┴ 年度のᣑᙇ

業ົࡾࡼ㟼ᒸࡽⲈᇛ┴࡛ࡲの㡿ᇦ࢝ࡀバーࢀࡉ

2020、ࡽࡉࠋࡓࡗ࡞ࡇࡿ 年度ࡣ、内㛶ᗓの

㛫ࠕὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システム機能ᣑᙇ業ົ（⚟

ᓥ┴ࡽኴᖹὒἢᓊ）ࠖࡋ⤖⥾ࢆ、㟼ᒸ┴ࡽᾏ

㐨ኴᖹὒἢᓊ࡛ࡲの㡿ᇦ࢝ࡀバーࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ

2021、࡚ࡋࡑࠋࡓ 年度のᣑᙇࡽ┴⏣⛅、ࡾࡼ᪂

日ᮏᾏᮾ⦕部ἢ、ࡾ࡞ࡇࡿࢀࡉバー࢝ࡀ࡛ࡲ┴₲

ᓊのᆅ㟈ࡿࡼὠἼ⿕ᐖࡀᐃࡿࢀࡉ日ᮏᾏἢᓊ部

の⣙ 1000km ࡿࢀࡉバー࡚࢝ࡗࡼᙜヱシステムࡶ

日ᮏᾏ、ᾏ㐨、ࡣᮏ年度のᣑᙇ࡛ࠋࡓࡗ࡞ࡇ

 ࠋࡓࢀࡉഛᩚࡀシステムࡿࡁバー࡛࢝ࡀ┴㟷᳃ࡽ

 

4.4 S2DH （Social Smart Dental Hospital: S2DH） 

年度ᘬࡽࢀࡇ、ࡁ⥆ࡁの成果ࢆᖜᗈࡃ࿘▱、

♫会ࣇィードバックࢆࡇࡿࡍ目ⓗ2023、࡚ࡋ 年

3 ᭶ 3 日 9:45-12 㛫ᚲせ࡛10:?ࡍ 大阪大学ṑ

学部㝃ᒓ㝔催、大阪大学サイバーメディアセン

ター、日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫共催、ᰴᘧ会♫ࣔࣜタ、ᰴ

ᘧ会♫ᯇ㢼、メディアᰴᘧ会♫協㈶、྿⏣ᕷṑ科་

ᖌ会ᚋ援のయ制࡚、➨ 6 ᅇࢯーシࣕル・ス࣐ート

デンタル࣍スピタルシンポジ࢘ム ࠥṑ科་⒪࠾

ࣞ・㠀ᵓ㐀データࡿࡅ イクࠥ ࢆ開催ࡓࡋ（図  ࠋ（61

 

図 61：S2DH シンポジ࢘ムポスター 

ᮏシンポジ࢘ムࠕࡣṑ科་⒪ AIࠖྡࢀࡽࡅ

セッシࣙンࡓ 㠀ᵓ㐀デーࡿࡅ࠾ṑ科་⒪ࠕ、1

タ・ࣞイク セッシࣙンࡓࢀࡽࡅྡࠖ 、ࡧࡼ࠾、2

ᮏシンポࠋࡓࢀࡉᵓ成ࡽッシࣙン࢝ネルディスࣃ

ジ࢘ムࡣ大阪大学サイバーメディアセンター

Mishite 講₇࡚ࡋᑐムཧຍ者࢘シンポジ、ࡋ集合

ࠋࡓࡋッドスタイル࡛実ࣜࣈイࣁ࠺࠸ࡿࡍ㓄信ࢆ

Mishite、࠾࡞ ࡛の講₇実ࡶ᪂型コロࢼឤᰁᑐ⟇

࠾࡚ࡋグ㍕࡚ࡋグ㘓ࢆࡇࡓࡋ開催࡛ୖࡓࡌ講ࢆ

 ࠋࡿࡍᥖ㍕ࢆム報告࢘シンポジ௨ୗࠋࡃ

ᮏ研究部門ࡣࡽ、ఀ 㐩進教授ࠕࡀサイバーメ

ディアセンターの ONION データᡓ␎ࠖ㢟࡚ࡋ、

セッシࣙン 2 ࣃ、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ講₇࡚࠸࠾

ネルディス࢝シࣙンのࣃネࣜスト࡚ࡋⓏቭ࡚ࡋࢆ

ᯘ ⨾ຍ子 ṑ学部㝃ᒓ㝔㛗ࡣୗᲄ┿ྖ教授ࠋࡿ࠸

ࡵົࢆッシࣙンの共同ᗙ㛗࢝ネルディスࣃࡶ

 ࠋࡓ

関㐃発表論文 

(1) ఀ㐩進, “サイバーメディアセンターの ONION

データᡓ␎͇, ➨ 6 ᅇࢯーシࣕル・ス࣐ートデ

ンタル࣍スピタル シンポジ࢘ム, Osaka, Japan, 

March 2023. 

 

4.5 ከᵝな e ࣛーࢽンࢢ教ᮦのためのࢩステ࣒ 

e ラーニンࡣࢢၥ㢟集ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡶ、᥇Ⅼ

࠾࡚ࢀࡉ᥇用ࡃከࡀ㑅ᢥၥ㢟ࡵࡓの࡞ࡉࡍࡸࡋ

ሙ合ࡿࢀࡉ᥇用ࡀ㑅ᢥၥ㢟ࡶ࡚࠸࠾計算ၥ㢟、ࡾ

ࡋṇゎ、ࡣ࡚࠸࠾ၥ㢟ࡿࡍ計算ࢆ್ᩘࠋ࠸ከࡀ

見୍ࡣഇ㑅ᢥ⫥の作成ࡵࡓ࠸࡞ࢀࡽ࠼⪄ࡋ್ᩘ࡚

⡆༢見ࡽ್、ࡀࡿ࠼ᐜ᫆ഇ㑅ᢥ⫥ุࢆᐃ࡛ࡁ

計算ၥ㢟の୰࡛、ࡣᮏ研究࡛࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀሙ合ࡿ

計࡞ᢏ⾡ⓗ࠺⾜ࢆゎのୖ࡛ᩘ್計算⌮࡞ᢏ⾡ⓗ、ࡶ

算ၥ㢟࡚࠸࠾、ㄗ࡚ࡗ㑅ᢥ࠸ࡍࡸࢀࡉഇ㑅ᢥ⫥ࢆ

生成ࡿࡍ᪉ᘧࢆᥦࡋ、ホ౯ࡑࡾࡼのຠ果ࢆ☜ㄆ

 ࠋࡓࡋ

ᥦࢶールࡿࢀࡲྵ計算ၥ㢟生成機能ࡣ、ၥ

㢟ᩥṇゎ㑅ᢥ⫥ຍ࡚࠼ഇ㑅ᢥ⫥ࢆ生成ࡿࡍ機能

表ࡣデータࡿࢀࢃ使࡛ࡇࡑ、ࡾ࠾࡚ࢀࡲྵࡀ 19 のࡼ

表ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠺ 19 ードディスクのᖹᆒᅇࣁ、ࡣ

㌿ᚅࡕ㛫関ࡿࡍ㑅ᢥၥ㢟ࢆ生成ࡵࡓࡿࡍධຊ
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[⛊]㛫 = （60ࡕᖹᆒᅇ㌿ᚅࠕ、ࡾ࠶データ࡛ࡓࢀࡉ

¹1 分ࡾࡓ࠶のᅇ㌿ᩘ[ᅇ]）¹2  ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌧表ࡀࠖ

 

表 19：計算ၥ㢟のࡵࡓのධຊデータ 

㡯目 ධຊ内ᐜ 
計算⤖果 

出ຊྡ ᖹᆒᅇ㌿ᚅࡕ㛫 

出ຊ᥋頭㎡ ミࣜ 

出ຊ༢ ⛊ 

計算内ᐜ 
計算ᩘ್ྡ 1  

計算ᩘ್ᐃᩘ 1 60 

計算ᩘ್出㢟್ 1  

計算ᩘ್᥋頭㎡ 1  

計算ᩘ್༢ 1 ⛊ 

計算ᩘ್₇算子 1 ¹ 

計算ᩘ್ྡ 2 1 分㛫ᙜࡾࡓのᅇ㌿ᩘ 

計算ᩘ್ᐃᩘ 2  

計算ᩘ್出㢟್ 2 6000 

計算ᩘ್᥋頭㎡ 2  

計算ᩘ್༢ 2 ᅇ 

計算ᩘ್₇算子 2 ¹ 

計算ᩘ್ྡ 3  

計算ᩘ್ᐃᩘ 3 2 

計算ᩘ್出㢟್ 3  

計算ᩘ್᥋頭㎡ 3  

計算ᩘ್༢ 3  

計算ᩘ್₇算子 3  

 

ၥ㢟ᩥ࡛ࡿࢀࡽ࠼出㢟್ࡣ࡚࠸ࡘ、表 19 の計

算ᩘ್出㢟್の᭱ୖの᱆ࢆ 1㸪2㸪4㸪5㸪8 のࢀ

ࢆの᱆、 0 ࡍ作成ࢆ್ᩘ࠸ࡍࡸࢀษ、࡚ࡋ

ࡁࡓࢀᛀࢆᐃᩘの計算、ࡣ࡚࠸ࡘ⊫ഇ㑅ᢥࠋࡿ

ࡇ㉳࡛࠸計算᪉ἲの຺㐪、ࡸ⊫㑅ᢥ࠺ࡲࡋ࡛ࢇ㑅

ࢆ⊫㑅ᢥࡓࡋ計算࡚ࡋ㏫㌿ࢆ㝖ࡤ࠼、࡞࠺ࡼࡿ

表 19 図࡚ࢀධテンプࣞートࢆ௨ୖࠋࡿࡵồࡽ

62 の࠺ࡼ生成ࠋࡿࢀࡉ 

ホ౯のࡵࡓ、ᥦࢶールの計算ၥ㢟生成機能

ࡿࡍ関⾡情報ฎ⌮ᢏࡾࡼ 10 ၥのၥ㢟集（ᥦၥ㢟

集）、ẚ㍑用࡚ࡋᥦၥ㢟集同ࡌ内ᐜ࡛ 2 

ࡽ 10 のᩚᩘのᩘ࡛ࡿࡅ࡚ࡋࡿഇ㑅ᢥ⫥

ᥦၥ㢟集ࠋࡓࡋ用ពࢆẚ㍑用ၥ㢟集ࡓࡋ作成ࢆ

ẚ㍑用ၥ㢟集ࢆ、ᚲせ࡞▱㆑ࢆᣢࡓࡗ 4 ྡの⿕験者

ၥ㢟ᩘのࡾ果、ᥦၥ㢟集のᖹᆒㄗ⤖ࡔࢇ⤌ࡾྲྀࡀ

᪉ࡀ 1.5 ၥከࡓࡗ࡞ࡃ（図 ഇࡿࡼᥦ᪉ᘧࠋ（63

㑅ᢥ⫥の生成ࡣຠ果ⓗ࡛ࢆࡇࡿ࠶☜ㄆࠋࡓࡋ 

 

 

図 62：表 19  計算の㑅ᢥၥ㢟ࡓࢀࡉ生成ࡽ

 

 

図 63：ᥦ᪉ᘧのホ౯⤖果 

関㐃発表論文 

(1) ᑠᓥ ୍⚽㸪⚄⏣ ᑗ࿃㸪͆計算ၥ㢟のࡵࡓのഇ

㑅ᢥ⫥生成᪉ᘧ͇㸪情報ฎ⌮学会 ➨ 85 ᅇ全国

大会㸪4H-04㸪pp.435-436㸪ᮾி㸪2023 年 3 ᭶ 

 

4.6 ඛ㐍㧗ᛶ⬟ィ⟬ᶵࢩステ࣒アー࢟テࣕࢳࢡ 

ᮏ年度ࡣ高性能計算機システムアー࢟テクࣕࢳの

研究࡚ࡋ 2021 年度 CMC ュア࢟セࡓࢀࡉᑟධ

ステージンࢢの᥋⥆ࣘーࢨഃ࡛ࡿ࠶ṑ学部内のᩚഛ

シン࣐ェイ࢘ートࢤṑ学部ഃࡣලయⓗࠋࡓࡗ⾜ࢆ

の❧ୖࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆࡆの࣐シンࡣ ExpEther の࣍ス

トバスアࢲプタ࢝ードࡀᦚ㍕ࡾ࠾࡚ࢀࡉExpEtherの

IO-BOX  10G-BASE-RX ⤒⏤࡛᥋⥆ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

のࡑ IO-BOX内の SSDᑐ࡚ࡋṑ学部のネットワー

クࢆ࡚ࡋ Job 実⾜ᚲせ࡞データࢆ書ࡁ㎸࠾࡛ࢇ

CMC、ࡃ ഃ࡛のセ࢟ュアステージンࢢ利用の JOB

実⾜ SQUID 内のセ࢟ュアストࣞージサーバࡀ

SSD ࢆ PCI ⓗ HotPlug デーシン࣐ー࢝ワー࡚ࡋ

タࢆ౪⤥ࠋࡿࡍJOB 実⾜ࡿࡼ⤖果ࡁࢆᡠࡋ JOB

⤊ SSD ェイ࢘ートࢤṑ学部ഃのࡧࡓࡓࡩࡣ

シン࣐ HotPlug  ࠋࡿࡍࢆ動作࠺࠸ࡿࢀࡉ
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ᦚ㍕ྍ能࡞ OS ㏫、ࡾࡓࡂࡍྂࡀ PCI スロット

ࡀ Gen4 ࡏのཎᅉ࡛動作ࡾࡓࡗ࡞࡚ࡋᑐ応ࡋ

ࡸシン࣐ࡎ IO デバイスのධ࡞࠼᭰ࢀの試⾜ࢆ⥆

ࡣⓗ⤊᭱ࡅ JOB 実⾜のࣇローの動作ࠋࡓ࠼⾜ࡀṑ

学部ഃのࣇイルサーバの᥋⥆୍ࡤ࠼⾜ࢆ㐃の動

作ࡀ実⾜ྍ能୍ࠋࡿ࡞᪉、部ᮦࡸス࣌ックの⪁ᮙ

のㄢ㢟ࡶᩓ見ࠋࡓࢀࡉ 

2021 年度Ⓨ表ࢨࡓࡋト࢘クジラのᑿࢆࢀࡧ使

動ಶయ㆑ู⮬ࡓࡗ AI 日ᮏ㏆ᾏのクジラの⾜動ゎࡀ

析ά用ࠋࡓࢀࡉᾏ㐨、ᑠ➟ཎ、⨾、Ἀ⦖࡞

日ᮏ㏆ᾏ࡛のクジラほᐹࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㸵ᅋయࢀࡑࡀ

㆑ู、࡚࠸用ࢆ⩌┿クジラのࡿࡍ所᭷ࢀࡒ

ࢀࡉほᐹ࡛࠸ࡓࡲࢆᾏᇦࡀのᩘ࠸ࡽࡃࢀ࡚ࡅࢆ

動㆑ู⮬、ࢆࡿ࠸࡚ AI 1989ࠋࡓࡋ計ᩘ࡚࠸用ࢆ

㹼2020 年、国内 4 ᾏᇦ࡛ᙳࢨࡓࢀࡉト࢘クジラ

3,532 頭分のᑿࢀࡧ┿ࢆ、⮬動↷合システムࢆ用࠸

࡚┦↷合ࡑ、ࡋの⤖果、Ἀ⦖-ᾏ㐨㛫࡛ 3 頭、

Ἀ⦖-ᑠ➟ཎ㛫࡛ 225 頭、Ἀ⦖-⨾㛫࡛ 222 頭、ᑠ

➟ཎ-⨾㛫࡛ 36 頭の୍⮴ಶయࡀ見ࠋࡓࡗࡘ 

ᾏᇦ㛫のὶᣦᩘ、基ࢆの୍⮴ಶయ頭ᩘࡽࢀࡇ

国内、ࢁࡇࡓࡋ算出ࢆᾏᇦのᅇᖐᣦᩘྛࡸ 4 ᾏᇦ

1、ࡣ ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ利用࡚ࡗࡼの共通の集ᅋࡘ

࡞␗ࡣὶ㢖度࡚ࡗࡼᾏᇦ㛫、ࡓࡲࠋࡓࡋ明ุࡀ

ࢼア࣐ࣜࡽィࣜピンᾏのኴᖹὒഃ（ᑠ➟ཎࣇ、ࡾ

ㅖᓥ）ᮾシࢼᾏഃ（⨾、Ἀ⦖、ࣇィࣜピン）ࢆ

ࡿࡍ利用⦾㢖ࡾࡼ 2 ྍࡿࡍᏑᅾࡀループࢢのᑠࡘ

能性ࡀ♧၀ࡣࢀࡇࠋࡓࢀࡉ日ᮏ࿘㎶のࢨト࢘クジラ

のಖ全ࡅྥ、大ኚ㈗㔜࡞Ⓨ見ࠋࡓࡗ࡞ 

 

4.7 ᫎീ㞟・ྜᡂࢆక࠺ศᩓᆺインターࢿッࣛࢺ

イࣈᨺ㏦のための㑇ఏⓗアࣟࣉーࢳにࡼる㞟ᮌ

ᵓ⠏アࣝࢦリ࣒ࢬ 

2022 年度、ฎ⌮性能ࡸネットワーク性能ࡀᆒ୍࡛

集࠸集・合成のຠ⋡のⰋ、࡚࠸࠾環境࠸࡞ࡣ

ᮌࢆ⮬動生成ࡵࡓࡿࡍ、✵㛫内の≀యの㐽ⶸ関係の

制⣙ࡘࡘࡋࡓ‶ࢆᫎീの᭦᪂⋡ࡀ高࠸集ᮌࢆỴᐃ

ࢆ集ᮌのᵓ㐀࠸高ࡀ⋠᭦᪂ࠋࡓࡋウ᳨ࢆ᪉ἲࡿࡍ

ᚓࡣࡿ、㐽ⶸ関係ࢆ⪃៖ࡘࡘࡋ、ᮌᵓ㐀のኚ᭦・

ᵓ成ࡾ⧞ࢆ㏉ࡋ、᭱㐺࡞ᵓ㐀ࢆ᥈ࡋ出ࡍᚲせ࠶ࡀ

生、࡚ࡋᡭἲ࠺⾜ຠ⋡ⓗࢆ᥈⣴࡞࠺ࡼのࡇࠋࡿ

≀の進ࢆ模ࡓࡋアルࢬࣜࢦム࡛ࡿ࠶㑇ఏⓗアルࢦ

ࡍᵓ⠏ࢆᫎീ集ᮌ࠸高ࡀ⋠᭦᪂、࡚࠸用ࢆムࢬࣜ

 ࠋࡓࡋウ᳨ࢆ᪉ᘧࡿ

ᥦᡭἲ࡛ࡣ、ᰁⰍయ┦ᙜࡿࡍᵓ㐀ᮌᵓ㐀ࢆ

生成ࢆ⩌ᮇಶయึࡎࡲ、のୖ࡛ࡑࠋࡿࡍンコード࢚

ᡭἲ࡞ューࣜスティックࣄ、࡚ࡋᮇಶయึࠋࡿࡍ

࡛ᚓୖࡿࢀࡽのಶయ⩌、全ࣀードࡀ㓄信サーバ

┤᥋ᫎീࢆ㏦ࡿ集୰型、῝度್の大࠸ࡁ㡰合成ࡍ

⩌ಶయࡓࢀࡉム生成ࢲェーン型、ランࢳデイジーࡿ

 1 ࡀ⋠᭦᪂ࠋࡿࡍホ౯ࢆಶయの㐺合度、次ࠋࡴྵࢆ

ࠋࡿࡍ⤊ࡣムࢬࣜࢦアルࡤࢀࡁⓎ見࡛ࡀಶయࡿ࡞

㐺合度1 ࡀ ᮍ‶のሙ合ࡣ、アルࢬࣜࢦムࢀࡉ⥆⥅ࡀ

ࡓࢀඃࡵࡓࡿࡍ生成ࢆ次ୡ௦のಶయ、࡚࠸⥆ࠋࡿ

ಶయの㑅ᢥ、ཫ、✺↛ኚ␗の㑇ఏⓗ᧯作1 ࠋ࠺⾜ࢆ 

ୡ௦ࡋ、㐺合度ࡵࡌࡽ࠶、ࡿ࡞ 1 ࡀタᐃࡍ

ࠋࡿࡅ⥆ࢆୡ௦௦࡛ࡲࡍ㏉ࡾ⧞ࡅࡔ大ୡ௦ᩘ᭱ࡿ

᭱大ୡ௦ᩘ㐩ࡓࡋሙ合ࡣ、㐺合度࡞ࡓ‶ 1 ࡀ

㐺合度ࡓࢀࡽࡅࡘ見࡛ࡲࢀࡑࡋ⤊ࢆ᥈⣴ࡶࡃ

ࡗࡶ࡚࠸࠾ୡ௦ࡿ࠶ ࠋࡿࡍỴᐃ大の集ᮌ᭱ࡀ

ࡁᘬ次ୡ௦ࡲࡲのࡑࡣಶయ集合࠸高ࡀ㐺合度ࡶ

ಶ࠸高ࡶ᭱ࡀ㐺合度ࠋࡿࢆ␎ートಖᏑᡓ࢚ࣜࡄ⥅

యࡀ」ᩘᏑᅾࡑ、ࡤࡽ࡞ࡿࡍのࢆ࡚ࡍᘬࠋࡄ⥅ࡁ

ṧࡾのಶయࡣ࡚࠸ࡘ、トーࢼメント㑅ᢥ基࡙ࠋࡃ

✺↛ኚ␗ࣀྛ、ࡣードの子┦ᙜࡿࡍ㑇ఏ子ࢆᩘ

࡛ධࡿ࠼᭰ࢀ᧯作ࠋ࠺⾜ࢆ集ᮌࡀ◚ቯࡿࢀࡉሙ合

ࡉ࡞ࢆពࡾࢃ᭰ࢀධࡀ子同ኈࡘᣢࢆ共通のぶ、ࡸ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡅタࢆ制⣙ࡿࡅ㑊ࢆሙ合࠸࡞
 

 

図 64：᭦᪂⋡ 
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図 64 ࡋ♧ࢆホ౯⤖果ࡿࡼシミュࣞーシࣙン、ࡣ

Centralizedࠋࡿ࠸࡚ 集୰型、Daisy chainࡣ ิ୍ࡣ

Heuristicࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆᵓ㐀ࡿࡀ⧄ 㐽ⶸ関、ࡣ

係基࡙ࢢࡃラࢆࣇኚࡿࡏࡉᡭἲ࡛ࠋࡿ࠶ᥦᡭ

ἲࡽࢀࡇࡣの᪉ᘧẚࣀ、ードᩘࡀቑຍࡓࡋሙ合

 ࠋࡿ࠸࡚ࡁᣢ࡛⥔ࢆ⋠᭦᪂࠸高ࡶ

関㐃発表論文 

(1) Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi, 

and Shinji Shimojo: ``A Tree Construction Method 

for Distributed Video Collection and Composition 

on the Same World Broadcasting System,'' Proc. 

IEEE Computer Software and Applications 

Conference （COMPSAC'22）, pp. 648-657, 2022

年 6 ᭶. 

(2) ∾⏣ ⯟㍤, ᕝୖ ᭸ஓ, ᯇᮏ ဴ, ⩏ஂ ᬛ樹, 

ᑎす ⿱୍, "同ୡ⏺ᨺ㏦：ᫎീの集合成ࢆక

ᨺ㏦," 情報ฎࣈ分ᩓ型インターネットライ࠺

⌮学会ㄽᩥ誌, Vol. 64, No. 2, IPSJ, pp. 499-510, 

2023 年 2 ᭶（≉㑅ㄽᩥ）. 

(3) ∾⏣⯟㍤, ᕝୖ᭸ஓ, ᯇᮏ ဴ, ⩏ஂᬛ樹, ᑎす

⿱୍㸪"同ୡ⏺ᨺ㏦システムࡿࡅ࠾㑇ఏⓗアプ

ローࡿࡼࢳᫎീ集ᮌᵓ⠏アルࢬࣜࢦムの

ᥦ  ," 情 報 ฎ ⌮ 学 会 研 究 報 告 , 

Vol.2023-DPS-194 No.19,2023 年 3 ᭶. 

 

4.8 IoT ュアで࢟ࢭたࡋ応用ࢆデࣝࣔࢺージェン࢚

㏱㐣ⓗな情報ὶ㏻ᇶ┙のタィᐇ 

IoT デジタル、ࡿ࠶ージェントࣔデルの⫼ᬒ࡛࢚

௦のデータ集・利ά用の⌧状ࡋ⌮ᩚ࡚࠸ࡘ、

IoT データのά用ࣔデルࡶࢆ、情報ὶ通基盤の

アー࢟テクࢆࣕࢳタ計ࡑ、ࡋの⏘業ά用᳨࡚࠸ࡘ

ウࠋࡓࡋᮏ研究࡛ࡣ、ࣘーࢨ⮬㌟ࡀデータの利用ྍ

インタ、ࡾ࠾࡚ࡋ᥇用ࢆ型ࣔデル❧⮬ࡿࡍุ᩿ࢆྰ

ラクティ࡞ࣈ᧯作ࢆకࡘࡘ࠸、ࣜアルタイムのデー

タά用のチྍ・ᣄྰ࠺⾜ࢆ利用シーンࢆᐃࠋࡿࡍ 

関㐃発表論文 

(1) 高℩ⱥᕼ, ⳥ụ㇏, ୰ᕝ㑳ኵ, す内୍㤿, 大ᓮ

༤, ⳥ᆅಇ, ᯽ᓮ♩生: B5G.ex Update 

FY2022, RICC-PIoT Workshop 2023, Ἀ⦖, 

2023/2/28 

(2) బࠎᮌ大♸, ᯽ᓮ♩生, 大ᓮ༤, す内୍㤿, 

୰ᕝ㑳ኵ, ⳥ᆅಇ, ⳥ụ㇏, ⣽合ኴ㑻, 高

℩ⱥᕼ: 5G 通信⥙ྥࡅ㈨※㏱㐣型プラットࣇ

MEC サーバ㛫の㈨※㓄分ア ࡿࡅ࠾ーム࢛

ルࢬࣜࢦム, RICC-PIoT Workshop 2023, Ἀ⦖, 

2023/2/28 

(3) ୰ᕝ㑳ኵ: IoT ࢚ージェントࣔデル基࡙ࡃ情

報ὶ通基盤の応用データ࢚コࣀミー関ࡍ

 ,⦕ᐹ, RICC-PIoT Worshop 2023, Ἀ⪄ࡿ

2023/2/28 

(4) 大ᓮ༤, す内୍㤿, ⳥ụ㇏, ୰ᕝ㑳ኵ: ㈨※

㏱㐣型ᗈᇦ分ᩓコンピューティンࢢ環境の

Elixir ➨ ,ᵓ⠏ࡿࡼ 18 ᅇᆅᇦ㛫インタークラ

 ドワークシࣙップ, ᮐᖠ, 2022/9/9࢘

(5) 高℩ⱥᕼ, ⣽合ኴ㑻, 大ᕝ⊛, ⳥ụ㇏, ୰ᕝ

㑳ኵ, す内୍㤿, 大ᓮ༤, ⳥ᆅಇ, ᯽ᓮ♩

生: 関ᩘ型ࣃラࢲイム࡛実⌧ࡿࡍ B5G ௦の

㈨※㏱㐣型ᗈᇦ分ᩓコンピューティンࢢ環境, 

➨ 18 ᅇᆅᇦ㛫インタークラ࢘ドワークシࣙッ

プ, ᮐᖠ, 2022/9/9 

(6) 高℩ ⱥᕼ, ⣽合 ኴ㑻, ⳥ụ ㇏, ୰ᕝ 㑳ኵ, 

す内 ୍㤿, 大ᓮ ༤, ⳥ᆅ ಇ, ᯽ᓮ ♩生, 

大ᕝ ⊛: 関ᩘ型ࣃラࢲイム࡛実⌧ࡿࡍ B5G 

௦の㈨※㏱㐣型ᗈᇦ分ᩓコンピューティンࢢ

環境 ࠥプロジェクトのά動⤂᭱᪂成果の

共᭷ࠥ, CKP ኟの研究会 2022, ῐ㊰, 2022/7/10 

 

4.9 ᶵᲔ学習ࢆ応用ࡋたTCP㍽㍵ไᚚ᪉ᘧに関する

研究 

  年度ࡣ、RNN ࡔࢇ㎸ࡳ⤌ࢆ CUBIC の実⌧ྥ

ࠋࡓࡗ⾜ࢆὀຊホ౯ࡓ࠸用ࢆ実環境データ、ࡓࡅ

ᡃࡣࠎ、௨๓ࡽ、RNN ࡔࢇ㎸ࡳ⤌ࢆ CIBUC の実

ࠋᡃࡿ࠸࡚ࡋ実ࢆ研究開Ⓨ࡚ࡅྥ⌧ 、ࡣの᪉ᘧࠎ

CUBIC ࡀ  triple duplicate acknowledgment (3 dup 

ACK)のⓎ生ࢆዎ機࡚ࡋ㍽㍵࢘ィンドࢆ࢘⦰ᑠࡍ

ࡿ࠸用ࢆ Recurrent Neural Network、ࢆ㝿の⦰ᑠᖜࡿ

 ࠋࡿ࠶の࡛ࡶ࠺࠸ࡿࡍㄪᩚ㐺ษ࡛ࡇ
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ᩥ⊩ L. Bai, H. Abe and C. Lee, RNN-based 

Approach to TCP throughput prediction, in 2020 Eighth 

International Symposium on Computing and Networking 

Workshops （ CANDARW ） , pp. 391-395, Naha, 

Okinawa, November 2020. （Best paper award）࠸࠾

ࢃ⾜シミュࣞーシࣙンୖ࡛全ࡣのホ౯ࡑ、ࡣ࡚

集࡚ࡗࡼシミュࣞーシࣙン、ࡾࡲࡘࠋࡓ࠸࡚ࢀ

シミュࡶホ౯、ࡋ実ࢆ学習࡚ࡗࡼデータࡓࢀࡉ

ࣞーシࣙンୖ࡛⾜ࠋࡓࢀࢃᡃࠎの᪉ᘧࡣ、シミュࣞ

ーシࣙンୖのホ౯ࡣ࡚࠸࠾Ⰻዲ࡞性能ࡇࡍ♧ࢆ

࠸࠾実環境ࡀࢀࡑ、ののࡶࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡽ明ࡀ

࡞࠸࡚ࡗ࡞ࡽ明ࡣのࡍ♧ࢆの程度の性能࡚

 ࠋ࠸

ᡃࡣࠎ、ᡃࠎのᥦ᪉ᘧࢆ実環境࡛ホ౯ࡵࡓࡿࡍ

の㸯ࡘのステップ࡚ࡋ、実環境࡛の⥅⥆ⓗ࡞デー

タ集ࢆࢀࡑ、用ࡓ࠸ணഛⓗホ౯ࢆ実ࠋࡓࡋデ

ータ集ࡣ、⟃Ἴ大学タ⨨ࡓࢀࡉサーバ、

Amazon AWS ᮾிࣜージࣙン内の௬࣐シンの

㛫࡛、⣙ 1 年㛫Ώ࡚ࡗ実ࡾࡼࠋࡓࢀࡉලయⓗ

スト㛫࡛、1࣍のࡽࢀࡇ、ࡣ 㛫ࡈ TCP  UDP

のࣇローࢆⓎ生ࡑ、ࡏࡉのࢣࣃットࢲンプࢆ㏦信ഃ

 ࠋࡓࡋ信ഃの᪉࡛ྲྀᚓཷ

ᡃࠎのᡭἲ࡛ࡣ、㍽㍵࢘ィンド࢘の⦰ᑠᖜࢆỴᐃ

dup ACK 3、ࡵࡓࡿࡍ Ⓨ生ᚋの㍽㍵࢘ィンドࡀ࢘、

ඖのỈ‽࡛ࡲᅇ࡛ࡑࡶࢀࡑ、ࡿࡁの๓᭦ 

3 dup ACK ࡚ࡗࡼ⦰ᑠࢆࡿࡍண ࡿࡍၥ㢟

ⴠࡋ㎸࡛ࡇࡴ実⌧ࠋࡿ࠸࡚ࡋᅇࡣ、実データ

の⢭度࠸ࡽࡃࢀ࡚ࡋᑐのண ၥ㢟ࡇ、࡚࠸用ࢆ

࡛ṇゎࢆᑟ࠺࠸ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃホ౯ࢆ実ࠋࡓࡋ

ࡸࡣࡾࡼሙ合ࡓ࠸用ࢆの⤖果、シミュࣞーシࣙンࡑ

実環境࡛ࢆの⢭度࠸ࡽࡃࡿࡍ⫪ẚࢀࡑ、ࡀࡿຎࡸ

 ࠋࡓࢀࡉㄆ☜ࡀࡇࡿ࠶㐩成ྍ能࡛ࡶ

発表論文 

(1) Ryu Kazama, Hirotake Abe and Chunghan Lee. 

Evaluating TCP Throughput Predictability from 

Packet Traces Using Recurrent Neural 

Network. 2nd IEEE International Workshop on 

Distributed Intelligent System, Rhodes, Greece, 

June 2022. 

 

5 社会貢献に関する業績 
5.1 教育面における社会貢献 

5.1.1 学外活動 

e ラーニンࢢ教ᮦシステムのᥦ౪ 

 ᮏ年度ࡣ、大学のプロジェクト 2 ௳ e ラーニ

ンࢢ教ᮦシステム oq-stages のᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 1 ௳目ࡣ、㡰ኳᇽ大学の大㔝┤子先生の科研㈝プ

ロジェクトࠕከ言語♫会ᑐ応࠸ࡋࡉࡸࡓࡋ日ᮏ語

ࠋࡿ࠶開Ⓨ࡛ࠖ་⒪通ヂ㣴成教ᮦの研究ࡓ࠸用ࢆ

ࡓࢀࡉのプロジェクト内࡛開Ⓨࡇ e ラーニン࠸ࠕࢢ

のࠖ（ࡈࢇ࠸ࡋࡉࡸ）ࡃࡸ࠺ࡘ ࠺ࡻࡾ 11 教ᮦ

࡛ά用ࡿ࠸࡚ࢀࡉ（図 65、図  ࠋ（66

 

 

図 （ࡈࢇ࠸ࡋࡉࡸ）ࡃࡸ࠺ࡘ ࠺ࡻࡾ࠸ࠕ：65  ࠖ

 

 

図 ࠖ（ࡈࢇ࠸ࡋࡉࡸ）ࡃࡸ࠺ࡘ ࠺ࡻࡾ࠸ࠕ：66

のࠕScene 7 デᐹ室ࠖ 

 

 2 ௳目ࡣ、㔠ᇛ学㝔大学のỈ㔝┿ᮌ子先生の㔠ᇛ

学㝔大学の学内プロジェクト࡛ࡇࠋࡿ࠶のプロジェ

クト࡛開Ⓨࡓࢀࡉ e ラーニンࠕࢢコミュニティ通ヂࠖ

（௬⛠）のⱥ語コース内のࠕシーン 01 ㌿ධᡭ⥆ࠖࡁ

シーンࠕࡽ 03 子育࡚支援ࠖ（図 67）の 3 の教ࡘ

ᮦ࡛ά用ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

ࡿࡼᥦ౪システムࡶ௳のࡽࡕ e ラーニンࢢ教

ᮦの開Ⓨࠕ、ࡣ高度እ国語教育全国㓄信システムࠖ
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のロシア語の開Ⓨࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᒸ部⣧子先生ࡗࡼ

 ࠋࡓࢀࢃ⾜࡚

 

 

図  コミュニティ通ヂ࠘（ⱥ語）コースࠗࠕ：67

（௬⛠）ࠖのࠕシーン 3 子育࡚支援ࠖ 

 

୍⯡♫ᅋἲே DeruQui タ❧ 

 DeruQui ࠥ ⱝᡭேᮦ育成のྲྀ⤌ࢆ⤌⧊、୍ ⯡♫

ᅋἲே DeruQui ࢮ㉳ࠕのࡅ大学生ྥࠋࡓࡋ❧タࢆ

ミࠖࢆ通年࡛催、国内እの学生 100 ྡ௨ୖᑐࡋ

ࡋᥦ౪ࢆのሙࡧライン࡛の学ࣇ࢜・ンライン࢜、࡚

ࡓ᪂࡚ࡋ㐃ᦠ教育機関࡞༑ᩥᏐ高ᰯ、ࡓࡲࠋࡓ

  ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣮᡓࡾࡃ࡙ࡳ⤌のࡧ学࡞

https://www.deruqui.com 

 

5.1.2 研究部門බ㛤 

ᮏ年度ࡶ年度ᘬࡁ⥆ࡁ COVID-19 のࡵࡓ、ே

 ࠋࡓࢀࡉ制⣙ࡣント࣋イࡿࡍὶࡀே

 

���� 年度ᕤ学部࢜ープンࣕ࢟ンࣃス 

 ᮏ年度の࢜ープンࣕ࢟ンࣃスࡣ、COVID-19 のࡓ

模ࡾ࡞␗ࡣ年、ࡅ࠺ࢆ制⣙ࡣ研究部門の公開ࡵ

ᨃ授業研究室訪ၥ࠺࠸ᙧែ࡛の開催ࠋࡓࡗ࡞

模ᨃ授業ࡣ、関係研究室の୍ࡕ࠺ᩘ࠸࡞ࡓ‶ࡶ

研ࠋࡓࡗ࡞ࡁཧຍ࡛ࡣᮏ部門、ࡾ࠾࡚ࢀࡉ制⣙

究室訪ၥࡣ࡚࠸ࡘ、ᮏ研究部門ᑠᓥ講ᖌ学生ࡀ

ᑐ応ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

 

図  スのタഛ見学ࣃンࣕ࢟ープン࢜：68

 

 

図  研究の⤂スの研究室ࣃンࣕ࢟ープン࢜：69

 

研究室訪ၥྛࡣ研究室 15 分㛫のࡳのࢶアーᙧᘧ

࡛、ᮏ研究部門ࡣ 13:45 ࡽ 16:15 のࡽ 2 ⤌

の訪ၥࠋࡓࡗ࠶ࡀ実㝿ࡣ、サイバーメディアセン

ターᮏ館の❧ᆅの㒔合ࢶࡸアーの᭱⤊見学ሙ所࡛࠶

2、ࡾ࠶ࡶࡇࡿ ⤌の訪ၥࡶࡽࡕࡣ 20 分㐜ࢀ

࡚の฿╔ࠋࡓࡗ࡞฿╔ᚋࡣ 1  3 㝵のᵝ࡞ࠎタഛ

見学（図ࢆ ᚋ、1ࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋ（68 㝵の mishite の࢚

ࣜア࡛ PowerPoint 研究の⤂（図ࡸ研究室ࡓ࠸用ࢆ

2、ࡋࡔࡓࠋࡓࡗ⾜ࢆ（69 ᅇ目の見学࡛3、ࡣ 㝵ࢆ見

学ࡶ࡚ࡗࡽࡶ࡚ࡋ≉ᚩⓗࡶ࡞のࢆ用ព࡛࠸࠸࡞ࡁ

ࡣ見学、࡛ࡇ࠺ 1 㝵のࠋࡓࡋࡳཧຍ者1、ࡣ ᅇ

目 10 ྡ、2 ᅇ目 9 ࡗ࠶会ே࡛♫高ᰯ生ࡰ、࡛ྡ

サイバーࠕ、ࡀࡓࡗ࠶㉁࡛ࡣ研究室⤂のᚋࠋࡓ

セ࢟ュࣜティ⯆ࡇࡀࡿ࠶ࡀの研究室ࡿ࡞
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࡞ࠖ࠸ࡼࡤࢀࡍ࠺ࡼのࡣ⟇ධ試ᑐࠕ、ࠖ

ᵝ࡞ࠎ㉁ၥࠋࡓࡗ࠶ࡀ 

年ࡾࡼཧຍேᩘࡸ㉁ᑐ応ࡣ࡞᱁ẁᑡࡃ࡞

サイバーメディアセンターᮏ館のタഛ見、ࡀࡓࡗ࡞

学ࡣ࡞、年のポスター展♧のࡣࡾࡼࡳ見応࠼の

 ࠋࡿࢀࢃᛮࡓࡗ࡞スࣃンࣕ࢟ープン࢜ࡿ࠶

 

���� 年⡿国国㝿会議・展♧会 6&���� 

サイバーメディアセンター࡛ࡣẖ年 11 ᭶⡿国

࡛開催ࡿࢀࡉ国㝿会議・展♧会 SC ーࣈ♧研究展

スࢆ出展ࠋࡿ࠸࡚ࡋ国㝿会議・展♧会 SC 高性能ࡣ

計算、高性能ネットワー࢟ンࢢ、ストࣞージ等ࢆテ

ー᭱ࡿࡍ࣐高ᓠ会議・展♧会࡛ࡾ࠶、ẖ年୍ே

௨ୖの研究者・ᢏ⾡者ࡀ出ᖍࠋࡿࡍᮏ年度の SC 開

催ࡣ、テ࢟サスᕞࢲラスᕷ࡛ࠋࡓࡗ࠶ᮏ研究部門ࡣ、

ୖ㏙࠺ࡼࡓࡋ大規模計算機システムの運用・⟶⌮

ẖ年ᮏ研究、ࡶࡽࡇࡿ࠶研究部門࡛ࡿࡍ㎄┤ࢆ

部門ࡶࡽ研究展♧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ国㝿会議・展♧

会SC2022ูࡣ࡚࠸ࡘ㏵p.147展♧関ࡿࡍ報告

 ࠋ࠸ࡓࢀࡉ↷ཧࢆࡽࡕࡑの࡛ࡿ࠸࡚ࡋグ㍕ࢆ

 

5.2 学会活動 

5.2.1 国内学会における活動 

(1) 電子情報通信学会ࢯサイ࢚ティㄽᩥ誌⦅集委

員会ᰝㄞ委員.（ఀ㐩） 

(2) 国㝿ࢯシ࢜ネットワークᡓ␎学会 The Review 

of Socionetwork Strategies  ホ議員. （ఀ㐩） 

(3) 情報ฎ⌮学会 システムࣇࢯト࢘ェアࣞ࣌࢜

ーティンࢢ・システム研究会 運営委員 （ఀ㐩） 

(4) The 5th cross-disciplinary Workshop on 

Computing Systems, Infrastructures , and 

Programming （xSIG2022）, プロࢢラム委員 （ఀ

㐩） 

(5) ComSys2022, プロࢢラム委員 （ఀ㐩） 

 

5.2.2 論文誌⦅㞟 

ヱᙜࡋ࡞ 

 

5.2.3 国際会議への参画 

(1) Program Committee, 18th International Conference 

on eScience （eScience2022）, Salt Lake, USA, Oct. 

2022. 

(2) Program Committee, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

and Applications and Technologies （PDCat2022）, 

Sendai, Japan, Dec. 2022. 

（௨ୖ、ఀ㐩） 

 

5.2.4 学会におけるᣍᚅ講演・ࣝࢿࣃ 

ヱᙜࡋ࡞ 

 

5.2.5 ᣍᚅ論文 

ヱᙜࡋ࡞ 

 

5.2.6 学会表彰 

ヱᙜࡋ࡞ 

 

5.3 ⏘学㐃ᦠ 

5.3.1 業のඹྠ研究 

(1) “クラ࢘ドバースティンࢢ環境࡛のὠἼᾐỈ⿕

ᐖ推計シミュࣞーシࣙンのホ౯・᳨ド͇, ᰴᘧ

会♫ Rti-Cast. 

ࡿࡅ࠾ドデータセンター࢘ッジ／クラ࢚͆ (2)

計算機システムアー࢟テクࣕࢳの研究͇, 日ᮏ

電Ẽᰴᘧ会♫. 

(3) ͆ス࣐ートデンタル࣍スピタル関ࡿࡍ研究”, 

日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫, 大阪大学ṑ学部ᒓ㝔. 

(4) “ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システムಖᏲ・運用業ົ”, 

内㛶ᗓ, ᮾ大学, 日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫, 国㝿⯟

業ᰴᘧ会♫、ᰴᘧ会♫࢚イࢶー. 

(5) “ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システム機能ᣑᙇ等業ົ”, 

内㛶ᗓ, ᮾ大学, 日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫, 国㝿⯟

業ᰴᘧ会♫、ᰴᘧ会♫࢚イࢶー. 

(6) Connected Car・IoT データ集⣙・計算ฎ⌮プラ

ット࢛ࣇーム関ࡿࡍ研究, トࣚタ⮬動㌴ᰴᘧ

会♫. 
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5.3.2 学外での講演 

(1) KEIS（関す電子情報⏘業協同⤌合） ➨ 39 ᅇ総

会 講₇会、2022/5/24、大阪ᗓ・大阪ᕷスーࣃ

ーシティᵓのྍ能性௰㛫࡙ࡾࡃ 

(2) 関す་⸆ရ協会 ➨ 10 ᅇデジタル࣊ルスセミ

㍤ࡕの࠸ー講₇、2022/6/2、データ利ά用࡛ࢼ

 ࢆᮍ来ࡃ

 ェア開Ⓨ協同⤌合࢘トࣇࢯ・ロジーࣀイテクࣁ (3)

➨ 18 ᅇ IT ⤒営ᨵ㠉࢛ࣇーラム、2022/10/12、

ネットワー࢟ン࡛ࢢ༤࠺ࡼࡆୖࡾ┒ࢆ 

(4) CBI 学会関す部会 2023/2/3、㺀大阪大学ライࣇ

デࢨインイ࣋ࣀーシࣙンのྲྀ࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾ、

ࡓࡁࡵ࠺ࡽࡉ II ᮇ、大阪関す༤࡚ࡅྥ  ࠖ

(5) アジアኴᖹὒ研究所 APIR シンポジ࢘ムࠕୡ

ఱࡣートシティ࣐ス༤、ࡵࡓࡿ࠼ኚࢆ⏺

 2023/2/6ࠖࡿࡁ࡛ࡀ

クセࣞンス࢚ルࢼーシࣙࣞ࣌࢜ ニックࢯࢼࣃ (6)

ᰴᘧ会♫ 研ಟಟ者の会, 2023/3/17, ネット, 

⭡ⴠࡿࡍࡕ DX （ᑟධ⦅） ࠥ デジタルࡿࡼ

ኚのᮏ㉁ࡑのインࣃクト 

(7) ୕⳻㔜ᕤᰴᘧ会♫ ♫内セミࢼー, 2023/3/9, ネ

ット, ⭡ⴠࡿࡍࡕ DX （サ࣐ࣜー∧） ࠥ ኚ㠉

 ⪄ᛮどⅬࡿࡍ推進ࢆ

(8) 共ሿ, 2023/3/8, ᮾி, デジタル௦┤面ࡍ

 クトࣃのインࡑኚのᮏ㉁ࡿ

(9) GPTech, 2023/3/3, ᮾி, ⭡ⴠࡿࡍࡕ DX （デー

タᡓ␎の⫢） ࠥ データᡓ␎信㢗ࣔデル関

 ᐹ⪄ࡿࡍ

(10) ୖ⏣ၟᕤ会議所㸩NISA ᮾ信支部, 2023/2/24, ୖ

⏣, ⭡ⴠࡿࡍࡕ DX （企業⦅） ࠥ デジタル

௦の⤒営ᡓ␎ࣄࡿ࠼⪄ࢆント 

(11) ᰴᘧ会♫アドライト イントࣞࢼプࣞࢼー࢟ࢬ

ࣕンプ, 2023/2/17, ネット, DXࡿ࠼⪄ࢆどⅬ ࠥ 

᪂規業ࢆ成ຌᑟࡃ DX ᡓ␎ 

 ,シスᰴᘧ会♫ AVF ≉ู講₇ンアࣦࢯプ࢚ (12)

2023/2/16, ୖ⏣, ⭡ⴠࡿࡍࡕ DX （␒እ⦅） ࠥ 

デジタル௦のデータᡓ␎信㢗ࣔデル 

（、100 ௳程度） 

 

5.3.3 特チ 

ヱᙜࡋ࡞ 

 

 活動ࢺࢡジェࣟࣉ 5.4

(1) 次ୡ௦計算基盤係ࡿㄪᰝ研究 ࠕシステムㄪ

ᰝ研究ࢳーム（दHPC 利用環境のㄪᰝ研究）,

サࣜࣈーࢲ ఀ㐩 進 （2022- ） 

(2) 科学研究㈝ 基盤研究（C） ࠕトラࣇィック動

ⓗ制ᚚ機能㓄ഛ型ジࣙࣈ⟶⌮システムࠖ研究௦

表者 ఀ㐩 進 （2021-2023）  

(3) 科学研究㈝ 基盤研究（C） ࠕOpenFlow ⤖合⥙

㓄ഛクラスタࢆᑐ㇟ࡓࡋ MPI 実⾜計算・通

信㐃ᦠ機ᵓ 研ࠖ究௦表者 ఀ㐩 進 （2017-2021） 

[COVID-19 のࡵࡓᘏ㛗] 

(4) 科学研究㈝ 基盤研究（B） 情報♫会ࡿࡅ࠾

トラスト,ࠕHPC/HPDA 融合計算基盤ྥࡅデー

タࣇローᣦྥ型アクセス制ᚚ機ᵓ関ࡿࡍ研

究ࠖ研究௦表者 ୗᲄ┿ྖ, 研究分ᢸ者 ఀ㐩 

進 （2017-2021） [COVID-19 のࡵࡓᘏ㛗] 

(5) NICT 共同研究ࠕ高信㢗分ᩓ࢚ッジコンピュー

ティンࢢプラット࢛ࣇーム関ࡿࡍ実ドⓗ研

究ࠖ大阪大学ഃ௵ᢸᙜ者 ఀ㐩 進, ཧຍ研

究者 ᮌᡞၿஅ  

(6) NICT 共同研究ࠕ次ୡ௦スーࣃーコンピューテ

ィンࢢ環境のࡵࡓのデータ共᭷環境実⌧ྥ

ᗈᇦDTNࡓࡅ 実験  ࠖ プロジェクトࣜーࢲー ఀ

㐩 進 

(7) 2022 年度 学㝿大規模情報基盤共同利用・共同

研究ᣐⅬ 公募型共同研究ࠕ合成ேཱྀプロジェ

クト：mdxࡿࡼ合成ேཱྀデータ࣋ースのᵓ⠏  ࠖ

研究௦表者 ᮧ⏣ᛅᙪ（関す大学） 研究分ᢸ者 

ఀ㐩 進 

(8) 2022 年度 学㝿大規模情報基盤共同利用・共同

研究ᣐⅬ 公募型共同研究ࠕGPU ୪ิ計算ࡼ

高分子ᮦᩱ⣔シミュࣞーシࣙンの高㏿ᢏࡿ

ἲの᳨ウ  ࠖ 研究௦表者 ⴗ⏣ඞ⨾（㜵⾨大学ᰯ） 

研究分ᢸ者 ఀ㐩 進 

(9) 2022 年度 学㝿大規模情報基盤共同利用・共同

研究ᣐⅬ 公募型共同研究ࠕ᱁子 QCD ࢝ࡿࡼ

イラルᑐ⛠性ス࢝ラー୰㛫子㉁㔞生成機ᵓ

― 107 ―



の研究  ࠖ 研究௦表者 関ཱྀ᐀⏨（国ኈ⯓大学） 

研究分ᢸ者 ఀ㐩 進 

(10) 2022 年度 学㝿大規模情報基盤共同利用・共同

研究ᣐⅬ 公募型共同研究ࠕセンター㛫㐃ᦠ

研究ࠖ 研究ࡿࡍ関計算㈨※ᥦ౪࡞ᰂ㌾ࡿࡼ

௦表者 ἑᐶஅ（ᮾ大学） 研究分ᢸ者 ఀ

㐩 進 

(11) 2022 年度 学㝿大規模情報基盤共同利用・共同

研究ᣐⅬ 公募型共同研究ࠕHPC 高㏿通信ᢏ

⾡の融合ࡿࡼ大規模データのᣐⅬ㛫㌿㏦ᢏ

⾡開Ⓨ実データࢆ用ࡓ࠸システム実ド実験  ࠖ

研究௦表者 ᮧ⏣ （ྐ情報通信研究機ᵓ） 研

究分ᢸ者 ఀ㐩 進 

 

 のの活動ࡑ 5.5

(1) PRAGMA 運営委員（ୗᲄ、ఀ㐩） 

(2) 国❧研究開Ⓨἲே ⌮学研究所 計算科学

研究センター 㐃ᦠサーࣅス運営・作業委員 

（ఀ㐩） 

(3) サイ࢚ンティࣇィック・システム研究会 科学

ᢏ⾡計算分科会 企画委員 （ఀ㐩） 

(4) NEC C㸤C システム SP 研究会 委員 （ఀ㐩） 

(5) NEC User Group 会㛗 President （ఀ㐩） 

 

2022 年度研究発表論文一覧 

ⴭ᭩ 

ヱᙜࡋ࡞ 

学会論文誌 

(1) ఀ㐩 進㸪ᑎ๓ ຬᕼ㸪ᾆ ⿱㈗㸪ᮌ㉺ 信୍㑻㸪

ᮌᡞ ၿஅ,”ONION: 大阪大学のデータ集⣙基

盤”, 学⾡情報ฎ⌮研究（JACN）, 2022. [DOI: 

10.24669/jacn.26.1_1] 

(2) ᮡᮌ ❶⩏, ✵㛩 ὒᖹ, ➉ᡣ ࡘ࠶子, ⸨ཎ ୍

Ẏ, 合⏣ ᠇ே, ୰ᮧ 㑈, ሮ ᩄ༤, 㕥ᮧ ㇏ኴ

㑻, ᐑᮏ 大㍜, ⏣ᾆ 次ᮁ, ఀ㐩 進, ᘓ部 

ಟ見, “データά用♫会成ࡓࡅྥ基盤ࣇࢯ

ト࢘ェア環境のᵓ⠏”, 学⾡情報ฎ⌮研究

（JACN）, vol. 22, no. 1, 2022.[DOI: 

10.24669/jacn.26.1_1] 

(3) Jotaro Tachino, Hisatake Matsumoto, Fuminori 

Sugihara, Shigeto Seno, Daisuke Okuzaki, 

Tetsuhisa Kitamura, Sho Komukai, Yoshiyuki Kido, 

Takashi Kojima, Yuki Togami, Yusuke Katayama, 

Yuko Nakagawa, Hiroshi Ogura, “Development of 

Clinical Phenotypes and Biological Profiles via 

Proteomic Analysis of Trauma Patients”, Critical 

Care, Vol. 26, No. 1, Aug. 6, 2022. 

[DOI:10.1186/s13054-022-04103-z] 

(4) Kohei Kawamura, Chonho Lee, Takashi Yoshikawa, 

AlဨShareef Hani, Yu Usami, Satoru Toyosawa, 

Susumu Tanaka, ShinဨIchiro Hiraoka, “Prediction 

of cervical lymph node metastasis from 

immunostained specimens of tongue cancer using a 

multilayer perceptron neural network”, Cancer 

Medicine, Vol.5, No. 12, pp. 5312-5322, 2023/3 

(5) Nozomi Kobayashi, Satomi Kondo, Koki Tsujii, 

Katsuki Oki, Masami Hida, Haruna Okabe, Takashi 

Yoshikawa, Ryuta Ogawa, Chonho Lee, Naoto 

Higashi, Ryosuke Okamoto, Sachie Ozawa, Senzo 

Uchida, Yoko Mitani, “Interchanges and 

movements of humpback whales in Japanese 

waters: Okinawa, Ogasawara, Amami, and 

Hokkaido, using an automated matching system”, 

Plos one, vol.17 No.11, pp. e0277761, 2022/11 

(6) ∾⏣ ⯟㍤, ᕝୖ ᭸ஓ, ᯇᮏ ဴ, ⩏ஂ ᬛ樹, 

ᑎす ⿱୍, "同ୡ⏺ᨺ㏦：ᫎീの集合成ࢆక

ᨺ㏦," 情報ฎࣈ分ᩓ型インターネットライ࠺

⌮学会ㄽᩥ誌, Vol. 64, No. 2, IPSJ, pp. 499-510, 

2023 年 2 ᭶（≉㑅ㄽᩥ）. 

 

国㝿会議会議㘓 

(1) Nao Takizaki, Yoshiyuki Kido, Yoshiyuki Masuda, 

Yoshihisa Toshima, Matsuki Yamamoto, Shinji 

Shimojo, “Ontology-Based Access Control 

Framework for Smart Building IoT Devices”, 2023 

IEEE International Conference on Consumer 

Electronics （ICCE）,Las Vegas, USA, Jan. 2023. 

[DOI: 10.1109/ICCE56470.2023.10043384] 
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(2) Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Shinji Shimojo, 

Nao Takizaki, Yoshiyuki Kido, Yukiko Kawai, 

Ryuta Yamaguchi, “A MaaS System Architecture 

for Inducing Users to Solve Social Issues”, IEEE 

GCCE 2022, Osaka, 18-21, Oct. 2022.[DOI: 

10.1109/GCCE56475.2022.10014159] 

(3) Keisuke Murashige, Yoshiyuki Kido, Shinji 

Shimojo, Hideto Yano, Tomoki Yoshihisa, Yukiko 

Kawai, Ryuta Yamaguchi, “Implementation, 

Measurement, and Analysis of Cycling 

Environment for a Bicycle Navigation Application”, 

2023 IEEE International Conference on Consumer 

Electronics （ICCE）,  Las Vegas, USA, Jan. 2023. 

[DOI: 10.1109/ICCE56470.2023.10043186 

(4) Toyotaro Suzumura, Akiyoshi Sugiki, Hiroyuki 

Takizawa, Akira Imakura, Hiroshi Nakamura, 

Kenjiro Taura, Tomohiro Kudoh, Toshihiro 

Hanawa, Yuji Sekiya, Hiroki Kobayashi, Shin 

Matsushima, Yohei Kuga, Ryo Nakamura, Renhe 

Jiang, Junya Kawase, Masatoshi Hanai, Hiroshi 

Miyazaki, Tsutomu Ishizaki, Daisuke Shimotoku, 

Daisuke Miyamoto, Kento Aida, Atsuko Takefusa, 

Takashi Kurimoto, Koji Sasayama,Naoya Kitagawa, 

Ikki Fujiwara, Yusuke Tanimura, Takayuki Aoki, 

Toshio Endo, Satoshi Ohshima, Keiichiro 

Fukazawa, Susumu Date, Toshihiro Uchibayashi, 

“mdx: A Cloud Platform for Supporting Data 

Science and Cross-Disciplinary Research 

Collaborations”, The 8th IEEE International 

Conference on Cloud and Big Data Computing 

（CBDCom 2022）, Sep. 2022. [DOI: 

10.48550/arXiv.2203.14188] 

(5) Arata Endo, Shinji Yoshida, Shuichi Gojuki, 

Hiroaki Kataoka, Yoshihiko Sato, Akihiro Musa, 

Susumu Date, “Consideration of a Supercomputing 

System with Cloud Bursting Functionality from an 

Operational Perspective”, CloudCom2022, 

Thailand, Dec. 2022. [DOI: 

10.1109/CloudCom55334.2022.00031] 

(6) Koki Makida, Tomoya Kawakami, Satoru 

Matsumoto, Tomoki Yoshihisa, Yuuichi Teranishi, 

and Shinji Shimojo: ``A Tree Construction Method 

for Distributed Video Collection and Composition 

on the Same World Broadcasting System,'' Proc. 

IEEE Computer Software and Applications 

Conference （COMPSAC'22）, pp. 648-657, 2022

年 6 ᭶. 

(7) Ryu Kazama, Hirotake Abe and Chunghan Lee. 

Evaluating TCP Throughput Predictability from 

Packet Traces Using Recurrent Neural 

Network. 2nd IEEE International Workshop on 

Distributed Intelligent System, Rhodes, Greece, 

June 2022. 

 

国㝿会議 （ཱྀ頭Ⓨ表、ポスターⓎ表） 

(1) Susumu Date, "Accelerated ONION based on DTN 

Experience", 55th Asia-Pacific Advanced Network 

Meeting, （APAN 55）, Kathmandu, Nepal, Mar. 

2023. 

(2) Susumu Date, "Accelerated ONION based on DTN 

Experience", Mini Global Research Platform 

Workshop, Supercomputing Asia 2023 

（SCAsia2023）, Singapore, Mar. 2023. 

(3) Kazuki Takashima, Arata Endo, Susumu Date, 

“Prototyping an MPI-communication Logging 

Module on Data Processing Unit”, The 23rd 

International Conference on Parallel and 

Distributed Computing, Applications and 

Technologies （PDCAT’22）, Sendai, Japan, Dec. 

2022. 

(4) Shingo Kawamoto, Takeo Hosomi, Seiju Yasuda, 

Chonho Lee, Akihiro Yamashita, and Susumu Date, 

“Implementation of Reinforcement Learning in Job 

Scheduler Slurm”,The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies （PDCAT'22）, 

Sendai, Japan, Dec. 2022. 

(5) Kohei Taniguchi, Arata Endo, Chunghan Lee, 

Masatoshi Saitoh, Susumu Date, "Towards 
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Practical Interconnect Design: Integrating Job 

Scheduling and Network Simulation", The 23rd 

International Conference on Parallel and 

Distributed Computing, Applications and 

Technologies （PDCAT'22）, Sendai, Japan, Dec. 

2022. 

(6) Yujiro Ishida, Takeo Hosomi Akihiro Yamashita, 

and Susumu Date, “Towards Profile Guided Source 

to Source Transformations for Vector 

Optimizations on SX-Aurora TSUBASA”, The 

23rd International Conference on Parallel and 

Distributed Computing, Applications and 

Technologies （PDCAT'22）, Sendai, Japan, Dec. 

2022. 

(7) Susumu Date, "Research Experiences of an 

On-Time Data Transfer Framework in Cooperation 

with Scheduler System and Future Directions", The 

3rd Global Research Platform Workshop （3GRP）, 

Salt Lake, USA, Oct. 2022. 

 

ཱྀ頭Ⓨ表（国内研究会࡞） 

(1) ᮌ㉺ 信୍㑻, ᾆ ⿱㈗, ᑎ๓ ຬᕼ, ୖ㔝 㞞

▮,ఀ 㐩進, “大阪大学スーࣃーコンピュータの

電ຊコスト算ᐃの⤌ࡳ”, 大学 ICT 推進協議

会 2022 年度年次大会, 2022 年 12 ᭶. 

(2) ୪ᮌ ᝆኴ, ⣽見 ᓅ生, ⏣ ⱥஅ, ∦ᒸ ┤グ, 

ᒣୗ 弘, ఀ㐩 進, "高性能計算機システム

の来Ṕグ㘓シスࡵࡓ研究データ⟶⌮のࡿࡅ࠾

テムの実⌧࡚ࡅྥ", 大学 ICT 推進協議会 

2021 年度年次大会, 2022 年 12 ᭶. 

(3) ቑ⏣ Ḡஅ, 㒔ᓥ Ⰻஂ, ᒣᮏ ᯇ樹, ℧ᓮ ᑦ, 

ᮌᡞ ၿஅ, ୗᲄ ┿ྖ, “Cloud Native WoT/IoT 

Architecture — Edge-cloud Integration のᥦ”, 

DICOMO2022, pp.82-86, ࢜ンライン, 2022 年 7

᭶. 

(4) ℧ᓮ ᑦ, ᮌᡞ ၿஅ, ቑ⏣ Ḡஅ, 㒔ᓥ Ⰻஂ, 

ᒣᮏ ᯇ樹, ୗᲄ ┿ྖ, “ス࣐ートࣅルのࡵࡓの

ームワࣞࣇアクセス制ᚚࡓ࠸用ࢆントロジ࢜

ークのᥦ”, DICOMO2022, pp.310-317, ࢜ンラ

イン, 2022 年 7 ᭶. 

(5) ᮧ㔜 ᆂு, ᮌᡞ ၿஅ, ୗᲄ ┿ྖ, ▮㔝 ⱥே, 

⩏ஂ ᬛ樹, Ἑ合 ⏤㉳子, ᒣཱྀ ⌰ኴ, “⮬㌿㌴

用ࢤࣅࢼーシࣙンアプࣜのࡵࡓの㉮⾜環境デ

ータ集・分析機ᵓの実”, DICOMO2022, 

pp.1012-1020, ࢜ンライン, 2022 年 7 ᭶. 

(6) 高ᔱ 和㈗㸪㐲⸨ ᪂, ఀ㐩 進㸪ୗᲄ ┿ྖ, “DPU

ᡭἲの試作”, ➨155ࢢンࢠMPI通信ロࡓ࠸用ࢆ

ᅇ システムࣇࢯト࢘ェアࣞ࣌࢜ーティン

システム研究会, Ἀ⦖, 2022・ࢢ 年 5 ᭶. 

(7) ᑠᓥ ୍⚽㸪⚄⏣ ᑗ࿃㸪͆計算ၥ㢟のࡵࡓのഇ

㑅ᢥ⫥生成᪉ᘧ͇㸪情報ฎ⌮学会 ➨ 85 ᅇ全国

大会㸪4H-04㸪pp.435-436㸪ᮾி㸪2023 年 3 ᭶㸬 

(8) 高℩ⱥᕼ, ⳥ụ㇏, ୰ᕝ㑳ኵ, す内୍㤿, 大ᓮ

༤, ⳥ᆅಇ, ᯽ᓮ♩生: B5G.ex Update 

FY2022, RICC-PIoT Workshop 2023, Ἀ⦖, 

2023/2/28 

(9) బࠎᮌ大♸, ᯽ᓮ♩生, 大ᓮ༤, す内୍㤿, 

୰ᕝ㑳ኵ, ⳥ᆅಇ, ⳥ụ㇏, ⣽合ኴ㑻, 高

℩ⱥᕼ: 5G 通信⥙ྥࡅ㈨※㏱㐣型プラットࣇ

MEC サーバ㛫の㈨※㓄分ア ࡿࡅ࠾ーム࢛

ルࢬࣜࢦム, RICC-PIoT Workshop 2023, Ἀ⦖, 

2023/2/28 

(10) ୰ᕝ㑳ኵ: IoT ࢚ージェントࣔデル基࡙ࡃ情

報ὶ通基盤の応用データ࢚コࣀミー関ࡍ

 ,⦕ᐹ, RICC-PIoT Worshop 2023, Ἀ⪄ࡿ

2023/2/28 

(11) 大ᓮ༤, す内୍㤿, ⳥ụ㇏, ୰ᕝ㑳ኵ: ㈨※

㏱㐣型ᗈᇦ分ᩓコンピューティンࢢ環境の

Elixir ➨ ,ᵓ⠏ࡿࡼ 18 ᅇᆅᇦ㛫インタークラ

 ドワークシࣙップ, ᮐᖠ, 2022/9/9࢘

(12) 高℩ⱥᕼ, ⣽合ኴ㑻, 大ᕝ⊛, ⳥ụ㇏, ୰ᕝ

㑳ኵ, す内୍㤿, 大ᓮ༤, ⳥ᆅಇ, ᯽ᓮ♩
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システムのᵓ⠏ࡸ運用支援、ࡓࡲサイバーメディア
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(Computer Security Incident Response Team)࡚ࡋセ

  ࠋࡿ࠸࡚ࡋᢸᙜࢆュࣜティインシデントᑐ応࢟

 

3.1 全学支援業ົの画・運Ⴀ管理 

サイバーメディアセンター࡛ࡣ、図 1 全学ࡍ♧

支援業ົ推進య制のୗ、ྛ業ົの㈐௵者ࢆỴ࡚ࡵ全

学支援ࢆ推進ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ、サイバーメディアセ

ンター教員の࢛ࣇ࢚ートの 1/3 全学支援業ົࢆ

ࡿࡁ推進࡛ࢆ全学支援ຠ果ⓗ、基ᮏࢆࡇࡿ࡚

2021ࠋࡿ࠸࡚ࡋ実ࢆ⌮⟶ート実績࢛ࣇ࢚࠺ࡼ 年度

ࣇ࢚ࡿࡍ関ࡽࢀࡇ、ࡾ࠶ࡀトピックࡍ♧௨ୗࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋቑຍࡀート࢛

・OU ࡿࡅ࠾スタープラン࣐ DX (OUDX)ᵓ

タ計 

・ICHO(Office365)࡛ࢳームά動ࢆ支援ࡿࡍ Teams の

✚ᴟⓗά動支援ཬࡧ全学ⓗࡓࡋ୍⤫᪂࠸ࡋメール

サーࣅスのᥦ౪ 

・ODINS 全学ࡧシステムタ計ཬࡿࢃ関 IT ㄆド基

盤システム࡚ࡋシンࢢルサイン࢜ン(SSO)ཬࡧワ

ンタイムࣃスワードࡿࡼከせ⣲ㄆド機能の⥅⥆ⓗ

運用 

・コロࡿࡅ࠾⚝ࢼテࣞワーク・ᢏ⾡支援࡚ࡋサ

ーバ⟶⌮者研ಟの実 

・全学セ࢟ュࣜティ┘ど(OU-CSIRT)ྛ࡚ࡋ✀イン

シデントᑐ応、セ࢟ュࣜティᑐ⟇の᳨ウ 

・スーࣃーコンピュータ SQUID ࡵࡌࡣࢆ IT コアᲷ

 ㄪ環境の運用✵࠸ຠ⋡のⰋࡾࡼࡿࡅ࠾

 

 

図 1 2022 年度全学支援業ົ推進య制 

 

3.2 28 ンにおけるࣛࣉスター࣐ D; （28D;)ᵓ

タィ 

 学内の✀ࠎの業ົ⣔システムࡣ、ᢏ⾡面の⪁ᮙ、

システムの⫧大・」㞧ࡀ進ࠕ、ࡾ࠾࡛ࢇ業ົ見┤

の㠀ຠ⋡ࡋ 高コストᵓ㐀ࠕࠖ ࡓࡋά用ࢆデータࠕࠖ

⟇❧・ホ౯の㐜ࠖࢀのཎᅉࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ OU

࠾大阪大学全యࡓࡋ開ጞࢆスタープラン࡛⟇ᐃ࣐

ࡿࡅ DX （ࢆࢀࡇ OUDX ・ネット、ࡅࡴ（ࡪ

バイ・デ࢛ࣇルトのᴫᛕࢆᑟධࡋ、教育・研究ࡣࢆ

大学࡞アル࡚ࣜ࠸࠾学内の全࡚のά動ࡿࡍࡵࡌ

大学ࠖࡿࡀ⧄ࠕࡓࡋ融合高度ࢆサイバー✵㛫

OUDX、ࡵࡓࡿࡍ㌿ の基ᖿࡿ࡞システム⩌ 

ձ阪大全ᵓ成員の ID ⤫合ᵓࠕOUIDࠖ 
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ղZero trust ネットワークシステムࡓࡋᑐ応 OU ࢮ

ロトラスト 

ճiLPs-OU（学内共通プラット࢛ࣇームྛサࣈシ

ステムの┦㐃ᦠ 

、ࡾࡼOUDXシステムᑟධࠋࡓࡵ進ࢆタᐃ、開Ⓨࢆ

学生、教⫋員ࡀ働࠸ࡍࡸࡁ、学࠸ࡍࡸࡧ、イ࣋ࣀー

ティ࡞ࣈ阪大ࢆᵓ成ࡿࡍ情報基盤のタ計、ᵓ⠏ࢆ開

ጞࠋేࡓࡋ ௧和、࡚ࡏ 3 年度⿵ṇண算ࡶࢆ OUID

ཬࡧ OU ᮇのプロトタイプึ࡚࠸ࡘロトラストࢮ

開Ⓨࢆ࡚ࡋ⥆⥅ࠋࡓࡏࡉ、௧和 4 年度⿵ṇண算

せồࡀㄆࢀࡽࡵ、᪂ࡓ OUDX ே㈈プラット࣍ーム

プロジェクトࡾࡀୖࡕ❧ࡀ、OUID ࡓࡋース࣋ࢆ

᪂࡞ࡓ学内のே㈈データ࣋ースᵓ⠏タ計ࢆ開ጞࡓࡋ

 ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ

 

3.3 全学 IT ㄆドᇶ┙ࢩステ࣒の運用支援 

 全学 IT ㄆド基盤システムࡣ学内࡛稼動ࡿ࠸࡚ࡋ

ᵝ࡞ࠎ情報システムᑐ࡚ࡋᏳ全機能ࡇࡿࡏࡉ

合⤫ࡿࡼ（ン࢜ルサインࢢシン）SSO、ࡋ目ⓗࢆ

ⓗ࡞ㄆド㐃ᦠཬࡧデータ㐃ᦠ、ロࢢインㄆドサーࣅ

スࢆᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋᮏシステムࡣ学内のせ࡞ົ

基ᖿ⣔システムཬࡧ研究・教育⣔支援システムྵࢆ

ࡵ 56 システム（2023 年 3 ᭶⌧ᅾ） SSO ㄆド㐃ᦠ

ࡲ見㎸ࡀ㐃ᦠシステムのᣑ大ࡿ࡞᭦、ࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ

教育用計算機システム（情報教、࡚࠼ຍࠋࡿ࠸࡚ࢀ

育、語学教育）、ࣕ࢟ンࣃスネットワーク↓⥺ LAN 

サーࣅス、ࢢループ࢘ェア用ㄆドサーバ等ᑐ࡚ࡋ、

ಶே ID/ࣃスワードࡿࡼㄆド㐃ᦠࢆ⾜༲ࡶ、

ㄆド機能のᙉࢆ目ⓗ࡚ࡋ実ࡓࡋワンタイムࣃ

スワードࡿࡼከせ⣲ㄆド機能の運用ࡶၥ㢟ࡃ࡞㐙

⾜୰࡛ࠋࡿ࠶ᚋࡣ、OUID 㐃ᦠࢆ見ᤣࡓ࠼᪂࡞ࡓ

OUDX応ࡓࡌㄆド機能᳨ࢆウࡃ࠸࡚ࡋணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

3.4 学⾡ㄆドフェデࣞーࢩョンのㄆド㐃ᦠ 

 学⾡ e-ࣜࢯースの利用・ᥦ౪࠺⾜ࢆ機関ࡀᐃࡓࡵ

規程ࢆ信㢗࡛ࡇ࠺࠶ࡋ、┦ㄆド㐃ᦠࢆ実⌧ࡍ

ࢆ ェデࣞーシࣙン（通⛠：学ㄆ）ࣇ学⾡ㄆドࡿ 2010

年ࡾࡼ開ጞ2014、ࡋ 年 1 ᭶ࡣࡽ国❧情報学研究所

(NII)の業࡚ࡋᮏ᱁運営ࡀ開ጞࠋࡓࢀࡉ大阪大学

ࡣ࡛ 2011 年ࡾࡼ、学ㄆཧຍࡋ、学ㄆサーࣅスの

ㄆド㐃ᦠサーࣅスࢆ展開2023ࠋࡿ࠸࡚ࡋ年 3᭶⌧ᅾ、

学ㄆཧຍ機関ࡀᥦ౪ࡿ࠸࡚ࡋ 63 の SP（サーࣅス）

ಶேࡿ࠸࡚ࡋ学内࡛利用、࠸⾜ࢆのㄆド㐃ᦠ ID、

ス利用ࣅサー࡞ࠎㄆド࡛ᵝࢨーࣘࡿࡼスワードࣃ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ能ྍࢆ

 

3.5 83.I 㟁Ꮚド᫂᭩発⾜ࢧービス 

国❧情報学研究所(NII)ࡀ 2015 年 1 ᭶ࡾࡼ開

ጞࠕࡓࡋUPKI 電子ド明書Ⓨ⾜サーࣅス ཧຍࠖ

⾜Ⓨࢆサーバド明書࡚ࡋᑐ学内システムࠊࡋ

全学࡛ࠊࡋᢸಖࢆュࣜティ࢟セ࡛ࡇࡿࡍ

2023。ࡿ࠸࡚ࡵດド明書の㈝用๐ῶࡿ 年 3 ᭶

⌧ᅾࠊサーバド明書᭷ຠ利用ᩘࡣ 408 ࡚ࡗ࡞

2017ࠊࡓࡲ。ࡿ࠸ 年 5 ᭶ࡾࡼ 3 部ᒁࢆᑐ㇟ク

ライアントド明書Ⓨ⾜サーࣅスࢆ試⾜ⓗ開

ጞࠊࡋド明書Ⓨ⾜ᩘࡣ 149  。ࡿ࠸࡚ࡗ࡞

 

 運用のタィ・ᵓ⠏ࢻ࢘ࣛࢡスࣃンࣕ࢟ 3.6

大阪大学ࣕ࢟ンࣃスクラ࢘ドシステムࡣ、学内

Ⅼᅾࡿࡍメールサーバࡸ Web サーバࢆ共通基盤プ

ラット࢛ࣇーム集⣙ࡵࡓ࠺⾜ࢆ、合計 216 ≀

⌮コア・3.4TB のメࣔࣜࢆᣢࡘ 9 ྎの௬࣍スト

40.4TB、 の௬用ストࣞージཬࡧ 30.2TB ࣇ

イル共᭷用ストࣞージ54、࡚࠸࠾ システム࣍ࢆス

ティン2023）ࡿ࠸࡚ࡋࢢ 年 4 ᭶ᮎⅬ）ࣕ࢟ࠋンࣃ

スクラ࢘ドୖの௬࣍ストࢆ利用࡚ࡋᵓ⠏ࡓࢀࡉ

90、ࡣスࣅスメールサーࣃンࣕ࢟ ⤌⧊、13,333 ア࢝

2023）ࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆント࢘ 年 4 ᭶ᮎⅬ）ࠋ 

 

3.� 事ົ・教ົ支援に係るྛ✀ࢩステ࣒の運用支援 

ICHO（ࢢループ࢘ェア）、ົ⟶⌮、KOAN（学ົ

情報）等のྛシステムの運用支援࠸⾜ࢆ、Ᏻᐃࡓࡋ

サーࣅスᥦ౪㈉⊩ࠋࡓࡋICHO 教ྡࡓ᪂ࡣ࡛

授、ᣍ࠸教員、ᣍ࠸研究員、≉ู研究員（日ᮏ

学⾡⯆会）ᑐࡋメールアドࣞスࢆⓎ⾜ࡋ、セ࢟

ュࣜティ面ᙉࡿࡼᏳᚰ・Ᏻ全࡞教育・研究య制

の☜ಖᐤࡓࡲࠋࡓࡋ、㏥⫋者の ICHO メール

⮬動㌿㏦サーࣅスࢆ開ጞࡋ、教育・研究ά動ࡸ業ົ
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運営の⥅⥆性⥔ᣢࢆ支援୍ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᪉、OUDX 

㍍㔞、ࡋ目ᣦࢆワークスタイルᑟධ࡞ࡓ᪂ࡿࡅ࠾

ࡴບ業ົ࡞༑分ࡶテࣞワーク࡛ࡋᙉࢆメࣔࣜࡘ

⣙ࡓࡋቑᙉࢆメࣔࣜ࠺ࡼ࡞のྍ能ࡇ 1、560 ྎの

ົ⫋員ྥࡅラップトップ PC ࢆ 2023 年 3 ᭶ᮎ࡛ࡲ

のࡽࢀࡇࠋࡓࡋㄪ㐩 PC テࣞワーク環境࡛のࡣ

セ࢟ュࣜティྥୖのࡵࡓ、EDR（通信内ᐜ等ࢆᖖ

┘どࣇࢯࡿࡍト࢘ェア：Endpoint Detection and 

Response）ࢆᑟධࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

3.� IT コアᲷのᘓタ運用支援㸭┬ࢠࣝࢿ࢚ーの

 ࡳ⤌ྲྀ

 ✵ㄪ等の෭༷ຠ⋡ࢆ高࡚ࡵ環境㈇Ⲵの㍍ῶ運用

コスト๐ῶ࡚ࡋ࠸≻ࢆᘓタࡓࡋ IT コアᲷࢆά用

᪂、≉ࠋࡿ࠸࡚ࡋ推進ࢆスࣅサーࢢジン࢘ࣁࡓࡋ

PUE、࠸కス開ጞࣅコンのサーࣃス࠸ࡋ ࡋព㆑ࢆ

⥔ࢆ෭༷能ຊࡶᨾ㞀Ⓨ生、ࡸ෭༷タഛのᣑࡓ

ᣢࡵࡓࡿࡍの⮬動制ᚚタᐃのᑟධࡾࡼ、࠸⾜ࢆᏳᐃ

ࡓࡋ IT コアᲷの運用ດࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡵ、෭༷ຠ⋡

ࢠネル࢚┬࡞度⟶⌮のᚭᗏ ࡵࡓࡃ࠸࡚ࡆୖࢆ

ーのྲྀࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆࡳ⤌ࡾ（図  ࠋ（2

 

 

図 2 2022 年度᭶ูサーバ・෭༷タഛのᾘ㈝電ຊ

 ⋠෭༷ຠ

 

3.� ᪥ᮏࢩーࢧーࢺ༠議会へのຍ┕に関する㐃ᦠ 

情報セ࢟ュࣜティ関࡚ࡋ᪩ᮇ㆙ᡄࡁࡍ情報ධ

ᡭࡸព見࠺⾜ࢆ目ⓗ࡛、全学の情報セ࢟ュࣜテ

ィ支援࠺⾜ࢆ情報推進ᮏ部／情報セ࢟ュࣜティᮏ部

2018、ࡋ㐃ᦠ 年 12 ᭶ࡾࡼ日ᮏシーサート協議会

ࡣ日ᮏシーサート協議会ࠋ┕ຍ JPCERT 内㛶情ࡸ

報セ࢟ュࣜティᑐ⟇室ࡃ῝関㐃ࢆᣢࡕ、ከࡃの企

業・学⾡ⓗࡀ⧊⤌࡞ຍ┕ࡋ、᭷┈࡞情報ࢆάⓎ

2020、ࡣ日ᮏシーサート協議会ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ 年度

学⾡会ࡣ大阪大学、ࢀࡉᅋἲே♫⯡୍ࡀ⧊⤌ࡾࡼ

⣔の会員࡚ࡋཧ画2022、ࡋ 年度ࡶ࡚࠸࠾、の

企業・⤌⧊ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀシーサートのྲྀࡳ⤌ࡾ等

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ情報࡚࠸ࡘ

 

 管理者向け研修ࣂーࢧ 3.10

㏆年、ၟ用クラ࢘ドサーࣅスࡣ運用⟶⌮㛫の๐

ῶࡾࡀ࡞ࡘ、利౽性ᐩࡳ、情報セ࢟ュࣜティ面

࢘用クラၟࡽ部ᒁྛ、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᏳᚰࡶ

ドサーࣅス関ࡿࡍ ODINS ࡶの利用⏦ㄳࠎ✀の

学内サーバ⟶⌮者、࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࢃ⾜

ၟ、㇟ᑐࢆ 用クラ࢘ドサーࣅスࡿࡼ Web サーバ

のᵓ⠏᪉ἲ、ཬࡧ、ၟ用クラ࢘ドサーࣅス利用関

ࢆ研ಟࡿࡍ 2 日㛫の日程、࢜ンラインᙧᘧ࡛開催ࡋ、

19  ࠋࡓࡋཧຍࡀྡ

年同ᵝ、ྛ部ᒁの総ົᢸᙜ係⤒⏤࡛౫㢗ࡿࡍ

利ࢢドコンピューティン࢘クラ、ࡓࡲࠋࡓࡋࡇ

用࡚࠸࠾のセ࢟ュࣜティインシデントࢆᮍ↛㜵

࢟情報セࡓࡋ≉スࣅドサー࢘用クラၟ、ࡵࡓࡄ

ュࣜティ࡚࠸ࡘの研ಟࡓࡗ⾜ࡶ、ၟ用クラ࢘ドサ

ーࣅスの利用の⤂ࡸ、AI サーࣅスの利用ἲ

 ࠋࡓࡆୖࡾྲྀ研ಟ内ᐜࡶ࡚࠸ࡘ

 

4 2022 年度研究業績 

4.1 大学におけるබ⾗↓⥺/$Nࢧービスのᑟධに向

けた活動（⊦ಛ） 

2020 年度開ጞࡓࡋ大学ࡿࡅ࠾公⾗↓⥺ LAN 

サーࣅスの利ά用᳨ウࢆ目ⓗ࡚ࡋὙ࠸出ࡓࡋㄢ㢟

ࡼ通信業者、࡚ࡋࡳ⤌ࡾのྲྀࡑࠋࡓࡋ⌮ᩚࢆ

⥺↓⾗公ࡿ࠸࡚ࢀࡉᥦ౪ࡾ LAN サーࣅス࡚࠸ࡘ、

ᰴᘧ会♫ワイࣖアンドワイࣖࣞス♫（Wi2 ♫）のࡈ

ཌព2023、ࡾࡼ 年௨㝆ṇᘧᮏ運用ࢆ開ጞࡿࡍ

ணᐃ࡛ࡽࡉࠋࡿ࠶、Wi2♫ࡀᥦ౪ࡿࡍ公⾗↓⥺LAN

サーࣅスࢠࡧࡼ࠾ガ࠺ࡒアプࣜ[1]ࢆ大学ྥ࢝ࡅ

スタ࣐イࡋࢬ、利用࡛ࡇࡿࡍ WPA2-EAP ᪉ᘧࡸ

VPN ᥋⥆ྍࡀ能ࡾ࡞、セ࢟ュア࡞通信インࣇラࢆ

用࡚࠸大学ࣕ࢟ンࣃスእ࡛の教育・研究࡛のネット
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ワーク環境のᵓ⠏の᳨ウྍࡀ能ࡽࢀࡇࠋࡿ࡞のྲྀ

情報ฎ⌮学会࡚ࡋㄽᩥࡁᰝㄞ、࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾ

IOT シンポジ࢘ム(IOTS2023)ᢞ✏ࡋ、᥇㘓ࠋࡓࢀࡉ

ᢞ✏୰ルㄽᩥ誌ࢼᙜヱㄽᩥのジࣕーࡣᅾ⌧、࠾࡞

 ࠋࡿ࠶࡛

関㐃発表論文等 (5) 

 

4.2 Ⴀ業ဨの‶㊊度業績の関係のศᯒ（㙑Ỉ） 

 IT ࡸ AI ࡿࡼ HR テックの㝯┒ࡾࡼ、営業⤌

⧊の㐺ษ࡞⟶⌮の㔜せ性ࡣᚑ来ࡶቑ࡚ࡋ大࡞ࡃࡁ

࡞営業⤌⧊⟶⌮の㔜せ、ࡣᮏ研究の目ⓗࠋࡿ࠸࡚ࡗ

せᅉ࡛ࡿ࠶営業員‶㊊度業績ホ౯の関係ࢆ明ࡽ

INDSCALEࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿࡍ の㉁ၥ㡯目ࢆ用࠸

業、࡚࠸用ࢆデータࡓࡋ集࡚ࡗࡼㄪᰝ⚊ㄪᰝࡓ

績ඃ⚽者ࢀࡑ௨እのࡶのの㛫‶㊊度ᕪ࠶ࡀ

同ࠖࠕࠖྖୖࠕ、ࡣ業績ඃ⚽者ࠋࡓࡋド᳨ࡿ

のの次ࡑࠋࡓࡗࢃࡀࡇ࠸高ࡀ㊊度‶ࡿࡍᑐ

ඖ（ࠕ⤥ 進᪼ࠕࠖ ࠕࠖ 㢳ᐈࠕࠖ 営᪉㔪⤒ࠕࠖ ）ࠖ

ࡗ࡞ࢀࡽࡵㄆࡀᕪスコアࡿࡍᑐ㊊度‶、ࡣ࡛

ࡅ࠾⌮⟶⧊⤌営業ࡀ営業員‶㊊度、ࡣᮏ研究ࠋࡓ

 ࠋࡓࡋ♧ࢆࡇࡿ࠶せᅉ࡛࡞㔜せࡿ
 

関㐃発表論文等 なࡋ 

 

4.3 %e\ond 5*  イࣝ環境に関する研究（大ᖹ）ࣂࣔ

総ົ┬ࡣ௧和 3 年 4 ᭶ࠕBeyond 5G 研究開Ⓨಁ

進業研究開Ⓨ᪉㔪࡚ࠖ࠸࠾、Beyond 5G の᪩ᮇ

㔜ࢆの分㔝の研究開Ⓨࡇ、ࡋ目ᣦࢆᑟධ࡞ࡘ

せどࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋのࠕ、ࡵࡓBeyond 5G 機能実⌧型

プロࢢラムࠖࡑ、ࡋ♧ࢆのᑐ㇟ࡿ࡞開Ⓨᢏ⾡等ࢆ

公募ࡣࡇࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 1)ネットワークの⮬ᚊ・分

ᩓ・協ㄪ型制ᚚᢏ⾡（ネットワーク㈨※の⮬ᚊㄪ

等）、2)ࣇࢯト࢘ェア／௬、࢜ープン／ディ

スアࢤࣜࢢーシࣙンᢏ⾡（機ჾ・サーࣅスᵓ成のᰂ

㌾）、3)ロー࢝ル B5G ㉸ᰂ㌾性・プロࡿࡍ⌧実ࢆ

࡞ンドシステム࢚・ーࢶ・ンド࢚ࡘᣢࢆラム性ࢢ

 ࠋࡿࢀࡲྵࡀ

NICT Beyond 5Gࠕ、ࡅཷࢆࢀࡇࡣ ࢀࡉ⌧実ࡾࡼ

大ᐜࡘᏳᐃ࡚࠸࠾通信ネットワークシステムࡿ

㔞・ప㐜ᘏ࡞のサーࣅスရ㉁ࢆ㝈ࡓࢀࡽタഛ࡛‶

高信㢗、࡚ࡋẚ㍑ᚑ来のシステム、ࡣࡵࡓࡍࡓ

性高ྍ࠸ረ性ࡀồࡓࡋ࠺ࡇࠕ、ࡋࠖࠋࡿࢀࡽࡵ

Beyond 5G ネットワークの高࠸信㢗性・ྍረ性☜ಖ

・研究開Ⓨ࡚ࡗᐤࡕᣢࢆ⾡ᢏ࡞ከᵝࡀ学ᐁ⏘、ࡣ

実ド࠺⾜ࢆᚲせࡑ、ࡾ࠶ࡀのࡵࡓの᳨ド環境（テス

ト࣋ッド）ᩚࢆഛࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋࠖࠋࡿࡍ、研究

開Ⓨ・実ドࡁࡍ㡯ࡣプラット࢛ࣇームᒙ・ミド

ル࢘ェアᒙ・ネットワークᒙࢀࡒࢀࡑᏑᅾࡿࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

のࡇ Beyond 5G テスト࣋ッド（のࡕ࠺ B5G ࣔバイ

ル環境）のᑟධ先࡚ࡋ学⏺ࡣࡽᮏ学ᕞᕤ業

大学ࡀ㑅ᐃࢀࡉ、ᮏ学㸫NICT 㛫ࡣ௧和 3 年 11 ᭶ 5

日研究協ຊのぬ書ࡇࠋࡓࡋ⤖⥾ࢆのぬ書基࡙ࡁ、

NICT 総合テスト࣋ッドのࡕ࠺ B5G ࣔバイル環境

（ࣔバイルアプࣜࢣーシࣙン実ド環境・ࣔバイルネ

ットワーク開Ⓨ環境）のᥦ౪サイトࠋࡓࡗ࡞ 

௧和 4 年 10 ᭶ 1 日ࡽ同環境ࡀᥦ౪ࡇࡿࢀࡉ

B5Gࠕ研究プロジェクトࡣ同日࡛ⴭ者、ࡾ࡞ ࣔ

バイルネットワーク性能ホ౯ （ࠖTB-A22013）ࢆ開ጞ

B5G、ࡋ ࣔバイル環境の基♏ⓗ機能性能ホ౯ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࡓ

 

 図 3  Beyond 5G ࣔバイル環境ࣁࡿࡅ࠾ンド 

  通信㏿度の計 ⤖果ࡾୗーバ࢜

関㐃発表論文等 (15) 

 4.4 6Rv6 た」ᩘ⤒㊰の活用に関する研究࠸用ࢆ

（大ᖹ） 

情報♫会の進展ࢆ⫼ᬒ、通信データの大ᐜ㔞

ࡀ進ࠋࡿ࠸࡛ࢇ大ᐜ㔞データࢆ㏦信ࡿࡍ㝿ࡣ、

ᗈᖏᇦの⤒㊰ࡀᚲせࡋࡋࠋࡿ࡞、⌧ᅾのネット

ワーク࡛ࡣ༢୍⤒㊰࡛の通信୍ࡀ⯡ⓗ࡛ࡾ࠶、ネッ

トワーク利用者ࡀồࡿࡵᖏᇦᖜࢆ༢୍⤒㊰࡛ᥦ౪࡛

ࡇࡿࡍά用同ࢆの⤒㊰ᩘ「ࠋࡿ࠶ࡀሙ合࠸࡞ࡁ

ࡀᗈᖏᇦの⤒㊰࡚ẚのሙ合ࡳ༢୍⤒㊰の、࡛
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実⌧࡛ࠋࡿࡁ」ᩘ⤒㊰のά用ࡣ、データの大ᐜ㔞

 ࠋࡿࢀࡉணࡿ࡞㔜せ࡚ࢀࡘࡴ進ࡀ

大学ࡸ企業࡛ࡣ、高ゎീ度画ീの࡞࠺ࡼ大ᐜ㔞の

実験データࡸほ データࡃ࡞࡛ࡅࡔ、電子メール

ࢀࡉ㏦信ࠋ࠺ᢅࡶデータ࡞ࡉẚ㍑ⓗᐜ㔞のᑠࡓࡗ࠸

性≉ࡿࡵồ㊰⤒ࡀ利用者࡚ࡗࡼデータの≉性ࡿ

ࡸ研究室ࡿ࠶ネットワークの利用者࡛ࠋࡿࡍኚࡶ

部⨫ࡣデータの≉性応࡚ࡌネットワークの⤒㊰ࢆ

ヲ⣽㑅ᢥࡿ࡞ࡃࡓࡋሙ合ࡋࡋࠋࡿ࠶ࡀ、⌧ᅾの

ከࡃのネットワークࡣ、利用者ࡀ⤒㊰㑅ᢥ࠺࡞⾜ࢆ

利用者のࡀネットワーク⟶⌮者、ࡾ࠶ᅔ㞴࡛ࡣࡇ

せồ応࡚ࡌಶู⤒㊰ࢆタᐃࡣࡇࡿࡍ、⤒㊰タ

ᐃࡿ⟶⌮者の作業ࡀ大ࡵࡓࡿ࡞ࡃࡁ⌧実ⓗ࡛

ースルーティンࢯ࡚࠸࠾先⾜研究ࡣࠎᡃࠋ࠸࡞ࡣ

ࡿ࠶࡛ࡘᡭἲの୍ࢢ SRv6 (Segment Routing over 

IPv6)ࢆ用ࡿ࠸ネットワーク運用ᡭἲࢆᥦࡇࠋࡓࡋ

ネット、ࡾࡼネットワーク利用者ᑟ、ࡾࡼࢀ

ワーク⟶⌮者の㈇ᢸࢆቑຍࡎࡏࡉ、データの≉性

合ࡓࡏࢃ⤒㊰タᐃྍࢆ能ࠋ୍ࡿ࡞ ᪉࡛、SRv6 ⮬య

タ計ࡀ機能ࡿࡍ⌧実ࢆࢢスルーティンࣃࢳル࣐ࡣ

SRv6、ࡵࡓのࡑࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ ༢య࡛࣐ルࣃࢳスル

ーティンࢆࢢ実⾜ࡓࡋ㝿ࡣ、㏦ฎ⌮ࡀከࡃⓎ生

利用者、ࡾࡇ㉳ࡀットロスࢣࣃ、ࡿࡍᅽ㏕ࢆᖏᇦࡋ

ࡍⓎ生ࡀၥ㢟ࡓࡗ࠸࠸࡞ࡁᥦ౪࡛ࢆရ㉁ࡿࡵồࡀ

ᡭἲࢢスルーティンࣃࢳル࣐᪤Ꮡの、࡛ࡇࡑࠋࡿ

SRv6 ᩘ「ពの௵⡆༢ࡾࡼ、࡛ࡇࡿࡏࢃ合ࡳ⤌ࢆ

⤒㊰ࢆ利用࡛ࠋࡿࡁᮏ研究࡛࣐、ࡣルࣃࢳスルーテ

ィンࢢᡭἲ࡚ࡋ MPTCP (Multipath TCP)ࢆ用ࠋࡓ࠸

MPTCP ࡣ TCP ᣑᙇࡵࡓࡿࡍ利用ࢆスࣃࢳル࣐࡛

ࡉ⌧実࡚トランスポートᒙ、ࡾ࠶の࡛ࡶࡓࡋࢆ

ࠋࡿ࠶プロトコル࡛ࢢスルーティンࣃࢳル࣐ࡿ࠸࡚ࢀ

MPTCP 分ᩘ「࡛ࡈローࣇࢆィックࣇトラࡣ࡛

ࡋ、サࣇࣈローࡿࢀࡤ TCP コネクシࣙンࢆ」

スルーテࣃࢳル࣐࡛ࡇࡿࡡ᮰ࢆࡽࢀࡑ࡚ࡋ❧☜ᩘ

ィンࢆࢢ実⌧ࡑࠋࡿࡍのࡵࡓ、MPTCP ࡇࡿ࠸用ࢆ

ࡇ࠺࡞⾜ࢆ࡞実ࡿࡍ関ࡾࡾットのࢣࣃ࡛

 ࠋࡿࡁ㍍ῶ࡛ࢆ作業㈇ᢸ大ᖜ、ࡃ࡞

 

 図 4  SRv6  MPTCP  通信のࡓࡏࢃ合ࡳ⤌ࢆ

スループット 

関㐃発表論文等 (16) 

4.5 28ID ヨ⾜ࢩステ࣒の㛤発（⊦ಛࠊ㙑Ỉࠊ大ᖹࠊ

ᘅ᳃ࠊᯇᮏ） 

2020 年ࡾࡼ⟇ᐃ開ጞࡓࡋ OU ࠾スタープラン࣐

≉、ラのᙉࣇ学内インࡿࡅ DX のຍ㏿業の 1

࡚ࡋࡘ OU Identity (OUID)ࢆᥦ2022、ࡋ 年度࡛

ࡣ OUID 試⾜システムの開Ⓨࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

大阪大学࡛ࡣ⌧ᅾ、全学 IT ㄆドシステムࢆ୰ᚰ

Ṕྐ、ࡀࡿ࠸࡚ࡋ稼働ࡀ大規模システム࡞ࠎᵝࡓࡋ

ⓗࡾ࠶ࡶ⦌⤒࡞ㄆドࡀ」㞧ࡾ࠾࡚ࡗ࡞、全ࡿ࡞

⤫合࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀ所ࠋࡿ࠶ࡀ学生ド࡚ࢀࡉ୍⤫ࡣ

全学࡛、ࡃ࡞ࡀのࡶࡓࢀࡉ୍⤫ࡣのの⫋員ドࡶࡿ࠸

ࡓࢀࡉ୍⤫ ID ࡓのࡇࠋ࠸࡞ࡋᏑᅾࡶット࣐ー࢛ࣇ

ࡶ࡚࠸ࡘント࢘࢝のアシステムࡸ⌮⟶㘄、ࡵ

ࡓࡋ౫Ꮡಶูシステムࢀࡒࢀࡑ ID ࡛運用࡚ࡋ

状࠸࡞ࡣᐜ࡛࡚᫆ࡵシステム᭦ᨵྵ、ࡽࡇࡿ࠸

況ࠋࡿ࠶ 

௨ୖࡀ、デジタル学生ド・⫋員ドࡓࡗ࠸ eKYC

（ᮏே☜ㄆ）のどⅬࡽ ID ⤫合ࡣᚋの大阪大学

の DX ࡣ࡚࠸࠾ႚ⥭のㄢ㢟ࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞先ࡎ

ࢆᨻᗓㄪ㐩、ࡾ࡞ࡿࡍ開Ⓨࡽ試⾜システムࡣ

2022、࠸⾜ 年度ᮎ日࡚、開Ⓨࢆࠋࡓࡋ 

OUID 試⾜システムのᴫせࡣ図 6 の通ࠋࡿ࠶࡛ࡾ

ᮏシステムの≉ᚩ࣐、ࡣイࢼンバー࢝ード㐃ᦠࡀ

ࡓࡗಖࢆᮏே☜ㄆの┿ṇ性、ࡁ࡛ DX ࠋࡿ࠼⾜ࡀ 

利用ୖのၥ㢟のὙࡿࡼ試⾜ᮇ㛫、࠼ࡲ㋃ࢆࡽࢀࡇ

ࣇのプラットࡇࡣ次年度ࡁ⥆ࡁᘬ、࡚⤒ࢆࡋ出࠸

計画、タ計ࡿࡏࡉ㐃ᦠ᪤Ꮡシステム✀ྛࢆーム࢛

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛࠺⾜ࢆ
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 図 5 28,' 試⾜システムᴫせ図   

 関㐃発表論文等 なࡋ 

ステࢩᨺ㏦ࣈイࣛࢺッࢿュアなインター࢟ࢭ 4.6

 に関する研究（ᯇᮏ）࣒

㏆年のインターネットライࣈᨺ㏦࡛ࡣ、㓄信ࢀࡉ

࡚ࡗᫎのሙࡑ、ࡋㄆ㆑ࢆ≀ேࡸ≀ᫎീ୰のࡿ࠸࡚

ࡾࡼの≀ࡧཬࠎே、ࡸのプライバシーಖㆤࠎேࡿ࠸

ヲ⣽࡞情報・状ែࡵࡓࡿࡏࡽ▱ࢆ、アࣀテーシࣙ

ンࡸᫎീຠ果ࢆຍࡑࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍの㝿、クラ

イアント端ᮎ大࡞ࡁ㈇Ⲵࡀࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿᯇ

ᮏのᒓࡿࡍ研究ࢢループ࡛࢝、ࡣメラࡽᚓࡓࢀࡽ

ᫎീストࣜームᑐࡋ、プライバシー関ࡿࡍ⮬ᚊ

ᫎീฎ⌮ࢆక࠺インターネットライࣈ㓄信システム

の᳨ウ2020ࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ 年度ࡾࡼ、୍⯡のேࡀࠎ

ど⫈࡛࠺ࡼࡿࡁ、次ୡ௦のライ࢝ࣈメラシステム

プライバシーᣦྥᫎീ⟶⌮᪉ᘧ（プライバシࡿࡅ࠾

ーのಖㆤࢆ⪃៖ࡓࡋᫎീ⟶⌮᪉ᘧ）の☜❧ࢆ目ⓗ

㏿高ࡾࡼ、࡚࠸࠾の研究ࡇࠋࡓࡋ開ጞࢆ研究ࡿࡍ

ࡾࡼ、ࡧࡼ࠾、ポࣜシーグ㏙࡞ே㛫の᳨出、ᰂ㌾࡞

高㏿࡞画ീฎ⌮ࠕࡿ࠼⾜ࢆNGPCS(Next Generation 

Public Camera System) ࣅプライバシーᣦྥのࡪࠖ

デ࢜㓄信プラット࢛ࣇームࢆᥦ࢚ࠕ、ࡋッジ࢝メ

ラサーバ㐃ᦠࠖࠕルール型ᫎീ利用᪉㔪グ㏙ࠖࠕ共

用ᫎീຍᕤㄆ㆑ࠖࡪ㠉᪂ⓗ࡞ᢏ⾡ࢆഛࡓ࠼ᫎീ

⟶⌮᪉ᘧࡾࡼ、プライバシーのಖㆤྍࢆ能ࡿࡍ

システムの᳨ウ࢝ᩘ「、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆメラ

ウ᳨ࡶᡭἲのຠ⋡ࡿࡍ㏣㊧࡚ࡋ同ᐃࢆ≀ே、ࡾࡼ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 

関㐃発表論文等 (3) 

  

4.� NetZork &alculus にᇶ࡙ࡃ㐜ᘏᛶ⬟ホ౯ᡭἲ

（ᘅ᳃） 

⮬動㌴の高度、高機能క࠸、ᵝ࡞ࠎデータ

 電子制ᚚࣘニットࡣ㌴୧、ࡵࡓࡿࡍ⌮ฎࢆ

(Electronic Control Unit、 ECU) ࡀከᩘᦚ㍕ࡘࡘࢀࡉ

࠾㌴㍕ネットワーク࠺ᢸࢆの㛫࡛の通信ࡑ、ࡾ࠶

、࡞ᖏᇦ、ඃ先度ࡸ㐜ᘏ、ࡃ࡞࡛ࡅࡔຠ⋡性ࡿࡅ

通信ရ㉁ࡿ࡞␗ࡿࡍせồࡀーシࣙンࢣアプࣜࡿ࡞␗

せồࢆ実⌧ࡀࡇࡿࡍồࡿ࡞␗ࠋࡿࢀࡽࡵアプࣜࢣ

ーシࣙンのネットワークࢆ制ᚚࡽࢀࡑ、ࡋのネット

ワーク性能ࢆㄪᩚࡵࡓࡿࡍ、ネットワークୖのス

イッࢳ㐺ษ࡞タᐃࢆ࡛ࡇࡍ、ΰᅾࡿࡍ ECU の

せồࢆ㐺ษࡀࡇ࠺ᢅᮇᚅࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿࢀࡉ、

ネットワーク制ᚚ関ࣃࡿࢃラメータࡣ⭾大ᩘ࡞

タᐃࡿࡍ⌧実ࢆネットワーク性能ࡿࡵồ、ࡵࡓࡿ࡞

㌴ࡿ࠶、ࡣ࡛⤌ᮏྲྀࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣࡇࡿࡍᑟ出ࢆ

㍕ネットワーク࡚࠸࠾、Network Calculus ࡾࡼ

ᑟ出᭱ࡿࢀࡉᝏ㐜ᘏ推ᐃ基࡙ࡁ、ᑡ࠸࡞テストࢣ

ースᩘ࡚、㐺ษ࡞ネットワーク制ᚚ᪉㔪ࢆᑟ出ࡍ

Network Calculusࠋࡓࡋᥦࢆ᪉ἲࡿ ネットワー、ࡣ

ク性能の㔜せ࡞せ௳の୍᭱ࡿ࠶࡛ࡘᝏ㐜ᘏᩘࢆ学ⓗ

㐜࡞☜ṇࡶࡋࡎᡭἲ࡛、ᚲࡿࡍᑟ出ࡁ基࡙ㄽ⌮࡞

ᘏࢆồࡀ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡵ、ネットワークシミュ

ࣞーシࣙン௦表ࡿࢀࡉ᪤Ꮡᡭἲ࠸▷、ࡾࡼ㛫࡛

㐜ᘏࢆᑟ出ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᥦᡭἲ࡛ࡣ、

Network Calculus ᭱ࡿࡼᝏ㐜ᘏ推ᐃ್ࢆ用࡚࠸、
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ಶࠎのネットワーク制ᚚ᪉㔪の㐜ᘏഴྥࢆ推ᐃࡋ、

㐜ᘏࡀᑡ࠸࡞見㎸ࡿࢀࡲ制ᚚ᪉㔪ࢆテストࢣース

㇟ᑐࢆࡳースのࢣのテストࡽࢀࡇ、ࡋᢳ出࡚ࡋ

ࡿࡍ 計ࢆ実㝿の㐜ᘏࡾࡼシミュࣞーシࣙンࡓࡋ

‶ࢆ性能㐜ᘏࡿࡍせồࡀーシࣙンࢣアプࣜ、࡛ࡇ

㌴㍕ネࡿ࠶ࠋࡿࡵồࢆネットワーク制ᚚ᪉㔪、ࡍࡓ

ットワークୖࢆᑐ㇟ホ౯実験ࢆ実ࡓࡋ⤖果、ᥦ

ᡭἲࢆ用ࡾࡼࡇࡿ࠸、テストࢣースᩘ࠸ࡘ

ࡣ࡚ 1/16、ホ౯関ࡿࢃ㛫ࢆ⣙ 93㸣๐ῶ࡛ࡇࡿࡁ

 ࠋࡓࡋ♧ࢆ

関㐃発表論文等 (14) 

 

4.� 8$9 でྲྀᚓࢀࡉた全なⅬ⩌にᇶ࡙ࡃᘓ≀ᵓ

㐀␗常᳨▱ᡭἲ（ᘅ᳃） 

 日ᮏࡣ࡚࠸࠾、ᆅ㟈ࡀ㢖Ⓨࡾ࠾࡚ࡋ、⏒大࡞⿕

ᐖࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡽࡓࡶࡀ⅏ᐖ┤ᚋの⿕ᐖࢆῶྲྀࡍࡽ

⤌の୍࡚ࡋࡘ、ᔂቯྍࡿࡍ能性ࡀ高࠸ᘓ≀ࢆ≉ᐃ

ᑐ≀ᘓࡓࡋ⅏⿕ࡾࡼ⅏ᐖ、ࢀࡽࡆᣲࡀࡇࡿࡍ

≀ᘓࡾࡼㄪᰝ員、ࡵࡓࡿࡍ㜵Ṇࢆ次⅏ᐖ、ࡋ

の内እ部ࡀㄪᰝࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ、Ⳙ大࡞㛫ࡸேᡭࢆ

ᚲせࠋࡿ࠸࡚ࡋᮏྲྀ⤌࡛ࡣ、LiDAR ࡓࡋᦚ㍕ࢆ

UAV ࡿࡍ ほࢆ⩌次ඖⅬ୕ࡿࡍᑐ≀のᘓᩘ「、ࡀ

⪄ࢆᡭἲ࡞ᢕᥱྍ能㏿㎿ࢆᘓ≀ᵓ㐀、ࡾࡼࡇ

ࡓࡋ ほ࡚ࡵࡲࢆ≀のᘓᩘ「、ࡣのᡭἲ࡛ࡇࠋ(1

ࡇࡿࡍ๐ῶࢆ㛫ࡿࡍせ ほ、࡛ࡇࡿࡍ 

ຍ࠼、ಶࠎのᘓ≀ᑐࡿ࡞␗、ࡋࡘの≉ᚩ㔞ࢆ使

ࡿ⌮ᘓ≀ᵓ㐀のุᐃฎ、ࡾࡼࡇࡿࡅࢃ࠸

㛫ࢆㄪᩚࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᘓ≀ᵓ㐀関ࡿࢃⅬ

⩌の≉ᚩ㔞の୍࡚ࡋࡘ、୕次ඖ≀య分㢮用ࡽ࠸

ࡿࢀ Fisher Vector 、ࡁ基࡙⩌ᘓ≀のⅬࡿ࠶、࠸用ࢆ

ᘓ≀ᵓ㐀の㐪ࢆ࠸ᢕᥱࡓࡲࠋࡿࡍ、ูの≉ᚩ㔞ࡋ

࡚、ᘓ≀ࢆᵓ成ࡿࡍ面のἲ⥺࣋クトルࢆ Normal 

Histogram ࡍ⌧表ࢆᐖ⿕ࡿࡍᑐ≀ᘓ、ࡋ集⣙࡚ࡋ

高ࡀホ౯ࡧࡼ࠾学習、ࡁ基࡙の≉ᚩ㔞ࡽࢀࡇࠋࡿ

᳨ࢆ≀ಽቯᘓ࡚࠸用ࢆスト࢛ࣞࣇムࢲランࡿ࠶࡛㏿

3D、ࡣホ౯実験࡛ࠋࡿࡍ▱ 㒔ᕷࣔデルデータᑐࡋ、

ಶࠎのᘓ≀ࢆᨃఝⓗಽቯࡽࢀࡑ、ࡏࡉのᘓ≀のⅬ

ಽቯุᐃ࡚࠸用ࢆスト࢛ࣞࣇムࢲラン、ࡋᚓྲྀࢆ⩌

ࡼ Normal Histogram  Fisher Vectorࠋࡓࡗ࡞⾜ࢆ

ROC、実⾜㛫ࡓࡋᐃせุࡿ ᭤⥺ୗの面✚ࡍ♧ࢆ

ROC-AUC 果、Ⅼ⤖ࡓࡋホ౯ࢆデル⢭度ࣔࡓ࠸用ࢆ

⩌のᐦ度ࡀ高࠸ሙ合実⾜㛫ࡀቑຍࡀࡿ࠸࡚ࡋ、

Fisher Vector、 Normal Histogram 共 ROC-AUC ࡀ

0.99 ௨ୖࡾ࠾࡚ࡗ࡞、高࠸⢭度࡛ᔂቯの程度ุࢆ

ᐃ࡛ࡓࡲࠋࡓࡋ♧ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡁ、Ⅼ⩌ᑐࣀ、ࡋ

イࢆࢬຍࡓ࠼㝿ࡣ、Normal Histogram ࡣ 0.99 ௨ୖ、

Fisher Vector ࡶ 0.96 ௨ୖの ROC-AUC ࠾࡚ࡋ㐩成ࢆ

程度ロࡿ࠶、࡚ࡋᑐㄗᕪࡿࡌ生࡚࠸࠾ 計、ࡾ

バスト࡛ࠋࡓࡋ♧ࢆࡇࡿ࠶ 

 

関㐃発表論文等 (4) 

 

5 社会貢献に関する業績  

5.1 教育面における社会貢献  

5.1.1 学外活動  

2022 年ᮎⓎ生ࡓࡋ大阪ᛴ性ᮇ・総合་⒪センタ

ーのサイバーᨷᧁᑐࡿࡍㄪᰝ委員会の委員㛗

⮳公開ࡵࡲࢆㄪᰝ報告書、ࡾࡓ࠶支援࡚ࡋ

ュࣜティセンター࢟内㛶ᐁᡣサイバーセࠋࡓࡗ

(NISC)ࡾࡼインターネットのᏳ全・Ᏻᚰࣁンドࣈッ

ク ver5.0 ュࣜテ࢟サイバーセ、ࡋ➹ᇳ࡚ࡋᗙ㛗ࢆ

ィ᭶㛫ࡅྥ⯡୍ࡾࡼ公開ࢆ開ጞࡓࡲࠋࡓࡋ⥅⥆ⓗ

実ࡿ࠸࡚ࡋ㏆␥⤒῭⏘業ᒁཬࡧ関す情報センター

࠾ュࣜティネットワーク࢟関すサイバーセࡿࡼ

ュࣜティ・ࣜࣞー講ᗙ（ึ⣭者࢟サイバーセࠕ࡚࠸

大阪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⩏講、ࡋཧ画࡚ࡋ講ᖌࠖ（ࡅྥ

ၟᕤ会議所サイバーセ࢟ュࣜティ࠾ຓࡅ㝲アドバイ

ューシࣙンᆅࣜࢯュࣜティ࢟サイバーセ࡚ࡋーࢨ

ᇦู講ᗙの実、2020 ᮾிࣜ࢜ンピックࣃラࣜンピ

ックサイバーセ࢟ュࣜティࡿࡅ࠾内㛶ᐁᡣサイバ

ーセ࢟ュࣜティセンターのࣞガシー᳨ウ委員会ᗙ㛗

࡚ࡋ NISC Ⓨ⾜࡚᭱ࡋ⤊のࣃࣜ࢜ラサイバーセ

ዉⰋ┴㆙ᐹ、大ࠋࡓࡵࡲࡾྲྀࢆュࣜティ報告書࢟

阪ᗓ㆙ᐹのサイバーセ࢟ュࣜティアドバイ࡚ࡋࢨ、

┴㆙トップཬࡧᖿ部ྥࡅ、⫋員ྥࡅ講₇ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

୍᪉、学生教育ࡣ࡚ࡋி㒔ዪ子大学࡚࠸࠾

2022年度๓ᮇࠕ情報セ࢟ュࣜティࠖ、᠕⩏ሿ大

学࡚࠸࠾ 2022 年度ᚋᮇࠕ情報セ࢟ュࣜティᢏ⾡≉
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ㄽ 、ࠖᮾி⸆科大学࡚࠸࠾ 2022 年度๓ᮇࠕ情報

⌮学 、ࠖᮾி電機大学࡚࠸࠾ 2022 年度集୰講⩏

CySecࠕ セ࢟ュࣜティࣜスク࣐ネジメントࠖࢆᢸ

ᙜࡓࡲࠋࡓࡋ、情報通信研究機ᵓ (NICT) ࠺⾜ࡀⱝᡭ

セ࢟ュࣜティேᮦ育成業ࠕSecHack365ࠖの実⾜委

員ࡧࡼ࠾トࣞーࢼー࡚ࡋཧ画ࡋ、全国ࡾࡼ集ࡗࡲ

ࡓ 16 ṓࡽ 25 ṓ࡛ࡲの 5 ேのᣦᑟᙜࠋࡓࡗࡓ

2022 年度ᚋᮇࡾࡼ大学 ICT 推進協議会 AXIES ⌮

2022 （ಛ⫞）ࠋࡓࡋ௵ᑵ 年度๓ᮇ同ᚿ♫ዪ子大

学࠸࠾ ュࣜティ࢟情報セࠕ࡚  ࠋ（大ᖹ）ࡓࡋ開講ࠖࢆ

  

5.2 学会活動  

5.2.1  国内学会における活動  

1. 大学 ICT 推進協議会(AXIES)⌮（⊦ಛ） 

2. 情報ฎ⌮学会コンピュータセ࢟ュࣜティ研究会、 

運営委員 （⊦ಛ） 

3. 情報ฎ⌮学会セ࢟ュࣜティᚰ⌮学トラスト研

究会、運営委員（⊦ಛ） 

4. 電子情報通信学会情報セ࢟ュࣜティ研究会、運

営委員（⊦ಛ）  

5. 電子情報通信学会インターネットアー࢟テクࢳ

ࣕ研究会、ᖿ（大ᖹ） 

6. 情報ฎ⌮学会ࣔバイルコンピューティンࢢ᪂

♫会システム研究会、ᖿ（ᘅ᳃） 

5.2.2  論文誌⦅㞟  
1. 大学 ICT 推進協議会(AXIES)2022 年度ㄽᩥ⦅集

委員会、 プロࢢラム委員㛗（⊦ಛ） 

2. 電子情報通信学会ࠕᬯྕ情報セ࢟ュࣜティᑠ

≉集（ⱥᩥㄽᩥ誌 A）ㄽᩥ⦅集委員会、 ⦅集委

員 （⊦ಛ）  

3. 情報ฎ⌮学会ࠕデジタル♫会の情報セ࢟ュࣜテ

ィトラスト（和ᩥㄽᩥ誌）ࠖ ≉集ྕㄽᩥ誌⦅集

委員会、 ⦅集委員（⊦ಛ） 

4. 電子情報通信学会ⱥᩥㄽᩥ誌 D ⦅集委員会、 ⱥ

ᩥㄽᩥ誌⦅集委員（大ᖹ） 

5. 電子情報通信学会ࠕᑗ来のインターネットのア

ー࢟テクࣕࢳプロトコル୪ࡧ応用ᢏ⾡㈹≉

集（ⱥᩥㄽᩥ誌 D）⦅集委員会ࠖ、⦅集委員（大

ᖹ）  

6. 電子情報通信学会ࢯサイ࢚ティㄽᩥ誌⦅集委員

会、 ᰝㄞ委員（大ᖹ） 

7. 情報ฎ⌮学会ࠕ᪂♫会ス࣐ートコミュニティ

成ࣔࡓࡅྥバイルコンピューティンࢢ高

度通システムࠖ≉集ྕㄽᩥ誌⦅集委員会、 

ᖿ（ᘅ᳃） 

8. 情報ฎ⌮学会ㄽᩥ誌 CDS トランࢨクシࣙン ⦅

集委員会、委員㛗（ᘅ᳃） 

9. 情報ฎ⌮学会ࠕネットワークサーࣅス分ᩓฎ

⌮ ≉ࠖ集ྕㄽᩥ誌⦅集委員会、 ⦅集委員（ᘅ᳃） 

5.2.3  国際会議への参画  

ヱᙜࡋ࡞ 
 

6 2022 年度研究発表論文一覧  
論文誌発表論文  

1. Hoang Viet Nguyen, Junjun Zheng、 Atsuo Inomata, 

Tetsutaro Uehara,“Code Aggregate Graph: Effective 

Representation for Graph Neural Networks to Detect 

Vulnerable Code”, IEEE Access, pp.123786-123800, 

DOI: 10.1109/access.2022.3216395、 IEEE, 2022.10. 

2. ྑி Ⳁ規, ኳ㔝 ㎮ဢ, ᘅ᳃ ⪽ோ, ᒣཱྀ 弘⣧, ᮾ

㔝 ㍤ኵ. “公共✵㛫୕ࡿࡅ࠾次ඖⅬ⩌の

全性ᑐ࡚ࡋሀ∼࡞Ṍ⾜者トラッ࢟ンࢢᡭἲ”,

情報ฎ⌮学会ㄽᩥ誌 63 (8), pp.1361-1370, 2022.8. 

3. Satoru Matsumoto, Tomoki Yoshihisa,"A Scalable 

Video-on-Demand System on Edge Computing 

Environments",International Journal of Informatics 

Society (IJIS),14(1), pp.13-21,2022.6. 

 

国際会議会議録  

4. Ayumu Harada, Akihito Hiromori, Hirozumi 

Yamaguchi, “A Method for Building Recognition 

from Point Cloud obtained by UAV with Simple 

Trajectory Patterns“, The 2022 IEEE 8th World 

Forum on Internet of Things (WF-IoT 2022), 2022.10. 

 

査読ࡁ口頭発表 

5. ⊦ಛᩔኵ,ୗᲄ┿ྖ, ┦ཎ,“大学ࡿࡅ࠾公⾗

↓⥺ LAN サーࣅス利ά用のࡵࡓの実ドㄪᰝ-コ
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ロࢼ⚝࡛の㸰年㛫-”, 情報ฎ⌮学会インターネ

ット運用ᢏ⾡シンポジ࢘ムㄽᩥ集 2022（ᰝㄞ

 .pp.17-24, 2022.12 、（ࡾ࠶

6. ୰ⱥ明、 㙑Ỉᚭ, “営業員の‶㊊度業績の

関係の分析”、 ⤒営情報学会全国研究Ⓨ表大会

せ᪨集/2022 年全国研究Ⓨ表大会（ᰝㄞࡾ࠶）, 

pp.259-262,2022.11. 

 

査読なࡋ口頭発表（国内研究会など）  

7. ᮌᮧ ᝆ生, ✝ᒣ ✵㐨, ⊦ಛ ᩔኵ, ୖཎ ဴኴ

㑻、 “Onion Service ࡿࡅ࠾ Server Fingerprint の

集ࡧࡼ࠾運用ඖ≉ᐃྍ能性の᳨ウ”, 情報ฎ⌮

学会 SPT 研究会ண✏集,2023-SPT-50(38), 2023.3 

8. ᒣඖ㝧♸㞞, ⊦ಛᩔኵ, ୖཎဴኴ㑻, “DNS 

IBE 電子୕ᩥุのタࡓ࠸用ࢆㄆド基盤ࡃ基࡙

計実”, 情報ฎ⌮学会 SPT 研究会ண✏集、 

2023-SPT-50(32), 2023.3 

9. ▼ᕝ⌰⪷, ⊦ಛᩔኵ, ୖཎဴኴ㑻, “」ᩘの Web

サーࣅスのࣃスワードࣜ࢝バࣜ機能ࢆ用ࡓ࠸通

▱先情報ඖᨷᧁの᳨ドᑐ⟇”, 情報ฎ⌮学会

SPT 研究会ண✏集、 2023-SPT-50(21), 2023.3. 

10. ᮌᮧᝆ生,⊦ಛᩔኵ, ୖཎဴኴ㑻,“῝ᒙ学習ࢆ用

ಶࡿࡼス᧯作情報࣐࢘ードධຊ࣎ー࢟ࡓ࠸

ே㆑ู”, 情報ฎ⌮学会 CSEC 研究会ண✏集 , 

pp.493-499, 2022.10. 

11. 国ᗈ┿࿃,㒯ಇಇ, ⊦ಛᩔኵ,ୖཎဴኴ㑻, “ࣈラ࢘

OAuth2.0実の᳨࡞ᙅ⬤ࡓ࠸用ࢆのᣑᙇ機能ࢨ

▱”、 情報ฎ⌮学会 IOT 研究会ண✏集, 2022-IOT-

58(5)、 2022.7. 

12. ྑி Ⳁ規, ኳ㔝 ㎮ဢ,ᘅ᳃ ⪽ோ, ᒣཱྀ 弘⣧,”3

次ඖⅬ⩌ࢆ用ࡓ࠸高ᐦ度⩌⾗のேᩘ推ᐃᡭἲ“, 

バイルシンポジࣔメディア、分ᩓ,協ㄪࢳル࣐

ム࢘ 2022 ㄽᩥ集, pp.852-858, 2022.7. 

13. ᯘ 和㍤, ᘅ᳃ ⪽ோ, ᒣཱྀ 弘⣧, 㕥ᮌ ⌮基, 

ཎ Ṋ,͆通ᫎീࡽの㌴⥺通㔞ᢳ出ࢀࡑ

ࢳル࣐ ,ティデータ生成͆ࣜࣅᆅᇦࣔࡓ࠸用ࢆ

メディア ,分ᩓ ,協ㄪࣔバイルシンポジ࢘ム

2022 ㄽᩥ集. pp.1458-1467, 2022.7. 

14. ᯇ⏣ ⬶భ, ᘅ᳃ ⪽ோ, ᒣཱྀ 弘⣧, 㝡ᒣ ὒ次

㑻、 Ἠ 㐩ஓ, ᾆᒣ ༤ྐ, ᑠᯘ ྐṌ, ᱵཎ ⱱ

樹、 ㇂ ⱥဴ, "㌴㍕ネットワークࢆᑐ㇟ࡓࡋ 

Network Calculus 基࡙ࡃ㐜ᘏ性能ホ౯ᡭἲ 、͇ 

信学ᢏ報 CS2022-3, pp.12-17, 2022.5. 

15. 大ᖹྖ, "NICT 総合テスト࣋ッド大阪大学ᣐ

Ⅼࡿࡅ࠾B5Gࣔバイル環境の基♏ⓗ機能性能

ホ౯"、,信学ᢏ報, vol.122,no.434, IA2022-77,pp.1-

6, 2023.3. 

16. ᒣᓮ⾨,大ᖹྖ, "SRv6 ࡿ࡞利用ྍ能ࡾࡼ

」ᩘ⤒㊰の利用ᐜ᫆関᳨୍ࡿࡍウ", 信学ᢏ

報, vol.122、 no.306, IA2022-48, pp.17-22, 2022.12. 
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高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 

Joint Research Laboratory for Integrated 

Infrastructure of High Performance Computing and 

Data Analysis

1 研究所スタッフ 
招へい教授 中村 祐一 

略歴：1986 年 3 月 東京工業大学工学部情報工学科

卒業。1988 年 3 月 東京工業大学理工学研究科電気電

子工学専攻修了。2007 年 3 月 早稲田大学大学院情報

生産システム研究科修了。1988 年 4 月 NEC 入社、

同システムプラットフォーム研究所長、同中央研究

所理事を歴任し、現在は同主席技術主幹、第 63 回電

気科学技術奨励賞（オーム技術賞）受賞。IEEE CTSoc 

Quantum for Consumer Technologies Vice Chair.早稲田

大学 客員教授 グリーンコンピュータセンター上級

客員研究員、東京大学ナノエレクトロニクス研究機

構 客員教授、内閣府量子イノベーション戦略有識者

委員、九州大学客員教授。博士（工学）。 

 

招へい准教授 細見 岳生 

略歴：1994 年 3 月 京都大学工学研究科情報工学専

攻 修士課程修了。2022 年 3 月 大阪大学大学院情報

科学研究科マルチメディア工学専攻 博士後期課程

修了。1994 年 4 月 NEC 入社、現在はデジタルテク

ノロジー開発研究所 主幹研究員。博士（情報科学）。 

 

特任研究員 田主 英之 

略歴：2011 年 1 月ストックホルム大学コンピュー

タ・システムサイエンス学部 修士課程終了。2022

年 5 月より大阪大学サイバーメディアセンター高性

能計算・データ分析融合基盤協働研究所 特任研究員、

現在に至る。 

 

招へい研究員 

㏿水 智教 （（株）Diagence） 

日田 雅美（（株）Diagence） 

 

研究員 並木 悠太 

略歴：2008 年 3 月 東京工業大学大学院情報理工学

研究科計算工学専攻 修士課程修了。2008年4月NEC

入社、現在は同データ活用基板事業統括部プロフェ

ッショナル。 

 

研究員 川本 伸悟 

略歴：1999 年 3 月 広島大学大学院工学部第一類 修

士課程修了。1999 年 4 月神戸 NES（現 NEC ソリュ

ーションイノベータ）入社、2019 年 4 月 NEC へ出

向、現在は同データ利活用基盤統括部プロフェッシ

ョナル。 

 

研究員 石田 祐二郎 

略歴：2019 年 3 月 大阪大学大学院情報科学研究科

コンピュータサイエンス専攻 修士課程修了。2019

年 4 月 NEC 入社、現在は同 HPC 統括部担当。 

 

事務補佐員 

林 玖留実 

 

兼任教員 

応用情報システム研究部門   

准教授 伊達 進 

講師  木戸 善之 

招へい教授 山下 晃弘 

先進高性能計算機システムアーキテクチャ共同研

究部門 

招へい教授 Lee Chonho  
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 招へい准教授 渡場 康弘 

蛋白質研究所 

教授 栗栖 源嗣 

 

 

2 教育・研究概要 
2.1 教育の概要 

応用情報システム研究部門との連携により、大阪

大学工学部および大学院情報科学研究科の学生指導

を行った。  

 

2.2 研究の概要 

本部門は、2021 年 5 月に NEC との協働研究所と

して設立され、大量かつ多様なデータを活用した高

性能計算ニーズを支える次世代高性能計算・データ

基盤の実現を目指した取り組みを行っている。 

 以下に本年度に取り組んだ 3 つの研究概要を記す。 

 

2.2.1 ハードウェア性能を最大限に引き出す高性能

計算・データ分析融合計算に関する研究 

近年の学術研究は、大容量かつ大規模なデータに

対する高性能な計算処理をますます必要としている。

大阪大学サイバーメディアセンター等の計算機セン

ターにおいては、そのような計算ニーズに答える高

性能な計算機システムとして、汎用プロセッサに加

えて、GPU やベクトルプロセッサ等のアクセラレー

タの導入が進んでいる。 

一方、このような高性能計算機システムのユーザ

が書くコードは、プロセッサやアクセラレータの性

能を十分に引き出せていないケースが多々存在する。

多くのユーザはそれぞれの学術研究の領域の専門家

であり、計算機システムの専門家ではない。そのた

め、ユーザがアクセラレータ等の複雑化する高性能

計算機システムの性能を引き出すことが難しく、コ

ンパイラ等のツールによる自動最適化技術による高

㏿化に頼るか、あるいは計算機システムの識者に依

頼してコード最適化を実施している。 

本研究では、ユーザが高性能計算機システムの性

能を十分に引き出せていない問題に対して、以下の

二つの取り組みを実施している。 

（１） コンパイラによる自動最適化では十分に高性

能計算機システムの性能を引き出せていないユーザ

コードを対象に、ユーザ自身が高性能計算機システ

ムの専門的な知識なしに性能最適化を実施可能なコ

ード最適化支援技術の研究開発。 

（２） 高性能化に課題を抱えているユーザのコード

を対象に高㏿化を実施。 

 

2.2.2 多種多様な計算ニーズを収容可能な高性能計

算機システム基盤に関する研究 

近年の大阪大学サイバーメディアセンター等の計

算機センターの運用の効率化は重要な課題である。

計算機センターの利用はますます増加する一方、投

入されたジョブの待ち時間が増加するなど利便性の

低下などが発生している。さらに、昨今は電力ひっ

迫や電力コスト抑制の観点での運用最適化や、他の

計算機センターやクラウドとの連携による運用最適

化など、システムの最適化のための評価指標が変化

し、またシステムの複雑さが増している。こういっ

た運用やシステム自体の変化に対しても、柔軟かつ

迅㏿に対応し、効率的な運用を実現することが求め

られている。 

しかし、現状の計算機センターのシステムの運用

は、未だ管理者の知見に頼るものが多く残っている。

システムの状況を管理者に知らせるダッシュボード

や、システムの運用を変更可能なパラメータは多数

存在する。しかし、ある運用目標に沿った最適なパ

ラメータ設定については、未だ管理者の知見に頼っ

たものとなっている。そのため、複雑化し変化する

システムの運用は困難を極め、効率的な運用が実現

できていない。 

一方、昨今の AI 技術の進展は様々な領域におい

てデータを活用した最適化や自動化などを可能とし

ている。計算機センターの運用においても，システ

ムを構成する機器が生成するログや投入されたジョ

ブの情報など、大量かつ様々なデータが生成され続

けている。これらのデータを活用して、システムの

運用最適化の自動化への期待が高まっている。 

本研究では、計算機センターの複雑化かつ変化す

るシステムにも柔軟かつ迅㏿に対応し、効率的な運
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用を実現することを目的として、計算機センターの

運用において生成されるデータを活用して問題解決

を実現するフレームワークの構築と、それによる問

題解決の実証を行う。 

 

2.2.3 高性能計算システムを使いやすくするデータ

集約・管理に関する研究 

 学術研究においてデータ駆動型の研究が広がり、

研究データの重要性は増している。同時に、学術研

究のグローバル化や組織を跨った協働研究が進展し

ている。そのため、地理的に離れた複数の研究者が

互いにデータを共有・管理し、多種多様かつ大規模・

大容量なデータを容易に扱い、学術研究を遂行する

ことができるデータ集約・管理技術の必要性が高ま

っている。 

 また、研究不正の防止や研究成果の信頼性向上の

観点から、学術研究の再現性の重要性が増している。

国内外の大学や研究機関において、公正な研究活動

の推進に向けて、研究活動に伴い作成・取得した研

究データの保存期間および管理方法等についての基

準を定めたガイドラインの策定が進められている状

況にある。様々な学会においても論文採択の 1 つの

指標として再現性を挙げるものが増えている。 

 これらを受け、大阪大学ではデータ集約基盤

ONION を導入し、研究データを集約し共有を促進す

るシステムを構築している。しかし、集積された研

究データの再現性を高め、また活用や公開を促す仕

組みは不十分な状況である。 

本研究では、上記の課題を解決するために、以下

の二つの取り組みを実施している。 

（１） 計算機センターにおいて生成される研究デー

タの再現性を高める、来歴管理システムの研究開発。 

（２） 研究データの活用や公開を促す研究データ管

理技術の研究開発を推進。 

 

3 教育・研究等に係る全学支援 
3.1 教育に係る全学支援 

  特記なし 

 

3.2 研究に係る全学支援 

  特記なし 

4 2022 年度研究業績 
4.1 ハードウェア性能を最大限に引き出す高性能計

算・データ分析融合計算に関する研究 

本年度は、2.2.1 節に述べた研究目標に対して、コ

ード最適化支援ツールとユーザコードの高㏿化の二

つの研究開発を実施した。 

 

4.1.1 コード最適化支援ツールの研究開発 

高性能計算機環境で、ユーザがコード最適化を実

施する場合、コンパイル情報や実行トレース情報を

用いる。しかし、それら情報はコードの問題点を指

摘するに留まっており、どのような最適化を行うこ

とが有効なのかを示していない。その判断には、計

算機システムの知識や最適化の経験が求められ、専

門家以外には容易ではなく専門家であっても時間が

かかるのが現状である。 

本研究では、ユーザ自身によるコード最適化を可

能とするコード最適化支援技術の構築を行う。様々

なプロセッサやアクセラレータ、またそれらに向け

た様々な最適化技術の中で、 NEC SX-Aurora 

TSUBASA 向けに行うベクトル最適化を対象とした

取り組みを開始した。近年 SX-Aurora、Xeon、ARM

等のアクセラレータやプロセッサがベクトル演算ハ

ードウェアや SIMD 演算ハードウェアによって高性

能化しており、そのようなハードウェアの性能を引

き出すベクトル最適化の重要性が増している。中で

も、SX-Aurora はベクトル長が 256 要素と長くベク

トル最適化による性能差が非常に大きいため、ベク

トル最適化支援技術によってユーザが得られるメリ

ットも大きい。 
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図 1 PGSLV の概要 
 

図 1 に、提案するコード最適化支援技術(PGSLV: 

Profile Guided Source-to-source transformations for 

Long-Vector Optimizations)の概要を示す。PGSLVは、 

ソースコード、コンパイル情報、実行トレース情報

ソースコードおよび必要に応じてユーザからのイン

タラクティブで入手する追加情報から、以下の 3 つ

の処理を実施する。 

 

① 最適化するべき関数を特定し最適化方針を決定 

② 関数内のループに対して適用するべき最適化技

術を特定 

③ 最適化後のコードを自動生成 

 

本年度は、PGSLV のアプローチの有効性を検証す

るために、機能①および②の技術開発を行い、NAS 

Parallel Benchmark および Polybench などの HPC 領域

での標準的なベンチマークプログラムを対象に、コ

ード最適化支援技術の有効性の検証を実施した。 

検証の結果、PGSLV の機能①によって、38 本の

プログラムの内、12 本のプログラムに、ベクトル化

に問題があり、本ツールにてベクトル最適化する関

数があると特定された。また特定された 12 本のプロ

グラムについて、PGSLV の機能②によって○○本の

プログラムに適用するべき最適化技術が指定された。

機能②の指定に従って、手動でコード変換を行うこ

とで、平均 10.3 倍性能が向上することを確認した

（図## 参照）。 

今後、現時点では性能向上が達成できていないプ

ログラムについても性能向上を可能とする PGSLV

の検討を進め、また他の種々のプログラムについて

も有効性の検証を進める。 

 

 

図 2 SC22 でのポスター展示 
 

 

図 3 PDCAT2022 でのポスター発表 
 

なお、上記成果について、大阪大学サイバーメデ

ィアセンターが国際会議・展示会 SC22 に出展する

展示ブースにおいて、研究成果のデモ動画とポスタ

ーで解説し、当研究所の研究成果の報告を行った（図 

2 参照）。また、2022 年 12 月 7 日から 9 日にかけて

東北大学にて開催された、並列分散処理に関する国

際会議 The 23rd International Conference on Parallel 

and Distributed Computing, Applications and 

Technologies（PDCAT'22）にてポスター発表を行っ

た（図 3 参照）。 

 

関連発表論文 

― 126 ―



 

 

(1) Yujiro Ishida, Takeo Hosomi Akihiro Yamashita, 

and Susumu Date, “Towards Profile Guided Source 

to Source Transformations for Vector Optimizations 

on SX-Aurora TSUBASA”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022.  

 

4.1.2 ユーザコードの高速化 

本研究開発では、二つの取り組みを行った。 

 

(1) 三相脳循環モデルの高㏿化 

大阪大学大学院の研究室ローテーションの取り組

みにおいて、サイバーメディアセンターは生体工学

領域・和田研究室の学生を受け入れた。本学生は、

図 4 に示す脳脊髄液、脳間質液などの流れを流体力

学に基づいて解析する脳循環の数値シミュレーショ

ンプログラム（三相脳循環モデル）を開発しており、

サイバーメディアセンターの SQUID の CPU ノード

を利用して、シミュレーション時間の短縮に取り組

んだ。 

 

図 4 三相脳循環モデルで評価する脳構㐀の概要 
 

本取り組みに対する支援として、 

① プログラムの性能分析（ツールを利用してプロ

グラム中のホットスポット抽出） 

② プログラムの高㏿化（SQUID の CPU ノード向

けの単体性能と並列性能の向上） 

を実施した。その結果、和田研究室のサーバを用い

たこれまでの実行に対して約 20 倍（図 5 参照）の

性能向上を達成することができた。 

 

 
図 5 三相脳循環モデルの高㏿化の評価 

 

学生は MRI の画像とシミュレーションの整合性

を図ることを目標としており、パラメータの組み合

わせを数多く実行する必要があった。そのため今回

の取り組みにより実行時間を大幅に削減することが

可能になり、学生は研究の加㏿を達成した。 

また東京大学のデータ活用社会創成プラットフォ

ーム mdx の評価に、本取り組みで高㏿化を実施した

三相脳循環モデルを使用した。大阪大学の SQUID

のCPUノードとmdxの使用するコア数(スレッド数)

による実行時間の比較を行い、実行時間の差異につ

いて考察した。 

 

(2) 疑似量子アニーラーの高㏿化 

組合せ最適化問題は多様な社会課題で利用されて

おり、大規模な組合せ最適化問題において、実装の

ための時間を含めて高㏿に良解を得ることは社会課

題解決への貢献が大きい。 

量子アニーリングや量子技術をインスパイヤード

したシミュレーテッドアニーリングは多様な組合せ

最適化問題を同一の方式で定式化可能であるため、

実装のための時間が大幅に短縮でき、かつ、良い解

を得られるため多様な最適化問題の解法として有用

性が高い。 
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図 6 複数 VA 活用による効果

SX-Aurora を使ったシミュレーテッドアニーリン

グ(VA)は、SX-Aurora が持つ大容量メモリを活用し

て大規模な組合せ最適化問題を解くことができる。

一方で、量子アニーリングと比べて探索範囲が小さ

くため一部の問題では良解が得られない場合も多い。

そこで、複数台の VA を異なった条件で実行させ、

かつ、異なった条件での実行結果を連携させること

によって高品質の解を得るための研究開発を、CMC

の M2 の池尾氏を中心として行った。

2022 年度はこの研究の全体の設計を行い、実験の

ための準備作業を池尾氏と NEC の共同で進めた。

関連発表論文

なし

4.2 多種多様な計算ニーズを収容可能な高性能計算

機システム基盤に関する研究

本年度は、2.2.2 節に述べた研究目標に対して、強

化学習をジョブスケジューラに実装し、本アーキテ

クチャの有効性を確認するための予備評価を行った。

多種多様な計算ニーズをもつジョブを計算機シス

テムで効率的に処理するためには、システムのリソ

ースをジョブに割り当てるジョブスケジューラが重

要な役割をもつ。近年の AI 技術の進展を受けて、

このジョブスケジューラにおいても AI 技術の活用

が議論され、深層強化学習を用いてリソース割り当

てを最適化する取り組みも複数報告されている。一

方で、それらの取り組みはシミュレータを用いて有

効性を検証する取り組みであり、実システムに深層

強化学習を取り込む際の課題については議論されて

いない。例えば、深層強化学習では学習過程におい

て最適な意思決定を獲得できるまでに多くの非最適

な選択を行う必要がある。そのため、運用中のシス

テムで学習を実施すると、学習過程において運用コ

ストが悪化する課題がある。

本研究では、前期課題を解決するために、スケジ

ューラとして幅広く用いられている Slurm と、その

シミュレータである Slurm Sim を用いる方式を提案

する。Slurm は計算機システムのジョブスケジュー

ラとして幅広く用いられているものの一つであり、

実システムへの適用を想定して選択した。また

Slurm Sim は Slurm で設定された運用パラメータを

そのまま用いてシミュレーションが可能なシミュレ

ータである。

図 7 提案システムのアーキテクチャ

この二つを用いたシステムの概要を図 7 に示す。

Slurm が動作する運用中のシステムでは学習を実施

せず推論のみを行う。Slurm から得られるジョブの

ログを入力データとして Slurm Sim でシミュレーシ

ョンを行う。このシミュレーション時に学習を実施

することで、学習過程の非最適な選択が運用システ

ムに影響を与えずに済む。学習で得た強化学習のモ

デルを運用システムの Slurm に適用することで、運

用状況を反映したリソース割り当ての最適化が可能

となる。

本年度は、Sliurm と Slum Sim に強化学習を組み込

み、Slurm Sim での学習と、構築したモデルが Slurm

で機能するか評価を行った。

強化学習を組み込むにあたり、クラウドバーステ

ィングにおけるクラウド利用の判断に深層強化学習

を利用するケースを題材とした。クラウドバーステ
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ィングは、計算機システムの負荷をクラウドにオフ

ロードする方式である。多数のジョブが投入される

と、計算機システムの負荷が増大し、ジョブの待ち

時間が悪化する問題がある。この問題に対して、負

荷増大時にジョブをクラウドにオフロードすること

で、待ち時間の悪化を防ぐ。一方で、クラウドを使

用すると利用した分経済コストが発生するデメリッ

トがある。また、どのジョブをクラウドにオフロー

ドするか、その選択によって待ち時間の悪化の防止

と経済コストのバランスも変わる。そこで、クラウ

ドバースティングにおいて、強化学習を用いてクラ

ウドにオフロードするジョブを選択することにより、

少ない経済コストで待ち時間をより多く削減できる

方式の構築を我々のグループでは進めている（関連

論文(1)）。

図 8 Slurm Sim への強化学習の実装

図 8 に Slurm Sim への強化学習の実装を示す。

Slurm は、ジョブに割り当てる計算リソースを決定

するノード選択機能を有している。このノード選択

機能は、ジョブに割り当て可能な計算機システムお

よびクラウドの計算ノードの候補をリストアップす

る。その後トポロジーなどを考慮して割り当てを決

定する。そこで、計算ノードがリストアップされた

後に、ジョブキューの情報、クラウドおよび計算機

システムのリソースの使用状況を強化学習モジュー

ルに状態としてインプットする。状態を受け取った

強化学習モジュールは forward 処理を行い、クラウ

ドあるいは計算機システムのどちらのリソースを選

択するかを行動(action)として決定する。決定された

行動に従って、ノード選択機能はリストアップされ

たノード候補のフィルタリングを行い、その行動に

沿ったノードのみを割り当て対象とする。割り当て

後の状態を次状態とし、また待ち時間と経済コスト

を反映した報酬を計算して強化学習モジュールにフ

ィードバックする。強化学習モジュールはそのフィ

ードバックをもとに backward 処理を行い学習を進

める。なお、Slurm の実装についても、学習に必要

な報酬(reward)の計算部分がなく、また強化学習部の

backward 計算が不要となる以外は同様である。

構築したシステムの動作を検証するために、Slurm

Sim を用いて学習を行い、構築したモデルを Slurm

に適用して評価を行った。また、計算機システムの

規模は数ノード、ジョブ投入シーケンスは実システ

ムで採取されたものではなく合成したものを用いた。

効率の良い行動が学習されているかを確認するた

めに、Slurm が有しているクラウドにオフロードす

るジョブを決定する機能を用いた場合との比較を行

った。評価指標として、費用対効果（＝クラウド利

用により削減されたジョブの総待ち時間／クラウド

利用により発生するコスト(=Σクラウドノード数×

使用時間)）を用いた。

評価結果を図 9 に示す。図より強化学習を用いる

ことで 1.6 倍程度高い費用対効果を得ることができ

ていることが確認できた。

図 9 費用対効果の比較

今後、提案する方式によって学習過程における運

用コスト悪化を解消できるかの評価を進める。また、

実計算機システムを想定した計算機システムの規模

や実運用のジョブ投入シーケンスを用いた評価を進

める。
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図 10 PDCAT でのポスター発表 
 

上記成果について、大阪大学サイバーメディアセ

ンターが国際会議・展示会 SC22 に出展する展示ブ

ースにおいて、研究成果のデモ動画とポスターで解

説し、当研究所の研究成果の報告を行った（図 2 参

照）。また、2022 年 12 月 7 日から 9 日にかけて東

北大学にて開催された、並列分散処理に関する国際

会議 The 23rd International Conference on Parallel 

and Distributed Computing, Applications and 

Technologies（PDCAT'22）にてポスター発表を行っ

た（図 10 参照）。 

 

関連発表論文  

(1) 安田 成寿, “クラウドバースティングを対象

とした深層強化学習型 Slurm”, 大阪大学大学

院情報科学研究科マルチメディア工学専攻 修

士論文, 2023 年 2 月.  

(2) Shingo Kawamoto, Takeo Hosomi, Seiju Yasuda, 

Chonho Lee, Akihiro Yamashita, and Susumu Date, 

“Implementation of Reinforcement Learning in Job 

Scheduler Slurm”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022.  

 

4.3 高性能計算システムを使いやすくするデータ集

約・管理に関する研究 

本年度は、2.2.3 節に述べた研究目標に対して、来

歴管理システムと ONION-OUKA 連携機能の二つの

研究開発を実施した。 

 

4.3.1 来歴管理システム 

計算機センターにおいて生成される研究データの

再現性を高め、また計算機センターの計算機資源と

集約・共有される研究データを活用してデータ駆動

型の研究開発を促進するために役立つ情報に来歴が

ある。来歴はある研究データが生成された過程を表

現するもので、計算機センターにおいて生成される

研究データについては、あるデータ（ファイル）が

どのプログラムにどのファイルを与えることで生成

されたものかで表現される。 

本研究グループでは、計算機センターにおいて生

成・活用されるデータについて自動的に来歴を採

取・管理する来歴管理システムの研究を進めた。具

体的な内容は次のとおりである： (1) 要件の整理、 

(2) プロトタイプの開発、 (3) プロトタイプによる

検証。 

 

(1) 要件の整理 

来歴管理システムのユースケースを検討し、求め

られる要件を以下のとおり整理した。 

① 来歴を記録する 

② メタデータを記録する 

③ ワークロードマネージャー（例：Slurm）や並列

処理（例：MPI）環境下で上記の機能が動作する 

④ プログラムの性能への影響が小さい 

⑤ プログラムの実行方法など操作への影響が小さ

い 

⑥ 記録はシステムが行う 

⑦ 記録を保全する 

⑧ ファイルやプログラムを与え、その来歴を確認で

きる 

⑨ 来歴およびそこに記録されたファイルとプログ

ラムが捏㐀、改竄されていないことを確認できる 

 

(2) プロトタイプの開発 

要件に基づき、プロトタイプを開発した。プロト

タイプのシステム構成を図 11 に示す。本システム

は大きく情報採取プログラム、来歴構築プログラム、
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来歴データベースから構成される。

図 11 来歴管理システムの構成

情報採取プログラムは計算機システムを構成する

各計算ノードに配置する。このプログラムは計算ノ

ードで生み出されるファイルの来歴の構築に必要な

情報を採取し（要件 1, 2）、来歴構築プログラムに渡

す。情報の採取は OS カーネルの機能を活用し、ア

プリケーションの改㐀や操作手順の変更は不要であ

る（要件 5, 6）。

次に来歴構築プログラムは情報採取プログラムが

採取した情報をもとに来歴を構築し（要件 3）、来歴

データベースに登録する。来歴データベースは来歴

を蓄積する（要件 7）とともに、それを参照および

検索する機能を提供する（要件 8, 9）。以下に本プロ

トタイプの画面の例を示す。

図 12 来歴管理システムのプロトタイプ画面

(3) プロトタイプによる検証

開発したプロトタイプに対し、次の観点から評価

を行った： ①上記要件を満たす来歴が得られること

の確認、②来歴を記録することによるアプリケーシ

ョンの性能への影響の確認（要件 4）。実験環境には

データ活用社会創成プラットフォーム mdx を、アプ

リケーションとしてまず比較的小規模な三相脳循環

モデルアプリケーションを利用した。

評価 1 について、プロトタイプが採取した来歴が

要件を満たすことを確認した。アプリケーションの

仕様どおりにプログラムが読み書きするファイルが

来歴上にそれぞれ入力ファイル、出力ファイルとし

てタイムスタンプなどのメタデータとともに記録さ

れた。また、あるファイルについてその来歴を確認

し、生成したプログラムと入力ファイルを特定する

ことが可能であった。

評価 2 について、来歴を採取することでアプリケ

ーションの実行時間が 0.5%増加することを確認し

た。来歴を採取しない場合の実行時間は 248.899秒、

来歴を採取するようにした場合は 250.151 秒であっ

た。

今後、より複雑な構成の実践的なアプリケーショ
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ンを用い、MPI やジョブスケジューラを組み合わせ

て同様の検証を行う予定である。複雑な構成下でユ

ースケースを踏まえたよりよい来歴を構築する手法

を検討する。また、アプリケーションやシステムへ

の性能面の影響の詳細を調査し、来歴記録システム

の性能特性を明らかにし、オーバーヘッドの低減を

図る。

図 13 WSSP での口頭発表

なお、上記成果について、大阪大学サイバーメデ

ィアセンターが国際会議・展示会 SC22 に出展する

展示ブースにおいて、研究成果のデモ動画とポスタ

ーで解説し、当研究所の研究成果の報告を行った（図

2 参照）。また、2022 年 5 月 23 日から 24 日にかけ

てドイツの Stuttgart 大学にて開催された、高性能・

高効率大規模科学計算に関する国際会議、33rd 

Workshop on Sustained Simulation Performance に

て発表を行った（図 13 参照）。

関連発表論文

(1) Yuta Namiki, Takeo Hosomi, Akihiro Yamashita, 

Susumu Date, "Concept of a File Tracing

Mechanism for Research Data Management in High 

Performance Computing System," Workshop on

Sustained Simulation Performance (WSSP), 

Stuttgart, Germany, May 2022. 

(2) 並木悠太, 細見岳生, 田主英之, 片岡直記, 山

下晃弘, 伊達進, "高性能計算機システムにおけ

る研究データ管理のための来歴記録システム

の実現に向けて ," 大学 ICT 推進協議会

(AXIES), 2022 年 12 月

4.4 ONION-OUKA 連携機能

データ集約基盤 ONION は、学内外で生み出され

るデータを集約している。その集約されたデータは

スーパーコンピュータ SQUID、および共同研究、産

学共創活動で利活用され、さまざまな学術論文のバ

ックデータが生み出されている。ONION はデータを

公開する機能を持っておらず、機関リポジトリ

OUKA がその役割を果たしている。現在、ONION

と OUKA は機能面で連携しておらず、ONION 上に

ある学術論文のバックデータを公開するための申請

手続きは研究者にとって負担になっている。

 本研究グループでは、この問題を解決する足掛か

りとして、本年度「ONION-OUKA 連携モジュール」

のプロトタイプを提案、実装した。本研究の目的は、

研究者が ONION 上から直接 OUKA に向けて研究デ

ータの公開申請をシームレスに、かつ安全に行うこ

とを可能にし、「保存から公開をする」という研究デ

ータ管理のプロセスにおける研究者の負担を減らす

ことである。

プロトタイプでは既存の ONION の機能と OUKA

での論文公開のワークフローを最大限に活用し組み

合わせるアプローチを採用した。Nextcloud ではプラ

グインを独自に開発、実装することが可能であり、

「研究者が ONION 上から直接公開申請をする」

「OUKA 窓口が直接公開用研究データを ONION か

らダウンロードする」という 2 点を実現する

Nextcloud のプラグインを開発した。図  14 に

「ONION-OUKA 連携モジュール」の概要を示す。

図 14 連携モジュールの概要図
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 開発した連携プラグインは Nextcloud の共有メニ

ューに新たに「公開申請」メニューを追加するもの

である。研究者は公開用研究データを選択し、共有

メニューを選ぶことで公開申請メニュータブの表示

が可能になる。公開用研究データはファイル単位の

みならず、複数ファイルをまとめたフォルダ単位も

同様に公開申請をできるようにした。また、

Nextcloud にはパスワード付きの共有リンクを発行

する機能がある。この機能を使うことで、OUKA 窓

口が公開用研究データを ONION からダウンロード

できるようにした。 

 この連携プラグインでは公開申請ボタンを押すだ

けで、自動的にバックグラウンドで公開用研究デー

タのパスワード付き共有リンクが生成される。そし

て、件名に送信日時が付き、本文に申請者名、メー

ルアドレス、共有リンク、共有アイテム名、パスワ

ードおよび備考が含まれる公開申請メールがOUKA

窓口宛に送信される。この公開申請メールは申請者

にもコピーが送信される。公開申請メールを受け取

った OUKA 窓口は、公開申請メールに記載されてい

る共有リンクとパスワードを使用して公開用研究デ

ータをダウンロードする。 

 開発終了前の受入テストでは、連携プラグインを

使ってファイルとフォルダの 2 種類のテストデータ

による公開申請評価を行った。OUKA 窓口のメール

アドレスに公開申請メールが届き、公開申請メール

に記載されている共有リンクとパスワードを使用し

てテストデータをダウンロードし、OUKA リポジト

リへ取り込めることが確認できた。 

 今後、実際に ONION 上からこの連携機能を利用

して図書館宛に公開申請をして、OUKA 上でデータ

を公開する実証試験を実施する。また、重複申請を

防ぐための公開申請情報を管理する機能や公開に必

要なメタデータ送付の機能などの機能強化の議論、

技術的な検証も進める。 

 

5 社会貢献に関する業績 
5.1 教育面における社会貢献 

特記なし 

5.2 学会活動 

 特記なし 

5.3 産学連携 

 特記なし 

5.4 プロジェクト活動 

S2DH シンポジウム（第 6 回）（主催：大阪大学 歯

学部附属病院、共催：大阪大学 サイバーメディアセ

ンター、日本電気株式会社、協賛：株式会社モリタ、

株式会社松風、メディア株式会社、後援：吹田市歯

科医師会、協力：大阪大学 21 世紀懐徳堂、2023 年

3 月 3 日開催）のセッション「歯科医療における非

構㐀化データ・レイク」に伊達が登壇し、「サイバー

メディアセンターの ONION データ戦略」というタ

イトルで発表を行った。また、パネルディスカッシ

ョンにも登壇した。データ集約基盤 ONION の利用

が複数の部局で始まっている現状をふまえ、歯科医

療での ONION 利用ならびにそのデータの歯科 AI な

どでの活用について活発に議論を行った。 

 

関連発表 

(1) 伊達 進, “サイバーメディアセンターの ONION

データ戦略”, 第 6 回ソーシャル・スマートデ

ンタルホスピタル シンポジウム, Osaka, Japan, 

March 2023.  

 

5.5 その他の活動 

特記なし 

2022 年度研究発表論文一覧 

国際会議会議録 

なし 

口頭発表（国内研究会など） 

(1) Yujiro Ishida, Takeo Hosomi Akihiro Yamashita, 

and Susumu Date, “Towards Profile Guided Source 

to Source Transformations for Vector Optimizations 

on SX-Aurora TSUBASA”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022. 
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(2) Shingo Kawamoto, Takeo Hosomi, Seiju Yasuda, 

Chonho Lee, Akihiro Yamashita, and Susumu Date, 

“Implementation of Reinforcement Learning in Job 

Scheduler Slurm”, The 23rd International 

Conference on Parallel and Distributed Computing, 

Applications and Technologies (PDCAT'22), Dec. 

2022.  

(3) Yuta Namiki, Takeo Hosomi, Akihiro Yamashita, 

Susumu Date, "Concept of a File Tracing 

Mechanism for Research Data Management in High 

Performance Computing System," Workshop on 

Sustained Simulation Performance (WSSP), 

Stuttgart, Germany, May 2022. 

(4) 並木悠太, 細見岳生, 田主英之, 片岡直記, 山

下晃弘, 伊達進, "高性能計算機システムにおけ

る研究データ管理のための来歴記録システム

の実現に向けて ," 大学 ICT 推進協議会 

(AXIES), 2022 年 12 月. 

(5) 伊達 進, “サイバーメディアセンターの ONION

データ戦略”, 第 6 回ソーシャル・スマートデ

ンタルホスピタル シンポジウム, Osaka, Japan, 

March 2023.  

 

2022 年度特別研究報告・修士論文・博士論文 

(1) 安田 成寿, “クラウドバースティングを対象

とした深層強化学習型 Slurm”, 大阪大学大学

院情報科学研究科マルチメディア工学専攻 修

士論文, 2023 年 2 月.  
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 報告ࢺメンࢺイン࣏ス・アࣟࢡ
ὶ㏻⛉学大学 × 情報メディア教育研究部門 

 

 教ဨࢺメンࢺイン࣏ス・アࣟࢡ .1

≉௵教授（ᖖ） ୖ⏣ ┿⏤⨾  

␎Ṕ：1998 年 3 ᭶関す大学総合情報学部༞業、2000

年 3 ᭶関す大学大学㝔総合情報学研究科ಟኈㄢ程ಟ

、2003 年 3 ᭶関す大学大学㝔総合情報学研究科༤

ኈᚋᮇㄢ程ಟࠋ同年 4 ᭶ࡾࡼ大阪大学、ྡྂᒇ大

学、ி㒔大学研究員2012、࡚⤒ࢆ 年 4 ᭶ὶ通科学大

学総合ᨻ⟇学部講ᖌ、2013 年 4 ᭶同教授ࠋ⤌⧊ᨵ

࡚⤒ࢆ⤌ 2015 年 4 ᭶同⤒῭学部教授、2018 年 4

᭶ࡾࡼ同教授ࡑࠋの㛫、2014 年 4 ᭶ࡾࡼ関す大学先

端科学ᢏ⾡推進機ᵓᐈ員研究員、2019 年 7 ᭶ࡾࡼ大

阪大学サイバーメディアセンター≉௵教授（ᖖ）ࠋ

༤ኈ（情報学）ࠋIEEE、ACM、電子情報通信学会、

情報ฎ⌮学会、日ᮏデータ࣋ース学会、ࣄュー࣐ン

インタࣇェース学会、ேᕤ▱能学会ྛ会員ࠋ 

 

2. 報告 

2019 年 7 ᭶ࡾࡼᮏ学のクロス・アポイントメント

制度ࡾࡼ、ὶ通科学大学のୖ⏣┿⏤⨾教授ࡀ情報

メディア教育研究部門の≉௵教授（ᖖ）ࡋ௵╔

ࢆ共࡞ࡓ᪂ࡧࡼ࠾୧大学㛫のὶのಁ進ࠋࡿ࠸࡚

生ࡳ出ࢆࡇࡍ目ⓗ2022、 年度ࡶ情報メディア教

育関ࡿࡍ研究開Ⓨ、୪ࡧ、学生の教育ά動ࢆ

情報᳨⣴、情報推⸀、教育支、ࡣ教授⏣ୖࠋࡓࡗ⾜

援情報システムࡀᑓ門࡛ࡾ࠶、情報メディア教育研

究部門ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀ教育支援⣔の研究開Ⓨ情報推

⸀のᢏ⾡ࢆᑟධ࡛ࡇࡿࡍ、ᮏ学の教育の情報の

進展ᐤࡀࡇࡿࡍᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 

ⓑ講ᖌ（サイバーメディアセンター）ࡀ୰ᚰ

ンガ教ᮦの学習㐣程の生య情報࣐ࡿࡍ実࡚ࡗ࡞

基࡙ࡃಶู㐺応型学習システムのᵓ⠏関ࡿࡍ研究

࡚ࡅྥ学会Ⓨ表ࡸ✏大学㝔生のㄽᩥᢞ、ࡋཧຍ

のྛ✀議ㄽࠋࡓࡗ⾜ࢆ成果࡚ࡋ、ㄽᩥ誌 1 ᮏ、国

内会議 1 ௳のⓎ表ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ、ᮾ⏣講ᖌ（サイ

バーメディアセンター）ࡀ୰ᚰ࡚ࡗ࡞実ࡿࡍ高

大᥋⥆㝿࡚ࡋプロࢢラミンࢢᢏ能⋓ᚓのࡵࡓの能

動ⓗ࡞学習支援環境ࡿࡼ授業開Ⓨ関ࡿࡍ研究ࢆ

㐙⾜ࡇࠋࡓࡋのྲྀࡶ࡛ࡳ⤌ࡾ、ཧຍࡿࡍ大学㝔生の

ㄽᩥᢞ✏ࡸ学会Ⓨ表࡚ࡅྥのྛ✀議ㄽ࠸⾜ࢆ、全

国の大学ࢆᑐ㇟ࡓࡋ大規模アンࢣートの計画・実

ࡧࡼ࠾⤖果分析の議ㄽࠋࡓࡗ⾜ࢆ成果࡚ࡋ、国

㝿会議 2 ࡕ࠺）௳ 1 Ⓨ表ணᐃ）、国内会議ࡣ௳ 1 ௳の

Ⓨ表ࡑ、࠾࡞ࠋࡓࡗ⾜ࢆののテーࡣ࡚࠸࠾࣐、

国㝿会議 2 ࡕ࠺）௳ 1 ᮏࡀ➹頭ⴭ者）、国内会議 4 ௳

のⓎ表ࠋࡓࡗ⾜ࢆ年度ࡣ研究室内࡛教員ࡸ学生

議ㄽ࡛ࡿࡁ状ែࡵࡓࡓࡁ࡚ࡗ࡞、研究内ᐜ関ࡍ

ᣦᑟ᪉ἲ、ࡸ議ㄽࡿࡍ関進㊰、ࡃ࡞࡛ࡅࡔ議ㄽࡿ

議ㄽ࡞ࠎᵝ教員ࡸ研究室学生、࡞議ㄽࡿࡍ関

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

次年度ࡶᘬࡁ⥆ࡁᮏ制度ࢆά用ࡾࡼࡇࡿࡍ、

学生の研究ᣦᑟࡸ教育ୖの㈉⊩୪ࡧ共同研究の推

進ࡀ見㎸ࢀࡲ、ᮏ学ࡿࡅ࠾ᙜヱ分㔝全యの研究ຊ

研ࡣ次年度௨㝆ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡿࢀࡽ図ࡀୖྥ

究ࢢループཧຍࡿࡍ学生の学ྲྀᚓࡀ᥍ࡿ࠸࡚࠼

᳨ࡶ࡚࠸ࡘ学生の進㊰、ࡶ⾜研究㐙、ࡵࡓ

ウࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ 
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 報告ࢺメンࢺイン࣏ス・アࣟࢡ
 スタ大学 × 情報メディア教育研究部門࢞ー࢜

 

 教ဨࢺメンࢺイン࣏ス・アࣟࢡ .1

≉௵教授（ᖖ）ORLOSKY JASON EDWARD 

␎Ṕ：2006 年ジࣙージアᕤ科大学電子ᕤ学部༞業ࠋ

2007 年 McKesson Provider Technologies ධ♫2011ࠋ 年

大阪大学基♏ᕤ学部▷ᮇ␃学生等ࢆ⤒࡚ 2013 年同

大学㝔情報科学研究科༤ኈᚋᮇㄢ程ධ学、2016 年同

ಟࠋ༤ኈ（情報科学）ࡑࠋのᚋ、日ᮏ学⾡⯆会≉

ู研究員 (PD) 2017、࡚⤒ࢆ 年サイバーメディアセ

ンター≉௵ຓ教、2018 年サイバーメディアセンター

≉௵講ᖌ、2019 年サイバーメディアセンター≉௵

教授、2021 年࢜ࡾࡼーガスタ大学教授ࠋ先進ⓗࣘ

ーࢨインタࣇェースの研究ᚑࠋ 

 

2. 報告 

2021 年 8 ᭶ࡾࡼᮏ学のクロス・アポイントメント

制度ࡾࡼ、⡿国・࢜ーガスタ大学の࢜ーロス࢟・

ジェーࢯン教授ࡀ情報メディア教育研究部門の≉

௵教授（ᖖ）ࠋࡿ࠸࡚ࡋ௵╔୧大学㛫のὶ

のಁ進ࡧࡼ࠾᪂࡞ࡓ共ࢆ生ࡳ出ࢆࡇࡍ目ⓗ、

2022 年度ࡶ情報メディア教育関ࡿࡍ研究開Ⓨ、୪

教࢟ーロス࢜ࠋࡓࡗ⾜ࢆの教育ά動学生、ࡧ

授ࡣ、ᣑᙇ⌧実ឤ (Augmented Reality; AR) ࡧࡼ࠾バ

ーࣕࢳルࣜアࣜティ (Virtual Reality; VR) ࡿࡅ࠾

ࣘーࣜࣅࢨティのྥୖࡀ࡞ࡸᑓ門࡛ࡾ࠶、情報メ

ディア教育研究部門ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀ情報メディア教育

⣔の研究開Ⓨୖグのᢏ⾡ࢆᑟධ࡛ࡇࡿࡍ、ᮏ学

の教育の情報の進展ᐤࡀࡇࡿࡍᮇᚅࠋࡿࢀࡉ

ලయⓗ࢜、ࡣーロス࢟教授ࡣᙜ部門ᅾ⡠研

究௦表者࡚ࡋ⋓ᚓࡓࡋ科学研究㈝⿵ຓ㔠（基盤 B、

㸲年㛫）ࢆ、クロス・アポイントメント制度ࢆ利用

、ࡋ⥆⥅研究分ᢸ者ࡿࡍ所ᒓᙜセンター、࡚ࡋ

共同研究ࡽࡉࢆ推進ࢆࡇࡿࡍ目ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

2022 年度࢜、ࡣ࡚࠸࠾ンラインࡸメール࡛共同

研究ࡸ学生のᣦᑟ࡛ࡲࢀࡇ、ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

、大阪大学の学生ὶーガスタ大学࢜ࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࡶ

どぬᣑᙇࡸ་⒪バーࣕࢳル・ࣜアࣜティーࡸ㐲㝸コ

ラࣞ࣎ーシࣙンシステム関係ࡿࡍプロジェクトࡶ

実ࠋࡓࡋ 

研究ࡣ࡚࠸࠾、⌧ᅾ、研究௦表者࡚ࡋ⋓ᚓࡋ

科学研究㈝⿵ຓ㔠（基盤ࡿ࠸࡚ B）ࢆ、ᙜセンター

ࡽࡉࢆ共同研究、ࡋ⥆⥅研究分ᢸ者ࡿࡍ所ᒓ

推進ࠋࡓࡋ௧和㸲年度ࡣ、ㄽᩥのᢞ✏ࡸシステム

開Ⓨの実績ࠋࡓࡗ࠶ࡀ⌧ᅾ⟶⌮ࡿ࠸࡚ࡋ基盤 B のト

ピック関係ࡿ࠸࡚ࡋㄽᩥࡾ࠶ࡶ、学生ࡀ生ࡳ出ࡋ

 ࠋࡓࡋ支援ࡶトピックࡓ

2023 年 5 ᭶ࡽ 7 ᭶ࡣ来日ࡋ、学生ὶ、どぬ

ᣑᙇࡸ㐲㝸コラࣞ࣎ーシࣙンシステム関係ࡿࡍプ

ロジェクトの業ົ࡚ࡋ⥆⥅ࢆ実ணᐃ࡛ࡶࡿ࠶

国㝿インターンシップ研ಟ生ࡣᙜヱ機関、 4 ே

ーガスタ大学࢜ࡸ基盤㹀のサポート、ࢀධࡅཷࢆ

大阪大学の㐃ᦠࡽࡉࢆᙉࠋࡃ࠸࡚ࡋ 
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 教ဨࢺメンࢺイン࣏ス・アࣟࢡ .1

≉௵講ᖌ（ᖖ）大ሯ ⣖子 

␎Ṕ：1985 年 4 ᭶（ᰴ）➉୰ᕤົᗑධ♫、1995 年 2

᭶同㏥⫋、ⱥ国␃学、2004 年 12 ᭶ Oxford Brookes 

University の㒔ᕷデࢨイン研究センター࡚༤ኈ学

ྲྀᚓࠋ 2008 年 7 ᭶㹼TRL Limited, Centre for 

Sustainability, Senior Consultant、 2009 年 10 ᭶㹼

University of Basel, Institute of Geography, Research 

Associate、2012 年 4 ᭶㹼ETH Zurich, Institute for 

Spatial and Landscape Planning, Post-Doctoral Research 

Fellow、2016 年 9 ᭶㹼ILS (Institut für Landes- und 

Stadtentwicklungsforschung gGmbH) ୖ⣭研究員、

2022 年 1 ᭶ࡾࡼ、ILS Research gGmbH ࠋ内⛣動♫

2018年 4᭶㹼大阪大学サイバーメディアセンター≉

௵講ᖌ（2019 年ࡽクロス・アポイントメント協ᐃ

 ࠋ（講ᖌ（ᖖ）௵≉ࡾࡼዎ⣙ࡃ基࡙

 

2. 教育の概要 

2022 年度7、ࡣ ᭶ 4 日ࡾࡼ 2 㐌㛫の阪大࡛の

イル࢘ࢼ᪂型コロ出Ⓨᑍ๓、ࡀࡓ࠸࡚ࡋணᐃࢆົ

スឤᰁࡾドイࡽࢶのᾏእ出ᙇࡀྍ能

10、ࡾࢃ௦ࠋࡓࡋኚ᭦ࢆᛴ㑉ணᐃ、ࡵࡓࡓࡗ࡞

᭶ 24 日ࡽの 1 㐌㛫ࢆドイࡽࢶのᅾᏯົ࠶

࡚、2023 年 1 ᭶ 10 日ࡾࡼ 3 㐌㛫、阪大࡛ົࠋࡓࡋ 

ᅾᏯົ୰࢜ࡣンラインメールの࡛ࡾྲྀࡾࡸ、

༤ኈᚋᮇㄢ程学生のㄽᩥᣦᑟࢆ集୰ⓗࠋࡓࡗ⾜大

ሯࡀḢᕞの研究者共同࡛Ⓨ表ࡓࡋㄽᩥ(1)ࡑࡸの

の関㐃ㄽᩥࢆ学生⤂࢛࢘ࠕ、ࡽࡀ࡞ࡋーࣅ࢝

ࣜティ のࠖᴫᛕࡸṔྐ㒔ᕷ≉ࡓࡋホ౯ᣦᶆࡘ

、ࡾ࡞頭ⴭ者➹ࡀの学生ࡑࠋࡓࡡ㔜ࢆの議ㄽ࡚࠸

阿部研究室の研究者共ⴭ࡛書ࡓࡆୖࡁㄽᩥࡣ、ᰝ

ㄞࡁの国㝿ジࣕーࢼルᥦ出ࢀࡉ、㸱᭶୰᪪Ⓨ

表ࠋ(2)ࡓࢀࡉ 

␃のࡽランスࣇ༤ኈ๓ᮇㄢ程学生、ࡣࡽࡉ

学生ࡀ 7 ᭶国㝿学会(AESOP2023)࡛ㄽᩥⓎ表࡛ࡁ

、ࡋᑐ面࡛ᣦᑟࢆ᪉ࡁストラクトの書ࣈア、࠺ࡼࡿ

ཱྀ頭Ⓨ表↓᥇ᢥࠋࡓࢀࡉ 

3. 研究の概要 

 2022 年度ࡣ、ILS Research の研究テー࣐の୍࡛ࡘ

、࡚࠸ࡘ᪉ࡾ࠶㒔ᕷ通のティࣜࣅ࢝ー࢛࢘ࡿ࠶

阪大の研究者ព見࠸࡞ࡇ࠾ࢆ、Ḣ⡿アジア

の㒔ᕷのẚ㍑研究࡚ࡅྥの共通テーࢆ࣐模⣴ࡿࡍ

ࡀ大ሯࠋࡓࡋᑓᛕࡇ PI ࡿ࠸࡚ࡗࢃᦠ࡚ࡋ

WalkUrban プロジェクト(3)ࢆ研究会࡛⤂ࡋ、阪大

ཬࡧの国内研究機関の共同研究ࡀ実⌧࡛ࡼࡿࡁ

、ࡓࡋⓎ表ࡀ༤ኈᚋᮇㄢ程学生、ࡓࡲࠋࡓࡋ議ㄽ࠺

୰国・すᏳᕷ୰ᚰ部のᬒほಖᏑᆅ༊ࡿࡅ࠾コロࢼ

⚝௨๓௨ᚋの⾤୪࢛࢘ࡳーࣜࣅ࢝ティの度合࠸

 ࠋࡓࡋᐤ研究ㄽᩥの成ࡿࡍẚ㍑ࢆ

1、ࡓࡲ  ᭶の来日୰ࡣᮾி大学の高㱋者♫会総

合研究機ᵓ出ྥࡁ、ఫᏯᨵⰋ開Ⓨ公♫の࠸ࡲࡍ・

⏫研究所ⱥ国の࢜ックス࢛ࣇード・ࣈルックス大

学の研究者ࡶࡓ࠼会議ࢆ開催ࠋࡓࡋ高㱋♫会

ࡇࡓࢀ័ࡳఫティࣜࣅ࢝ー࢛࢘ேの⪂、ࡿࡅ࠾

 Ageingࠕ࠺࠸ࡿྲྀࢆ年ࡃࡋࡽ分⮬ࡶ࡛ࡲࡘ࠸࡛ࢁ

in Placeࠖの実⌧ࡓࡅྥ研究ලయⓗ࡞᪉ἲㄽࢆ議

ㄽࡋ、来年度ࡣ日ⱥ⊂の共同研究プロࢢラムの

ຓ成㔠の公募 (Open Research Area for the Social 

Sciences)、プロポーࢨルࢆᥦ出ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 和ḷᒣ大学のᐑᕝᬛ子教授共ⴭ࡛作成ࡓࡋㄽᩥ

ࢆ Cities & Health 3、ࡋᥦ出 ᭶ᮎ↓Ⓨ表ࢀࡉ

・ーンࣜࢢఫẸࡀ国内の⮬య、ࡣのㄽᩥ࡛ࡇࠋࡓ

ス࣌ースࢆᥦ౪ࡇࡑ、ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡇࡿࡍのア

クセスの᪉ࡶ╔目࢛࢘、ࡋーࣜࣅ࢝ティᗣ

㒔ᕷࡿࡆ⧄ࢆᨻ⟇のࡾ࠶᪉ᩥࢆ⊩ㄪᰝࢆඖ⤂ࡋ

 ࠋ(4)ࡓ

 

― 141 ―



(1) Jonas De Vos, Katrin Lättman, Anna-Lena van der

Vlugt, A, Janina Welsch and Noriko Otsuka (2022)

‘Determinants and effects of perceived walkability: A

literature review, conceptual model and research agenda’,

Transport Reviews, Vol.43, No. 2, pp. 303-324.

(2) Yuan, Kun, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka,

Kensuke Yasufuku and Akira Takahashi (2023) ‘A

Comprehensive Evaluation of Walkability in Historical

Cities: The case of Xi'an and Kyoto’, Sustainability,

Vol.15, No. 6, 5525.

(3) WalkUrban Project: website: https://walkurban.eu/

(4) Yuan, Kun, Hirokazu Abe, Noriko Otsuka,

Kensuke Yasufuku and Akira Takahashi (2022) ‘Impact

of the COVID-19 Pandemic on Walkability in the Main

Urban Area of Xi’an’, Urban Science. Vol.6, No. 3, 44.

(5) Tomoko Miyagawa, Noriko Otsuka and Hirokazu

Abe (2023) ‘Green space creation and utilization in

coordination with policies for Healthy Cities in

Japan’, Cities & Health.
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ி㒔⏘業大学 � 応用情報ࢩステ࣒研究部門 

 

 教ဨࢺメンࢺイン࣏ス・アࣟࢡ .1

≉௵教授（ᖖ） Ἑ合 ⏤㉳子 

␎Ṕ：1997 年ᕞᕤ業大学情報ᕤ学部電子情報ᕤ学

科༞業2001ࠋ 年 12 ᭶ዉⰋ先端科学ᢏ⾡大学㝔大学

情報科学研究科༤ኈᚋᮇㄢ程ಟࠋ同年 12 ᭶ࡾࡼ⊂

❧⾜ᨻἲே通信総合研究所（⌧ 国❧研究開Ⓨἲே情

報通信研究機ᵓ）ᑓᨷ研究員2006ࠋ 年ி㒔⏘業大学

⌮学部講ᖌࢆ⤒࡚ 2018 年ࡾࡼி㒔⏘業大学情報⌮

ᕤ学部教授、同年 5 ᭶ࡾࡼ大阪大学サイバーメディ

アセンター≉௵教授（ᖖ）ࡾ࡞、⌧ᅾࠋࡿ⮳ 

Web ࠋᚑ情報推⸀、ྍどの研究、ࢢイニン࣐

日ᮏデーター࣋ース学会ᖹ成 29 年度ⱝᡭຌ績㈹ཷ

㈹ࠋ情報ฎ⌮学会、電子情報通信学会、日ᮏデータ

 ࠋ༤ኈ（ᕤ学）ࠋース学会ྛ会員࣋

 

2. ┠ⓗ 

 ி㒔⏘業大学の教員ࡀサイバーメディアセンター

教員ᑵ௵ࡾࡼࡇࡿࡍ、ス࣐ートࣕ࢟ンࣃス、

WEB、 IOT ᢏ⾡等の研究開Ⓨ、୪ࡧ、学生の

教育ά動の῝ࡀᙉࡃᮇᚅࡶࡿࢀࡉ、୧大学

㛫のὶಁࡽࡉࢆ進ࡋ、᪂࡞ࡓ共ࢆ生ࡳ出ࡇࡍ

 ࠋࡿࡍ目ⓗࢆ

 

3. 運用ᐇ績 

 ᚑ合ࡿࡼ計画のࡾ࠾、協ᐃᮇ㛫୰ 12 日㛫

ᮏ学࡛業ົᚑࠋࡓࡋ 

教育ࡣ࡚࠸࠾、年度ࡣ情報科学研究科༤ኈ๓

ᮇㄢ程の学生࣐ࠕ࡚ࡅྥルࢳメディアᕤ学≉ู講

⩏ ㊶実♏データ分析の基ࢢッࣅࠕ、࡚ࠖ ࡚ࡋࠖ

3 コ࣐の集୰講⩏ࢆ実ࠋࡓࡋ（R5 年 1 ᭶ 26 日 3・4・

5 㝈） 

研究ࡣ࡚࠸࠾、年度ᮏセンター教員共⏦

ㄳࡋ᥇ᢥࡓࢀࡉ科学研究㈝⿵ຓ㔠ㄢ㢟基盤研究(B)

௧和 2 年度ࡾࡼ⥅⥆ㄢ㢟ࡿ࡞基盤研究(A)ࡾࡼ、

MaaS のラスト࣐イルࡿ࡞電動㍯㌴ࡿࡼデー

タྲྀᚓ分析ࢆ分ᢸࡋ、研究開Ⓨࢆ進ࠋࡓࡵ 

ᮏ研究成果ࡧࡼ࠾関㐃研究成果ࡣ、ㄽᩥ誌（IEEE 

Access、ELSEVIER）、国㝿会議(WWW2023、ICCE、

HICSS)᥇ᢥࢀࡉ、国内会議(DICOMO、DEIM)ྵࢆ

 ࠋࡓࡋ成果報告࡚ࡵ

 

4. 研究ᡂᯝ 

[1] ᒣཱྀ⌰ኴ, ᰩ㐩, ⩏ஂᬛ樹, Panote Siriaray, ୗᲄ

┿ྖ, Ἑ合 ⏤㉳子, ⮬㌿㌴㉮⾜୰の表情基࡙

ᅾⓗᛌ㐺性分析システムの᳨₯ࡿࡍᑐᆅⅬࡃ

ウ, DICOMO2022 シンポジ࢘ム, July4--6, 2022. 

[2] ⩚㍤, ᒣཱྀ⌰ኴ, ⩏ஂᬛ樹, ୗᲄ┿ྖ, Ἑ合⏤

㉳子, ⮬㌿㌴ᦚ㍕スࡿࡼ࣐࣍Ᏻ全࡛ຠ⋡のⰋ

➨ ,㊰ୖ環境情報ྲྀᚓ・分析ᡭἲの᳨ウ࠸ 15 ᅇ

データᕤ学情報࣐ネジメント関࢛ࣇࡿࡍー

ラム (DEIM2023), March 5-9, 2023. 

[3] Ryuta Yamaguchi、Felix B. Dollack、Panote Siriaraya、

Tomoki Yoshihisa、Shinji Shimojo、Yukiko Kawai, 

Comfortable Maps Generation System Based on 

Analysis of Cyclists' Facial Expressions Using a 

Bike-Mounted Smartphone, IEEE 41st International 

Conference on Consumer Electronics(ICCE2023),  

January 6-8, 2023. 

[4] Keisuke Murashige、Yoshiyuki Kido、Shinji Shimojo、

Hideto Yano、Tomoki Yoshihisa、Yukiko Kawai、

Ryuta Yamaguchi, Implementation, Measurement 

and Analysis of Cycling Environment for a Bicycle 

Navigation Application, IEEE 41st International 

Conference on Consumer Electronics(ICCE2023),  

January 6-8, 2023. 

[5] Ryuta Yamaguchi, Panote Siriaraya, Tomoki 

Yoshihisa, Shinji Shimojo, Yukiko Kawai, A 

Detection System for Comfortable Locations Based 

on Facial Expression Analysis While Riding 

Bicycles, WWW (Companion Volume), April 30 – 

May 5, 2023. 
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 報告ࢺメンࢺイン࣏スアࣟࢡ
රᗜ┴❧大学 � 応用情報ࢩステ࣒研究部門 

 

㸯 部門スタッフ 
≉௵教授（ᖖ） Ỉ㔝（ᯇᮏ） ⏤子 

␎Ṕ：1991 年 3 ᭶㈡་科大学་学部་学科༞業、

1991年 5᭶大阪大学་学部㝃ᒓ㝔⢭⚄⚄⤒科 研

ಟ་、1996 年 3 ᭶大阪大学大学㝔་学研究科༤ኈㄢ

程ಟ、1996 年 4 ᭶大阪大学་学部㝃ᒓバイ࢜メデ

ィ࢝ル教育研究センター基♏⣔་員、1998 年 4 ᭶大

阪大学大学㝔基♏ᕤ学研究科ポスドク・ࣜサーࢳ・

アࢯシ࢚イト、1999 年 4 ᭶ Johns Hopkins University、 

Department of Neurology、Postdoctoral Research Fellow、

2000 年 4 ᭶大阪ᇛ༡ዪ子▷ᮇ大学ຓ教授、2003 年 3

᭶大阪大学大学㝔ᕤ学研究科༤ኈᚋᮇㄢ程ಟࠋ

2004年 4᭶රᗜ┴❧大学大学㝔応用情報科学研究科

ຓ教授、2007 年教授、2011 年教授2016ࠋ 年研

究科㛗2021ࠋ 年同大学大学㝔情報科学研究科教授ࠋ

日ᮏ⢭⚄⚄⤒学会ᑓ門་、ᣦᑟ་ࠋ日ᮏ⮫ᗋ⚄⤒生

⌮学会ㄆᐃ་（⬻Ἴ分㔝）、௦議員ࠋ 

 

 概要ࢺメンࢺイン࣏スアࣟࢡ 2
2.1 ┠ⓗ 

機Ე学習ࢆ用ࡓ࠸⬻・⚄⤒機能ゎ析ࡿࡼᛌ㐺度・

集୰ຊホ౯情動状ែ・ᒇ内環境ࢆㄪᩚࡿࡍプロジ

ェクト関ࡿࡍ研究・教育 

2.2 内ᐜࣟࢡスア࣏インࢺメンࢺのメリッࢺ 

ᨻᗓࡀ目ᣦࡍ㉸ス࣐ート♫会（Society 5.0）࡛ࡣ、

IoT（Internet of Things）、ேᕤ▱能（AI）、ロ࣎ット、

♫、ࢀධࡾྲྀ業⏘࡞ࠎᵝࢆ⾡データ等のᢏࢢッࣅ

会のኚ㠉ࡽ᪂࡞ࡓ౯್ࢆ生ࡳ出࡛ࡇࡍ、ேࡀࠎ

ᛌ㐺࡛άຊࡓࢀ⁄ࡕ‶㉁の高࠸生άࢆ㏦ࡇࡿの

ᮏ研究ࠋࡿ࠸࡚ࡋ目ᣦࢆே㛫୰ᚰ♫会のᵓ⠏ࡿࡁ࡛

Society 5.0、ࡣ࡛ ・ሙ࡛のᛌ㐺度⫋ࡸ学ᰯࡿࡅ࠾

集୰ຊࢆ、⬻・⚄⤒機能計 ࣔࡾࡼニタࣜンࡋࢢ、

ேの情動状ែࡸᒇ内環境ࢆㄪᩚࡿࡍプロジェクトの

推進ࢆ目ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ேࡽ計 ࡓࡋ⬻機能データ、⮬ᚊ⚄⤒機能デー

タ、ᛌ㐺度、集୰度ࡣ⭾大࡞実♫会（ࣇィジ࢝ル✵

㛫）の生యデータ࡛ࠋࡿ࠶計算㈨※ࢆά用ࡇࡿࡍ

࡛、サイバー✵㛫（௬✵㛫）ୖ࡚࠸࠾、生యデ

ータࢆ、分析ࡋ▱㆑ྍࡀࡇࡿࡍ能ࠋࡿ࡞ 

 ⦌⤒たࡗ⮳にࢺメンࢺイン࣏スアࣟࢡ 2.3

Ỉ㔝教授1996、ࡣ 年ࡾࡼ、大阪大学་学部㝃ᒓバ

イ࢜メディ࢝ルセンター࡛ົࡋ、ୗᲄྡ教授

共同研究ࢆ開ጞࡋ、共ⴭ࡛ㄽᩥⓎ表ࡸ学会Ⓨ表ࢆ⾜

2001ࠋࡓࡗ 年、Ỉ㔝教授ࡣ、大阪大学大学㝔ᕤ学

研究科༤ኈᚋᮇㄢ程、ୗᲄ研究室ධ学ࡋ、༤ኈ（ᕤ

学）の学ྲྀࢆᚓࠋࡓࡋ研究、♫会ά動ࢆ協ຊⓗ

推進2019、ࡋ 年クロスアポイントメントࡀ実⌧ࠋࡓࡋ 

2.4 研究᪉ἲ 

（�）⬻機能ࡸ⮬ᚊ⚄⤒機能࡞の生య情報ࢆ同計

ᮎᲈの㌟య全యの┦機能ኚࡽ⬻、࡛ࡇࡿࡍ 

ࢆᤊࠋࡿ࠼ 

（�）集୰ຊ・ᛌ㐺度・ぬ㓰度・⌮ゎ度・⢭⚄状ែࢆ

ồ࡚ࡵ、ᑐ㇟者ࣇィードバック࡛ࡇࡿࡍ生య状

ែのコントロールࠋ࠺⾜ࢆ 

（�）生య情報ࢆ基、ຠ⋡のⰋ࠸学習状ែ・環

境ࢆᵓ⠏ࠋࡿࡍ 

2.5 ඹྠ研究者 

㛗ཎ୍教授、Ṋᮧ⣖子教授（ᕞᕤ業大学）ࠋ学㝿

ⓗ、ከゅⓗ࡞ど㔝࡛、ຠ⋡ⓗ、ᘓタⓗ研究ࢆ実ࠋ 

2.6 研究ᡂᯝ 

[1] Y. Yamamoto, Y. Mizuno-Matsumoto, et al. Graph 

theoretical analysis of EEG after audiovisual 

stimulation in different anxiety states. Electronics 

and Communications in Japan, Vol. 105, Issue 2, 

e12341, 2022 

[2] ᒣᮏ♸㍜、㛗ཎ୍、Ṋᮧ⣖子、Ỉ㔝（ᯇᮏ）

⏤子、ୗᲄ┿ྖ㸬⬻Ἴࡿࡼ⬻機能ネット

ワークの⤖合性ࢆ用ࡓ࠸ RNN Ᏻ状ែࡿࡼ

ุูホ౯、電Ẽ学会ㄽᩥ誌 C、Vol. 143、No. 

4、pp. 430-440、2023 

[3] ཎᆅ⤢ᩯ、㛗ཎ୍、Ṋᮧ⣖子、Ỉ㔝（ᯇᮏ）

⏤子、ୗᲄ┿ྖ㸬⬦Ἴࢆ用ࡓ࠸ Multi-Layer 
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Perceptron ࡧࡼ࠾ Recurrent Neural Network 

⢭⚄状ែ⩌ุู⢭度のẚ㍑、電Ẽ学会ㄽࡿࡼ

ᩥ誌 C、Vol. 142、No. 10、pp. 1115-1122、

2022 

[4] ᒣᮏ♸㍜、Ṋᮧ⣖子、㛗ཎ୍、Ỉ㔝（ᯇᮏ）

⏤子、ୗᲄ┿ྖ㸬⬻Ἴᚰ電図ࢆ用ࡓ࠸࿘

Ἴᩘゎ析ࡿࡼᐃ㔞ᛌ情動ุูホ౯、

▱能情報、Vol. 34、No. 3、pp. 654-662、

2022 
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6&22 出展報告
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 ๅਬ෨ๅخ൭՟ 3 ָӅๅՌָڂݜՌ 4 

 

  2022 ೧ 11 ݆ͶธࠅτΫγηय Dallas Ͷͱ͠࠷
Ηͪࡏࠅճ٠ʙఴࣖճ SC ʤ௪স SC22ʥͶ͕͏ͱɼ
ιϱνʖ֕གྷɼ಼ڂݜ༲ɼ͕Γ;಼ۂࣆ༲Ν়
ղͤΖͪΌఴࣖϔʖηड़ఴΝͪͮߨɽຌߚͲͺ
ͨఴ಼ࣖ༲Ώೖ༹ࢢͶͯ͏ͱๅͤࠄΖɽ 

 

1. はじめに 

  ࡗָγώʖϟυΡΠιϱνʖͲͺɼྭ೧ɼ
ธࠅͲ͠࠷ΗΖࡏࠅճ٠ SC Ͷ͕͏ͱఴࣖϔʖη
Νड़ఴͤΖಊΝܩକ͢ͱ͏ΖɽSC ͳͺɼThe 

International Conference for High Performance 

Computing, Networking, Storage, and Analysis ͳ͏͑ਜ਼
ࣞ໌সΝͯ࣍ɼIEEE Computer Society ͕Γ; ACM 

SIGARCH ͶΓͮͱ͠࠷Ηͱ͏Ζࡏࠅճ٠Ͳ͍Εɼ
ύϏϓΧʖϜϱηαϱϒϣʖτΡϱή (HPC) 
Ͷ͕͜ΖφρϕϪϗϩճ٠ҲͯͲ͍ΖɽͨΗͳ
ಋ࣎ͶɼSC ͺ HPC ͶؖͤΖ࠹حؽΏ࠹ٗढ़
ݡࡏࠅຌࢤͲ͍ΖɽͨͪΌɼธΝৼͳ͢
ंڂݜΔͥɼԦयɼΠζΠݸΏٗढ़ंͶंڂݜͪ
Ώٗढ़ं͗ॄ͑࠹څࡏࠅճ٠ʙఴࣖճͳ͵ͮͱ
͕ΕɼܗαϫψΤϩη״ઝ֨ҐͶ͕͏
ͱౌं਼ͺ 1 ຬਕΝ͓Ζ਼ى͗࣊͠Ηͱ͕Εɼ
೧ͺࠕ 11,830 ਕ ʤଲ 10,530 ਕɼΨϱϧϱΊ
1,300 ਕʥ͗ Յͪ͢ͳන͠Ηͱ͏Ζɽιϱνʖࢂ
ͶΓΖఴࣖϔʖηड़ఴͺɼܗαϫψΤϩη״
ઝ֨ͪΌ 2020 ೧ౕɼ2021 ೧ౕఴࣖͺא
Κ͵͖ͮͪ͗ɼ2000 ೧ॵड़ఴ͖Δ਼͓ɼࠕյͲ 21

յͳ͵Ζɽ 

 SC22 ͺɼธࠅτΫγηयξϧηࢤͶ͍Ζ Kay 

Bailey Hutchison Convention Center Dallas  ʤҐԾɼ
ξϧηαϱϗϱεϥϱιϱνʖ: ਦ 1ʥͶͱɼ11 ݆
13 ೖ͖Δ 18 ೖΉͲؔغͶ͠࠷Ηͪɽ͵͕ɼξ

ϧηͲ SC ࠷ͺ 2000 ೧ౕɼ2018 ೧ౕͶକ͏ͱ
3 ౕͲ͍ΕɼຌιϱνʖξϧηͲఴࣖͺ 3 ౕ
ͳ͵ΖɽξϧηͺτΫγηय෨Ͷ͍ΕɼΠϟ
ϨΩࠅ़ೈ෨Ͳ਼༙ࢤͲ͍Ζɽ11 ݆ξϧ
ηޫـͺฑۋ 20ˈఖౕͳർֳదԻஈͲף૫͢ͱ
͏Ζͳ͏ΚΗͱ͏Ζɽ͖͢͢ɼఴࣖҽͺఴࣖϔʖη
६ඍͪΌݳஏؔ࣎ 11 ݆ 11 ೖͶݳஏΕͪ͗͢ɼ
ೖͺೖຌΓΕͣ״͗͠צΔΗΖޫـͲ͍ΕɼSC

͠࠷ΗΖुΝ௪͢ͱαʖφ͗घ๎ͦ͵͖ͮͪɽ
ॵೖͨ͞ӏళͲף૫ͺͣ״ΔΗ͵͖ͮͪ͗ɼͨु
Ν௪ͣͱף૫ͺܻ͚͢ɼΝΏΔΗͪΕɼിף૫
ͶೲΉ͠ΗͪΕͳ͏͑য়ڱͳ͵ͮͪɽͨͪΌɼఴ
ࣖश྅ஊͲͺևൾ࿓ࠖጫয়ڱͲ͍ΕɼशΚͮ
ͱྒྷ͖ͮͪͳ͏͑͏ࢧͳୣ͗״Εࠠͣͮͱ͏ͪɽ 

  

 SC22 ఴࣖ͗ߨΚΗͪξϧηαϱϗϱεϥϱι
ϱνʖͺξϧηξΤϱνΤϱͶҒ͢ͱ͕Εɼී
ஏͺ 2,000,000 ฑ๏ϓΡʖφͳธࠅͲ਼༙
وໝ͵αϱϗϱεϥϱιϱνʖͲ͍Ζɽ1,000,000

ฑ๏ϓΡʖφ͍ΖఴࣖηϘʖηͶͺɼ3 ͯ ballroomɼ
88 ࣪ճ٠࣪ɼ1,750 ੰεΠνʖɼ9,816 ੰΠϨʖ
ψΝඍ͓Ζɽ͞ Γ͑͵وໝ͵ఴࣖճͶͱɼ391

 

ਦ 1ʁξϧηαϱϗϱεϥϱιϱνʖ 
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ۂةɼָɼڂݜॶ͗ϔʖηͶͱఴࣖΝͮߨ
ͪɽ  

2. 展⽰内容 

  ຌ೧ͺɼҐԾͶ়ղͤΖιϱνʖ͕Γ;ๅਬ
෨گ৮ҽ 5 ʤ໌ড͏گҽ 1 ʥɼؖ໌ ࿊ڂݜ
෨Ͷഓ͠Ηͱ͏ΖָӅਫ਼ 3 ໌ܯ 8 ໌ͳ͏
;ͲఴࣖϔʖηӣӨͶྡΞͫɽఴࣖं͕Γߑ͑
बวϔʖηؖंܐΔͳى೨ࡳӪ෫ܢΝਦ̑Ͷࣖͤɽ 

 ϔʖηఴࣖͺɼ11 ݆ 14 ೖ͖Δ 17 ೖΉͲ 4 ೖؔ
ΚΗͪɽͨؔϔʖηཔं਼ͺɼIDߨ

ώρζಣΊखΕ਼Ͳ਼͓ͱ 268 ໌Ͳ͍ͮͪɽ
ं਼ͺ 2018 ೧ౕξϧη࠷ 436 ໌Ν͚͘Ծ
յͮͪɽ͞࠹ཀྵ༟ 1 ͯͳ͢ͱɼࠕ೧ౕαϫψ
Ґয়ସͶ͜࠸ͪ͢ SC Ͳͺ͍ͮͪɼ
ΏͺΕܗαϫψΤϩη֨ӪڻΝण͜ɼݳ
ஏͲड़ੰΝݡΚͦͪ๏Ӫ͍͗ڻΖͳ͓ߡΔΗ
Ζɽ͖͢͢ɼαϫψՔͶ͕͏ͱɼ268 ໌ఖౕ๏
ͶଲͶͱຌιϱνʖ֕གྷɼ಼ۂࣆ༲ɼڂݜಊ
Ͷͯ͏ͱ়ղʀๅ͗ࠄͲͪ͘͞ͳͺྒྷ͖ͮͪͳ͑ࢧɽ
͞ΗΉͲΨϱϧϱͲؽճ͖͢༫͓ΔΗͥɼଲ
Ͳ͚ͪ͏ߨͱͲ͘͵͖ͮͪ 2 ೧Ν͏ࢧศͦͻɼ
ͨ͏ࢧ͘͏ɽ͵͕ɼϔʖηཔंͶΓͮͱͺ
10 ҐϔʖηͶ଼͠ࡑΗɼϔʖηఴࣖགྷҽͳ
Ν͢ͱ͏Ζ๏͕ΔΗͪͲɼཔं਼ͫ͜Ͳϔʖ
ηఴࣖްՎʀқٝΝਦΗΖͲͺ͵͏͗ɼસର
Ν৾ΕศΕɼࠕ೧ౕ SC ͲΠΤφϨʖοಊͳ
͢ͱྒྷ͏݃ՎΝͪͦͳ͓ߡͱ͏Ζɽ 

 

 ϔʖηཔंஏҮพྪ ʤਦ 4ʥΝݡΖͳɼ
Ͳસର࠹ஏธΦϨΠ͖Δཔं͗࠷
58ˍ ʤ154 ໌ʥΝઐΌͱ͏Ζɽକ͏ͱɼೖຌ͖Δ
པं͗ 17ˍ ʤ46 ໌ʥɼԦय͖Δཔं͗ 14ˍ 

ʤ38 ໌ʥɼΠζΠ͖Δཔं͗ 9ˍ ʤ24 ໌ʥͲ͍ͮ
ͪɽͨଠʤ6 ໌ʥ಼༃ͶͺɼೈธɼΠϓϨΩ͵

ਦ �� ϔʖηཔं � ஏҮพྪ 

ਦ �� 6&�� Ͳى೨ࡳӪ 

応用情報システム研究部門 
 スタッࣇ ୗᲄ ┿ྖ 
  ఀ㐩 進 
  阿部 ὒ (ᣍ࠸教授) 
 大学㝔生 ྜྷ⏣ ⸄ྐ 
  ㇂ཱྀ ᪸ᖹ 
  Ᏻ⏣ 成ᑑ 
高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 
 スタッࣇ ⏣ ⱥஅ 
情報推進部情報基盤ㄢ 
 ٗढ़৮ҽ ཎཱྀ ┤大 

ਦ �� ఴࣖश྅ɼฤ͜ͶࡳӪͪ͢ى೨ࡳӪ 
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յͺΨιΠωΠঀࠕ೨͵͗ΔΉΗͱ͏ͪɽ͗ʹ
 ΔΗ͵͖ͮͪɽݡΔཔं͖͗ࠅ

 ͨଠͤΖ఼ͺɼϔʖηཔंͶ͖ࠅΔ
པं͗ى͠Ηͱ͏͵͖ͮͪࣆͲ͍Ζɽ͞ΗΉͲ
ܑ͖Δ͓ߡΖͳ͖ࠅΔཔंͺݰͲ
͍ͮͪͲͺ͵͏͖ͳࢧΚΗΖɽ 

 ܗαϫψӪ͖ڻΔ͖સରద͵ϔʖηճ
པंݰঙ͗ݡΔΗͪͲɼࠕյͺΨιΠωΠɼ
ೈۅҐ͖ΔཔंͶଲ͢ͱɼΠΤφϨʖ
οಊΝ͑͞ߨͳ͗Ͳͪ͘ͳ͓ߡͱ͏Ζɽ 

  ҐԾɼSC22 ͶͱࡗָγώʖϟυΡΠιϱ
νʖͲͪͮߨϛηνʖఴࣖ֕གྷͶͯ͏ͱઈͤΖɽ
ʤ಼ׇނͺ୴ं໌ɽॳಋɼܡসྲྀʥɽ 

��� About Us: Cybermedia Center, Osaka University 

ʤݬɼѪ෨ʥ 

 ຌϛηνʖͲͺɼγώʖϟυΡΠιϱνʖͶؖ
ͤΖ়ղͳ IT αΠ౫Ͷͯ͏ͱ়ղΝͪͮߨɽϔʖη
པं͖ΔͺɼIT αΠ౫ྮ٭અඍͶͯ͏ͱɼྮۯ
Ͳ͍Ζ͖ਭྮͲ͍Ζ͖ͳ͏ͮͪηʖϏʖαϱϒϣʖ
νͶؖ࿊಼ͪ͢༲͗ଡ͖ͮͪ͗ɼΫϡϱϏη಼ਦ
ॽؙͺʹΓ͑͵๏͓͗࢘Ζ͖ɼుࢢζϡʖψϩ
ͺཤ༽Ͳ͘Ζ͖ɼָ͖ΔΠέιηՆ͖ɼͳ͏ͮ
ͪɼๅΠέιηͶؖͤΖ࣯Νଡ͚͏ͪͫ͏
ͪɽΉͪɼΫϡϱϏηϋρφϭʖέյતଐౕͶͯ
͏ͱັڷΝͯ࣍๏͕Εɼυʖν௪৶Ν͑ࢬઅ
ཤ༽ͶັڷΝͯ࣍๏͗ଡ͏һেͲ͍ͮͪɽ 

��� Large-scale Computing Systems at the Cybermedia 

Center  ʤݬɼѪ෨ʥ 

 ຌϛηνʖͲͺɼوໝؽࢋܯεητϞߑΏ
ཤ༽য়ڱͶͯ͏ͱ়ղΝͪͮߨɽࠕյͺ SC19 Ґ
པड़ఴͳ͵ΖͪΌɼSQUID ;ٶ ONION Νγʖ
ϑηͳ͢ͱ়ղͪ͢ɽ 

 ϔʖηཔं͖ΔͺɼϕϫιργɼϓΟϩεη
τϞɼΠέιϧϪʖνɼཤ༽Ն͵ΠϕϨίʖεϥ
ϱͶؖͤΖ࣯ͶՅ͓ɼONION Νܨ༟ͪ͢ๅ࿊ܠ
Ͷͯ͏ͱଡ͚ັڷΝ͏ͪͫ͏ͪɽAWS S3  API

ͯ࣍Νޕ CLOUDIAN Νཤ༽͢ͱ͏Ζ͞ͳΏɼWeb

ϱνϓΥʖηͳ͢ͱ NextCloud Νཤ༽͢ͱ͏Ζ͞
ͳΝఽ͓ΖͳɼSQUID Ώ ONION ͺʹΓ͑͵๏͗
Ζ͖ɼͳɼཤ༽ͶؖͤΖ࣯ଡ͚͏ͪͫͪ͜ɽ͓࢘

͖͢͢͵͗Δɼݳয়ͺંద͵ཤ༽ͺೋ͚͢ɼೖຌ
ؖؽڂݜڠಋڂݜͳ͢ͱ࿊ܠͶΓΕɼONION

Νղͪ͢ཤ༽͗ՆͲ͍Ζ͞ͳΝఽ͓Ζͳɼ೨
ɽͨͪͦݡΝࢡ͵͑ͨ Ά͖ɼυʖνૻଐౕΏϋρ
φϭʖέଐౕͶؖͤΖ࣯ଡ͚͏ͪͫ͘ɼAbout 

Us Ͳ͏ͪͫ͏࣯ͪΌɼๅ௪৶خ൭ඍͳ
 ࣟͪ͢ɽ࠸॑གྷౕΝܠεητϞͳ࿊ؽࢋܯໝو

 

��� AI Assisted job scheduler/ Profile guided vector 

optimization �҈ీɼీक�  

��� Provenance Recording System for Research Data 

ManagemHnt �҈ీɼీक� 

 ϛηνʖ(3)(4)Ͳͺɼೖຌుࣞהـճऀ (NEC)ͳ
େέϧΤχ࿊ಊ࣏ॶͲखΕૌΞͲ͏Ζڂݜಉڢ
ݳ൭ࣰخͳ߶υʖνੵ༧ࢋܯ߶ܗ
Ͷͪ͜ 3 ͯڂݜτʖϜΝ়ղͪ͢ɽ 

 ϛηνʖ (3) Ͳͺ಼ͨ 2 ͯڂݜͶͯ͏ͱखΕ
ѽͮͪɽΉͥ AI Assisted job scheduler ͲͺɼکԿָ
सΝ༽͏ͪζϥϔηίζϣʖϧΝ়ղͪ͢ɽҌε
ητϞಊࡠࡋΏɼগཔ՟ୌͲ͍Ζ Slurm ͳ
ΗΖ๏͗ଡ͖ͮͪɽΉͪɼͪ࣍ΝັڷͶͯ͏ͱ౹
λʖηαʖχΝޮ͢ͱ͏Ζ͖ʹ͖͑ΏɼࣰૹͶ༽
͏ͪϓϪʖϞϭʖέͶͯ͏ͱ࣯ଡ͚͘ɼࣰ
ૹͲؖৼͦرͱ͏ͪͫ͏ͪɽڂݜͳ͢ͱപ
͏ͳ͏͑αϟϱφଡ͚͏ͪͲɼࣰ༽ԿͶ͜
ͱ֨ΝΌΖචགྷ͍͗Ζͳͪͣ״͚کɽ 

ਦ �� ϛηνʖઈΝݬ͑ߨ 
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Ͷ࣏  Profile guided vector optimization Ͳͺɼλʖη
αʖχΝϗέφϩϕϫιργͲࢋܯͶ࠹నԿͪ͢
λʖηαʖχͶࣙಊรͤΖςʖϩΝ়ղͪ͢ɽϗ
έφϩԿΝஎΔ͵͏པं͏Δͮ͢ΎΕɼͨΓ
͑͵๏ͶϗέφϩԿͶͯ͏ͱஎͮͱ͏͚͖ͪͫͮ͘
͜Ͷ͵ͮͪɽ͞ςʖϩͶΓͮͱϗέφϩԿ͗༲
ҝͶ͵ΗͻɼϗέφϩϕϫιργஎΝ߁ΌΖ͞
ͳͶ͗ܪΖ͖͢Η͵͏ͳͪͣ״ɽ 

 

 ϛηνʖ (4) Ͳͺ߶ؽࢋܯεητϞͶ͕͜
ΖཔྼࣙಊىεητϞࣰݳखΕૌΊΝ়ղ͢
ͪɽڂݜυʖν؇ཀྵͶ͕͜Ζڂݜυʖνݳ࠸
ɼཤ༽ଇͪΌཔྼىεητϞ॑གྷ
Νઈ͢ɼϤʖηίʖηͳϕϫφνϕΝ͏࢘ըʓ
͗ͤࢨཔྼىεητϞΉ͖͵ླྀΗΝ়ղ͢
ͪɽεϝϣϪʖεϥϱ͵ʹͲྖυʖνΝਫ਼Ίड़

ͤ߶ؽࢋܯεητϞͲࣙಊదͶཔྼΝىͤΖ
චགྷɼͨ͢ͱఁෝ՛ͲϤʖδ͗͑ߨζϥϔഐޛ
Ͳཔྼ͗ࣙಊదͶى͠ΗΖ఼ɼཔྼυʖνΝϤʖ
δ͗ંฦॄͲ͘͵͏ࣆͲڂݜυʖνಃΝ֮
ฯͤΖ఼Ͷͺଡ͚པं͚͗͘ᰒ͏ͱؖৼΝ
ͱ͏ͪɽΉͪଡ͚པं͖Δ͞པྼεηͮ࣍
τϞٶ;ϕϫφνϕ͗Ψʖϕϱλʖηͳ͢ͱڛ
͠ΗΖ͖ʹ͖͑ɼͳ͏࣯͑Ν͏ͪɽ఼͞
ಁΉ͓ͱޛࠕཔྼىεητϞࣰݳͶ͜ͱखΕ
ૌΞͲ͏ͪ͘͏ɽ 

��� ns-3-based Interconnect Simulator for Network 

Simulation with Job Scheduling �୫� 
 ຌϛηνʖͲͺɼHPC εητϞϱνʖαϋέ
φεϝϣϪʖεϥϱͶͪ͜ɼζϥϔηίζϣʖ
ϨϱήଲԢϋρφϭʖέεϝϣϪʖνΝ়ղͪ͢ɽ
པंͶζϥϔηίζϣʖϨϱήචགྷͺཀྵմ͢
ͱ͏ͪͫͪ͜ɽ͢ ͖͢ɼInfiniband ଲԢ༙ໃΏ
MPI ϠυϩԿ๏๑͵ʹࣰࡏͶϱνʖαϋέφ
અܯͶ͑࢘؏఼͖Δ࣯Νଡ͚͏ͪͫ͏ͪɽ࣯
Νण͜ͱϱνʖαϋέφઅܯͶ༽͏ΖͶͺߍ͵Ζ
 ɽͪ͢״චགྷ͍͗Ζͳࣰ͑ߨ֨Νؽ

 

��� Toward Practical Cloud Bursting Operation on 

SQUID �٤ీ� 

 ຌιϱνʖͲͺɼέϧΤχώʖητΡϱήؽΝ
ඍ͓ͪηʖϏʖαϱϒϣʖν SQUID Νߑͪ͢ɽ
͖͢͢ɼηʖϏʖαϱϒϣʖνͳέϧΤχؔ
ࠫΏαηφࠫ͗ཤ༽ंέϧΤχཤ༽Ν͝ΖڬΗ

ਦ �� ϛηνʖઈΝ͑ߨָӅਫ਼ʤ҈ీ܇ʥ 

ਦ �� ϛηνʖઈΝ͑ߨָӅਫ਼ʤ୫܇ʥ ਦ �� ϛηνʖઈΝీ͑ߨक 
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͍͗ΖɽຌϛηνʖͲͺɼɼαηφɼཤ༽๏๑
 3 ఼͖Δཤ༽ंͶέϧΤχཤ༽ΝଇͤΖӣ༽๏
ਓڂݜΝ়ղͪ͢ɽ 

 ϛηνʖනͶͺɼָंڂݜΏָਫ਼ɼέϧΤ
χͶؖͤΖۂة๏͵ʹ༹ʓ͵๏͗པ͠ΗͪɽΨ
ϱϕϪϝηͳέϧΤχญ༽͗͠ΗΖɼଡ͚
པंͺηʖϏʖαϱϒϣʖν಼ηφϪʖζΝ
NFS ͲέϧΤχͶϜΤϱφͤΖ఼Ώ՟ۜ๏ࣞ͗ҡ͵
Ζ 2 ͯΫϣʖΝ༽қ఼ͪ͢ͶັڷΝͮ࣍ͱ͏ͪͫ
ͪ͜ɽΉͪɼέϧΤχγʖϑηમཀྵ༟ΏηʖϏʖ
αϱϒϣʖνͳέϧΤχؔ௪৶ஙԈଲԢͶͯ
͏ͱ࣯Ν͏ͪͫ͏ͪɽ 

 ຌϔʖηͲఴࣖͲͺɼέϧΤχंۂࣆ๏ͳ٠
ͤΖͳͳͶɼܻྯݶཁΝ͏ͪͫ͏ͪɽࠕյ
 ͱ͏ͪ͘͏ɽ͖͢ಊͶڂݜΝࣙਐݩܨ

3. おわりに 

ָγώʖϟࡗ೧ౕఴࣖͶ͕͏ͱɼࠕ 
υΡΠιϱνʖوໝ͕ؽࢋܯΓ;ՆࢻԿۂࣆΝ
ͺͣΌͳ͢ɼ߶ࢋܯʀϋρφϭʖΫϱήͶؖͤ
ΖڂݜՎͶͯ͏ͱԦธΝৼͳͪ͢ 268 པک໌
ंͶΠΤφϨʖοͤΖ͞ͳ͗Ͳͪ͘ɽཔ೧ౕ SC

࠷ͺธࠅαϫϧχयυϱώʖࢤͲಋغ࣎Ͷ࠷
͠ΗΖ͗ɼࡗָγώʖϟυΡΠιϱνʖϕ
ϪκϱηͳͳͶɼๅޮɼΠΤφϨʖο
ಊͶӀ͘କ͘ਜྙ͢ͱ͏ͪ͘͏ͳ͓ߡΖɽ 

ͪ͢͏بΝ͕ྙڢԋͳ͟ࢩΖ͟͵ߍҒͶͺ֦ܐؖ 
͏ɽ 

ೖఴࣖͪ͢ϛηνʖ PDF Ώɼͨଠ
ࣺਇ͵ʹɼ͞ ͞Ͳ়ղ͘͢Η͵಼͖ͮͪ༲Ͷ
ͯ͏ͱͺԾىΤΥϔϘʖζͶ͠ࡎܟΗͱ͏
Ήͤɽͬ͞Δͧͽ͟ལ͚ͫ͠͏ʁ 

 

http://sc. cmc.osaka‐u.ac.jp/ 

ਦ �� ϛηνʖઈΝ͑ߨָӅਫ਼ʤ܇٤ీʥ 
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AXIES 大学 ICT ᥎㐍༠議会 2022 年度年ḟ大会のࣈースฟᒎ報告 
サイバーメディアセンター／情報推進部 

 

 めにࡌࡣ 1
 大学 ICT 推進協議会（AXIES: Academic eXchange 

for Information Environment and Strategy）ࡣ、高等教

育・学⾡研究機関ࡿࡅ࠾情報通信ᢏ⾡ࢆ利用ࡓࡋ

教育・研究・⤒営の高度ࢆ図ࡾ、ᡃࡀ国の教育・

学⾡研究・ᩥࡧࡽ࡞⏘業ᐤࢆࡇࡿࡍ目ⓗ

2011、ࡋ 年度タ❧ࡓࢀࡉ協議会࡛ࠋࡿ࠶ᮏ協議

会2023、ࡣ 年 2 ᭶Ⅼ࡛、国内の 161 の大学ࡸ研

究機関ࡀṇ会員96、ࡓࡲ、࡚ࡋ の企業ࡀ㈶ຓ会員

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋཧ画࡚ࡋ

 ᮏ協議会࡛ࡣ、会員┦の情報のሙ࡚ࡋ、

年次大会ࢆ年୍度開催2022、ࡾ࠾࡚ࡋ 年度ࡣ 12

᭶ 13 日（ⅆ）㹼15 日（ᮌ）ᐑᇛ┴ྎᕷのྎ

国㝿センター（図 、ࡣ年次大会ࠋࡓࢀࡉ開催࡚（1

全య会、企画セッシࣙン、୍⯡セッシࣙンのཱྀ頭Ⓨ

表ポスターⓎ表、出展者セミࢼー、展♧࡞の࢝

テ࡛ࣜࢦᵓ成ࡇ、ࢀࡉのࡕ࠺企画セッシࣙン、୍⯡

セッシࣙン、全య会ࡣ࡚࠸ࡘ࡞、᪂型コロ࢘ࢼ

イルスのᙳ㡪࡛⌧ᆅཧຍࢣ࠸࡞ࢃ࡞ࡀースのᑐ

応࡚ࡋ、ࣜࣔート࡛のཧຍྍࡶ能ࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞

大阪大学サイバーメディアセンター・情報推進部࡛

୍、ࡣ ⯡セッシࣙン（ཱྀ頭Ⓨ表）1 ௳のⓎ表、展♧

2021ࠋࡓࡗ⾜ࢆースの出展ࣈ 年᭱ඃ⚽ㄽᩥ㈹ 1 ࠾௳

ඃ⚽ㄽᩥ㈹ࡧࡼ 1 ௳のཷ㈹ࠋࡓࡗ࠶ࡀᮏ報告書࡛ࡣ、

大阪大学サイバーメディアセンター࡚ࡋ出展ࡓࡋ

2022 年度のࣈース展♧（図 ࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡅ࠾（2

 ࠋࡿࡍ報告࡚࠸ࡘ

 

2 ᒎ♧内ᐜ 
 2022 年度ࡣ、サイバーメディアセンターࡽ教員

5 ྡ、情報推進部ࡽ⫋員 3 ྡの総ໃ 8 ྡのయ制࡛

3 日㛫の展♧ά動ࠋࡔࢇ⤌ࡾྲྀ展♧ࣈース࡛ࡣ、

サイバーメディアセンター・情報推進部ࡿࡅ࠾教

育・研究支援、大学 ICT 基盤関࠸ࡘࡳ⤌ྲྀࡿࡍ

࡚、ポスターࡾࡼ報告・⤂ࡿࡍ共、サイバ

ーメディアセンターのせぴࢆᗈ報㈨ᩱ࡚ࡋ㓄ᕸࡋ

 ࠋࡓ

 ポスターのタイトルࡣ次のࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ 

 

(1) 大阪大学サイバーメディアセンターの࡞ά

動内ᐜ 

(2) ODINS の運用状況ᚋの展ᮃ 

(3) IaaS、SaaS 

(4) BYOD ᑐ応ࡓࡋ VDI ࣋ࢆースࡿࡍ情報教

育システム 

(5) 言語教育支援システム 

(6) 教育学習支援・情報教育支援のྲྀࡳ⤌ࡾ 

௨ୗ、࡚࠸ࡘࡽࢀࡇᴫ説ࠋࡿࡍ 

 

(1) 大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンターのな活

動内ᐜ 

スーࣃーコンピュータシステムࡸ教育⣔サー

ᥦࡀサイバーメディアセンター、ࡓࡗ࠸スࣅ

౪ྛࡿ࠸࡚ࡋ✀システムࡸサーࣅスのᴫせ、ࡲ

ά動ࢳトࣜー࢘アࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀᙜセンター、ࡓ

等、ᙜセンターのά動࡚࠸ࡘໟᣓⓗ⤂ࡋ

 ࠋࡓ

(2) 2DIN6 の運用≧ἣᚋのᒎᮃ 

大阪大学総合情報通信システム（Osaka Daigaku 

Information Network System: ODINS）࡛ࡣ、学内

の教育ά動ࢆ支ࡿ࠼ ICT基盤࡚ࡋᵓ⠏ࡀ進ࡵ

ࡃ㡬ࡽ利用者ࡸ運用規模のᣑ大ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡽ

せᮃのᑐ応క࠸、業ົ㈇ᢸࡶቑࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ポスター࡛ࡣ、ᮏ学のネットワークᴫせ、次ᮇ

システム࡚࠸ࡘ࡞⤂ࠋࡓࡋ 

(3) Iaa66ࠊaa6 

計算機ࣜࢯースࢆᰂ㌾ኚ᭦ྍ能࡞௬サー

バ࣍スティンࢢサーࣅスࢆᥦ౪ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ、

電子メー࡞トྍ能࢘ールアࢣの環境ୖ࡛スࡇ

ルサーࣅスࢆᵓ⠏ࡋ、学内利用者ྥࡅᥦ౪ࡋ

サーバࡿ࠸࡚ࡗ⾜ᅾ⌧、ࡣポスター࡛ࠋࡿ࠸࡚

集⣙の推進等、ᮏ௬基盤の⌧状࡚࠸ࡘ報
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告ࠋࡓࡋ 

(4) %<2D にᑐ応ࡋた 9DI ࣋ࢆースする情報教育

 ࣒ステࢩ

ᮏ業࡛ࡣ、௬デスクトップ環境（VDI）ࢆ

利用ࡋ、ᣢࡕ㎸ࡳ端ᮎᑐ応（BYOD ᑐ応）ࡍ

ࢨーࣘンスコストの๐ῶࢼメンテ、࡛ࡇࡿ

の利౽性のྥୖࢆ୧❧ࢆࡇࡿࡍ目ᣦ࠸࡚ࡋ

2022、ࡣポスター࡛ࠋࡿ 年᭦᪂ࡓࡗ⾜ࢆ教育

用電子計算機システム（情報教育システム）の

௬デスクトップ環境ࢆ࡞⤂ࠋࡓࡋ 

(5) ゝㄒ教育支援ࢩステ࣒ 

言語教育のࡵࡓのᵝ࡞ࠎ情報機ჾ、ࣇࢯト࢘ェ

ア、サーࣅスのά用࡚࠸ࡘ⤂࢝ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ードࡾࡓࡵࡲࢆ࠼⪄࡚ࡆ⧄ࢆ共᭷ࡍࡾࡓࡋ

、ート・スクールのά用ࣀロイロࡿ࠶アプ࡛ࣜࡿ

2022 年開ጞࡓࢀࡉ iPad ࡸ MacBook άࢆ࡞

用ࡓࡋ PLS（Playful Learning Studio）࠸ࡘ࡞

࡚⤂ࠋࡓࡋ 

(6) 教育学習支援・情報教育支援 

情報メディア教育研究部門࡛ࡣ、高度࡞情報教

育環境のᵓ⠏、情報教育情報⌮教育の実、

情報教育ᢸᙜ者の࢝ࣇルティディ࣋ロッ

プメント等の教育研究ࢆ実ࠋࡿ࠸࡚ࡋポス

ター࡛ࡣ、ᮏ学の LMS 授業支援システࡿ࠶࡛

ム CLE のコロࡿࡅ࠾⚝ࢼ利用ᛴቑࡑのᑐ

応ࡸ、全学の᪂ධ生ྥࡅ開講ࡿ࠸࡚ࡋ情報ࣜ

テラシ科目࡚࠸ࡘ⤂ࠋࡓࡋ 

 

3 おࢃりに 
 大阪大学サイバーメディアセンター࡚ࡋ、大学

ICT 推進協議会の年次大会11  ᅇ目の展♧ࡗ⾜ࢆ

ト࢘ア࡞㔜せ࡚ࡗセンター、ࡣᮏ年次大会ࠋࡓ

ࣜーࢳά動のሙ࡛ࡾ࠶、大会ົᒁࡽの情報ࡼ

1180、ࡿ ྡ（展♧関係者ࢆ㝖ࡃ）の来ሙࡾ࠶ࡀ、

┒況のࠋࡓࡗࢃ⤊ࡕ࠺ 

国㝿ⓗ࡞ア࢘トࣜーࢳά動2000、ࡣ࡚ࡋ 年度ࡼ

ẖ年ࡾ 11 ᭶⡿国࡛開催ࡿࢀࡉ国㝿会議・展♧会

SC 2021、2020）ࡿ࠸࡚ࡋ出展ࢆースࣈ研究࡚࠸࠾

年度ࡣཧຍ）ࡓࡲࠋ、ẖ年⛅⡿国࡛開催ࡿࢀࡉ、

大学 ICT 推進協議会の※ὶࡿ࠼࠸ࡶ EDUCAUSE

の年次大会ࡶ、サイバーメディアセンター・情報

推進部の教⫋員ࢆὴ㐵ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ᚋࡶ、教⫋員ࠎྛࡀの見㆑ࢆᗈࡆ、先進ⓗࡘ

Ᏻᐃⓗ࡞ ICT ᡓ␎ࢆ企画推進ࡑ、ࡋの成果ࢆ国内እ

・教育ࡿࡅ࠾国ࡀᡃ、共ࡃ࠸࡚ࡋⓎ信ࡃᗈ

学⾡研究・ᩥࡧࡽ࡞⏘業ᐤࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶㔜せ࡛ࡍࡲࡍࡲ

 

 

 
 

 
図 1: ྎ国㝿センター 

 

 
 

 
図  ♧ース展ࣈ :2
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&\Eer H3& 6\mSosium 2023 㛤ദ報告

ఀ㐩 進 1  ㏿Ỉᬛ教 1 Ᏻ⚟♸ 2 ᮌᡞၿஅ 1 ᮌ㉺信୍㑻 3 ᑎ๓ຬᕼ 3  ୖ 㔝㞞▮ 3   

応用情報システム研究部門 1   

 サイバーコミュニティ研究部門 2 情報推進部情報基盤ㄢ 3 

 

 

  Cyber HPC Symposium 2023 高性能計算、高、ࡣ࡛

性能データ分析、メタバース、デジタルࢶインᦠ

ᮏセンターの大規模、ࡋ࠼㏄࠾ࢆ学のᑓ門ᐙ⏘ࡿࢃ

計算機システムの利ά用、᭱ࡧࡼ࠾᪂の研究開

Ⓨ動ྥࢆ㋃ࡘࡘ࠼ࡲ、スーࣃーコンピューティンࢢ

システムࢆ୰᰾ࡓࡋ学⾡研究基盤のᚋのㄢ㢟

ᑗ来࡚ࡋ࠸ࡽࡡࢆࡇࡿ࠼⪄ࢆ、サイバーメディ

アセンター催、学㝿大規模情報基盤共同利用・共

同研究ᣐⅬの協㈶のࡶ 2023年 3᭶ 6日開催ࡓࡋ

(図 2023ࠋ(1 年 3 ᭶ࡶ࡚࠸࠾᪂型コロ࢘ࢼィルス

ឤᰁのᙳ㡪ࡀṧࡀࡓ࠸ࡣ࡚ࡗ、ៅ㔜࡞コロࢼᑐ⟇

 ࠋࡓࡋᑐ面開催ࡾࡼཧຍேᩘの㝈ᐃ

ᮏシンポジ࢘ムࡣ、総計 59 ྡのཧຍⓏ㘓(ᙜึ

ᐃ員 50 阪大内、ࡣの内ヂࡑࠋࡓࡗ࡞(ྡ 13 ྡ、

阪大እ 46 ࡣࡽ⾡学、ࡓࡲࠋࡓࡗ࠶࡛ྡ 30 ྡ、⏘

業⏺ࡣࡽ 29 業⏘ࡶࡾࡼ⾡学、ࡾ࠶内ヂ࡛࠺࠸ྡ

、ࡣム࢘ᮏシンポジࠋࡓ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ高ࡀのὀ目ࡽ⏺

年の年度ᮎ開催ࡾ࡞、スࢣジュールⓗᛁ࠸ࡋ

ᮇ࡛ࡀࡓࡗ࠶、ᙜึணᐃのᐃ員ࡋࡇࡍࢆ㉸㐣ࡿࡍ

規模の出ᖍࡁࡔࡓ࠸ࢆ大┒況࡞シンポジ࢘ムࡗ࡞

ࡓ࠸ࡔࡓ࠸出ᖍ、ࡵࡌࡣࢆネࣜストࣃ、講₇者ࠋࡓ

᪉ࡣ、大ኚឤㅰࠋ࠸ࡓࡋ 

 
図 1： Cyber HPC Symposium 2023 ポスター 

 

 ᮏシンポジ࢘ムࡣ、ᮅ 09:30 ࡣ開会(ཷ 09:00

ኤ᪉、ࡋ(開ጞࡽ 18010 日࡛の開催୍࡛ࡿࡍ㛢会

6、ࡣム࢘ᮏシンポジࠋࡓࡗ࠶ ௳の講₇（1 サイࡣ௳

バーメディアセンターࡽの報告：コンピュータ実

験科学研究部門 センター㛗・教授 㝆⡡ 大）

ッシࣙン（ᒸᒣ⌮科大学 情報⌮ᕤ学࢝ネルディスࣃ

部 教授／大阪大学サイバーメディアセンター応用

情報システム研究部門 ᣍ࠸教授 ᮌᡞၿஅࡀᗙ㛗）

ୗᲄ ┿ྖセン、ࡣᙜ日ࠋࡓࡋᵓ成ࢆラムࢢプロࡽ

ター㛗・教授のᣵᣜ࡚ࡗࡶࢆ開会ࡓࢀࡉ࡞ࡀ（図 ࠋ（2

情報推進部、࡚ࡋムの総合ྖ会࢘シンポジ、࠾࡞

情報基盤ㄢ ୰ᮧኴ ㄢ㛗ࡓࡵົࡀ（図 ༗๓、༗ࠋ（3

ᚋのセッシࣙンࢳェアࢀࡒࢀࡑࡣサイバーコミュニ

ティ研究部門 教授 Ᏻ⚟♸、応用情報システム

研究部門 ≉௵ຓ教 ㏿Ỉᬛ教ࠋࡓࡵົࡀ 
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図 2： ୗᲄセンター㛗ࡿࡼ開会のᣵᣜ 

 

 

図 3： 総合ྖ会ࡿࡵົࢆ୰ᮧ ኴ ㄢ㛗 

 

௨ୗ、講₇内ᐜ、ࣃネルディス࢝ッシࣙン࠸ࡘ

࡚⡆༢報告ࠋࡿࡍ 

 

＊基ㄪ講₇ 

᪂規ࠕ WPI ンメタバースᝈ研究ᣐⅬ࣐ューࣄ

 ࡚ࠖ࠸ࡘ

 大阪大学 大学㝔་学⣔研究科 

 ⬻⚄⤒ឤぬჾእ科学（║科学）教授 

す⏣ ᖾ Ặ 

 
図 4：す⏣ᖾẶの基ㄪ講₇ 

 ᮏ基ㄪ講₇ࡣ、大阪大学 大学㝔་学⣔研究科 ⬻

⚄⤒ឤぬჾእ科学（║科学）ࡾࡼす⏣ᖾẶ࠾ࢆᣍ

ࡿࡵົࢆ௦表ࡀ同Ặ、ࡋࡁ WPI ンメタバー࣐ューࣄ

スᝈ研究ᣐⅬࡈ࡚࠸ࡘ講₇ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸ᚑ来の

་⒪研究࡚࠸࠾、せ⣲㑏ඖⓗ࡞アプローࡣ࡛ࢳ㑇

ఏᅉ子環境ᅉ子㛫の」㞧࡞┦作用ᑐࡋዌຌࡋ

クロ࣐ࡣ࡛ࢳアプローࡿࡼデルࣔ⌮ᩘ、ࡇ࠸࡞

ࡿ࠶ࡀၥ㢟の⢭度ࡑ、ࡾ࠾࡚ࡗࡲ㇟⌧࡞

PRIMe、࡚ࡋ イド生ࣀルガ࢜・ン࣐ューࣄࠕࡣ࡛

་ᕤ学ࠖࠕ情報・ᩘ⌮科学ࠖࢆ⤫合ࣄࠕࡓࡋュー

ಶูண㜵ἲ、ࡋ生ࢆン・メタバースᝈ学࣐ࠖ

生యࠋࡿ࠸࡚ࡋ目ᣦࢆᝈの᰿ⓗ⒪ἲの開Ⓨࡸ

ࡽᚓࡽイドࣀルガ࢜情報࡞クロ࣐ࡿࢀࡽᚓࡽ

インࢶデジタル࢜バイࡓࡋ合⤫ࢆ情報࡞ミクロࡿࢀ

進ჾネットワーク、全ேయ⮚ࡽル࣋ჾࣞ⮚ࢆ

ࡃ࠸࡚ࡏࡉ計画࡛ࢀࡑ、ࡾ࠶係ࡿ ELSIs のၥ㢟

ࡿ࠶ேᮦ育成の計画、す⏣Ặ⮬㌟のᑓ門分㔝࡛ࡸ iPS

⏤来の⥙⭷の࢜ルガࣀイド等のゎ説ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ講

₇ᚋ、会ሙ࢜、ࡣࡽルガࣀイドのデジタルࢶイン

ࢆメタバースࡸシミュࣞーシࣙンの計算㔞のၥ㢟

ᵓ⠏࡛ୖࡿࡍのࣜアルタイムฎ⌮࡚࠸ࡘの議ㄽࡀ

 ࠋࡓࢀࢃ⾜

 

ὠࡽアルタイムὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計システムࣜࠕ＊

Ἴ⅏ᐖデジタルࢶインࠖ 

ᰴᘧ会♫ RTi-cast ྲྀ⥾ᙺ (COO) / 

ᮾ大学サイバーサイ࢚ンスセンターᐈ員教授 /

日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫ᩥ教・科学ࣜࢯューシࣙン⤫ᣓ

部 シニアプロࣇェッシࣙࢼル 

᧙బ ⿱ Ặ 

 

図 5：᧙బ ⿱Ặの講₇ 
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 ᮏ講₇ࡣ、大阪大学サイバーメディアセンターの

利用者࡚ࡋ、ᰴᘧ会♫ RTi-cast ྲྀ⥾ᙺ (COO)、

ᮾ大学 サイバーサイ࢚ンスセンター ᐈ員教授、

日ᮏ電Ẽᰴᘧ会♫ ᩥ教・科学ࣜࢯューシࣙン⤫ᣓ部 

シニアプロࣇェシࣙࢼルの㢦࠾ࢆᣢࡕの᧙బ ⿱

Ặࡈ講₇ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸同Ặのࡈ講₇ࡣ、大阪大学

サイバーメディアセンター、ᮾ大学サイバーサイ

ὠἼᾐỈ⿕ᐖࡿ࠸࡚ࡋ稼働࡚࠸࠾ンスセンター࢚

推計システムの⌧状ᚋ࡚࠸ࡘの報告ࠋࡓࡗ࡞

ᮏシステムࡣ、ᆅ㟈ࡋ▱᳨ࢆ、㟈※ࢆ≉ᐃࡋ、ὠἼ

Ⓨ生のྍ能性ࡿ࠶ࡀሙ合ࡣ、ὠἼᾐỈ⿕ᐖ推計シ

ミュࣞーシࣙンࡀᮾ大学大阪大学のスーࣃーコ

ンピュータୖ࡛稼働ࡇࠋࡿࡍの࡞࠺ࡼ⤌ࡳຍ࠼、

㔞子アニーࣜン࡚ࡗࡼࢢ㑊㞴⤒㊰の᭱㐺ࡿࡍࢆ

研究開Ⓨ動ྥࡶ࡚࠸ࡘ言ཬࠋࡓࡗ࠶ࡀ講₇ᚋ、会

ሙࡣࡽ、ὠἼのྍ能性ࡿࡍุ᩿ࢆ㛫ࡁ࡛⦰▷ࢆ

同ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ㉁ၥࡓࡗ࠸㸽の࠸࡞ࡣ能性ྍࡿ

Ặࡣࡽ、ᆅ㟈Ⓨ生Ⓨ生ࡿࡍ P Ἴࢆ AI ุ࡛᩿

ᑡࡀ、ࡀࡿ࠸࡚ࡵ進ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡍ࠺ࡼࡏࡉ

 ࠋࡓࢀࡉ♧ࡀࡇࡿ࠶ᅔ㞴࡛࡞࡞ࡃ࡞

 

ࢀࡇ大阪大学のサイバーメディアセンターࠕ＊

スタープラン࣐㹼OU ࡽ 2027࡛のࢀࢃࢀࢃの ICT

 ジࣙン㹼ࠖࣅ

 サイバーメディアセンター  

センター㛗・教授 㝆⡡ 大 

 

図 6：㝆⡡ 大教授の講₇ 

 

  ᮏ講₇࡛ࡣ、大阪大学サイバーメディアセンター

センター㛗・教授 㝆⡡ 大Ặࡀ サイバーメ

ディアセンターのᚋの᪉ྥ性・ᡓ␎ࡓࡋ♧ࢆ（図

ࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࡀᮏセンターࠋ（6 ICT インࣇラストラ

クࣕࢳー࡚ࡋ、スーࣃーコンピュータ SQUID、

OCTOPUS、データ集⣙基盤 ONION のᴫせ説明ࡽ

ジࣙンࣅ営⤒࡞大阪大学の୰ᮇⓗ、ࡾࡲࡌࡣ OU ࣐

スタープラン 2027 の୍ࡘのᰕࡿ࠸࡚ࡗ࡞ OUDX

イニシアティࣈᑐࡿࡍᮏセンターのᐤ関

≉、ࢀࢃ⾜ࡀゎ説࡚࠸ࡘ OUID 基盤のᩚഛ、ࡋࡑ

࡚、OUDX ຍ㏿プラン࡚ࡋのࠕメタバースプラッ

ト࢛ࣇームサーࣅス B5Gࠕࠖ ネットワークサーࣅスࠖ

Analyticsࠕ サーࣅスプラット࢛ࣇーム࡚ࠖ࠸ࡘの

ᵓࡀ㏙ࠋࡓࢀࡽ講₇ᚋࡣ、OUID のタ計ࡸ、

Analytics サーࣅスプラット࢛ࣇーム࡛利用ࡿࡍ

Jupyter サーࣅスのヲ⣽࡚࠸ࡘの㉁ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ 

 

＊ᣍᚅ講₇ࠕOmniverse ࡛実⌧ࡿࡍデジタルࢶイン  ࠖ

 業ᮏ部ࢬンタープライ࢚ ♫ディア合同会ࣅࢾ࢚

プロࣇェッシࣙࢼルࣅジュアライࢮーシࣙン ࣅジ

ネスデ࣋ロップメント࣐ネージࣕー 

高ᶫ  Ặ 

 

図 7：高ᶫ Ặの講₇ 

 

 ᮏ講₇ࣅࢾ࢚ 、ࡣディア合同会♫ ࢚ンタープラ

イࢬ業ᮏ部ࡾࡼ高ᶫ Ặ࠾ࢆᣍࡋࡁ、NVIDIA ♫

の推進ࡿࡍOminiverse関ࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡍ内ᐜࡀ⤂

図）ࡓࢀࡉ NVIDIAࠋ（7 ࡣ♫ HPC、AI 業ࡪ୪

分㔝࡚ࡋ Omniverse メタバースアプࣜ、ࡋ規ᐃࢆ

Omniverseࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆーシࣙンࢣ の実⌧のࡓ

ࡇࡿࡍ合⤫ࡋ㐃ᦠࢆデータ࡞ࡲࡊࡲࡉ、ࡣࡵ

≀⌮ⓗṇ࠸ࡋバーࣕࢳル✵㛫表⌧ࡇ࠺⾜ࢆの 2

Ⅼࡀᚲせ࡛ࠋࡿ࠶≀⌮ⓗṇ࠸ࡋ௬✵㛫表⌧ࢆ実

ンジン࢚₇算⌮≀、ࡵࡓࡿࡍ⌧ PhysX ࡲࡊࡲࡉࡣ࡛
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ࡶࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆシミュࣞーシࣙン⌮≀࡞

⢭ࡣンジン࡛࢚₇算⌮≀ࡓࢀࡉ開Ⓨーム用ࢤࡶ

度ࡀ高࠸࡞ࡃሙ合ࡵࡓࡿ࠶ࡶ、USD ᙧᘧデータᑐ

応࡛ࡇࡿࡍ、の≀⌮シミュࣞーシࣙン࡛ᚓࢀࡽ

セࡶのࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁά用࡛ࢆ果⤖ࡓ

ンサーࡸ IoT ࡛ᚓࡿࢀࡽデータࢆシミュࣞーシࣙン

データ⤫合࡛ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ、デジタ

ルࢶインࢆ᪂࡞ࡓᢏ⾡の開Ⓨᙺ❧࡚ࡵࡓࡿ、≀⌮

シミュࣞーシࣙン機Ე学習ࣔデルࢆ利用₇࡚ࡋ算

ールࢶのࡵࡓ࠺⾜アルタイム࡛ࣜࡋຠ⋡ࢆ

Modulus ࡋά用ࢆインࢶデジタルࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࡶ

ᕤࡋ出ࡾ作௬✵㛫ୖࢆ生⏘ᕤሙ、࡚ࡋࡓ

ሙ内࡛㉳ࡿ࠺ࡾࡇㄢ㢟のゎỴᙺ❧࡚ࡿ、㒔ᕷ

アンテࡋシミュࣞーシࣙンࢆ電Ἴఏのᵝ子ࡿࡅ࠾

ࢆ、機Ე学習用の画ീデータࡿࡍ㐺᭱ࢆ⨨タࢼ

デジタルࢶインࢆ用࡚࠸ຠ⋡ⓗ作成・集ྍ能

 ࠋࡓࢀࡉ⤂ࡀ等ࡓࡋ

 ᮏ講₇の㉁࡛ࡣ、≀⌮シミュࣞーシࣙンのᡭἲ

῝ࡀ議ㄽ࡚࠸ࡘࡓࡋά用ࢆインࢶデジタルࡸ

 ࠋࡓࢀࡽࡵ

 

＊講₇ࣅࣕ࢟ࠕテーシࣙンὶの CFD データ࣋ー

スࢆ用ࡓ࠸データ㥑動型ࣅࣕ࢟テーシࣙンࣔデル

の開Ⓨ関ࡿࡍ研究ࠖ 

大阪大学 大学㝔ᕤ学研究科 

機Ეᕤ学ᑓᨷ ຓ教  ᒸᯘ ᕼ౫Ặ 

 

 

図 8：ᒸᯘ ᕼ౫Ặの講₇ 

  

  ᮏ講₇ࡣ、大阪大学 大学㝔ᕤ学研究科 機Ეᕤ学

ᑓᨷ ຓ教 ᒸᯘᕼ౫Ặ࠾ࢆᣍࣅࣕ࢟、ࡋࡁテーシࣙ

ンὶのシミュࣞーシࣙンのࡵࡓのデータ㥑動型ࣔ

デルの開Ⓨ関ࡿࡍ研究ࡈ࡚࠸ࡘ講₇ࡓ࠸ࡔࡓ࠸

（図 ΰ┦ὶの࡞௦表ⓗ࠺కࡶኚ┦、ࡣ同Ặࠋ（8

のᩘ್シミュࣞーࢀテーシࣙンὶࣅࣕ࢟ࡿ࠶࡛ࡘ୍

シࣙンࢆᚤ分᪉程ᘧ基࡙ࣔࡃデル࡛ࡃ࡞ࡣ機Ე学

習ࣔデル࡛௦᭰࠺࠸ࡿࡍ目ⓗ࡛、ᩘ್ὶయຊ学

(CFD)࡛ᚓࡓࢀࡽデータࢆධຊ࡚ࡋ学習࠺⾜ࢆ

データ㥑動型ࣔデルの開Ⓨࠋࡓࡗ⾜ࢆධຊデータ

ⓗ࡛⌮ࡀ実験データࡓ࠸用ࢆ⾡ග学計 ᢏࡣ࡚ࡋ

、ࡵࡓࡴྵࢆḞᦆࡸࢬイࣀࡣのデータࡽࢀࡇ、ࡀࡿ࠶

⌧状࡛ࡣ CFD シミュࣞーシࣙン࡛生成ࡓࡋデータ

࡛学習ࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ、⌮ࡣᚤ分᪉程ᘧࣔデルࡑ

のࡶのࢆディープニューラルネット࡛⨨ࡁࡇࡿ࠼

推ᐃࢆラメータࣃデルのࣔ⌮ᩘ༙ࡣ状࡛⌧、ࡀࡔ

機Ე学習ᚤ分᪉程ᘧࣔデルࠋࡓࡋ㝈ᐃㄢ㢟ࡿࡍ

ࣔデルの計算⤖果ࡣⰋࢀࡽࡳࡀ⮴୍࠸、機Ე学習ࣔ

デルのシミュࣞーシࣙンࣅࣕ࢟ࡾࡼテーシࣙン࡛

㉳ࡿࡇ≉ᚩⓗࢆ㇟⌧࡞⌧࡛ࡶࡇࡿ࠸࡚ࡁ☜ㄆ࡛

Ⓨᩓ࠺⾜ࢆ㛗㛫シミュࣞーシࣙンࡋࡔࡓࠋࡓࡁ

㠀ᐃᖖ性のక࠸ᙉ、ࡓࡲࠋࡓࡌ生ࡀၥ㢟࠺ࡲࡋ࡚ࡋ

部分࡛࡞ᅔ㞴ࡶᚑ来のᚤ分᪉程ᘧࣔデル࡛ࡣ㇟⌧࠺

ࡇࡿࡌ生ࡀᅔ㞴同ᵝࡶ機Ე学習ࣔデル࡛、ࡀࡿ࠶

ࡣ実験・計 データࡣᚑ来のᡭἲ࡛ࠋࡓࡗࢃࡀ

2 次ඖのࡶのࡀࡿ࡞、実験データの集ࢆᕤኵࡍ

、ࡋ࠺ࡼࡿࡁ利用࡛ࢆ学習データ࠸Ⰻࡾࡼ࡛ࡇࡿ

ᚋࡣ 3 次ඖの㉸ゎീシミュࣞーシࣙンⓎ展ࡉ

 ࠋࡓࢀࡉ♧ࡀ展ᮃࡃ࠸࡚ࡏ

 ᮏ講₇ᚋࡣ、シミュࣞーシࣙンの᮲௳タᐃࡸ計

算㛫࡚࠸ࡘの㉁ၥࡸ、㠀ᐃᖖ性ᙉᙅのࡿ࠶学

習データ機Ე学習ࣔデルのᙳ㡪࡚࠸ࡘの㉁ၥ

 ࠋࡓࢀࡽࡏᐤࡀ
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 画の⮬動╔Ⰽࠖ⥺ࡁᡭ書ࡓ࠸用ࢆᒙ学習῝ࠕ＊

ᕞ大学 ⱁ⾡ᕤ学ᗓ ⱁ⾡ᕤ学ᑓᨷ 

༤ኈᚋᮇㄢ程 2 年 ⛅⏣ ኴ Ặ 

 

図 9：⛅⏣ ኴẶの講₇ 

 

 ᮏ講₇࡛ࡣ、ᕞ大学 ⱁ⾡ᕤ学ᗓ ⱁ⾡ᕤ学ᑓᨷ

イラࡓ࠸用ࢆᒙ学習῝、ࡋࡁᣍ࠾ࢆኴẶ⏣⛅ࡽ

ストの⮬動╔Ⰽ関ࡿࡍ研究ࢆ利用者࡚ࡋ

図）ࡓ࠸ࡔࡓ࠸講₇ࡈ 画⥺ࡁᡭ書、ࡣ講₇࡛ࠋ（9

の⮬動╔Ⰽ関ࡿࡍ研究、Diffusion Model ࠺࠸

イラストࢆ生成ࡿࡍ機Ე学習ࣔデルのⓏሙࡿࡼᙳ

㡪࡚࠸ࡘⓎ表ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀラࣇĺ⥺画ĺ࢝ラー

⋠ຠࢆイラスト制作ࡿࢀࢃ⾜࡚⤒ࢆステップ࠺࠸

ࡵࡓࡿࡍ、⥺画⮬動╔Ⰽࢆ῝ᒙ学習ࢆ用࡚࠸

ᮏ研究࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ研究ࡣ࡚࠸ࡘᡭἲ࠺⾜

画⥺ࡁᡭ書࠸࡞࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡣのᡭἲ࡛࡛ࡲࢀࡇࡣ

ᑐ応ࡿࡍ῝ᒙ学習ࣔデルのᵓ⠏ࠋࡓࡗ⾜ࢆᮏᡭἲ࡛

ࡽධຊデータࡣ Segmentation Mask ࡿࡍ作成ࢆ

ニューラルネット、Segmentation Mask ラーཧ࢝

↷画ീࢆධຊ࡚ࡋ⥺画╔Ⰽ࠺⾜ࢆニューラル

ネットの 2 ࢆࡘ SQUID ࡽࢀࡇࠋࡓࡋ学習࡚࠸用ࢆ

のࣔデルࢆ利用ࣁ、࡛ࡇࡿࡍイライトࡸ㝜ᙳ࡞

ཧ↷画ീのテクスࡃࡲ࠺ࢆࣕࢳ⌧࡞࠺ࡼࡿࡍ⥺画

の࢝ラーࡀࡇࡿ࠼⾜ࡀ☜ㄆ࡛ࡓࡁⓎ表ࠋࡓࢀࡉ

ࡿࡁ生成࡛ࢆ年来イラスト、ࡓࡲ Diffusion Model

࡚ࡗ࡞ヰ㢟ࢀࡉⓎ表ࡀᒙ学習ࣔデル῝ࡿࢀࡤ

利用⯡୍、ࡃ࡞࡛ࡅࡔ研究目ⓗࡣのࣔデルࡇࠋࡿ࠸

目ⓗ࡛の開Ⓨࡿ࠶࡛ࢇ┒ࡀⅬࡶ≉ᚩ࡛ࡇࠋࡿ࠶の῝

ᒙ学習ࣔデルࡣイラスト・コンテンࢶ制作ࢆ大ᖜ

ຠ⋡ࡀࡇࡿࡏࡉᮇᚅ࡛ࡀࡿࡁ、ⴭ作ᶒの関係

ࡿ࠸࡛ࢇࢆ⌮ୖの議ㄽࡣ࠸ࡿ࠶ἲᚊୖ࡚࠸ࡘ

Ⅼࡶ࡚࠸ࡘゎ説ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ 

 ᮏ講₇の㉁࡛ࡣ、ၟ用利用ྍ能࡞データセット

イラ、ࡸのࡿࡍᏑᅾࡀࡳ⤌ࡿࡍ用ព大規模ࢆ

スト⮬動╔Ⰽࣔデルࡸ Diffision Model の≉ᚩࡸ学習

ࡀ議ㄽ、ࢀࡉ࡞ࡀの㉁ၥ࡚࠸ࡘデータࡿࢀࢃ使

 ࠋࡓࢀࡽࡵ῝

 

 ࣃネルディス࢝ッシࣙン 

࠶データ⟶⌮のࢢーコンピューティンࣃスーࠕ

 ᪉ࠖࡾ

 ᗙ㛗： 

ᮌᡞ ၿஅ 

ᒸᒣ⌮科大学 情報⌮ᕤ学部 教授 

／大阪大学 サイバーメディアセンター応

用情報システム研究部門 ᣍ࠸教授 

 ：ネࣜストࣃ 

✵㛩 ὒᖹ 

ᮾி大学 情報基盤センター 

データ科学研究部門 教授 

高ᶫ ្ᬛ 

ᮾ大学 サイバーサイ࢚ンスセンター 

スーࣃーコンピューティンࢢ研究部 ຓ教 

ఀ㐩 進 

大阪大学 サイバーメディアセンター 

応用情報システム研究部門 教授 

Ọ㔝 ⚽ᑦ 

情報通信研究機ᵓ 総合テスト࣋ッド研究

開Ⓨ推進センター 

テスト࣋ッド研究開Ⓨ運用室 室㛗 

῝ἑ ᆂ୍㑻   

ி㒔大学 学⾡情報メディアセンター 

コンピューティンࢢ研究部門 教授 

 
図  ᗙ㛗ネࣜストのⓙᵝ᪉ࣃ：10
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ᮏࣃネルディス࢝ッシࣙンࠕࡣ大阪大学サイバー

メディアセンターの᪂࠸ࡋ研究基盤࡚ࡅࡴ 㹼

OCTOPUS・SQUID・ONION 㹼࡚࠼ῧ テー࠺࠸ࠖ

 大阪大学サイバーメディアセンターࠋࡓࡗ⾜࡛࣐

OCTOPUS、ࡣ ࡧࡼ࠾ SQUID のスーࣃーコンピュー

タᩚࡀഛࢀࡉ、データ集⣙基盤 ONION 試験運用ࡀ

見ᤣࢆ᪂動ྥ᭱、ࡣのシステムࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

学研究所のスー⌮、ࡾ࠾࡚ࢀࡉᑟධ、運用࡛ୖࡓ࠼

、ࡿࡍࡵጞࢆᐩᓅࠖࠕーコンピュータシステムࣃ

ᡃࡀ国の HPC 基盤ࢆᢸࡿࡺࡽ࠶ࠋࡿ࠸࡚ࡗ科学ᢏ⾡

分㔝の基盤ࡿ࡞スーࣃーコンピュータシステムの

ᑟධ、ࡣ࠸ࡿ࠶ネットワーク基盤のᑟධ、運用ࡘ

ッシࣙ࢝ネルディスࣃ目ⓗ࡛ᮏࡿ᥈ࢆの᪉ྥ性࡚࠸

ンࢆ企画ࠋࡓࡋ 

ネットワークࡸ計算機システム、ࡣネࣜストࣃ 

等の情報基盤の⥔ᣢ・運用・ᑟධᦠࡿࢃᑓ門ᐙ

図）ࡁࡔࡓ࠸ཧຍࡈ 10）、ᮏセンターの応用情報シ

ステム研究部門 ᮌᡞၿஅᣍ࠸教授 （ᒸᒣ⌮科大

学 情報⌮ᕤ学部 教授）ࡀᗙ㛗ࠋ ࡓࡵົࢆ 

 ௨ୗ、ࣃネルディス࢝ッシࣙンの内ᐜࢆ⡆₩ࡲ

ࡅ࠾大学、ࡣッシࣙン࡛࢝ネルディスࣃࠋࡿࡵ

計算機ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ計算機センターのᑟධ、運用ࡿ

ഃのഃ面、ネットワークテスト࣋ッドセンター࡛の

ᑟධ、運用ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆアプࣜࢣーシࣙン、ネット

ワークഃの利用者ഃのഃ面ࢆ᥈ࣃ、ࡵࡓࡿネࣜスト

の᪉ࢀࡒࢀࡑ、ࡣࠎの❧ሙࠕࡽ計算機センター

の⌧状ࠖࡣࡽࡉ、࡚࠸ࡘၥ㢟Ⅼ࡚࠸ࡘ㏙࡚

 ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸

、ほⅬ࡛࠺࠸計算機センターのᮍ来ࠖࠕ、のୖ࡛ࡑ

HPC 計算機࡚ࡋ目╔ࡇ、ࡕ࠺情ໃࡃ巻ࡾྲྀࢆ

センターࢆ運用ࡃ࠸࡚ࡋのࣃ、ࢆネࣜストの᪉ࠎ

 ࠋࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚㏙

 計算機センターの⌧状、HPC 計算機システム࡛の

௬ OS 基盤ᑟධ࡚࠸ࡘのྲྀ5、ࡸࡳ⤌ࡾG ネット

ワーク௦表ࡿࢀࡉ次ୡ௦ネットワークのᑐ応

シスࡓࡋព㆑ࢆ利౽性ࢨーࣘࡣ࠸ࡿ࠶先進ⓗࡓࡗ࠸

テムタ計ຍ࠼、ᚑ来型の GPGPU、࣋クトル型アク

セラࣞータ、大ᐜ㔞メࣔࣜࢆໟᣓࡓࡋスーࣃーコン

ピュータシステムのᏳᐃ稼働࡚࠸ࡘ、運用ᦠࢃ

 ࠋࡓࡗ࠶ࡀのព見ࡣ࡛ࡽ࡞ネࣜストࣃࡿ࠸࡚ࢀࡽ

ᚑ来型のᩘ、ࡣ計算機センターのᮍ来࡛ࠖࠕࡓࡲ 

್ゎ析シミュࣞーシࣙンࡶᑐ応ࡽࡀ࡞ࡋ、AI ௦

表࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ大㔞のデータࡽ㏆ఝゎࢆ出ࡍアプ

、࠺࠸࠸ࡋࡲᮃࡀシステムࡓࡋᑐ応ーシࣙンࢣࣜ

♫会のせᮃࡓࡋ๎ࡶព見ࡀ出ࡓࡲ、ࢀࡉ研究ࡅࡔ

ュ࢟のセ࡚ࡋデータ基盤、ࡸの㐺用教育ࡃ࡞࡛

ࣜティのᙉの㔜せ性࡞ᵝ࡞ࠎព見ࢀࡉ࡞ࡀ、ከ

ᵝ性ࡀồࡿࢀࡽࡵ♫会の୰࡛、計算機センターࡶከ

ᵝ性ࡅཷࢆධࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࢀ基盤ᮍ来ࡇࡿ࠶ࡀ

 ࠋࡓࢀࡉ၀♧ࡀ

 ᭱ᚋ、ᮏシンポジ࢘ムࡣ、ᮏセンターのセン

ター㛗・教授㝆 大Ặࡾࡼ、ᮏシンポジ࢘ムの総

ᣓ・ឤࢆᣢ࡚ࡗ㛢会ࡓࡋ（図  ࠋ（11

 
図 11：㛢会のᣵᣜࡿࡍࢆ㝆 大センター㛗 

 
図 12： 講₇者、ࣃネࣜストࡿࡼࡽグᛕᙳ 

 
図 13： SQUID 見学会のᵝ子 
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 Cyber HPC Symposium 2023 、ࡣ Cyber HPC 

Symosium 2020 ௨来のᑐ面開催ࠋࡓࡗ࡞ᮏシンポ

ジ࢘ムの講₇者、ࣃネࣜスト（図 12）のࡲࡉ࡞ࡳ

ࡊࢃ 大阪大学サイバーメディアセンター、ࡣ

ᮏ、ࡓࡲࠋ࠸ࡓࡋឤㅰࡇࡓࡅࡔࡓ࠸ࡋ㉺࠾ࡊࢃ

センター࡛ࡣ 2021 年 5 ᭶スーࣃーコンピュータ

SQUID ึム୰࢘ᮏシンポジ、ࡀࡿ࠸࡚ࡋᑟධࢆ

࡚ࡵ SQUID ࢆ見学会ࡿࡍᢨ㟢目࠾᪉ࡲࡉ࡞ࡳࢆ

図）ࡓࡁ࡛ࡶࡇ࠺⾜  ࠋ࠸ࡓࡧ႐ࢆࡇ（13

同、情報推進部情報基盤ㄢスࣃコン⌜ࢆ୰

ᚰ、情報推進部情報企画ㄢ総ົ係ᐑୗ子係㛗、

大⏣ᴁົ⫋員、ሷ⏣࠼ࡋࡼὴ㐵⫋員、アルバイト

学生の高ᔱ和㈗ࢇࡉ、和⏣ဴஓࢇࡉ、ụᑿඃࢇࡉ、

၈୰༤ࢇࡉのⓙᵝࡣ㐣ཤのグ㘓ࡶࢆ、ᙜ日開

催ࡅྥධᛕ࡞‽ഛ࡚ࡋࢆ㡬ࠋࡓ࠸ᙜ日ࡓࡲࡶධᛕ

ࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆム運営࢘シンポジࡓࢀࡉഛ‽

ࡓࡗ࡞のᑐ面開催ࡾࡪࡋஂ↓、ࡾ࠶ࡶࡇ

Cyber HPC Symposium 2023 ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉ成ຌࢆ

࠸ࡔࡓ࠸ᢸᙜࢆᙜ総合ྖ会、࡚ࡋグࡇࡇࠋࡓࡁ

 ࠋ࠸ࡓࡋグࢆឤㅰのព、ࡶ୰ᮧኴㄢ㛗ࡓ

᭱ᚋ࡛ࡀࡿ࠶ࡣ、ᛁ࠸ࡋᮇシンポジ࢘ム出

ᖍࡓ࠸ࡔࡓ࠸᪉ࡣ୍度ឤㅰࠋ࠸ࡓࡋ 

 

― 161 ―





2022 年度බເᆺ利用ไ度 ᡂᯝ報告会 㛤ദ報告

㏿Ỉᬛ๎ 1  ྜྷ 㔝 ඖ 2  ⳥ụ ㄔ 2 ఀ㐩進 1 Ᏻ⚟♸ 3 ୖ㔝㞞ஓ 4 ᑎ๓ຬᕼ 4 ᮌ㉺信୍㑻 4  
応用情報システム研究部門 1 大規模計算科学研究部門 2サイバーコミュニティ研究部門 3情報推進部情報基盤ㄢ 4  

 

 2023 年 3 ᭶ 9-10 日2022  年度大型計算機システ

ム公募型利用制度の成果報告会ࢆ開催ࠋࡓࡋᮏ年度

の大型計算機システム公募型利用制度࡛ࡣ、᥇ᢥᩘ

ࡀⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ、ࡀ 12 ௳、大規模

HPC 支援ᯟࡀ 1 ௳、ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟࡀ 5 ௳

合計、ࡾ࠶࡛ 18 ௳の報告ࢆணᐃࠋࡓࡋ実㝿ࡣ、Ⓨ表

ணᐃのㄢ㢟᥇ᢥ者のయㄪⰋのࡵࡓ 1 ௳の報告ࡀ

ᚋ日の報ࡣ࡚࠸ࡘᙜヱ報告ࠋࡓࡗ࡞ンセルࣕ࢟

告動画ᥦ出ࠋࡓࡗ࡞開会㝿ࡣ࡚ࡋ、応用情報シ

ステム研究部門 ≉௵ຓ教 ㏿Ỉᬛ教ࡾࡼ開会のᣵ

ᣜࡓࡗ࠶ࡀ（図 ࡵྵࢆⓎ表者ࡣཧຍ者ࠋ（1 33 ྡ（2

日㛫のᘏᩘ）࡛、㉁࡛ࡣ㜏㐩࡞議ㄽࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ

௨ୗⓎ表者Ⓨ表タイトルࢆグ࠾࡞ࠋࡍ、ᮏ年度

の開催࢜ࡶンライン開催ࠋࡓࡋ 

 

࠙ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ セッシࣙンⅠࠚ 

ཎᅉࡿࡼム情報ゎ析ࣀࢤンサ⌫⳦の大規模ࣞࠕ*

子の᥈⣴ࠖ ᒣཱྀ㞞ஓ 大阪大学 ṑ学研究科 バイ࢜

イン࣐࢛ࣇティクス研究ࣘニット 教授（図 2） 

ンᬯ㯮≀㉁の࢜アクシࡿࢀࡉ生成ࡽࢢストࣜンࠕ*

ス࣌クトルのゎ析  ࠖ 㰻ᕝ㈼୍ 㔠ἑ大学 ⌮ᕤ研究ᇦ 

ᩘ≀科学⣔ ຓ教（図 3） 

ックཎ子᰾のࢳࢰ࢚࢟ࡿࡼཎ子᰾ᐦ度ỗ関ᩘἲࠕ*

集ᅋບ㉳ࣔードの⣔⤫ⓗグ㏙：୰性子ドࣜップ⥺㏆

ഐ᰾ࡽ㉸㔜᰾の⤫୍ⓗ⌮ゎ࡚ࠖࡅྥ ྜྷ⏣㈼ᕷ 

ி㒔大学 ⌮学研究科 ≀⌮学・Ᏹᐂ≀⌮学ᑓᨷຓ教 

（図 4） 

 

࠙ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ セッシࣙン IIࠚ 

⣔ิ情ࡿࢀࡉーシࣙン㛫࡛共᭷ࢣアプࣜࡿ࡞␗ࠕ*

報ࢆಖᣢྍ能࡞データバッࣇの研究開Ⓨ  ࠖ ࿘㟹ᚓ 

ி㒔大学 情報学研究科 システム科学ᑓᨷ 大学㝔

生（図 5） 

テーシࣙンὶのࣅࣕ࢟ࠕ* CFD データ࣋ースࢆ用

テーシࣙンࣔデルの開Ⓨࣅࣕ࢟データ㥑動型ࡓ࠸

関ࡿࡍ研究ࠖ ᒸᯘᕼ౫ 大阪大学 ᕤ学研究科 機Ე

ᕤ学ᑓᨷ ຓ教（図 6） 

ラクタル開ࣇࡿࡍ㥑動ຊࢆターンࣃ性ࢀ表面ࠕ*

ᨺ型࣐イクロὶ㊰ࡿࡅ࠾、ᾮ㍺㏦・集のᵓ㐀

機能┦関の⣔⤫ⓗ⌮ゎ  ࠖ ⏥ᩫὒ⾜ ᮾி⌮科大学 ⌮

学部➨୍部 応用≀⌮学科 ຓ教（図 7） 

 

図 1： ㏿Ỉᬛ教≉௵ຓ教の開会のᣵᣜ 

 

図 2：ᒣཱྀ㞞ஓẶの成果報告 

 

図 3：㰻ᕝ㈼୍Ặの成果報告 
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図 4：ྜྷ⏣㈼ᕷẶの成果報告 

図 5：࿘㟹ᚓẶの成果報告 

図 6：ᒸᯘᕼ౫Ặの成果報告 

図 7：⏥ᩫὒ⾜Ặの成果報告 

࠙ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ セッシࣙンⅠࠚ 

* ࠕ The Elucidation of Non-equilibrium States of

Heterogenous Catalysis by Data-driven Multiscale

Simulation: A Case Study of Methanol Synthesis  ࠖ Harry

Handoko Halim 大阪大学 ᕤ学研究科 ༤ኈᚋᮇㄢ程

（図 8）

シミュࣞーシࣙ・ࢢデࣜンࣔ⌮≀ࡿࡼᒙ学習῝ࠕ*

ンࣞࣇームワークの展開  ࠖ ㇂ཱྀ㝯ᬕ ⚄ᡞ大学 シス

テム情報学研究科 教授（図 9）

ࡿࡼス㐣程ᅇᖐ࢘ガムࢬࣜࢦ進ⓗアルࠕ*

Ag(111)表面ୖシࣜセンのᵓ㐀᥈⣴  ࠖ ℈ᮏ㞝 大阪

大学 ᕤ学研究科 ≀⌮学⣔ᑓᨷ ຓ教（図 10） 

図 8：Harry Handoko Halim Ặの成果報告 

図 9：㇂ཱྀ㝯ᬕẶの成果報告 

図 10：℈ᮏ㞝Ặの成果報告 
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࠙ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ セッシࣙンრࠚ 

እὒ㉳※᭷機≀の動ែゎ析ࡿࡅ࠾ᡞ内ᾏ℩ࠕ*  ࠖ ୰

㇂♸  大阪大学 ᕤ学研究科 ᆅ⌫総合ᕤ学ᑓᨷ

教授（図 11） 

Interaction between the Photo-excited ʌ System andࠕ*

the f System in Rare-earth-based Macrocyclic Ligand

Complexes Aࠖnas Santria 大阪大学 ⌮学研究科 学

ᑓᨷ ຓ教（図 12）

⦖⤯ーコンポジット電Ẽࣃスーࡓ࠸用ࢆᒙ学習῝ࠕ*

ᮦᩱの成ࠖ ᔱᕝ⫕ ᮾி大学ᕤ学⣔研究科

大学㝔生（図 13） 

図 11：୰㇂♸Ặの成果報告 

図 12： Anas Santria Ặの成果報告 

図 13： ᔱᕝ⫕Ặの成果報告 

࠙ⱝᡭ・ዪ性研究者支援ⴌⱆᯟ セッシࣙンსࠚ 

イࢲ環状分子のスライドࡿࡅ࠾サン࢟ポࣜロタࠕ*

ミクスゎ析ࠖ┾ᘪⓡ୍ ᮾி大学 ≀性研究所ࢼ

教授 （図 14） 

ࡅ࠾インスࣜンゎ㞳ࡓࡋ目╔用ప分子ᵓ㐀⸆ࠕ*

ーゎ析ࠖ⫧႐㔛ᚿ門  大阪ࢠネル࢚⏤⮬共⁐፹和ࡿ

大学 基♏ᕤ学研究科 ≉௵研究員（図 15） 

の㉁ཎጞᫍࡿࡼẼὶయシミュࣞーシࣙン☢ࠕ*

㔞・☢ሙ㝆╔㐣程の研究ࠖ高┿  大阪大学  ⌮

学研究科 Ᏹᐂᆅ⌫科学ᑓᨷ ຓ教（図 16） 

図 14： ┾ᘪⓡ୍Ặの成果報告 

図 15： ⫧႐㔛ᚿ門Ặの成果報告 

図 16： 高┿Ặの成果報告 

― 165 ―



࠙大規模 HPC 支援ᯟ、ேᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ 

セッシࣙンჟࠚ 

ーࢠネル࢚ᴟ㉸高ࡿࡼメガテスラ☢Ẽ⤖合ࠕ *

⢏子ຍ㏿の 3 次ඖシミュࣞーシࣙンࠖ ᮧୖୟ 大

阪大学 ࣞーࢨー科学研究所 教授（図 17） 

者トࣞーニ⾡ࡸ๓ホ౯⾡ࡿࡅ࠾⾡ᚰ⮚大⾑⟶ᡭࠕ*

ンࢢ応用ྍ能࡞㸱次ඖ⮚ჾᙧ状ࢆᚓࡵࡓࡿの

ディープラーニンࢆࢢ用ࡓ࠸་⒪画ീセࢢメンテー

シࣙンのྍ能性ࠖⓑᕝᓅ  ྿⏣ᚨὪ会㝔 ་ᖌ 

/ 大阪大学㝔 ᚰ⮚⾑⟶እ科（㠀ᖖ） 

[⥭ᛴࣕ࢟ࡿࡼ࣌࢜ンセル] 

大規模ࠕ* CT データセットཬࡧㄞᙳࣞポートࢆ用࠸

ࡓ Radiomics ゎ析ࠖబ⸨῟ဢ 大阪大学 ་学⣔研究

科 大学㝔生 （図 18） 

 

図 17： ᮧୖୟẶの成果報告 

 

図 18： బ⸨῟ဢẶの成果報告 

 

 ᮏ報告会ࡣ、୧日ࡶ 13:30 16:55、ࡋ開会 㛢

会ࡿࡍ 2 日㛫࡛スࢣジュールࠋࡓࡋᮏ報告会࡛ࡣ、

ึ日ࡣ大規模計算科学研究部門ྜྷ㔝ඖ教授ྖࡀ会

2、ࡵົࢆ 日目ࡣサイバーコミュニティ研究部門Ᏻ

⚟♸教授ྖࡀ会ࢆດࠋࡓࡵ 

 

 

図 19：1 日目のྖ会ࢆᢸᙜྜྷࡓࡋ㔝ඖ教授 

 

図 20：2 日目のྖ会ࢆᢸᙜࡓࡋᏳ⚟♸教授 

 

研究テーࡣ࣐、≀⌮学、ᆅ⌫科学、ᮦᩱ科学、་

学、計算機科学࡞ከᒱࢀࡒࢀࡑ、ࡾࡓࢃ⯆῝

ࡾࢃࡶᑓ門እの研究者ࡣ年ࠋࡓࡗ࠶の࡛ࡶ࠸

講₇者のࢆࡇࡿࢀධࢆクシࣙンࢲイントロ࠸ࡍࡸ

᪉࠾ࠎ㢪ࠋࡓ࠸࡚ࡋ࠸実㝿、ᑓ門እのཧຍ者ࡶ

࠼ቑࡽࡉࡶࡾࡼ年ࡀ講₇࠸㉁の高ࡃࡍࡸࡾࢃ

、࡛ࡅࡔࡿࡍཧຍの成果報告会ࡇࠋࡿ࠶࡛㇟༳ࡓ

ᵝ࡞ࠎ分㔝のࡾ▱ࢆࡇ、ᴦࡀࡇࡿࡵࡋᗈࡃఏࢃ

࠸࡞ࡣの࡛ࡿࡉࡔࡃ࡚ࡋཧຍࡀの᪉ࡃከࡾࡼ、ࡤࢀ

≉ࠋࡿࢀࢃᛮ HPC  AI の融合ࡀ進ࡴ୰、ே

ᕤ▱能研究≉タ支援ᯟ࡛ࡣデータ㥑動型科学研究ࡀ

ຍ㏿ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡋ実ឤࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ講

₇者の᪉ࡣ計算ୖᕤኵࡓࡋⅬࡶ講₇ࡾ┒㎸ࡇࡴ

┈᭷ࡶ実㝿、のཧຍ者ࠋࡓ࠸࡚࠸ࡋ࠸㢪࠾ࢆ

Ⓨ表ࡁ⥆ࡁᘬࡶᚋࠋࡓࢀࡉ♧ࠎⰍࡀᢏ⾡ⓗ情報࡞

の‽ഛの㝿ព㆑ⓗࡍ࠺ࡼࡃࡔࡓ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ

࠸࡞ࡣの࡛ࡿ࡞成果Ⓨ表会࡞┈᭷ࡾࡼ、ࡿ

ᛮࠋࡓࢀࢃ 

 報告会の᭱ᚋࡣ、大規模計算科学研究部門 ⳥ụ

ㄔ 教授ࡾࡼ㛢会のᣵᣜࡾ࠶ࡀ、公募型利用制度ࢆ利

用ࡎࡽࡲࡅࡔࡿࡍ、 計算規模ࡸスࢣールの大
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規模ࢆ目ᣦࡋ、HPCIࡸ JHPCNࡓࡗ࠸大型計算

機利用公募制度✚ᴟⓗᣮᡓ࠸ࡋ࡚ࡋ、大型

計算機の利用ᣑ大ࠋࡓࡋಁࢆ

ᮏ報告会ࡣ、計算機利用の報告⩏ົの୍環࡚ࡋ

、ࡵࡓ研究分㔝のࡿΏ᪉࡛、ከᒱ୍ࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜

研究者⮬㌟ࡀ所ᒓࡿࡍ研究分㔝௨እのヰࡿࡅ⪺ࢆ⤯

ዲの機会࡛ࡵࡓࡿ࠶、ᮏセンター教員ࡲࡅࡔ

࠼ࡽࡶ࡚ࡋ講⫈ࡶㄡ࡛ࡣⓙᵝ᪉ࡿ࠶関ᚰの、ࡎࡽ

学生ࡿࡍః⏺ୡ、ࡾࡼ2022年度ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀ

支援ᯟࢆ᪂タࡋ、ேᕤ▱能研究≉タᯟࡣᖖタᯟ

᪼᱁࡚ࡋ、公募型利用制度ࢆ運用ࠋࡿ࠸࡚ࡋ次年度

ࢆの説明会の開催࡚࠸ࡘ公募型利用制度、ࡓࡲࡶ

通࡚ࡌᮏ制度ࡾࡼࢆከࡃの研究者࿘▱ࡃ࠸࡚ࡋ

ᮏセンࡓࡲࡶ࡚ࡌ通ࢆᮏ公募成果報告会、ࡶ

ターの計算機の㈉⊩度ࢆㄆ▱࠺ࡼࡃ࠸࡚ࡋດຊ࡚ࡋ

ࠋࡿ࠶࡛࠸ᖾࡤࢀࡅ࠸
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2022 年度情報教育システム利用状況（๓年度ẚ㍑） 
 
 
 
 
 

㸯㸬所ᒓ部ᒁู実利用者ᩘ 
実利用者ᩘ 2021 年度 4,561 ே 

2022 年度 4,233 ே 

 
 
 

㻜 1㻜㻜 㻞㻜㻜 㻟㻜㻜 㻠㻜㻜 㻡㻜㻜 㻢㻜㻜 㻣㻜㻜 㻤㻜㻜 㻥㻜㻜 1㻘㻜㻜㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

㧗➼ྖἲ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科

⌮Ꮫ㒊ᩘᏛ科

⌮Ꮫ㒊≀⌮Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊⏕≀科Ꮫ科

ᕤᏛ研究科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⮬↛科Ꮫ科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⌮ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ情報ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊⎔ቃ・䜶䝛ル䜼ーᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊ᆅ⌫⥲ྜᕤᏛ科

ᇶ♏ᕤᏛ研究科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ≀⌮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊Ꮫᛂ用科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊䝅ス䝔䝮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊情報科Ꮫ科

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

ṑᏛ㒊ṑ科ᢏᕤ士Ꮫᰯ

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

⏕ᶵ⬟研究科

㐃ྜᑠඣ発㐩Ꮫ研究科

国際教育ὶ䝉䞁䝍ー

䛭の

㻔ே㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰、㸱、㸲ࢆཧ↷ 

2022 年 10 ᭶にࢩステ࣒᭦᪂にࡼりࠊ௬デスࢺࢡッࢧࣉービスの 9DI  ᆺのࢻ࢘ࣛࢡࢆ

$9D（$]ure 9irtual DesktoS）に⛣⾜ࡋた。 

2022 年のᐇ績ࡣ 9DI  $9D のྜ⟬್なり2022ࠊ 年 � ᭶ࢩࡣステ࣒⛣⾜ᮇにࠊࡁࡘ 

用ᐇ績ࡀな࠸。 
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㸰㸬所ᒓ部ᒁูᅾ⡠者ᑐࡿࡍ実利用者の合 

 
 

 
 
 
 

㻜 1㻜 㻞㻜 㻟㻜 㻠㻜 㻡㻜 㻢㻜 㻣㻜 㻤㻜 㻥㻜 1㻜㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

㧗➼ྖἲ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科

⌮Ꮫ㒊ᩘᏛ科

⌮Ꮫ㒊≀⌮Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊⏕≀科Ꮫ科

ᕤᏛ研究科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⮬↛科Ꮫ科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⌮ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ情報ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊⎔ቃ・䜶䝛ル䜼ーᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊ᆅ⌫⥲ྜᕤᏛ科

ᇶ♏ᕤᏛ研究科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ≀⌮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊Ꮫᛂ用科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊䝅ス䝔䝮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊情報科Ꮫ科

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

ṑᏛ㒊ṑ科ᢏᕤ士Ꮫᰯ

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

⏕ᶵ⬟研究科

㐃ྜᑠඣ発㐩Ꮫ研究科

国際教育ὶ䝉䞁䝍ー

㻔䠂㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰、㸱、㸲ࢆཧ↷ 
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㸱㸬所ᒓ部ᒁู実利用者 1 ேᙜࡾࡓの年㛫ᖹᆒ利用㛫 

 
 
 
 

㻜 1㻜 㻞㻜 㻟㻜 㻠㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

㧗➼ྖἲ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科

⌮Ꮫ㒊ᩘᏛ科

⌮Ꮫ㒊≀⌮Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊⏕≀科Ꮫ科

ᕤᏛ研究科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⮬↛科Ꮫ科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⌮ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ情報ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊⎔ቃ・䜶䝛ル䜼ーᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊ᆅ⌫⥲ྜᕤᏛ科

ᇶ♏ᕤᏛ研究科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ≀⌮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊Ꮫᛂ用科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊䝅ス䝔䝮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊情報科Ꮫ科

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

ṑᏛ㒊ṑ科ᢏᕤ士Ꮫᰯ

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

⏕ᶵ⬟研究科

㐃ྜᑠඣ発㐩Ꮫ研究科

国際教育ὶ䝉䞁䝍ー

㻔㛫㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰、㸱、㸲ࢆཧ↷ 
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㸲㸬実利用者総利用㛫(᭶ẖ) 

 
年㛫総利用㛫：59,135 㛫(2021 年度)、32,587 㛫(2022 年度) 
  

㻜 㻞㻘㻜㻜㻜 㻠㻘㻜㻜㻜 㻢㻘㻜㻜㻜 㻤㻘㻜㻜㻜 1㻜㻘㻜㻜㻜

㻠᭶

㻡᭶

㻢᭶

㻣᭶

㻤᭶

㻥᭶

1㻜᭶

11᭶

1㻞᭶

1᭶

㻞᭶

㻟᭶

㻔㛫㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰、㸱、㸲ࢆཧ↷ 
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㸳㸬教室・分ᩓ端ᮎ室ู 1 日 1 ྎᙜࡾࡓのᖹᆒ利用㛫 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻡㻜 1㻚㻜㻜

情報教育➨㸯教ᐊ

情報教育➨㸰教ᐊ

情報教育➨㸱教ᐊ

情報教育➨㸲教ᐊ

情報教育➨㸳教ᐊ

情報教育教ᐊ

（2022年10᭶以㝆）

⥲ྜᅗ᭩㤋

⏕⛉学ᅗ᭩㤋

理ᕤ学ᅗ᭩㤋

ே間⛉学部 ィ⟬ᶵᐊ

理学部 %214ྕᐊ

་学部་学⛉ 学⏕➃ᮎᐊ

་学部ಖ学⛉ 㺵㺎㺤㺻㺖㺼㺶㺝㺎㺛㺜㺻㺞㺎

⸆学部 1ྕ㤋 1㝵 ⮬習ᐊ

ᕤ学部 ⥲ྜ研究Ჷ*6Eコࣔン

㻔㛫㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ
㇏୰教育研究Ჷ

㝃ᒓ図᭩㤋

ྛ部ᒁศᩓ➃ᮎᐊ

⥲利用
㛫

タ⨨
ྎᩘ

利用
᪥ᩘ

㻞㻘㻜㻥㻤 㻢㻢 1㻢㻜

1㻘㻜㻠㻤 㻢㻢 㻤㻜

㻞㻘1㻞㻤 㻤㻞 1㻢㻜

1㻘㻣㻡㻜 㻤㻞 㻤㻜

1㻘㻞㻠㻥 㻢㻢 1㻢㻜

1㻘㻟㻤㻜 㻢㻢 㻤㻜

1㻘1㻜1 㻠㻡 1㻢㻜

㻟㻜㻡 㻠㻡 㻤㻜

㻞㻘㻜㻜㻟 㻣㻞 1㻢㻜

1㻘㻜1㻞 㻣㻞 㻤㻜

㻞㻣㻥 1㻠㻜 㻤㻜

11㻘㻤㻢㻤 㻡㻜 㻟㻞㻜

㻠㻘㻟㻟㻢 㻡㻜 1㻟㻠

1㻢㻥 㻡 㻟1㻥

㻥㻥 㻡 1㻟㻢

㻞㻘㻢㻥1 㻞㻜 㻟㻞㻡

㻢㻥㻠 㻞㻜 1㻠㻡

㻢㻣 1㻜 㻞㻟㻢

㻞㻞 1㻜 㻥㻤

1㻘㻣1㻜 㻟㻠 㻞㻟㻢

㻞㻘1㻠㻟 㻟㻠 㻞11

1㻣㻥 1㻞 㻟㻢㻜

㻢 1㻞 1㻠㻢

㻥㻤 㻡 㻞㻟㻢

㻠㻤 㻡 㻥㻣

㻞 㻞 㻞㻟㻢

㻞 㻞 㻥㻤

㻡㻘㻠㻢㻟 1㻠㻡 1㻢㻜

1㻘㻠㻠㻟 1㻠㻡 㻤㻜

・総利用㛫ྛࢆ部ᒇのタ⨨ྎᩘ利用日ᩘ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

・����年��᭶のシステム᭦᪂ࡾࡼ、情報教育教室図書館ࡣ教室ẖཬࡧ図書館ẖのุู
 ࠋࡓࡋ出ຊ࡚ࡵࡲ、ࡣ同᭶௨㝆、ࡵࡓࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡀ

・ே㛫科学部、་学部་学科、་学部ಖ学科、⸆学部の分ᩓ㓄⨨端ᮎࡣ ���� 年 � ᭶ࢆ 

  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⤊ࢆスࣅサー࡚ࡗࡶ
・ᕤ学部の分ᩓ㓄⨨端ᮎࡣ ���� 年 �� ᭶ࡽ端ᮎྎᩘࡀ 10  ࠋࡓࡗ࡞ኚ᭦ྎ
 
ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰、㸱、㸲ࢆཧ↷ 
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࠙ཧ⪃ࠚ㝃ᒓ図書館のఇ日（ᅵ・日）のサーࣅス日ᩘ

総合図書館 生科学図書館 ⌮ᕤ学図書館

2021 年度 日80 日86 日 86
2022 年度 日75 日76 日 74

���� 年 �� ᭶のシステム᭦᪂ࡾࡼ、端ᮎサーࣅスの⦰ᑠ（�� ྎЍ��  ࠋࡓࡋ計ྲྀᚓᑐ㇟እ⤫、࠸⾜ࢆ（ྎ
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共通ὀ㔘
㸯：学生の利用࡚࠸ࡘのࡳ集計ࠋࡓࡋ
㸰：学生ᩘࡣ࡚࠸ࡘ、㸰㸮㸰㸰年㸳᭶㸯日⌧ᅾのᅾ⡠者ᩘࢆẕᩘࠋࡿ࠸࡚ࡋ
㸱：⌮学研究科、ᕤ学研究科、基♏ᕤ学研究科ࡣ࡚࠸ࡘ、学部学生ࢆ学科ẖ集計ࠋࡓࡋ
㸲：་学⣔研究科(་学部)ࡣ࡚࠸ࡘ、ಖ学ᑓᨷ(ಖ学科)ูࢆ集計ࠋࡓࡋ 

0 20 40 60 80 100
(ே)

4᭶

5᭶

6᭶

7᭶

8᭶

9᭶

10᭶

1᭶

3᭶

2᭶

12᭶

11᭶

2021年度： 総合図書館 ⌮ᕤ学図書館

2022年度： 総合図書館

生科学図書館

生科学図書館 ⌮ᕤ学図書館

㸴㸬᭶ู㝃ᒓ図書館のఇ日（ᅵ・日）実利用者ᩘ




㝈

教
ᐊ ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

ᇶ（䝅）䚷㻞年

䝁䞁䝢䝳ー䝍ᕤᏛᇶ♏₇⩦

文䚷1年 ⤒䚷1年 ⸆䚷1年

情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏

文䚷1年 ⤒䚷1年

情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏

文䚷1年 ⤒䚷1年

情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏

文䚷1年 ⤒䚷1年 ⸆䚷1年

情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏

⌮（⏕≀）䚷㻟年 ᕤ（㟁）䚷1年

⌧௦䝀䝜䝮研究ᴫㄝ 情報科Ꮫᇶ♏䠟

ே䚷1年 ᕤ（㟁）䚷1年

情報♫会ᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏䠟

ே䚷1年 ᕤ（㟁）䚷1年

情報♫会ᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏䠟

⌮（ᩘᏛ）䚷㻟年 ᕤ（㟁）䚷1年 ᇶ（情）䚷㻠年

ᐇ㦂ᩘᏛ㻟 情報科Ꮫᇶ♏䠟 䝠䝳ー䝬䞁・䝁䞁䝢䝳ー䝍・䜲䞁䝍ラク䝅䝵䞁

ே䚷1年 ᇶ（䝅）䚷㻞年 ⌮（ᩘᏛ）䚷㻠年

情報♫会ᇶ♏ 䝁䞁䝢䝳ー䝍ᇶ♏₇⩦ ᛂ用ᩘ⌮Ꮫ㻣

ᇶ（㟁・）䚷1年 ᕤ（↛）䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏䠝

ᇶ（㟁・）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᕤ（↛）䚷1年 ᇶ（情）䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫ₇⩦ 情報科Ꮫᇶ♏䠝 プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᕤ（↛）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝 情報科Ꮫ₇⩦ 情報科Ꮫᇶ♏䠝

ᇶ（情）䚷1年 Ꮫၥ䜈のᡬ（プロ䜾ラ䝭䞁䜾䛷㐳る科Ꮫྐ）

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝 Ꮫ㒊䚷1年

ᇶ（㟁・）䚷1年 ᕤ（↛）䚷1年 ᇶ（情）䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏䠝 プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝

⌮䚷1年 Ꮫၥ䜈のᡬ（䝅ス䝔䝮㛤発䛣䛸䛿䛨䜑） ་（ಖ）䚷1年 ᇶ（情）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ Ꮫ㒊䚷1年 情報♫会ᇶ♏䠋情報科Ꮫᇶ♏ ᇶ♏ᩘ⌮₇⩦䠝

་（་）・ṑ䚷1年 ⌮䚷1年 ἲ（ἲ）䚷1年 ་（ಖ）䚷1年 ⌮（ᩘᏛ）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏䠋情報科Ꮫᇶ♏ ᐇ㦂ᩘᏛ1

་（་）・ṑ䚷1年 ⌮䚷1年 ἲ（ἲ）䚷1年 ་（ಖ）䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏䠋情報科Ꮫᇶ♏

་（་）・ṑ䚷1年 ⌮䚷1年 ἲ（ἲ）䚷1年 ་（ಖ）䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏䠋情報科Ꮫᇶ♏

⌮䚷1年 ᇶ（情）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ ᇶ♏ᕤᏛ䠬䠞䠨

እ䚷1年

情報♫会ᇶ♏

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷1年 እ䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷1年 እ䚷1年 ἲ（国）䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報科Ꮫᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏

ᇶ（情）䚷㻟年 እ䚷1年 ἲ（国）䚷1年

ィ⟬ᩘ⌮䠝 情報♫会ᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏

ᇶ（䝅）䚷1年 እ䚷1年

情報科Ꮫᇶ♏ 情報♫会ᇶ♏

䈜ᣓᘼෆのᩘᏐ䛿ᣢ䛱㎸䜏➃ᮎ（㻮㼅㻻㻰）䜢᥋⥆ྍ⬟な䝕䜱スプ䝺䜲のྎᩘ䛷す䚹

䠎

㝈

➨
䠍

䠏

㝈

➨
䠍

・授ᴗ㛫 1㝈 㻤㻦㻡㻜䡚1㻜㻦㻞㻜䚸㻞㝈1㻜㻦㻟㻜䡚1㻞㻦㻜㻜䚸㻟㝈1㻟㻦㻟㻜䡚1㻡㻦㻜㻜䚸㻠㝈1㻡㻦1㻜䡚1㻢㻦㻠㻜䚸㻡㝈1㻢㻦㻡㻜䡚1㻤㻦㻞㻜

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

➨
䠎

➨
䠏

・➃ᮎᩘ䚷 ➨1教ᐊ 㻜ྎ（㻢㻢）䚸➨㻞教ᐊ 㻤㻞ྎ（㻜）䚸➨㻟教ᐊ 㻠ྎ（㻢㻞）䚸➨㻠教ᐊ 㻠ྎ（㻠1）䚸➨㻡教ᐊ 㻡㻜ྎ（㻞㻞）

➨
䠐

➨
䠑

䠑

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠐

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠎䠌䠎䠏年ᗘ䚷Ꮫᮇ䚷情報教育教ᐊ䚷用ィ⏬表

䠍

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑
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㝈

教
ᐊ ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

ᇶ（䝅）䚷㻞年

䝁䞁䝢䝳ー䝍ᕤᏛᇶ♏₇⩦

⌮（ᩘᏛ）䚷㻟年 ᇶ（情）䚷㻠年

ᐇ㦂ᩘᏛ㻟 䝠䝳ー䝬䞁・䝁䞁䝢䝳ー䝍・䜲䞁䝍ラク䝅䝵䞁

ᇶ（䝅）䚷㻞年 ⌮（ᩘᏛ）䚷㻠年

䝁䞁䝢䝳ー䝍ᇶ♏₇⩦ ᛂ用ᩘ⌮Ꮫ㻣

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᇶ（情）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝 情報科Ꮫ₇⩦ プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝

ᇶ（䝅）䚷㻞年

情報科Ꮫ₇⩦
Ꮫၥ䜈のᡬ（プロ䜾ラ䝭䞁䜾䛷㐳る科Ꮫྐ）

Ꮫ㒊䚷1年

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（情）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝 プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠝

Ꮫၥ䜈のᡬ（䝅ス䝔䝮㛤発䛣䛸䛿䛨䜑） ᇶ（情）䚷㻞年

Ꮫ㒊䚷1年 ᇶ♏ᩘ⌮₇⩦䠝

⌮（ᩘᏛ）䚷㻞年

ᐇ㦂ᩘᏛ1

ᇶ（情）䚷㻞年

ᇶ♏ᕤᏛ䠬䠞䠨

እ䚷1年

情報♫会ᇶ♏

እ䚷1年

情報♫会ᇶ♏

እ䚷1年

情報♫会ᇶ♏

ᇶ（情）䚷㻟年 እ䚷1年

ィ⟬ᩘ⌮䠝 情報♫会ᇶ♏

እ䚷1年

情報♫会ᇶ♏

䈜ᣓᘼෆのᩘᏐ䛿ᣢ䛱㎸䜏➃ᮎ（㻮㼅㻻㻰）䜢᥋⥆ྍ⬟な䝕䜱スプ䝺䜲のྎᩘ䛷す䚹

・➃ᮎᩘ䚷 ➨1教ᐊ 㻜ྎ（㻢㻢）䚸➨㻞教ᐊ 㻤㻞ྎ（㻜）䚸➨㻟教ᐊ 㻠ྎ（㻢㻞）䚸➨㻠教ᐊ 㻠ྎ（㻠1）䚸➨㻡教ᐊ 㻡㻜ྎ（㻞㻞）

・授ᴗ㛫 1㝈 㻤㻦㻡㻜䡚1㻜㻦㻞㻜䚸㻞㝈1㻜㻦㻟㻜䡚1㻞㻦㻜㻜䚸㻟㝈1㻟㻦㻟㻜䡚1㻡㻦㻜㻜䚸㻠㝈1㻡㻦1㻜䡚1㻢㻦㻠㻜䚸㻡㝈1㻢㻦㻡㻜䡚1㻤㻦㻞㻜

䠑

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠐

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠏

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠎

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠎䠌䠎䠏年ᗘ䚷ኟᏛᮇ䚷情報教育教ᐊ䚷用ィ⏬表

䠍

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑
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㝈

教
ᐊ ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

⌮（Ꮫ）䚷㻞年

Ꮫプロ䜾ラ䝭䞁䜾

ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᇶ（Ꮫ）䚷㻟年

ᩘ್ゎᯒ₇⩦ プロ䝉スᕤᏛ

ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᇶ（Ꮫ）䚷㻞年㻟年 Ꮫ㒊䚷㻞年 ⌮（ᩘᏛ）䚷㻞年

ᩘ್ゎᯒ₇⩦ ᏛᕤᏛプロ䜾ラ䝭䞁䜾 䜰ド䝞䞁スト情報䝸䝔ラ䝅ー ᐇ㦂ᩘᏛ㻞

ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛒䜚 ་（ಖ）䚷1年

ᐇ㊶情報活用論

ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛒䜚

⌮䚷㻟年

ᩘ್ィ⟬ἲᇶ♏

Ꮫ㒊䚷1年 ᇶ（情）䚷1年

ィ⟬ᶵ䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵䞁ධ㛛 プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ 䝁䞁䝢䝳ー䝍ᕤᏛ₇⩦

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（Ꮫ）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞 ᏛᕤᏛ₇⩦䊣

ᇶ（情）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞

䚷 ᇶ（㟁Ꮚ）䚷㻞年

ᇶ♏ᕤᏛ㻼㻮㻸（䜶䝺クトロ䝙クス）

ᇶ（情）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞

ᇶ（情）䚷㻟年 ே䚷1年

情報ᩘ⌮䠞 㻰㼍㼠㼍 㻼㼞㼛㼏㼑㼟㼟㼕㼚㼓 㻿㼗㼕㼘㼘㼟

ᇶ（Ꮫ）䚷㻞年

情報ฎ⌮ධ㛛

ἲ䚷㻞年 እ（ᒚ修⏕用）

ἲ情報Ꮫ䠍 情報♫会ᇶ♏

ᇶ・⌮・ᕤ䚷㻟年

情報科教育ἲ䊠

䈜ᣓᘼෆのᩘᏐ䛿ᣢ䛱㎸䜏➃ᮎ（㻮㼅㻻㻰）䜢᥋⥆ྍ⬟な䝕䜱スプ䝺䜲のྎᩘ䛷す䚹
䚷（➃ᮎᩘに䛿教ᖌ用➃ᮎ䛿ྵ䜏䜎䛫䜣）

・授ᴗ㛫 1㝈 㻤㻦㻡㻜䡚1㻜㻦㻞㻜䚸㻞㝈1㻜㻦㻟㻜䡚1㻞㻦㻜㻜䚸㻟㝈1㻟㻦㻟㻜䡚1㻡㻦㻜㻜䚸㻠㝈1㻡㻦1㻜䡚1㻢㻦㻠㻜䚸㻡㝈1㻢㻦㻡㻜䡚1㻤㻦㻞㻜

・➃ᮎᩘ䚷 ➨1教ᐊ 㻜ྎ（㻢㻢）䚸➨㻞教ᐊ 㻤㻞ྎ（㻜）䚸➨㻟教ᐊ 㻠ྎ（㻢㻞）䚸➨㻠教ᐊ 㻠ྎ（㻠1）䚸➨㻡教ᐊ 㻡㻜ྎ（㻞㻞）

➨
䠑

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠑

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠐

㝈

➨
䠍

➨
䠎

䠏

㝈

➨
䠍

➨
䠎

䠎䠌䠎䠏年ᗘ䚷⛅Ꮫᮇ䚷情報教育教ᐊ䚷用ィ⏬表

䠍

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠎

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐
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㝈

教
ᐊ ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

⌮（Ꮫ）䚷㻞年

Ꮫプロ䜾ラ䝭䞁䜾

ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᇶ（Ꮫ）䚷㻟年

ᩘ್ゎᯒ₇⩦ プロ䝉スᕤᏛ

ᇶ（䝅）䚷㻞年 ᇶ（Ꮫ）䚷㻞年㻟年 Ꮫ㒊䚷㻞年 ⌮（ᩘᏛ）䚷㻞年

ᩘ್ゎᯒ₇⩦ ᏛᕤᏛプロ䜾ラ䝭䞁䜾 䜰ド䝞䞁スト情報䝸䝔ラ䝅ー ᐇ㦂ᩘᏛ㻞

ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛒䜚 ་（ಖ）䚷1年

ᐇ㊶情報活用論

ኚ᭦のྍ⬟ᛶ䛒䜚

⌮䚷㻟年

ᩘ್ィ⟬ἲᇶ♏

Ꮫ㒊䚷1年 ᇶ（情）䚷1年

ィ⟬ᶵ䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵䞁ධ㛛 プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（䝅）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ 䝁䞁䝢䝳ー䝍ᕤᏛ₇⩦

ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（情）䚷1年 ᇶ（Ꮫ）䚷㻞年

情報科Ꮫᇶ♏ プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞 ᏛᕤᏛ₇⩦䊣

ᇶ（情）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞

ᇶ（情）䚷1年

プロ䜾ラ䝭䞁䜾䠞

ᇶ（情）䚷㻟年 ே䚷1年

情報ᩘ⌮䠞 㻰㼍㼠㼍 㻼㼞㼛㼏㼑㼟㼟㼕㼚㼓 㻿㼗㼕㼘㼘㼟

ᇶ（Ꮫ）䚷㻞年

情報ฎ⌮ධ㛛

ἲ䚷㻞年

ἲ情報Ꮫ䠍

ᇶ・⌮・ᕤ䚷㻟年

情報科教育ἲ䊠

䈜ᣓᘼෆのᩘᏐ䛿ᣢ䛱㎸䜏➃ᮎ（㻮㼅㻻㻰）䜢᥋⥆ྍ⬟な䝕䜱スプ䝺䜲のྎᩘ䛷す䚹
䚷（➃ᮎᩘに䛿教ᖌ用➃ᮎ䛿ྵ䜏䜎䛫䜣）

・➃ᮎᩘ䚷 ➨1教ᐊ 㻜ྎ（㻢㻢）䚸➨㻞教ᐊ 㻤㻞ྎ（㻜）䚸➨㻟教ᐊ 㻠ྎ（㻢㻞）䚸➨㻠教ᐊ 㻠ྎ（㻠1）䚸➨㻡教ᐊ 㻡㻜ྎ（㻞㻞）

䠑

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

・授ᴗ㛫 1㝈 㻤㻦㻡㻜䡚1㻜㻦㻞㻜䚸㻞㝈1㻜㻦㻟㻜䡚1㻞㻦㻜㻜䚸㻟㝈1㻟㻦㻟㻜䡚1㻡㻦㻜㻜䚸㻠㝈1㻡㻦1㻜䡚1㻢㻦㻠㻜䚸㻡㝈1㻢㻦㻡㻜䡚1㻤㻦㻞㻜

䠐

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠏

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠎

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑

䠎䠌䠎䠏年ᗘ䚷Ꮫᮇ䚷情報教育教ᐊ䚷用ィ⏬表

䠍

㝈

➨
䠍

➨
䠎

➨
䠏

➨
䠐

➨
䠑
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2022 年度 CALL㸤PLS システム利用状況（๓年度ẚ㍑） 
 
 
 
 
 
 

㸯㸬所ᒓ部ᒁู実利用者ᩘ 
実利用者ᩘ 2021 年度  1,113 ே 

                                       2022 年度   905 ே 

 
 

 

㻜 㻡㻜 1㻜㻜 1㻡㻜 㻞㻜㻜 㻞㻡㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

㧗➼ྖἲ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科

⌮Ꮫ㒊ᩘᏛ科

⌮Ꮫ㒊≀⌮Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊⏕≀科Ꮫ科

ᕤᏛ研究科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⮬↛科Ꮫ科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⌮ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ情報ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊⎔ቃ・䜶䝛ル䜼ーᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊ᆅ⌫⥲ྜᕤᏛ科

ᇶ♏ᕤᏛ研究科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ≀⌮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊Ꮫᛂ用科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊䝅ス䝔䝮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊情報科Ꮫ科

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

ṑᏛ㒊ṑ科ᢏᕤ士Ꮫᰯ

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

⏕ᶵ⬟研究科

㐃ྜᑠඣ発㐩Ꮫ研究科

国際教育ὶ䝉䞁䝍ー

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

2022 年 10 ᭶ࢩステ࣒᭦᪂にᶵにࢩࠊステࢆ⛠ྡ࣒ &$// ࡽ 3/6 へኚ᭦ࡋた。 

 。る࠸࡚ࡋおりኚ᭦以下のࢆ教ᐊྡࠊたࡲ

࠙CALL ➨ 1-A Ѝ PLS+d࠙ࠚ CALL ➨ 1-B Ѝ PLS+e࠙ࠚ CALL ➨ 2 Ѝ PLS+aࠚ 
࠙CALL ➨ 3 Ѝ PLS+c࠙ࠚ CALL ➨ 4 Ѝ PLS+bࠚ 

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰、㸱、㸲ࢆཧ↷ 
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㸰㸬所ᒓ部ᒁูᅾ⡠者ᑐࡿࡍ実利用者の合 

 
 
 
 
 

㻜 1㻜 㻞㻜 㻟㻜 㻠㻜 㻡㻜 㻢㻜 㻣㻜 㻤㻜 㻥㻜 1㻜㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文科Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

㧗➼ྖἲ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科

⌮Ꮫ㒊ᩘᏛ科

⌮Ꮫ㒊≀⌮Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊⏕≀科Ꮫ科

ᕤᏛ研究科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⮬↛科Ꮫ科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⌮ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ情報ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊⎔ቃ・䜶䝛ル䜼ーᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊ᆅ⌫⥲ྜᕤᏛ科

ᇶ♏ᕤᏛ研究科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ≀⌮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊Ꮫᛂ用科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊䝅ス䝔䝮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊情報科Ꮫ科

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

ṑᏛ㒊ṑ科ᢏᕤ士Ꮫᰯ

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

⏕ᶵ⬟研究科

㐃ྜᑠඣ発㐩Ꮫ研究科

国際教育ὶ䝉䞁䝍ー

㻔䠂㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰ࢆཧ↷ 
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㸱㸬所ᒓ部ᒁู実利用者 1 ேᙜࡾࡓの年㛫ᖹᆒ利用㛫 

 
      
 
 
 
 

㻜 1㻜 㻞㻜 㻟㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

㧗➼ྖἲ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科

⌮Ꮫ㒊ᩘᏛ科

⌮Ꮫ㒊≀⌮Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊Ꮫ科

⌮Ꮫ㒊⏕≀科Ꮫ科

ᕤᏛ研究科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⮬↛科Ꮫ科

ᕤᏛ㒊ᛂ用⌮ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ情報ᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊⎔ቃ・䜶䝛ル䜼ーᕤᏛ科

ᕤᏛ㒊ᆅ⌫⥲ྜᕤᏛ科

ᇶ♏ᕤᏛ研究科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊㟁Ꮚ≀⌮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊Ꮫᛂ用科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊䝅ス䝔䝮科Ꮫ科

ᇶ♏ᕤᏛ㒊情報科Ꮫ科

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

ṑᏛ㒊ṑ科ᢏᕤ士Ꮫᰯ

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

⏕ᶵ⬟研究科

㐃ྜᑠඣ発㐩Ꮫ研究科

国際教育ὶ䝉䞁䝍ー

㻔㛫㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯、㸰ࢆཧ↷ 

― 184 ―



 
 

㸲㸬実利用者総利用㛫(᭶ẖ) 

 
 

 
 

㻜 㻡㻜㻜 1㻘㻜㻜㻜 1㻘㻡㻜㻜 㻞㻘㻜㻜㻜

㻠᭶

㻡᭶

㻢᭶

㻣᭶

㻤᭶

㻥᭶

1㻜᭶

11᭶

1㻞᭶

1᭶

㻞᭶

㻟᭶

㻔㛫㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

ᚋ㏙の共通ὀ㔘㸯ࢆཧ↷ 

年㛫総利用㛫 2021 年度 10,106 㛫、2022 年度 8,433 㛫 
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㸳㸬教室・分ᩓ端ᮎ室ู 1 日 1 ྎᙜࡾࡓのᖹᆒ利用㛫 

 
 
 
 

㻜㻚㻜㻜 㻜㻚㻞㻡 㻜㻚㻡㻜

&$//➨1-$教ᐊ

（3/6�d）

&$//➨1-%教ᐊ

（3/6�e）

&$//➨2教ᐊ

3/6�a

&$//➨3教ᐊ

3/6�c

㻔㛫㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ 㻯㻭㻸㻸

㻞㻜㻞㻞年ᗘ 㻯㻭㻸㻸

㻞㻜㻞㻞年ᗘ 㻼㻸㻿

ンターࢭーメディアࣂイࢧ

㇏୰教育研究Ჷ
⥲利用

㛫

タ⨨

ྎᩘ

利用

᪥ᩘ

㻞㻘㻥㻢㻥 㻢㻠 㻞㻟1

1㻘㻢㻤㻜 㻢㻠 㻤㻥

㻙 㻙 㻙

1㻘1㻡㻤 㻟㻢 㻞㻟1

㻣㻥㻢 㻟㻢 㻤㻥

㻙 㻙 㻙

㻠㻘㻠㻥1 㻢㻜 㻞㻟1

㻞㻘㻞㻤㻢 㻢㻜 㻤㻥

㻞㻘㻟㻠㻟 㻢㻜 11㻞

1㻘㻠㻤㻤 㻢㻜 㻞㻟1

1㻘㻡㻣1 㻢㻜 㻤㻥

1㻘㻜㻤㻡 㻢㻜 11㻞

共通ὀ㔘 
㸯：CALL システムࡣ 2022 年 8 ᭶࡛ࡲの使用2022、ࡾ࡞ 年 10 ᭶ࡽ PLS システム 

ῶᑡ（CALL：220ࡀ端ᮎᩘ、ࡋ⾜⛣ ྎ、PLS：120  ࠋࡓࡋ（ྎ
2022、࠾࡞ 年の実績ࡣ CALL  PLS システムの合算್2022、ࡾ࡞ 年 9 ᭶ࡣシステム 

᭦᪂క࠺⛣⾜ᮇࡁࡘ、使用実績ࠋ࠸࡞ࡣ 
㸰：学生利用のࡳ集計ࡾ࠾࡚ࡋ、学生ᩘࡣ 2022 年 5 ᭶ 1 日⌧ᅾのᅾ⡠者ᩘࢆ基‽ࠋࡓࡋ 
㸱：⌮学研究科、ᕤ学研究科、基♏ᕤ学研究科ࡣ、学部学生ࢆ学科ẖ集計ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
㸲：་学⣔研究科(་学部)ࡣ、ಖ学ᑓᨷ(ಖ学科)ูࢆ集計ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・総利用㛫ྛࢆ部ᒇのタ⨨ྎᩘ利用日ᩘ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡗ 
・PLS+d、PLS+e、PLS+b（ᪧ CALL ➨ 4 教室）ࡣ、iPad ࡛のサーࣅスࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋࢆ、 

⤫計ྲྀᚓᑐ㇟እࡾ࠾࡚ࡗ࡞、PLS+d  PLS+e ࡣ 2022 年のデータࡃ࡞ࡣ、 
  PLS+b（ᪧ CALL ➨ 4 教室）ࡣ 2021 年 2022 年ࡶデータࠋ࠸࡞ࡣ 
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㝈

㝵
教
ᐊ

᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

ே・文䚷1年 እ䚷1年 ⌮ᕤ（↛・ᆅ・⎔）䚷1年
ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ） ロ䝅䜰ㄒ㻢 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜）

๓䚷ᬛ⨾ ⸨ᕝ䚷ᩄᏹ 䠠䠊䝬䝺ー
་・ṑ・⸆䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） 䝝䞁䜺䝸ーㄒ1 トル䝁ㄒ㻞
㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー Ụཱྀ䚷ΎᏊ 㻭㼗㼎㼍㼥㻘 㻻㼗㼍㼚 㻴㼍㼘㼡㼗

ᕤ（⌮・㟁）䚷1年 እ䚷1年
⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） 䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻠

ᑠཱྀ䚷一㑻 䝁䞂䜯ー䝏䚷䝺䝘ー䝍
ᕤ（⌮・㟁）䚷1年 እ䚷1年 ⌮・ᕤ（↛・ᆅ・⎔）䚷1年 ་（་）・⸆・ᇶ䚷㻞年

⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） 䝣ラ䞁スㄒ㻡 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜）

ఀ⸨䚷Ꮥ ᒸ⏣䚷 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー
་（་）・⸆・ᇶ䚷㻞年

⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

⛙䚷䛛䛚䜚
⌮䚷1年 ᕤ（↛・ᆅ・⎔） 1年 ᇶ䚷1年 ་・ṑ・⸆䚷1年

ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ） ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ）
๓䚷ᬛ⨾ ᒾᒃ䚷ᘯᶞ 䠠䠊䝬䝺ー ᒾᒃ䚷ᘯᶞ

እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年
䝧ト䝘䝮ㄒ㻞 䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻡 䝕䞁䝬ークㄒ1 トル䝁ㄒ㻠 ロ䝅䜰ㄒ1㻔㻮㻕
ΎỈ䚷ᨻ᫂ 䝁䞂䜯ー䝏䚷䝺䝘ー䝍 ⏣㑓䚷Ḣ 㻭㼗㼎㼍㼥㻘 㻻㼗㼍㼚 㻴㼍㼘㼡㼗 ୖཎ䚷㡰一

እ䚷1年 文・⌮（ᩘ・≀）䚷㻞年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年
䝣䜱䝸䝢䞁ㄒ㻞 ⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） ⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟）

䝣䝸ー䝎䚷ル䜲䝈 ↷䚷㞞Ꮚ Ώ㑓䚷ඞ
文・⌮（ᩘ・≀）䚷㻞年 Ꮫ㒊䚷1年 ᇶ䚷1年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） Ꮫၥ䜈のᡬ（䝕䝄䜲䞁ᛮ⪃に䜘る情報➃ᮎの䝴䝙䝞ーサル䝕䝄䜲䞁䜢⪃䛘る） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） ⥲ྜⱥㄒ（㻯㼛㼚㼠㼑㼚㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー ➉ᮧ䚷㞝 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー
་・⸆・ᇶ（㟁・・情）䚷1年 ே文Ꮫ研究科ゝㄒ文Ꮫᑓᨷ እ䚷1年 እ䚷1年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔） ⩻ヂ研究䠝 䝣䜱䝸䝢䞁ㄒ㻡 䝍䜲ㄒ㻠 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

୕ᮌ䚷カᏊ ᮧୖス䝭ス・䜰䞁ド䝸䝳ー ▮ඖ䚷㈗⨾ 䝢ウ䝫ー䝏䝱䜲䚷䝟ーサ䝫䞁 ⛙䚷䛛䛚䜚
እ䚷1年

ロ䝅䜰ㄒ1㻔㻭㻕
ୖཎ䚷㡰一

እ䚷1年
䜲䞁ド䝛䝅䜰ㄒ㻡

Ⳣཎ䚷⏤⨾
⤒䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟）

↷䚷㞞Ꮚ

እ䚷1年
䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻞

ᒸᮏ䚷┿⌮
እ䚷1年 Ꮫ年 እ䚷1年

䝠䞁䝕䜱ーㄒ1 䜸䞁ラ䜲䞁䝸䝋ース䜢活用し䛯㻸㻞Ꮫ⩦ 䝠䞁䝕䜱ーㄒ㻞
㛗ᓮ䚷ᗈᏊ 㨶ᓮ䚷Ꮚ ᯇᮌᅬ䚷ஂᏊ

እ䚷1年
䝍䜲ㄒ㻡

ラ䝑䝍䝘䝉䝸ーウ䜷䞁䚷䝉䞁䝔䜱䜰䞁

እ䚷1年
ビル䝬ㄒ㻟
ሯ䚷⾜ㄔ

እ䚷1年 ே䚷㻞年
䝍䜲ㄒ1 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜）

ᮧୖ䚷ᛅⰋ 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー
እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年

䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻟 䝍䜲ㄒ㻞 䝣䜱䝸䝢䞁ㄒ㻟
ᒸᮏ䚷┿⌮ 䝢ウ䝫ー䝏䝱䜲䚷䝟ーサ䝫䞁 ᐑཎ䚷᭐
Ꮫ㒊䚷1年
䜲ラ䞁Ꮫධ㛛

➉ཎ䚷᪂
Ꮫ㒊

特別እ国ㄒ₇⩦（䝍䜲ㄒ）
ラ䝑䝍䝘䝉䝸ーウ䜷䞁䚷䝉䞁䝔䜱䜰䞁

Ꮫ㒊
特別እ国ㄒ₇⩦（トル䝁ㄒ）㻵

⸨ᐙ䚷ὒ
እ䚷1年

ロ䝅䜰ㄒ㻠
䝫ド䝸ス䜹䝲

Ꮫ㒊
Ꮫၥ䜈のᡬ（䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁の䜶ス䝜䜾ラ䝣䜱ーධ㛛）

ᐑཎ䚷᭐

 （➃ᮎᩘに䛿教ᖌ用➃ᮎ䜢ྵ䜏䜎䛫䜣）

䠐
㝈
目

䠏
㝈
目

䠎
㝈
目

㻠
㝵

䠎䠌䠎䠏年ᗘ䚷・ኟ Ꮫᮇ䚷㻼㻸㻿䚷用ィ⏬表

䠍
㝈
目

㻠
㝵

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑

㼍

・授ᴗ㛫䚷1㝈 㻤㻦㻡㻜䡚1㻜㻦㻞㻜 䚸㻞㝈 1㻜㻦㻟㻜䡚1㻞㻦㻜㻜䚸 㻟㝈 1㻟㻦㻟㻜䡚1㻡㻦㻜㻜 䚸㻠㝈 1㻡㻦1㻜䡚1㻢㻦㻠㻜䚸 㻡㝈 1㻢㻦㻡㻜䡚1㻤㻦㻞㻜

・➃ᮎᩘ䚷 㼍（ᪧ➨㻞）教ᐊ 㻔㻹㼍㼏 㻢㻜ྎ㻕䚸㼎（ᪧ➨㻠）教ᐊ（㼕㻼㼍㼐 㻟㻜ྎ）䚸㼏（ᪧ➨㻟）教ᐊ㻔㻹㼍㼏 㻢㻜ྎ）䚸㼐（ᪧ➨1㻙㻭）教ᐊ（㼕㻼㼍㼐 㻢㻜ྎ）䚸㼑（ᪧ➨1㻙㻮）教ᐊ（㼕㻼㼍㼐 㻟㻡ྎ）

䠑
㝈
目

㻠
㝵

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼎

㼏

㻠
㝵

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑

㻟
㝵

㼐

㼑

㼑

㻠
㝵

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑
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㝈

㝵
教
ᐊ

᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

ே・文䚷1年 እ䚷1年 ⌮ᕤ（↛・ᆅ・⎔）䚷1年
ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ） ロ䝅䜰ㄒ㻢 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜）

๓䚷ᬛ⨾ 㧗ᓥ䚷ᑦ⏕ 䠠䠊䝬䝺ー
እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年 ᇶ䚷㻞年

䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻠 䝝䞁䜺䝸ーㄒ1 トル䝁ㄒ㻞 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

䝁䞂䜯ー䝏䚷䝺䝘ー䝍 Ụཱྀ䚷ΎᏊ 㻭㼗㼎㼍㼥㻘 㻻㼗㼍㼚 㻴㼍㼘㼡㼗 ⛙䚷䛛䛚䜚
文・⌮（ᩘ・≀）䚷㻞年 ་・ṑ・⸆䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） ⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟）

ᑠཱྀ䚷一㑻 ᒸ⏣䚷ᝆభ
文・⌮（ᩘ・≀）䚷㻞年 እ䚷1年 文䚷㻞年

⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） 䝣ラ䞁スㄒ㻡 ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ）
ఀ⸨䚷Ꮥ ᒸ⏣䚷 ᑠᕝ䚷ᩔ

་・ṑ・⸆䚷1年 ⌮・ᕤ（↛・ᆅ・⎔）䚷1年 ᇶ䚷㻞年
⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜）

㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー
⌮䚷㻞年 ᕤ（↛・ᆅ・⎔）䚷1年 ᇶ䚷1年 ་・ṑ・⸆䚷1年

ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ） ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） ᆅᇦゝㄒ文₇⩦（ド䜲䝒ㄒ）
๓䚷ᬛ⨾ ᒾᒃ䚷ᘯᶞ 䠠䠊䝬䝺ー ᒾᒃ䚷ᘯᶞ

እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年 እ䚷1年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年
䝧ト䝘䝮ㄒ㻞 䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻡 䝕䞁䝬ークㄒ1 トル䝁ㄒ㻠 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

ΎỈ䚷ᨻ᫂ 䝁䞂䜯ー䝏䚷䝺䝘ー䝍 ⏣㑓䚷Ḣ 㻭㼗㼎㼍㼥㻘 㻻㼗㼍㼚 㻴㼍㼘㼡㼗 ⛙䚷䛛䛚䜚
እ䚷1年 ᕤ（⌮・㟁）䚷1年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年

䝣䜱䝸䝢䞁ㄒ㻞 ⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

䝣䝸ー䝎䚷ル䜲䝈 ᒸ⏣䚷ᝆభ ᒸ⏣䚷ᝆభ
་・ṑ・ᇶ（・䝅ス・情）䚷1年 ᕤ（⌮・㟁）䚷1年 Ꮫ㒊䚷1年 እ䚷1年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） ⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟） Ꮫၥ䜈のᡬ（䝕䝄䜲䞁ᛮ⪃に䜘る情報➃ᮎの䝴䝙䝞ーサル䝕䝄䜲䞁䜢⪃䛘る） 䝍䜲ㄒ㻠 ⥲ྜⱥㄒ（㻸㼕㼎㼑㼞㼍㼘 㻭㼞㼠㼟 㻒 㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㼟）

ᑠᮡ䚷ୡ ↷䚷㞞Ꮚ ➉ᮧ䚷㞝 䝢ウ䝫ー䝏䝱䜲䚷䝟ーサ䝫䞁 Ώ㑓䚷ඞ
་・ṑ・ᇶ（・䝅ス・情）䚷1年 ᕤ（⌮・㟁）䚷1年 እ䚷1年 ⌮・ᕤ（⌮・㟁）䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔） ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） 䝣䜱䝸䝢䞁ㄒ㻡 ⥲ྜⱥㄒ（㻯㼛㼚㼠㼑㼚㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

୕ᮌ䚷カᏊ 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー ▮ඖ䚷㈗⨾ 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー
እ䚷1年

ロ䝅䜰ㄒ1㻔㻭㻕
ୖཎ䚷㡰一

እ䚷1年
䜲䞁ド䝛䝅䜰ㄒ㻡

Ⳣཎ䚷⏤⨾
ே・文・ἲ䚷1年

⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

ᒸ⏣䚷ᝆభ
文䚷㻞年

ⱥㄒ㑅ᢥ
↷䚷㞞Ꮚ

እ䚷1年 ே・文・ἲ䚷1年
䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻞 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜）

ᒸᮏ䚷┿⌮ 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー
እ䚷1年 እ䚷1年

䝠䞁䝕䜱ーㄒ1 䝠䞁䝕䜱ーㄒ㻞
㛗ᓮ䚷ᗈᏊ ᯇᮌᅬ䚷ஂᏊ

እ䚷1年
䝍䜲ㄒ㻡

ラ䝑䝍䝘䝉䝸ーウ䜷䞁䚷䝉䞁䝔䜱䜰䞁

እ䚷1年 ே・文䚷1年 ⤒䚷1年
ビル䝬ㄒ㻟 ⱥㄒ㑅ᢥ ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔）

ሯ䚷⾜ㄔ ᒸ⏣䚷ᝆభ ᒸ⏣䚷ᝆభ
እ䚷1年 እ䚷1年
䝍䜲ㄒ1 䝍䜲ㄒ㻞

ᮧୖ䚷ᛅⰋ 䝢ウ䝫ー䝏䝱䜲䚷䝟ーサ䝫䞁
እ䚷1年 ⤒䚷㻞年 እ䚷1年

䝝䞁䜺䝸ーㄒ㻟 ⥲ྜⱥㄒ（㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑 㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜） 䝣䜱䝸䝢䞁ㄒ㻟
ᒸᮏ䚷┿⌮ 㻰䠊䝄ー䝪ルス䜹ー ᐑཎ䚷᭐
Ꮫ㒊䚷1年

特別እ国ㄒ₇⩦（䝠䞁䝕䜱ーㄒ）䊠

㛗ᓮ䚷ᗈᏊ

እ䚷1年
ロ䝅䜰ㄒ㻠

䝫ド䝸ス䜹䝲

（➃ᮎᩘに䛿教ᖌ用➃ᮎ䜢ྵ䜏䜎䛫䜣）

・授ᴗ㛫䚷1㝈 㻤㻦㻡㻜䡚1㻜㻦㻞㻜 䚸㻞㝈 1㻜㻦㻟㻜䡚1㻞㻦㻜㻜䚸 㻟㝈 1㻟㻦㻟㻜䡚1㻡㻦㻜㻜 䚸㻠㝈 1㻡㻦1㻜䡚1㻢㻦㻠㻜䚸 㻡㝈 1㻢㻦㻡㻜䡚1㻤㻦㻞㻜

・➃ᮎᩘ䚷 㼍（ᪧ➨㻞）教ᐊ 㻔㻹㼍㼏 㻢㻜ྎ㻕䚸㼎（ᪧ➨㻠）教ᐊ（㼕㻼㼍㼐 㻟㻜ྎ）䚸㼏（ᪧ➨㻟）教ᐊ㻔㻹㼍㼏 㻢㻜ྎ）䚸㼐（ᪧ➨1㻙㻭）教ᐊ（㼕㻼㼍㼐 㻢㻜ྎ）䚸㼑（ᪧ➨1㻙㻮）教ᐊ（㼕㻼㼍㼐 㻟㻡ྎ）

㻠
㝵

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑

㼐

㼑

㻠
㝵

㼍

㼎
㻠
㝵

䠐
㝈
目

㼍

䠑
㝈
目

㻠
㝵

䠏
㝈
目

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑

䠎䠌䠎䠏年ᗘ䚷⛅・ Ꮫᮇ䚷㻼㻸㻿䚷用ィ⏬表

䠍
㝈
目

䠎
㝈
目

㻠
㝵

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵

㼐

㼑

㼍

㼎

㼏

㻟
㝵
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㸯㸬所ᒓ部ᒁู実利用者ᩘ

����年度箕面教育システム利用状況
（๓年度ẚ㍑）

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᐇ利用者ᩘ 㻞㻜㻞1年ᗘ䚷1㻘㻟㻡㻣ே
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻞㻜㻞㻞年ᗘ䚷1㻘㻟㻣㻣ே

ὀ� ： ་学⣔研究科（་学部）ࡣ࡚࠸ࡘ、ಖ学ᑓᨷ（ಖ学科）ูࢆ集計ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ
ὀ� ： 学生の利用࡚࠸ࡘのࡳ集計ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

㻜 㻞㻜㻜 㻠㻜㻜 㻢㻜㻜 㻤㻜㻜 1㻜㻜㻜 1㻞㻜㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

ே文Ꮫ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科㻔⌮Ꮫ㒊㻕

ᕤᏛ研究科㻔ᕤᏛ㒊㻕

ᇶ♏ᕤᏛ研究科㻔ᇶ♏ᕤᏛ㒊㻕

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

᪥ᮏㄒ᪥ᮏ文教育䝉䞁䝍ー

䛭の

㻔ே）

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ
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㸰㸬所ᒓ部ᒁูᅾ⡠者ᑐࡿࡍ実利用者の合

         

ὀ：学生ᩘࡣ࡚࠸ࡘ、�᭶�日のᅾ⡠者ᩘࢆẕᩘࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

㸱㸬所ᒓ部ᒁู実利用者㸯ேࡾࡓ࠶の年㛫ᖹᆒ利用㛫

㻜 1㻜 㻞㻜 㻟㻜 㻠㻜 㻡㻜 㻢㻜 㻣㻜 㻤㻜 㻥㻜 1㻜㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

ே文Ꮫ研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科㻔⌮Ꮫ㒊㻕

ᕤᏛ研究科㻔ᕤᏛ㒊㻕

ᇶ♏ᕤᏛ研究科㻔ᇶ♏ᕤᏛ㒊㻕

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

᪥ᮏㄒ᪥ᮏ文教育䝉䞁䝍ー

䛭の

㻔㻑㻕

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻜 㻞 㻠 㻢 㻤 1㻜 1㻞 1㻠 1㻢 1㻤 㻞㻜

文Ꮫ研究科㻔文Ꮫ㒊㻕

ἲᏛ研究科㻔ἲᏛ㒊㻕

⤒῭Ꮫ研究科㻔⤒῭Ꮫ㒊㻕

ゝㄒ文研究科

ே文Ꮫ研究科

国際බඹᨻ⟇研究科

እ国ㄒᏛ㒊

ே㛫科Ꮫ研究科㻔ே㛫科Ꮫ㒊㻕

⌮Ꮫ研究科㻔⌮Ꮫ㒊㻕

ᕤᏛ研究科㻔ᕤᏛ㒊㻕

ᇶ♏ᕤᏛ研究科㻔ᇶ♏ᕤᏛ㒊㻕

情報科Ꮫ研究科

་Ꮫ⣔研究科㻔་Ꮫ㒊㻕

ಖᏛᑓᨷ㻔ಖᏛ科㻕

ṑᏛ研究科㻔ṑᏛ㒊㻕

⸆Ꮫ研究科㻔⸆Ꮫ㒊㻕

᪥ᮏㄒ᪥ᮏ文教育䝉䞁䝍ー

（㛫）

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ
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㸲㸬᭶ู実利用者総利用㛫

㸳㸬教室ู㸯日㸯ྎࡾࡓ࠶のᖹᆒ利用㛫

ὀ： ⥲利用㛫䜢ྛ教ᐊのタ⨨ྎᩘ䛸利用᪥ᩘ䛷䛳䛶䛔䜎す䚹

㻢㻜

1㻘㻤㻟㻢 㻞㻡 1㻢㻤

㻞1㻞

⥲利用
䚷 㛫

タ⨨
ྎᩘ

利用
᪥ᩘ

㻣㻥㻣 㻞㻡 1㻢㻢

㻢㻘㻢㻞1 㻢㻜 㻞㻜㻤

ὀ�：年㛫総利用㛫ࡣ、�����㛫（����年度）、�����㛫（����年度）࡛ࠋࡍ

⥲利用
䚷 㛫

タ⨨
ྎᩘ

利用
᪥ᩘ

ὀ�：����年�᭶��日ࡽ�᭶��日࡛ࡲ機ჾ᭦᪂のࡵࡓ����年度の�᭶分のデータࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ

㻡㻘㻥㻢㻞

㻜㻚㻜 㻜㻚1 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 㻜㻚㻡 㻜㻚㻢

እ国ㄒᏛ研究ㅮ⩏Ჷ

ク䝸䜶䜲䝔䜱䝤䝽ーク䝅䝵䝑プ㻞

እ国ㄒᏛ研究ㅮ⩏Ჷ

ク䝸䜶䜲䝔䜱䝤䝽ーク䝅䝵䝑プ1

（㛫）

㻜 㻞㻜㻜 㻠㻜㻜 㻢㻜㻜 㻤㻜㻜 1㻜㻜㻜 1㻞㻜㻜 1㻠㻜㻜 1㻢㻜㻜

㻠᭶

㻡᭶

㻢᭶

㻣᭶

㻤᭶

㻥᭶

1㻜᭶

11᭶

1㻞᭶

1᭶

㻞᭶

㻟᭶

㻞㻜㻞1年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年ᗘ

㻞㻜㻞㻞年度
㻞㻜㻞1年ᗘ
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㻞㻜㻞㻞ᖺᗘ㟁Ꮚᅗ᭩㤋䝅䝇䝔䝮⏝≧ἣ

ⶶ᭩᳨⣴䝃䞊䝡䝇⏝≧ἣ

䞉㻝㻥㻤㻤ᖺ㻥᭶㻝㻥᪥䛛䜙㐠⏝㛤ጞ䚹
䞉㻞㻜㻞㻞ᖺ㻝㻜᭶䛛䜙⌧⾜䝅䝇䝔䝮（㟁Ꮚ䝆䝱䞊䝘䝹䞉㟁Ꮚ䝤䝑䜽➼䜒᳨⣴ྍ⬟）䚹

䝸䝰䞊䝖䜰䜽䝉䝇䞉䝃䞊䝡䝇⏝≧ἣ

䞉㻞㻜㻝㻝ᖺ㻥᭶㻞㻤᪥䛛䜙䚸Ꮫእ䛛䜙䛾㟁Ꮚ䝆䝱䞊䝘䝹䞉䝕䞊䝍䝧䞊䝇䞉㟁Ꮚ䝤䝑䜽⏝ᡭẁ䜢ᥦ౪䛩䜛䝃䞊䝡䝇䛸䛧䛶ᥦ౪㛤ጞ䚹
䞉㻞㻜㻞㻞ᖺ㻝㻜᭶䛛䜙㻱㼆㼜㼞㼛㼤㼥䛿䜸䞁䝥䝺䝭䝇∧䛛䜙䜽䝷䜴䝗∧䛻⛣⾜䛧䛯䚹

䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰➃ᮎ⏝≧ἣ（㈚ฟᅇᩘ）

䞉㻞㻜㻜㻝ᖺ㻥᭶䛛䜙㐠⏝㛤ጞ䚹⥲ྜᅗ᭩㤋 㻞㻤ྎ䚸⏕⛉Ꮫᅗ᭩㤋 㻝㻟ྎ䚸⌮ᕤᏛᅗ᭩㤋 㻥ྎ䚸እᅜᏛᅗ᭩㤋 㻝㻞ྎタ⨨（㻞㻜㻝㻞ᖺ㻝㻜᭶䡚）䚹
䞉㻞㻜㻝㻣ᖺ㻥᭶㻝㻥᪥䛛䜙䚸㈚ฟ䝜䞊䝖㻼㻯䛷䛾ሗᩍ⫱䝅䝇䝔䝮㼂㻰㻵⏝䜈ᵝኚ᭦䚹
䞉㻞㻜㻞㻞ᖺ㻝㻜᭶䛛䜙㐠⏝Ṇ䚹

㻜

㻡㻘㻜㻜㻜

1㻜㻘㻜㻜㻜

1㻡㻘㻜㻜㻜

㻞㻜㻘㻜㻜㻜

㻞㻡㻘㻜㻜㻜

㻟㻜㻘㻜㻜㻜

㻠᭶ 㻡᭶ 㻢᭶ 㻣᭶ 㻤᭶ 㻥᭶ 1㻜᭶ 11᭶ 1㻞᭶ 1᭶ 㻞᭶ 㻟᭶

㻱㼆㼜㼞㼛㼤㼥ロ䜾䜲䞁ᩘ

（ཧ⪃）㻱㼆㼜㼞㼛㼤㼥 㻗 Ꮫㄆ

㻜

㻡㻜㻘㻜㻜㻜

1㻜㻜㻘㻜㻜㻜

1㻡㻜㻘㻜㻜㻜

㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻞㻡㻜㻘㻜㻜㻜

㻟㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻟㻡㻜㻘㻜㻜㻜

㻠㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻠㻡㻜㻘㻜㻜㻜

㻠᭶ 㻡᭶ 㻢᭶ 㻣᭶ 㻤᭶ 㻥᭶ 1㻜᭶ 11᭶ 1㻞᭶ 1᭶ 㻞᭶ 㻟᭶

ⶶ᭩᳨⣴ᅇᩘ

䈜㻞㻜㻞㻞ᖺᗘ䛿㻝㻜᭶䜎䛷䛿᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁᣑ㜵Ṇ䛾䛯䜑䚸䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰➃ᮎ䛾㈚ฟ䝃䞊䝡䝇䜢ఇṆ䛧䛯䚹

㻝㻜᭶䛛䜙䛿ሗᩍ⫱䝅䝇䝔䝮䛾䝅䝇䝔䝮᭦᪂䛻䜘䜚䚸➃ᮎ䛾㐠⏝䛜Ṇ䛸䛺䛳䛯䚹
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会議関係 大規模計算機システム利用講習会

4᭶23日 ᐃ教授会 5᭶23日 コン（22ྡ）ࣃのス࡚ࡵึ

5᭶28日 ᐃ教授会 5᭶30日 スࣃコン通ࡿࡌ୪ิプロࢢラミンࢢの基♏（35ྡ）

5᭶29日 ➨35ᅇ全国共同利用情報基盤センター㛗会議 6᭶1日 OpenMPධ門（12ྡ）

6᭶25日 ᐃ教授会 6᭶16日 ୪ิプロࢢラミンࢢධ門（OpenMP/MPI）（13ྡ）

7᭶9日 ➨32ᅇ学㝿大規模情報基盤共同利用・共同研究ᣐⅬ 6᭶22日 スーࣃーコンピュータ バッࢳシステムධ門 / 応用（6ྡ）

運営委員会 6᭶23日 ONIONά用講習会（8ྡ）

7᭶16日 ᐃ教授会 6᭶27日 SX-Aurora TSUBASA 高㏿ᢏἲの基♏（4ྡ）

9᭶17日 ➨14ᅇクラ࢘ドコンピューティンࢢ研究会 7᭶22日 ỗ用CPUࣀード 高㏿ᢏἲの基♏（Intelコンࣃイラ）（23ྡ）

9᭶17日 ➨31ᅇㄆド研究会 8᭶29日 スࣃコン通ࡿࡌ୪ิプロࢢラミンࢢの基♏（12ྡ）

9᭶18日 ➨83ᅇコンピュータ・ネットワーク研究会 8᭶30日 GPUプロࢢラミンࢢධ門（OpenACC）（9ྡ）

9᭶24日 ᐃ教授会 9᭶7日 コン（26ྡ）ࣃのス࡚ࡵึ

10᭶22日 ᐃ教授会 9᭶22日 SX-Aurora TSUBASA 高㏿ᢏἲの基♏（3ྡ）

10᭶29日 ➨36ᅇ全国共同利用情報基盤センター㛗会議 10᭶4日 ỗ用CPUࣀード 高㏿ᢏἲの基♏（Intelコンࣃイラ）（0ྡ）

10᭶29日 ➨33ᅇ学㝿大規模情報基盤共同利用・共同研究ᣐⅬ 10᭶12日 ୪ิプロࢢラミンࢢධ門（OpenMP/MPI）（2ྡ）

運営委員会 10᭶19日 スーࣃーコンピュータ バッࢳシステムධ門 / 応用（12ྡ）

11᭶26日 ᐃ教授会 12᭶5日 GPUプロࢢラミンࢢධ門（OpenACC）（9ྡ）

12᭶4日 ௧和2年度ࠉ国❧大学共同利用・共同研究ᣐⅬ 12᭶8日 GPUプロࢢラミンࢢ実㊶（OpenACC）（4ྡ）

協議会総会 1᭶26日 コンテࢼධ門（10ྡ）

12᭶24日 ᐃ教授会 3᭶17日 ONION-objectධ門（2ྡ）

➨35ᅇサイバーメディアセンター全国共同利用

運営委員会 䝉䞁䝍䞊᮶ゼ⪅

1᭶28日 ᐃ教授会 （,7コアᲷ見学）

2᭶8日 ➨34ᅇ学㝿大規模情報基盤共同利用・共同研究ᣐⅬ 8᭶4日 ⌮学研究所

運営委員会 8᭶26日 国❧情報学研究所

2᭶25日 ᐃ教授会

3᭶25日 ᐃ教授会

㻞㻜㻞㻞年ᗘ会議関ಀ➼᪥ㄅ
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4᭶26日 ChemBioOffice（ChemDraw）講習会（࢜ンライン：80ྡ）

4᭶26日 ChemBioOffice（Signal Notebook）講習会（࢜ンライン：40ྡ）

9᭶26日 ᪂言語教育システムの⤂、᪂端ᮎ・AV機ჾ᧯作య験（㇏୰：5ྡ）

9᭶27日 ᪂情報教育システム講習会（㇏୰：11ྡ）

9᭶29日 ᪂情報教育システム講習会（㇏୰：5ྡ）

9᭶30日 大阪大学ᢏ⾡⫋員研ಟ（㇏୰：21ྡ）

10᭶4日 Turnitin講習会（࢜ンライン：7ྡ）

10᭶21日 Maple講習会（㇏୰・࢜ンライン：12ྡ）

10᭶28日 SignalsNotebook講習会（࢜ンライン：108ྡ）

11᭶7日 高ὠ高ᰯ見学（㇏୰：8ྡ）

11᭶17日 Mathematica講習会（࢜ンライン：12ྡ）

12᭶22日 情報♫会基♏・情報科学基♏教員ྥࡅ説明会（㇏୰：20ྡ）

㏻ᖺ ンド型CLE講習会（ධ門⦅）（66ྡ）࣐ンデ࢜

㏻ᖺ ンド型CLE講習会（応用⦅）（48ྡ）࣐ンデ࢜

㏻ᖺ ンド型メディア授業講習会（33ྡ）࣐ンデ࢜

3᭶30日  CALL講習会 （๓ᮇ） （㇏୰：8ྡ）

5᭶5日 䛔䛱䜗䛖⚍（䜸䞁䝷䜲䞁䠖9ྡ）

9᭶10日、10᭶16日、11᭶20日、12᭶11日  ᕷẸ講ᗙ（࢜ンライン：50ྡ）

9᭶26日、9᭶28日 PLSㅮ⩦（ᚋᮇ）（㇏୰䠖5ྡ）

情報教育関ಀㅮ⩦会・ㄝ᫂会・ぢᏛ会➼

㻼㻸㻿関ಀㅮ⩦会・研究会・ぢᏛ会➼
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・つ⛬関係 

 

大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンターつ⛬ 

 
➨㸯᮲ ࡇの規程ࡣ、大阪大学サイバーメディアセンター（௨

ୗࠕセンターࠖࡿࡅ࠾（ࠋ࠺࠸ᚲせ࡞㡯ࢆᐃࠋࡿࡵ 

➨㸰᮲ センターࡣ、全国共同利用タ࡚ࡋ、情報ฎ⌮ᢏ⾡

基盤のᩚഛ、ᥦ౪ཬࡧ研究開Ⓨ、情報基盤支ࡓࢀࡽ࠼高度࡞

教育の実㊶୪ࡧ▱ⓗ㈨※の電子ⓗ⟶⌮ཬࡧᥦ౪ࡇ࠺⾜ࢆ、

全学ⓗ࡞支援࡚ࡋ、ᮏ学の情報基盤のᩚഛ、情報の推進ཬ

教࡞先進ⓗ࡚ࡋά用ࢆࡽࢀࡑ、ࡾ図ࢆスの高度ࣅ情報サーࡧ

育ά動ࢆ推進ࡇࡿࡍ୪ࡧ高度情報♫会ࢆ支ࡿ࠼基盤研

究ࢆࡇ࠺⾜ࢆ目ⓗࠋࡿࡍ 

➨㸱᮲ ๓᮲の目ⓗࢆ㐩成ࡵࡓࡿࡍ、センター次の研究部門

 ࠋࡃ⨨ࢆ

情報メディア教育研究部門 

言語教育支援研究部門 

大規模計算科学研究部門 

コンピュータ実験科学研究部門 

サイバーコミュニティ研究部門 

先端ネットワーク環境研究部門 

応用情報システム研究部門 

全学支援企画部門 

㸰 全学支援企画部門の教員ࡣ、情報推進ᮏ部ཪࡣ情報セ࢟ュ

ࣜティᮏ部所ᒓࡿࡍ教員 

 ࠋࡿ࡚࡚ࡗࡶࢆ 

➨㸲᮲ センターセンター㛗ࡁ⨨ࢆ、ᮏ学の教授࡚ࡗࡶࢆ

 ࠋࡿ࡚

㸰 センター㛗ࡣ、センターの⟶⌮運営ࠋ࠺⾜ࢆ 

㸱 センター㛗の௵ᮇࡣ、㸰年ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ、センター㛗ࡀ

㎡௵ࡋ⏦ࢆ出ࡓሙ合ཬࡧḞ員ࡓࡗ࡞ሙ合ࡿࡅ࠾ᚋ௵のセ

ンター㛗の௵ᮇࡣ、ᑵ௵ᚋ‶㸯年ࢆ⤒㐣ࡓࡋ┤ᚋの㸱᭶㸱㸯日

 ࠋࡿࡍ࡛ࡲ

㸲 センター㛗ࡣ、௵ࢆጉࠋ࠸࡞ࡆ 

➨㸳᮲ センターセンター㛗ࢆ⿵బࡵࡓࡿࡍ、センター㛗

࡚࡚ࡗࡶࢆව௵の教授ࡣセンターのᑓ௵ཪ、ࡁ⨨ⱝᖸྡࢆ

 ࠋࡿ

㸰 センター㛗のࡕ࠺㸯ྡࡣ、全学支援企画部門の教授ࡶࢆ

 ࠋࡿ࡚࡚ࡗ

㸱 センター㛗（๓㡯規ᐃࡿࡍ者ࢆ㝖ࠋࡃ）の௵ᮇࡣ、㸰

年ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ、௵ࢆጉࠋ࠸࡞ࡆ 

➨㸴᮲ センターの教育研究関ࡋ、ᚲせ࡞㡯ࢆᑂ議ࡓࡿࡍ

教授会ࠕサイバーメディアセンター教授会（௨ୗ、ࡵ （ࠋ࠺࠸ࠖ

 ࠋࡃ⨨ࢆ

㸰 教授会関ࡿࡍ規程ู、ࡣᐃࠋࡿࡵ 

➨㸵᮲ 全国共同利用タ࡚ࡋの運営の大⥘関࡚ࡋセンタ

ー㛗のㅎၥ応ࡶࡿࡌ、センターの研究ά動ཬࡧ運営全

サイバーメディ、ࡵࡓࡿ図ࢆ関係ㅖ機関の┦協ຊ࡚ࡋ関⯡

アセンター全国共同利用運営委員会（௨ୗࠕ委員会ࠖࠋ࠺࠸）

 ࠋࡃ⨨ࢆ

㸰 委員会関ࡿࡍ規程ู、ࡣᐃࠋࡿࡵ 

➨㸶᮲ センターのົࡣ、情報推進部࡛⾜ࠋ࠺ 

➨㸷᮲ ࡇの規程ᐃࡶࡿࡵのの、センター関ࡋᚲせ࡞

㡯ู、ࡣᐃࠋࡿࡵ 

 

㝃  ๎

㸯 ࡇの規程ࡣ、ᖹ成㸯㸰年㸲᭶㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 

㸰 次ᥖࡿࡆ規程ࡣ、ᗫṆࠋࡿࡍ 

��� 大阪大学大型計算機センター規程�和㸲㸲年㸳᭶㸰㸮日

制ᐃ� 

��� 大阪大学情報ฎ⌮教育センター規程�和㸳㸴年㸲᭶㸯㸳

日制ᐃ� 

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸶年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸳年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸵年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸵年㸶᭶㸱㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

㸯 ࡇのᨵṇࡣ、ᖹ成㸱㸮年㸷᭶㸰㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 

㸰 ࡇのᨵṇ⾜ᚋ᭱ึ௵ࡿࢀࡉセンター㛗の௵ᮇࡣ、ᨵ

ṇᚋの➨㸲᮲➨㸱㡯ᮏᩥの規ᐃࡎࡽࢃ、ᑵ௵ᚋ‶㸯年ࢆ

⤒㐣ࡓࡋ┤ᚋの㸱᭶㸱㸯日ࠋࡿࡍ࡛ࡲ 

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸱㸯年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸱㸯年㸳᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

 㝃  ๎ 

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽ௧和㸱年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

 

 
大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンター全国ඹྠ利用

運Ⴀጤဨ会つ⛬ 
 

➨㸯᮲ 大阪大学サイバーメディアセンター(௨ୗࠕセンターࠖ

ࡵᐃࢆの規程ࡇ、ࡁ基࡙規程➨㸶᮲➨㸰㡯の規ᐃ(ࠋ࠺࠸

 ࠋࡿ
➨㸰᮲ サイバーメディアセンター全国共同利用運営委員会(௨
ୗࠕ委員会ࠖࡣ(ࠋ࠺࠸、次のྛྕᥖࡿࡆ委員࡚ࡗࡶࢆ⤌

 ࠋࡿࡍ⧊
(1) センター㛗 
(2)  センター㛗 
(3) センターのᑓ௵教授ⱝᖸ  ྡ
(4) ࣞーࢨー科学研究所ཬࡧ᰾≀⌮研究センターࡽ㑅ࢀࡤ

教授ྛ1ࡓ  ྡ
(5) 学እの学㆑⤒験者ⱝᖸ  ྡ
 者ࡓࡵㄆᚲせࡀの委員会ࡑ (6)
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㸰 委員ࡣ、総㛗ࡀ委კࠋࡿࡍ 
㸱 ➨㸯㡯➨㸲ྕࡽ➨㸴ྕ࡛ࡲの委員の௵ᮇࡣ、㸰年ࠋࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ๓௵者のṧ௵ᮇ㛫、ࡣḞの委員の௵ᮇ⿵、ࡋࡔࡓ
㸲 ๓㡯の委員ࡣ、௵ࢆጉࠋ࠸࡞ࡆ 
➨㸱᮲ 委員会委員㛗ࡁ⨨ࢆ、センター㛗࡚ࡗࡶࢆ࡚ࠋࡿ 
㸰 委員㛗ࡣ、委員会ࢆᣍ集ࡑ、ࡋの議㛗ࠋࡿ࡞ 
㸱 委員㛗支㞀のࡵࡌࡽ࠶、ࡣࡁࡿ࠶センター㛗のᣦྡ

 ࠋࡿࡍ⾜௦ࢆົ⫋のࡑࡀセンター㛗ࡿࡍ
➨㸲᮲ 委員会ࡣ、委員の㐣༙ᩘの出ᖍ࡚ࡗࡶࢆ成❧ࠋࡿࡍ 
㸰 委員会の議ࡣ、出ᖍ者の㐣༙ᩘ࡚ࡗࡶࢆỴࡋ、ྍྰ同ᩘ

のࡣࡁ、議㛗のỴࠋࡿࡼࢁࡇࡿࡍ 
➨㸳᮲ 委員会ࡀᚲせㄆࡣࡁࡓࡵ、委員௨እの者ࢆ委員会

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉ出ᖍ
➨㸴᮲ 委員会関ࡿࡍົࡣ、情報推進部情報企画ㄢ࡛⾜ࠋ࠺ 
➨㸵᮲ ࡇの規程ᐃࡶࡿࡵのの、委員会の運営関ࡋᚲ

せ࡞㡯ࡣ、委員会の議ࢆ⤒࡚センター㛗ࡀᐃࠋࡿࡵ 
 

㝃  ๎
㸯 ࡇの規程ࡣ、ᖹ成㸯㸰年㸲᭶㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 
㸰 次ᥖࡿࡆ規程ࡣ、ᗫṆࠋࡿࡍ 

(1) 大阪大学大型計算機センター運営委員会規程(和㸲㸲

年㸳᭶㸰㸮日制ᐃ) 
(2) 大阪大学大型計算機センター協議員会規程(和㸲㸷年

㸳᭶㸯㸳日制ᐃ) 
(3) 大阪大学情報ฎ⌮教育センター運営委員会規程(和㸳

㸴年㸲᭶㸯㸳日制ᐃ) 
(4) 大阪大学サイバーメディアセンタータ⨨‽ഛ委員会規程

(ᖹ成㸯㸯年㸯㸯᭶㸰㸲日制ᐃ) 
(5) 大阪大学サイバーメディアセンタータ⨨‽ഛ委員会ᑓ門

委員会規程(ᖹ成㸯㸯年㸯㸯᭶㸱㸮日制ᐃ) 
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸰年㸶᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸰年㸯㸰᭶㸰㸮日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸵年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸶年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸯年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸱年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃 ๎（ᢒ） 

（⾜ᮇ日） 
㸯  ࡇのᨵṇࡣ、ᖹ成㸰㸲年㸲᭶㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 
（サイバーメディアセンター運営委員会の委員関ࡿࡍ⤒㐣ᥐ

⨨） 
㸰 ࡇのᨵṇ⾜の㝿⌧大阪大学サイバーメディアセンター

運営委員会規程 2 ᮲➨ 1 㡯➨ 3 ྕの大阪大学・㔠ἑ大学・

ᯇ་科大学㐃合ᑠඣⓎ㐩学研究科の委員࡛ࡿ࠶者ࡣ、大阪大

学・㔠ἑ大学・ᯇ་科大学・༓ⴥ大学・⚟大学㐃合ᑠඣ

Ⓨ㐩学研究科の委員࡚ࡋ委კࡶࡓࢀࡉのࡑ、ࡋ࡞ࡳの௵

ᮇࡣ、同᮲➨ 3 㡯ᮏᩥの規ᐃࡎࡽࢃ、ᙜヱ委員のṧ௵

ᮇ㛫ࠋࡿࡍ 
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸳年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸳年㸵᭶㸯㸵日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

㸯 ࡇのᨵṇࡣ、ᖹ成㸰㸷年㸳᭶㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 
㸰 ࡇのᨵṇ⾜の㝿⌧ᨵṇ๓の➨ 2 ᮲➨ 1 㡯➨ 4 ྕのࣞー

ᨵṇᚋの、ࡣ者ࡿ࠶ー学研究センターの委員࡛ࢠネル࢚ーࢨ

同ྕのࣞーࢨー科学研究所の委員࡚ࡋ委კࡶࡓࢀࡉのࡳ

➨同᮲、ࡣの௵ᮇࡑ、ࡋ࡞ 3 㡯の規ᐃࡎࡽࢃ、ᨵṇ๓

の委員のṧ௵ᮇ㛫ࠋࡿࡍ 

 

 
大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンター㧗ᛶ⬟ィ⟬
ᶵࢩステ࣒ጤဨ会内つ 
 

➨㸯᮲ サイバーメディアセンター高性能計算機システム委

員会（௨ୗࠕ委員会ࠖࠋ࠺࠸）ࠋࡃ⨨ࢆ 
➨㸰᮲ 委員会ࡣ、次のྛྕᥖࡿࡆ㡯࡚࠸ࡘᑂ議ࡑ、ࡋ

の企画等ᙜࠋࡿࡓ 

  (1)  高性能計算機システムのᵓ⠏関ࠋࡇࡿࡍ 

  (2)  高性能計算機システムの㈇ᢸ㔠関ࠋࡇࡿࡍ 
(3)  高性能計算機システムの利用ಁ進関ࠋࡇࡿࡍ 

 ࠋࡇࡿࡍ関の高性能計算機システムࡑ  (4)  
➨㸱᮲ 委員会ࡣ、次のྛྕᥖࡿࡆ委員ࠋࡿࡍ⧊⤌࡚ࡗࡶࢆ 

  (1) センターの教員ⱝᖸ  ྡ

  (2) センターの高性能計算機システムの運営関係ࡿࡍ部ᒁ 
の教員ⱝᖸ  ྡ

  (3) 学እの教員ⱝᖸ  ྡ
 者ࡓࡵㄆᚲせࡀの委員会ࡑ (4)  

㸰  委員ࡣ、センター㛗ࡀ委კࠋࡿࡍ 

㸱 ➨㸯㡯➨㸰ྕࡽ➨㸲ྕ࡛ࡲの委員の௵ᮇࡣ、㸰年ࡋ、

௵ࢆጉࡋࡔࡓࠋ࠸࡞ࡆ、⿵Ḟの委員の௵ᮇࡣ、๓௵者のṧ

௵ᮇ㛫ࠋࡿࡍ 
➨㸲᮲ 委員会委員㛗ࡁ⨨ࢆ、➨㸱᮲➨㸯㡯➨㸯ྕ委員の࠺

 ࠋࡿࡍ㑅出ࡽࡕ

㸰 委員㛗ࡣ、委員会ࢆᣍ集ࡑ、ࡋの議㛗ࠋࡿ࡞ 

㸱 委員㛗支㞀のࡵࡌࡽ࠶、ࡣࡁࡿ࠶委員㛗ࡀᣦྡࡓࡋ 

委員ࡑࡀの⫋ົࢆ௦⾜ࠋࡿࡍ 
➨㸳᮲ 委員会ࡀᚲせㄆࡣࡁࡓࡵ、委員௨እの者ࢆ委員会

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡉ出ᖍ
➨㸴᮲ 委員会関ࡿࡍົࡣ、情報推進部情報基盤ㄢ研究⣔

システム⌜࡛⾜ࠋ࠺ 
➨㸵᮲  ࡇの内規ᐃࡶࡿࡵのの、委員会関ࡋᚲせ࡞

㡯ࡣ、教授会の議ࢆ⤒࡚センター㛗ูࡀᐃࠋࡿࡵ 
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     㝃  ๎

㸯  ࡇの内規ࡣ、ᖹ成㸯㸰年㸲᭶㸰㸵日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 

㸰  ࡇの内規⾜ᚋ、᭱ึ委კࡿࢀࡉ➨㸱᮲➨㸯㡯➨㸰ྕཬ

 同᮲➨㸱㡯の、ࡣ㸱ྕの委員の௵ᮇ➨ࡧ
 規ᐃࡎࡽࢃ、ᖹ成㸯㸲年㸱᭶㸱㸯日ࠋࡿࡍ࡛ࡲ 
     㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ  

   㝃  ๎
ᖹ成㸯㸶年、ࡋ⾜ࡽᖹ成㸯㸶年㸳᭶㸰㸳日、ࡣのᨵṇࡇ 

㸲᭶㸯日ࡽ㐺用ࠋࡿࡍ 
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸮年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸰年㸵᭶㸰㸰日、ࡣのᨵṇࡇ
㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸶年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

 

大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンター大つᶍィ⟬ᶵ
 ⛬利用つ࣒ステࢩ
 

➨㸯᮲ ࡇの規程ࡣ、大阪大学サイバーメディアセンター�௨ୗ

全国共同利用のスーࡿࡍ運用・⌮⟶ࡀ�ࠋ࠺࠸センターࠖࠕ

ワークステーシࣙンシステムࡧーコンピュータシステムཬࣃ

�௨ୗࠕ大規模計算機システムࠖࠋ࠺࠸�の利用関ࡋᚲせ

 ࠋࡿࡍのࡶࡿࡵᐃࢆ㡯࡞

➨㸰᮲ 大規模計算機システムࡣ、学⾡研究ཬࡧ教育等のࡵࡓ

 ࠋࡿࡍのࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ利用

➨㸱᮲ 大規模計算機システムࢆ利用ࡇࡿࡍの࡛ࡿࡁ者ࡣ、

次のྛྕのࢀࡎ࠸ヱᙜࡿࡍ者ࠋࡿࡍ 

��� 大学、▷ᮇ大学、高等ᑓ門学ᰯཪࡣ大学共同利用機関の

教員�㠀ᖖ講ᖌࠋࡴྵࢆ�ཬࡿࡎ‽ࢀࡇࡧ者 

��� 大学㝔の学生ཬࡿࡎ‽ࢀࡇࡧ者 

��� 学⾡研究ཬࡧ学⾡⯆ࢆ目ⓗࡿࡍ国ཪࡣᆅ᪉公共ᅋయ

 者ࡿࡍᚑ研究ࡽᑓ、ࡋ所ᒓ機関ࡿࡍ所㎄ࡀ

��� 学⾡研究ཬࡧ学⾡⯆ࢆ目ⓗࡿࡍ機関�๓ྕヱᙜࡿࡍ

機関ࢆ㝖ࠋࡃ�࡛、センターの㛗�௨ୗࠕセンター㛗ࠖ

 者ࡿࡍᚑ研究ࡽᑓ、ࡋ所ᒓ機関ࡓࡵㄆࡀ�ࠋ࠺࠸

��� 科学研究㈝⿵ຓ㔠の࡚ࡅཷࢆ学⾡研究࠺⾜ࢆ者 

��� ➨㸯ྕ、➨㸱ྕཪࡣ➨㸲ྕの者ࡀ所ᒓࡿࡍ機関の共同 

研究ཧ画ࡿ࠸࡚ࡋẸ㛫企業等所ᒓࡋ、ᑓࡽ研究ᚑ

ࡿࡍ者 

��� 日ᮏ国内ἲே᱁ࢆ᭷ࡿࡍẸ㛫企業等所ᒓࡿࡍ者�๓ྕ

センࡁ基࡙ᑂᰝࡿࡵᐃู、࡛�ࠋࡃ㝖ࢆ者ࡿࡍヱᙜ

ター㛗ࡀㄆࡓࡵ者 

��� ๓ྛྕの≉、センター㛗ࡀ㐺ᙜㄆࡓࡵ者 

➨㸲᮲ 大規模計算機システムࢆ利用ࡿࡍ࠺ࡼࡋ者ࡣ、所ᐃ

の⏦ㄳ࠸⾜ࢆ、センター㛗のᢎㄆࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆ

 ࠋ࠸࡞࡛ࡾの㝈ࡇ、ࡣ๓᮲➨㸴᮲の者、ࡋࡔࡓ

㸰 ๓㡯の⏦ㄳࡣ、大規模計算機システム利用の成果ࡀ公開࡛

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞の࡛ࡶࡿࡁ

➨㸳᮲ センター㛗ࡣ、๓᮲➨㸯㡯ࡿࡼ⏦ㄳࡋ⌮ཷࢆ、㐺ᙜ

のࡶࡿ࠼ࢆྕ␒利用者、ࡋᢎㄆࢆࢀࡇ、ࡣࡁࡓࡵㄆ

 ࠋࡿࡍ

㸰 ๓㡯の利用者␒ྕの᭷ຠᮇ㛫ࡣ、㸯年௨内ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ、

ᙜヱ会計年度ࢆ㉸ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ࠼ 

➨㸴᮲ 大規模計算機システムの利用ࡁࡘᢎㄆࡓࢀࡉ者�௨

ୗࠕ利用者ࠖࡣ�ࠋ࠺࠸、⏦ㄳ書のグ㍕内ᐜኚ᭦ࢆ生ࡓࡌ

ሙ合ࡸ㏿、ࡣ所ᐃのᡭ⥆ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃ⾜ࢆࡁ 

➨㸵᮲ 利用者ࡣ、➨㸳᮲➨㸯㡯規ᐃࡿࡍ利用者␒ྕࢆᙜヱ

⏦ㄳ係ࡿ目ⓗ௨እ使用ࡋ、ཪࡣே使用ࡽ࡞ࡣ࡚ࡏࡉ

 ࠋ࠸࡞

➨㸶᮲ 利用者ࡣ、ᙜヱ⏦ㄳ係ࡿ利用ࢆ⤊ཪࡣ୰Ṇࡓࡋ

ࡑ、ࡶࡿ出ࡅᒆセンター㛗ࢆの᪨ࡑࡸ㏿、ࡣࡁ

の利用の⤖果ཪࡣ⤒㐣ࢆ所ᐃの報告書ࡾࡼセンター㛗報

告ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

㸰 ๓㡯の規ᐃࡎࡽࢃ、センター㛗ࡀᚲせㄆࡓࡵሙ合

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵồࢆ報告書のᥦ出、ࡣ

㸱 ᥦ出ࡓࢀࡉ報告書ࡣ、ཎ๎࡚ࡋ公開ࡋ、センターのᗈ

報等の用౪ࡶࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍのࡋࡔࡓࠋࡿࡍ、利用者

⠊ᅖ࡛公開の࠸࡞࠼㉸ࢆ㸱年、ࡣࡁࡓ出ࡋ⏦ࡵࡌࡽ࠶ࡀ

ᘏᮇࢆㄆࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡵ 

➨㸷᮲ 利用者ࡣ、研究の成果ࢆㄽᩥ等ࡾࡼ公表ࡣࡁࡿࡍ、

ᙜヱㄽᩥ等大規模計算機システムࢆ利用ࡓࡋ᪨ࢆ明グ࡞ࡋ

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

➨㸯㸮᮲ 利用者ࡣ、ᙜヱ利用係ࡿ⤒㈝の୍部ࢆ㈇ᢸࡅ࡞ࡋ

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ

➨㸯㸯᮲ ๓᮲の利用⤒㈝の㈇ᢸ㢠ࡣ、国❧大学ἲே大阪大学

ㅖᩱ㔠規๎ᐃࠋࡿࡼࢁࡇࡿࡵ 

➨㸯㸰᮲ ๓᮲の規ᐃࡎࡽࢃ、次のྛྕᥖࡿࡆሙ合

 ࠋ࠸࡞ࡋせࢆ利用⤒㈝の㈇ᢸ、ࡣ࡚࠸ࡘ

��� センターの㈐ᖐࡁࡍㄗ計算ࠋࡁࡓࡗ࠶ࡀ 

��� センターࡀᚲせࡿࡍ研究開Ⓨ等のࡵࡓ、センター㛗 

 ࠋࡁࡓࡋᢎㄆ≉ࡀ

➨㸯㸱᮲ 利用⤒㈝の㈇ᢸࡣ、次のྛྕᥖࡿࡆ᪉ἲࡶࡿࡼ

のࠋࡿࡍ 

��� 学内⤒㈝�科学研究㈝⿵ຓ㔠ࢆ㝖ࠋࡃ�のሙ合ࡣ࡚ࡗ࠶、

ᙜヱண算の᭰ࠋࡿࡼ 

��� ๓ྕ௨እのሙ合ࡣ࡚ࡗ࠶、ᮏ学ࡀⓎࡿࡍㄳồ書のᣦᐃ

 ࠋࡿࡼの㎸㖟⾜ཱྀᗙࡿࡍ

➨㸯㸲᮲ センターࡣ、利用者ࡀ大規模計算機システムࢆ利用

のの大規模計算機システムࡑᦆᐖࡓࡗ⿕ࡾࡼࡇࡓࡋ

関㐃ࡓࡗ⿕࡚ࡋᦆᐖ࡚࠸ࡘ、୍ษの㈐௵ཬࡧ㈇ᢸࢆ㈇࡞ࢃ

 ࠋ࠸

➨㸯㸳᮲ センターࡣ、大規模計算機システムの㞀ᐖࡑのࡸ

大規模ࡋ࡞のண告利用者、ࡣࡁࡿ࠶ࡀ情࠸࡞ᚓࢆࡴ

計算機システムࢆṆࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

➨㸯㸴᮲ センター㛗ࡇ、ࡣの規程ཪࡇࡣの規程基࡙ࡃᐃࡵ

支࡞㔜大の大規模計算機システムの運営ࡑ者ࡓࡋ㐪

㞀ࢆ生ࡓࡏࡉࡌ者ࡣࡁࡿ࠶ࡀ、利用のᢎㄆࡾྲྀࢆᾘࡋ、ཪ

ࡀࡇࡿࡏࡉṆࢆᐃᮇ㛫大規模計算機システムの利用୍ࡣ

 ࠋࡿ࠶

➨㸯㸵᮲ ࡇの規程ᐃࡶࡿࡵのの、大規模計算機システ

ムの利用関ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ、センター㛗ࡀᐃࠋࡿࡵ 

 

㝃  ๎

㸯 ࡇの規程ࡣ、ᖹ成㸯㸰年㸲᭶㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 

㸰 大阪大学大型計算機センターの利用関ࡿࡍᬻᐃᥐ⨨ࢆᐃ

 ࠋࡿࡍᗫṆ、ࡣ�和㸲㸱年㸷᭶㸯㸶日制ᐃ�規程ࡿࡵ

㸱 ࡇの規程⾜๓大阪大学大型計算機センターの利用関
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ᖹ成㸯㸰年度の利用ᢎ、ࡁ基࡙規程ࡿࡵᐃࢆ⨨ᬻᐃᥐࡿࡍ

ㄆࡓࡅཷࢆ利用者ࡇ、ࡣ࡚ࡗ࠶の規程基࡙ࡁ利用のⓏ㘓

 ࠋࡍ࡞ࡳのࡶࡓࡗ࠶ࡀ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸱年㸯᭶㸴日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸱年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸲年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

ᖹ成㸯㸲年、ࡋ⾜ࡽᖹ成㸯㸲年㸴᭶㸯㸷日、ࡣのᨵṇࡇ

㸲᭶㸯日ࡽ㐺用ࠋࡿࡍ 

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成�㸳年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸶年㸰᭶㸯㸳日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸷年㸷᭶㸰㸶日、ࡣのᨵṇࡇ

㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸮年㸲᭶㸯㸴日、ࡣのᨵṇࡇ

  㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸱年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ

  㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸲年㸳᭶㸯㸮日、ࡣのᨵṇࡇ

  

 

国❧大学ἲே大㜰大学ㅖᩱ㔠つ๎➨3᮲（別表➨1�） 

大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンター大つᶍィ⟬ᶵࢩステ࣒利 

用つ⛬➨㸯㸯᮲のつᐃにᇶ࡙ࡃ㈇ᢸ㢠 

 

（㸯）2&72386の㈇ᢸ㢠 

（㸿）༨᭷ 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 ༨᭷ࣀード  ᩘ

�������／年 

 
ỗ用&38ࣀード⩌ ࣀ�ード 

���������／年 

 
 ードࣀ� ⩌ードࣀ38*

�������／年 

 
;HRQ3KLࣀード⩌ ࣀ�ード 

 

（㹀）共᭷ 

コース 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 2&72386ポイント 

 �� ����� ポイント 

 �� ����� ポイント 

��� ������ ポイント 

��� ������ ポイント 

��� ������ ポイント 

 

（㹁）ディスクᐜ㔞㏣ຍ 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 ᥦ౪༢ 

�����／年 �7% 

ഛ⪃ 

㸯 ㈇ᢸ㢠ୖࡣグ㈇ᢸ㢠࡛算出ࡓࡋ合計㢠、ᾘ㈝⛯（��㸣）

業利用 成果㠀公開型の⏘、ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㢠ࡓᚓ࡚࠼ຍࢆ

㈇ᢸ㢠ࡣ、ୖグ㈇ᢸ㢠࡛算出ࡓࡋ合計㢠 � ㈝ᾘ、ࡌࢆ

 ࠋࡿࡍ㢠ࡓᚓ࡚࠼ຍࢆ（���）⛯

㸰 Ⓩ㘓の利用ᮇ㝈ࡣࡓࡲ年度ࢆ㉺࡚࠼利用ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ 

㸱 ディスクᐜ㔞ࡣ � ⏦ㄳ༢࡛ �7% 、ࡋࡔࡓࠋࡿᙜ࡚ࡾࢆ

のディスクᐜ㔞合算࡛ࠋ࠸࡞ࡁ 

㸲 （A）ࡣ༨᭷ࣀードᩘࢆ㏣ຍࡿࡍሙ合のࡳኚ᭦⏦ㄳࡅཷࢆ

 ࠋࡿࡅ

㸳 （A）のࣀ�ード௨ୖの基ᮏ㈇ᢸ㢠ࣀ�、ࡣードࢆ基‽ẚ

ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ 

㸴 （A）ࡣ㈨※ᥦ౪状況ࣀ��ࡾࡼード௨ୖ�᭶༢の⏦

ㄳࡅཷࢆࡿࡅሙ合ࡑࠋࡿ࠶ࡀのሙ合の᭶㢠の㈇ᢸ㢠ࡣ、�

 ࠋࡿࡍ����ード年の基ᮏ㈇ᢸ㢠のࣀ

㸵 （B）ࡣ年度の㏵୰࡛コースのኚ᭦ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ᪂ࡓコー

スࢆ㏣ຍࡿࡍሙ合ࡣ⏦ㄳࡅཷࢆࠋࡿࡅ 

㸶 計算ࣀードの利用使用ࡿࡍ 2&72386 ポイントࡣ、使用ࡋ

⇞ࡧࡼ࠾௨ୗのᾘ㈝係ᩘ、Ꮨ⠇係ᩘ࡚ࡋᑐード㛫ࣀࡓ

ᩱ係ᩘࢆࡶࡓࡌのࠋࡿࡍᏘ⠇係ᩘࡣ๓年の利用状況等

┤、ࡣᩱ係ᩘ⇞ࠋࡿࡍタᐃࢆ�௨ୗの್ࡿ࠼㉸ࢆ�、ࡳ㚷ࢆ

㏆の電Ẽᩱ㔠ࢆ㚷ࡳ、タᐃࠋࡿࡍ 

 

ード⩌  ᾘ㈝係ࣀ 

 ᩘ

 Ꮨ⠇係  ᩘ ⇞ᩱ係  ᩘ

ỗ用 &38 ーࣀ

ド⩌ 

 ������ 

 大規模

計算機

システ

ム:(% 

ージ࣌

 グ㍕

 

大規模

計算機

システ

ム:(%

ージ࣌

 グ㍕

 ������  ⩌ードࣀ38*

 

;HRQ3KL ーࣀ

ド⩌ 

 ������ 

 

大ᐜ㔞グ᠈

ᦚ㍕ࣀード⩌ 

 ������ 

 

 

㸷 （C）ࡣ年度の㏵୰ࡣ㏣ຍ⏦ㄳのࡅཷࡳࠋࡿࡅ 

㸯㸮（C）ࡣ㸯ࡘの⏦ㄳࢢループ500、ࡁࡘTBの㏣ຍୖࢆ㝈

 ࠋࡿࡍ

 

（㸰）648,'の㈇ᢸ㢠 

（㸿）༨᭷ 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 ༨᭷ࣀード  ᩘ

���������／年 ỗ用&38ࣀード⩌ ࣀ�ード 

���������／年 *38ࣀード⩌ ࣀ�ード 

���������／年 ࣋クトルࣀード⩌ ࣀ�ード 
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（㹀）共᭷ 

コース 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 648,'ポイント 

�� ����� ポイント 

�� ����� ポイント 

��� ������ ポイント 

��� ������ ポイント 

��� ������ ポイント 

 

（㹁）ストࣞージᐜ㔞㏣ຍ 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 ᥦ౪༢ 

�����／年 +'' �7% 

�����／年 66' �7% 

 

ഛ⪃ 

㸯 ㈇ᢸ㢠ୖࡣグ㈇ᢸ㢠࡛算出ࡓࡋ合計㢠、ᾘ㈝⛯（��㸣）

業利用 成果㠀公開型の⏘、ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㢠ࡓᚓ࡚࠼ຍࢆ

㈇ᢸ㢠ࡣ、ୖグ㈇ᢸ㢠࡛算出ࡓࡋ合計㢠 � ㈝ᾘ、ࡌࢆ

 ࠋࡿࡍ㢠ࡓᚓ࡚࠼ຍࢆ（���）⛯

㸰 Ⓩ㘓の利用ᮇ㝈ࡣࡓࡲ年度ࢆ㉺࡚࠼利用ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ 

㸱 ストࣞージᐜ㔞ࡣ � ⏦ㄳ༢࡛ +'' �7% ࡓࠋࡿᙜ࡚ࡾࢆ

 ࠋ࠸࡞ࡁ合算࡛のストࣞージᐜ㔞、ࡋࡔ

㸲 （A）ࡣ༨᭷ࣀードᩘࢆ㏣ຍࡿࡍሙ合のࡳኚ᭦⏦ㄳࡅཷࢆ

 ࠋࡿࡅ

㸳 （A）のࣀ�ード௨ୖの基ᮏ㈇ᢸ㢠ࣀ�、ࡣードࢆ基‽ẚ

ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ 

㸴 （A）ࡣ㈨※ᥦ౪状況�ࡾࡼ᭶༢の⏦ㄳࡅཷࢆࡿࡅ

ሙ合ࡑࠋࡿ࠶ࡀのሙ合の᭶㢠の㈇ᢸ㢠ࣀ�、ࡣード年の基ᮏ

㈇ᢸ㢠のࠋࡿࡍ���� 

㸵 （B）ࡣ年度の㏵୰࡛コースのኚ᭦ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ᪂ࡓコー

スࢆ㏣ຍࡿࡍሙ合ࡣ⏦ㄳࡅཷࢆࠋࡿࡅ 

㸶 計算ࣀードの利用使用ࡿࡍ 648,' ポイントࡣ、使用ࡓࡋ

ᩱ⇞ࡧࡼ࠾௨ୗのᾘ㈝係ᩘ、Ꮨ⠇係ᩘ࡚ࡋᑐード㛫ࣀ

係ᩘࢆࡶࡓࡌのࠋࡿࡍᏘ⠇係ᩘࡣ๓年の利用状況等ࢆ

㚷ࢆ�、ࡳ㉸ࡿ࠼�௨ୗの್ࢆタᐃࠋࡿࡍ⇞ᩱ係ᩘࡣ、┤㏆

の電Ẽᩱ㔠ࢆ㚷ࡳ、タᐃࠋࡿࡍ 

 

䝜䞊䝗⩌ 

ᾘ㈝ಀ  ᩘ

Ꮨ⠇ಀ

 ᩘ

⇞ᩱಀ

 ᩘ
㧗ඃඛᗘ 

㏻ᖖ 

ඃඛᗘ 
䝅䜵䜰 

 

ỗ⏝

㻯㻼㼁 

䝜䞊䝗⩌ 

㻜㻚㻟㻣㻠㻢 㻜㻚㻞㻥㻥㻤 㻜㻚㻞㻞㻠㻤 つᶍ 

ィ⟬  ƫ

䝅䝇䝔

䝮 

㼃㻱㻮 

䝨䞊䝆 

䛻グ㍕ 

つᶍ 

ィ⟬  ƫ

䝅䝇䝔 

䝮 

㼃㻱㻮 

䝨䞊䝆 

䛻グ㍕ 

 

 

㻳㻼㼁 

䝜䞊䝗⩌ 
㻞㻚㻞㻥㻟㻠 㻝㻚㻤㻟㻠㻤 㻝㻚㻟㻣㻢㻞 

 

 

䝧䜽䝖䝹 

䝜䞊䝗⩌ 
㻝㻚㻠㻝㻠㻜 㻝㻚㻝㻟㻝㻞 㻜㻚㻤㻠㻤㻠 

 

 

 

 

㸷 （C）ࡣ年度の㏵୰ࡣ㏣ຍ⏦ㄳのࡅཷࡳࠋࡿࡅ 

㸯㸮（C）ࡣ㸯ࡘの⏦ㄳࢢループ��7% '66、���7% ''+、ࡁࡘ

の㏣ຍୖࢆ㝈ࠋࡿࡍ 

 

（㸱）21,21�ࣈ࢜ジェクトストࣞージ�の㈇ᢸ㢠 

 

基ᮏ㈇ᢸ㢠 ᥦ౪༢ 

������／年 �7% 

 

ഛ⪃ 

㸯 年度の㏵୰ࡣ㏣ຍ⏦ㄳのࡅཷࡳࠋࡿࡅ 

㸰 ㈇ᢸ㢠ୖࡣグ㈇ᢸ㢠࡛算出ࡓࡋ合計㢠、ᾘ㈝⛯（��㸣）

 ࠋࡿࡍ㢠ࡓᚓ࡚࠼ຍࢆ

 

 

大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンター大つᶍィ⟬ᶵ

 ヨ用ไ度利用内つ࣒ステࢩ

 
➨㸯᮲ ࡇの内規ࡣ、大阪大学サイバーメディアセンター（௨

ୗࠕセンターࠖࡀ（ࠋ࠺࠸⟶⌮運用ࡿࡍ全国共同利用のスー

大規模計算機システムࠖࠕーコンピュータシステム（௨ୗࣃ

 ࠋࡿࡵᐃࢆ㡯࡞のᚲせࡵࡓࡿࡍ利用ࢆの試用制度（ࠋ࠺࠸

➨㸰᮲ 試用制度࡚ࡵึ、ࡣセンターの大規模計算機システム

ࡉᐃのᮇ㛫利用୍（ࠋ࠺࠸利用者ࠖࠕ௨ୗ）者ࡿࡍ利用ࢆ

大規模計算機シࡿࡅ࠾利用者の研究ά動、࡚ࡗࡼࡇࡿࡏ

ステムの᭷用性ࢆ☜ㄆ࡛ࢆࡇࡿࡍ࠺ࡼࡿࡁ目ⓗࠋࡿࡍ 

➨㸱᮲ 試用制度ࢆ利用ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ者ࡣ、大阪大学サイ

バーメディアセンター大規模計算機システム利用規程➨㸱᮲

ヱᙜࡿࡍ者ࠋࡿࡍ 

➨㸲᮲ 利用者ࡣ所ᐃの⏦ㄳᡭ⥆࠸⾜ࢆࡁ、センター㛗のᢎㄆ

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ᚓࢆ

➨㸳᮲ センター㛗ࡣ、๓᮲の⏦ㄳ࡚࠸ࡘ㐺ᙜㄆࡓࡵሙ合

 ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍᢎㄆ࡚࠼ࢆྕ␒利用者、ࡣ

➨㸴᮲ 利用者の᭷ຠᮇ㛫࡚ࡵึࡣ利用ࡿࡍ計算機㈨※ẖ㸱

ࣨ᭶㛫ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ、ᙜヱ会計年度ࢆ㉸࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ࠼

 ࠋࡿࡍのࡶ

㸰 利用᭷ຠᮇ㛫内ูࡣᐃࡿࡵ㈨※㔞ୖ㝈࡛ࡲ計算機㈨※ 

ẖ利用࡛ࡶࡿࡁのࠋࡿࡍ㈨※㔞ୖ㝈ࢆ㉸ࡓ࠼ሙ合ࡣ、利用

 ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍṆࢆ

㸱 利用᭷ຠᮇ㛫ࢆ㉸ࡓ࠼ሙ合ࡣ、利用ࢆṆࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ 

➨㸵᮲ 利用者ࡣ、➨㸳᮲規ᐃࡿࡍ利用者␒ྕࢆᙜヱ⏦ㄳ

係ࡿ目ⓗ௨እ使用ࡋ、ཪࡣே使用ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡏࡉ 

➨㸶᮲ センター㛗ࡇ、ࡣの内規㐪ࡓࡋሙ合、ࡣࡃࡋࡶẶ

ྡ等ࢆഇࡾ利用ࡓࡋሙ合、ࡑの大規模計算機システムの運営

ᾘࡾྲྀࢆᙜヱ利用のᢎㄆ、ࡣሙ合ࡓࡵࡋࡐ生ࢆ支㞀࡞㔜大

 ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡍ

 

   㝃  ๎

ᖹ成㸯㸰、ࡋ⾜ࡽᖹ成㸯㸰年㸯㸯᭶㸱㸮日、ࡣの内規ࡇ 

年㸲᭶㸯日ࡽ㐺用ࠋࡿࡍ 
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   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸱年㸯᭶㸴日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸲年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸶年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸷年㸯᭶㸳日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸷年㸷᭶㸰㸶日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸲年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸶年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

ᖹ成㸱㸮年、ࡋ⾜ࡽᖹ成㸱㸮年㸯㸯᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

㸲᭶㸯日ࡽ㐺用ࠋࡿࡍ  

   㝃  ๎

  ࠋࡿࡍ⾜ࡽ௧和㸱年㸶᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

 

 

大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンター教育用ィ⟬ᶵࢩ

ステ࣒利用つ⛬ 
 

➨㸯᮲ ࡇの規程ࡣ、大阪大学サイバーメディアセンター（௨

ୗࠕセンターࠖࡀ（ࠋ࠺࠸⟶⌮・運用ࡿࡍ教育用計算機シ

ステム（௨ୗࠕ教育用計算機システムࠖࠋ࠺࠸）の利用

関ࡋ、ᚲせ࡞㡯ࢆᐃࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ 

➨㸰᮲ 教育用計算機システムࢆ利用ࡇࡿࡍの࡛ࡿࡁ者ࡣ、

次のྛྕᥖࡿࡆ者ࠋࡿࡍ 

��� 大阪大学（௨ୗࠕᮏ学ࠖࠋ࠺࠸）の教⫋員 

��� ᮏ学の学生 

センター㛗ࠖࠕのサイバーメディアセンター㛗（௨ୗࡑ ���

 者ࡓࡵㄆ㐺ᙜࡀ（ࠋ࠺࠸

㸰 教育用計算機システムࢆ利用ࡿࡍ者（௨ୗࠕ利用者ࠖ࠸

ࣅ大阪大学全学㹇㹒ㄆド基盤サー、ࡵࡌࡽ࠶、ࡣ（ࠋ࠺

スࢆ利用ࡵࡓࡿࡍの大阪大学ಶே㹇㹂のࡶࡿࡅཷࢆの

 ࠋࡿࡍ

➨㸱᮲ 全学共通教育規程、ྛ学部規程ཬྛࡧ研究科規程࡛ᐃ

ሙ合࡛、センターの㇏୰教育研究࠺⾜ࢆ授業科目の授業ࡿࡵ

Ჷ情報教育教室ཪࡣ㹎㹊㹑（௨ୗࠕ情報教育教室等 （ࠋ࠺࠸ࠖ

、ࡣࡁࡿࡍ࠺ࡼࡋ利用ࢆ教育用計算機システム࡚࠸࠾

ᙜヱ授業科目のᢸᙜ教員ࡵࡌࡽ࠶、ࡣ、所ᐃの⏦ㄳ書ࢆ所

ᒓ部ᒁ㛗（全学共通教育科目の授業利用ࡿࡍሙ合࡚ࡗ࠶

セ࡚ࡌ通ࢆ（ࠋࡿࡍ全学教育推進機ᵓ㛗、࡚ࡋཎ๎、ࡣ

ンター㛗ᥦ出ࡑ、ࡋのᢎㄆࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆ 

㸰 ๓㡯規ᐃࡿࡍሙ合の、センター㛗ࡣ、๓᮲➨㸯㡯➨

㸯ྕཪࡣ➨㸱ྕᥖࡿࡆ者ࡽ情報教育教室等ࡿࡅ࠾教育

研究のࡵࡓの教育用計算機システムの利用係ࡿ⏦ㄳࡗ࠶ࡀ

ࢆࢀࡇ、࡚࠸࠾⠊ᅖ内࠸࡞支㞀の๓㡯の利用、ࡣሙ合ࡓ

チྍࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

➨㸲᮲ センター㛗ࡣ、๓᮲の⏦ㄳࢆᢎㄆࡑ、ࡣࡁࡓࡋの᪨

 ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍ▱通ㄳ者⏦ࡾࡼ書ᩥࢆ

㸰 ๓㡯の利用のᢎㄆᮇ㛫ࡣ、㸯年௨内ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ、ᙜヱ 

会計年度ࢆ㉸ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ࠼ 

➨㸳᮲ 利用者ࡣ、教育用計算機システムの利用㝿ࡣ࡚ࡋ、ู

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃᚑガイドラインࡿࡵᐃ

➨㸴᮲ センター㛗ࡣ、ᚲせ応࡚ࡌ、利用者ࡀ使用࡛ࡿࡁ教 

育用計算機システムの使用࡚࠸ࡘ制㝈ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

➨㸵᮲ センター㛗ࡣ、ᚲせ応࡚ࡌ、利用者ᑐࡋ利用の状 

況ཬࡧ⤖果࡚࠸ࡘの報告ࢆồࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

➨㸶᮲ 利用者の所ᒓ部ᒁ（全学共通教育科目の授業利用ࡍ 

（ࠋࡿࡍ全学教育推進機ᵓ、࡚ࡋཎ๎、ࡣ࡚ࡗ࠶ሙ合ࡿ

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ㈇ᢸࢆの୍部㈝⤒ࡿ係の利用ࡑ、ࡣ

㸰 ๓㡯の㢠ཬࡧ㈇ᢸの᪉ἲࡣ、センター教授会の議ࢆ⤒࡚、

センター㛗ูࡀᐃࠋࡿࡵ 

㸱 ➨㸯㡯の規ᐃࡎࡽࢃ、センター㛗≉ࡀᚲせㄆࡵ

 ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍච㝖ࢆの㈇ᢸ㈝⤒、ࡣࡁࡓ

➨㸷᮲ 利用者ࡇ、ࡀの規程㐪ࡓࡋሙ合ཪࡣ利用者の㈐

セン、ࡣࡁࡓࡏࡉࡌ生ࢆ支㞀࡞㔜大センターの運営ࡾࡼ

ター㛗ࡑ、ࡣの者の利用୍ࢆᐃᮇ㛫Ṇࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ 

➨㸯㸮᮲ ࡇの規程ᐃࡶࡿࡵのの、教育用計算機システ

ムの利用関ࡋᚲせ ࡞㡯ࡣ、センター㛗ࡀᐃࠋࡿࡵ 

 

   㝃  ๎

㸯 ࡇの規程ࡣ、ᖹ成㸯㸰年㸲᭶㸯日ࡽ⾜ࠋࡿࡍ 

㸰 大阪大学情報ฎ⌮教育センター利用規程（和㸳㸵年㸱᭶

㸯㸵日制ᐃ）ࡣ、ᗫṆࠋࡿࡍ 

㸱  ࡇの規程⾜๓大阪大学情報ฎ⌮教育センター利用規程

࡚ࡗ࠶利用者ࡓࡅཷࢆᖹ成㸯㸰年度の利用ᢎㄆ、ࡁ基࡙

 ࠋࡍ࡞ࡳのࡶࡓࡗ࠶ࡀ利用のⓏ㘓ࡁ基࡙の規程ࡇ、ࡣ

   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸴年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸯㸷年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸲年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

   㝃  ๎

 ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹ成㸰㸴年㸲᭶㸯㸳日、ࡣのᨵṇࡇ 

㝃  ๎ 
 ࠋࡿࡍ⾜ࡽ௧和㸳年㸲᭶㸯日、ࡣのᨵṇࡇ 

 
 
 イン関係ࣛࢻイ࢞・
 
 

大㜰大学⥲ྜ情報㏻ಙࢩステ࣒利用者࢞イࣛࢻイン 
 ࡵࡌࡣ ��

スࣃンࣕ࢟ࡿࡅ࠾大阪大学、ࡣの利用者ガイドラインࡇ

ネットワーク࡛、学内の教育研究ά動ࢆ支7&,ࡿ࠼基盤࡛࠶

 大阪大学総合情報通信システム（2VDND 'DLJDNX、ࡿ

,QIRUPDWLRQ 1HWZRUN 6\VWHPの␎࡛、௨ୗ16,'2ࠕ （ࠋ࠺࠸ࠖ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋゎ説ࡃࡍࡸࡾ分࡚࠸ࡘスࣅサーࡿࡍᥦ౪ࡀ

16,'2、ࡓࡲ 次のࡾࡓ࠶ࡿࡍ利用ࢆスࣅサーࡿࡍᥦ౪ࡀ

ㅖ規程等ࢆ㑂Ᏺࡿࡍᚲせࡍࡲࡾ࠶ࡀの࡛、ᚲࡎㅖ規ᐃ等ࡈࡶ

୍ㄞࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

・国❧大学ἲே大阪大学情報セ࢟ュࣜティᑐ⟇規程 

・大阪大学総合情報通信システム利用規程 
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・大阪大学総合情報通信システム運用内規 

ࡓࡋኚ᭦ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࡍኚ᭦、ࡣのガイドラインࡇ

ሙ合࣍、ࡣーム࣌ージ等の電子ⓗ࡞ᡭẁ࡛ᗈ報ࡍࡲࡋの࡛、

ᖖ᭱᪂のガイドラインࢆཧ↷࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ 

 

�� 用語のᐃ⩏ 

   ᮏガイドライン࡛使用ࡿࡍ用語ࡣ࡚࠸ࡘ次の࡛ࡾ࠾

 ࠋࡍ

アクセスポイントの㆑ูྡࡿࡅ࠾1$/⥺↓、ࡣࠖ',66ࠕ���

 ࠋࡍ࡛

ᕪู↓、࡚ࡋど↓ࢆ信者のពྥཷ、ࡣムメールࠖࣃスࠕ���

メッセージ࡛ࡓࡋࢆ電子メール、ࡿࢀࡉ㏦信大㔞ࡘ

 ࠋࡍ

ࡵࡓࡿࡍ㆑ูࢆコンピュータの利用者、ࡣントࠖ࢘࢝アࠕ���

のᶆ㆑ᩥࡿ࡞Ꮠิのࡽࢇ࡞࡛ୖ%):、ࡾ࠶࡛ࡇのサー

 ࠋࡍࡲࡋ表ࢆ㝿の㌟分ࡿࡅཷࢆスࣅ

ネットワーࡸコンピュータࡿ࠶、ࡣール࢛ࠖ࢘イアࣇࠕ���

クእ部ネットワークの境⏺タ⨨ࢀࡉ、内እの通信ࢆ୰

⥅・┘どࡋ、እ部のᨷᧁࡽ内部ࢆಖㆤࡵࡓࡿࡍのࣇࢯト࢘

ェアࡸ機ჾ等のシステム࡛ࠋࡍ 

ᙜヱ部ᒁ等の2',16の運、ࡣ部ᒁネットワークᢸᙜ者ࠖࠕ���

用関ࡿࡍ業ົࢆ支援ࡿ࠸࡚ࡋᢸᙜ者࡛ࠋࡍヲࡣࡃࡋ大阪大

学総合情報通信システム運用内規ࡈࢆぴࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 

�� ᥦ౪ࡿ࠸࡚ࡋサーࣅス࠸ࡘ  ࡚

サーࡅ者ྥ⌮⟶スࣅサーࡅ利用者ྥࡾ࠾次の、ࡣ16࡛,'2 

スのࣅ � ✀㢮用ពࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ基ᮏⓗࡣ利用者ࡸ⟶⌮者ࡀព

㆑ࡃ࡞ࡇࡿࡍ利用ࡿ࠸࡚ࡋサーࣅス࡛ࡀࡍ、ಶูタᐃ等ࡀ

ᚲせࡶ࡞の࣐、ࡣ࡚࠸ࡘニュアルࢆ☜ㄆのࡈ࠼࠺利用ࡉࡔࡃ

 ࠋ࠸

 

����  利用者ྥࡅサーࣅス 

 ࣕ࢟ンࣃスネットワークサーࣅス 

サࡿࡍᥦ౪ࢆネットワーク環境࡚࠸࠾スࣃンࣕ࢟ྛ

ーࣅス࡛ࠋࡍ⊂⮬࡛ネットワークᅇ⥺ࢆ用ព࡞࠸࡚ࡋ

ࣕ࢟全࡚2',16のࡣᮏ学のネットワーク通信、ࡾ㝈࠸

ンࣃスネットワークサーࣅスࡾࡼᥦ౪ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ 

 

 ᭷⥺/$1ㄆドサーࣅス 

 2',16 ⥺᭷ࡣ࡛ /$1 環境ㄆドタᐃࢆࡋ、利用制

㝈࠺⾜ࢆサーࣅスࢆᥦ౪ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋㄆドࡀᚲせ࡞ሙ

所࣐ࡸニュアル等ࡣ、㐺ᐅ᭦᪂ࡍࡲࢀࡉの࡛、次ࡈࢆ

☜ㄆࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 （KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�PDQXDO�） 

 

 ࣕ࢟ンࣃス↓⥺/$1サーࣅス 

 ᮏ学の講⩏室ࡸセミࢼー室等の公共性の高࠸タ等

スࣅサーࡿࡍᥦ౪ࢆ$1環境/⥺↓、ࡓࡋഛᩚ୰ᚰࢆ

⥺↓ࠋࡍ࡛ /$1 16,'2、ࡣࡵࡓࡿࡍ利用ࢆ ↓⥺ /$1

ࡇࡿࡍ㑅ᢥࢆሙ所࡛、66,'（RGLQV-�[）ࡓࢀࡉᥦ౪ࡀ

ࡃぴࡈࢆ次、ࡣࡃࡋヲࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ利用࡛

 ࠋ࠸ࡉࡔ

・↓⥺/$1アクセスポイント୍ぴ 

（KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�ZLUHOHVV�） 

 ニュアル࣐ス利用ࣅス↓⥺/$1サーࣃンࣕ࢟・

（KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�PDQXDO�） 

  

ᮏ学࡛ᩚࡀ16,'2、ࡣഛࣕ࢟ࡓࡋンࣃス↓⥺/$1サーࣅス

ຍ࠼、大学等教育研究機関の㛫࡛ࣕ࢟ンࣃス↓⥺/$1の┦利

用ࢆ実⌧ࡿࡍ、国㝿↓⥺ /$1 ローミンࢢ基盤サーࣅス࡛ࡿ࠶

HGXURDPࡶᥦ౪ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋHGXURDPࡣ大阪大学ಶே,'ࢆ所᭷

ࢲンࣁイ࣐、ࡾ࠶ス࡛ࣅサーࡿࡍᥦ౪教⫋員等ࡧ学生ཬࡿࡍ

イࡓࡋ⏤⤒ࢆ⏦ㄳࡾࡼ利用ྍ能࡛ࠋࡍHGXURDP ࢀࡍ利用ࢆ

スࣅ機関࡛↓⥺/$1サーࡿ࠸࡚ࡋ┕ຍୡ⏺୰のHGXURDP、ࡤ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ利用ࢆ

 タᐃ᪉ἲࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ、次の利用࣐ニュアルࡈࢆぴࡉࡔࡃ

 ࠋ࠸

（KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�PDQXDO�） 

 

 ㏞ᝨメールࣇィルタࣜンࢢサーࣅス 

 ᮏ学のドメインࢆᣢࡘメールサーࣅスᑐࡋ、メール

のࣇィルタࣜンࢢ機能ࢆᥦ౪ࡿࡍサーࣅス࡛ࡇࠋࡍのサ

ーࣅス16,'2、ࡣ ഃ࡛スࣃムメールの๐㝖࠺⾜ࢆの࡛ࡣ

ࢆの情報ࡑ、࠸⾜ࢆのุᐃࡿ࠶ムメール࡛ࣃス、ࡃ࡞

メール࣊ッࢲຍࡋ利用者ᒆࡶࡿࡅの࡛ࡇࠋࡍのࡇ

能ྍࡀࡅ分ࡾムメールのࣃ利用者ഃ࡛ス、ࡾࡼ

ࡇࡿࢀࡉ๐㝖࡚ࡗㄗࢆメール࡞システムഃ࡛ṇᖖ、ࡾ࡞

࠸࡚ࡋቑຍࠎ年ࠋࡍࡲࡾ࡞能ྍࡀࡇࡿྲྀࡅཷࡃ࡞

ᮏ学内、ࡶࡵࡓサイバーᨷᧁᑐ⟇のࡓ࠸用ࢆメールࡿ

メーࡎᚲ、ࡣ利用の᪉ࡈࢆメールサーバࡿ࠸࡚ࡋ⨨タ

ルࣇࢯトのタᐃ࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸ 

 タᐃ᪉ἲࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ、次の利用࣐ニュアルࡈࢆぴ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ

（KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�PDQXDO�） 

 

����  ⟶⌮者ྥࡅサーࣅス 

 ࣅジター用ア࢘࢝ントⓎ⾜サーࣅス（ࣅジターㄆྍシステ

ム） 

 ᮏ学の来訪者ネットワーク環境ࢆᥦ౪ࡵࡓࡿࡍ

ᚲせ࡞ア࢘࢝ントࢆⓎ⾜ࡵࡓࡿࡍのサーࣅス࡛ࠋࡍア࢝

ࡃࡋヲࠋࡍⓎ⾜ྍ能࡛ࡀ᪉ࡓࡗᣢࢆᶒ㝈、ࡣ⾜ントⓎ࢘

ジター,'運ࣅ大阪大学総合情報通信システム↓⥺/$1ࡣ

用せ㡯ࡈࢆぴࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 

 通信┘どサーࣅス（ネットワークධ᳨▱システム） 

 2',16 ṇアクセス、ࡋど┘ࢆ学内እ通信ࡿࡍ⏤⤒ࢆ

サーࡿࡍ▱通部ᒁ等、ࡋ▱᳨ࢆᣲ動ࡿࡼィルス࢘ࡸ

サイバ、ࡋゎ析ࢆ情報ࡓࡋス࡛ྲྀᚓࣅᮏサーࠋࡍス࡛ࣅ

ーᨷᧁ࢘ࡸィルスឤᰁのᣲ動等ࡀ☜ㄆࡓࢀࡉሙ合、情報

セ࢟ュࣜティインシデント࡚ࡋᙜヱ部ᒁᑐ応౫㢗

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

、ࡣュࣜティインシデントⓎ生࢟情報セ、࠾࡞ 

ᨾ・㞀ᐖ等のᑐฎᡭ㡰 

（KWWSV���P\�RVDND-X�DF�MS�DGPLQ�LQIRUPDWLRQ�VHFX

ULW\�SURFHGXUH）ᚑ࠸ᑐฎࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 

 

 ネットワークධ㜵Ṇサーࣅス（ネットワークධ㜵Ṇシ

ステム） 

 2',16 ࢆ通信࡞ṇ、࡚ࡋᑐ学内እ通信ࡿࡍ⏤⤒ࢆ

㜵Ṇࡵࡓࡿࡍのサーࣅス࡛ࠋࡍサイバーᨷᧁࡸᮏ学ᑐ

ᮏシステ、࡚࠸ࡘ通信࡞࠺ࡼࡿࡏࡉⓎ生ࢆ┈利࡚ࡋ

ムࢆ用࡚࠸アクセス㐽᩿ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆ 
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 学内ネットワーク᳨サーࣅス（ṇ端ᮎ᳨システム） 

 2',16 通信、サ࡞ṇ、࡚ࡋᑐ学内通信ࡿࡍ⏤⤒ࢆ

ポート⤊ࢆ㏄ࡓ࠼アプࣜࢣーシࣙン26ࡸ、⬤ᙅ性ࢆᣢ

ࡵࡓࡿࡍ㜵Ṇࡧ通信の┘どཬࡿࡼェア等࢘トࣇࢯࡘ

のサーࣅス࡛ࠋࡍᮏサーࣅスࡣᚋ㏙のイントラネットワ

ーク基盤サーࣅス㐃ᦠ࡛᭱ࡇࡿࡍ大㝈のຠ果ࢆⓎ

ࡿࡍシステム࡛ࡾࡼ、ࡵࡓࡿ࠶ネットワーク環境ࢆሀ

∼ࡶࡵࡓࡿࡍ、㠀ࡶイントラネットワーク基盤

サーࣅスࡈࢆά用ࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 

 イントラネットワーク基盤サーࣅス（イントラネットワー

クシステム） 

 部ᒁ等のネットワーク環境ࢆプライ࣋ートネットワ

ークࢆࡇࡿࡍᕼᮃࡿࡍ⟶⌮者ྥࡅ、イントラネッ

トワーク環境ࢆᵓ⠏ཬࡧ運用ࡵࡓࡿࡍの基盤ࢆᥦ౪ࡍ

๓、࡛ࡇࡿ࠸用ࢆスࣅᮏサーࠋࡍス࡛ࣅのサーࡵࡓࡿ

㏙の学内ネットワーク᳨サーࣅス᭱ࢆ大㝈利用ࡍ

ᵓࢆネットワーク環境࡞∽ሀࡾࡼ、ࡾ࡞能ྍࡀࡇࡿ

⠏ྍࡀࡇࡿࡍ能࡛ࠋࡍ 

 イントラネットワーク基盤サーࣅスの利用ࡈࢆᕼᮃ

の部ᒁࡣ、所ᒓ部ᒁの部ᒁネットワークᢸᙜ者ࢆ通࡚ࡌ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃㄯ┦ࡈ

 

 アクセス制ᚚサーࣅス（ࣇイア࢛࢘ール） 

 2',16 ࠺⾜ࢆアクセス制ᚚ、࡚ࡋᑐ通信ࡿࡍ⏤⤒ࢆ

ローバル,3アࢢࡿࡍᥦ౪ࡀ16,'2ࠋࡍス࡛ࣅのサーࡵࡓ

ドࣞスࣇ࡛⮬⊃、ࡣイア࢛࢘ールࢆ用ព࡚ࡋ運用࡚ࡋ

࠸࡚ࢀࡉアクセス制ᚚ࡚࠸用ࢆスࣅᮏサー、ࡾ㝈࠸࡞࠸

所ᒓ部、ࡣ࡚࠸ࡘアクセスポートのタᐃኚ᭦等ࠋࡍࡲ

ᒁの部ᒁネットワークᢸᙜ者ࢆ通ࡈ࡚ࡌ┦ㄯࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 

 ᭷⥺/$1ㄆドサーࣅス 

 2',16 利用制㝈、ࡋࢆㄆドタᐃ᭷⥺/$1環境ࡣ࡛

16,'2ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆスࣅサー࠺⾜ࢆ ネࡓࡋഛᩚࡀ

ットワークスイッࢳㄆドタᐃࢆ࡛ࡇࡍ実⌧ࡲࡋ

所ᒓ部ᒁ、ࡣ利用ᕼᮃの᪉ࢆスࣅ᭷⥺/$1ㄆドサーࠋࡍ

の部ᒁネットワークᢸᙜ者ࢆ通ࡈ࡚ࡌ┦ㄯࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 

�� ネットワーク利用࡚ࡗࡓ࠶の⌮㡯・㑂Ᏺ㡯 

 2',16の利用ࡣ、教育研究ά動ཪࡣᮏ学の運用ᚲせ࡞通信

㝈ᐃࠋࡍࡲࢀࡉネットワークୖのὶࡓࡲࡶ♫会࡛ࢆࡇࡿ࠶

ព㆑ࡋ、者ࢆᛮࡾࡸ࠸全࡞コミュニࢣーシࣙンࡿࡍ❧☜ࢆ

ࡍ♧ᮏ㡯ࡶࡃ࡞ᑡ、ࡾࡓ࠶16の利用,'2ࠋࡍᚲせ࡛ࡀࡇ

⾜Ⅽࡣ㑊ࡅ、㐺ษネットワークࢆ使用ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 

利用者の通信、ࡵࡓ利用の࡞㐺ṇࡘᏳ全ࡣ16࡛,'2、࠾࡞ 

ᒚṔࢆグ㘓ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ 

 

����  ἲ௧ཪࡣ公ᗎⰋࡿࡍ⾜Ⅽ 

2',16の利用ࡣ大阪大学ᐃྛࡓࡵ✀ルールຍ࡚࠼、国内እ

のἲᚊࡶ㐺用≉ࠋࡍࡲࢀࡉ関㐃の῝࠸日ᮏのἲᚊ࡚ࡋ、ⴭ

作ᶒἲ等の▱ⓗ㈈⏘関ࡿࡍἲᚊࡸ、ṇアクセス⚗Ṇἲࡀᣲ

・ἲ᠇、࡛ୖࡓࡋ㑂Ᏺࢆの࡛、2',16利用のルールࡍࡲࢀࡽࡆ

ἲᚊࢆ㑂Ᏺࡋ⾜動ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ 

 

����  教育研究ά動ཪࡣᮏ学の運用ᚲせ࡞通信௨እのネット

ワーク利用 

   2',16の利用ࡣ、教育研究ά動ཪࡣᮏ学の運用ᚲせ࡞通信

、ࡋ制㝈ࢆ利用、ࡣⅭ⾜ࡿࡍ⬺㐓ࡽ利用目ⓗࠋࡍࡲࢀࡉ㝈ᐃ

ཪࡣṆࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࡍ 

 

����  2',16の࡞運用ࢆጉࡿࡆ⾜Ⅽ 

 2',16 の運用ࢆጉᐖࡿࡍ⾜Ⅽࡣཝ⚗࡛ࠋࡍࡤ࠼、≀ⓗ

ネットワーࡿࡼ大㔞のデータ㏦ཷ信、ࡃ࡞࡛ࡅࡔຍᐖ࡞

ク高㈇Ⲵࡿࡅࢆ⾜Ⅽ、の利用者㏞ᝨ࠺ࡼࡿࡅࢆ

࢛ࣇート࣐スࡸコンࢯࣃࡓࡋィルスឤᰁ࢘、利用࡞㐣࡞

ンࢆネットワーク᥋⥆ࡀࡇࡿࡍヱᙜ࢘、ࡓࡲࠋࡍࡲࡋ

ィルスឤᰁ等、ணᮇࡠࡏ情࡛2',16の運用のጉࡿ࡞ࡆ

ࡿࡍ使用、ࡶࡵࡓ࠸࡞ࡽ࡞ຍᐖ者ࡀ㌟⮬、ࡾ࠶ࡶࡇ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ⌮⟶㐺ษࢆン࢛ࣇート࣐スࡸコンࢯࣃ

 

����  情報セ࢟ュࣜティの☜ಖ  

 2',16 ே୍࡛、ࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋ利用ࡀࢨከᩘのࣘーࡣ

ࡀᝏᙳ㡪࡚ࡗࡓࢃᗈ⠊ᅖࡤࢀᛰࢆ⟇ュࣜティᑐ࢟セࡶ

出ࡿሙ合ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ 

௨ୗの㡯目ࡣ࡚࠸ࡘ、基ᮏⓗ࡞セ࢟ュࣜティᑐ⟇ࡋ

࡚、ᖖࢳェックࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆ 

ࢆイルࣇ⩏ᐃ、ࡋインストールࢆトࣇࢯ⟇ィルスᑐ࢘・

᭱᪂ಖࠋࡇࡘ 

・26ཬࣇࢯࡧト࢘ェアのアップデートࡋ、᭱ ᪂のバージࣙ

ンಖࠋࡇࡘ 

・サポートษࢀの26等ࡀ稼働ࡿࡍ機ჾ16,'2ࢆ ࡋ⥆᥋

 ࠋࡇ࠸࡞

・⬤ᙅ性ࢆ᭷ࡿࡍ 26 ཬࣇࢯࡧト࢘ェアࡣ使用࠸࡞ࡋ、ཪ

 ࠋࡇࡿࡍゎᾘࢆᙅ性⬤ࡣ

のサղ、࠸࡞ࡋ使用ࢆᏐิᩥ࡞ձ⡆༢、ࡣスワードࣃ・

ーࣅス同ࡶࡌのࢆ使用࠸࡞ࡋ、ճே教࠸࡞࠼、մ

のサーࣅスᏳ᫆ࣃスワードࢆධຊ࠸࡞ࡋ、յ₃࠼

ᚭᗏࢆ⌮⟶、等ࡿࡍኚ᭦ࡸ㏿ࡣሙ合ࡿ࠶ࡀ࠸の࠸

 ࠋࡇࡿࡍ

ヲࡣࡃࡋ、௨ୗの85/ࢆཧ↷のࠋࡇ 

（KWWSV���ZHE�DXWK�RVDND-X�DF�MS�SRUWDO�MD�SZGSROLF

\�KWPO） 

ュࣜテ࢟国❧大学ἲே大阪大学情報セࡿࡵᐃࡀᮏ学、ࡓࡲ

ィᑐ⟇規程ࢆ㑂Ᏺࡈࢆ16,'2、࡛ୖࡓࡋ利用ࠋ࠸ࡉࡔࡃ 

 

����  2',16運用の協ຊの࠾㢪࠸ 

 サイバーᨷᧁࡵࡌࡣࢆ、セ࢟ュࣜティᢏ⾡ࡸネットワー

クᢏ⾡ࡣᛴ㏿成㛗ࡾ࠾࡚ࡋ、⌧ᅾの運用ࡀᑗ来࡚࠸࠾

16,'2ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ能性ྍ࠸࡞㐺ษ࡛ࡣ 規程のᨵ✀ྛࡣ࡛

ゞ等ࡾࡼ、௦合ࡓࡏࢃ運用ኚ᭦ࢆ実16,'2ࠋࡍࡲࡋ

利用者ࡣኚ᭦ᚋの運用ࡶ࡚࠸ࡘᚲࡎ㑂Ᏺࡶࡿࡍ、

ኚ᭦係ྛࡿ✀ㄪᰝࡸアンࢣート等の౫㢗ࡣ協ຊࢆ

 ࠋࡍࡲࡋ࠸㢪࠾

 

�� ྛ✀利用⏦ㄳ書 

ྛ✀⏦ㄳࡣ、部ᒁネットワークᢸᙜ者等ࢆ通࠺⾜࡚ࡌᚲ

せྛࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ✀⏦ㄳ書ࡣ 2',16 の :HE ージ࣌

（KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�JXLGHOLQHV�）ᥖ

㍕ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ 

 

�� 2',16 関㐃の規ᐃ等ཬࡧᮏガイドライン㐪ᑐࡿࡍᥐ 
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⨨ 

2',16 の運用ࢆጉࡿࡆ⾜Ⅽࡸ通信ࢆⓎ見ࡓࡋሙ合、ネッ

トワーク㐽᩿等の⥭ᛴᥐ⨨ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇ࠺⾜ࢆ⥭ᛴᥐ

能ྍࡀネットワーク運用Ᏻ全、ࡣሙ合ࡓࢀࡉ実ࡀ⨨

 ࠋࢇࡏࡲ࠸⾜ࡣゎ㝖࡛ࡲࡿࢀࡉุ᩿

㐺ษネットワークࢆ利用ࡓࡋ者ࡣ、ᙜヱ部ᒁの部

ᒁネットワークᢸᙜ者ࡽネットワーク利用ࡸ情報セ࢟

ュࣜティ関ࡿࡍ教育・ᣦᑟࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇ࠺⾜ࢆ 

 

�� ┦ㄯ❆  ཱྀ

ྛ部ᒁのネットワーク関ࡈࡿࡍ┦ㄯࡣ、ྛ部ᒁ࡛ᐃ࡚ࢀࡽࡵ

ࡲ࠸࡚ࡋ࠸㢪࠾ࢆཱྀ❆次┦ㄯ୍部ᒁネットワークᢸᙜ者ࡿ࠸

部ᒁの部ᒁネットワークᢸᙜ者ྛ、ࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘㄯ┦ࡈࠋࡍ

 ࡈ ┦ ㄯ の   ࡼ ࢁ ࡋ ࡃ ࠾ 㢪 ࠸ ࠸ ࡓ ࡋ ࡲ ࡍ

（KWWSV���ZZZ�RGLQV�RVDND-X�DF�MS�UHFHSWLRQ�）ࠋ 

部ᒁネットワークᢸᙜ者ࡽの┦ㄯࡣ࡚࠸ࡘ、次のᐄ先࡛ࡲ

 ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸࠸㢪࠾

 
 部 ⨫：情報推進部情報基盤ㄢ研究⣔システム⌜（2',16ᢸᙜ） 

内 ⥺：（྿⏣）��������� 

メール：RGLQV-URRP#RGLQV�RVDND-X�DF�MS 

 
（+�������� ᨵṇ） 

 
大㜰大学ࢧイࣂーメディアࢭンターࢿッ࣡ࢺーࢡ
利用者࢞イࣛࢻイン 
 

 ࡵࡌࡣ ��

 大阪大学総合情報通信システム�2',16� 2VDND 'DLJDNX 

,QIRUPDWLRQ 1HWZRUN 6\VWHP� ࡛ᥦ౪ࡿࢀࡉコンピュータネッ

トワークཬࢀࡑࡧ᥋⥆࡚ࡍࡿ࠸࡚ࢀࡉのコンピュータ・通

信機ჾ、ཬࡽࢀࡑࡧのୖ࡛動作ࡿࡍ通信ࣇࢯト࢘ェアࡣ、教育・

研究ࢆ目ⓗࡓࡋタഛ࡛ࡾ࠶、情報推進ᮏ部࡚ࡗࡼ運用⟶⌮

ࢆ㈨᱁ࡿࡍ利用ࢆスࣅサーࡿࡍᥦ౪ࡀ 16,'2ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ

 16,'2ࡿ࠶࡛⏘国᭷㈈࡚ࡋ㑂Ᏺࢆᮏガイドライン、ࡣ者ࡓࢀࡽ࠼

の࡞運用の⥔ᣢ協ຊࡓࡲࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ、教育

研究ࢆ通࡚ࡌ、学⾡♫会のࡎࡽ࡞ࡳ⏘業♫会、ᕷẸ♫会、ࡽࡉ

ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ利用࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉ᆅᇦ♫会ࡣ

サイバーメディアセンターネットワーク16,'2、ࡣ の୍部ࢆᵓ

成ࡶࡿࡍの࡛ࡾ࠶、サイバーメディアセンターの教⫋員・学生

ཬࡿࡎ‽ࡽࢀࡇࡧ者の全員ୖࡣグの目ⓗࡃࡼࢆ⌮ゎࢀࡅ࡞ࡋ

ຠ果ⓗࢆの目ⓗ 16,'2、ࡣのガイドラインࡇࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤ

㐩成࡛࠺ࡼࡿࡁ、サイバーメディアセンターネットワークの

利用ୖのὀព㡯ࡶࡓࡵࡲࢆの࡛ࠋࡍ 

サイバーメディアセンター教育用計算機システムの利、࠾࡞

用ࡣ࡚࠸࠾、教育用計算機システム利用者ガイドラインࡸ教

育用計算機システム利用⣽๎ࡀᐃࡍࡲ࠸࡚ࢀࡽࡵの࡛、ࡽࢀࡑ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗᚑࡶ

 

 学እネットワーク 16,'2 ��

 学እの通信 16,'2、ࡣᗈᇦ通信ネットワークの┦᥋

学⾡目、ࡣᗈᇦ通信ネットワークࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡗࡼ⥆

ⓗのネットワークのၟࡎࡽ࡞ࡳ用目ⓗのネットワークࡶ࡞┦

᥋⥆ࢀࡒࢀࡑ、ࡾ࠾࡚ࢀࡉのネットワークの規模ࡸ性能ࡶ

ᵝࠋࡍ࡛ࠎࡤ࠼、⡿国の大学の:HE サイト�࣍ࡿࡺࢃ࠸ーム࣌

ージ�ࢆ見ࡘࡃ࠸、ࡣࡵࡓࡿのネットワーク࡚ࡋ⏤⤒ࢆデー

タࡀ㏦ཷ信ࠋࡍࡲࢀࡉ学እのネットワークࡣ 2',16 内部ẚ

࡚通信ᐜ㔞ࡀᑠࢆࡇ࠸ࡉぬࡕࢃ࡞ࡍࠋࡍ࡛ࡁࡃ࠾࡚࠼同ࡌ

データ㔞ࢆ㏦ཷ信ࡶ࡚ࡋ、通信ᐜ㔞のᑠ࠸ࡉネットワーク

、࡚ࡗᚑࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃࡁ大ࡾࡼ㈇ᢸࡿ 16,'2、ࡣ㈇ᢸࡿ

↓用࡞大㔞のデータࢆ㏦ཷ信ࡅࡔࡿࡁ࡛、ࡣࡇࡿࡍ㑊ࡿࡅ

、ࡀࡍࡲࡁアクセス࡛ୡ⏺୰ࡿࡍ利用ࢆ16,'2ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡁ

ネットワークࢀࡒࢀࡑࡣの運用規๎ࢆࢀࡑࡓࡲ、ࡾ࠶ࡀ支࠼ 

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࢀᛀࢆࡇࡿ࠸ࡀのே㐩ࡃከࡿ

 

�� 2',16 の利用࡚ࡗࡓ࠶㑊ࡁࡿࡅ⾜Ⅽ 

ࡍの࡛ࡶࡿࡍ⥆᥋ࢆコンピュータ同ኈࡣⓗ⌮≀ࡣ 16,'2 

♫ࠋࡍே㛫࡛ࡣのࡿࡍ利用ࢆコンピュータࡿ࠸࡚ࢀࡉ⥆᥋、ࡀ

会ᖖ㆑ᚑ࠸、┦ᡭᑐࡿࡍ㓄៖࡚ࡗࡶࢆ利用ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

利用ᙜࡣ࡚ࡗࡓ、௨ୗの⾜Ⅽࡣ㑊ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࡡࡅ 

・ἲ௧ཪࡣ公ᗎⰋࡿࡍ⾜Ⅽ 

・ᮏ学の教育・研究目ⓗࡿࡍ⾜Ⅽ 

・2',16 の࡞利用ࢆጉࡿࡆ⾜Ⅽ 

のᏳ全ࡑࡣサイバーメディアセンターネットワーク࡛、࠾࡞

࡞アクセス先ࡸ計算機の利用㛫、ࡵࡓ運用の࡞㐺ṇࡘ

の利用ᒚṔࡾ࠾࡚ࢀࡽࡀ、ୖグの⾜ⅭࡀⓎ見ࡓࢀࡉሙ合ࡣ

ᙜヱ利用者の 2',16 の利用ࢆ௨ୗの࡞࠺ࡼᥐ⨨࡚ࡗࢆ制㝈ࡋ

 ࠋࡍࡲ

ࡓࡵྵࢆイルの๐㝖・⛣動・」製・ኚ᭦・ᙉ制ಖᏑ等ࣇ・

利用者ࣇイルの᧯作 

・利用の୍Ṇ 

・利用୰のฎ⌮の୰Ṇ 

 

��� ἲ௧ཪࡣ公ᗎⰋࡿࡍ⾜Ⅽ 

 2',16 ࡛の⾜Ⅽࡣእἲᶒ࡛ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ日ᮏ国内࠸࠾

、ࡣ࡚ࡋἲ௧࠸῝関㐃の≉ࠋࡍࡲࢀࡉ㐺用ࡀ日ᮏ国内ἲࡣ࡚

ⴭ作ᶒἲ࡞の▱ⓗ㈈⏘ᶒㅖἲ、ࡿࡺࢃ࠸ṇアクセス⚗Ṇἲ、

ฮἲ、Ẹἲ、ၟἲࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ࡞、እ国ᙳ㡪ࢆཬࡍࡰ

ࡤࡡࡏព␃ࡶࡇࡿ࠶ࡀ能性ྍࡿࡅཷࢆእ国ἲの㐺用ࡣࡁ

ࡲࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋࢆⅭ⾜࡞࠺ࡼ次の、ࡤ࠼ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞

㐪ἲ、ࡶሙ合࡛ࡓࡏࢃ⾜ࢆࢀࡇே、ࡶ࡚ࡃ࡞ࢃ⾜ࡽ⮬、ࡓ

࡚ࡃ࡞࠸࡚ࢀࡽࡵἲ௧࡛ᐃ、ࡽࡉࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࢀࡉ

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀⅭ⾜࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ会࡛♫⯡୍、ࡶ

 

��� 基ᮏⓗேᶒのᐖ 

  ネットワークの利用㝈ࡎࡽ、基ᮏⓗேᶒࢆᑛ㔜ࢀࡅ࡞ࡋ

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤ

��� ᕪูⓗ表⌧のネットワークୖ࡛の公開 

ே✀・性ู・ᛮ信᮲࡞ᑐࡿࡍᕪูⓗ࡞Ⓨ言ࢆネット

ワーク࡛公開ࡣࡇࡿࡍ、日ᮏ国᠇ἲのᐃࡿࡵ基ᮏⓗேᶒᑛ

㔜の⢭⚄ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࡍ 

��� ㄦㅫ୰യࡇ࠺⾜ࢆ 

ネットワークの利用㝈ࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ࡛ࡇࡓࡗ、ே

ࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࢀࡽ࠼ẋᦆ࡛ッྡࡣࡇࡿࡍㄦㅫ୰യࢆ

 ࠋࡍ

��� プライバシーのᐖ 

2',16 利用者のಶே情報ࡣᑛ㔜ࡀࡍࡲࢀࡉ、利用者ࡣே

のಶே情報ࡶᑛ㔜ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋಶே情報ࡸ⚾信࡞

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋ公開࡛᩿↓ࢆ

��� 利用㈨᱁の࠸࡞コンピュータࡸ通信機ჾのධ 

  2',16 の内እࢆၥࡎࢃ、ネットワークୖの利用㈨᱁の࠸࡞

コンピュータࡸ通信機ჾࢆ使用 16,'2ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋ

ሙ合、大阪大学全ࡓࡋධṇ⤌⧊のネットワークࡽ
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యࡀእ部のネットワークの᥋⥆ࢆษࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࢀࡽ、ሙ

合ࡣ࡚ࡗࡼ国㝿ၥ㢟Ⓨ展ྍࡿࡍ能性ࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ、

⤌⧊のṇ࡞ධࢆ試ࡶࡇ࡞࠺ࡼࡍ⤯ᑐࡾ࡞ࡣ࡚ࡋ

デࡿࢀὶࢆネットワークୖ、ࡶࡃ࡞ࡋධ、ࡓࡲࠋࢇࡏࡲ

ータࢆㄞ࡞࠺ࡼࡿྲྀࡳ┐⫈⾜Ⅽࡶ⤯ᑐࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋ 

��� ▱ⓗ㈈⏘ᶒのᐖ 

  ▱ⓗ㈈⏘ᶒࡣ、ே㛫の▱ⓗ作ά動࡚࠸ࡘ作者のᶒ利

の࡞ェア࢘トࣇࢯ・画・ᑠ説⤮ࠋࡍの࡛ࡶࡿ࠼ࢆಖㆤ

ⴭ作≀、デࢨインのពࢆ࡞ᑛ㔜ࡇࡿࡍᚰ࡚ࡅࡀୗࡉ

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋࡣᨵኚ᩿↓ࡸⴭ作≀の↓᩿」製ࠋ࠸

  ࡤ࠼、ᮏ・㞧誌・:HE ࣌ージ࡞ᥦ౪ᩥࡿ࠸࡚ࢀࡉ❶・

図・┿・ᫎീ・㡢ᴦࢆ࡞、↓チྍ࡛」製ࡣ࠸ࡿ࠶ᨵኚࡋ

࡚、⮬分の :HE ࣌ージ࡛公開ࡾࡓࡋ、ネットニュースᢞ✏

♫会、ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔⴭ作ᶒのᐖࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡣ࡚ࡋࡾࡓࡋ

のロၟࡸࢦရၟࡍ♧ࢆᶆၟࡣ࡚࠸ࡘἲ・ၟᶆἲ࡞のᐖ 

ࡇࡿ࡞ീᶒのᐖ⫝̸ࡣ࡚࠸ࡘീ⫝̸࡞┿ⱁ能ேの、

ࣇࢯࡿ࠸࡛ࢇ⤖ࢆ使用チㅙዎ⣙ࡀ大学、ࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ト࢘ェアࡸデータࢆコピーࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋ 

 データの公開࡞ࡘࡏ࠸ࢃ ���

࡞ࡣ࡚ࡋ公開ࢆ࡞画ീ・㡢ኌ࡞ࡘࡏ࠸ࢃ࡚࠸用ࢆ 16,'2 

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋᥦ౪ࢆのࣜンクࡽࢀࡑ、ࡓࡲࠋࢇࡏࡲࡾ

��� 利用ᶒ㝈のṇ使用 

 利用者ࡣ、᭷ൾ↓ൾࢆၥࡎࢃ、⮬分の利用ᶒ㝈�ア࢘࢝ント�

ཝࢆスワードࣃ、ࡣ利用者ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡏࢃ使ேࢆ

᱁ࡿࡍ⌮⟶㈐௵ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀᮏேのロࢢインྡ࡛ே計

算機ࡸネットワークࢆ使用ࣇ、ࡶࡇࡿࡏࡉイル᱁⣡㡿ᇦ

ࡲྵࢀࡇࡶࡇࡿࡏࢃ使ேࢆ※のネットワーク㈨࡞

、ࡧཬ、ࡇࡿࡍインࢢインྡ࡛ロࢢேのロ、ࡓࡲࠋࡍࡲࢀ

ேのロࢢインྡࢆ㦄࡚ࡗ、電子メール・ネットニュース・

電子ᥖ♧ᯈࢆ使用ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋ 

��� ストー࢝ー⾜Ⅽཬࡏࡽࡀ᎘ࡧ⾜Ⅽࡇࡿࡍࢆ 

  ネットワークࢆ通࡚ࡌ、┦ᡭ࡞࠺ࡼࡿࡀ᎘ࡀ内ᐜのメール

࡞ࡿࡅࡘࡾ㏦ࢆ大㔞のデータࡸの⾜Ⅽ࡞ࡿ㏦᪉ⓗ୍ࢆ

の⾜Ⅽࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚ࡋࡣ 

 

��� 教育・研究目ⓗࡿࡍ⾜Ⅽ 

࡚ࢀࡉ運用ࡵࡓࡿࡍ㈨⾜㐙࡞教育・研究のࡣ 16,'2 

ࡿࡍ⬺㐓ࡽタ⨨目ⓗ࠺࠸の支援ࡑࡧ教育、研究ཬࠋࡍࡲ࠸

௨ୗの࡞࠺ࡼ⾜Ⅽࡣ、利用制㝈࡞のฎ分のᑐ㇟ࡀࡇࡿ࡞

 ࠋࡍࡲࡾ࠶

 

��� ᨻ・᐀教ά動 

 ᮏネットワークࡣ国᭷㈈⏘࡛ࡽࡍ、≉ᐃのᨻ・᐀教ᅋ

య利౽ࢆ౪࡞࠺ࡼࡿࡍά動用ࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡣ࡚࠸ 

��� 営利ࢆ目ⓗࡓࡋά動の⚗Ṇ 

 ᗈ告・ᐉఏ・㈍࡞の営利ά動のࡵࡓ :HE ࣌ージࡸ電

子メールࢆ用ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚࠸ሿのプࣜントࢆ作成ࡾࡓࡋ

 ࠋࡍࡲࢀࡲྵࢀࡇࡶࡇࡿࡍ

��� 目ⓗእのデータのಖᣢ 

 ಶேのࣇイル㡿ᇦࡸ :HE ࣌ージ㡿ᇦ、教育・研究の目

ⓗ合⮴ࡶ࠸࡞ࡋのࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ࡚࠸⨨ࢆ 

 

��� 2',16 の࡞運用ࢆጉࡿࡆ⾜Ⅽ 

 2',16 の運用ࢆጉᐖࡿࡍ⾜Ⅽࡣ⚗Ṇࠋࡍࡲࡋ≀ⓗ࡞ຍᐖࡣ言

ࡓ࠼ࢆᝏᙳ㡪ネットワーク 16,'2、ࡤ࠼、ࡃ࡞ࡶ࡛ࡲ࠺

ࡅ㑊ࡣ利用࡞㐣࡞࠺ࡼࡿࡍࡾࡓࡅࢆᝨ㏞の利用者、ࡾ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉṆ⚗ࡣ௨ୗの⾜Ⅽ、ࡓࡲࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࡡ

 

��� 2',16 通信機ჾの㓄⥺ཬࡧ࿘㎶機ჾの᥋⥆ᵓ成ࢆኚ᭦ࡿࡍ

 ࠋࡇࡿࡳ試ࢆࡇ࡞࠺ࡼのࡑ、ࡓࡲࠋࡇ

��� ネットワークのࣇࢯト࢘ェアのᵓ成ࢆኚ᭦ࡓࡲࠋࡇࡿࡍ、

 ࠋࡇࡿࡳ試ࢆࡇ࡞࠺ࡼのࡑ

��� ネットワークのṇᖖ࡞機能ࢆᦆࣇࢯ࡞࠺ࡼ࠺࡞ト࢘ェアࢆ

ᑟධࡾࡓࡋ、利用ࡑ、ࡓࡲࠋࡇࡿࡍࡾࡓࡋのࢆࡇ࡞࠺ࡼ

試ࠋࡇࡿࡳ 

��� ᚲせ大㔞のࣇイル୍ࢆ度㏦ཷ信࡞ࡿࡍ、ネット

ワークのṇᖖ࡞機能ࢆᦆ࡞࠺ࡼ࠺࡞通信ࠋࡇࡿࡍࢆ 

 

�� ネットワークࢆᛌ㐺利用ࡵࡓࡿࡍ 

 ἲ௧ࡸ公ᗎⰋࡎࡏ、教育・研究目ⓗ合⮴ࡓࡋ利用࡛

⡆༢ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡍࡲࡾ࠶ࡘࡃ࠸ࡀࡇࡁࡍὀព、ࡶ࡚ࡗ࠶

 ࠋࡍࡲࡁ࠾࡚ࢀゐ

 

��� ရ࡚ࡗࡶࢆ利用ࡿࡍ 

 大阪大学のᵓ成員࡚ࡋのရࢆಖ࡚ࡗ利用ࡣࡇࡁࡍ

言ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡶ࡛ࡲ࠺ရḞࡿࡅメッセージのⓎ信ࡣㅽ

 ࠋ࠸ࡉୗ࡛ࢇ

��� ேࢆᛮ࡚ࡗࡸ࠸利用ࡿࡍ 

  大㔞のデータࢆ㏦ཷ信16,'2、ࡿࡍࡾࡓࡋ ネットワーク

、ࡽࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࡅࢆᝨ㏞のேࡿ࠸࡚ࡋ利用ࢆ

༑分ὀពࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋメールࣇࢯト࡛、メールの฿╔状ែ

ࢆのシステムࡑ、ࡶ࡞ࡿࡍࡃ▷ᴟ端ࢆ㛫㛫㝸ࡿㄪࢆ

共᭷ࡿ࠸࡚ࡋ利用者の㏞ᝨࡋࡍࡲࡾ࡞、運用ጉᐖࡿ࡞

サイバーメディアセンターの教育用、ࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶࡇ

計算機システムの࠺ࡼ共同࡛利用ࡿࡍコンピュータタഛ

ᛮࡿࡍᑐே、ࡎࡏࡾࡓࡋィン࡛༨᭷ࣇネットサー、ࡣ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ利用࡚ࡗࡶࢆࡾࡸ࠸

 ࡿࡍ⌮⟶㐺ṇࢆスワードࣃ ���

ࡿࡍㄆ☜ࢆࡇࡿ࠶ṇ規の利用者࡛ࡀࡓ࡞࠶ࡣスワードࣃ  

、ࡾࡓ࠼教ேࢆスワードࣃ分の⮬ࠋࡍの࡛ࡶ࡞大ษࡵࡓ

ேのࣃスワードࢆ使࡚ࡗコンピュータࢆ用࡞ࡣ࡚ࡋࡾࡓ࠸

ࡓࡋ利用࡚ࡗࡽࡶ࡚࠼ே、教ࡓ࠼教ࢆスワードࣃࠋࢇࡏࡲࡾ

ேの᪉ࡀ㈐௵ࢆ㈇ࣃࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇ࠺スワードのᩥᏐิ

スワーࣃ、࠸࡞ࡋメࣔ࡞ᦠᖏ電ヰ機ࡸᡭᖒ、ࡿࡍᕤኵ

ドࢆᐃᮇⓗኚ᭦ࠋࡍ࡛ࡇࡿࡍேࣃࡀスワードࢆධຊࡍ

ࢀࢃ⾜ࡃࡼࡶ㓄៖࠺࠸࠸࡞見ࢆのேのᡭඖࡑ、ࡣࡁࡿ

ⓗ利῭⤒࡞᥋ⓗ┤、ࡶ࡚ࢀࡉ用┐ࢆント࢘࢝アࠋࡍࡲ࠸࡚

スワードࣃ、ࡤ࠼、ࡋࡋࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠸࡞ࡽ⿕ࡣ┈

内ࡿࡍ㎯ࢆேࡽント࢘࢝分のア⮬、ࡵࡓࡓࢀࡽ▱ࢆ

ᐜの電子メールࡀⓎ信ࡓࢀࡉሙ合、ࡀࡓ࡞࠶㎯⾜Ⅽ者ࡋ

の計࡚ࡋ利用ࢆント࢘࢝のアࡓ࡞࠶、ࡓࡲࠋࡍࡲࢀࢃᢅ࡚

算機のධ⾜Ⅽࡓࢀࢃ⾜ࡀሙ合�ࢆࢀࡇ㋃ྎアタック

ே≢ึ᭱ࡎࡲ、ࡀᐖ者⿕ࡓࢀࡉ用┐ࢆント࢘࢝ア、�ࡍࡲࡧ

 ࠋࡍの࡛ࡿࢀࢃ࡚ࡋ

��� プライバシーࢆᏲࡿ 

  共用のサーバコンピュータࣇࡓࢀ⨨イルࡣ、の

利用者ࡽㄞ࠺ࡼ࠸࡞ࢀࡲアクセスᶒ㝈ࢆタᐃ࡛ࡇࡿࡁ

ࡓࡲ、ࡿࡵㄞࡶࡽㄡࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋタᐃの࡛、㐺ษ࠸ከࡀ

、ࡓࡲࠋࡍ༴㝤࡛㠀ᖖࡣ状ែ࠺࠸ࡿࡵ㎸ࡁ書ࡶࡽㄡࡣ

ேのࣇイルࡀㄞࡶ࡚ࡋࡓ࠸࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡿࡵ、↓᩿࡛

・ージ・ニュース࣌ HE:ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡵࡸࡣࡇࡿ見ࢆの内ᐜࡑ

ᥖ♧ᯈ࡞、ಶேのプライバシー情報ࢆᥦ౪ࡶࡇࡿࡍ༴
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㝤ࠋࡍࡲࡾࡀ࡞ࡘ 

��� 2',16 のセ࢟ュࣜティಖᣢ協ຊࡿࡍ 

 ୖグ���㹼���の16,'2、 のセ࢟ュࣜティࢆಖᣢࡓࡿࡍ 

コ、ࡤ࠼ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡁࡍὀពࡀ利用者⮬㌟、ࡵ

ンピュータ࢘ィルスࢆᣢࡕ㎸࠸࡞ࡲ、信࡞Ⓨ信ඖࡽのメ

ールࢆ開࠸࡞、⮬分の⟶⌮ࡿ࠸࡚ࡋコンピュータ࢘ィル

スᑐ⟇ࣇࢯト�ワクࢳンࣇࢯト�ࢆᑟධ࢘ࡋィルス᳨▱ࣃター

ンࢆᖖ᭱᪂状ែಖ16,'2、ࡘ のᨾ㞀ࡸ␗ᖖࢆ見ࡽࡓࡅࡘ

 ࠋࡍࡲࡋヱᙜࢀࡇࡀ࡞、ࡿࡍ通報者⌮⟶ࡸ㏿

��� ネࢣࢳットࢆᏲࡿ 

ࡇࡁࡍὀព㝿ࡿࡍ利用ᛌ㐺ࢆネットワーク⯡୍  

ࢣࢳ࢚・ネットワーク、ࡣࡽࢀࡇࠋࡍࡲࡾ࠶ࡘࡃ࠸ࡀ

ット�␎࡚ࡋネࢣࢳット�ࢆࡶࡿࢀࡤの࡛ࠋࡍヲࡣࡃࡋ、ネ

�KWWS、ࡤ࠼�ットの:HE サイトࢣࢳ��ZZZ�FJK�HG�MS�QHWLTXHWWH��

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ↷ཧࢆ࡞

 

 教育用ィ⟬ᶵࢩステࠊ࣒学⏕用㟁Ꮚメーࣝࢩステ

 インࣛࢻイ࢞利用者࣒
 

�㸬ࡵࡌࡣ 

ࡍ関係教育用計算機システム、ࡣの利用者ガイドラインࡇ

学生用、ࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋゎ説ࡃࡍࡸࡾ分ࢆの規程等✀ྛࡿ

電子メールシステムࡶ࡚࠸ࡘゎ説ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ全࡚の利用者

教育用計ࡽ࡛ࢇㄞࡃࡼࢆ�ᣦ㔪�の利用者ガイドラインࡇ、ࡣ

算機システムཬࡧ学生用電子メールシステムࢆ利用࡚ࡋୗࡉ

 ࠋ࠸

ࡿࡍᥦ౪ࡀᮏ学、ࡎ先ࠋࡍの࡛ࡶ次のࡣの規程✀ྛ、ࡓࡲ

情報システムࢆ利用ࠕ、ࡾࡓ࠶ࡿࡍ大阪大学情報セ࢟ュࣜテ

ィポࣜシーࠖ� 等ࢆ㑂Ᏺࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡤࢀࡅ࡞ࡋ教育用計算機シ

ステムの利用ࠕ、ࡣ࡚࠸ࡘ教育用計算機システム利用規程ࠖ� 

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

大阪大学総合情報通信システࡣ教育用計算機システム、࠾࡞

ム᥋⥆࡚ࡋ運用ࡍࡲ࠸࡚ࡋの࡛、教育用計算機システムの全

࡚の利用者ࠕࡣ大阪大学総合情報通信システム利用者ガイドラ

インࠖࢆ㑂Ᏺࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

ኚ᭦ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࡍኚ᭦、ࡣの利用者ガイドラインࡇ

、の࡛ࡍࡲࡋᡭẁ࡛ᗈ報࡞ージ等の電子ⓗ࣌ーム࣍、ࡣሙ合ࡓࡋ

ᖖ᭱᪂の利用者ガイドラインࢆཧ↷࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ 

 

�㸬教育用計算機システム 

サイバーメディアセンター、ࡣ教育用計算機システムࠖࠕ

㇏୰教育研究Ჷの教室、箕面総合研究Ჷ�㝵・�㝵の教室ཬࡧ分

ᩓ端ᮎ室のコンピュータ、通信機ჾཬࡽࢀࡇࡧのୖ࡛動作ࡿࡍ

教育ࠋࡍࡲ࠸࠸ࢆシステムࡿࢀࡉᵓ成࡚ࡗࡼ⩌ェア࢘トࣇࢯ

用計算機システムࡣ、サイバーメディアセンターࡀ⟶⌮・運用

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

�� 学生用電子メールシステム 

 大阪大学ࡀᥦ౪ࡿࡍ学生用電子メールシステムࡣ、ᮏ学ࡽ

の情報Ⓨ信ཬࡧ情報ࢆ通࡚ࡌ、ᅾ学୰のಟ学関ࡿࡍ

情報ࢆᥦ౪ࡶࡿࡍの࡛ࡑࠋࡍのࡵࡓ、ルールࢼ࣐ࡸーࢆᏲࡓࡗ

Ᏻ全࡞᪉ἲ࡛使用ࡤࢀࡅ࡞ࡋ、ከࡃの利用者㏞ᝨࡇࡿࡅࢆ

ࡿ࡞せᅉࡿࡏࢃኻࢆᮏ学の♫会ⓗ信用、ࡣࡽࡉ、ࡾ࡞

ྍ能性ࡇࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀのࣜ࡞࠺ࡼスクࢆ㍍ῶࡋ、情報㈨⏘ࢆಖ

ㆤࡶࡿࡍ、電子メールࢆᏳ全利用ࡵࡓࡿࡍ次のࡇ

ࢆ機会ࡿࡁὶ࡛ᮏ学ࡣ༞業ᚋ、ࡓࡲࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㑂Ᏺࢆ

ᥦ౪ࡵࡓࡿࡍの電子メールアドࣞスࡀ用ពࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ 

 
・利用ᑐ㇟者 

学生用電子メールシステムࡣ、大阪大学の全࡚の学生ཬࡧ 

サイバーメディアセンターの教室࡛授業ࢆᢸᙜࡿࢀࡉ教員 

 ࠋࡍࡲࡁ利用࡛ࡀ

 

・メールア࢘࢝ントࣃスワードの⟶⌮ 

大学ࡀ㓄ࡿࡍメールア࢘࢝ントࣃスワードྲྀࢆᚓࡓࡋ 

ᚋࡣ、所᭷者ಶேࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࡍ⌮⟶ࡀ、ே 

 ࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡣ࡚࠼教ࢆスワードࣃࡸント࢘࢝メールア

 

・情報セ࢟ュࣜティポࣜシー等の㑂Ᏺ 

学生用電子メールシステムの利用者ࡣ、大阪大学情報セ࢟ 

ュࣜティポࣜシー等ࢆ㑂Ᏺࡿࡍᚲせࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ 

 

・利用者の㈐௵ 

学生用電子メールシステムࢆ利用ࡾࡼࡇࡓࡋⓎ生ࡓࡋ、 

 ㈇ࢆ௵ษの㈐୍ࡀ利用者、ࡶ࡚ࡋ関ᦆኻ・ᦆᐖࡿ࡞࠸

 ࠋࡍࡲ࠸

 

・利用のṆ 

༞業ᚋ、ᮏேࡽの⏦ࡋධࡾࡼࢀ、学生用電子メールシ 

ステムのᙜヱア࢘࢝ントの利用ࢆṆࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

・学生用電子メールシステムの利用関ࡿࡍ┦ㄯ❆  ཱྀ

メールの᧯作᪉ἲཬࡧシステム運用・㞀ᐖ関ࡶࡿࡍのࡣ、 

௨ୗの┦ㄯ❆ཱྀ㐃⤡࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ 

情報推進部情報基盤ㄢ教育⣔システム⌜ 

7(/���-����-���� 
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メール書ࡓࢀ内ᐜ関ࡑ、ࡣࡇࡿࡍのメール書࡚ࢀ

 ࠋࡍࡲࡋ࠸㢪࠾先ࡏࢃ合࠸ၥࡿ࠸

 

�㸬㐪ἲ⾜Ⅽṇ⾜Ⅽ 

 

���コンピュータୖ／ネットワークୖのṇ⾜Ⅽ 

コンピュータୖཬࡧネットワークୖの⾜Ⅽࡶ、日ᮏ国内

᮲ࡿࡌ⚗ࢆ㐪ἲ⾜Ⅽ、ࡋࡔࡓࠋࡍࡲࢀࡉ㐺用ࡀ国内ἲࡣ࡚࠸࠾

㡯ࡣ教育用計算機システム、学生用電子メールシステムの利用

者ガイドラインࠕ、ࡓࡲࠋࢇࡏࡲ࠸࡚ࢀࡲྵࡣἲゐ࠸࡞ࢀ

⾜Ⅽ࡚ࠖࡋࠕⰋࡣࠖࡇ࠸㐪≉ࠋࡍࡲ࠸教育ⓗ見ᆅࡽ、

教育用計算機システムཬࡧ学生用電子メールシステムୖ࡛⾜ࢃ

ࢆⅭ⾜ࡿࡍーࢼ࣐利用ࡃࡋⴭࡧⅭཬ⾜ࡿࡍ⌮、ࡿࢀ

 �ࠋࡍࡲࡧṇ⾜Ⅽࠖࠕ

教育用計算機システムࡣ大学のタ࡛ࡍの࡛、大学のタࢆ

用ࡣࡇ࠸࡞ࡅ࠸ࡣ࡚ࡗ⾜࡛᩿↓࡚࠸、教育用計算機システム

㈈⏘ⓗ利࡚ࡋ利用ࢆ教育用計算機システムࠋࡍࡲࢀࡉ㐺用ࡶ

のアルバイト、ᐙᗞ教ࢢラミンࢢプロ、ࡤ࠼、ࡇࡿᚓࢆ┈

ᖌࡸሿ講ᖌのアルバイトのࡵࡓのᩥ書作成ࡏࡲࡅ࠸ࡣ࡚ࡗ⾜ࢆ

 ࠋࢇ
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目ⓗእ利用ࡓࡵྵࢆṇ⾜Ⅽの内、ேのア࢘࢝ントࢆ使用

シスࡧཬࡇࡿࡏࡉ使用ࢆント࢘࢝分のア⮬ேࡸࡇࡿࡍ

テム運用業ົのጉᐖ⾜Ⅽ≉ࡣᝏ㉁࡞ṇࡲ࠸ᢅࡾྲྀ࡚ࡋ

制㝈ࡸ利用㈨᱁のṆ、ࡣ࡚ࡋᑐ利用者ࡓࡋุ᩿ᝏ㉁ࠋࡍ

ࡇࡿࢀࢃ⾜ࡀᠬᡄࡓࡗᚑ大阪大学の規๎、ࡓࡲࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆ

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

教育用計算機システムࢆ利用࡛ୖࡿࡍ、の利用者ࡸ教育用

計算機システム運用⟶⌮者のࣃスワードࢆㄪࡿ⾜Ⅽ࡚ࡗ⾜ࢆ

ࢆコンピュータのṇ利用、ࡣⅭ⾜࡞࠺ࡼのࡑࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡣ

ṇ⾜Ⅽの、࡞࠺ࡼのࡇࠋࡍࡲࢀࡉ࡞ࡳの‽ഛ⾜Ⅽࡵࡓ࠺⾜

‽ഛ࠸࡞ࢀࡽ࠼⪄ࡋ⾜Ⅽࠕࢆṇணഛ⾜Ⅽࠖࠋࡍࡲࡧ

ṇணഛ⾜Ⅽࡣ、ṇ⾜Ⅽ同ࠋࡍࡲ࠸ᢅ࠺ࡼࡌ 

 

���講⩏�₇習୰のṇ⾜Ⅽ 

講⩏₇ࡸ習୰教育用計算機システム利用規程ࡿࡍ⾜Ⅽ

࠺のṇ⾜Ⅽ࡚ࡗ₇習ࡸ⩏講ࡀࢀࡑ、ሙ合ࡓࢀࢃ⾜ࡀ

❶�ࠋࡍࡲࡋ㐺用ࢆ教育用計算機システム利用規程、ูࡣ

௦、ࢢンニン࢝、ࡿࡅ࠾₇習ࡸ⩏講ࡿࡅ࠾ሙ所ࡓࡋグ㍕

⌮出ᖍ、ேのࣞポートのコピーのᥦ出ᑐࡣ࡚ࡋ、୍⯡の講

⩏室ࡿࡅ࠾ሙ合同ࡾࡲࡘࠋࡍࡲ࠸ᢅ࠺ࡼࡌ、ṇ⾜Ⅽ

のᑐฎ࡚ࡋの出ᖍのㄆᐃ、༢のㄆᐃࡣ、୍⯡の講⩏

室ࡿࡅ࠾ሙ合同࠺ࡼࡌ、大阪大学の規๎ᚑࠋࡍࡲ࠸ 

ࡿ࠶、ࡤ࠼学生$ࡀ⮬分のロࢢインྡࣃスワードࢆே 

ࢆ講⩏の௦⌮出ᖍࡿࡍ利用ࢆ教育用計算機システム、࡚࠼教%

、ࡋ利用ࢆント࢘࢝ேのアࠋ࠺ࡻࡋࡲࡳ࡚࠼⪄ࢆሙ合ࡓࡗ⾜

教育用計算機システムのࡶ%、$、の࡛ࡿ࠸࡚ࡏࡉ、ࡓࡲ

ṇ利用者ࠋࡍࡲ࠸ᢅ࡚ࡋ教育用計算機システム運用⟶⌮者ࡣ、

ࡇࡓࡗ⾜ࢆ௦⌮出ᖍࠕ ࠋࢇࡏࡲࡋ▱関ࡣฎ分内ᐜࡿࡍᑐࠖ

ᢸᙜ教員ࡣ、㔞ࡾࡼ出ᖍⅬࢆῶⅬࡾࡓࡋฎ分ࢆ⊰ணࡾࡓࡋ

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࡍ

 

���⤌⧊のධ 

教育用計算機システムのネットワーク環境ࣇࠕ、ࡣイアー

、ࡾࡼࡇࡿ࠸用ࢆネットワーク機ჾࡿࢀࡤール࢛ࠖ࢘

のネットワーク┤᥋通信࠺ࡼ࠸࡞ࡁ࡛ࡀ制㝈ࢆຍ࠸࡚࠼

のṇධ⧊⤌、ࡸのṇධࡽ⧊⤌、ࡣࢀࡇࠋࡍࡲ

 ࠋࡍ࡛⨨のᥐࡵࡓࡄ㜵ࢆ

大阪大学ࡽ⤌⧊のネットワークṇධࡓࡋሙ合、

大阪大学全యࡀእ部のネットワークの᥋⥆ࢆษ࡞ࡅࡔࡿࢀࡽ

ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ能性ྍࡿࡍⓎ展国㝿ၥ㢟ࡣ࡚ࡗࡼሙ合、ࡃ

、ࡀࡍࡲ࠸࡚ࡋᑐฎࡶ大学ഃ࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡅࢆᝨ㏞⧊⤌

ධࢆ試࡞࠺ࡼࡍ⾜Ⅽࡓࡗ⾜ࢆሙ合ࡣฎ分のᑐ㇟ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

⤌⧊のネットワークのṇධ௨እࡶ、大㔞の電子メ

ールࢆ㏦ࡿࡅࡘࡾ等、⤌⧊のシステムの運営ጉᐖࡓࡗ࡞⾜ࢆ

ሙ合ࡣධ同ᵝࣃ、ࡓࡲࠋࡍࡲ࠸ᢅスワードのࡅᛀࢀ等、

⟶⌮ୖのഛのࡿ࠶コンピュータ࡛ࡶ࡚ࡗ࠶、ධࡅ࠸ࡣ࡚ࡋ

 ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࡾࢃኚࡇ࠸࡞

 

��▱ⓗ㈈⏘のᑛ㔜 

ⴭ作≀ཬࣇࢯࡧト࢘ェアのⴭ作ᶒࢆᑛ㔜࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ教育用

計算機システムᑟධࣇࢯࡿ࠸࡚ࢀࡉト࢘ェア�ࣜࣇーࣇࢯト

࠸ࡣ࡚ࡋ出ࡕᣢ࡚ࡋコピーࡣュメント࢟ドࡧཬ�ࡃ㝖ࢆェア࢘

ࡿࡍ利用࡛ࢇ㎸ࡕᣢࡽእ部ࢆェア࢘トࣇࢯーࣜࣇࠋࢇࡏࡲࡅ

ሙ合ࡣ、利用者ಶேの㈐௵の基࡚ࡗ⾜ୗࠋ࠸ࡉ 

ⴭ作≀の↓᩿コピー教育用計算機システムࢆ使࡛࠸࡞ࢃୗ

እ㡯の規ᐃࡿࡍ関ⓗ使用のሙ合⚾、ࡣⴭ作ᶒἲ࡛ࠋ࠸ࡉ

ᐙᗞ内ࡶ࡛≀⚾利用者のࡣ教育用計算機システムࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ

ࡣの࡛、教育用計算機システムのコンピュータの利用࠸࡞ࡶ࡛

⚾ⓗ使用ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࠸࡞ࡽࡓ࠶ࡣ 

電子ᥖ♧ᯈ等インターネットୖのグ୍ࡣ⯡のⴭ作≀同ࡌ

࡛࠸ࡋ㞴㠀ᖖࡣのุ᩿࠺ࡿ࠸࡚ࡋᐖࢆⴭ作ᶒࠋࡍ࡛

 ≀ⴭ作ࡎࡏ明グࢆ出、電子ᥖ♧ᯈのグ、ࡤ࠼、ࡀࡍ

�ḷモ等ࡴྵࢆ�の୍部ࢆᘬ用ࡸࡇࡿࡍ、出ࢆ明グࡶ࡚ࡋⴭ

作≀の全部ࢆᘬ用ࡇࡿࡍ等ࡣⴭ作ᶒࢆᐖࡽ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡍࡲࢀ

 

�㸬✼┐⾜Ⅽの⚗Ṇ 

教育用計算機システム利用規程ࡣ明ᩥࡀࢇࡏࡲ࠸࡚ࡋ、

教育用計算機システムのコンピュータࡑ、ࡸの部ရࡣ࠸ࡿ࠶ᮍ

使用のプࣜンタ用紙等ࢆእᣢࡕ出ࡲࡾ࡞⨥┐✼、ࡣࡇࡍ

 ࠋࡍ

 

�㸬運用ጉᐖの⚗Ṇ 

コンピュータࡸプࣜンタの電※の᧯作ཬࣜࡧセット᧯作ࢆ⾜

のⓎ↮等の⥭ᛴ、教育用ࡽ機ჾࡣእࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡣ࡚ࡗ

計算機システム運用⟶⌮者ࡀ᧯作ࢆᣦ♧ࡓࡋሙ合࡛ࠋࡍ 

教育用計算機システムの運用ࢆጉᐖ࡞࠺ࡼࡿࡍ⾜Ⅽ�の利

用者のࣇイルᾘཤ、ᨾពのネットワークጉᐖ等�ࡀⓎ生ࡓࡋሙ

合ࡣ、ཝ㔜࡞ฎ分ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆ⤒῭ⓗ࡞⿕ᐖࢆ࠸࡞࠼⾜Ⅽ࡛

ࡅ࠸ࡣ࡚ࡋࢆⅭ⾜ࡿ࡞教育用計算機システムの運用ጉᐖ、ࡶ

、Ⅽの⾜࡞等の≀⌮ⓗࡍእࢆコネクタࡸࢢ電※プラࠋࢇࡏࡲ

 ࢀධࢆ≀␗⨨Ⅽ、&'-520の⾜࡞ィルスの㏦等の㛫᥋ⓗ࢘

 ࠋࢇࡏࡲࡅ࠸ࡣ࡚ࡋࡶⅭ⾜ࡍࡇ㉳ࡁᘬࢆᨾ㞀等、ᨾពࡿ

 

�㸬ࣇイルのᢅ࠸ 

教育用計算機システムのྛ利用者ࡣ、教育用計算機システム

内の、୍ࡿ࠶ᐃ㔞のࣇイル㡿ᇦࢆ利用࡛ࣇ、ࡋࡋࠋࡍࡲࡁ

利用者、ࡾ࠶大阪大学の㈨⏘の୍部࡛ࡶ࡛ࡲࡃ࠶ࡣイル㡿ᇦ

の⚾᭷≀ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ࡛ࡅࢃࡓࡗ࡞教育用計算機システム

ࢃ࡞ࡍ�ࡿࡵㄞࡶࡽの利用者ࢆイルࣇ利用者のࡿ࠶、ࡣ࡛

タࡀ利用者ྛࢆイルのಖㆤࣔードࣇ、࠺ࡼ�ࡿࡁコピー࡛ࡕ

ᐃࠋࡍࡲࡁ࡛ࡶࡇࡿࡍ利用者のタᐃミス࡚ࡗࡼ、ᛮࡅࡀ࠸

ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡶࡇ࠺ࡲࡋ࡚ࢀࡲㄞの利用者ࢆイルࣇࡎ

教育用計、ࡣイルࣇ࠸࡞ࡃࡓࢀࡲㄞの利用者、ࡵࡓのࡇ

算機システムୖࡀ࠺࠸࡞⨨Ᏻ全࡛ࠋࡍ 

 

�㸬ᮏシステムの運用⟶⌮࠸ࡘ  ࡚

教育用計算機システムཬࡧ学生用電子メールシステム運用⟶

⌮者ࡣ、㐪ἲ⾜Ⅽ／ṇ⾜ⅭࢆⓎ見ࡓࡋሙ合、ᙜヱア࢘࢝ント

の利用Ṇのᥐ⨨ࠋࡍࡲ࠸⾜ࢆṇ⾜Ⅽ使ࡓࢀࢃア࢘࢝ント

ᐖ者⿕ࡓࢀࡉ用┐࡚ࡋሙ合、⤖果ࡓࡗ࠶の࡛ࡶࡓࢀࡉ用┐ࡀ

の利用ࢆṆࡀࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࡍ、┐用の実ࢆ☜ㄆᚋ、利

用Ṇࢆゎ㝖ࠋࡍࡲࡋ 
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利用者のẶྡ、ධ学年、所ᒓ学部、ロࢢインྡཬࡧᮏシステ

ムの利用㢖度等ࡣ、㐪ἲ⾜Ⅽ／ṇ⾜Ⅽࡀࡿࢀࢃሙ合ࡣ⛎ᐦ

情報ࠋࢇࡏࡲ࠸ᢅ࡚ࡋ 

教育用計算機システム運用⟶⌮者ࡣ、利用者のࣇイル㡿ᇦ

のプライバシーࢆᑛ㔜ࡀࡍࡲࡋ、ṇࣇ࡞イルのᏑᅾ等ࡘ

ࡼᡭ動᧯作࡚ࡌ応ᚲせ、࠸⾜ࢆ動᥈ᰝ⮬࡞ᐃᮇⓗ、ࡣ࡚࠸

⟇機ჾᨾ㞀のᑐ、ࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇ࠺⾜ࢆ内ᐜの┘ᰝ等ࡿ

 教育用計算機システム運ࢆイル㡿ᇦࣇ利用者のಶே、࡚ࡋ

用⟶⌮者ࣁࡀードディスク等コピーࡋ、ಖ⟶ࡾ࠶ࡀࡇࡿࡍ

 ࠋࡍࡲ

教育用計算機システムのコンピュータᬯྕࣇࡓࡋイル

⾜のṇࡽఱ、ࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣṇ⾜Ⅽ࡛ࡣࡇࡿࡍ⟶ಖࢆ

Ⅽのᡭẁࣇ࡚ࡋイルのᬯྕࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆ推ᐃࡿࢀࡉ

ሙ合ࡣ、内ᐜの開♧ࢆᙜヱ利用者せồࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡇࡿࡍ

ࢬ電子メールのサイࡓࡋ信ཷࡸイル㡿ᇦの使用㔞ࣇ、ࡓࡲ

電ࡸイルࣇ、ࡣ利用者ࡓ࠼㉺ࢆの制㝈ࡇࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ制㝈ࡣ

子メールࢆಖᏑ࡛ࠋࢇࡏࡲࡁ 

 

��㸬ṇ利用等関ࡿࡍฎ分 

コンピュータの✼┐ࡸ◚ᦆࡣ、大学タ内の✼┐ࡸ◚ᦆのሙ

合同ࠋࡍࡲ࠸ᢅ࠺ࡼࡌ㐪ἲ⾜Ⅽ／ṇ⾜Ⅽの⥅⥆ࢆ㜵ࡓࡄ

ントの利用Ṇ等࢘࢝の、アࡵࡓࡿࡍ㜵ṆࢆⓎ生ࡣ࠸ࡿ࠶、ࡵ

の⥭ᛴᥐ⨨ࢆࢀࡑ、ࡣⓎ見ࡓࡋ教育用計算機システム運用⟶⌮

者のุ᩿࡛༶ᗙࠋࡍࡲ࠸⾜ 

 

��㸬ネットワーク・ࢣࢳ࢚ット 

 ࡀࡇࡁࡍὀព㝿ࡿࡍ利用ᛌ㐺ࢆネットワーク⯡୍

ࢣࢳ࢚・ネットワークࠕ、ࡣࡽࢀࡇࠋࡍࡲࡾ࠶ࡘࡃ࠸

ット�ネࢣࢳット�ࠖࡶࡿࢀࡤの࡛ࠋࡍインターネットのୡ

インターネ、ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡍཎ๎࡛ࡀ⾨ᕫ㈐௵、⮬ᕫ㜵⮬ࡣ࡛⏺

ットࢆ利用ࡿࡍ㝿ᚲせ᭱ᑠ㝈Ᏺิࢆࡇࡁࡿᣲࠋࡍࡲࡋ 

・ア࢘࢝ント・ࣃスワードࢆཝ㔜ࠋࡿࡍ⌮⟶ 

・♫会ルールࢆᏲࠋࡿ 

・ㄦㅫ୰യࠋ࠸࡞ࡋ 

・ⴭ作ᶒࢆᐖࠋ࠸࡞ࡋ 

・プライバシーࢆᐖࠋ࠸࡞ࡋ 

 

ὀ㔘 
1（セ࢟ュࣜティポࣜシー： 

KWWS���ZZZ�RLFW�RVDND-X�DF�MS�VHFXULW\SROLF\） 

2（関㐃規程等のグ㍕ሙ所： 

KWWS���ZZZ�FPF�RVDND-X�DF�MS�HGX�JXLGHOLQH�JXLGHOLQH�SKS） 

3  ᖹ成��年�᭶��日ࠕࡾࡼṇアクセス⾜Ⅽの⚗Ṇ等関ࡍ 

 のຓࡑࡸṇアクセスࡣᅾ࡛⌧、ࡾ࠾࡚ࢀࡉ⾜ࡀἲᚊࠖࡿ

㛗⾜Ⅽࡣᠬᙺ・⨩㔠等のฮ⨩のᑐ㇟ࠋࡍࡲࡾ࡞ 
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